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まえがき 
 

令和 2 年度の戦略的国際標準化加速事業：我が国の国際標準化戦略を強化するための体

制構築 OIML（国際法定計量機関）対応の報告書をお届けします。本報告書は、（一財）

日本規格協会が経済産業省の委託を受け、同会より(一社)日本計量機器工業連合会が再

受託し、実施した事業の活動をまとめたものです。 
国際法定計量機関（International Organization of Legal Metrology、OIML）は、

1955 年の発足以来、法定計量分野で用いられる計量器の国際規格を作成し、計量器の信

頼性や国際的同等性を確保する活動を行ってきています。こうした計量器には、はかりや、

水道メーター、タクシーメーターなど、日常生活において使用される極めて重要なものが

含まれています。また、OIML では、法定計量に関した規範的な仕組みや実施組織のガイ

ドライン作成、各国法定計量機関の相互理解のための取り組みなどを行っています。 
本事業の目的は、こうした OIML の活動に対し我が国の対処方針の検討や意見集約を

行い、OIML 関連委員会での表明を通じ、我が国の意見反映に努めるとともに、調査や専

門家招聘を通じて情勢の把握等を行うことです。 
このために、本事業では国際法定計量調査研究委員会を設置し、同委員会のもとに 25

の作業委員会を組織しました。述べ 400人近くの委員の方々のご協力を得て、活発な議論

を行い、日本としての意見を取りまとめ、規格化に反映させました。 
今年度はコロナウイルスの対応に終始した年で、国際法定計量活動についても同様でし

た。ほぼ全ての活動は、対面からリモートに切り替えられました。今年度は毎年開催され

る CIML 委員会に加えて、4 年に一度の OIML 総会の開催年にあたっていましたが、

OIML 総会は延期になり、CIML 委員会はオンライン会議で開催されました。会議自体は

スムーズに進行しましたが、議決の方法などこれまで想定されていない事態が発生したた

め、その対応に少し時間を要しました。また、同じくアジア太平洋地域における地域法定

計量団体である Asia-Pacific Legal Metrology Forum（APLMF）の年次総会もオンライ

ン会議で開催されました。 
リモートでの開催にも、途上国や遠隔地からも参加しやすいなどの利点もあります。し

かしながら対面でのコミュニケーションも重要です。コロナウイルスがいつ収束するか見

えませんが、法定計量分野の活動は、今後は対面とリモートのハイブリッド形式が主流に

なると思われます。 
OIML 会議の内容についてここで特筆すべき事項は、長らく OIML 対応に尽力された

産総研の松本毅氏が OIML 功労賞（OIML メダル）を受賞したことです。国際法定計量

分野への取り組みと日本のプレゼンス向上への貢献に敬意と謝意を表します。 
本事業は、経済産業省計量行政室のご支援ご指導のもと、委員会、作業委員会の委員各

位の活発な活動、事務局及び関連企業・団体の貢献と支援によって遂行されました。ここ

に関係各位の多大なる貢献に感謝申し上げるとともに、本報告書が今後の法定計量に関連

した、国際・国内活動に活かされることを祈念致します。 
 

国際法定計量調査研究委員会 

委員長  高 辻 利 之 
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（略語） 
本文中で使われる略語を以下に記す。 

【OIML関連】 

OIML：国際法定計量機関／International Organization of Legal Metrology 

CIML：国際法定計量委員会／International Committee of Legal Metrology 

BIML：国際法定計量事務局／International Bureau of Legal Metrology 

PC委員会：運営委員会／Presidential Council 

RLMO：地域法定計量機関／Regional Legal Metrology Organization 

CEEMS：計量制度の整備途上にある国及び経済圏／Countries and Economies with Emerging 

Metrology Systems 

 

TC：OIML技術委員会／Technical Committees 

SC：OIML小委員会／Sub Committees 

Pメンバー：TC/SCの正参加国 

Oメンバー：TC/SCのオブザーバー参加国 

PG：OIML国際勧告案等を審議するプロジェクトグループ／Project Group 

WG：ワーキンググループ／Working Group 

R文書：国際勧告／International Recommendations 

D文書：国際文書／International Documents 

B文書：基本文書／Basic Documents 

G文書：ガイド文書／Guides 

V文書：用語集／Vocabularies 

 

WD：作業文書／Working Draft 

CD：委員会草案／Committee Draft 

DR：国際勧告草案／Draft Recommendation 

DD：国際文書草案／Draft Documents 

DG：ガイド文書草案／Draft Guides 

FDR：最終国際勧告草案／Final Draft Recommendation 

FDB：最終基本文書草案／Final Draft Basic Documents 

 

(OIML-CS関連) 

MAA：（旧）計量器の型式評価国際相互受入れ取決めの枠組み／Mutual Acceptance Arrangement 

OIML-CS：（基本証明書制度とMAAに代わる）新しいOIML証明書制度／OIML Certification System 

BoA：裁定委員会 ／Board of Appeal 



 
 

MC：運営委員会／Management Committee 

MG：メンテナンス・グループ／Management Group 

RC：審査委員会 ／Review Committee 

TLF：試験所フォーラム ／Testing Laboratory Forum  

MTL：製造事業者試験所／Manufacturers Testing Laboratory 

OD：運用文書 ／Operational Document 

PD：手順文書 ／Procedural Document  

 

【計量分野における関連機関】 

AFRIMETS：アフリカ内計量システム／Intra-Africa Metrology System 

APMP：アジア太平洋計量計画／Asia Pacific Metrology Programme 

APLMF：アジア太平洋法定計量フォーラム／Asia-Pacific Legal Metrology Forum 

AQUA：欧州水道メーター、積算熱量計製造事業者協会／Association of Water and Heat meter 

manufacture 

BIPM：国際度量衡局／International Bureau of Weights and Measures 

CECIP：欧州はかり製造事業者協同組合／European Association for National Trade Organizations 

representing the European Manufacturers of Weighing Instruments 

CGPM：国際度量衡総会／General Conference on Weights and Measures 

CIPM：国際度量衡委員会／International Committee for Weights and Measures 

COOMET：（東ヨーロッパの）欧州・アジア国家計量標準機関協力機構／Euro-Asian Cooperation of 

National Metrological Institutions 

EURAMET：欧州国家計量標準機関協会／European Association of National Metrology Institutes 

GSO：湾岸協力会議標準化機構／GCC Standardization Organization 

GULFMET：（ペルシア湾地域の）湾岸計量機構／Gulf Association for Metrology 

RMO：地域計量機関／Regional Metrology Organization 

RLMO： 地域法定計量機関／Regional Legal Metrology Organization 

SADCMEL：南部アフリカ開発共同体 法定計量協力機構／SADC Cooperation in Legal Metrology 

SIM：アメリカ全体陸計量システム／Inter-American Metrology System  

WELMEC：欧州法定計量協力機関／European Cooperation in Legal Metrology  

 

【各国の関係機関】 

BEIS：（英国の）ビジネス・エネルギー・産業戦略省／Department for Business, Energy and Industrial 

Strategy（Office for Product Safety & Standards が法定計量を担当） 

BMWI：ドイツ連邦経済技術省／Federal Ministry of Economic Affrairs and Energy 
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BEIS：（英国の）ビジネス・エネルギー・産業戦略省／Department for Business, Energy and Industrial 

Strategy（Office for Product Safety & Standards が法定計量を担当） 

BMWI：ドイツ連邦経済技術省／Federal Ministry of Economic Affrairs and Energy 

 
 

BSMI：経済部標準試験局（台湾）／Bureau of Standards, Metrology and Inspection 

CBWM：タイの中央度量衡局／Central Bureau of Weights and Measures (Department of Internal Trade, 

Ministry of Commerce) 

CMS/ITRI：台湾国家計量標準センター／Center for Measurement Standards 

DoM： （インドネシアの）商業省 計量局／Directorate of Metrology, Ministry of Trade 

DSS：タイ科学サービス局／Department of Science Service 

INMETRO：ブラジル国家計量・標準・産業品質局／National Institute of Metrology, Standardization and 

Industrial Quality 

KTC：韓国機械電気電子試験研究院／Korea Testing Certification 

LNE：フランス国立計量標準研究所／Laboratoire national de métrologie et d’essais 

MBIE：（ニュージーランドの）産業・イノベーション・労働省 消費者保護局（ニュージーランド）／

Ministry of Business, Innovation & Employment 

MDTCA： （マレーシアの）国内貿易・消費者省／Ministry of Domestic Trade and Consumer Affairs 

METAS：スイス連邦計量・認定局／Federal Institute of Metrology 

MSL：ニュージーランド計量標準研究所／Measurement Standards Laboratory 

NATA：オーストラリア検査機関協会／National Association of Testing Authorities 

NIM：中国計量科学研究院／National Institute of Metrology (PR China) 

NIMT：タイ国立計量研究所／National Institute of Metrology (Thailand) 

NIST：米国標準技術研究所／National Institute of Standards and Technology 

NMi：オランダ計量標準機関／Nederlands Meetinstituut 

NMIA： オーストラリア国家計量標準機関／National Measurement Institute (Australia) 

NMIJ：（産業技術総合研究所の）計量標準総合センター（日本）／National Metrology Institute of Japan 

NMIM： （マレーシア標準・産業技術研究所／SIRIMの）国家計量標準機関／National Metrology Institute 

of Malaysia of SIRIM 

NRCS：南アフリカ国家規制管理局／National Regulator for Compulsory Specifications 

PTB：ドイツ物理工学研究所／Physikalisch Technische Bundesanstalt 

SAMR：（中国の）国家市場監督管理総局／State Administration for Market Regulation 

注：旧AQSIQ 国家品質監督検査検疫総局／General Administration of Quality Supervision, 

Inspection and Quarantine 

STAMEQ：ベトナム政府規格・品質局／Directorate for Standards Metrology and Quality 

 

【その他】 

APEC：アジア太平洋経済協力会議／Asia-Pacific Economic Cooperation 

APLAC：アジア太平洋試験所認定協力機構／Asia-Pacific Laboratory Accreditation Cooperation 



 
 

ASEAN：東南アジア諸国連合（アセアン）／Association of South-East Asian Nations 

ASEAN ACCSQ：アセアン標準品質諮問委員会／ASEAN Consultative Committee for Standards & 

Quality 

CCxx：BIPMの合計 10の諮問委員会（CCAUV, CCEM, CCL, CCM, CCPR, CCQM, CCRI, CCT,  

CCTF, CCU）／Consultative Committees of BIPM 

CIPM MRA：（メートル条約の）計量標準の国際相互承認協定／CIPM Mutual Recognition 

Arrangement 

CMC：（メートル条約の）校正・測定能力／Calibration and Measurement Capabilities 

CNG：圧縮天然ガス（主に自動車用）／Compressed Natural Gas 

Codex：国際食品規格委員会／Codex Alimentarius 

COVID-19：新型コロナウィルス感染症／Coronavirus disease 2019 

DEC: （APMPの）途上国委員会／Developing Economies' Committee 

IAF：国際認定フォーラム／International Accreditation Forum 

IEC：国際電気標準会議／International Electrotechnical Commission 

ILAC： 国際試験所認定会議／International Laboratory Accreditation Conference 

ISO：国際標準化機構／International Organization for Standardization 

ISWIM: 国際動的測定学会／International Society for Weigh in Motion 

JCGM：（BIPMの）計量関連国際ガイドに関する合同委員会／Joint Committee for Guides in Metrology 

JICA：国際協力機構（日本）／Japan International Cooperation Agency 

MEDEA：（PTBプロジェクトの）計量分野のアジア途上国支援／Metrology： Enabling Developing 

Economies within Asia 

MID：欧州計量器指令／Measuring Instruments Directive 

MoU：（一般名詞としての）覚書／Memorandum of Understanding 

NAWID：非自動はかり指令／Non-automatic Weighing Instruments Directive  

NMI：国家計量標準機関（一般名称）／National Metrology Institute  

PAC：太平洋認定協力機構／Pacific Accreditation Cooperation（2019年にAPACに統合された） 

QI：高品質な社会基盤／Quality Infrastructure 

SAARC：南アジア地域協力連合／South Asia Association for Regional Cooperation 

SAE：ソサエティ・オブ・ オートモーティブ・エンジニアズ／Society of Automotive Engineers  

SDG: （国連の）持続可能な開発目標／Sustainable Development Goals 

SOLAS：海上における人命の安全のための国際条約／International Convention for the Safety of Life at 

Sea 

ToR： （一般名詞としての）付帯事項／Terms of Reference 

UNECE：国連欧州経済委員会／UN Economic Commission for Europe 
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第 1章 国際標準化事業の概要 

1.1 OIMLの概要 

OIMLは、法定計量制度における行政上又は技術上の国際的な諸問題を解決し、計量器の国際貿

易の円滑化を図ることを目的として、「国際法定計量機関を設立する条約」に基づいて設立された

機関であり、2021年1月現在、正加盟国61ヶ国、準加盟国65ヶ国である。 
OIMLには、OIMLの目的とする業務を企画し、遂行する組織として、CIMLが設置されており、

2021 年 2 月現在、委員長は Roman Schwartz 氏（独・PTB）、第一副委員長は Charles Ehrlich
氏（米・NIST）、第二副委員長はBobjoseph Mathew氏（スイス・METAS）が務めており、委員

長と副委員長の任期は共に6年である。なお2019年10月までは、産業技術総合研究所の三木幸信

氏が第二副委員長を務めていた。OIMLの事務局であるBIMLの局長はAnthony Dollellan氏（豪）、

副局長は Ian Dunmill氏（英）、Paul Dixion氏（英）が務めている。 

OIMLの主な活動は、R文書、D文書、B文書などの勧告文書等を発行することである。R文書

は、計量器ごとに性能や検定・検査基準等を規定した文書で、国内法への導入は各国の選択に任さ

れるが、加盟国は発行されたR文書を可能な限り国内法に導入する道義的責任を負う。D文書は法

定計量の共通的課題に関する指針を与えるための文書、B文書はOIMLの活動に関する基本方針を

規定した文書である。これらの勧告文書等は、1995 年に発足した WTO の貿易の技術的障害に関

する協定（TBT協定）における国際規格に該当するものと考えられており、各国計量法規の国際的

調和を確保し、また国際的基準・認証制度の実現を図る上で、重要な役割を果たしている。 

また、勧告文書等の作成・改定の作業を行うため、分野別にTC が、また各TC 内の研究課題に

対してSCが設置されている。現在、課題分野ごとに18のTC及び46のSCが設置されている。

加盟国は、TC及びSCにPメンバー又はOメンバーとして参加することができ、Pメンバーとし

て参加している国は、勧告文書等の作成に積極的に参加することが要請されるとともに、国際会議

に出席し、勧告文書等の案の可否に対して投票する必要がある。Oメンバーとして参加している国

は、勧告文書等の研究課題に対して関心を持つ国で、勧告文書等の案に対する意見の提出及び国際

作業部会への出席は可能であるが、投票権はない。我が国は16のTCと33のSCにPメンバーと

して参加しているほか、他の分野にもOメンバーとして登録しており、全ての分野にメンバーとし

て参加している。なお、BIMLにおいても、B文書を中心に、勧告文書等の作成・改定の作業を行

っている場合もある。 

更に2012年以降、文書の新規作成（または改定）は、CIML委員またはBIMLが文書の新規作

成等の提案を行い、TC または SC 内に実際の文書作成作業を行う時限的なプロジェクト・グルー

プ（PG）が組織され、行うこととなった。現在、TC、SC 傘下に組織されている PG は 34 あり、

日本はそのうちの 22 のPG にP メンバーとして登録し、我が国の意見を反映できるよう文書作成

に参加している。 

2021 年 2 月現在の勧告文書等の一覧を巻末資料１に、TC、SC 及び PG の一覧、幹事国及び日

本の参加資格（P メンバー、O メンバー）を巻末資料２に、各TC/SC 及びBIML が所管している
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刊行物及び審議状況を巻末資料３に示す。 

1.2 事業の概要 

(1) 目的及び内容 

我が国が勧告文書等を踏まえ、法定計量について適切に国際整合化を図っていくためには、

これらの勧告文書等の案の段階で内容を精査し、対処方針を策定するとともに、可能な限り、

勧告文書等の案に対し我が国の意見を反映させていくことが必要である。 

このため、OIMLのTC、SC及びそれぞれのTCまたはSCの中に設置されたPGなどで検

討がなされている勧告文書等の案について、対処方針の策定、我が国の意見決定等、必要な措

置を講じるための専門家等を交えた審議を行うとともに、関連する国際会議に出席し、責任あ

る規制の執行等を行うために必要となる情報収集・調査等を行い、我が国の意見反映に努める

ものである。また、これらの勧告文書等の策定される国際的な背景や勧告文書等を調査するた

めの海外調査または海外専門家の招へいを行う。 

本事業を通じ、計量制度の世界的調和及び信頼性の向上並びに我が国計量業界の国際的産業

競争力強化に資するものとする。 

   また、OIMLの審議案件について円滑に審議を行うため、国内委員会サイト（ホームページ）

を設置、運営を行っている。 

本ホームページは、各TC/SC/PGでの検討内容が時系列で分かりやすく掲載されているほか、

検討に必要な資料が揃った充実した内容となっている。 

OIMLに関する情報について、日々更新を行い、勧告文書案（R文書、D文書）等や国際会議

等の情報が収集、整理されているため、委員会活動を効率よく行うことに貢献している。 

    国際標準化活動（OIML事業） http://www.keikoren.or.jp/oiml/index.html 

    国内委員会サイト（委員専用） https://oiml-japan.org/ 

 
 (2) 実施体制 

国際法定計量調査研究委員会及び同委員会の下に25の作業委員会を設置し、OIMLにおけるTC、

SC及びPGの全作業課題に対して対応できる体制を整えている。 
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SC及びPGの全作業課題に対して対応できる体制を整えている。 

国際法定計量調査研究委員会

委員長：高辻　利之

OIMLとの連絡調整：国際計量室　松本 毅 計量規則等作業委員会

ガスメーター作業委員会

体積計作業委員会

国際計量研究連絡委員会／法定計量分科会

    [事務局：国立研究開発法人産業技術総合研究所／NMIJ]

水道メーター作業委員会

タクシーメータ-作業委員会

計量器証明書作業委員会　

包装商品作業委員会　

情報化作業委員会

計量器作業委員会

圧縮燃料ガス計量システム作
業委員会

水分・タンパク計作業委員会

【実施体制組織図】

放射温度計測作業委員会

燃料油メーター作業委員会

自動はかり等作業委員会

積算熱量計作業委員会

呼気試験機作業委員会

不確かさ作業委員会　　

電子化計量器作業委員会

質量計作業委員会

医療用計量器作業委員会

放射線計量器作業委員会

音響振動計量器作業委員会

電力量計等作業委員会

質量計用ロードセル作業委員会

環境・分析計量器作業委員会

連携

事務局：一般社団法人日本計量機器工業連合会

[国立研究開発法人産業技術総合研究所／NMIJ]

[国立研究開発法人産業技術総合研究所／NMIJ]
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(3) 作業委員会等の担当分野 

各作業委員会等におけるOIMLのTC、SCの担当分野は、以下のとおりとし、OIMLの全作業

課題について対応する。 
 

作業委員会 TC（技術委員会） SC（小委員会） 

計量規則等作業委員会 

 

TC1：用語 

TC2：計量単位 

TC3：計量規則 

 

 

 

 

 
TC4：標準器、校正及び検定装置 

 

 
SC1：型式承認及び検定 

SC2：計量取締り 

SC3：標準物質 

SC4：統計的方法の適用 

SC5：適合性評価 

SC6：型式適合性（CTT） 

不確かさ作業委員会 TC3：計量規則 SC5：適合性評価 

包装商品作業委員会 TC6：包装商品  

計量器証明書作業委員会 BIML：OIML-CS 

電子化計量器作業委員会 TC5：計量器に関する一般要求事項 SC1：環境条件 

情報化作業委員会 TC5：計量器に関する一般要求事項 SC2：ソフトウェア 

計量器作業委員会 TC7：長さ関連量の計量器 

 
TC9：質量計及び密度計 

TC10:圧力、力及び関連量の計量器 

 

 

 
TC11：温度及び関連量の計量器 

 

 
TC17：物理化学測定器 

SC1：長さ計 

SC3：面積の測定 

SC4：密度計 

SC1：重錘型圧力びん 

SC2：弾性感圧素子圧力計 

SC3：気圧計 

SC4：材料試験機 

SC1：抵抗温度計 

SC2：接触温度計 

SC3：放射温度計 

SC5：粘度の測定 

タクシーメーター作業委員会 TC7：長さ関連量計量器 SC4：道路運送車両計量器 

放射温度計測作業委員会 TC11：温度及び関連量の計量器 SC3：放射温度計 

体積計作業委員会 

 

 

TC8：流体量の測定 

 

 

SC1：静的体積・質量測定 

SC3：動的体積・質量測定

（水以外の液体）（R117） 
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TC8：流体量の測定 
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SC3：動的体積・質量測定
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作業委員会 TC（技術委員会） SC（小委員会） 

体積計作業委員会 

 

 

 

 

 

SC6：低温液体の計量 

SC7：ガスメータリング

（R137、R139を除く） 

水道メーター作業委員会 TC8：流体量の測定 SC5：水道メーター 

ガスメーター作業委員会 TC8：流体量の測定 SC7：ガスメータリングの

一部（R137） 

燃料油メーター作業委員会 

 

TC8：流体量の測定 

 

SC3：動的体積・質量測定

（水以外の液体） 

積算熱量計作業委員会 

 

TC11：温度及び関連量の計量器

の一部（R75） 
 

圧縮燃料ガス計量システム作

業委員会 

TC8：流体量の測定 SC7：ガスメータリングの

一部（R139） 

質量計作業委員会 TC9：質量計及び密度計 SC1：非自動はかり 

SC3：分銅 

自動はかり等作業委員会 TC7：長さ関連量の計量器 

TC9：質量計及び密度計 

SC5：形状測定器 

SC2：自動はかり 

質量計用ロードセル作業委員

会 

TC9：質量計及び密度計  

電力量計等作業委員会 

 

TC12：電気量の計量器 

TC14：光関連量の計量器 
 

 

音響振動計量器作業委員会 TC13：音響及び振動の計量器  

放射線計量器作業委員会 TC15：電離放射線の計量器 SC1：医療用電離放射線の

計量器 

SC2：工業用電離放射線 

 の計量器 

環境・分析計量器作業委員会 

 

 

 

 

 

 

 

TC16：汚染度計量器 

 

 

 

 

 
TC17：物理化学測定器 

 

SC1：大気汚染 

SC2：水質汚染 

SC3：殺虫剤及び有毒汚染

物質 

SC4：有害性汚染物質の環

境計測 

SC2：糖度計 

SC3：pH計 
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作業委員会 TC（技術委員会） SC（小委員会） 

環境・分析計量器作業委員会  SC4：導電率の測定 

SC6：ガス分析計 

水分・タンパク計作業委員会 TC17：物理化学測定器 

 

SC1：水分計 

SC8：農産物の品質分析機

器 

呼気試験機作業委員会 TC17：物理化学測定器 SC7：呼気試験機 

医療用計量器作業委員会 TC18：医療用計量器 SC1：血圧計 

SC2：体温計 

SC4：医療用電子計量器 

SC5：医学研究用計測器 

 

1.3 委員構成  

(1) 国際法定計量調査研究委員会 

委 員 長  高 辻 利 之  国際法定計量委員会（CIML）委員 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

研究戦略部 上席イノベーションコーディネータ 

委  員  三 木 幸 信  国際法定計量委員会（CIML） 前委員 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 特別顧問 

〃    大 崎 美 洋  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室長 

〃    前 場 卓 也  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    行 本 治 代  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    臼 田   孝  国際度量衡委員会 委員 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 理事 

計量標準総合センター長 

〃    大 田 明 博  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門長 

〃    根 本   一  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 総括研究主幹 

〃    齋 藤 則 生  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室長 

〃    松 本   毅  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

（OIML連絡担当） 
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作業委員会 TC（技術委員会） SC（小委員会） 

環境・分析計量器作業委員会  SC4：導電率の測定 

SC6：ガス分析計 

水分・タンパク計作業委員会 TC17：物理化学測定器 

 

SC1：水分計 

SC8：農産物の品質分析機

器 

呼気試験機作業委員会 TC17：物理化学測定器 SC7：呼気試験機 

医療用計量器作業委員会 TC18：医療用計量器 SC1：血圧計 

SC2：体温計 

SC4：医療用電子計量器 

SC5：医学研究用計測器 

 

1.3 委員構成  

(1) 国際法定計量調査研究委員会 

委 員 長  高 辻 利 之  国際法定計量委員会（CIML）委員 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

研究戦略部 上席イノベーションコーディネータ 

委  員  三 木 幸 信  国際法定計量委員会（CIML） 前委員 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 特別顧問 

〃    大 崎 美 洋  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室長 

〃    前 場 卓 也  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    行 本 治 代  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    臼 田   孝  国際度量衡委員会 委員 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 理事 

計量標準総合センター長 

〃    大 田 明 博  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門長 

〃    根 本   一  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 総括研究主幹 

〃    齋 藤 則 生  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室長 

〃    松 本   毅  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

（OIML連絡担当） 

 
 

委  員   荒 木   誠  東京都計量検定所 所長 

  〃    加曽利 久 夫  日本電気計器検定所 理事 

〃    片 桐 拓 朗  一般財団法人 日本品質保証機構 理事 

〃    青 山 理恵子  公益社団法人 日本消費生活アドバイザー･コンサルタント･ 

相談員協会 最高顧問 

〃    杉   亮 一  一般社団法人 日本計量機器工業連合会 常任理事、技術委員長 

東京計装株式会社 代表取締役社長 

〃    龍 野 廣 道  一般社団法人 日本計量機器工業連合会 常任理事 

株式会社 タツノ 代表取締役社長 

〃    谷 田 千 里  一般社団法人 日本計量機器工業連合会 理事、国際事業委員長 

株式会社 タニタ 代表取締役社長 

〃      田 中 康 之  一般社団法人 日本計量機器工業連合会 理事、はかり部会長 

株式会社 田中衡機工業所 代表取締役社長 

〃      石 橋 雅 裕  日本ガスメーター工業会 事務局長 

〃    加 藤   忠  日本タクシーメーター工業会 会長 

矢崎エナジーシステム株式会社 計装営業統括部 主査 

〃    河 住 春 樹  一般社団法人 日本計量振興協会 専務理事 

〃    富 田 健 介  一般社団法人 日本電気計測器工業会 専務理事 

〃    松 浦 義 和  一般社団法人 日本分析機器工業会 専務理事 

〃    小 島   孔  一般社団法人 日本計量機器工業連合会 専務理事 

〃    三 倉 伸 介  計量規則等作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 法定計量管理室長 

〃    森 中 泰 章  不確かさ作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

〃    伊 藤   武  計量器証明書作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ長 

〃    加曽利 久 夫  電子化計量器作業委員会及び電力量計作業委員会委員長（再掲） 

日本電気計器検定所 理事 

〃    渡 邊   宏  情報化作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 データサイエンス研究グループ 

主任研究員 
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委  員  神 長   亘  計量器作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 計量器試験技術グループ長 

〃    米 野 剛 司  タクシーメーター作業委員会委員長 

岡部メーター製造株式会社 専務取締役 

〃       島 田 正 樹  体積計作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ長 

〃       三 輪 和 弘  水道メーター作業委員会委員長 

一般社団法人 日本計量機器工業連合会 水道メーター技術委員長 

愛知時計電機株式会社 生産本部 水機器製造部 副部長 

〃       佐 藤 恭 宣  ガスメーター作業委員会委員長 

日本ガスメーター工業会 技術委員長 

アズビル金門株式会社 参与 

〃    津 村 泰 行  燃料油メーター作業委員会委員長 

株式会社 タツノ 研究開発部 部長 

〃    大 沢 紀 和  圧縮燃料ガス計量システム作業委員会委員長 

株式会社 タツノ 水素技術開発部 課長 

〃    長 野 智 博  質量計作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ長 

〃    田 村 淳 一  自動はかり等作業委員会委員長 

アンリツインフィビス株式会社 新規事業本部 

新ソリューション創出部 部長 

〃    三 昌 洋 一  質量計用ロードセル作業委員会委員長 

株式会社 エー・アンド・デイ 第 2設計開発本部 第 7部 

71課 課長 

〃    堀 内 竜 三  音響振動計量器作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

分析計測標準研究部門 総括研究主幹 

〃    原 野 英 樹  放射線計量器作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

分析計測標準研究部門 放射能中性子標準研究グループ長 

〃    三 浦   勉  環境・分析計量器作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

物質計測標準研究部門 無線標準研究グループ 上級主任研究員 

－ 8－



 
 

委  員  神 長   亘  計量器作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 計量器試験技術グループ長 

〃    米 野 剛 司  タクシーメーター作業委員会委員長 

岡部メーター製造株式会社 専務取締役 

〃       島 田 正 樹  体積計作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ長 

〃       三 輪 和 弘  水道メーター作業委員会委員長 

一般社団法人 日本計量機器工業連合会 水道メーター技術委員長 

愛知時計電機株式会社 生産本部 水機器製造部 副部長 

〃       佐 藤 恭 宣  ガスメーター作業委員会委員長 

日本ガスメーター工業会 技術委員長 

アズビル金門株式会社 参与 

〃    津 村 泰 行  燃料油メーター作業委員会委員長 

株式会社 タツノ 研究開発部 部長 

〃    大 沢 紀 和  圧縮燃料ガス計量システム作業委員会委員長 

株式会社 タツノ 水素技術開発部 課長 

〃    長 野 智 博  質量計作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ長 

〃    田 村 淳 一  自動はかり等作業委員会委員長 

アンリツインフィビス株式会社 新規事業本部 

新ソリューション創出部 部長 

〃    三 昌 洋 一  質量計用ロードセル作業委員会委員長 

株式会社 エー・アンド・デイ 第 2設計開発本部 第 7部 

71課 課長 

〃    堀 内 竜 三  音響振動計量器作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

分析計測標準研究部門 総括研究主幹 

〃    原 野 英 樹  放射線計量器作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

分析計測標準研究部門 放射能中性子標準研究グループ長 

〃    三 浦   勉  環境・分析計量器作業委員会委員長 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

物質計測標準研究部門 無線標準研究グループ 上級主任研究員 

 
 

委  員  松 本   毅  水分・タンパク計作業委員会委員長（再掲） 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター  

計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

〃    上 原 伸 二  呼気試験機作業委員会委員長 

一般財団法人 化学物質評価研究機構 東京事業所 

化学標準部 次長 

〃       松 浦 義 和  医療用計量器作業委員会委員長（再掲） 

一般社団法人 日本分析機器工業会 専務理事 

(2) 計量規則等作業委員会 

委 員 長  三 倉 伸 介  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 法定計量管理室長 

委  員  横 山 康 之  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    齋 藤 則 生  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室長 

〃    松 本   毅  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

〃    山 澤 一 彰  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

 計量標準普及センター 標準供給保証室長 

 〃     伊 藤   武  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ長 

〃    森 中 泰 章  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

〃    神 長   亘  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 計量器試験技術グループ長 

〃       島 田 正 樹  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ長 

〃    長 野 智 博  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ長 

〃    柳 下 幸 永  東京都計量検定所 検査課 課長 

〃    加曽利 久 夫  日本電気計器検定所 理事 

〃    佐 野 弘 明  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター  

副所長 兼 計器検定課 課長 

〃    石 橋 雅 裕  日本ガスメーター工業会 事務局長 

 

－ 9－



 
 

(3) 不確かさ作業委員会 

委 員 長  森 中 泰 章  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    田 中 秀 幸  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 データサイエンス研究グループ長 

〃    宮 内   翔  東京都計量検定所 検定課 主任 

〃    長 澤   淳  日本電気計器検定所 経営企画室 課長補佐 

〃    佐 藤 恵 子  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 副参事 

〃    山 澤   賢  一般財団法人 化学物質評価研究機構 化学標準部 

技術第一課 課長 

(4) 包装商品作業委員会 

委  員  関 口 敦 司  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    行 本 治 代  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    田 中 秀 幸  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

 工学計測標準研究部門 データサイエンス研究グループ長 

〃    松 本   毅  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

 計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

〃    坂 本 雅 広  東京都計量検定所 検査課 課長代理 

〃    土 橋 芳 和  公益社団法人 日本缶詰びん詰レトルト食品協会 専務理事 

〃    渕 上 節 子  特定非営利活動法人 日本主婦連合会 会長 

〃     青 山 理恵子  公益社団法人 日本消費生活アドバイザー･コンサルタント･ 

相談員協会 最高顧問 

〃    照 井 善 光  一般財団法人 日本食品検査 事業本部 試験部門 執行役員 

〃    金 井 一 榮  金井計量管理事務所 計量士 

〃    吉 野   博  株式会社 大丸松坂屋百貨店 本部 業務本部 業務推進部 

首都圏エリア担当 計量士 

〃    髙 橋 夏 樹  株式会社 明治 大阪工場 計量士 

〃    倉 野 恭 充  一般社団法人 日本計量振興協会 事業部 部長 

〃    田 村 淳 一  アンリツインフィビス株式会社 新規事業本部 

 新ソリューション創出部 部長 

〃    玉 井   裕  株式会社 イシダ 計量開発一課 主任技師 

〃    和 田 俊 之  株式会社 寺岡精工 知的財産規格部 課長 

〃    滝 本 昌 史  大和製衡株式会社 自動機器事業部 自動機器開発課 主任技師 
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(3) 不確かさ作業委員会 

委 員 長  森 中 泰 章  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    田 中 秀 幸  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 データサイエンス研究グループ長 

〃    宮 内   翔  東京都計量検定所 検定課 主任 

〃    長 澤   淳  日本電気計器検定所 経営企画室 課長補佐 

〃    佐 藤 恵 子  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 副参事 

〃    山 澤   賢  一般財団法人 化学物質評価研究機構 化学標準部 

技術第一課 課長 

(4) 包装商品作業委員会 

委  員  関 口 敦 司  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    行 本 治 代  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    田 中 秀 幸  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

 工学計測標準研究部門 データサイエンス研究グループ長 

〃    松 本   毅  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

 計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

〃    坂 本 雅 広  東京都計量検定所 検査課 課長代理 

〃    土 橋 芳 和  公益社団法人 日本缶詰びん詰レトルト食品協会 専務理事 

〃    渕 上 節 子  特定非営利活動法人 日本主婦連合会 会長 

〃     青 山 理恵子  公益社団法人 日本消費生活アドバイザー･コンサルタント･ 

相談員協会 最高顧問 

〃    照 井 善 光  一般財団法人 日本食品検査 事業本部 試験部門 執行役員 

〃    金 井 一 榮  金井計量管理事務所 計量士 

〃    吉 野   博  株式会社 大丸松坂屋百貨店 本部 業務本部 業務推進部 

首都圏エリア担当 計量士 

〃    髙 橋 夏 樹  株式会社 明治 大阪工場 計量士 

〃    倉 野 恭 充  一般社団法人 日本計量振興協会 事業部 部長 

〃    田 村 淳 一  アンリツインフィビス株式会社 新規事業本部 

 新ソリューション創出部 部長 

〃    玉 井   裕  株式会社 イシダ 計量開発一課 主任技師 

〃    和 田 俊 之  株式会社 寺岡精工 知的財産規格部 課長 

〃    滝 本 昌 史  大和製衡株式会社 自動機器事業部 自動機器開発課 主任技師 

 

 
 

(5) 計量器証明書作業委員会 

委 員 長  伊 藤   武  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ長 

委  員  行 本 治 代  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    島 田 紀 章  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 係長 

〃    山 澤 一 彰  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 標準供給保証室長 

〃    松 本   毅  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

〃    三 倉 伸 介  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 法定計量管理室長 

〃    森 中 泰 章  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

〃       神 長   亘  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 計量器試験技術グループ長 

〃       島 田 正 樹  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ長 

〃    長 野 智 博  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ長 

〃    戸 田 邦 彦  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ 

〃    山 外 昭 博  日本電気計器検定所 経営企画室 アシスタントマネージャー 

〃    佐 野 弘 明  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター  

副所長 兼 計器検定課 課長 

〃     佐 藤 善 久  愛知時計電機株式会社 R&D本部 市場統括部  

水道市場グループ 課長 

〃     田 尻 祥 子  株式会社 イシダ 開発統括部 開発統括一課 技術専門職 

〃    下 舘 一 陽  株式会社 タツノ 技術管理室 課長 

〃    和 田 俊 之  株式会社 寺岡精工 知的財産規格部 課長 

(6) 電子化計量器作業委員会 

委 員 長  加曽利 久 夫  日本電気計器検定所 理事 

委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    大 谷 怜 志  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ 
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委  員  山 田 達 司   国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

物理計測標準研究部門 応用電気標準研究グループ 

〃    田 中 世 二  株式会社 イー・エム・シー・ジャパン 管理部 

〃    井 上 賢 一  一般社団法人 日本電気計測器工業会 政策課題グループ 部長 

〃     熊 村 将 之  愛知時計電機株式会社 R&D本部 技術統括部 Sグループ 

グループマネージャー 

〃    大 津 馨 平  株式会社 イシダ 第二開発部 物流 SI開発二課 係長 

〃    増 子   功  株式会社 タツノ 研究開発部 課長 

〃    和 田 俊 之  株式会社 寺岡精工 知的財産規格部 課長 

〃    川 島   定  矢崎エナジーシステム株式会社 ガス機器開発センター 

 第一開発部 

(7) 情報化作業委員会 

委 員 長   渡 邊   宏  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 データサイエンス研究グループ 

                主任研究員 

委  員  行 本 治 代  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

   〃       松 岡   聡  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 計量研修センター 総括主幹 

〃    大 谷 怜 志  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ 

〃    高 橋   豊  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 計量器試験技術グループ 

〃    渡 邊 昇 五  日本電気計器検定所 検定管理部 検定研究グループ  

マネージャー 

〃    白 石 一 成  日本電気計器検定所 検定管理部 型式試験グループ 専任係長 

〃     寺 田 憲 二  一般社団法人 日本ガス協会 技術ユニット 内管グループ 

〃     熊 村 将 之  愛知時計電機株式会社 R&D本部 技術統括部 Sグループ 

グループマネージャー 

〃    本 山 健 一  アズビル金門株式会社 開発本部 製品開発部 部長 

〃    大 津 馨 平  株式会社 イシダ 第二開発部 物流 SI開発二課 係長 

〃    舟 瀬   進  株式会社 エー･アンド･デイ 第 1設計開発本部 

第 1部 11課 課長代理 

〃    瀬 川 浩 一  株式会社 クボタ 精密機器技術部長 

〃    関 本 泰 之  株式会社 タツノ 研究開発部 課長代理 
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委  員  山 田 達 司   国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

物理計測標準研究部門 応用電気標準研究グループ 

〃    田 中 世 二  株式会社 イー・エム・シー・ジャパン 管理部 

〃    井 上 賢 一  一般社団法人 日本電気計測器工業会 政策課題グループ 部長 

〃     熊 村 将 之  愛知時計電機株式会社 R&D本部 技術統括部 Sグループ 

グループマネージャー 

〃    大 津 馨 平  株式会社 イシダ 第二開発部 物流 SI開発二課 係長 

〃    増 子   功  株式会社 タツノ 研究開発部 課長 

〃    和 田 俊 之  株式会社 寺岡精工 知的財産規格部 課長 

〃    川 島   定  矢崎エナジーシステム株式会社 ガス機器開発センター 

 第一開発部 

(7) 情報化作業委員会 

委 員 長   渡 邊   宏  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 データサイエンス研究グループ 

                主任研究員 

委  員  行 本 治 代  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

   〃       松 岡   聡  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 計量研修センター 総括主幹 

〃    大 谷 怜 志  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ 

〃    高 橋   豊  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 計量器試験技術グループ 

〃    渡 邊 昇 五  日本電気計器検定所 検定管理部 検定研究グループ  

マネージャー 

〃    白 石 一 成  日本電気計器検定所 検定管理部 型式試験グループ 専任係長 

〃     寺 田 憲 二  一般社団法人 日本ガス協会 技術ユニット 内管グループ 

〃     熊 村 将 之  愛知時計電機株式会社 R&D本部 技術統括部 Sグループ 

グループマネージャー 

〃    本 山 健 一  アズビル金門株式会社 開発本部 製品開発部 部長 

〃    大 津 馨 平  株式会社 イシダ 第二開発部 物流 SI開発二課 係長 

〃    舟 瀬   進  株式会社 エー･アンド･デイ 第 1設計開発本部 

第 1部 11課 課長代理 

〃    瀬 川 浩 一  株式会社 クボタ 精密機器技術部長 

〃    関 本 泰 之  株式会社 タツノ 研究開発部 課長代理 

 
 

委  員  和 田 俊 之  株式会社 寺岡精工 知的財産規格部 課長 

〃    丸 山   桂  東光東芝メーターシステムズ株式会社 開発部 

設計第一グループ グループ長 

〃    堀 内 克 充  矢崎エナジーシステム株式会社 モビリティ事業本部 

モビリティデバイス開発統括部 第二開発部 

〃    松 尾 孝 徳  大和製衡株式会社 産機技術部 産機設計課 技師 

(8) 計量器作業委員会 

委 員 長  神 長   亘  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 計量器試験技術グループ長 

委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    大 串 浩 司  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 力トルク標準研究グループ長 

〃    藤 田 佳 孝  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流体標準研究グループ長 

〃    平 井 亜紀子  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 長さ標準研究グループ長 

〃    伊 藤   武  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ長 

〃    井 上   太  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 計量器試験技術グループ 

〃    戸 田 邦 彦  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ 

〃    井 上 賢 一  一般社団法人 日本電気計測器工業会 政策課題グループ 部長 

〃    米 野 剛 司  岡部メーター製造株式会社 専務取締役 

(9) タクシーメーター作業委員会 

委 員 長  米 野 剛 司  岡部メーター製造株式会社 専務取締役 

委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    堀 越   努  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    井 上   太  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 計量器試験技術グループ 

〃    有 山 雅 子  公益社団法人 日本消費生活アドバイザー･コンサルタント･ 

相談員協会 常任顧問 

〃    溝 口 元 喜  株式会社 ニシベ計器製造所 技術部 部長 

〃    藤 川 公 成  二葉計器株式会社 システム技術部 技術課 課長 
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委  員  堀 内 克 充  矢崎エナジーシステム株式会社 モビリティ事業本部 

モビリティデバイス開発統括部 第二開発部 

(10) 放射温度計測作業委員会 

委  員  笹 嶋 尚 彦  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

物理計測標準研究部門 光温度計測研究グループ 

  〃       佐 藤 弘 康  日本電気計器検定所 標準部 標準研究グループ 

アシスタントマネージャー 

〃    村 上 拓 朗  株式会社 佐藤計量器製作所 宮城工場 校正技術課 課長 

〃    佐 賀 匡 史  株式会社 チノー 久喜事業所 開発部 

〃    大須賀 直 博  株式会社 堀場製作所 カスタム製品開発部 

(11) 体積計作業委員会 

委 員 長  島 田 正 樹  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ長 

委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    堀 越   努  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    大 羽 将 之  神奈川県計量検定所 次長 

〃    木 村 晋 利  埼玉県計量検定所 検査検定担当 担当課長 

〃    三 輪 和 弘  愛知時計電機株式会社 生産本部 水機器製造部 副部長 

 〃    佐 藤 恭 宣  アズビル金門株式会社 参与 

〃    黒 羽 康 博  株式会社 タツノ 研究開発部 課長 

(12) 水道メーター作業委員会 

委 員 長  三 輪 和 弘  愛知時計電機株式会社 生産本部 水機器製造部 副部長 

委  員  間々田 和 之 経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 係長 

〃    西 川 一 夫  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ 

〃    堀 越   努  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    谷 本 知 之  東京都水道局 給水部 給水課 担当課長 

〃    竹 村 太 郎  横浜市水道局 給水サービス部 給水維持課 水道メーター係長 

〃    安 西 正 憲  アズビル株式会社 AAC IAP開発部3グループ マネージャー 

〃    高 野 佳 史  アズビル金門株式会社 開発本部 製品開発部 メーターグループ 

〃    一ノ尾 宜 志  大豊機工株式会社 公共システム部 技術・品質管理課 課長 

〃    蒲 野 良 雄  岡崎精機株式会社 取締役会長 

〃    垣 本 憲 一  柏原計器工業株式会社 取締役工場長 
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委  員  堀 内 克 充  矢崎エナジーシステム株式会社 モビリティ事業本部 

モビリティデバイス開発統括部 第二開発部 

(10) 放射温度計測作業委員会 

委  員  笹 嶋 尚 彦  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

物理計測標準研究部門 光温度計測研究グループ 

  〃       佐 藤 弘 康  日本電気計器検定所 標準部 標準研究グループ 

アシスタントマネージャー 

〃    村 上 拓 朗  株式会社 佐藤計量器製作所 宮城工場 校正技術課 課長 

〃    佐 賀 匡 史  株式会社 チノー 久喜事業所 開発部 

〃    大須賀 直 博  株式会社 堀場製作所 カスタム製品開発部 

(11) 体積計作業委員会 

委 員 長  島 田 正 樹  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ長 

委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    堀 越   努  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    大 羽 将 之  神奈川県計量検定所 次長 

〃    木 村 晋 利  埼玉県計量検定所 検査検定担当 担当課長 

〃    三 輪 和 弘  愛知時計電機株式会社 生産本部 水機器製造部 副部長 

 〃    佐 藤 恭 宣  アズビル金門株式会社 参与 

〃    黒 羽 康 博  株式会社 タツノ 研究開発部 課長 

(12) 水道メーター作業委員会 

委 員 長  三 輪 和 弘  愛知時計電機株式会社 生産本部 水機器製造部 副部長 

委  員  間々田 和 之 経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 係長 

〃    西 川 一 夫  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ 

〃    堀 越   努  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    谷 本 知 之  東京都水道局 給水部 給水課 担当課長 

〃    竹 村 太 郎  横浜市水道局 給水サービス部 給水維持課 水道メーター係長 

〃    安 西 正 憲  アズビル株式会社 AAC IAP開発部3グループ マネージャー 

〃    高 野 佳 史  アズビル金門株式会社 開発本部 製品開発部 メーターグループ 

〃    一ノ尾 宜 志  大豊機工株式会社 公共システム部 技術・品質管理課 課長 

〃    蒲 野 良 雄  岡崎精機株式会社 取締役会長 

〃    垣 本 憲 一  柏原計器工業株式会社 取締役工場長 

 
 

委  員  吉 村 紀 之  島津システムソリューションズ株式会社 流量計校正試験所 所長 

〃    和 泉 正 史  株式会社 西部水道機器製作所 代表取締役社長 

〃    信 長 章 夫  株式会社 Toshin 代表取締役会長 

〃    唐 澤 進太郎  東洋計器株式会社 水道事業部 理事 水道事業部長 

〃    藤 田 保 盛  株式会社 阪神計器製作所 品質管理課 課長 

〃    手 塚 忠 彦  前澤給装工業株式会社 メータ製造課 課長 

〃    佐 藤 弘 一  横河電機株式会社 IA-PS OTC 流量計統括開発部 開発 1課 課長 

(13) ガスメーター作業委員会 

委 員 長  佐 藤 恭 宣  アズビル金門株式会社 参与 

委  員  間々田 和 之  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 係長 

〃    安 藤 弘 二  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ 

〃    堀 越   努  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    寺 田 憲 二  一般社団法人 日本ガス協会 技術ユニット 内管グループ 

〃    浅 田 昭 治  大阪ガス株式会社 ネットワークカンパニー 設備部 

スマートメータープロジェクトチーム 

〃    佐 藤 真 一  東京ガス株式会社 ネットワーク新事業推進部 

ネットワーク技術革新グループ 

〃    西 口 一 弘  東邦ガス株式会社 技術研究所 メーター・通信技術 総括 

〃    石 橋 雅 裕  日本ガスメーター工業会 事務局長 

〃    山 吉 信 靖  愛知時計電機株式会社 営業本部 ガス営業推進部 課長 

〃    石 関   淳  アズビル金門株式会社 開発本部 製品開発部 

メーターグループ グループマネジャー 

〃    西   美智男  関西ガスメータ株式会社 取締役技術部 部長 

〃    石 谷   聡  株式会社 竹中製作所 品質保証部 次長 

〃    和 田 雄 志  東洋ガスメーター株式会社 技術開発部 

メーター設計グループ 課長 

〃    秋 山 博 和  東洋計器株式会社 取締役技監 

〃    岩 尾 健 司  トキコシステムソリューョンズ株式会社 設計開発本部 

システムソリューション設計部 主任技師 

〃    川 島   定  矢崎エナジーシステム株式会社 ガス機器開発センター 

第一開発部 

(14) 燃料油メーター作業委員会 

委 員 長  津 村 泰 行  株式会社 タツノ 研究開発部 部長 
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委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    戸 田 邦 彦  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ 

〃    堀 越   努  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    大 羽 将 之  神奈川県計量検定所 次長 

〃    川 浪   淳  全国石油商業組合連合会 業務グループ チームリーダー 

〃    花 木 克 久  愛知時計電機株式会社 R&D本部 市場統括部 ガス市場グループ 

グループマネージャー 

〃    渡 邉 正 一  株式会社 オーバル 検査部 課長 

〃    阿 部   繁  トキコシステムソリューョンズ株式会社 設計開発本部 

システムソリューション設計部 主任技師 

〃    八 木 秀 晃  株式会社 富永製作所 開発生産本部 設計部 設計1課 係長 

〃    河 田 弘 和  日東精工株式会社 制御システム事業部 製造部 設計二課 課長 

〃    永 良 信 和  株式会社ホクセイ 技術部 マネージャー 

(15) 積算熱量計作業委員会 

委  員   間々田 和 之  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 係長 

〃    島 田 正 樹  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ長 

〃    堀 越   努  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    安 藤 輝 彦  愛知時計電機株式会社 生産本部 水機器製造部 技術課 課長 

  〃     深 海 健太郎  アズビル金門株式会社 製品開発部 デバイスグループ 係長 

(16) 圧縮燃料ガス計量システム作業委員会 

委 員 長  大 沢 紀 和  株式会社 タツノ 水素技術開発部 課長 

委  員  横 山 康 之  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    行 本 治 代  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 

〃    森 岡 敏 博  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 気体流量標準研究グループ長 

〃     島 田 正 樹  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ長 

〃    青 木   彩  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ 

 

－ 16 －



 
 

委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    戸 田 邦 彦  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ 

〃    堀 越   努  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    大 羽 将 之  神奈川県計量検定所 次長 

〃    川 浪   淳  全国石油商業組合連合会 業務グループ チームリーダー 

〃    花 木 克 久  愛知時計電機株式会社 R&D本部 市場統括部 ガス市場グループ 

グループマネージャー 

〃    渡 邉 正 一  株式会社 オーバル 検査部 課長 

〃    阿 部   繁  トキコシステムソリューョンズ株式会社 設計開発本部 

システムソリューション設計部 主任技師 

〃    八 木 秀 晃  株式会社 富永製作所 開発生産本部 設計部 設計1課 係長 

〃    河 田 弘 和  日東精工株式会社 制御システム事業部 製造部 設計二課 課長 

〃    永 良 信 和  株式会社ホクセイ 技術部 マネージャー 

(15) 積算熱量計作業委員会 

委  員   間々田 和 之  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 係長 

〃    島 田 正 樹  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ長 

〃    堀 越   努  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    安 藤 輝 彦  愛知時計電機株式会社 生産本部 水機器製造部 技術課 課長 

  〃     深 海 健太郎  アズビル金門株式会社 製品開発部 デバイスグループ 係長 

(16) 圧縮燃料ガス計量システム作業委員会 

委 員 長  大 沢 紀 和  株式会社 タツノ 水素技術開発部 課長 

委  員  横 山 康 之  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 室長補佐 

〃    菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    行 本 治 代  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 

〃    森 岡 敏 博  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 気体流量標準研究グループ長 

〃     島 田 正 樹  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ長 

〃    青 木   彩  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ 

 

 
 

委  員  堀 越   努  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    小笠原   慶  一般社団法人 日本ガス協会 天然ガス普及ユニット 

天然ガス自動車室 

〃    小 林 誠 司  株式会社 オーバル 研究開発部 次長 

〃    高 本 正 樹  東京計装株式会社 技術本部 取締役 

〃    樋 口 裕 治  トキコシステムソリューョンズ株式会社 設計開発本部 

システムソリューション設計部 

(17) 質量計作業委員会 

委 員 長  長 野 智 博  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ長 

委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    倉 本 直 樹  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量標準研究グループ長 

〃    伊 藤   武  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ長 

〃    大 谷 怜 志  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ 

〃    松 本   毅  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

〃    森 中 泰 章  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

〃    中 村   匠  東京都計量検定所 検定課 課長代理 

〃    本 合   剛  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

熱･力学計測課 主幹 

〃     田 尻 祥 子  株式会社 イシダ 開発統括部 開発統括一課 技術専門職 

 〃     石 井 哲 生  株式会社 エー･アンド･デイ 第 1設計開発本部 第 1部 次長 

〃    岩 井 誠 司  鎌長製衡株式会社 計量システム部 統括部長 

〃    瀬 川 浩 一  株式会社 クボタ 精密機器技術部長 

〃    飯 塚 淳 史  株式会社 島津製作所 分析計測事業部 

 天びんビジネスユニット長 

〃    齋 藤   宏  株式会社 田中衡機工業所 品質保証部 

〃    和 田 俊 之  株式会社 寺岡精工 知的財産規格部 課長 

〃    村 上   昇  株式会社 村上衡器製作所 代表取締役社長 

〃    三田尾 健 司  大和製衡株式会社 一般機器事業部 副事業部長 
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(18) 自動はかり等作業委員会 

委 員 長  田 村 淳 一  アンリツインフィビス株式会社 新規事業本部 

 新ソリューション創出部 部長 

委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    福 崎 知 子  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    薊   裕 彦  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ 

〃    田 中 良 忠  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ 

〃    大 野 浩 一  一般財団法人 日本穀物検定協会 関東支部 業務部 検査課 

計量管理係長 

〃    金 井 一 榮  金井計量管理事務所 計量士 

〃    高 尾 明 寿  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

熱･力学計測課 課長 

〃    田 尻 祥 子  株式会社 イシダ 開発統括部 開発統括一課 技術専門職 

〃    小岩井 淳 志  株式会社 エー・アンド・デイ 第1設計開発本部 第 10部課長 

〃    石 野 浩 一  鎌長製衡株式会社 計量機システム部 課長 

〃    瀬 川 浩 一  株式会社 クボタ 精密機器技術部長 

〃    村 井 茂 夫  JFEアドバンテック株式会社 計量事業部 

〃    杵 渕 義 孝  株式会社 田中衡機工業所 品質保証部 課長補佐 

〃    和 田 俊 之  株式会社 寺岡精工 知的財産規格部 課長 

〃    川 野 良 二  大和製衡株式会社 自動機器事業部 自動機器技術部 

自動機器開発課 主任技師 

(19) 質量計用ロードセル作業委員会 

委 員 長  三 昌 洋 一  株式会社 エー・アンド・デイ 第 2設計開発本部 第 7部 

71課 課長 

委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    倉 本 直 樹  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量標準研究グループ長 

〃    伊 藤   武  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ長 

〃    薊   裕 彦  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ 
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(18) 自動はかり等作業委員会 

委 員 長  田 村 淳 一  アンリツインフィビス株式会社 新規事業本部 

 新ソリューション創出部 部長 

委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    福 崎 知 子  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    薊   裕 彦  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ 

〃    田 中 良 忠  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ 

〃    大 野 浩 一  一般財団法人 日本穀物検定協会 関東支部 業務部 検査課 

計量管理係長 

〃    金 井 一 榮  金井計量管理事務所 計量士 

〃    高 尾 明 寿  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

熱･力学計測課 課長 

〃    田 尻 祥 子  株式会社 イシダ 開発統括部 開発統括一課 技術専門職 

〃    小岩井 淳 志  株式会社 エー・アンド・デイ 第1設計開発本部 第 10部課長 

〃    石 野 浩 一  鎌長製衡株式会社 計量機システム部 課長 

〃    瀬 川 浩 一  株式会社 クボタ 精密機器技術部長 

〃    村 井 茂 夫  JFEアドバンテック株式会社 計量事業部 

〃    杵 渕 義 孝  株式会社 田中衡機工業所 品質保証部 課長補佐 

〃    和 田 俊 之  株式会社 寺岡精工 知的財産規格部 課長 

〃    川 野 良 二  大和製衡株式会社 自動機器事業部 自動機器技術部 

自動機器開発課 主任技師 

(19) 質量計用ロードセル作業委員会 

委 員 長  三 昌 洋 一  株式会社 エー・アンド・デイ 第 2設計開発本部 第 7部 

71課 課長 

委  員  菅 谷 美 行  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 計量技術専門職 

〃    倉 本 直 樹  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量標準研究グループ長 

〃    伊 藤   武  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ長 

〃    薊   裕 彦  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ 

 

 
 

委  員  田 中 良 忠  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 質量計試験技術グループ 

〃    本 合   剛  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

熱･力学計測課 主幹 

〃     田 尻 祥 子  株式会社 イシダ 開発統括部 開発統括一課 技術専門職 

〃    大 崎 真 治  株式会社 クボタ 精密機器技術部 計量開発グループ 主任 

〃    冨 髙 禎 彦  JFEアドバンテック株式会社 計量事業部 開発部 部長 

〃    池 島   俊  新光電子株式会社 商品設計部 部長 

〃    和 田 俊 之  株式会社 寺岡精工 知的財産規格部 課長 

〃    柴 崎 克 己  ミネベアミツミ株式会社 センシングデバイス事業部 

センサー技術開発課 技師 

〃    真 壁   誠  大和製衡株式会社 技術本部 研究開発部 センシング技術課 課長 

(20) 電力量計等作業委員会 

委 員 長  加曽利 久 夫  日本電気計器検定所 理事 

委  員  清 水 行 生  経済産業省 資源エネルギー庁 電力・ガス事業部 政策課 

電力産業・市場室 課長補佐 

〃    有 波 詩 織  経済産業省 資源エネルギー庁 電力・ガス事業部 政策課 

電力産業・市場室 

〃    藤 本 安 亮  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 法定計量管理室 

〃    長 田 大 輔  電気事業連合会 工務部 副長 

〃    中 丸 晃 男  コニカミノルタ株式会社 センシング事業部 品質保証部 

〃    黒 川 冬 樹  東光東芝メーターシステムズ株式会社 

事業企画部 担当部長 兼 開発部 

〃    片 岡 紳 一  日本電気計器検定所 検定管理部 検定管理グループ マネージャー 

  〃       田 所 拓 也  日本電気計器検定所 標準部 標準研究グループ マネージャー 

〃    杉 﨑 充 宏  日本電気計器検定所 検定管理部 型式試験グループ マネージャー 

(21) 音響振動計量器作業委員会 

委 員 長  堀 内 竜 三  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

分析計測標準研究部門 総括研究主幹 

委  員  間々田 和 之  経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 係長 

〃    野 里 英 明  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

分析計測標準研究部門 音波振動標準研究グループ長 

    〃       伊 藤   武  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ長 
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委  員  神 長   亘  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 計量器試験技術グループ長 

〃    振 原   崇  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

光・放射計測課 課長 

〃    平     寛  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

計器検定課 

〃    松 本   裕  株式会社 小野測器 開発設計本部 標準設計ブロック 

 ハード設計第2グループ リーダー 

〃    大 屋 正 晴  リオン株式会社 環境機器事業部 事業企画部 担当部長 

(22) 放射線計量器作業委員会 

委 員 長  原 野 英 樹  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

分析計測標準研究部門 放射能中性子標準研究グループ長 

委  員  黒 澤 忠 弘  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

分析計測標準研究部門 放射線標準研究グループ長 

〃    谷 村 嘉 彦  国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 原子力科学研究所 

放射線管理部 放射線計測技術課 課長 

〃    高 島   誠  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

 光・放射計測課 主幹 

〃    小 嶋 拓 治  ビームオペレーション株式会社 代表取締役社長 

(23) 環境・分析計量器作業委員会 

委 員 長  三 浦   勉  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

物質計測標準研究部門 無機標準研究グループ 上級主任研究員 

委  員  島 田 紀 章   経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 係長 

〃    朝 海 敏 昭  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

物質計測標準研究部門 無機標準研究グループ 主任研究員 

 〃     成 川 知 弘  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 標準物質認証管理室長 

（物質計測標準研究部門 環境標準研究グループ） 

〃    分 領 信 一  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    上 原 伸 二  一般財団法人 化学物質評価研究機構 東京事業所 

化学標準部 次長 

〃     別 府 健 司  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

計器検定課 主幹 



 
 

委  員  神 長   亘  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 計量器試験技術グループ長 

〃    振 原   崇  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

光・放射計測課 課長 

〃    平     寛  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

計器検定課 

〃    松 本   裕  株式会社 小野測器 開発設計本部 標準設計ブロック 

 ハード設計第2グループ リーダー 

〃    大 屋 正 晴  リオン株式会社 環境機器事業部 事業企画部 担当部長 

(22) 放射線計量器作業委員会 

委 員 長  原 野 英 樹  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

分析計測標準研究部門 放射能中性子標準研究グループ長 

委  員  黒 澤 忠 弘  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

分析計測標準研究部門 放射線標準研究グループ長 

〃    吉 澤 道 夫  国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 原子力科学研究所 

放射線管理部 放射線計測技術課 課長 

〃    高 島   誠  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

 光・放射計測課 主幹 

〃    小 嶋 拓 治  ビームオペレーション株式会社 代表取締役社長 

(23) 環境・分析計量器作業委員会 

委 員 長  三 浦   勉  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

物質計測標準研究部門 無機標準研究グループ 上級主任研究員 

委  員  島 田 紀 章   経済産業省 産業技術環境局 計量行政室 係長 

〃    朝 海 敏 昭  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

物質計測標準研究部門 無機標準研究グループ 主任研究員 

 〃     成 川 知 弘  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 標準物質認証管理室長 

（物質計測標準研究部門 環境標準研究グループ） 

〃    分 領 信 一  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 型式承認技術グループ 

〃    上 原 伸 二  一般財団法人 化学物質評価研究機構 東京事業所 

化学標準部 次長 

〃     別 府 健 司  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

計器検定課 主幹 

 
 

委  員  関 口 和 弘  一般社団法人 日本環境測定分析協会 監事 

内藤環境管理株式会社 環境技術部 取締役環境技術部 部長 

〃    井 上 賢 一  一般社団法人 日本電気計測器工業会 政策課題グループ 部長 

〃    松 浦 義 和  一般社団法人 日本分析機器工業会 専務理事 

〃    中 川 勝 博  一般社団法人 日本分析機器工業会 環境委員長 

株式会社 島津製作所 分析計測事業部 

グローバルマーケティング部 副参事待遇 

〃    板 橋 亨 久  株式会社 島津製作所 分析計測事業部 

環境ビジネスユニット 課長 

〃    坂 中 正 雄  富士電機株式会社 オートメーション事業部 

FAシステム技術第 3部 計測技術課 主査 

〃    小 林 剛 士  株式会社 堀場製作所 事業企画開発部 

〃    濱 田 尚 樹  一般社団法人 日本分析機器工業会 主任研究員 

(24) 水分・タンパク計作業委員会 

委 員 長  松 本   毅  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

計量標準普及センター 国際計量室 総括主幹 

委  員  戸 田 邦 彦  国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 流量計試験技術グループ 

〃    高 尾 明 寿  一般財団法人 日本品質保証機構 計量計測センター 計量計測部 

熱･力学計測課 課長 

〃    濱 田 尚 樹  一般社団法人 日本分析機器工業会 主任研究員 

〃    野 地   浩  株式会社 ケツト科学研究所 取締役 

〃    石 突 裕 樹  株式会社 サタケ 技術本部 選別・計測グループ長 
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2.2 今年度の審議概要（論点） 

 作業委員会

TC4/p9は、ILAC（国際試験所認定会議）との合同文書（ILAC-G24）としてD10（2CD）
を作成して、各国にコメントを求めた。この文書は試験に用いる計量装置の再校正周期
決定のための指針であり、個別のRへの直接の影響は少ないものの、その再校正周期決
定のプロセスが示されるなど試験検査を行う機関にとっては参考となる情報が含まれて
いるものであるため検討した。1CDに対しては、21件のコメントを提出した。

1CD検討時と同様に、D10はILAC（国際試験所認定会議）との合同文書（ILAC-G24）
となるため、基本的に大きな修正は困難と考えられるが、1CDにおける日本からのコメン
トの反映状況を確認したところ、ほぼ受け入れられ文書に反映されていることを確認し
た。ただし、各国からのコメントにより反映した文書において全体的な確認が必要となり、
審議の結果、26件のコメントを提出することとなった。しかしながらコメントの多くは「測定
設備」と「測定システム」、「研究所」と「研究機関」など、曖昧になった用語の明確化であ
るため、賛成投票とした。

コメント付き賛成として投票（2020年5月1日）　※別紙4
投票結果：賛成6、反対2

TC4/p9においてまとめ作業中。

D1は、国家における計量制度構築のための文書としてTC3によって検討され、 「計量法

に関する考察」として2012年に発行されている。2017年第52回CIML委員会の決議に

おいて、D1 「計量法に関する考察」を改訂する新規プロジェクトが承認された。ただし、

このプロジェクトは、これまで担当した TC3 ではなく、中国を議長とした CEEMS（計量

制度の整備途上にある国及び経済圏）諮問部会が担当することとなった。CEEMS 諮問

部会の議長は第54回 CIML 委員会（2019年10月） において中国の Pu Changcheng
氏 から英国の Peter Mason 氏に、副議長もドイツの Peter Ulbig 氏に交代している。

CEEMS諮問部会は、D1 「国家計量制度 － 制度的・法的枠組みの構築 」の改訂作業

を行い、BIML は DDに対して全 CIML 委員によるオンライン予備投票を要請した。な

お、文書タイトルは D1: 2012年版 の「計量法に関する考察」から変更されている。

　　※日本はCEEMS諮問部会のこのプロジェクト（p4）の連絡先に登録されていなかっ

　　　たため、D1 のWD、 1CD、2CD に関する検討依頼が届いていなかった。このた
　　　め、日本は多くのコメントを付けて投票することとなった。

D1は、計量制度の基本的な事項として計量制度の重要性、インフラとしての位置づけ、

計量標準の確立、政府の役割などを含めた8つのPartで構成されいて、その概念が述
べられている。詳細な要求事項ではないため、特段のコメントなどはなかったが、この文
書を利用する状況にある国、立場からの目線で検討が必要との認識で文書を検討し、定
義、用語の明確化、表現方法の統一などが必要であるとして、38件のコメントを作成し

た。DDに対して多くのコメントを提出することになったが、日本がDDから検討に加わるこ

とになった背景を含めて合計39件のコメントを添えて賛成の投票をすることになった。

コメント付き賛成として投票（2020年6月30日）　※別紙5
投票結果：賛成45、反対0
CEEMSにおける承認後、第55回（2020年）CIMLにて承認

今年度の審議概要（論点）

計量規則等作業
委員会

1)D10「計量装置の再校正周期決定のための指針」（2CD）への投票

①背景・内容：

②論点、提出意見：

③結果：

④今後の予定：

2)D1「国家計量制度 － 制度的・法的枠組みの構築」（DD）への投票

①背景・内容：

②論点、提出意見：

③結果：
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2.2 今年度の審議概要（論点） 

 作業委員会 今年度の審議概要（論点）

－

不確かさ作業委
員会

包装商品作業委
員会

計量器証明書作
業委員会

ISO/IEC17025は2017年に改定された。現在のD30は2008年版であるため、2017年
版への改定作業が必要となった。
BIMLからD30のFDDへの投票に対する意見募集 (締切2020/05/15)

1WD（第1次作業草案）

　02/07: 1WDについての確認および意見を募った。(締切3/29)
　03/07: 仮訳を配信

　04/27: 5/15までの回答延期を要請

1CD（第1次委員会草案）

　07/12: 仮訳を配信

　08/20: 第1回計量器証明書作業委員会にて協議。

2CD（第2次委員会草案）

　10/18: 仮訳を配信、確認及び意見を募った(締切11/15)
1DD（第1次国際文書案）

　01/08: 確認及び意見を募った(締切2020/02/21)
FDD（最終国際文書案）

　04/07: 意見を募った(2020/05/15)
　03/18: コメントなし賛成

1WD: 19件のコメントを提出(2019/5/15)
1CD: 6件のコメントを提出(2019/9/5)
2CD: コメントなし賛成(2019/12/17)
1DD: コメントなし賛成(2019/12/17)
FDD: コメントなし賛成(2020/05/25)

FDD は賛成 43／反対 0／棄権 1 の結果により承認され、2020年版として発行された。

OIML-CS 運営委員会（2020年3月 ニューデリー）の中止

MC（運営委員会）、RC（審査委員会）、MG（メンテナンス・グループ）の会議が 2020年
3月17-20日にインドのニューデリーにおいて予定されたが、コロナウイルスへの懸念から

中止が決定された（3/4）。

2020/04/28: ISO/IEC 17065 に関する WG 会議

2020/05/19: 第3回 MC 会議（予備的）

2020/06/02: 第4回 MC 会議（本会議、MC 委員長選挙）

2020/07/02: 第5回 MC 会議（本会議、MC 委員長選挙）

④今後の予定：

①背景・内容：

④今後の予定：

1) D30「ISO/IEC17025を法定計量に関わる試験機関の評価に適用するための指針」の

FDD(最終国際文書案)への投票

審議案件はなかった。

審議案件はなかった。

計量器証明書作
業委員会

2) OIML-CS運営委員会の中止

①背景・内容：

②論点、提出意見：

③結果：

計量規則等作業
委員会
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作業委員会 今年度の審議概要（論点）

電子化計量器作
業委員会

D31「ソフトウェア制御計量器のための一般要件：2019」は、計量器に組込むソフトウェア

の一般的な要件および試験、検定方法の要件をまとめたもので、各種の国際勧告(R)へ
組み込む要件の「ひな形」を提示する参考文書である。2019年12月に改定版が出版さ

れたばかりだが、同年10月に開催された第54回CIMLの承認を受けて、新たな改定プロ

ジェクトTC5/SC2/P4 が開始された。

・ 改定プロジェクト（TC5/SC2/P4）の進捗
改定プロジェクトからは、改定の意向確認(2020/1/29)及び、1WDの意見照会

(11/17、締め切り3/17)の二件の照会があった。

一方、意向確認の結果示された改定方針にもとづき結成されたサブ・グループ
SG1(機械学習)及びSG2(遠隔検定)からは、ユースケースに関する質問事項(4/17)、
要件案に関する意見照会（SG1は9月及び12月、SG2は10月、いずれも回答は任意）

があった。また、サブ・グループのオンライン会議も開催された(SG1は6/10、7/22、
8/27、10/29、SG2は6/17、9/10)。

・ 情報化作業委員会の活動内容

意向確認に対しては、情報化作業委員会及び関係する委員会からの意見を募り、集
まった意見を集約して回答した(2/27)。
情報収集のため、SG1及びSG2に参加を希望した(3/29)。
SG1(機械学習)のユースケースの照会についても、情報化作業委員会及び関係する
委員会へ情報提供を依頼したが、特に情報が無かったので、該当する事例は無い旨
回答した(5/31)。
SG2(遠隔検定)のユースケースの照会についても該当する事例が無い旨回答した

(5/31)。
第１回情報化作業委員会(10/9)を開催して、改定方針及びスケジュール、サブ・グ
ループ（機械学習及び遠隔検定）の活動状況等の情報を共有した。
第２回情報化作業委員会(1/19)を開催して、1WDに対する提出意見を審議した。

改定プロジェクトの意向確認(1/29)についての意見提出(5/31)
示された以下7項目のうち、3及び4、6を優先すべきと回答した。

1 代替的な評価方法の追加。

2 機械学習アルゴリズム等が法定計量のソフトウェアに及ぼす影響の検討。

3 データ保存及び処理（特にクラウドを使用するシステムなど）の新しい方法の例示。

4 新技術（スマートフォンのアプリ等）を考慮した計量結果の表示の要件の改定。

5 既存の二つのリスクレベルとは別のリスクレベルを設ける必要性の調査。

6 法規制を受けているオペレーティングシステム部分の更新についての要件を規定。

7 （ソフトウェアが）更新された計量器の遠隔検定について議論を進める。

SG1(機械学習)及びSG2(遠隔検定)の事例照会(4/17)については、該当する事例が無

い旨を回答(5/31)。
第１回情報化作業委員会は情報共有が主目的で、論点、提出意見等は特に無かった。
第２回情報化作業委員会では、1WDの計量結果の表示の部分のスマートフォン等の例
示等について意見があり、それらをコメントにまとめることになった。

1)D31 「ソフトウェア制御計量器のための一般要件」の改定

①背景・内容：

②論点、提出意見：

審議案件はなかった。

情報化作業委員
会
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作業委員会 今年度の審議概要（論点）

意向確認の結果、改定プロジェクトでは7項目のうち、2、3、4、7を進める改定方針が示

された。また、改定プロジェクトにサブグループ SG1、SG2、SG3が組織された。

2021年2月 1WDへの国内意見をとりまとめたコメント提出。

D31改定プロジェクトのスケジュール

2021年5月 第1回国際会議

2021年8月 1CD出版

2022年1月 第2回国際会議

2022年4月 2CD出版

2022年10月 出版に向けBIMLへ提出

SG1（機械学習）及びSG2（遠隔検定）はそれぞれ要件案を2021年5月までにまとめて、

1CDへ統合させる計画。

計量器作業委員
会

TC17/SC5（物理化学測定器/粘度の測定） において、SC5 メンバーに対して、 D17「液
体の粘度測定器の階級図式: 1987」及びR69「動粘度測定用ガラス細管粘度計 / 検定

方法: 1985」の現行版の取扱いに関する意向調査が行われた（回答期限

2020/04/20）。回答方法としては、それぞれの文書について「承認／改訂／廃止」から
選択することであった。

委員会にてメール審議を行ったが、現行版に対し、特に改訂等を希望する意見が無かっ
た。

これら二つの現行文書を「承認」する としてメールで回答した（2020/4/3）。

今年度（2020年）のCIML委員会において承認される見込みであったが、D17「液体の

粘度測定器の階級図式: 1987」及び R69「動粘度測定用ガラス細管粘度計 / 検定方法:
1985」に関する意向調査（2020年1月）の結果について、ロシアより報告はなかった。
従って、これらの文書の改定作業の開始は見送られたと思われる。

TC7/SC4（長さ関連量の計量器/道路運送車両計量器） R91「自動車の速度測定用

レーダー装置」 第2次作業草案（2WD） へ任意のコメント依頼

委員会によるメール審議により「コメント無し」の回答コメントとした。

－

回答期限が2021/1/15であったため、今後結果等の案内があり、次のステップへ進むと
思われる。

タクシーメーター
作業委員会

③結果：

④今後の予定：

1) D17「液体の粘度測定器の階級図式: 1987」及びR69「動粘度測定用ガラス細管粘度計

/ 検定方法: 1985」の現行版に対する意向調査

①背景・内容：

②論点、提出意見

③結果：

④今後の予定：

審議案件はなかった。

③結果：

④今後の予定：

2）R91「自動車の速度測定用レーダー装置」 第2次作業草案（2WD） へ任意のコメント依
頼

①背景・内容：

②論点、提出意見

情報化作業委員
会
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作業委員会 今年度の審議概要（論点）

放射温度計測作
業委員会

体積計作業委員
会

新規国際文書 「石油計量表」（R63の後継）及び「液体用計量システムを試験するため

の基準体積管」（R119の後継）の DDについてのCIML予備投票が求められた。ちなみ

に産総研はTC8事務局として、これらの改訂プロジェクトの世話人を務めた。

これら二つの文書案共に、日本は「コメントなし賛成」にて回答（2020/6/17）。

投票結果（全ての回答が賛成）により二つのDDは承認され、2020年10月の第55回
CIML委員会にFDD（最終国際文書案）として提案された。これらのFDDは最終的に承

認され（12/4）、それぞれD35（石油計量表）及びD36（液体用基準体積管）として発行さ

れた（12/14）。

－

水道メーター作業
委員会

ガスメーター作業
委員会

燃料油メーター作
業委員会

積算熱量計作業
委員会

圧縮燃料ガス計
量システム作業
委員会

R76「非自動はかり」の改定は、TC9/SC1/p1による国際会議（2017年12月6日～7日）を

経て、各サブグループ（SG）においてWDを作成中である。

WD作成の進捗は元々遅れていたが、コロナウイルスの感染拡大によって更に遅れてい
る状況にある。
その中でもソフトウェアSGと検定/検査SGによる活動は継続され、ソフトウェアに関するパ
ラメータの可視化についてのコメントを返答し、検定に関する附属書案の更新内容を確
認した。

審議案件はなかった。

1)新規D文書「石油計量表」及び「水以外の液体用計量システムを試験するための基準体

積管」のDD（国際文書案）

審議案件はなかった。

審議案件はなかった。

審議案件はなかった。

審議案件はなかった。

1) R76「非自動はかり」1WD作成のための各SGでの活動

①背景・内容：

②論点、提出意見

③結果：

④今後の予定：

審議案件はなかった。

①背景・内容：

質量計作業委員
会
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作業委員会 今年度の審議概要（論点）

・ソフトウェアSG
ソフトウェア要件の試験のためにパラメータ設定をはかりに表示する必要があるという
提案があり、PTB専門家によってパラメータのリストが提案された。SGの主査は、パラ

メータを可視化する必要性と具体的にどのパラメータを可視化するかについて、SGメ
ンバーにコメントの提出依頼を行った。

上記の依頼について、情報化作業委員会の渡辺委員長と協議し、次の返答を行っ
た。
　「公開鍵以外の認証パラメータの可視化が要求される場合は、はかりはソフトウェア
封印を解除することになる。
　公開鍵以外の認証パラメーターの視覚化は、検定および後続の試験（現地検査）で
は不要な要件であることが懸念される。」

・検定/検査SG
検定に関する附属書案がVer.4.0から4.1に更新された。この更新は、OIMLのワーク
スペースで更新されたことを知る。
更新内容は、精度等級1級及び2級についての新たな項目の追加である。

・ソフトウェアSG
パラメータの可視化は、単なるソフトウェア要件ではなく、機能上の要件であるという結
論に達した。よって、ソフトウェアSGでの検討範囲には含まれない。

この議論は、R76ワーキンググループの招集者に通知する。

・検定/検査SG
検定に関する附属書案のVer.4.0から4.1への更新内容を詳細に確認したところ、精度

等級1級及び2級についての項目の追加以外にも、後続検定で計量範囲を狭めて実

施すること（ひょう量60tのトラックスケールについて、国の規制でひょう量40tに制限さ
れている例示を挙げている）、検定実施用の分銅の説明に補助表示がない場合の「追
加荷重」の使用目的を追記するなどの追加がされており、より分かりやすくなったという
印象を受けた。

ソフトウェア要件に関しては、SGでの最終版に近づいているが、再度の更新を行う予
定。
検定の附属書案もまとまりがあり、R76改正のWD1発行が待たれるところであるが、活動

状況が見えないSGもあるため、OIMLワークスペースの定期的な確認を心掛けたい。

なお、WD1発行後は、国内作業委員会の対応としては、本委員会にソフトウェアの専門
家が少ないことから、情報化作業委員会と合同での委員会開催とするなどの検討が必要
である。

TC9/SC1/p1は、R76「非自動はかり」の第一次作業文書（1WD）を2020年7月に作成
し、プロジェクトグループ各国にコメントを求めた。ただし、ソフトウェアと検定に関する内
容については小作業グループ（SG3、SG5）が並行して検討作業を行っており、それらの
内容は後日追加される予定である。
これを受けて、質量計作業委員会の開催を模索したが、1WDはPart1のみであり、試験

方法のPart2と共に確認する必要があること、SG3、SG5で作業中の内容が散見されて
おり、内容が未確定の部分があることから、メール審議による対応を図った。

②論点、提出意見：

③結果：

④今後の予定：

2) R76-1「非自動はかり」（1WD）へのコメント等への対応

①背景・内容：

質量計作業委員

会
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作業委員会 今年度の審議概要（論点）

質量計作業委員会でのメール審議の前に、1WDの変更点を下記のように取りまとめた。

　1) 2部制から5部制へ

　2) 目盛がないはかりは対象外

　3) 用語における変更

　4) はかりのカテゴリー要件の説明を追加（B6:2019への適用）

　5) 計量要件の変更

　6) 技術要件の変更

　7) 特定の技術要件と用途

　8) 手動指示はかりの技術要件

変更点への和訳や解説を付け、メール審議で変更点を主とした各委員からのコメント募
集を行った。
また、新たに追加された「船に設置されたはかり（Instruments installed in ships）」に
関する参考資料などの情報提供も依頼する。
 
質量計作業委員会の委員から提出されたコメントを集約し、最終的には編集上の内容も
含めて11件のコメントを回答期限日である2020年10月23日に提出した。主なコメントを
下記に示す。
　・用語「最小読み取り距離 」について、アナログ表示装置にのみ適用される旨の説明
　　を追加する。
　・船に設置されたはかりの傾斜に関する要件について、通常の要件（5.8.1.1）から除

　  き、7.8.3のみ適用する形に変更する。
　・表示の限界のマイナス側の要件について、明確な内容への変更を提案。

また、船に設置されたはかりについては、船上スケールのメカニズム及び機械式はかりを
応用した定量詰め測定機器の情報提供があった。

上述のとおり、Part1のみで未確定の部分が散見されているため、本格的な改正作業

は、Part2の作業文書作成やSGでの作業完了後になるため、改正作業が完了するまで
の数年は引き続き、質量計作業委員会の活動が見込まれる。

OIML　TC9/SC2/p10の世話人であるイギリスとインドは、 R51-1/R51-2の 1WDへのコ

メント集約後、2WDを作成し、プロジェクト・グループによるコメントを求めた。

なお、R51 改定作業に関するプロジェクト・グループ会議が2020年4月27日から29日に
予定されていたが、新型コロナウイルス感染への懸念から、中止が決定された。

自動はかり等作業委員会を2020年8月4日に開催し、2WDの検討を行った。

なお、自動はかり等作業委員会では2WDの和訳を外注し、各委員へ配布済みである。

自動はかり等作業委員会において、各委員からのコメントを検討し、92件のコメントを9月
3日に提出した。回答期限は 8月28日であったが、想定以上にコメント件数も多く処理に
時間を要することとなり、世話人の了承を得て回答期限の延期を依頼した。
なお、1WDの日本のコメントはすべて受け入れられたが、2WDに日本コメントに対する

追加文章が漏れていたため、2WDコメントに含めて確認を要求した。

②論点、提出意見：

③結果：

④今後の予定：

自動はかり等作
業委員会

1) R51「自動捕捉式はかり」(2WD）へのコメント等への対応

①背景・内容：

②論点、提出意見：

③結果：

質量計作業委員
会
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TC9/SC2/p10の世話人によって、2WDへの意見が取りまとめられ、3WD（または1CD）
が作成される見込み。

R129の改定は、3CDを見直した4CDまで進み、投票によって承認されたが、各国から

多くのコメントが提出される結果となった。そこでTC7/SC5/p1の世話人は、4CD を改訂

した 4.1CD を作成し、プロジェクト・グループによる再度の投票を依頼した。これに対し

て我が国は、 コメント付き賛成 にて回答した。その結果、4.1CD は承認された。

その後、BIMLはDR（国際勧告案）に対して、全 CIML 委員によるオンライン予備投票
を依頼した。

4CD及び4.1CDに対して、下記のコメントを提出した。
・拡張表示装置の印字／ データ転送を制限しているが、そもそも拡張表示装置の定
義
　や要件がなく、拡張表示装置の作動要件を追加する提案。
・湿度サイクル試験は、妨害試験ではなく、影響試験とするべき。 （R60やR61との整
　合）
・湿度サイクル試験での温度値を明確に規定すべき。

4CD及び4.1CDにおけるコメントは、R60やR61との整合も含めてすべて却下された。

また、DRに対して、我が国はコメントなし賛成で回答した。その後、CIMLオンライン予備

投票を経て、2020年10月の第55回CIML委員会にFRD（最終国際勧告案）として提

案、承認され、R129「多次元測定器」2020年版として、12月18日に発行された。

－

新たな自動はかり（湾曲した滑り台形式）に関する改正については、TC9/SC2/p9によっ

て3CD改定案からDRへと作業が進み、BIMLは全CIML委員によるオンライン予備投
票を求めた。

3CD改訂版に対して、下記のコメントを提出した。
・ロードセルの誤差配分について、OIML R60: 2017の4つのタイプに整合するように

　見直すべきである。それが難しいようであれば、OIML R60：2000の引用に変更する
　ことを提案。
・日本の商用電力の周波数は、地域によって50Hzと60Hzのどちらかを使用する。アメ
　リカとヨーロッパに言及する場合、それが例示である旨を付け加えるように提案。
・静電気放電試験は、IEC 61000-4-2では、直接放電は下のレベル（2kV、4kV）の試
　験を省略できると述べている。低いレベルでの放電を要求するのは、間接放電
　（8kV）のみに適用されるべきである。

DRに対して我が国は「コメントなし賛成」で回答したが、3 カ国（AU, DE, FR）の反対に

より、未決定（Pending）となった。その後、関係機関における調整を経て、2020年10月
の第55回CIML委員会にFRD（最終国際勧告案）として提案、承認された。

②論点、提出意見：

③結果：

④今後の予定：

3) 「湾曲した滑り台形式の自動はかり」のCIML予備投票への対応【新規】

①背景・内容：

④今後の予定：

①背景・内容：

2) R129「多次元測定器」の改正等への対応

②論点、提出意見：

③結果：

自動はかり等作
業委員会
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作業委員会 今年度の審議概要（論点）

R150「湾曲した滑り台形式の自動はかり」2020年版として発行される。

R134改正における2WDが作成され、TC9/SC2/p11からコメントを求められた。

我が国はOメンバーのため、本委員会でコメントのみ募集した。

2WDに対して、我が国から特にコメントは提出しなかった。

TC9/SC2/p11によって2WDへの意見が取りまとめられ、3WD（または1CD）が作成され
る見込み。

2020年6月25日　TC9幹事国よりR60定期見直しの検討依頼

（1）現行版を承認

（2）現行版を改定

（3）現行版を修正

（4）現行版を廃止

本委員会にてメール審議を行い、「現行版を承認」で意見がまとまった。

我が国は2020年7月20日にTC9事務局に対して現行版を承認と回答した。

第55回CIML委員会においてR60「ロードセルの計量規定」2017を改訂するプロジェクト
が承認された。

2020年4月　R46 3WDの提案に対し、日本コメントを提出。

2020年8月　R46の付属書　EVCS(electric vehicle charging systems)用の電力量計
測についての提案に対し、日本意見を提出。

R46 3WD
電力量計の性能評価に負荷の連続変動試験が新たに盛り込まれたことに対し、
　評価時間について根拠を明確にするよう要求。
　勧告案で整合の取れていない記述を訂正。
Annex　EVCS
　従来、電圧一定、負荷電流変動を基本とする試験であったが、EVCSでは電圧、電流
　を変動させながら充電を行うものがあるので、電圧、電流ともに変動した試験条件での
　試験が必要ではないか。

質量計用ロードセ
ル作業委員会

②論点、提出意見：

②論点、提出意見：

③結果：

④今後の予定：

①背景・内容：

②論点、提出意見：

④今後の予定：

4) R134「走行中の自動車及び軸荷重の自動はかり」(2WD）へのコメント等の対応

①背景・内容：

R60「ロードセルの計量規定」2017の定期見直しについて

自動はかり等作
業委員会

③結果：

電力量計等作業
委員会

1)R46「電力量計－交流」改正作業（2WD)

①背景・内容：
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作業委員会 今年度の審議概要（論点）

R46　WD
　R46WD2への各国コメントに対する議論は、5月開催予定のミーティングで行う予定で
　あったが、新型コロナウィルス感染拡大に伴い延期された。進展なし。
Annex EVCS
　現在までに2回、オンライン会議実施。次回2月にも会議を予定しており、各国の意見に
　対する取りまとめをする予定。

2021年2月　Annex:EVCSのオンライン会議の実施予定。

音響振動計量器
作業委員会

放射線計量器作
業委員会

幹事国(ロシア）から新規D文書の検討と投票依頼があった。

メール審議により、いくつかの用語や記号に対して修正のコメントをした。特に「誤差」と
「不確かさ」が混在している点を指摘した。また、電極材料や乾燥剤について、特定のも
のに制限されていたので、他の適切な材料を提案した。さらに、5 ℃〜50 ℃という温度

測定範囲に対して要求される温度計の測定の不確かさとして0.005 ℃は小さすぎるの

で、0.01 ℃がより適切であるとコメントした。

回答期限が 2020/4/22であったため、2020/4/21にコメント付きで回答を行った。

各国からの投票結果が公表され、4WDもしくは1CDが提案されると思われる。

幹事国(ロシア）からR54の改訂文書の検討と投票依頼があった。

1CDについてメール審議を行ったが、コメントが無かった。

回答期限が 2020/6/20であったため、2020/5/25にコメント無しで回答を行った。

各国からの投票結果が公表される見込み。

幹事国(ロシア）からR54の改訂文書の検討と投票依頼があった。

④今後の予定：

3)TC17/SC4 R54「水溶液のpH目盛」（2CD）

①背景・内容：

①背景・内容：

②論点、提出意見：

環境・分析計量
器作業委員会

③結果：

①背景・内容：

電力量計等作業
委員会

②論点、提出意見：

③結果：

④今後の予定：

2)TC17/SC4 R54「水溶液のpH目盛」（1CD）

③結果：

④今後の予定

審議案件はなかった。

審議案件はなかった。

1)TC17/SC4 Dxx「導電率測定トレーサビリティー」（3WD)
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作業委員会 今年度の審議概要（論点）

メール審議により、用語や記号に対して修正のコメントをした。特に、表2に「pHの測定定

義、標準及び方法（IUPAC勧告2002）」で一次標準から削除された四しゅう酸カリウムと

水酸化カルシウムが掲載されていたため、この2物質の除外が適切であるとコメントした。

2020/11/06が回答期限だったため、2020/10/27にコメント付き賛成で回答した。

各国からの投票結果により、2CDが承認されCIML投票が行われる見込みである。

水分・タンパク計
作業委員会

飲酒運転取締りに用いられる呼気アルコール分析計で、対象は、据え置き式の分析計、
移動式の分析計及び携帯式の分析計であり、呼気は被験者が直接機械に吹き込む。
日本では計量法の規制対象とはなっていない。したがって計量器に対する技術要件は
国内法でなく、国際規格等に依拠した自主的基準に基づいており、担当機関と製造事
業者との間で個別に定めている。また、飲酒運転の取締り現場において風船と検知管を
用いた検査方式（風船式）が広く用いられている（TC17/SC7事務局によると、このような

スクリーニング装置はR126の対象外）。これは、法令（道路交通法施行令）によりアル
コール検査について風船式によることと規定されていたことによるものである。
しかし今後も継続して情報収集すると共に、試験内容が過度に厳しくならないように注意
していく必要がある。

・2020年5月に、検討文書案(CT1－CT8)に対する意見及び賛否の回答が求められ
　た。論点としては、「呼気による結露の影響」「電源持続時間テスト」「上部気
　道に残留するアルコール」「試験ガス濃度の最大許容偏差」などがある。9月9日
　に、CT1「呼気による結露の影響」及びCT4「上部気道に残留するアルコールに
　ついて、一部の試験を任意とすべきであるとし、反対した。

・10月に、修正されたCT2、CT3及びCT4に対する意見及び賛否の回答が求められ

　た。10月29日に、CT4について、携帯式の分析計を対象外にするという提案をして
　賛成した。
・11月に3CD(Part 1：技術要件等、Part 2：性能試験等、Part 3：試験報告書様

　式)に対する　意見及び賛否の回答が求められた。2021年2月16日までに、試験環境
　の条件について、炭化水素濃度を修正するように提案して賛成することにした。

・9月9日に提出した反対意見は採用されなかった。全てのCTについて、賛成多数で
あった。
・10月29日に提出した意見について、部分的に採用された。全ての修正されたCTにつ
いて、賛成多数であった。

  2021年2月16日までに3CDについて、回答予定である。

医療用計量器作
業委員会

BIML は、R16-1 の後継となる新規勧告 Rxxx 「非観血非自動血圧計 / Non-invasive
non-automatic sphygmomanometers」の DR（国際勧告案）を公開し、全CIML委員

による予備投票が行われた（回答期限 2020/06/12）。

③結果：

審議案件はなかった。

呼気試験機作業
委員会

①背景・内容：

②論点、提出意見：

1)R126「証拠用呼気アルコール分析計」

④今後の予定：

1)TC18/SC1 R16-1「非観血非自動血圧計」(3CD)

①背景・内容：

④今後の予定：

環境・分析計量
器作業委員会

②論点、提出意見：

③結果：
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作業委員会 今年度の審議概要（論点）

前回、3CDの検討と投票依頼が届き、コメント有り賛成で回答した。今回、公開されたDR
では、３CDにおける日本コメント部分が全て修正されていたため、コメント無し賛成で予
備投票を行った。

全Pメンバー（22カ国）の内、賛成18カ国、反対1カ国（ブラジル）、棄権3カ国。ブラジル

の反対により未決定（Pending）となった。

　BIMLからの指摘

・旧Part制
　　Part 1 – Metrological and technical requirements.
　　Part 2 – Metrological controls and performance tests.
　　Part 3 – Test report format.
・新Part制
　　Part 1 – Metrological and technical requirements.
　　Part 2 – Metrological controls and performance tests.
　　Part 3 – Test report format.
     Part 4 – Type evaluation report format（評価レポート）

本DRには、Part 4 – Type evaluation report formatが無いため、Pending。

Part 4 – Type evaluation report formatが追加され、今年度のCIML委員会にて新

文書R 148（非観血非自動血圧計）として承認された。

BIML は、R16-2の後継となる新規勧告Rxxx「非観血自動血圧計 / Non-invasive
automatic sphygmomanometers」の DR（国際勧告案）を公開し、全CIML委員によ

る予備投票が行われた（回答期限 2020/06/12）。

前回、2CDの検討と投票依頼が届き、コメント無し賛成で回答した。今回、公開された

DRにおいても、技術的な問題が見つからなかったため、コメント無し賛成で予備投票を
行った。

全Pメンバー（22カ国）の内、賛成18カ国、反対1カ国（ブラジル）、棄権3カ国。ブラジル

の反対により未決定（Pending）となった。

　BIMLからの指摘

・旧Part制
　　Part 1 – Metrological and technical requirements.
　　Part 2 – Metrological controls and performance tests.
　　Part 3 – Test report format.
・新Part制
　　Part 1 – Metrological and technical requirements.
　　Part 2 – Metrological controls and performance tests.
　　Part 3 – Test report format.
       Part 4 – Type evaluation report format（評価レポート）

本DRには、Part 4 – Type evaluation report formatが無いため、Pending。

Part 4 – Type evaluation report formatが追加され、今年度のCIML委員会にて新

文書R 149（非観血自動血圧計）として承認された。

②論点、提出意見：

③結果：

④今後の予定：

医療用計量器作

業委員会

④今後の予定：

2)TC18/SC1 R16-2「非観血自動血圧計」(2CD)

①背景・内容：

②論点、提出意見：

③結果：
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作業委員会 今年度の審議概要（論点）

接触式の眼圧計を対象とする R145「非接触式眼圧計」に対して、非接触式眼圧計の要

求事項を追加するため、 R145 の改定による新勧告を作成プロジェクトが立ち上がって

いるが、今回そのプロジェクトよりRxxx「非接触式眼圧計」（1CD）についてのコメント依頼
があった。

メール審議により「コメント無し」の回答をした。

－

その後の結果は不明だが2CDへ移行する予定だと思われる。

④今後の予定：

③結果：

②論点、提出意見：

①背景・内容：

3)新規R「非接触式眼圧計」（1CD）へのコメント医療用計量器作

業委員会
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22..33  委委員員会会活活動動  

22..33..11  国国際際法法定定計計量量調調査査研研究究委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

      今今年年度度はは委委員員会会をを22回回開開催催しし、、今今年年度度のの活活動動方方針針ににつついいてて審審議議ししたたほほかか、、第第5555回回CCIIMMLL委委

員員会会並並びびにに関関連連すするる国国際際会会議議等等ににつついいてて報報告告をを行行っったた。。  

    ままたた、、今今年年度度はは、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染拡拡大大のの影影響響にによよりり、、海海外外専専門門家家のの招招へへいい等等のの例例年年通通

りりのの実実施施はは難難ししいいたためめ、、招招へへいい事事業業のの一一環環ととししててオオンンラライインン国国際際セセミミナナーーのの開開催催をを行行っったた。。  

具具体体的的ににはは、、欧欧州州のの中中ででもも IITT 技技術術をを使使用用ししたた次次世世代代のの計計量量制制度度ににつついいてて積積極極的的ななドドイイツツのの国国

立立物物理理工工学学研研究究所所（（PPhhyyssiikkaalliisscchh--TTeecchhnniisscchhee  BBuunnddeessaannssttaalltt  ／／  PPTTBB））ととのの間間ででイインンタターーネネッットト

にによよるる中中継継をを用用いいたた講講演演会会をを開開催催すするるここととととししたた。。本本セセミミナナーーでではは、、日日本本側側かかららもも「「情情報報技技術術のの

活活用用にによよるる計計測測のの信信頼頼性性向向上上」」ををテテーーママにに講講演演がが提提供供さされれたた。。（（第第44章章  海海外外計計量量専専門門家家のの招招へへいい

をを参参照照））。。  

((22))  委委員員会会のの開開催催状状況況及及びび審審議議結結果果  

  11))  第第11回回国国際際法法定定計計量量調調査査研研究究委委員員会会  

      日日時時：：22002200年年77月月2299日日（（水水））1144時時～～1166時時  

      場場所所：：ググラランンドドヒヒルル市市ヶヶ谷谷及及びびオオンンラライインン  

議議題題：：①①委委員員長長ににつついいてて  

②②各各作作業業委委員員会会委委員員長長ににつついいてて  

③③令令和和22年年度度事事業業ににつついいてて  

    ④④事事業業のの進進捗捗状状況況ににつついいてて  

⑤⑤第第5555回回CCIIMMLL委委員員会会ににつついいてて  

⑥⑥第第2277回回AAPPLLMMFF総総会会ににつついいてて  

審審議議事事項項：：  

委委員員長長及及びび各各作作業業委委員員会会委委員員長長のの承承認認がが行行わわれれたたほほかか、、今今年年度度のの事事業業活活動動及及びび事事業業のの進進

捗捗状状況況ににつついいてて説説明明さされれたた。。  

ままたた、、22002200年年1100月月2200日日～～2222日日ににオオンンラライインンでで開開催催さされれるる第第5555回回CCIIMMLL委委員員会会、、同同年年1122

月月 33 日日～～44 日日ににオオンンラライインンでで開開催催さされれるる第第 2277 回回AAPPLLMMFF 総総会会ににつついいてて、、そそれれぞぞれれススケケジジュューー

ルル、、日日本本かかららのの出出席席予予定定者者、、議議案案等等のの概概要要説説明明がが行行わわれれ、、ここれれをを承承認認ししたた。。  

22))  第第 22 回回国国際際法法定定計計量量調調査査研研究究委委員員会会  

日日時時：：22002211 年年 22 月月 99 日日（（火火））1144 時時～～1166 時時  

場場所所：：ググラランンドドヒヒルル市市ヶヶ谷谷及及びびオオンンラライインン  

議議題題：：①①第第 1166 回回OOIIMMLL 総総会会及及びび第第 5555 回回CCIIMMLL 委委員員会会のの報報告告ににつついいてて  

②②第第 2277 回回AAPPLLMMFF 総総会会のの報報告告ににつついいてて  

③③各各作作業業委委員員会会のの活活動動報報告告ににつついいてて  
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④④オオンンラライインン国国際際セセミミナナーーのの開開催催報報告告ににつついいてて  

⑤⑤令令和和 22 年年度度調調査査研研究究報報告告書書のの取取りりままととめめににつついいてて  

審審議議事事項項：：  

22002200年年1100月月ににオオンンラライインンでで開開催催さされれたた第第5555回回CCIIMMLL委委員員会会、、同同年年1122月月ににオオンンラライインンでで

開開催催さされれたた第第2277回回AAPPLLMMFF総総会会、、各各作作業業委委員員会会のの活活動動ににつついいてて報報告告ししたた。。  

ままたた、、本本年年度度はは22002200年年1100月月にに海海外外計計量量専専門門家家のの招招へへいい事事業業のの一一環環ととししててオオンンラライインン国国際際

セセミミナナーーがが開開催催さされれたた。。  

事事務務局局かからら本本年年度度調調査査研研究究報報告告書書のの取取りりままととめめ案案のの説説明明ががあありり、、ここれれをを了了承承ししたた。。  

  
22..44    作作業業委委員員会会  

22..44..11  計計量量規規則則等等作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

以以下下ののDD文文書書（（国国際際文文書書））ににつついいてて、、メメーールルにによよるる書書面面審審議議をを行行いい回回答答ししたた。。  

・・DD1100「「計計量量装装置置のの再再校校正正周周期期決決定定ののたためめのの指指針針」」（（22CCDD））：：幹幹事事国国  ススロロババキキアア  

・・DD11「「国国家家計計量量制制度度－－制制度度的的・・法法的的枠枠組組みみのの構構築築」」（（DDDD））：：事事務務局局  CCEEEEMMSS--AAGG（（英英、、独独、、

中中））  

((22))  作作業業委委員員会会のの開開催催状状況況及及びび審審議議結結果果  

次次のの11))～～22))のの審審議議対対象象ににつついいてて、、メメーールルにによよるる書書面面審審議議をを行行っったた。。  

11))  DD1100「「計計量量装装置置のの再再校校正正周周期期決決定定ののたためめのの指指針針」」（（22CCDD））へへのの投投票票  

    ①①審審議議結結果果：：ココメメンントト付付きき賛賛成成（（22002200年年55月月11日日））（（別別紙紙 44））  

    ②②審審議議内内容容：：  

IILLAACC（（国国際際試試験験所所認認定定会会議議））ととのの合合同同文文書書（（IILLAACC--GG2244））ととししてて  22001199年年度度にに投投票票がが実実

施施さされれたたDD1100  11CCDDのの審審議議ににはは、、各各国国かからら多多くくののココメメンントトがが寄寄せせらられれ、、TTCC44//pp99ははココメメンントト

内内容容をを反反映映ししたた 22CCDD をを作作成成ししてて、、各各国国ににココメメンントトをを求求めめたた。。ここのの文文書書はは試試験験にに用用いいるる計計量量

装装置置のの再再校校正正周周期期決決定定ののたためめのの指指針針でであありり、、個個別別ののRR 文文書書へへのの直直接接のの影影響響はは少少なないいもものののの、、

そそのの再再校校正正周周期期決決定定ののププロロセセススがが示示さされれるるななどど試試験験検検査査をを行行うう機機関関ににととっっててはは参参考考ととななるる

情情報報がが含含ままれれてていいるるももののででああるるたためめ慎慎重重にに検検討討ししたた。。  

11CCDD 検検討討時時とと同同様様にに、、DD1100 はは IILLAACC（（国国際際試試験験所所認認定定会会議議））ととのの合合同同文文書書 IILLAACC--GG2244 とと

ななるるたためめ、、基基本本的的にに大大ききなな修修正正はは困困難難とと考考ええらられれるるがが、、11CCDDににおおけけるる日日本本かかららののココメメンントトのの

反反映映状状況況をを確確認認ししたたととこころろ、、ほほぼぼ受受けけ入入れれらられれ文文書書にに反反映映さされれてていいるるここととをを確確認認ししたた。。たただだ

しし、、各各国国かかららのの提提出出さされれたた多多くくののココメメンントトをを反反映映ししたた文文書書ににおおいいてて、、全全体体的的なな再再確確認認がが必必要要

ととななりり、、審審議議のの結結果果、、2266件件ののココメメンントトをを提提出出すするるここととととななっったた。。ししかかししななががららココメメンントトのの多多

くくはは「「測測定定設設備備」」とと「「測測定定シシスステテムム」」、、「「研研究究所所」」とと「「研研究究機機関関」」ななどど、、曖曖昧昧ににななっったた用用語語のの

明明確確化化ででああるるたためめ、、賛賛成成投投票票ととししたた。。  
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④④オオンンラライインン国国際際セセミミナナーーのの開開催催報報告告ににつついいてて  

⑤⑤令令和和 22 年年度度調調査査研研究究報報告告書書のの取取りりままととめめににつついいてて  

審審議議事事項項：：  

22002200年年1100月月ににオオンンラライインンでで開開催催さされれたた第第5555回回CCIIMMLL委委員員会会、、同同年年1122月月ににオオンンラライインンでで

開開催催さされれたた第第2277回回AAPPLLMMFF総総会会、、各各作作業業委委員員会会のの活活動動ににつついいてて報報告告ししたた。。  

ままたた、、本本年年度度はは22002200年年1100月月にに海海外外計計量量専専門門家家のの招招へへいい事事業業のの一一環環ととししててオオンンラライインン国国際際

セセミミナナーーがが開開催催さされれたた。。  

事事務務局局かからら本本年年度度調調査査研研究究報報告告書書のの取取りりままととめめ案案のの説説明明ががあありり、、ここれれをを了了承承ししたた。。  

  
22..44    作作業業委委員員会会  

22..44..11  計計量量規規則則等等作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

以以下下ののDD文文書書（（国国際際文文書書））ににつついいてて、、メメーールルにによよるる書書面面審審議議をを行行いい回回答答ししたた。。  

・・DD1100「「計計量量装装置置のの再再校校正正周周期期決決定定ののたためめのの指指針針」」（（22CCDD））：：幹幹事事国国  ススロロババキキアア  

・・DD11「「国国家家計計量量制制度度－－制制度度的的・・法法的的枠枠組組みみのの構構築築」」（（DDDD））：：事事務務局局  CCEEEEMMSS--AAGG（（英英、、独独、、

中中））  

((22))  作作業業委委員員会会のの開開催催状状況況及及びび審審議議結結果果  

次次のの11))～～22))のの審審議議対対象象ににつついいてて、、メメーールルにによよるる書書面面審審議議をを行行っったた。。  

11))  DD1100「「計計量量装装置置のの再再校校正正周周期期決決定定ののたためめのの指指針針」」（（22CCDD））へへのの投投票票  

    ①①審審議議結結果果：：ココメメンントト付付きき賛賛成成（（22002200年年55月月11日日））（（別別紙紙 44））  

    ②②審審議議内内容容：：  

IILLAACC（（国国際際試試験験所所認認定定会会議議））ととのの合合同同文文書書（（IILLAACC--GG2244））ととししてて  22001199年年度度にに投投票票がが実実

施施さされれたたDD1100  11CCDDのの審審議議ににはは、、各各国国かからら多多くくののココメメンントトがが寄寄せせらられれ、、TTCC44//pp99ははココメメンントト

内内容容をを反反映映ししたた 22CCDD をを作作成成ししてて、、各各国国ににココメメンントトをを求求めめたた。。ここのの文文書書はは試試験験にに用用いいるる計計量量

装装置置のの再再校校正正周周期期決決定定ののたためめのの指指針針でであありり、、個個別別のの RR 文文書書へへのの直直接接のの影影響響はは少少なないいもものののの、、

そそのの再再校校正正周周期期決決定定ののププロロセセススがが示示さされれるるななどど試試験験検検査査をを行行うう機機関関ににととっっててはは参参考考ととななるる

情情報報がが含含ままれれてていいるるももののででああるるたためめ慎慎重重にに検検討討ししたた。。  

11CCDD 検検討討時時とと同同様様にに、、DD1100 はは IILLAACC（（国国際際試試験験所所認認定定会会議議））ととのの合合同同文文書書 IILLAACC--GG2244 とと

ななるるたためめ、、基基本本的的にに大大ききなな修修正正はは困困難難とと考考ええらられれるるがが、、11CCDDににおおけけるる日日本本かかららののココメメンントトのの

反反映映状状況況をを確確認認ししたたととこころろ、、ほほぼぼ受受けけ入入れれらられれ文文書書にに反反映映さされれてていいるるここととをを確確認認ししたた。。たただだ

しし、、各各国国かかららのの提提出出さされれたた多多くくののココメメンントトをを反反映映ししたた文文書書ににおおいいてて、、全全体体的的なな再再確確認認がが必必要要

ととななりり、、審審議議のの結結果果、、2266件件ののココメメンントトをを提提出出すするるここととととななっったた。。ししかかししななががららココメメンントトのの多多

くくはは「「測測定定設設備備」」とと「「測測定定シシスステテムム」」、、「「研研究究所所」」とと「「研研究究機機関関」」ななどど、、曖曖昧昧ににななっったた用用語語のの

明明確確化化ででああるるたためめ、、賛賛成成投投票票ととししたた。。  

 
 

    22))  DD11「「国国家家計計量量制制度度－－制制度度的的・・法法的的枠枠組組みみのの構構築築」」（（DDDD））へへのの投投票票  

①①審審議議結結果果：：ココメメンントト付付きき賛賛成成（（22002200年年66月月3300日日））（（別別紙紙 55））  

②②審審議議内内容容：：  

DD11 はは、、計計量量制制度度のの基基本本的的なな事事項項ととししてて計計量量制制度度のの重重要要性性、、イインンフフララととししててのの位位置置づづけけ、、

計計量量標標準準のの確確立立、、政政府府のの役役割割ななどどをを含含めめたた 88 つつのの PPaarrtt でで構構成成さされれいいてて、、そそのの概概念念がが述述べべらら

れれてていいるる。。詳詳細細なな要要求求事事項項ででははなないいたためめ、、特特段段ののココメメンントトななどどははななかかっったたがが、、ここのの文文書書をを利利

用用すするる状状況況ににああるる国国、、立立場場かかららのの目目線線でで検検討討がが必必要要ととのの認認識識でで文文書書をを検検討討しし、、定定義義、、用用語語のの

明明確確化化及及びび表表現現方方法法のの統統一一ななどどがが必必要要ででああるるととししてて、、3388件件ののココメメンントトをを作作成成ししたた。。DDDDにに対対

ししてて多多くくののココメメンントトをを提提出出すするるここととににななっったたがが、、日日本本ががDDDDかからら検検討討にに加加わわるるここととににななっったた

背背景景にに関関すするるココメメンントト 11 件件をを追追加加ししてて合合計計 3399 件件ののココメメンントトをを添添ええてて、、賛賛成成投投票票ととししたた。。投投

票票のの結結果果はは、、賛賛成成4455、、反反対対00ととななりり、、第第5555回回（（22002200年年））CCIIMMLLににてて承承認認さされれたた。。  

  
22..44..22    計計量量器器証証明明書書作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

OOIIMMLL でではは 11999922 年年ににOOIIMMLL 基基本本証証明明書書制制度度のの運運用用がが開開始始さされれ、、22000066 年年ににははMMAAAA 制制度度がが導導

入入さされれたた。。MMAAAA 制制度度はは基基本本証証明明書書制制度度をを置置きき換換ええるるべべくく設設計計さされれたた制制度度でで、、証証明明書書のの発発行行にに関関

与与すするる試試験験機機関関のの能能力力ををよよりり厳厳ししくく審審査査しし、、証証明明書書とと型型式式評評価価報報告告書書にに対対すするる信信頼頼性性をを向向上上ささせせ、、

相相互互受受けけ入入れれのの義義務務もも強強めめてていいるる。。  

ししかかしし、、MMAAAA 制制度度はは 22000066 年年かからら開開始始ししてて 1111 年年をを経経ててもも OOIIMMLL 基基本本証証明明書書制制度度かかららのの移移行行

がが進進んんででいいなないいとといいうう問問題題ががCCIIMMLL委委員員会会ににおおいいてて指指摘摘さされれたた。。そそここでで、、第第4488回回CCIIMMLL委委員員会会

ででははPPTTBBののRRoommaann  SScchhwwaarrttzz氏氏をを主主査査ととすするる臨臨時時作作業業部部会会((AAHHWWGG))がが構構成成さされれ、、新新ししいい証証明明書書

制制度度((OOIIMMLL--CCSS))へへのの移移行行にに向向けけたた検検討討がが始始ままっったた。。ここのの活活動動ははそそのの後後、、同同じじくくRRoommaann  SScchhwwaarrttzz

氏氏をを委委員員長長ととすするる OOIIMMLL--CCSS のの pprrMMCC((予予備備運運営営委委員員会会))へへとと引引きき継継ががれれたた。。pprrMMCC はは 22001177 年年のの

22月月((ベベルルリリンン))とと66月月((上上海海))にに委委員員会会をを開開催催ししたた。。  

OOIIMMLL--CCSS はは、、従従来来のの OOIIMMLL 基基本本証証明明書書制制度度とと MMAAAA 制制度度がが、、そそれれぞぞれれ実実質質的的ににははススキキーームム

AA((MMAAAA相相当当))及及びびBB((基基本本証証明明書書相相当当))ととししてて残残るるここととににななるる。。たただだしし、、ススキキーームムBBはは暫暫定定的的なな位位

置置付付けけでであありり、、最最終終的的ににはは全全ててののカカテテゴゴリリーーががススキキーームムAAへへ移移行行すするる。。更更にに同同じじ計計量量器器カカテテゴゴリリ

ーーににおおいいてて両両方方ののススキキーームムがが併併存存すするるここととははなないい。。ままたた運運営営ののたためめのの新新ししいい44つつのの組組織織、、即即ちち運運

営営委委員員会会((MMCC))、、MMCCのの下下部部組組織織ととししててのの審審査査委委員員会会((RRCC))、、裁裁定定委委員員会会((BBooAA))、、試試験験機機関関フフォォーーララ

ムム((TTLLFF))をを設設立立しし、、そそれれららがが連連携携ししななががららOOIIMMLL--CCSSをを運運営営すするるここととににななるる。。  

そそししてて、、OOIIMMLL  BB33「「計計量量器器ののOOIIMMLL型型式式承承認認ののたためめののOOIIMMLL基基本本証証明明書書制制度度::22001111年年」」ととBB1100

「「型型式式評評価価国国際際相相互互受受入入れれ取取決決めめのの枠枠組組みみ::22001133年年」」にに代代わわるるOOIIMMLL--CCSSののたためめのの新新ししいい基基本本文文

書書のの最最終終文文書書案案がが第第5511回回CCIIMMLL委委員員会会でで承承認認さされれ、、BB1188「「OOIIMMLL証証明明書書制制度度のの枠枠組組みみ::22001166年年」」

ととししてて発発行行さされれたた。。ささららにに BB1188 をを補補足足すするる多多くくのの附附属属文文書書がが作作成成さされれ、、既既にに運運用用文文書書及及びび手手順順
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文文書書ととししてて発発行行さされれてていいるる。。BB1188 ににつついいててはは更更ななるる検検討討がが加加ええらられれ、、22001177 年年 1111 月月にに発発行行さされれ

たた。。  

22001177 年年 1100 月月のの第第 5522 回回CCIIMMLL 委委員員会会ににおおいいてて、、22001177 年年 1122 月月 3311 日日のの pprrMMCC 解解散散とと同同時時にに、、

22001188年年11月月11日日かかららOOIIMMLL--CCSSのの運運用用をを開開始始すするるここととがが決決議議さされれたた。。  

NNMMIIJJ はは、、RR6600::22000000、、RR7766::11999922、、RR7766::22000066 のの利利用用型型参参加加機機関関（（UUttiilliizzeerrss））登登録録、、22001188 年年 22

月月99日日にに、、同同勧勧告告のの発発行行機機関関及及びび試試験験機機関関登登録録をを22001188年年33月月11日日にに完完了了ししたた。。  

第第11回回ののOOIIMMLL--CCSS会会議議がが22001188年年33  月月ににオオーースストトララリリアア（（シシドドニニーー））でで開開催催さされれたた。。発発行行機機

関関（（IIAA））、、試試験験所所機機関関（（TTLL））のの承承認認、、計計量量器器カカテテゴゴリリーーののススキキーームムAA へへのの移移行行期期間間のの延延長長のの提提

案案、、OOIIMMLL  BB1188のの改改訂訂のの勧勧告告、、関関連連文文書書（（OODD及及びびPPDD））のの作作成成・・承承認認をを行行ななっったた。。  

第第22回回ののOOIIMMLL--CCSS会会議議がが22001199年年33月月ににオオラランンダダ（（デデルルフフトト））でで開開催催さされれたた。。認認定定制制度度のの活活

用用にに関関連連ししてて認認定定機機関関のの団団体体とと OOIIMMLL ととのの間間のの合合意意がが得得らられれてていいなないいここととかからら、、OOIIMMLL にに関関すす

るる IISSOO//IIEECC  1177006655のの自自己己宣宣言言かからら認認定定へへのの移移行行のの期期限限ががささららにに22年年延延長長ととななりり、、22002233年年11月月11

日日ままででととすするる22度度目目のの延延期期（（当当初初移移行行22001188年年11月月11日日開開始始後後22年年がが期期限限＋＋昨昨年年決決議議11年年延延長長＋＋

今今回回決決議議 22 年年延延長長））ととななっったた。。ままたた、、認認定定制制度度のの活活用用のの WWGG をを立立ててルルーールルのの詳詳細細をを決決めめるるこことと

ととななっったた（（チチェェアアはは英英国国））ののでで、、ルルーールルにに適適切切にに乗乗るるたためめにに必必要要ななここととかからら日日本本のの発発行行機機関関かからら

ももWWGGにに参参加加すするる意意向向をを示示ししたた。。  

CCOOVVIIDD--1199 のの影影響響にによよりり、、イインンドドののニニュューーデデリリーーでで開開催催予予定定ででああっったた第第 33 回回 OOIIMMLL--CCSS 会会議議

はは中中止止ととななっったた。。オオンンラライインンででのの会会議議開開催催ととななっったた。。  

((22))  作作業業委委員員会会のの開開催催状状況況  

CCOOVVIIDD--1199のの影影響響にによよりり委委員員会会開開催催はは中中止止ししととしし、、メメーールル審審議議にによよるる意意見見募募集集をを行行っったた。。  

((33))  検検討討ししたた国国際際勧勧告告案案、、文文書書案案等等  

11))  【【CCIIMMLL予予備備投投票票】】  

①① DD3300「「IISSOO//IIEECC  1177002255 をを法法定定計計量量ににおおけけるる計計量量器器認認証証機機関関のの評評価価にに適適用用すするるたためめのの指指針針」」

FFDDDD  
検検討討結結果果：：「「ココメメンントトななしし賛賛成成」」  

ココメメンントト締締切切：：22002200年年55月月1155日日  

((44))  国国際際会会議議へへのの出出席席  

11))  第第33回回OOIIMMLL--CCSS  MMaannaaggeemmeenntt  CCoommmmiitttteeee  （（MMCC））会会議議  

日日  程程：：22002200年年55月月1199日日（（ZZoooomm  MMeeeettiinngg））  

出出席席者者：：MMaannaaggeemmeenntt  CCoommmmiitttteeee（（MMCC））メメンンババーー：：4433名名  

議議長長：：MMrr..  BBiillll  LLooiizziiddeess  （（NNMMIIAA））  

MMCCメメンンババーー国国：：オオーースストトララリリアア((11))、、ベベルルギギーー((11))、、カカンンボボジジアア((11))、、カカナナダダ((22))、、ココロロンンビビ

アア((22))、、チチェェココ((11))、、デデンンママーークク((33))、、フフラランンスス((11))、、ドドイイツツ((33))、、イインンドド((22))、、日日本本((33))、、オオラランンダダ

((11))、、ニニュューージジーーラランンドド((11))、、中中国国((44))、、ススロロババキキアア((11))、、南南アアフフリリカカ((11))、、ススイイスス((11))、、イイギギリリスス
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文文書書ととししてて発発行行さされれてていいるる。。BB1188 ににつついいててはは更更ななるる検検討討がが加加ええらられれ、、22001177 年年 1111 月月にに発発行行さされれ

たた。。  

22001177 年年 1100 月月のの第第 5522 回回CCIIMMLL 委委員員会会ににおおいいてて、、22001177 年年 1122 月月 3311 日日のの pprrMMCC 解解散散とと同同時時にに、、

22001188年年11月月11日日かかららOOIIMMLL--CCSSのの運運用用をを開開始始すするるここととがが決決議議さされれたた。。  

NNMMIIJJ はは、、RR6600::22000000、、RR7766::11999922、、RR7766::22000066 のの利利用用型型参参加加機機関関（（UUttiilliizzeerrss））登登録録、、22001188 年年 22

月月99日日にに、、同同勧勧告告のの発発行行機機関関及及びび試試験験機機関関登登録録をを22001188年年33月月11日日にに完完了了ししたた。。  

第第11回回ののOOIIMMLL--CCSS会会議議がが22001188年年33  月月ににオオーースストトララリリアア（（シシドドニニーー））でで開開催催さされれたた。。発発行行機機

関関（（IIAA））、、試試験験所所機機関関（（TTLL））のの承承認認、、計計量量器器カカテテゴゴリリーーののススキキーームム AA へへのの移移行行期期間間のの延延長長のの提提

案案、、OOIIMMLL  BB1188のの改改訂訂のの勧勧告告、、関関連連文文書書（（OODD及及びびPPDD））のの作作成成・・承承認認をを行行ななっったた。。  

第第22回回ののOOIIMMLL--CCSS会会議議がが22001199年年33月月ににオオラランンダダ（（デデルルフフトト））でで開開催催さされれたた。。認認定定制制度度のの活活

用用にに関関連連ししてて認認定定機機関関のの団団体体とと OOIIMMLL ととのの間間のの合合意意がが得得らられれてていいなないいここととかからら、、OOIIMMLL にに関関すす

るる IISSOO//IIEECC  1177006655のの自自己己宣宣言言かからら認認定定へへのの移移行行のの期期限限ががささららにに22年年延延長長ととななりり、、22002233年年11月月11

日日ままででととすするる22度度目目のの延延期期（（当当初初移移行行22001188年年11月月11日日開開始始後後22年年がが期期限限＋＋昨昨年年決決議議11年年延延長長＋＋

今今回回決決議議 22 年年延延長長））ととななっったた。。ままたた、、認認定定制制度度のの活活用用のの WWGG をを立立ててルルーールルのの詳詳細細をを決決めめるるこことと

ととななっったた（（チチェェアアはは英英国国））ののでで、、ルルーールルにに適適切切にに乗乗るるたためめにに必必要要ななここととかからら日日本本のの発発行行機機関関かからら

ももWWGGにに参参加加すするる意意向向をを示示ししたた。。  

CCOOVVIIDD--1199 のの影影響響にによよりり、、イインンドドののニニュューーデデリリーーでで開開催催予予定定ででああっったた第第 33 回回 OOIIMMLL--CCSS 会会議議

はは中中止止ととななっったた。。オオンンラライインンででのの会会議議開開催催ととななっったた。。  

((22))  作作業業委委員員会会のの開開催催状状況況  

CCOOVVIIDD--1199のの影影響響にによよりり委委員員会会開開催催はは中中止止ししととしし、、メメーールル審審議議にによよるる意意見見募募集集をを行行っったた。。  

((33))  検検討討ししたた国国際際勧勧告告案案、、文文書書案案等等  

11))  【【CCIIMMLL予予備備投投票票】】  

①① DD3300「「IISSOO//IIEECC  1177002255 をを法法定定計計量量ににおおけけるる計計量量器器認認証証機機関関のの評評価価にに適適用用すするるたためめのの指指針針」」

FFDDDD  
検検討討結結果果：：「「ココメメンントトななしし賛賛成成」」  

ココメメンントト締締切切：：22002200年年55月月1155日日  

((44))  国国際際会会議議へへのの出出席席  

11))  第第33回回OOIIMMLL--CCSS  MMaannaaggeemmeenntt  CCoommmmiitttteeee  （（MMCC））会会議議  

日日  程程：：22002200年年55月月1199日日（（ZZoooomm  MMeeeettiinngg））  

出出席席者者：：MMaannaaggeemmeenntt  CCoommmmiitttteeee（（MMCC））メメンンババーー：：4433名名  

議議長長：：MMrr..  BBiillll  LLooiizziiddeess  （（NNMMIIAA））  

MMCCメメンンババーー国国：：オオーースストトララリリアア((11))、、ベベルルギギーー((11))、、カカンンボボジジアア((11))、、カカナナダダ((22))、、ココロロンンビビ

アア((22))、、チチェェココ((11))、、デデンンママーークク((33))、、フフラランンスス((11))、、ドドイイツツ((33))、、イインンドド((22))、、日日本本((33))、、オオラランンダダ

((11))、、ニニュューージジーーラランンドド((11))、、中中国国((44))、、ススロロババキキアア((11))、、南南アアフフリリカカ((11))、、ススイイスス((11))、、イイギギリリスス

 
 

((22))、、アアメメリリカカ((33))、、BBIIMMLL((22))  

そそのの他他関関係係者者：：AAQQUUAA／／欧欧州州水水道道メメーータターー・・積積算算熱熱量量計計製製造造事事業業者者協協会会((11))、、CCEECCIIPP((22))、、

CCEECCOODD((11))、、IILLAACC&&IIAAFF  ((11))、、TTCC99//SSCC22事事務務局局((11))  

・ 第第22回回MMCC会会議議のの議議事事録録確確認認  

・ MMCC議議長長候候補補者者ののププレレゼゼンンテテーーシショョンン（（66月月22日日開開催催予予定定のの第第44回回MMCC会会議議でで投投票票））  

 XXiiee  JJuunn氏氏（（中中国国））  

 MMaannnniiee  PPaanneessaarr氏氏（（イイギギリリスス））  

・ OOIIMMLLロロゴゴととOOIIMMLL証証明明書書番番号号をを計計量量器器へへのの表表記記  

・ 計計量量器器ののララベベルルににOOIIMMLL--CCSSのの証証明明書書番番号号をを記記載載すするるここととににつついいてて  

 OOIIMMLL 全全体体的的ににはは禁禁止止すするる方方向向でで文文書書ががああるるもものののの実実態態ととししてて取取りり締締ままっってていいなないい

こことと、、RR6600（（ロローードドセセルル））のの中中でではは「「記記載載すするるここととをを必必須須ととすするる」」とといいうう記記述述ががあありり

文文書書体体系系ととのの不不整整合合がが生生じじたた上上でで現現にに製製造造事事業業者者ががララベベルルにに表表示示ををししてていいるる実実例例もも

ああるるこことと、、をを根根拠拠にに、、表表示示をを容容認認すするる方方針針転転換換のの提提案案ががさされれたた。。次次回回第第 44 回回でで議議論論

すするるここととととななっったた。。  

22))  第第44回回OOIIMMLL--CCSS  MMaannaaggeemmeenntt  CCoommmmiitttteeee（（MMCC））会会議議  

日日  程程：：22002200年年66月月22日日（（ZZoooomm  MMeeeettiinngg））  

出出席席者者：：MMaannaaggeemmeenntt  CCoommmmiitttteeee（（MMCC））メメンンババーー：：3399名名  

議議長長：：MMrr..  BBiillll  LLooiizziiddeess  （（NNMMIIAA））  

MMCCメメンンババーー国国：：オオーースストトララリリアア((33))、、ベベルルギギーー((11))、、カカンンボボジジアア((11))、、カカナナダダ((22))、、ココロロンンビビ

アア((22))、、チチェェココ((11))、、デデンンママーークク((11))、、フフラランンスス((11))、、ドドイイツツ((33))、、イインンドド((11))、、日日本本((33))、、オオラランンダダ

((11))、、ニニュューージジーーラランンドド((11))、、中中国国((44))、、ススロロババキキアア((11))、、南南アアフフリリカカ((11))、、ススイイスス((11))、、イイギギリリスス

((22))、、アアメメリリカカ((22))、、BBIIMMLL((22))  

そそのの他他関関係係者者：：  CCEECCIIPP((22))、、CCEECCOODD((11))、、TTCC99//SSCC22事事務務局局((11))  

・ 第第33回回MMCC会会議議のの議議事事録録確確認認  

・ MMCC議議長長候候補補者者及及びび副副議議長長候候補補者者選選挙挙  

 全全2222票票ののううちち出出席席者者1188名名ににてて投投票票（（欠欠席席：：キキュューーババ、、イインンドド、、韓韓国国、、ロロシシアア））  

 候候補補者者：：XXiiee  JJuunn氏氏  ((中中国国))、、MMaannnniiee  PPaanneessaarr氏氏（（イイギギリリスス））  

 選選挙挙結結果果  

 新新議議長長：：MMaannnniiee  PPaanneessaarr氏氏（（イイギギリリスス））  

 副副議議長長：：BBiillll  LLooiizziiddeess（（オオーースストトララリリアア））  

・ OOIIMMLLロロゴゴととOOIIMMLL証証明明書書番番号号をを計計量量器器へへのの表表記記  

 提提案案国国のの米米国国((RRaallpphh  RRiicchhtteerr 氏氏))かからら OOIIMMLL--CCSS__SSCC11__PP11__NN221166 のの説説明明ががああっったた。。

議議長長かかららMMaaiinntteennaannccee  GGrroouuppでで公公表表文文書書をを作作成成すするるととととももににOOIIMMLL関関連連文文書書かからら

証証明明書書番番号号のの記記載載ににつついいててのの記記述述をを一一切切消消しし、、言言及及ししなないいここととででOOIIMMLLのの責責任任のの範範

－ 43 －



 
 

囲囲外外にに押押しし出出すす提提案案((””TThhee  RReemmaaiinn  SSiilleenntt  PPrrooppoossaall””：：事事前前ににBBIIMMLL幹幹部部ととのの意意見見交交

換換にに基基づづくく提提案案))をを採採用用すするる提提案案ががああっったた。。    

・ NNMMii よよりり LLeeggaall  MMeettrroollooggyy  EExxppeerrtt((ss))（（LLMMEE／／法法定定計計量量技技術術専専門門家家））のの不不足足ししてていいるる現現

状状をを説説明明すするるププレレゼゼンン  

 議議論論のの結結果果、、下下記記のの44スステテッッププをを実実行行すするるここととととししたた。。  

11.. 各各発発行行機機関関ははLLMMEEのの登登録録をを進進めめるる((増増ややすす))ここととをを促促すす  

22.. rreemmoottee  aauuddiittiinnggのの仕仕組組みみをを作作るる  

33.. LLMMEEをを現現状状ののqquuaalliiffiiccaattiioonn  ccrriitteerriiaaかからら ccoommppeetteennccee  ccrriitteerriiaaにに転転換換すするるこことと

でで、、所所属属ににかかかかわわららずず、、実実力力ががああるる者者ががLLMMEEととななりりううるる道道をを作作るる  

44.. AAsssseessssmmeenntt  RReeqquuiirreemmeenntt  WWGGででささららにに審審査査ののあありり方方をを議議論論すするる  

33))  第第55回回OOIIMMLL--CCSS  MMaannaaggeemmeenntt  CCoommmmiitttteeee（（MMCC））会会議議  

日日  程程：：22002200年年77月月22日日（（ZZoooomm  MMeeeettiinngg））  

出出席席者者：：MMaannaaggeemmeenntt  CCoommmmiitttteeee（（MMCC））メメンンババーー：：4411名名  

議議長長：：MMrr..  BBiillll  LLooiizziiddeess  （（NNMMIIAA））  

MMCCメメンンババーー国国：：オオーースストトララリリアア((22))、、ベベルルギギーー((11))、、カカンンボボジジアア((11))、、カカナナダダ((22))、、ココロロンンビビ

アア((11))、、チチェェココ((11))、、デデンンママーークク((22))、、フフラランンスス((11))、、ドドイイツツ((22))、、イインンドド((22))、、日日本本((33))、、オオラランンダダ

((11))、、中中国国((44))、、ロロシシアア((22))、、ススロロババキキアア((11))、、南南アアフフリリカカ((11))、、ススイイスス((11))、、イイギギリリスス((22))、、アアメメリリ

カカ((33))、、BBIIMMLL((22))  

そそのの他他関関係係者者：：  AAQQUUAA((11))、、CCEECCIIPP((22))、、TTCC99//SSCC22事事務務局局((11))  

・ 第第44回回MMCC会会議議のの議議事事録録確確認認  

・ 他他のの試試験験機機関関ののデデーータタ利利用用  

 CCSSにに登登録録さされれたた試試験験機機関関がが現現地地（（oonn--ssiittee））試試験験やや他他のの試試験験機機関関にによよるるデデーータタをを利利用用

すするるケケーースス、、又又ははああるる発発行行機機関関ののたためめにに用用意意さされれたた試試験験報報告告書書をを他他のの発発行行機機関関がが利利

用用すするるケケーーススがが問問題題ととさされれてていいるる。。  

・ PPDD//OODD（（手手続続きき／／運運用用文文書書））のの改改訂訂  

 MMGG はは、、型型式式承承認認番番号号をを計計量量器器にに表表示示すするる米米国国のの提提案案にに関関わわるる「「静静かかなな対対応応」」にに伴伴

いい、、PPDD--0055「「OOIIMMLL  型型式式評評価価報報告告書書とと  OOIIMMLL  証証明明書書のの処処理理」」のの改改訂訂をを提提案案ししたた。。  

・ IISSOO//IIEECC  1177006655にに関関すするるWWGG  

 IISSOO//IIEECC  1177006655にに関関すするるWWGGはは、、発発行行機機関関のの能能力力のの証証明明ののたためめにに IISSOO//IIEECC  1177006655

のの代代替替ととししてて IISSOO//IIEECC  1177002200をを認認めめるる提提案案ににつついいてて議議論論ししてていいるる。。そそののたためめ、、ここれれ

にに類類似似ししたた代代替替手手法法((又又はは規規格格))をを用用いいてていいるる加加盟盟国国ににつついいてて調調査査をを行行ううここととととししたた。。  

・ RR111177  旧旧版版のの扱扱いい  

 CCSSににおおけけるるRR111177のの11999955年年版版とと22000077年年版版のの維維持持ににつついいてて、、22000077年年版版ににつついいててはは

MMCC委委員員のの了了解解がが得得らられれたたがが、、11999955年年版版ににつついいててはは未未定定。。    
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囲囲外外にに押押しし出出すす提提案案((””TThhee  RReemmaaiinn  SSiilleenntt  PPrrooppoossaall””：：事事前前ににBBIIMMLL幹幹部部ととのの意意見見交交

換換にに基基づづくく提提案案))をを採採用用すするる提提案案ががああっったた。。    

・ NNMMii よよりり LLeeggaall  MMeettrroollooggyy  EExxppeerrtt((ss))（（LLMMEE／／法法定定計計量量技技術術専専門門家家））のの不不足足ししてていいるる現現

状状をを説説明明すするるププレレゼゼンン  

 議議論論のの結結果果、、下下記記のの44スステテッッププをを実実行行すするるここととととししたた。。  

11.. 各各発発行行機機関関ははLLMMEEのの登登録録をを進進めめるる((増増ややすす))ここととをを促促すす  

22.. rreemmoottee  aauuddiittiinnggのの仕仕組組みみをを作作るる  

33.. LLMMEEをを現現状状ののqquuaalliiffiiccaattiioonn  ccrriitteerriiaaかからら ccoommppeetteennccee  ccrriitteerriiaaにに転転換換すするるこことと

でで、、所所属属ににかかかかわわららずず、、実実力力ががああるる者者ががLLMMEEととななりりううるる道道をを作作るる  

44.. AAsssseessssmmeenntt  RReeqquuiirreemmeenntt  WWGGででささららにに審審査査ののあありり方方をを議議論論すするる  

33))  第第55回回OOIIMMLL--CCSS  MMaannaaggeemmeenntt  CCoommmmiitttteeee（（MMCC））会会議議  

日日  程程：：22002200年年77月月22日日（（ZZoooomm  MMeeeettiinngg））  

出出席席者者：：MMaannaaggeemmeenntt  CCoommmmiitttteeee（（MMCC））メメンンババーー：：4411名名  

議議長長：：MMrr..  BBiillll  LLooiizziiddeess  （（NNMMIIAA））  

MMCCメメンンババーー国国：：オオーースストトララリリアア((22))、、ベベルルギギーー((11))、、カカンンボボジジアア((11))、、カカナナダダ((22))、、ココロロンンビビ

アア((11))、、チチェェココ((11))、、デデンンママーークク((22))、、フフラランンスス((11))、、ドドイイツツ((22))、、イインンドド((22))、、日日本本((33))、、オオラランンダダ

((11))、、中中国国((44))、、ロロシシアア((22))、、ススロロババキキアア((11))、、南南アアフフリリカカ((11))、、ススイイスス((11))、、イイギギリリスス((22))、、アアメメリリ

カカ((33))、、BBIIMMLL((22))  

そそのの他他関関係係者者：：  AAQQUUAA((11))、、CCEECCIIPP((22))、、TTCC99//SSCC22事事務務局局((11))  

・ 第第44回回MMCC会会議議のの議議事事録録確確認認  

・ 他他のの試試験験機機関関ののデデーータタ利利用用  

 CCSSにに登登録録さされれたた試試験験機機関関がが現現地地（（oonn--ssiittee））試試験験やや他他のの試試験験機機関関にによよるるデデーータタをを利利用用

すするるケケーースス、、又又ははああるる発発行行機機関関ののたためめにに用用意意さされれたた試試験験報報告告書書をを他他のの発発行行機機関関がが利利

用用すするるケケーーススがが問問題題ととさされれてていいるる。。  

・ PPDD//OODD（（手手続続きき／／運運用用文文書書））のの改改訂訂  

 MMGG はは、、型型式式承承認認番番号号をを計計量量器器にに表表示示すするる米米国国のの提提案案にに関関わわるる「「静静かかなな対対応応」」にに伴伴

いい、、PPDD--0055「「OOIIMMLL  型型式式評評価価報報告告書書とと  OOIIMMLL  証証明明書書のの処処理理」」のの改改訂訂をを提提案案ししたた。。  

・ IISSOO//IIEECC  1177006655にに関関すするるWWGG  

 IISSOO//IIEECC  1177006655にに関関すするるWWGGはは、、発発行行機機関関のの能能力力のの証証明明ののたためめにに IISSOO//IIEECC  1177006655

のの代代替替ととししてて IISSOO//IIEECC  1177002200をを認認めめるる提提案案ににつついいてて議議論論ししてていいるる。。そそののたためめ、、ここれれ

にに類類似似ししたた代代替替手手法法((又又はは規規格格))をを用用いいてていいるる加加盟盟国国ににつついいてて調調査査をを行行ううここととととししたた。。  

・ RR111177  旧旧版版のの扱扱いい  

 CCSSににおおけけるるRR111177のの11999955年年版版とと22000077年年版版のの維維持持ににつついいてて、、22000077年年版版ににつついいててはは

MMCC委委員員のの了了解解がが得得らられれたたがが、、11999955年年版版ににつついいててはは未未定定。。    

 
 

22..44..33情情報報化化作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

DD3311「「ソソフフトトウウェェアア制制御御計計量量器器ののたためめのの一一般般要要件件」」はは、、計計量量器器にに組組みみ込込むむソソフフトトウウェェアアのの一一般般

的的なな要要件件及及びび試試験験、、検検定定方方法法のの要要件件ををままととめめたたももののでで、、各各RR文文書書へへ組組みみ込込むむ要要件件のの「「ひひなな形形」」をを

提提示示すするる参参考考文文書書ででああるる。。22000088年年にに初初版版がが出出版版さされれててかかららししばばららくく時時間間をを置置きき22001199年年1122月月にに

改改定定版版がが出出版版さされれたたばばかかりりででああるるがが、、新新たたなな改改定定ププロロジジェェククトト（（TTCC55//SSCC22//pp44））がが開開始始さされれたた。。  

改改定定ププロロジジェェククトトかかららはは次次のの二二件件のの照照会会ががああっったた。。  

・・22002200年年11月月  改改定定のの意意向向確確認認  

・・22002200年年1111月月  11WWDDのの意意見見照照会会  

ままたた、、ササブブ・・ググルルーーププかからら次次のの照照会会ががああっったた。。  

・・22002200 年年 44 月月  ササブブ・・ググルルーーププ  にによよるる機機械械学学習習及及びび遠遠隔隔検検定定ののユユーーススケケーーススにに関関すするる質質問問事事

項項  

・・22002200年年99月月及及びび1122月月  ササブブ・・ググルルーーププ11（（SSGG11））にによよるる機機械械学学習習のの要要件件のの意意見見照照会会（（任任意意））  

・・22002200年年1100月月  ササブブ・・ググルルーーププ22（（SSGG22））にによよるる遠遠隔隔検検定定のの要要件件のの意意見見照照会会（（任任意意））  

情情報報化化作作業業委委員員会会でではは、、改改定定のの意意向向確確認認つついいててははメメーールルでで集集めめたた意意見見ををままととめめてて回回答答ししたた。。

11WWDDににつついいててはは第第２２回回情情報報化化作作業業委委員員会会をを22002211年年11月月にに開開催催ししてて審審議議ししたた。。ままたた、、11WWDDがが公公

開開さされれるる直直前前のの22002200年年1100月月にに第第１１回回情情報報化化作作業業委委員員会会をを開開催催しし、、今今回回のの改改定定のの動動向向及及びびササブブ・・

ググルルーーププのの活活動動状状況況等等ににつついいてて情情報報をを共共有有ししたた。。  

ササブブ・・ググルルーーププかかららのの照照会会ににつついいててはは、、関関係係すするる作作業業委委員員会会等等へへもも問問いい合合わわせせ、、適適切切にに回回答答しし

たた。。  

((22))  作作業業委委員員会会のの開開催催状状況況及及びび審審議議結結果果  

11))  改改定定のの意意向向確確認認へへのの提提出出意意見見ととりりままととめめ（（メメーールル））  

①①日日時時：：22002200年年１１月月2299日日～～22月月1144日日  

②②場場所所：：メメーールルでで意意見見収収集集ししてて取取りりままととめめ  

③③審審議議対対象象：：７７項項目目のの改改定定方方針針案案  

④④審審議議結結果果：：７７項項目目ののううちち33、、44、、66をを希希望望すするる意意見見をを送送るる。。  

⑤⑤審審議議内内容容：：  

77項項目目のの改改定定方方針針案案はは次次ののととおおりり。。  

11  代代替替的的なな評評価価方方法法のの追追加加。。  

22  機機械械学学習習アアルルゴゴリリズズムム等等がが法法定定計計量量ののソソフフトトウウェェアアにに及及ぼぼすす影影響響のの検検討討。。  

33  デデーータタ保保存存及及びび処処理理（（特特ににククララウウドドをを使使用用すするるシシスステテムムななどど））のの新新ししいい方方法法のの例例示示。。  

44  新新技技術術（（ススママーートトフフォォンンののアアププリリ等等））をを考考慮慮ししたた計計量量結結果果のの表表示示のの要要件件のの改改定定。。  

55  既既存存のの二二つつののリリススククレレベベルルととはは別別ののリリススククレレベベルルをを設設けけるる必必要要性性のの調調査査。。  

66  法法規規制制をを受受けけてていいるるオオペペレレーーテティィンンググシシスステテムム部部分分のの更更新新ににつついいててのの要要件件をを規規定定。。  
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77  （（ソソフフトトウウェェアアがが））更更新新さされれたた計計量量器器のの遠遠隔隔検検定定ににつついいてて議議論論をを進進めめるる。。  

22))  第第11回回情情報報化化作作業業委委員員会会  

①①日日時時：：  22002200年年1100月月99日日（（金金））1133時時3300分分～～1144時時3300分分  

②②場場所所：：ググラランンドドヒヒルル市市ヶヶ谷谷及及びびオオンンラライインン  

③③審審議議対対象象：：情情報報共共有有ののみみ  

④④審審議議結結果果：：ななしし  

⑤⑤審審議議内内容容：：  

決決定定ししたた改改定定方方針針（（上上記記22、、33、、44、、77））、、ススケケジジュューールル等等のの情情報報をを共共有有ししたた。。ままたた、、SSGG11（（機機

械械学学習習））及及びびSSGG22（（遠遠隔隔検検定定））のの活活動動状状況況ににつついいててもも情情報報をを共共有有ししたた。。  

33))  第第２２回回情情報報化化作作業業委委員員会会  

①①日日時時：：  22002211年年11月月1199日日（（火火））1144時時～～1155時時3300分分  

②②場場所所：：ググラランンドドヒヒルル市市ヶヶ谷谷及及びびオオンンラライインン  

③③審審議議対対象象：：DD3311  11WWDD  

④④審審議議結結果果：：ココメメンントト案案  

⑤⑤審審議議内内容容：：  

11WWDD ににつついいてて審審議議ししててココメメンントト案案ををととりりままととめめたた。。22002211 年年 55 月月のの国国際際会会議議のの参参加加ににつつ

いいてて議議論論ししたた。。ままたた、、11CCDD以以降降にに要要件件がが取取りり込込ままれれるる予予定定ののSSGG11((機機械械学学習習))及及びびSSGG22((遠遠隔隔

検検定定))のの活活動動状状況況ににつついいてて情情報報をを共共有有ししたた。。  

44))  ササブブ・・ググルルーーププかかららのの照照会会へへのの対対応応  

22002200年年44月月のの機機械械学学習習及及びび遠遠隔隔検検定定ののユユーーススケケーーススにに関関すするる照照会会ににつついいててはは、、情情報報化化作作業業委委

員員会会だだけけででななくく関関係係すするる作作業業委委員員会会へへもも問問いい合合わわせせをを行行いい、、特特定定計計量量器器ででははユユーーススケケーーススがが無無

いい旨旨ををササブブ・・ググルルーーププへへ回回答答ししたた。。  

機機械械学学習習及及びび遠遠隔隔検検定定のの要要件件案案ににつついいててはは、、委委員員会会でで情情報報をを共共有有ししたた。。  

  
22..44..44  計計量量器器作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

計計量量器器作作業業委委員員会会はは、、TTCC77「「長長ささ関関連連量量のの計計量量器器」」、、TTCC99//SSCC44「「密密度度計計」」、、TTCC1100「「圧圧力力、、力力及及

びび関関連連量量のの計計量量器器」」、、TTCC1111「「温温度度及及びび関関連連量量のの計計量量器器」」及及びびTTCC1177//SSCC55「「物物理理化化学学測測定定器器//粘粘度度のの

測測定定」」のの分分野野をを担担当当ししてていいるる。。  

今今年年度度 TTCC1177//SSCC55「「物物理理化化学学測測定定器器//粘粘度度のの測測定定」」  ににおおいいてて、、SSCC55  メメンンババーーにに対対ししてて、、  DD1177

「「液液体体のの粘粘度度測測定定器器のの階階級級図図式式::  11998877」」及及びび RR6699「「動動粘粘度度測測定定用用ガガララスス細細管管粘粘度度計計  //  検検定定方方法法::  

11998855」」のの現現行行版版のの取取扱扱いいにに関関すするる意意向向調調査査がが行行わわれれたた。。回回答答方方法法ととししててそそれれぞぞれれのの文文書書ににつついいてて

「「承承認認／／改改訂訂／／廃廃止止」」かからら選選択択すするるここととでであありり、、「「承承認認」」ととししてて回回答答ししたた。。  

－ 46 －



 
 

77  （（ソソフフトトウウェェアアがが））更更新新さされれたた計計量量器器のの遠遠隔隔検検定定ににつついいてて議議論論をを進進めめるる。。  

22))  第第11回回情情報報化化作作業業委委員員会会  

①①日日時時：：  22002200年年1100月月99日日（（金金））1133時時3300分分～～1144時時3300分分  

②②場場所所：：ググラランンドドヒヒルル市市ヶヶ谷谷及及びびオオンンラライインン  

③③審審議議対対象象：：情情報報共共有有ののみみ  

④④審審議議結結果果：：ななしし  

⑤⑤審審議議内内容容：：  

決決定定ししたた改改定定方方針針（（上上記記22、、33、、44、、77））、、ススケケジジュューールル等等のの情情報報をを共共有有ししたた。。ままたた、、SSGG11（（機機

械械学学習習））及及びびSSGG22（（遠遠隔隔検検定定））のの活活動動状状況況ににつついいててもも情情報報をを共共有有ししたた。。  

33))  第第２２回回情情報報化化作作業業委委員員会会  

①①日日時時：：  22002211年年11月月1199日日（（火火））1144時時～～1155時時3300分分  

②②場場所所：：ググラランンドドヒヒルル市市ヶヶ谷谷及及びびオオンンラライインン  

③③審審議議対対象象：：DD3311  11WWDD  

④④審審議議結結果果：：ココメメンントト案案  

⑤⑤審審議議内内容容：：  

11WWDD ににつついいてて審審議議ししててココメメンントト案案ををととりりままととめめたた。。22002211 年年 55 月月のの国国際際会会議議のの参参加加ににつつ

いいてて議議論論ししたた。。ままたた、、11CCDD以以降降にに要要件件がが取取りり込込ままれれるる予予定定ののSSGG11((機機械械学学習習))及及びびSSGG22((遠遠隔隔

検検定定))のの活活動動状状況況ににつついいてて情情報報をを共共有有ししたた。。  

44))  ササブブ・・ググルルーーププかかららのの照照会会へへのの対対応応  

22002200年年44月月のの機機械械学学習習及及びび遠遠隔隔検検定定ののユユーーススケケーーススにに関関すするる照照会会ににつついいててはは、、情情報報化化作作業業委委

員員会会だだけけででななくく関関係係すするる作作業業委委員員会会へへもも問問いい合合わわせせをを行行いい、、特特定定計計量量器器ででははユユーーススケケーーススがが無無

いい旨旨ををササブブ・・ググルルーーププへへ回回答答ししたた。。  

機機械械学学習習及及びび遠遠隔隔検検定定のの要要件件案案ににつついいててはは、、委委員員会会でで情情報報をを共共有有ししたた。。  

  
22..44..44  計計量量器器作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

計計量量器器作作業業委委員員会会はは、、TTCC77「「長長ささ関関連連量量のの計計量量器器」」、、TTCC99//SSCC44「「密密度度計計」」、、TTCC1100「「圧圧力力、、力力及及

びび関関連連量量のの計計量量器器」」、、TTCC1111「「温温度度及及びび関関連連量量のの計計量量器器」」及及びびTTCC1177//SSCC55「「物物理理化化学学測測定定器器//粘粘度度のの

測測定定」」のの分分野野をを担担当当ししてていいるる。。  

今今年年度度 TTCC1177//SSCC55「「物物理理化化学学測測定定器器//粘粘度度のの測測定定」」  ににおおいいてて、、SSCC55  メメンンババーーにに対対ししてて、、  DD1177

「「液液体体のの粘粘度度測測定定器器のの階階級級図図式式::  11998877」」及及びび RR6699「「動動粘粘度度測測定定用用ガガララスス細細管管粘粘度度計計  //  検検定定方方法法::  

11998855」」のの現現行行版版のの取取扱扱いいにに関関すするる意意向向調調査査がが行行わわれれたた。。回回答答方方法法ととししててそそれれぞぞれれのの文文書書ににつついいてて

「「承承認認／／改改訂訂／／廃廃止止」」かからら選選択択すするるここととでであありり、、「「承承認認」」ととししてて回回答答ししたた。。  

 
 

当当該該文文書書はは今今年年度度（（22002200年年））ののCCIIMMLL委委員員会会ににおおいいてて承承認認さされれるる見見込込みみででああっったたがが、、DD1177「「液液

体体のの粘粘度度測測定定器器のの階階級級図図式式::  11998877」」及及びび  RR6699「「動動粘粘度度測測定定用用ガガララスス細細管管粘粘度度計計  //  検検定定方方法法::  11998855」」

にに関関すするる意意向向調調査査（（22002200 年年 11 月月））のの結結果果ににつついいてて、、ロロシシアアよよりり報報告告ははななかかっったた。。従従っってて、、ここれれ

ららのの文文書書のの改改定定作作業業のの開開始始はは見見送送らられれたたとと思思わわれれるる。。  

そそのの他他、、RR9911「「自自動動車車のの速速度度測測定定用用レレーーダダーー装装置置」」  第第22次次作作業業草草案案（（22WWDD））  へへ任任意意ののココメメンン

トト依依頼頼ががああっったたがが、、メメーールル審審議議のの結結果果、、「「ココメメンントト無無しし」」とと回回答答ししたた。。  

((22))  作作業業委委員員会会のの開開催催状状況況  

今今年年度度、、メメーールル審審議議ののみみでで、、委委員員会会はは開開催催ししななかかっったた。。  

((33))  検検討討ししたた国国際際勧勧告告案案等等  

・・DD1177「「液液体体のの粘粘度度測測定定器器のの階階級級図図式式::  11998877」」及及びびRR6699「「動動粘粘度度測測定定用用ガガララスス細細管管粘粘度度計計  //  検検

定定方方法法::  11998855」」  

・・RR9911「「自自動動車車のの速速度度測測定定用用レレーーダダーー装装置置」」  第第22次次作作業業草草案案（（22WWDD））  

((44))  国国際際会会議議へへのの出出席席  

今今年年度度、、国国際際会会議議はは開開催催さされれななかかっったた。。  

  
22..44..55    体体積積計計作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

22002200 年年 44 月月にに新新規規国国際際文文書書  「「石石油油計計量量表表」」（（RR6633 のの後後継継））及及びび「「液液体体用用計計量量シシスステテムムをを試試験験

すするるたためめのの基基準準体体積積管管」」（（RR111199のの後後継継））ののDDDD（（国国際際文文書書案案））にに対対すするるオオンンラライインンCCIIMMLL予予備備投投

票票がが行行わわれれ、、66月月1177日日にに日日本本はは「「ココメメンントトななしし賛賛成成」」でで回回答答ししたた。。ここれれららのの文文書書案案ののFFDDDD（（最最

終終国国際際文文書書案案））はは 1100 月月のの第第 5555 回回 CCIIMMLL 委委員員会会ににおおいいてて承承認認さされれ、、22002200 年年 1122 月月 1144 日日付付でで正正

式式発発行行さされれたた。。  

  
22..44..66    質質量量計計作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

国国内内のの型型式式承承認認ににおおけけるる技技術術基基準準のの参参照照規規格格はは RR7766 でであありり、、非非自自動動ははかかりりはは OOIIMMLL  CCSS のの

OOIIMMLL  RR7766 適適合合証証明明書書発発行行機機関関とと同同試試験験機機関関ととをを産産業業技技術術総総合合研研究究所所計計量量標標準準総総合合セセンンタターーがが

担担っってていいるるここととももあありり、、重重要要なな国国際際勧勧告告のの改改正正作作業業とと位位置置付付けけてて、、WWDD作作成成ののたためめののSSGGででのの作作

業業ににもも関関与与すするるななどど質質量量計計作作業業委委員員会会のの活活動動をを行行っってていいるるととこころろででああるる。。  

第第5511回回（（22001166年年））CCIIMMLL委委員員会会ににおおいいてて新新規規活活動動ととししてて承承認認さされれたたRR7766「「非非自自動動ははかかりり」」のの

改改定定はは、、TTCC99//SSCC11//pp11にによよるる国国際際会会議議（（22001177年年1122月月66日日～～77日日））をを行行いい、、各各作作業業ググルルーーププ（（SSGG））

のの作作業業をを経経てて、、22002200年年77月月ににRR7766--11「「非非自自動動ははかかりり  第第11部部：：計計量量及及びび技技術術要要求求事事項項」」のの第第一一次次

作作業業文文書書（（11WWDD））がが作作成成さされれたた。。たただだしし、、ソソフフトトウウェェアアとと検検定定にに関関すするる内内容容ににつついいててはは SSGG33、、

SSGG55がが並並行行ししてて検検討討作作業業をを行行っってておおりり、、そそれれららのの内内容容はは後後日日追追加加さされれるる予予定定ででああるる。。  
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RR7766--11のの11WWDDをを受受けけてて、、質質量量計計作作業業委委員員会会のの開開催催をを模模索索ししたたがが、、11WWDDははPPaarrtt11ののみみでであありり、、

試試験験方方法法のの PPaarrtt22 とと共共にに確確認認すするる必必要要ががああるるこことと、、SSGG33、、SSGG55 でで作作業業中中のの内内容容がが散散見見さされれてておお

りり、、内内容容がが未未確確定定のの部部分分ががああるるここととかからら、、メメーールル審審議議にによよるる対対応応をを図図っったた。。そそのの結結果果、、TTCC99//SSCC11//pp11

世世話話人人（（ドドイイツツ及及びびフフラランンスス））にに、、編編集集上上のの修修正正をを含含むむ1111件件ののココメメンントトをを提提出出ししたた。。  

((22))  作作業業委委員員会会のの開開催催状状況況及及びび審審議議結結果果  

11))  メメーールル審審議議  

    日日時時：：22002200年年88月月2277日日（（木木））～～1100月月2222日日（（木木））  

審審議議対対象象：：OOIIMMLL  RR7766--11のの11WWDD  

      審審議議結結果果：：  

22002200年年1100月月2233日日ににTTCC99//SSCC11//pp11世世話話人人にに編編集集上上のの内内容容もも含含めめてて1111件件ののココメメンントトをを提提出出

ししたた。。  

主主ななココメメンントトをを下下記記にに示示すす。。  

・・用用語語「「最最小小読読みみ取取りり距距離離  」」ににつついいてて、、アアナナロロググ表表示示装装置置ににののみみ適適用用さされれるる旨旨のの説説明明をを追追

加加すするる。。  

・・船船にに設設置置さされれたたははかかりりのの傾傾斜斜にに関関すするる要要件件ににつついいてて、、通通常常のの要要件件（（55..88..11..11））かからら除除きき、、

77..88..33ののみみ適適用用すするる形形にに変変更更すするる。。  

・・表表示示のの限限界界ののママイイナナスス側側のの要要件件ににつついいてて、、明明確確なな内内容容へへのの変変更更をを提提案案。。  

審審議議内内容容：：  

質質量量計計作作業業委委員員会会ででののメメーールル審審議議のの前前にに、、11WWDDのの変変更更点点をを下下記記ののよよううにに取取りりままととめめたた。。  

①①  22部部制制かからら55部部制制へへ  

②②  目目盛盛ががなないいははかかりりはは対対象象外外  

③③  用用語語ににおおけけるる変変更更  

④④  ははかかりりののカカテテゴゴリリーー要要件件のの説説明明をを追追加加（（BB66::22001199へへのの適適用用））  

⑤⑤  計計量量要要件件のの変変更更  

⑥⑥  技技術術要要件件のの変変更更  

⑦⑦  特特定定のの技技術術要要件件とと用用途途  

⑧⑧  手手動動指指示示ははかかりりのの技技術術要要件件  

変変更更点点へへのの和和訳訳やや解解説説をを付付けけ、、メメーールル審審議議でで RR7766--11 のの 11WWDD ににおおけけるる内内容容精精査査とと変変更更点点をを

主主ととししたた各各委委員員かかららののココメメンントト募募集集をを行行っったた。。ままたた、、新新たたにに追追加加さされれたた「「船船にに設設置置さされれたたははかか

りり（（IInnssttrruummeennttss  iinnssttaalllleedd  iinn  sshhiippss））」」にに関関すするる参参考考資資料料ななどどのの情情報報提提供供もも依依頼頼ししたたととこころろ、、

船船上上ススケケーールルののメメカカニニズズムム及及びび機機械械式式ははかかりりをを応応用用ししたた定定量量詰詰めめ測測定定機機器器のの情情報報提提供供ががああっっ

たた。。  

今今後後のの対対応応：：  
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RR7766--11のの11WWDDをを受受けけてて、、質質量量計計作作業業委委員員会会のの開開催催をを模模索索ししたたがが、、11WWDDははPPaarrtt11ののみみでであありり、、

試試験験方方法法のの PPaarrtt22 とと共共にに確確認認すするる必必要要ががああるるこことと、、SSGG33、、SSGG55 でで作作業業中中のの内内容容がが散散見見さされれてておお

りり、、内内容容がが未未確確定定のの部部分分ががああるるここととかからら、、メメーールル審審議議にによよるる対対応応をを図図っったた。。そそのの結結果果、、TTCC99//SSCC11//pp11

世世話話人人（（ドドイイツツ及及びびフフラランンスス））にに、、編編集集上上のの修修正正をを含含むむ1111件件ののココメメンントトをを提提出出ししたた。。  

((22))  作作業業委委員員会会のの開開催催状状況況及及びび審審議議結結果果  

11))  メメーールル審審議議  

    日日時時：：22002200年年88月月2277日日（（木木））～～1100月月2222日日（（木木））  

審審議議対対象象：：OOIIMMLL  RR7766--11のの11WWDD  

      審審議議結結果果：：  

22002200年年1100月月2233日日ににTTCC99//SSCC11//pp11世世話話人人にに編編集集上上のの内内容容もも含含めめてて1111件件ののココメメンントトをを提提出出

ししたた。。  

主主ななココメメンントトをを下下記記にに示示すす。。  

・・用用語語「「最最小小読読みみ取取りり距距離離  」」ににつついいてて、、アアナナロロググ表表示示装装置置ににののみみ適適用用さされれるる旨旨のの説説明明をを追追

加加すするる。。  

・・船船にに設設置置さされれたたははかかりりのの傾傾斜斜にに関関すするる要要件件ににつついいてて、、通通常常のの要要件件（（55..88..11..11））かからら除除きき、、

77..88..33ののみみ適適用用すするる形形にに変変更更すするる。。  

・・表表示示のの限限界界ののママイイナナスス側側のの要要件件ににつついいてて、、明明確確なな内内容容へへのの変変更更をを提提案案。。  

審審議議内内容容：：  

質質量量計計作作業業委委員員会会ででののメメーールル審審議議のの前前にに、、11WWDDのの変変更更点点をを下下記記ののよよううにに取取りりままととめめたた。。  

①①  22部部制制かからら55部部制制へへ  

②②  目目盛盛ががなないいははかかりりはは対対象象外外  

③③  用用語語ににおおけけるる変変更更  

④④  ははかかりりののカカテテゴゴリリーー要要件件のの説説明明をを追追加加（（BB66::22001199へへのの適適用用））  

⑤⑤  計計量量要要件件のの変変更更  

⑥⑥  技技術術要要件件のの変変更更  

⑦⑦  特特定定のの技技術術要要件件とと用用途途  

⑧⑧  手手動動指指示示ははかかりりのの技技術術要要件件  

変変更更点点へへのの和和訳訳やや解解説説をを付付けけ、、メメーールル審審議議でで RR7766--11 のの 11WWDD ににおおけけるる内内容容精精査査とと変変更更点点をを

主主ととししたた各各委委員員かかららののココメメンントト募募集集をを行行っったた。。ままたた、、新新たたにに追追加加さされれたた「「船船にに設設置置さされれたたははかか

りり（（IInnssttrruummeennttss  iinnssttaalllleedd  iinn  sshhiippss））」」にに関関すするる参参考考資資料料ななどどのの情情報報提提供供もも依依頼頼ししたたととこころろ、、

船船上上ススケケーールルののメメカカニニズズムム及及びび機機械械式式ははかかりりをを応応用用ししたた定定量量詰詰めめ測測定定機機器器のの情情報報提提供供ががああっっ

たた。。  

今今後後のの対対応応：：  

 
 

PPaarrtt11ののみみでで未未確確定定のの部部分分がが散散見見さされれてていいるるたためめ、、本本格格的的なな改改正正作作業業はは、、PPaarrtt22のの作作業業文文書書

作作成成やや SSGG ででのの作作業業完完了了後後ににななるるたためめ、、改改正正作作業業がが完完了了すするるままででのの数数年年はは引引きき続続きき、、質質量量計計

作作業業委委員員会会のの活活動動がが見見込込ままれれるる。。  

((33))  国国際際会会議議等等  

開開催催ななしし  

  
22..44..77  自自動動ははかかりり等等作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

11))  RR5511「「自自動動捕捕捉捉式式ははかかりり」」  

RR5511「「自自動動捕捕捉捉式式ははかかりり」」のの改改定定はは、、TTCC99//SSCC22//pp1100世世話話人人ででああるる英英国国ととイインンドドかからら第第11--22部部のの  

22WWDDにに対対すするるココメメンントトがが求求めめらられれたた。。ここれれにに対対ししてて、、本本委委員員会会をを開開催催しし、、検検討討をを行行いい、、9922件件のの

ココメメンントト付付きき反反対対でで回回答答ししたた。。ななおお、、ここのの改改正正ププロロジジェェククトトへへ積積極極的的にに対対応応すするるたためめ、、昨昨年年度度よよ

りり我我がが国国はは  TTCC99//SSCC22//pp1100  へへのの参参加加資資格格をを  OO  かからら  PP  メメンンババーーへへ変変更更ししてていいるる。。  

22))  RR112299「「多多次次元元測測定定器器」」  

RR112299 のの改改定定ににつついいててはは、、33CCDD をを見見直直ししたた 44CCDD ままでで進進みみ、、投投票票にによよっってて承承認認さされれたたがが、、各各国国

かからら多多くくののココメメンントトがが提提出出さされれるる結結果果ととななっったた。。そそここでで TTCC77//SSCC55//pp11 のの世世話話人人はは、、44CCDD  をを改改訂訂

ししたた  44..11CCDD  をを作作成成しし、、ププロロジジェェククトト・・ググルルーーププにによよるる再再度度のの投投票票をを依依頼頼ししたた。。ここれれにに対対ししてて我我

がが国国はは、、  ココメメンントト付付きき賛賛成成  ににてて回回答答ししたた。。そそのの結結果果、、44..11CCDD  はは承承認認さされれたた。。ななおお、、我我がが国国かからら

提提出出ししたたココメメンントトはは、、RR6600及及びびRR6611ととのの整整合合をを含含めめ、、全全てて却却下下さされれてていいるる。。  

そそのの後後、、BBIIMMLL はは DDRR（（国国際際勧勧告告案案））にに対対ししてて、、全全  CCIIMMLL  委委員員にによよるるオオンンラライインン予予備備投投票票をを

依依頼頼ししたた。。DDRRににつついいててはは、、ココメメンントトななしし賛賛成成でで回回答答ししたた。。  

33))  RR113344「「走走行行中中のの自自動動車車及及びび軸軸荷荷重重のの自自動動ははかかりり」」  

RR113344改改正正ににおおけけるる22WWDDがが作作成成さされれ、、TTCC99//SSCC22//pp1111かかららココメメンントトをを求求めめらられれたた。。我我がが国国ははOO

メメンンババーーののたためめ、、本本委委員員会会ででココメメンントトののみみ募募集集ししたたがが、、特特ににココメメンントトはは提提出出さされれななかかっったた。。今今後後

はは TTCC99//SSCC22//pp1111 にによよっってて 22WWDD へへのの各各国国意意見見がが公公開開さされれ、、オオンンラライインン会会議議のの実実施施がが提提案案さされれてて

いいるる。。  

44))「「湾湾曲曲ししたた滑滑りり台台形形式式のの自自動動ははかかりり」」  

新新たたなな自自動動ははかかりり（（湾湾曲曲ししたた滑滑りり台台形形式式））にに関関すするる改改正正ににつついいててはは、、TTCC99//SSCC22//pp99にによよっってて33CCDD

改改定定案案かからら DDRR へへとと作作業業がが進進みみ、、BBIIMMLL はは全全 CCIIMMLL 委委員員にによよるるオオンンラライインン予予備備投投票票をを求求めめたた。。

33CCDD改改訂訂版版にに対対ししててははいいくくつつかかののココメメンントトをを提提出出ししたた。。DDRRにに対対しし、、ココメメンントトななしし賛賛成成でで回回答答しし

たたがが、、33かか国国（（AAUU、、DDEE、、FFRR））のの反反対対でで未未決決定定ととななっってていいるる。。  

((22))  作作業業委委員員会会のの開開催催状状況況及及びび審審議議結結果果  

11))  第第11回回自自動動ははかかりり等等作作業業委委員員会会  

日日時時：：22002200年年88月月44日日（（火火））1144時時～～1188時時3300分分  
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場場所所：：ググラランンドドヒヒルル市市ヶヶ谷谷及及びびオオンンラライインン  

審審議議対対象象：：  

RR5511「「自自動動捕捕捉捉式式ははかかりり」」改改正正ににおおけけるる第第二二次次作作業業草草案案（（22WWDD））  

審審議議結結果果：：  

22002200年年99月月33日日にに修修正正案案をを含含むむ9922件件ののココメメンントトをを提提出出ししたた。。  

審審議議内内容容：：  

本本委委員員かかららのの 22WWDD にに対対すするるココメメンントトはは誤誤記記やや確確認認事事項項もも含含めめてて 223344 件件ににもも及及んんだだ。。そそのの

たためめ、、委委員員会会前前にに審審議議項項目目をを精精査査ししてて委委員員会会ににてて審審議議をを実実施施ししたたがが、、件件数数もも多多くく長長時時間間ににわわ

たたるる審審議議ととななっったた。。ままたた、、委委員員会会でで審審議議ししてていいなないいココメメンントトににつついいててはは、、産産総総研研及及びび委委員員長長にに

一一任任すするるここととととななっったた。。ななおお、、22WWDDににはは誤誤記記やや参参照照項項のの記記載載ミミススもも多多数数ああっったたがが、、33WWDD（（まま

たたはは11CCDD））のの編編集集にによよりり変変更更がが想想定定さされれるる部部分分ににつついいててはは今今回回ののココメメンントトかかららはは削削除除すするるここ

ととととししたた。。  

・・22001199年年55月月にに11WWDDのの88..44..11にに対対ししてて、、後後続続検検定定でではは、、実実製製品品にによよるる  22  箇箇所所のの試試験験荷荷重重

をを使使ううななどど、、製製品品のの使使用用実実態態にに則則ししたた簡簡素素化化さされれたた試試験験条条件件ととすするるここととをを提提案案ししたた。。そそ

れれにに対対ししてて22002200年年55月月にに世世話話人人よよりり、、88..44にに「「他他のの試試験験はは例例ええばば、、実実際際のの製製品品にに対対応応しし

たた使使用用状状態態にに応応じじてて、、又又はは該該当当すするるOOIIMMLL証証明明書書にに記記載載さされれたたよよううにに、、特特別別なな場場合合ににつつ

いいてて実実施施ししてて良良いい。。」」とと追追加加すするる旨旨のの連連絡絡をを受受けけたた。。ししかかしし、、上上記記のの追追加加さされれたた文文章章がが

22WWDDにに存存在在ししてていいななかかっったた。。  

11WWDDにに対対すするる日日本本側側ののココメメンントトはは却却下下さされれたた箇箇所所はは無無かかっったたがが、、上上記記ココメメンントトがが反反映映ささ

れれてていいなないいたためめココメメンントトをを行行うう。。  

・・平平衡衡安安定定のの定定義義ののななかかにに、、「「非非自自動動運運転転モモーードドににおおけけるる計計量量」」とといいうう表表現現がが使使わわれれてていいるる

がが、、適適切切なな表表現現ととししてて「「自自動動運運転転ににおおけけるる静静的的計計量量」」をを提提案案すするる。。  

・・““YY((aa))””  及及びび YY((bb))””とといいうう表表現現がが、、カカテテゴゴリリーーYY のの低低いいククララススにに使使わわれれてていいるる。。特特にに理理

由由がが無無けけれればば、、カカテテゴゴリリーーXXにに使使わわれれてていいるる  ““YY((IIIIII))””  及及びび  ““YY((IIIIIIII))””  をを使使ううここととをを

提提案案すするる。。  

・・XXIIIIIIII  //  YY((bb))  及及びびXXIIIIII  //  YY((aa))のの検検定定目目量量をを““55gg≦≦ee””  かからら  ““11gg≦≦ee””へへ変変更更をを提提案案すするる。。  

・・22WWDD でではは計計量量回回数数をを 6600 回回かからら 3300 回回ににすするる案案がが記記載載さされれてていいたたがが、、田田中中委委員員よよりり計計量量

回回数数 3300 回回にに削削減減ししたた際際ののリリススクク評評価価のの説説明明ががあありり、、検検討討のの結結果果、、ままずずはは計計量量回回数数がが 3300

回回ででよよいい統統計計的的根根拠拠をを確確認認すするるここととととししたた。。  

・・ウウォォーームムアアッッププ試試験験ににおおいいててはは、、ドドリリフフトト影影響響がが3300分分後後にに止止ままっってていいなないい場場合合はは、、よよりり

頻頻繁繁にに読読みみ値値をを確確認認すするる必必要要ががああるるたためめ、、11分分おおききにに確確認認すするるここととをを提提案案すするる。。  

・・22WWDD でではは放放射射電電磁磁イイミミュュニニテティィ試試験験のの周周波波数数範範囲囲がが 66GGHHzz ままでで拡拡張張さされれたた。。製製造造事事業業

者者側側のの委委員員かからら試試験験等等のの問問題題ががなないいここととをを確確認認しし、、試試験験内内容容のの変変更更をを受受けけ入入れれるるこことととと

ししたた。。  
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場場所所：：ググラランンドドヒヒルル市市ヶヶ谷谷及及びびオオンンラライインン  

審審議議対対象象：：  

RR5511「「自自動動捕捕捉捉式式ははかかりり」」改改正正ににおおけけるる第第二二次次作作業業草草案案（（22WWDD））  

審審議議結結果果：：  

22002200年年99月月33日日にに修修正正案案をを含含むむ9922件件ののココメメンントトをを提提出出ししたた。。  

審審議議内内容容：：  

本本委委員員かかららのの 22WWDD にに対対すするるココメメンントトはは誤誤記記やや確確認認事事項項もも含含めめてて 223344 件件ににもも及及んんだだ。。そそのの

たためめ、、委委員員会会前前にに審審議議項項目目をを精精査査ししてて委委員員会会ににてて審審議議をを実実施施ししたたがが、、件件数数もも多多くく長長時時間間ににわわ

たたるる審審議議ととななっったた。。ままたた、、委委員員会会でで審審議議ししてていいなないいココメメンントトににつついいててはは、、産産総総研研及及びび委委員員長長にに

一一任任すするるここととととななっったた。。ななおお、、22WWDDににはは誤誤記記やや参参照照項項のの記記載載ミミススもも多多数数ああっったたがが、、33WWDD（（まま

たたはは11CCDD））のの編編集集にによよりり変変更更がが想想定定さされれるる部部分分ににつついいててはは今今回回ののココメメンントトかかららはは削削除除すするるここ

ととととししたた。。  

・・22001199年年55月月にに11WWDDのの88..44..11にに対対ししてて、、後後続続検検定定でではは、、実実製製品品にによよるる  22  箇箇所所のの試試験験荷荷重重

をを使使ううななどど、、製製品品のの使使用用実実態態にに則則ししたた簡簡素素化化さされれたた試試験験条条件件ととすするるここととをを提提案案ししたた。。そそ

れれにに対対ししてて22002200年年55月月にに世世話話人人よよりり、、88..44にに「「他他のの試試験験はは例例ええばば、、実実際際のの製製品品にに対対応応しし

たた使使用用状状態態にに応応じじてて、、又又はは該該当当すするるOOIIMMLL証証明明書書にに記記載載さされれたたよよううにに、、特特別別なな場場合合ににつつ

いいてて実実施施ししてて良良いい。。」」とと追追加加すするる旨旨のの連連絡絡をを受受けけたた。。ししかかしし、、上上記記のの追追加加さされれたた文文章章がが

22WWDDにに存存在在ししてていいななかかっったた。。  

11WWDDにに対対すするる日日本本側側ののココメメンントトはは却却下下さされれたた箇箇所所はは無無かかっったたがが、、上上記記ココメメンントトがが反反映映ささ

れれてていいなないいたためめココメメンントトをを行行うう。。  

・・平平衡衡安安定定のの定定義義ののななかかにに、、「「非非自自動動運運転転モモーードドににおおけけるる計計量量」」とといいうう表表現現がが使使わわれれてていいるる

がが、、適適切切なな表表現現ととししてて「「自自動動運運転転ににおおけけるる静静的的計計量量」」をを提提案案すするる。。  

・・““YY((aa))””  及及びび YY((bb))””とといいうう表表現現がが、、カカテテゴゴリリーーYY のの低低いいククララススにに使使わわれれてていいるる。。特特にに理理

由由がが無無けけれればば、、カカテテゴゴリリーーXXにに使使わわれれてていいるる  ““YY((IIIIII))””  及及びび  ““YY((IIIIIIII))””  をを使使ううここととをを

提提案案すするる。。  

・・XXIIIIIIII  //  YY((bb))  及及びびXXIIIIII  //  YY((aa))のの検検定定目目量量をを““55gg≦≦ee””  かからら  ““11gg≦≦ee””へへ変変更更をを提提案案すするる。。  

・・22WWDD でではは計計量量回回数数をを 6600 回回かからら 3300 回回ににすするる案案がが記記載載さされれてていいたたがが、、田田中中委委員員よよりり計計量量

回回数数 3300 回回にに削削減減ししたた際際ののリリススクク評評価価のの説説明明ががあありり、、検検討討のの結結果果、、ままずずはは計計量量回回数数がが 3300

回回ででよよいい統統計計的的根根拠拠をを確確認認すするるここととととししたた。。  

・・ウウォォーームムアアッッププ試試験験ににおおいいててはは、、ドドリリフフトト影影響響がが3300分分後後にに止止ままっってていいなないい場場合合はは、、よよりり

頻頻繁繁にに読読みみ値値をを確確認認すするる必必要要ががああるるたためめ、、11分分おおききにに確確認認すするるここととをを提提案案すするる。。  

・・22WWDD でではは放放射射電電磁磁イイミミュュニニテティィ試試験験のの周周波波数数範範囲囲がが 66GGHHzz ままでで拡拡張張さされれたた。。製製造造事事業業

者者側側のの委委員員かからら試試験験等等のの問問題題ががなないいここととをを確確認認しし、、試試験験内内容容のの変変更更をを受受けけ入入れれるるこことととと

ししたた。。  

 
 

((33))  国国際際会会議議等等  

TTCC99//SSCC22//pp1100世世話話人人よよりり、、RR5511改改正正ののププロロジジェェククトト・・ググルルーーププ会会議議をを豪豪州州（（シシドドニニーー））でで44月月

2277 日日かからら 2299 日日のの開開催催決決定定のの連連絡絡ががさされれたた。。ししかかしし、、CCOOVVIIDD--1199 及及びび関関連連すするる渡渡航航制制限限にに伴伴いい、、

会会議議はは中中止止ととななっったた。。  

今今後後はは RR5511  自自動動捕捕捉捉式式ははかかりり 22WWDD へへのの各各国国ココメメンントトににつついいてて議議論論すするるたためめ、、22002211 年年 55 月月

1188～～1199日日のの日日程程ににおおいいててププロロジジェェククトト・・ググルルーーププ（（PPGG））会会議議ををオオンンラライインンでで開開催催すするる予予定定ででああ

るる。。  

  
22..44..88    質質量量計計用用ロローードドセセルル作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

今今年年度度ははRR6600「「ロローードドセセルルのの計計量量規規定定」」22001177のの定定期期見見直直ししににつついいててTTCC99幹幹事事国国よよりり検検討討依依頼頼

ががあありり、、メメーールル審審議議をを行行っったた結結果果にに基基づづきき「「現現行行版版をを承承認認すするる」」とと回回答答ししたた。。  

  ((22))  そそのの他他  

第第 5555 回回 CCIIMMLL 委委員員会会ににおおいいてて RR6600「「ロローードドセセルルのの計計量量規規定定」」22001177 をを改改訂訂すするるププロロジジェェククトト

がが承承認認さされれたた。。  

  
22..44..99  電電力力量量計計等等作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

22001199年年55月月ののミミーーテティィンンググでで44つつののSSGGにに再再編編さされれたた後後、、SSGG毎毎にに検検討討をを進進めめてていいるる。。電電力力量量

計計等等作作業業委委員員会会ととししててはは、、主主ににメメーールル審審議議ににててココメメンントトをを取取りりままととめめ提提出出ししてていいるる。。  

((22))  委委員員会会のの開開催催状状況況及及びび審審議議結結果果  

11))  RR4466  「「電電力力量量計計－－交交流流（（aa..cc..））  //  EElleeccttrriiccaall  EEnneerrggyy  MMeetteerrss  ––  AAlltteerrnnaattiinngg  CCuurrrreenntt（（aa..cc..））」」第第  

11//22  部部のの  33WWDDにに対対ししココメメンントトをを提提出出ししたた。。  

ココメメンントト内内容容：：  

電電力力量量計計のの性性能能評評価価にに負負荷荷のの連連続続変変動動試試験験がが新新たたにに盛盛りり込込ままれれたたここととにに対対しし、、評評価価時時間間ににつつ

いいてて根根拠拠をを明明確確ににすするるよようう要要求求。。  

勧勧告告案案でで整整合合のの取取れれてていいなないい記記述述をを訂訂正正。。  

審審議議結結果果：：  

ココメメンントト提提出出後後、、進進捗捗無無しし。。  

22))  AAnnnneexx  EEVVCCSS（（eelleeccttrriicc  vveehhiiccllee  cchhaarrggiinngg  ssyysstteemmss））にに対対ししココメメンントトをを提提出出ししたた。。  

ココメメンントト内内容容：：  

従従来来、、電電圧圧一一定定、、負負荷荷電電流流変変動動をを基基本本ととすするる試試験験ででああっったたがが、、EEVVCCSSでではは電電圧圧、、電電流流をを変変動動

ささせせななががらら充充電電をを行行ううももののががああるるののでで、、電電圧圧、、電電流流ととももにに変変動動ししたた条条件件ででのの試試験験がが必必要要ででははなな

いいかか他他。。  
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審審議議結結果果：：  

オオンンラライインンミミーーテティィンンググ22 回回実実施施。。22002211 年年 22 月月にに各各国国ののココメメンントトへへのの対対応応をを取取りりままととめめるる

予予定定。。  

((33))  国国際際会会議議へへのの出出席席  

22002200 年年 55 月月 1188--2200 日日ににオオラランンダダののデデルルフフトトででのの開開催催をを予予定定ししてていいたたがが、、ココロロナナウウイイルルススのの感感

染染拡拡大大にによよりり中中止止。。  

22002211年年22月月  AAnnnneexx  EEVVCCSSにに関関すするるオオンンラライインンミミーーテティィンンググ実実施施予予定定。。  

((44))  そそのの他他  

ななしし  

  
22..44..1100  環環境境・・分分析析計計量量器器作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

今今年年度度はは次次のの33件件ににつついいててメメーールル審審議議をを行行っったた。。  

・・TTCC1177//SSCC44新新DD文文書書「「導導電電率率測測定定トトレレーーササビビリリテティィ」」（（33WWDD））へへののココメメンントト  

・・TTCC1177//SSCC33  RR5544「「水水溶溶液液ののppHH目目盛盛」」（（11CCDD））へへののココメメンントト  

・・TTCC1177//SSCC33  RR5544「「水水溶溶液液ののppHH目目盛盛」」（（22CCDD））へへのの投投票票  

    ((22))  作作業業委委員員会会等等のの開開催催状状況況及及びび審審議議結結果果  

11))  メメーールル審審議議（（新新DD文文書書「「導導電電率率測測定定トトレレーーササビビリリテティィ」」（（33WWDD））へへののココメメンントト））  

審審議議結結果果：：  

メメーールル審審議議のの結結果果、、いいくくつつかかのの用用語語やや記記号号にに対対ししてて修修正正ののココメメンントト（（2222件件））ををししたた（（22002200

年年 44 月月 1144 日日））。。特特にに「「誤誤差差」」とと「「不不確確かかささ」」がが混混在在ししてていいるる点点をを指指摘摘ししたた。。ままたた、、電電極極材材料料

やや乾乾燥燥剤剤ににつついいてて、、特特定定ののももののにに制制限限さされれてていいたたののでで、、他他のの適適切切なな材材料料をを提提案案ししたた。。ささららにに、、

55  ℃℃～～5500  ℃℃とといいうう温温度度測測定定範範囲囲にに対対ししてて要要求求さされれるる温温度度計計のの測測定定のの不不確確かかささととししてて

00..000055  ℃℃はは小小ささすすぎぎるるののでで、、00..0011  ℃℃ががよよりり適適切切ででああるるととココメメンントトししたた。。  

22))  メメーールル審審議議（（RR5544「「水水溶溶液液ののppHH目目盛盛」」（（11CCDD））へへののココメメンントト））  

審審議議結結果果：：  

メメーールル審審議議をを行行っったたととこころろココメメンントトがが無無かかっったたここととかからら、、22002200 年年 55 月月 2255 日日ににココメメンントトなな

ししでで回回答答ししたた。。  

33))  メメーールル審審議議（（RR5544「「水水溶溶液液ののppHH目目盛盛」」（（22CCDD））へへのの投投票票））  

審審議議結結果果：：  

メメーールル審審議議のの結結果果、、22002200年年1100月月2277日日にに、、用用語語やや記記号号をを修修正正すするる2255件件ののココメメンントト付付きき賛賛

成成でで回回答答ししたた。。特特にに「「ppHH のの測測定定定定義義、、標標準準及及びび方方法法（（IIUUPPAACC 勧勧告告 22000022））」」でで一一次次標標準準かからら

削削除除さされれたた四四ししゅゅうう酸酸カカリリウウムムとと水水酸酸化化カカルルシシウウムムがが表表 22 にに掲掲載載さされれてておおりり、、ここのの 22 物物質質をを

除除外外すするるここととがが適適切切ででああるるととココメメンントトししたた。。   
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審審議議結結果果：：  

オオンンラライインンミミーーテティィンンググ 22 回回実実施施。。22002211 年年 22 月月にに各各国国ののココメメンントトへへのの対対応応をを取取りりままととめめるる

予予定定。。  

((33))  国国際際会会議議へへのの出出席席  

22002200 年年 55 月月 1188--2200 日日ににオオラランンダダののデデルルフフトトででのの開開催催をを予予定定ししてていいたたがが、、ココロロナナウウイイルルススのの感感

染染拡拡大大にによよりり中中止止。。  

22002211年年22月月  AAnnnneexx  EEVVCCSSにに関関すするるオオンンラライインンミミーーテティィンンググ実実施施予予定定。。  

((44))  そそのの他他  

ななしし  

  
22..44..1100  環環境境・・分分析析計計量量器器作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

今今年年度度はは次次のの33件件ににつついいててメメーールル審審議議をを行行っったた。。  

・・TTCC1177//SSCC44新新DD文文書書「「導導電電率率測測定定トトレレーーササビビリリテティィ」」（（33WWDD））へへののココメメンントト  

・・TTCC1177//SSCC33  RR5544「「水水溶溶液液ののppHH目目盛盛」」（（11CCDD））へへののココメメンントト  

・・TTCC1177//SSCC33  RR5544「「水水溶溶液液ののppHH目目盛盛」」（（22CCDD））へへのの投投票票  

    ((22))  作作業業委委員員会会等等のの開開催催状状況況及及びび審審議議結結果果  

11))  メメーールル審審議議（（新新DD文文書書「「導導電電率率測測定定トトレレーーササビビリリテティィ」」（（33WWDD））へへののココメメンントト））  

審審議議結結果果：：  

メメーールル審審議議のの結結果果、、いいくくつつかかのの用用語語やや記記号号にに対対ししてて修修正正ののココメメンントト（（2222件件））ををししたた（（22002200

年年 44 月月 1144 日日））。。特特にに「「誤誤差差」」とと「「不不確確かかささ」」がが混混在在ししてていいるる点点をを指指摘摘ししたた。。ままたた、、電電極極材材料料

やや乾乾燥燥剤剤ににつついいてて、、特特定定ののももののにに制制限限さされれてていいたたののでで、、他他のの適適切切なな材材料料をを提提案案ししたた。。ささららにに、、

55  ℃℃～～5500  ℃℃とといいうう温温度度測測定定範範囲囲にに対対ししてて要要求求さされれるる温温度度計計のの測測定定のの不不確確かかささととししてて

00..000055  ℃℃はは小小ささすすぎぎるるののでで、、00..0011  ℃℃ががよよりり適適切切ででああるるととココメメンントトししたた。。  

22))  メメーールル審審議議（（RR5544「「水水溶溶液液ののppHH目目盛盛」」（（11CCDD））へへののココメメンントト））  

審審議議結結果果：：  

メメーールル審審議議をを行行っったたととこころろココメメンントトがが無無かかっったたここととかからら、、22002200 年年 55 月月 2255 日日ににココメメンントトなな

ししでで回回答答ししたた。。  

33))  メメーールル審審議議（（RR5544「「水水溶溶液液ののppHH目目盛盛」」（（22CCDD））へへのの投投票票））  

審審議議結結果果：：  

メメーールル審審議議のの結結果果、、22002200年年1100月月2277日日にに、、用用語語やや記記号号をを修修正正すするる2255件件ののココメメンントト付付きき賛賛

成成でで回回答答ししたた。。特特にに「「ppHH のの測測定定定定義義、、標標準準及及びび方方法法（（IIUUPPAACC 勧勧告告 22000022））」」でで一一次次標標準準かからら

削削除除さされれたた四四ししゅゅうう酸酸カカリリウウムムとと水水酸酸化化カカルルシシウウムムがが表表 22 にに掲掲載載さされれてておおりり、、ここのの 22 物物質質をを

除除外外すするるここととがが適適切切ででああるるととココメメンントトししたた。。   

 
 

22..44..1111    呼呼気気試試験験機機作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

今今年年度度はは、、RR112266「「証証拠拠用用呼呼気気アアルルココーールル分分析析計計  第第 11 部部：：計計量量及及びび技技術術要要件件  第第 22 部部：：計計量量

管管理理及及びび性性能能試試験験  第第33部部：：試試験験報報告告書書のの様様式式」」にに対対ししてて、、作作業業委委員員会会及及びびメメーールル審審議議にによよりり回回

答答ししたた。。  

((22))  作作業業委委員員会会のの開開催催状状況況及及びび審審議議結結果果  

11))  第第11回回呼呼気気試試験験機機作作業業委委員員会会  

日日時時：：22002200年年88月月1199日日（（水水））1144時時～～1166時時1155分分  

場場所所：：ググラランンドドヒヒルル市市ヶヶ谷谷及及びびオオンンラライインン  

審審議議対対象象：：RR112266「「証証拠拠用用呼呼気気アアルルココーールル分分析析計計」」（（22CCDD））CCoonnssuullttaattiioonn  tteexxtt  11（（CCTT11））～～CCTT88  

審審議議結結果果：：  

CCTT11 及及びび CCTT44 ににつついいてて反反対対しし、、そそのの他他のの CCTT にに関関ししててはは、、賛賛成成又又はは意意見見付付ききのの賛賛成成ををしし

たた。。（（22002200年年99月月99日日））（（別別紙紙 88））  

審審議議内内容容：：  

・・CCTT11（（呼呼気気にによよるる結結露露のの影影響響にに関関すするる試試験験））ににつついいてて、、ここのの試試験験項項目目のの扱扱いいはは任任意意ととすすべべきき

ででああるるとといいうう主主旨旨のの意意見見をを付付けけてて反反対対ししたた。。  

・・CCTT22（（電電池池にによよるる電電源源供供給給時時間間にに関関すするる試試験験））ににつついいてて賛賛成成ししたたがが、、測測定定回回数数をを7755回回かからら

5500回回にに減減ららすすここととをを提提案案ししたた。。  

・・CCTT33（（最最小小のの呼呼気気導導入入時時間間のの修修正正））ににつついいてて賛賛成成ししたたがが、、内内容容をを確確認認すするるたためめのの意意見見とと共共

にに、、文文言言のの微微修修正正をを提提案案ししたた。。  

・・CCTT44（（上上部部気気道道にに残残留留すするるアアルルココーールルにに関関すするる試試験験））ににつついいてて、、任任意意ににすするるべべききとといいうう主主旨旨

のの意意見見をを付付けけてて反反対対ししたた。。  

・・CCTT55（（標標準準試試験験ガガスス濃濃度度のの許許容容誤誤差差のの定定義義））ににつついいてて賛賛成成ししたたがが、、数数値値のの誤誤記記ににつついいてて指指摘摘

ししたた。。  

・・CCTT66（（RR112266--22  22..55..66のの呼呼気気導導入入条条件件にに応応じじたた試試験験回回数数））ににつついいてて賛賛成成ししたたがが、、合合格格基基準準がが分分

かかりりににくくいいとと指指摘摘ししたた。。  

・・CCTT77（（EEMMCC試試験験ににおおけけるる代代替替手手法法））及及びびCCTT88（（定定置置式式分分析析器器にに対対すするる振振動動試試験験））ににつついいてて

賛賛成成ししたた。。  

投投票票結結果果：：  

・・全全ててののCCTTでで賛賛成成多多数数ででああっったたがが、、CCTT22、、CCTT33及及びびCCTT44ににつついいてて、、修修正正すするるここととににななっったた。。  

・・反反対対ししたたCCTT11及及びびCCTT44へへのの意意見見ににつついいててはは、、受受けけ入入れれらられれななかかっったた。。  

・・賛賛成成ししたたCCTT22、、CCTT33及及びびCCTT55へへのの意意見見ににつついいててはは、、受受けけ入入れれらられれたた。。  

・・CCTT66 のの意意見見にに関関ししててはは、、今今回回のの改改定定ににはは反反映映さされれなないいがが、、今今後後検検討討すするるとといいうう回回答答ででああっっ

たた。。  
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22))  メメーールル審審議議  

日日時時：：22002200年年1100月月1166日日（（金金））～～1100月月3300日日（（金金））  

審審議議対対象象：：RR112266「「証証拠拠用用呼呼気気アアルルココーールル分分析析計計」」((22CCDD))((CCTT22--22、、CCTT33--22、、CCTT44--22））  

審審議議結結果果：：  

CCTT22--22、、CCTT33--22ににつついいてて賛賛成成ししたた。。CCTT44--22ににつついいてて、、意意見見をを付付けけてて賛賛成成ししたた。。（（22002200年年1100

月月2299日日））（（別別紙紙 1100））  

審審議議内内容容：：  

・・CCTT44--22ににつついいてて賛賛成成ししたたがが、、携携帯帯式式のの分分析析計計をを対対象象外外ににすするるとといいうう提提案案ををししたた。。  

投投票票結結果果：：  

・・全全ててののCCTTでで賛賛成成多多数数ででああっったた。。  

・・CCTT44--22のの意意見見ににつついいててはは、、22..55..66..22をを追追加加すするるここととでで、、部部分分的的にに認認めめらられれたた。。  

33))  第第22回回呼呼気気試試験験機機作作業業委委員員会会  

日日時時：：22002211年年11月月1122日日（（火火））1144時時～～1155時時3300分分  

場場所所：：ググラランンドドヒヒルル市市ヶヶ谷谷及及びびオオンンラライインン  

審審議議対対象象：：RR112266「「証証拠拠用用呼呼気気アアルルココーールル分分析析計計」」33CCDD（（PPaarrtt  11：：技技術術要要件件等等、、PPaarrtt  22：：性性能能

試試験験等等、、PPaarrtt  33：：試試験験報報告告書書様様式式））  

審審議議結結果果：：  

・・PPaarrtt  11及及びびPPaarrtt  22ににつついいてて、、意意見見をを付付けけてて賛賛成成すするるここととににししたた。。    

審審議議内内容容：：  

・・PPaarrtt  22のの試試験験環環境境のの条条件件ににつついいてて、、以以前前指指摘摘ししたたこことと（（環環境境中中のの炭炭化化水水素素濃濃度度がが低低すすぎぎるる））

がが修修正正さされれてていいななかかっったたののでで、、再再度度提提案案すするるここととににししたた。。  

・・PPaarrtt  22 のの付付属属資資料料のの試試験験装装置置のの図図（（事事例例））ににつついいてて、、試試験験装装置置のの使使用用方方法法ににつついいてて質質問問すす

るるここととににししたた。。  

((33))  国国際際会会議議等等  

今今年年度度はは国国際際会会議議のの開開催催ははななかかっったた。。  
  

22..44..1122  医医療療用用計計量量器器作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

RR1166--11「「非非観観血血非非自自動動血血圧圧計計//  NNoonn--iinnvvaassiivvee  nnoonn--aauuttoommaattiicc  sspphhyyggmmoommaannoommeetteerrss」」及及びびRR1166--

22「「非非観観血血自自動動血血圧圧計計非非観観血血自自動動血血圧圧計計  //  NNoonn--iinnvvaassiivvee  aauuttoommaattiicc  sspphhyyggmmoommaannoommeetteerrss」」にに対対

ししてて、、DDRRがが公公開開さされれ予予備備投投票票がが行行わわれれたた。。日日本本ははここのの22つつのの勧勧告告文文書書にに対対ししてて、、「「ココメメンントトななしし

賛賛成成」」ととししてて予予備備投投票票ししたた。。  
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22))  メメーールル審審議議  

日日時時：：22002200年年1100月月1166日日（（金金））～～1100月月3300日日（（金金））  

審審議議対対象象：：RR112266「「証証拠拠用用呼呼気気アアルルココーールル分分析析計計」」((22CCDD))((CCTT22--22、、CCTT33--22、、CCTT44--22））  

審審議議結結果果：：  

CCTT22--22、、CCTT33--22ににつついいてて賛賛成成ししたた。。CCTT44--22ににつついいてて、、意意見見をを付付けけてて賛賛成成ししたた。。（（22002200年年1100

月月2299日日））（（別別紙紙 1100））  

審審議議内内容容：：  

・・CCTT44--22ににつついいてて賛賛成成ししたたがが、、携携帯帯式式のの分分析析計計をを対対象象外外ににすするるとといいうう提提案案ををししたた。。  

投投票票結結果果：：  

・・全全ててののCCTTでで賛賛成成多多数数ででああっったた。。  

・・CCTT44--22のの意意見見ににつついいててはは、、22..55..66..22をを追追加加すするるここととでで、、部部分分的的にに認認めめらられれたた。。  

33))  第第22回回呼呼気気試試験験機機作作業業委委員員会会  

日日時時：：22002211年年11月月1122日日（（火火））1144時時～～1155時時3300分分  

場場所所：：ググラランンドドヒヒルル市市ヶヶ谷谷及及びびオオンンラライインン  

審審議議対対象象：：RR112266「「証証拠拠用用呼呼気気アアルルココーールル分分析析計計」」33CCDD（（PPaarrtt  11：：技技術術要要件件等等、、PPaarrtt  22：：性性能能

試試験験等等、、PPaarrtt  33：：試試験験報報告告書書様様式式））  

審審議議結結果果：：  

・・PPaarrtt  11及及びびPPaarrtt  22ににつついいてて、、意意見見をを付付けけてて賛賛成成すするるここととににししたた。。    

審審議議内内容容：：  

・・PPaarrtt  22のの試試験験環環境境のの条条件件ににつついいてて、、以以前前指指摘摘ししたたこことと（（環環境境中中のの炭炭化化水水素素濃濃度度がが低低すすぎぎるる））

がが修修正正さされれてていいななかかっったたののでで、、再再度度提提案案すするるここととににししたた。。  

・・PPaarrtt  22 のの付付属属資資料料のの試試験験装装置置のの図図（（事事例例））ににつついいてて、、試試験験装装置置のの使使用用方方法法ににつついいてて質質問問すす

るるここととににししたた。。  

((33))  国国際際会会議議等等  

今今年年度度はは国国際際会会議議のの開開催催ははななかかっったた。。  
  

22..44..1122  医医療療用用計計量量器器作作業業委委員員会会  

((11))  活活動動のの概概要要  

RR1166--11「「非非観観血血非非自自動動血血圧圧計計//  NNoonn--iinnvvaassiivvee  nnoonn--aauuttoommaattiicc  sspphhyyggmmoommaannoommeetteerrss」」及及びびRR1166--

22「「非非観観血血自自動動血血圧圧計計非非観観血血自自動動血血圧圧計計  //  NNoonn--iinnvvaassiivvee  aauuttoommaattiicc  sspphhyyggmmoommaannoommeetteerrss」」にに対対

ししてて、、DDRRがが公公開開さされれ予予備備投投票票がが行行わわれれたた。。日日本本ははここのの22つつのの勧勧告告文文書書にに対対ししてて、、「「ココメメンントトななしし

賛賛成成」」ととししてて予予備備投投票票ししたた。。  

 
 

ままたた、、接接触触・・非非接接触触式式のの眼眼圧圧計計をを対対象象ととししたた  、、RR114455「「非非接接触触式式眼眼圧圧計計」」をを改改訂訂すするる新新勧勧告告文文

書書のの作作成成ププロロジジェェククトトよよりりRRxxxxxx「「非非接接触触式式眼眼圧圧計計」」（（11CCDD））へへののココメメンントト依依頼頼ががあありり、、日日本本はは「「ココ

メメンントト無無しし」」ととししてて回回答答ししたた。。  

((22))  作作業業委委員員会会のの開開催催状状況況及及びび審審議議結結果果  

作作業業委委員員会会はは開開催催せせずず、、メメーールル審審議議にによよりり予予備備投投票票及及びび回回答答ととししたた。。  

((33))  検検討討ししたた国国際際勧勧告告案案等等  

RR1166--11「「非非観観血血非非自自動動血血圧圧計計//  NNoonn--iinnvvaassiivvee  nnoonn--aauuttoommaattiicc  sspphhyyggmmoommaannoommeetteerrss」」及及びびRR1166--

22「「非非観観血血自自動動血血圧圧計計非非観観血血自自動動血血圧圧計計  //  NNoonn--iinnvvaassiivvee  aauuttoommaattiicc  sspphhyyggmmoommaannoommeetteerrss」」（（今今年年

度度ののCCIIMMLL委委員員会会ににおおいいてて、、そそれれぞぞれれ新新文文書書RR  114488（（非非観観血血非非自自動動血血圧圧計計））及及びびRR  114499（（非非観観血血

自自動動血血圧圧計計））ととししてて承承認認さされれたた。。））  

新新文文書書RRxxxxxx「「非非接接触触式式眼眼圧圧計計」」（（11CCDD））  

((44))  国国際際会会議議へへのの出出席席  

今今年年度度、、国国際際会会議議はは開開催催さされれななかかっったた。。  
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 C
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Pa
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JP
1 

N
A

 
A

ll 
A

ll 
Ed

it 
W

e 
un

de
rs

to
od

 th
at

 th
is

 d
ra

ft 
w

ou
ld

 b
e 

pu
bl

is
he

d 
as

 a
 n

ew
 O

IM
L 

In
te

rn
at

io
na

l D
oc

um
en

t n
ot

 a
 

R
ec

om
m

en
da

tio
n.

  

こ
の
草
案
は
国
際
勧
告
で
は
な
く
国
際
文
書
と
し
て

出
版
さ
れ
る
と
理
解
す
る
。

 

 

R
ep

la
ce

 th
e 

w
or

d 
“R

ec
om

m
en

da
tio

n”
 w

ith
 “

D
oc

um
en

t”
 u

se
d 

in
 th

is
 d

ra
ft.

 

こ
の
草
案
で
使
わ
れ
て
い
る
用
語
「
勧
告
」
を
「
文
書
」
に
置
き

替
え
る
。

 

 

 

JP
2 

N
A

 
Sc

op
e 

1s
t p

ar
a.

 
Te

ch
/e

di
t 

It 
w

ou
ld

 b
e 

be
tte

r t
o 

re
pl

ac
e 

th
e 

te
rm

 “
flu

id
” 

w
ith

 a
 

m
or

e 
su

ita
bl

e 
te

rm
. 

用
語
「
流
体
」
を
よ
り
適
切
な
用
語
に
置
き
替
え
た

方
が
よ
い
。

 

 

R
ep

la
ce

 th
e 

te
rm

, e
.g

.  
“…

of
 th

e 
un

it 
of

 e
le

ct
ro

ly
tic

 
co

nd
uc

tiv
ity

 o
f e

le
ct

ro
ly

te
 so

lu
tio

ns
 fr

om
 th

e 
na

tio
na

l p
rim

ar
y 

st
an

da
rd

 to
…

” 

こ
の
用
語
を
例
え
ば
、
「
～
へ
の
国
家
標
準
に
よ
る
導
電
性
液
体

の
電
気
伝
導
率
の
～
」
の
よ
う
に
置
き
替
え
る
。

 

 

 

JP
3 

N
A

 
1.

1 
El

ec
tro

ly
tic

 
co

nd
uc

tiv
it

y 

1s
t p

ar
a.

 
ed

it 
C

or
re

ct
 a

 ty
po

.  

誤
記
を
修
正
す
る
。

 

 

C
or

re
ct

 th
e 

w
or

d 
“c

ha
ng

e”
 to

 “
ch

ar
ge

”.
 

「
変
化
」
を
「
電
荷
」
に
置
き
替
え
る
。

 

 

JP
4 

N
A

 
1.

1 
El

ec
tro

ly
tic

 
co

nd
uc

tiv
it

y 

1s
t p

ar
a.

 
te

ch
 

W
ha

t i
s t

he
 d

ef
in

iti
on

 o
f “

lin
ea

r i
so

tro
pi

c 
el

ec
tro

ly
te

”?
 

「
線
形
等
方
電
解
液
」
の
定
義
は
何
か
？

 

 

A
dd

 a
 d

ef
in

iti
on

 o
r a

n 
ex

pl
an

at
io

n 
of

 “
lin

ea
r i

so
tro

pi
c 

el
ec

tro
ly

te
”.

 

「
線
形
等
方
電
解
液
」
の
定
義
か
説
明
を
追
加
す
る
。

 

 

 

JP
5 

N
A

 
1.

6 
C

on
du

ct
an

c
e 

ce
ll 

1s
t p

ar
a.

 
Te

ch
/e

di
t 

Th
e 

de
fin

iti
on

 c
ou

ld
 b

e 
re

ph
ra

se
d 

fo
r b

et
te

r 
un

de
rs

ta
nd

in
g.

  

よ
り
良
い
理
解
の
た
め
、
定
義
を
言
い
換
え
た
方
が

良
い
。

 

 

W
e 

pr
op

os
e 

th
e 

fo
llo

w
in

g 
ne

w
 d

ef
in

iti
on

.  

1.
6 

Co
nd

uc
ta

nc
e 

ce
ll:

 a
 v

es
se

l f
or

 m
ea

su
re

m
en

t o
f t

he
 

re
si

st
an

ce
 o

f e
le

ct
ro

ly
te

 so
lu

tio
n 

be
tw

ee
n 

tw
o 

or
 se

ve
ra

l 
el

ec
tr

od
es

 o
f f

ix
ed

 sh
ap

e 
an

d 
si

ze
. 

以
下
の
言
い
換
え
を
提
案
す
る
。

 

1.
6 
伝
導
率
セ
ル

: 二
つ
又
は
そ
れ
以
上
の
電
極
に
挟
ま
れ
た
導
電

性
液
体
の
電
気
抵
抗
率
を
測
定
す
る
た
め
の
容
器
。

 

 

 

JP
6 

N
A

 
2 

Pr
in

ci
pl

e 
of

 
m

ea
su

re
m

e
nt

s 

3r
d 

pa
ra

. 
ed

it 
Th

e 
sy

m
bo

ls
 ”

j”
 a

nd
 “

E”
 in

 th
e 

te
xt

 d
o 

no
t m

ee
t 

th
e 

fo
rm

 in
 th

e 
eq

ua
tio

n 
(1

) t
ha

t i
s a

cc
om

pa
ni

ed
 

w
ith

 a
 ri

gh
t a

rro
w

. 

文
章
中
の
記
号

iと
E
は
、
（

1）
式
で
使
わ
れ
て
い

る
右
矢
印
を
伴
う
形
に
合
っ
て
い
な
い
。

 

 

C
on

fo
rm

 th
e 

sy
m

bo
ls

 ”
j”

 a
nd

 “
E”

 to
 th

e 
fo

rm
 u

se
d 

in
 th

e 
eq

ua
tio

n 
(1

). 

記
号

iと
E
を
（

1）
式
で
使
わ
れ
て
い
る
形
に
合
わ
せ
る
。
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Pa
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JP
7 

N
A

 
3.

1 
C

al
ib

ra
tio

n 
hi

er
ar

ch
y 

2nd
 a

nd
 

4th
 p

ar
a.

 
Te

ch
/e

di
t 

A
vo

id
 th

e 
us

e 
of

 th
e 

w
or

d 
“e

rr
or

” 
w

ith
 

“u
nc

er
ta

in
ty

”.
 

用
語
「
不
確
か
さ
」
を
「
誤
差
」
と
共
に
使
う
べ
き

で
は
な
い
。

 

 

D
el

et
e 

th
e 

w
or

ds
 “

er
ro

rs
 o

r”
 fr

om
 th

e 
ex

pr
es

si
on

 “
er

ro
rs

 o
r 

un
ce

rta
in

ty
” 

us
ed

 tw
ic

e 
in

 3
.1

. 

用
語
「
誤
差
」
を
、

3.
1
で
二
回
使
わ
れ
て
い
る
「
誤
差
ま
た
は

不
確
か
さ
」
と
い
う
表
現
か
ら
削
除
す
る
。

 

 

 

JP
8 

N
A

 
3.

3 
G

en
er

al
 

sc
he

m
e…

 
2nd

 p
ar

a.
 

Ed
it 

Th
e 

se
co

nd
 p

ar
ag

ra
ph

 le
d 

by
 “

Th
e 

pr
im

ar
y 

st
an

da
rd

…
” 

co
ul

d 
be

 si
m

pl
ifi

ed
. 

「
一
次
標
準
～
」
で
始
ま
る
第
二
文
は
簡
素
化
し
て

も
よ
い
。

 

 

W
e 

pr
op

os
e 

th
e 

fo
llo

w
in

g 
ne

w
 e

xp
la

na
tio

n.
 

Th
e 

pr
im

ar
y 

st
an

da
rd

 a
t t

he
 le

ve
l 1

 p
ro

vi
de

s t
he

 E
C

 u
ni

t w
ith

 
th

e 
hi

gh
es

t m
et

ro
lo

gi
ca

l a
cc

ur
ac

y.
 T

he
 u

ni
t r

ea
liz

at
io

n 
ba

se
d 

on
 th

e 
pr

im
ar

y 
m

et
ho

d 
fo

r E
C

 m
ea

su
re

m
en

ts
 li

nk
s i

t t
o 

th
e 

na
tio

na
l p

ri
m

ar
y 

st
an

da
rd

s o
f l

en
gt

h 
[L

], 
…

”?
 

以
下
の
新
し
い
説
明
を
提
案
す
る
。

 

レ
ベ
ル

1
の
一
次
標
準
は
最
も
正
確
な

EC
単
位
を
提
供
す
る
。

EC
測
定
の
一
次
測
定
法
に
基
づ
く
単
位
の
実
現
は
、
長
さ

[L
]～

の
国
家
一
次
標
準
に
繋
が
っ
て
い
る
。

 

 

 

JP
9 

N
A

 
3.

3 
G

en
er

al
 

sc
he

m
e…

 
5th

 p
ar

a.
 

(le
ve

l 2
) 

Te
ch

/e
di

t 
Th

e 
th

ird
 se

nt
en

ce
 m

ay
 n

ot
 b

e 
ne

ce
ss

ar
y.

 E
ac

h 
co

un
try

 m
ay

 d
ec

id
e 

th
e 

nu
m

be
r o

f s
ta

nd
ar

ds
. 

第
3
文
は
不
要
で
あ
る
。
各
国
が
標
準
の
数
を
決
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

It 
w

ou
ld

 b
e 

be
tte

r t
o 

de
le

te
 th

e 
se

nt
en

ce
 “

Th
e 

nu
m

be
r o

f 
se

co
nd

ar
y 

st
an

da
rd

s a
nd

 th
ei

r l
oc

at
io

ns
 d

ep
en

ds
 o

n 
ge

og
ra

ph
ic

 
po

si
tio

n,
 e

co
no

m
ic

 o
r p

ol
iti

ca
l o

rg
an

iz
at

io
n 

of
 th

e 
co

un
try

”.
 

「
二
次
標
準
の
数
と
場
所
は
、
そ
の
国
の
地
政
学
的
な
位
置
や
経

済
的
又
は
政
治
的
な
体
制
に
依
存
す
る
」
と
い
う
文
章
を
削
除
し

た
方
が
良
い
。

 

 

 

JP
10

 
N

A
 

4.
1.

1 
1st  se

nt
en

ce
 

te
ch

 
C

la
rif

y 
th

e 
m

ea
ni

ng
 o

f t
he

 te
rm

 “
re

fe
re

nc
e 

co
nd

uc
tiv

ity
 m

et
er

”.
 W

e 
co

ns
id

er
 th

at
 it

 m
ay

 m
ea

n 
th

e 
pr

im
ar

y 
ce

ll.
 

「
参
照
伝
導
度
計
」
と
い
う
用
語
の
意
味
を
明
確
に

し
て
ほ
し
い
。
我
々
は
、
そ
れ
が
一
次
セ
ル
を
意
味

す
る
と
考
え
る
。

 

 

R
ep

hr
as

e 
th

is
 c

la
us

e 
as

 fo
llo

w
s. 

4.
1.

1 
Th

e 
ba

si
c 

pr
oc

ed
ur

e 
fo

r c
al

ib
ra

tio
n 

of
 p

ri
m

ar
y 

ce
ll 

or
 

w
or

ki
ng

 c
on

du
ct

iv
ity

 m
et

er
 c

on
sis

ts
 in

 th
e 

de
te

rm
in

at
io

n 
th

e 
ce

ll 
co

ns
ta

nt
 (K

)…
? 

こ
の
項
を
以
下
の
よ
う
に
言
い
換
え
る
。

 

4.
1.

1 
一
次
セ
ル
又
は
実
用
伝
導
度
計
を
校
正
す
る
た
め
の
基
本
手

法
は
、
セ
ル
定
数
（

K
）
を
決
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。

 

 

 

JP
11

 
N

A
 

4.
1.

2 
1st  se

nt
en

ce
 

te
ch

 
Th

e 
m

ea
ni

ng
 o

f t
hi

s s
en

te
nc

e,
 in

cl
ud

in
g 

th
e 

te
rm

 
“a

 sc
al

in
g 

fa
ct

or
”,

 is
 n

ot
 c

le
ar

. 

「
ス
ケ
ー
ル
要
因
」
と
い
う
用
語
を
含
め
て
、
こ
の

文
章
の
意
味
は
不
明
確
で
あ
る
。

 

 

Pl
ea

se
 re

ph
ra

se
 th

is
 se

nt
en

ce
. 

こ
の
文
章
の
表
現
を
修
正
し
て
ほ
し
い
。
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4.
1.

3 
1st  se

nt
en

ce
 

Te
ch

 
Th

e 
ex

pl
an

at
io

n 
of

 th
is

 c
la

us
e 

is
 c

or
re

ct
 in

 p
ra

ct
ic

e,
 

bu
t s

tri
ct

ly
 sp

ea
ki

ng
, i

t i
s i

na
cc

ur
at

e.
 T

he
 p

re
se

nt
 

ex
pl

an
at

io
n 

re
fe

rs
 a

n 
ap

pa
re

nt
 c

el
l c

on
st

an
t u

nd
er

 
pr

ac
tic

al
 m

ea
su

re
m

en
t c

on
di

tio
ns

. T
he

 c
el

l 
co

ns
ta

nt
 is

 d
ire

ct
ly

 d
ef

in
ed

 u
si

ng
 le

ng
th

 
m

ea
su

re
m

en
t i

n 
th

e 
pr

im
ar

y 
m

et
ho

d.
 

こ
の
項
の
説
明
は
実
用
的
に
は
正
し
い
が
、
厳
密
に

言
え
ば
正
確
で
は
な
い
。
現
在
の
説
明
文
は
、
実
際

の
測
定
条
件
に
お
け
る
実
効
的
な
セ
ル
定
数
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。
一
次
標
準
で
は
、
セ
ル
定
数
は
長

さ
測
定
を
用
い
て
定
義
さ
れ
る
。

 

 

R
ep

hr
as

e 
th

e 
fir

st
 se

nt
en

ce
 a

s f
ol

lo
w

s. 

Th
e 

va
lu

e 
of

 th
e 

ce
ll 

co
ns

ta
nt

 K
 d

ep
en

ds
 o

n 
th

e 
de

sig
n 

of
 th

e 
ce

ll,
 te

m
pe

ra
tu

re
 a

nd
 c

on
ce

nt
ra

tio
n 

of
 th

e 
so

lu
tio

n,
 su

pp
ly

 
vo

lta
ge

 fr
eq

ue
nc

y,
 c

le
an

lin
es

s o
f t

he
 e

le
ct

ro
de

s, 
et

c.
 in

 
se

co
nd

ar
y 

m
et

ho
ds

. 

第
一
文
を
以
下
の
通
り
言
い
換
え
る
。

 

二
次
標
準
に
お
い
て
、
セ
ル
定
数

K
の
値
は
セ
ル
の
形
状
、
溶
液

の
温
度
と
濃
度
、
供
給
電
圧
の
周
波
数
、
電
極
の
清
浄
度
な
ど
に

依
存
す
る
。

 

 

 

JP
13

 
N

A
 

4.
2.

1 
El

ec
tro

de
s 

2nd
 

se
nt

en
ce

 
te

ch
 

Th
e 

m
at

er
ia

ls
 o

f e
le

ct
ro

de
s a

re
 n

ot
 li

m
ite

d 
to

 
pl

at
in

um
 c

oa
te

d 
w

ith
 p

la
tin

um
 b

la
ck

. S
ev

er
al

 
m

at
er

ia
ls

, s
uc

h 
as

 ir
on

, s
te

el
, a

nd
 b

ar
e 

Pt
 a

re
 u

se
d 

in
 p

ra
ct

ic
e.

 

電
極
材
料
は
白
金
黒
で
被
服
さ
れ
た
白
金
に
限
ら
な

い
。
鉄
、
鋼
、
無
垢
の
白
金
な
ど
幾
つ
か
の
材
料
が

実
際
に
は
使
わ
れ
て
い
る
。

 

 

Th
e 

se
co

nd
 se

nt
en

ce
 m

ay
 b

e 
re

ph
ra

se
d 

as
 fo

llo
w

s. 

If 
an

y 
de

fe
ct

s a
re

 d
et

ec
te

d 
on

 th
e 

su
rf

ac
es

 (w
hi

tis
h 

su
rfa

ce
, 

sp
ot

s, 
st

rip
es

, e
tc

.),
 re

pl
ac

e 
th

e 
el

ec
tr

od
es

. A
s a

n 
al

te
rn

at
iv

e 
fo

r p
la

tin
iz

ed
 e

le
ct

ro
de

s, 
th

e 
co

at
in

g 
m

ay
 b

e 
re

m
ov

ed
 a

nd
 

re
co

at
ed

 w
ith

 p
la

tin
um

 b
la

ck
. 

第
二
文
を
以
下
の
よ
う
に
言
い
換
え
て
も
良
い
。

 

表
面
に
何
ら
か
の
欠
損
（
表
面
の
白
濁
、
黒
点
、
縞
な
ど
）
が
見

つ
か
っ
た
場
合
、
電
極
を
取
り
替
え
る
。
白
金
電
極
に
対
す
る
代

替
手
法
と
し
て
、
被
膜
を
取
り
除
い
て
白
金
黒
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

し
て
も
よ
い
。
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4.
3.

4 
an

d 
4.

3.
5 

 
 

ed
it 

Pl
ea

se
, c

he
ck

 th
e 

nu
m

be
rin

g 
of

 c
la

us
es

 “
4.

3.
4”

 a
nd

 
“4

.3
.5

”.
 

“4
.3

.4
” 
及
び

 “
4.

3.
5”
項
の
番
号
を
確
認
し
て
ほ
し

い
。

 

 

R
en

um
be

r t
he

 se
co

nd
 4

.3
.4

 a
nd

 4
.3

.5
. 

二
番
目
の

“4
.3

.4
” 
及
び

 “
4.

3.
5”
の
数
字
を
修
正
す
る
。

 

 

JP
15

 
N

A
 

4.
3.

5 
an

d 
4.

4 
 

ed
it 

U
se

 th
e 

sa
m

e 
sy

m
bo

l f
or

 th
e 

ce
ll 

co
ns

ta
nt

; k
 o

r K
 

th
ro

ug
ho

ut
 th

e 
te

xt
. T

he
 sy

m
bo

l o
f t

he
 c

el
l 

co
ns

ta
nt

 is
 u

su
al

ly
 K

 o
r K

ce
ll. 

セ
ル
定
数

k 
ま
た
は

 K
に
対
し
て
、
全
て
の
文
章
で

同
じ
記
号
を
使
う
。
セ
ル
定
数
の
記
号
は
通
常

K
 ま

た
は

 K
ce

ll
で
あ
る
。

 

 

U
se

 th
e 

sa
m

e 
sy

m
bo

l t
hr

ou
gh

ou
t t

he
 te

xt
. 

全
て
の
文
章
で
同
じ
記
号
を
使
う
。
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N
T
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O
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 C
H

A
N

G
E 

O
B

SE
R

V
A

T
IO

N
S 

O
F 

T
H
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C

O
N
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R
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G
 

on
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h 
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m
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t s
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m
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Pa
ge
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 o

f 6
 

JP
16

 
N

A
 

Th
e 

se
co

nd
 

4.
3.

4 
1st  se

nt
en

ce
 

ed
it 

A
vo

id
 th

e 
us

e 
of

 th
e 

w
or

d 
“e

rr
or

”.
 

「
誤
差
」
と
い
う
用
語
の
使
用
を
避
け
る
。

 

 

R
ep

la
ce

 “
er

ro
r”

 w
ith

 “
un

ce
rta

in
ty

” 
in

 th
e 

ex
pr

es
si

on
 

“m
ax

im
um

 p
er

m
is

si
bl

e 
er

ro
r o

f t
he

 c
el

l s
pe

ci
fie

d 
in

 it
s 

ce
rti

fic
at

e…
”.

 

「
こ
の
証
明
書
に
記
載
さ
れ
た
セ
ル
の
最
大
許
容
誤
差
」
と
い
う

表
現
の
中
で
「
誤
差
」
を
「
不
確
か
さ
」
で
置
き
替
え
る
。

 

 

 

JP
17

 
N

A
 

5.
2 

Pr
ep

ar
at

io
n 

co
nd

iti
on

s
…

 

1st  
pa

ra
. 

ed
it 

C
or

re
ct

 th
e 

ex
pr

es
si

on
 “

no
t e

xc
ee

d 
1·

10
 S

/m
.”

 
D

oe
s i

t m
ea

n 
1 

x 
10

-1
0  S

/m
? 

「
1·

10
 S

/m
を
越
え
な
い
」
と
い
う
表
現
を
修
正
す

る
。
そ
れ
は
「

1 
x 

10
-1

0  S
/m

」
を
意
味
す
る
の
で
は

な
い
か
？

 

 

C
or

re
ct

 th
e 

va
lu

e 
to

 1
 x

 1
0-1

0  S
/m

. 

そ
の
値
を

1 
x 

10
-1

0  S
/m

に
修
正
す
る
。

 

 

 

JP
18

 
N

A
 

5.
2 

Pr
ep

ar
at

io
n 

co
nd

iti
on

s
…

 

3rd
 p

ar
a.

 
te

ch
 

IU
PA

C
 re

co
m

m
en

da
tio

n 
sa

ys
 th

at
 th

e 
dr

yi
ng

 
co

nd
iti

on
 is

 5
00

 °C
 fo

r 4
 h

.  

IU
PA

C
は
、

50
0℃

で
4
時
間
の
乾
燥
条
件
を
規
定

し
て
い
る
。

 

 

Th
is

 is
 a

 c
om

m
en

t. 
 

こ
れ
は
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

 

 

 

JP
19

 
N

A
 

5.
2 

Pr
ep

ar
at

io
n 

co
nd

iti
on

s
…

 

3rd
 p

ar
a.

 
te

ch
 

It 
w

ou
ld

 b
e 

be
tte

r n
ot

 to
 re

st
ric

t t
he

 c
ho

ic
e 

of
 

de
si

cc
an

t. 
In

 p
ra

ct
ic

e,
 se

ve
ra

l d
es

ic
ca

nt
s a

re
 u

se
d 

ot
he

r t
ha

n 
M

g 
(C

lO
4)

2, 
e.

g.
, s

ili
ca

 g
el

 a
nd

 su
lfu

ric
 

ac
id

. 

乾
燥
剤
の
選
択
を
制
限
し
な
い
方
が
良
い
だ
ろ
う
。

実
際
に
は

M
g 

(C
lO

4)
2 以

外
に
も
、
シ
リ
カ
ゲ
ル
や

硫
酸
な
ど
の
幾
つ
か
の
乾
燥
剤
が
使
わ
れ
て
い
る
。

 

 

R
ep

hr
as

e 
th

e 
th

ird
 p

ar
ag

ra
ph

 a
s f

ol
lo

w
s. 

Th
e 

K
C

l s
ho

ul
d 

be
 d

ri
ed

 in
 o

ve
n 

at
 4

00
-5

00
 °C

 fo
r 4

 h
. A

fte
r 

th
at

 it
 sh

ou
ld

 b
e 

st
or

ed
 in

 a
 d

es
ic

ca
to

r w
ith

 a
pp

ro
pr

ia
te

 
de

si
cc

an
ts

 su
ch

 a
s a

nh
yd

ro
us

 M
g 

(C
lO

4)
2, 

su
lfu

ri
c 

ac
id

 a
nd

 
si

lic
a 

ge
l b

ef
or

e 
us

e.
 

第
3
段
落
を
以
下
の
よ
う
に
言
い
換
え
る
。

 

K
C

L
は

40
0-

50
0℃

の
オ
ー
ブ
ン
で

4
時
間
乾
燥
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
後
、
使
用
の
前
に
、
無
水

M
g 

(C
lO

4)
2、

硫
酸
、
シ
リ
カ
ゲ
ル
な
ど
の
適
切
な
乾
燥
剤
と
共
に
デ
シ
ケ
ー
タ
ー

に
保
管
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

 

 

 

JP
20

 
N

A
 

5.
2 

Pr
ep

ar
at

io
n 

co
nd

iti
on

s
…

 

4th
 p

ar
a.

 
ed

it 
In

 p
rin

ci
pl

e,
 re

ad
in

g 
of

 a
 b

al
an

ce
 d

ep
en

ds
 d

ire
ct

ly
 

on
 a

ir 
bu

oy
an

cy
 w

ith
 a

 c
or

re
la

tio
n 

to
 a

ir 
pr

es
su

re
.  

原
理
的
に
は
、
天
秤
の
読
み
は
空
気
の
浮
力
に
直
接

依
存
し
、
大
気
圧
と
も
相
関
関
係
が
あ
る
。

 

 

C
on

si
de

r c
ha

ng
in

g 
th

e 
ex

pr
es

si
on

 fr
om

 “
fo

r a
ir 

pr
es

su
re

” 
to

 
“f

or
 a

ir 
bu

oy
an

cy
 a

t g
iv

en
 a

tm
os

ph
er

ic
 p

re
ss

ur
e”

. 

表
現
を
「
空
気
の
圧
力
」
か
ら
「
あ
る
与
え
ら
れ
た
大
気
圧
に
お

け
る
空
気
の
浮
力
」
に
変
え
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
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Pa
ge
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 o
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JP
21

 
N

A
 

5.
3.

1 
2nd

 d
ot

 
te

ch
 

Th
e 

re
qu

ire
d 

m
ea

su
re

m
en

t u
nc

er
ta

in
ty

 o
f 

th
er

m
om

et
er

, ±
 0

.0
05

 ºC
, i

s t
oo

 sm
al

l, 
es

pe
ci

al
ly

 
ta

ki
ng

 in
to

 a
cc

ou
nt

 th
e 

te
m

pe
ra

tu
re

 ra
ng

e 
fr

om
 5

 
ºC

 to
 5

0 
ºC

.  

5 
ºC

 か
ら

 5
0 

ºC
と
い
う
温
度
測
定
範
囲
を
考
慮
す

る
と
、
要
求
さ
れ
た
温
度
計
の
測
定
の
不
確
か
さ

± 
0.

00
5 

ºC
は
小
さ
す
ぎ
る
。

 

 

A
 v

al
ue

 o
f u

nc
er

ta
in

ty
, ±

 0
.0

1 
ºC

, i
s m

or
e 

su
ita

bl
e 

in
 th

is
 c

as
e.

 

不
確
か
さ
の
値
と
し
て
は
、

± 
0.

01
 ºC

が
よ
り
適
切
で
あ
る
。

 

 

JP
22

 
N

A
 

A
pp

en
di

x 
A

 
Fi

gu
re

 
(e

xa
m

pl
e 

of
…

) 

ed
it 

Th
e 

un
its

 o
f L

 (H
en

ri)
 a

nd
 R

 (O
hm

) a
re

 d
er

iv
ed

 S
I 

un
its

. 

L 
(H

en
ri)

 及
び

R
 (O

hm
)は

SI
の
組
み
立
て
単
位
で

あ
る
。

 

  

Pr
op

os
e 

ch
an

gi
ng

 th
e 

ex
pr

es
si

on
 a

s s
ho

w
n 

be
lo

w
. 

Pr
es

en
t: 

St
an

da
rd

s o
f S

I (
L,

 R
, T

) 

R
ev

is
ed

: S
I b

as
e/

de
ri

ve
d 

un
its

 (L
, R

, T
) 

以
下
の
表
現
の
修
正
を
提
案
す
る
。

 

現
在

: S
I （

L,
 R

, T
）
の
標
準

 

修
正
後

: S
I の

基
本
／
組
み
立
て
単
位
（

L,
 R

, T
）
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 d
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 d
at

e:
 2

01
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at
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 7
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 5
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 1

:  
R

ev
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 1

29
:2

00
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 m
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ru
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en
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PG
 v
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4.
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: 
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rt 
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(c
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 T
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ke

d)
 

Pa
rt 
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(c
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ke

d)
 

C
ir

cu
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08

 A
pr

il 
20

20
 

C
on

ve
ne

r: 
A

us
tra

lia
 a

nd
 C

an
ad

a 
C

lo
si

ng
 d

at
e 

fo
r 
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tin

g 
an

d/
or

 c
om

m
en

ts
: W

ed
ne

sd
ay

 2
9 

A
pr

il 
20

20
 a

t 1
7:

00
 C

E
ST

 

D
at

e 
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m

en
ts

 su
bm

itt
ed

: 
28

 A
pr

il 
20

20
 

Pl
ea

se
 ty

pe
 y

ou
r c

om
m

en
ts

 in
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is
 fo

rm
 a

nd
 p

os
t i

t (
in

 W
or

d 
fo

rm
at

) a
s s

oo
n 

as
 p

os
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bl
e 

an
d 

no
 la

te
r t

ha
n 

th
e 
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os

in
g 

da
te

  
us

in
g 

th
e 

PG
 W

or
ks

pa
ce

 o
n 

th
e 

O
IM

L 
w
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 (M

y 
A

cc
es

s 
 T

ec
hn

ic
al

 W
or

k 


 C
D

 v
ot

e 
&

 c
om

m
en

t) 
 

PL
E

A
SE

 IN
SE

R
T

 T
H

E
 C

O
U

N
T

R
Y

 C
O

D
E
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N

D
 T

H
E
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A

R
T
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N

D
 C

L
A

U
SE

 N
U

M
B

E
R

 IN
 E

A
C

H
 R

O
W

. 
PL

E
A

SE
 D

O
 N

O
T

 M
O

D
IF

Y
 T

H
E

 N
U

M
B

E
R

 O
F 

C
O

L
U

M
N

S 
IN

 T
H

E
 T

A
B

L
E

. 
C

ou
nt

ry
 

C
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e1  
Pa

rt
 

C
la

us
e/

  
Su

bc
la

us
e 

Pa
ra

gr
ap

h/
 

Fi
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re
/ 

T
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/ 

T
yp

e 
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m
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t2  

C
O

M
M

E
N

T
S 
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O
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SE

D
 C

H
A

N
G

E
 

O
B

SE
R

V
A

T
IO

N
S 

O
F 

T
H

E
 

C
O

N
V

E
N

E
R

/P
G

 
on

 e
ac

h 
co

m
m

en
t s

ub
m

itt
ed

 
 1 

M
B

 =
 M

em
be

r b
od

y 
(e

nt
er

 th
e 

IS
O

 3
16

6 
tw

o-
le

tte
r c

ou
nt

ry
 c

od
e,

 e
.g

. C
N

 fo
r C

hi
na

) 
2 

T
yp

e 
of

 c
om

m
en

t: 
ge

 =
 g

en
er

al
 

te
 =

 te
ch

ni
ca

l  
   

   
   

   
ed

 =
 e

di
to

ria
l  

In
st

ru
ct

io
ns

 fo
r u

si
ng

 th
is

 te
m

pl
at

e:
 

 Th
e 

st
ru

ct
ur

e 
of

 th
is

 ta
bl

e 
al

lo
w

s f
or

 th
e 

au
to

m
at

ic
 c

ol
la

tio
n 

of
 a

ll 
th

e 
co

m
m

en
ts

 p
os

te
d 

by
 th

e 
pa

rti
ci

pa
nt

s. 
H

ow
ev

er
, t

hi
s i

s o
nl

y 
po

ss
ib

le
 if

 th
e 

fo
llo

w
in

g 
in

st
ru

ct
io

ns
 a

re
 

fo
llo

w
ed

. P
le

as
e 

 
 

do
 n

ot
 a

dd
 a

ny
 c

ol
um

ns
 to

 th
e 

ta
bl

e,
 

 
do

 n
ot

 m
er

ge
 a

ny
 o

f t
he

 c
el

ls
, 

 
ad

d 
th

e 
C

ou
nt

ry
 C

od
e 

in
 e

ac
h 

ro
w

, 
 

fil
l i

n 
th

e 
Pa

rt 
nu

m
be

r i
n 

ea
ch

 ro
w

 (i
f t

he
 d

oc
um

en
t t

o 
be

 c
om

m
en

te
d 

ha
s n

o 
pa

rts
, l

ea
ve

 th
is

 c
ol

um
n 

bl
an

k)
, 

 
en

te
r o

ne
 re

fe
re

nc
e 

pe
r r

ow
 in

 th
e 

C
la

us
e/

Su
b 

cl
au

se
 c

ol
um

n.
 If

 y
ou

r c
om

m
en

t a
pp

lie
s t

o 
m

or
e 

th
an

 o
ne

 c
la

us
e,

 p
le

as
e 

re
pe

at
 th

e 
ro

w
 o

r m
ak

e 
th

e 
re

fe
re

nc
e 

in
 th

e 
C

om
m

en
ts

 c
ol

um
n,

 
 

do
 n

ot
 e

m
be

d 
ot

he
r t

ab
le

s i
n 

th
e 

ta
bl

e,
 

 
en

te
r t

he
 d

at
e 

on
 w

hi
ch

 y
ou

 m
ak

e 
th

e 
co

m
m

en
ts

 in
 th

e 
he

ad
in

g.
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T
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O
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 C
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C
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E

N
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R
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h 
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m
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m
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ed
 

 

Pa
ge

 2
 o

f 2
 

 

JP
1 

1 
5.

3.
1 

na
m

ep
la

te
 

N
ew

 it
em

 
Te

 
Th

is
 c

om
m

en
t i

s r
el

at
ed

 to
 o

ur
 c

om
m

en
t (

JP
2)

 to
 

Ta
bl

e 
A

.1
 in

 P
ar

t 2
. A

 n
ew

 it
em

, w
hi

ch
 m

en
tio

ns
 if

 
th

e 
in

st
ru

m
en

t i
s u

se
d 

at
 th

e 
pl

ac
e 

w
he

re
 

co
nd

en
sa

tio
n 

is
 a

nt
ic

ip
at

ed
, s

ho
ul

d 
be

 a
dd

ed
 to

 th
e 

na
m

ep
la

te
. W

ith
ou

t t
hi

s i
te

m
, w

e 
ne

ed
 to

 p
er

fo
rm

 
bo

th
 te

st
s o

n 
A

.2
.2

 (n
o-

co
nd

en
si

ng
) a

nd
 A

.3
.6

 
(c

on
de

ns
in

g)
. I

s R
 1

29
 su

pp
os

ed
 to

 re
qu

ire
 b

ot
h 

te
st

s o
th

er
w

is
e?

 

こ
の
コ
メ
ン
ト
は
我
々
の
第

2
部
の
表

A
.1
へ
の
コ

メ
ン
ト
（

JP
2）

に
関
連
し
て
い
る
。
結
露
が
予
想
さ

れ
る
場
所
で
計
量
器
を
使
う
か
否
か
に
つ
い
て
述
べ

た
項
目
が
、
銘
板
に
追
加
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
項
目
が
な
い
と
、
我
々
は

A
.2

.2
（
非
結
露
）
と

A
.3

.6
（
結
露
）
の
両
方
に
つ
い
て
試
験
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
と
も
、

R
12

9
が
両
方
の
試
験
を

要
求
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か

? 

 

A
dd

 a
 n

ew
 it

em
 o

n 
co

nd
en

sa
tio

n 
if 

ne
ce

ss
ar

y.
 

必
要
な
ら
、
結
露
に
関
す
る
新
し
い
項

目
を
追
加
す
る
。

 

 

 

JP
2 

2 
A

.1
.7

 
Ta

bl
e 

A
.1

 
Te

 
A

lth
ou

gh
 o

ur
 c

om
m

en
ts

 w
er

e 
no

t a
cc

ep
te

d 
in

 th
e 

4C
D

, p
le

as
e 

re
co

ns
id

er
 th

e 
fo

llo
w

in
g 

co
m

m
en

ts
: 

C
yc

lic
 te

st
 (c

on
de

ns
in

g)
 is

 c
er

ta
in

ly
 c

on
si

de
re

d 
as

 
a 

di
st

ur
ba

nc
e 

(D
) f

ac
to

r i
n 

Ta
bl

e 
5 

of
 D

 1
1 

(2
01

3)
. 

In
 C

la
us

e 
10

.2
 o

f R
 6

1-
2 

(2
01

7)
 a

nd
 C

la
us

e 
5.

6.
3 

of
 R

 6
0-

1 
(2

01
7)

, h
ow

ev
er

, t
hi

s t
es

t s
ee

m
s n

ot
 

co
ns

id
er

ed
 a

s a
 d

is
tu

rb
an

ce
 (D

) f
ac

to
r b

ut
 a

n 
in

flu
en

ce
 (I

) f
ac

to
r. 

 H
ar

m
on

iz
at

io
n 

w
ith

 o
th

er
 

re
la

te
d 

R
ec

om
m

en
da

tio
ns

 sh
ou

ld
 a

ls
o 

be
 

co
ns

id
er

ed
. 

我
々
の

4C
D
へ

の
コ
メ
ン
ト
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
以
下
の
コ
メ
ン
ト
を
再
考
し
て
い
た
だ
き

た
い

: 

D
11
（

20
13
）
の
表

5
で
は
、
確

か
に
周
期
的
試
験

（
結
露
）
は
妨
害
因
子
（

D
）
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し

R
61

（
20

17
）
、

R
60
（

20
17
）
の
両
方
に
お
い

て
、
こ
の
試
験
は
妨
害
因
子
で
は
な
く
影
響
因
子

（
I）

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
他
の
関
連
す
る
勧
告
と

の
整
合
も
ま
た
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

 

 

Pl
ea

se
 re

co
ns

id
er

 c
ha

ng
in

g 
th

e 
no

ta
tio

n 
fr

om
 "

I /
 D

" 
to

 "
I"

 in
 "

A
.2

.2
 

&
 A

.3
.6

 / 
D

am
p 

he
at

 "
 o

f T
ab

le
 A

.1
. 

表
A

.1
の
「

A
.2

.2
 &

 A
.3

.6
 /湿

度
温

度
」
に
お
い
て
、
表
記
“

 I/
D
”
を

“
I”

に
変
更
す
る
こ
と
を
再
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
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A
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ur
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t i
t o
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e 
PG

 W
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 C
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C
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O

rg
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at
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n 

Se
ct
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ge
n.

/ 
ed

it.
/ 
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ch

n.
 

C
O

M
M

EN
T 

Pr
op

os
ed

 c
ha

ng
e 

Pr
io

rit
y 

O
B

SE
R

V
A

TI
O

N
S 

O
F 

TH
E 

C
O

N
V

EN
ER

 
 

JP
1 

5.
5.

1.
11

 S
ho

rt-
tim

e 
ov

er
cu

rr
en

t 
Te

ch
n.

/e
di

t. 

Th
e 

va
lu

e 
ra

ng
e 

(5
0 

I m
ax

) m
ig

ht
 b

e 
in

co
rr

ec
t b

ec
au

se
 it

 
do

es
 n

ot
 c

or
re

sp
on

d 
to

 th
e 

te
st 

cu
rr

en
ts

 sp
ec

ifi
ed

 in
 

9.
4.

12
.  

9.
4.

12
で

示
さ

れ
た

試
験

電
流

の
値

と
一

致
し

な
い

た
め

、

値
の

範
囲

が
50

 I m
ax
と

い
う

の
は

不
正

確
か

と
思

わ
れ

る
。

 

If
 th

e 
sp

ec
ifi

ca
tio

n 
in

 9
.4

.1
2 

is
 c

or
re

ct
, r

ep
la

ce
 “

50
 I m

ax
” 

w
ith

 “
30

 I m
ax

” 
(c

on
ne

ct
ed

 d
ire

ct
ly

) a
nd

/o
r “

20
 I m

ax
” 

(c
on

ne
ct

ed
 th

ro
ug

h 
a 

tra
ns

fo
rm

er
). 

 

仮
に

、
9.

4.
12

で
示

さ
れ

た
電

流
の

値
が

正
し

い
の

で
あ

れ

ば
、

“5
0 

I m
ax

” 
を

、
 “

30
 I m

ax
” 

(直
結

の
場

合
)  
か

つ
/又

は
 

“2
0 

I m
ax

” 
(ト

ラ
ン

ス
接

続
の

場
合

)で
置

き
換

え
る

。
 

 

 

JP
2 

9.
3.

12
 F

as
t 

lo
ad

 c
ur

re
nt

 
va

ria
tio

n 
te

st 
Te

ch
n.

 

Th
e 

pu
rp

os
e 

of
 th

is
 te

st 
is

 to
 v

er
ify

 th
e 

ef
fe

ct
 o

f f
as

t l
oa

d 
cu

rr
en

t v
ar

ia
tio

n 
to

 th
e 

m
et

er
’s

 a
cc

ur
ac

y.
 H

ow
ev

er
, t

he
 

te
st

 d
ur

at
io

n,
 4

 h
ou

rs
, i

s t
oo

 lo
ng

. P
le

as
e 

ex
pl

ai
n 

w
hy

 th
e 

to
ta

l t
es

t d
ur

at
io

n 
ne

ed
s t

o 
be

 m
uc

h 
lo

ng
er

 c
om

pa
rin

g 
to

 
th

e 
du

ra
tio

ns
 o

f t
on

 a
nd

 t o
ff 

(0
.5

 to
 1

0 
se

co
nd

s)
.  

こ
の

試
験

の
目

的
は

、
高

速
負

荷
電

流
変

動
が

メ
ー

タ
の

精

度
に

及
ぼ

す
影

響
を

調
べ

る
こ

と
で

あ
る

。
し

か
し

４
時

間

と
い

う
試

験
時

間
は

長
す

ぎ
る

。
な

ぜ
こ

の
全

試
験

時
間

が
、

t
o
n
 
及

び
 
t
o
f
f
(
0
.
5
～

 
1
0
 
秒

)
と

比
較

し
て

極
め

て

長
い

の
か

説
明

願
い

た
い

。
 

W
e 

pr
op

os
e 

a 
sh

or
te

r t
ot

al
 d

ur
at

io
n 

le
ss

 th
an

 4
 h

ou
rs

.  

４
時

間
よ

り
も

短
い

全
試

験
時

間
を

提
案

す
る

。
 

 

 

 

JP
3 

9.
4.

4 
Fa

st
 

tra
ns

ie
nt

, T
es

t 
se

ve
rit

y 
Te

ch
n.

/e
di

t. 

Th
e 

lo
w

er
 li

m
it 

of
 th

e 
re

fe
re

nc
e 

vo
lta

ge
 is

 m
is

si
ng

. A
dd

 
th

e 
de

sc
rip

tio
n 

“w
ith

 a
 re

fe
re

nc
e 

vo
lta

ge
 o

ve
r 4

0 
V

”.
 

参
照

電
圧

範
囲

の
下

限
が

欠
落

し
て

い
る

。
“電

圧
40

V
以

上
の

参
照

電
圧

に
よ

り
”と

い
う

記
述

を
追

加
す

る
。

 

 

C
or

re
ct

 “
te

st
 se

ve
rit

y”
 a

s f
ol

lo
w

s. 
 

Te
st

 v
ol

ta
ge

 o
n 

sig
na

l a
nd

 a
ux

ili
ar

y 
ci

rc
ui

ts
 (w

ith
 a

 
re

fe
re

nc
e 

vo
lta

ge
 o

ve
r 4

0 
V)

: 2
 k

V 
or

 1
 k

V.
 

「
試

験
の

厳
し

さ
」

を
以

下
の

よ
う

に
修

正
す

る
。

 

信
号

及
び

予
備

回
路

の
試

験
電

圧
（

40
 V

を
超
え

る
参

照
電

圧
に

よ
り

）
: 2

 k
V 
又

は
 1

 k
V。
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 1 
M

B
 =

 M
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be
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y 

(e
nt
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O
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16
6 

tw
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le
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nt
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od

e,
 e
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. C

N
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r C
hi
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2 
T

yp
e 

of
 c

om
m

en
t: 
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en

er
al
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ch
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ca
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ed
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 e
di
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str

uc
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r u
sin

g 
th
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 te

m
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str
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f t
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m
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 c
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m
m

en
ts

 p
os

te
d 

by
 th
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H
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ev
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le
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e 
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w
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g 
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le

as
e 

 
− 

do
 n

ot
 a

dd
 a

ny
 c
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 c
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 C
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e 

Pa
rt 

nu
m

be
r i

n 
ea

ch
 ro

w
 (i

f t
he

 d
oc

um
en

t t
o 

be
 c

om
m

en
te

d 
ha

s n
o 

pa
rts

, l
ea

ve
 th

is
 c

ol
um

n 
bl

an
k)

, 
− 

en
te

r o
ne

 re
fe

re
nc

e 
pe

r r
ow

 in
 th

e 
C

la
us

e/
Su

b 
cl

au
se

 c
ol

um
n.

 If
 y

ou
r c

om
m

en
t a

pp
lie

s t
o 

m
or

e 
th

an
 o

ne
 c

la
us

e,
 p

le
as

e 
re

pe
at

 th
e 

ro
w

 o
r m

ak
e 

th
e 

re
fe

re
nc

e 
in

 th
e 

C
om

m
en

ts
 c

ol
um

n,
 

− 
do

 n
ot

 e
m

be
d 

ot
he

r t
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1.

1 
(in
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tro
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ct
io

n
) 

1st
 a

nd
 2

nd
 

se
nt

en
ce

s 
Ed

 
In

 th
e 

fir
st 

se
nt

en
ce

, t
he

 re
fe

re
nc

e 
to

 th
e 

re
vi

si
on

 o
f D

 
10

 is
 u

nn
ec

es
sa

ry
 in

 th
e 

fin
al

 p
ub

lic
at

io
n 

of
 D

 1
0.

 

最
初
の
文
章
に
お
い
て
、

D
10

の
最
終
版
で
は

D
10

改
訂

版
へ
の
言
及
は
不
要
で
あ
る
。

 

 

D
el

et
e 

“i
s a

 re
vi

si
on

 o
f O

IM
L 

D
 1

0”
 a

nd
 jo

in
t t

he
 1

st
 a

nd
 2

nd
 

se
nt

en
ce

s a
s f

ol
lo

w
s. 

Th
is

 g
ui

da
nc

e 
D

oc
um

en
t i

s a
 re

vi
si

on
 o

f O
IM

L 
D

 1
0.

 It
 w

as
 

de
ve

lo
pe

d 
by

 …
. 

「
O

IM
L 

D
10

の
改
訂
版
で
あ
る
」
を
削
除
し
、
第
一
と
第
二
文
を

以
下
の
通
り
結
合
す
る
。

 

こ
の
ガ
イ
ド
文
書
は

O
IM

L 
D

10
の
改
訂
版
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
～
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h 
a)

 
Ed

 
Th

e 
ex

pr
es

si
on

 a
t t

he
 e

nd
 o

f t
hi

s p
ar

ag
ra

ph
 is

 
re

du
nd

an
t. 

Th
e 

w
or

d 
“i

nd
iv

id
ua

l”
 is

 u
se

d 
tw

ic
e.

 

段
落
の
最
後
は
冗
長
で
あ
る
。
用
語
「
個
別
の
」
が
二
回

使
わ
れ
て
い
る
。

 

Th
e 

ex
pr

es
si

on
 sh

ou
ld

 b
e 

re
vi

se
d 

“…
 b

as
ed

 o
n 

its
 in

di
vi

du
al

 
ne

ed
s a

nd
 ri

sk
 a

ss
es

sm
en

ts
, a

nd
”.

 

そ
の
表
現
を
「

…
個
別
の
要
求
と
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
き
、
そ
し

て
」
に
修
正
す
る
。

 

 

JP
3 

N
A

 
1.

2 
(in

 
in

tro
du

ct
io

n
) a

nd
 o

th
er

s 

Pa
ra

gr
ap

h 
b)

  
Ed

 
In

 th
is

 d
ra

ft,
 a

 p
as

t p
ar

tic
ip

le
 (e

.g
., 

im
pl

em
en

te
d)

 is
 

fr
eq

ue
nt

ly
 p

la
ce

d 
af

te
r a

 n
ou

n 
as

 a
n 

ad
je

ct
iv

e.
 It

 is
 

co
rr

ec
t i

n 
En

gl
ish

; h
ow

ev
er

, w
e 

re
co

m
m

en
d 

m
ov

in
g 

th
e 

pa
st

 p
ar

tic
ip

le
 b

ef
or

e 
th

e 
no

un
 in

 o
rd

er
 to

 fa
ci

lit
at

e 
un

de
rs

ta
nd

in
g.

  

In
 a

dd
iti

on
, t

he
 la

tte
r p

ar
t o

f t
hi

s c
la

us
e 

co
ul

d 
be

 
si

m
pl

ifi
ed

 a
nd

 se
pa

ra
te

d.
   

こ
の
草
案
で
は
頻
繁
に
、
過
去
分
詞
（
例
え
ば
、
実
施
さ

れ
た
）
が
形
容
詞
と
し
て
名
詞
の
あ
と
に
置
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
英
語
で
は
正
し
い
が
、
我
々
は
理
解
を
促
す

た
め
に
過
去
分
詞
を
名
詞
の
前
に
移
動
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

 

更
に
こ
の
項
の
後
半
部
分
は
、
整
理
さ
れ
分
割
さ
れ
て
も

よ
い
。

 

W
e 

re
co

m
m

en
d 

re
ph

ra
si

ng
 th

is
 c

la
us

e 
as

 fo
llo

w
s. 

b)
 it

 is
 a

ls
o 

th
e 

re
sp

on
si

bi
lit

y 
of

 e
ac

h 
la

bo
ra

to
ry

 to
 e

va
lu

at
e 

th
e 

ef
fe

ct
iv

en
es

s o
f t

he
 im

pl
em

en
te

d 
m

et
ho

d(
s)

. T
he

 la
bo

ra
to

ry
 

sh
ou

ld
 a

ls
o 

ta
ke

 re
sp

on
si

bi
lit

y 
fo

r t
he

 c
on

se
qu

en
ce

s o
f t

he
 

ch
oi

ce
 o

f t
he

 m
et

ho
d(

s)
. 

R
eg

ar
di

ng
 th

e 
us

e 
of

 p
as

t p
ar

tic
ip

le
s, 

ot
he

r c
la

us
es

 m
ay

 b
e 

al
so

 
am

en
de

d 
if 

ap
pr

op
ria

te
. 

我
々
は
こ
の
項
を
以
下
の
通
り
修
正
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

 

b)
 実

施
さ
れ
た
手
法
の
有
効
性
を
評
価
す
る
の
は
、
各
研
究
所
の
責

任
で
あ
る
。
そ
の
研
究
所
は
ま
た
、
そ
の
手
法
の
選
択
の
結
果
に
つ

い
て
も
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。

 

過
去
分
詞
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
ら
ば
、
他
の
項
も
修
正
さ

れ
て
も
よ
い
。

 

 

JP
4 

N
A

 
2.

1 
1st

 
se

nt
en

ce
 

Ed
 

Th
e 

ow
ne

rs
hi

p 
of

 "m
ea

su
rin

g 
eq

ui
pm

en
t"

 is
 a

m
bi

gu
ou

s 
(a

 la
bo

ra
to

ry
 o

r a
 c

us
to

m
er

). 
W

e 
co

ns
id

er
 th

at
 it

 
be

lo
ng

s t
o 

th
e 

la
bo

ra
to

ry
. 

「
計
量
設
備
」
の
所
有
者
が
曖
昧
で
あ
る
（
研
究
所
か
顧

客
か
）
。
我
々
は
、
そ
れ
は
研
究
所
に
所
属
す
る
と
考
え

る
。

 

In
se

rt 
“t

he
ir”

 b
ef

or
e 

“m
ea

su
rin

g 
eq

ui
pm

en
t”

. 

「
そ
れ
ら
の
」
を
「
計
量
設
備
」
の
前
に
挿
入
す
る
。

 

 

 

JP
5 

N
A

 
3.

1,
 3

.7
 a

nd
 

3.
10

 
 

Ed
 

Th
e 

w
or

d 
"c

ha
ra

ct
er

is
e"

 is
 sh

ow
n 

as
 "c

ha
ra

ct
er

iz
e"

 in
 

U
S 

En
gl

is
h 

in
 th

e 
or

ig
in

al
 te

xt
 o

f V
IM

. I
f t

hi
s c

la
us

e 
re

fe
rs

 V
IM

 e
xa

ct
ly

, t
he

 o
rig

in
al

 fo
rm

 sh
ou

ld
 b

e 
m

ai
nt

ai
ne

d.
 

W
e 

re
co

m
m

en
d 

us
in

g 
“c

ha
ra

ct
er

iz
e”

. 

我
々
は
「
（
綴
り
に

zを
用
い
た
）
特
徴
付
け
る
」
を
使
う
こ
と
を

推
奨
す
る
。
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C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 S

ub
 

cl
au

se
 

Pa
ra

gr
ap

h
/ F

ig
ur

e/
 

T
ab

le
/ 

T
yp

e 
of

 
co

m
m

en
t2  

 
C

O
M

M
E

N
T

S 
PR

O
PO

SE
D

 C
H

A
N

G
E

 
O

B
SE

R
V

A
T

IO
N

S 
O

F 
T

H
E

 
C

O
N

V
E

N
E

R
/P

G
 

on
 e

ac
h 

co
m

m
en

t s
ub

m
itt

ed
 

 

Pa
ge

 3
 o

f 1
0 

用
語
「
特
徴
付
け
る
」
は
、

V
IM

の
元
の
文
章
で
は
米
国

英
語
の
「
特
徴
付
け
る
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ

の
項
が

V
IM

の
正
確
な
引
用
な
ら
ば
、
元
の
表
現
が
保

た
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

 

JP
6 

N
A

 
3.

4 
N

ot
e 

3 
 

Ed
 

Th
e 

ar
tic

le
 "t

he
" i

s a
dd

ed
 b

ef
or

e 
“m

ea
su

re
m

en
t r

es
ul

t”
. 

If
 th

is
 c

la
us

e 
re

fe
rs

 V
IM

 e
xa

ct
ly

 h
ow

ev
er

, t
he

 o
rig

in
al

 
ex

pr
es

si
on

 sh
ou

ld
 b

e 
m

ai
nt

ai
ne

d.
 

冠
詞
「

th
e」

が
「
測
定
結
果
」
の
前
に
追
加
さ
れ
た
。
し

か
し
、
も
し
こ
の
項
が

V
IM

の
正
確
な
引
用
な
ら
ば
、

元
の
表
現
が
保
た
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

 

W
e 

re
co

m
m

en
d 

us
in

g 
th

e 
or

ig
in

al
 e

xp
re

ss
io

n.
 

我
々
は
元
の
表
現
を
使
う
こ
と
を
推
奨
す
る
。

 

 

 

JP
7 

N
A

 
3.

13
 

m
ea

su
rin

g 
eq

ui
pm

en
t 

N
ot

es
 1

 
an

d 
2 

Ed
 

A
lth

ou
gh

 w
e 

ap
pr

ec
ia

te
 th

e 
ad

di
tio

n 
of

 tw
o 

no
te

s i
n 

2C
D

, w
e 

w
ou

ld
 li

ke
 to

 a
dd

 tw
o 

co
m

m
en

ts.
 

(1
) 

O
rig

in
al

 n
ot

es
 p

ro
vi

de
d 

fo
r D

 1
0 

sh
ou

ld
 b

e 
di

st
in

gu
is

he
d 

be
ca

us
e 

C
ha

pt
er

 3
 c

on
ta

in
s m

an
y 

no
te

s t
ra

ns
fe

rr
ed

 fr
om

 o
th

er
 p

ub
lic

at
io

ns
. T

hi
s 

co
m

m
en

t m
ay

 a
pp

ly
 to

 o
th

er
 c

la
us

es
 in

 C
ha

pt
er

 3
. 

(2
) 

In
 N

ot
e 

2,
 th

e 
ex

pr
es

si
on

 u
si

ng
 “

eq
ua

l”
 sh

ou
ld

 b
e 

ch
an

ge
d 

be
ca

us
e 

“m
ea

su
rin

g 
eq

ui
pm

en
t”

 is
 n

ot
 

al
w

ay
s c

om
pa

tib
le

 w
ith

 “
m

ea
su

rin
g 

sy
st

em
”.

 

我
々
は

2C
D
に

お
け
る
二
つ
の
付
記
の
追
加
に
感
謝
す
る

が
、
二
つ
の
コ
メ
ン
ト
を
追
加
し
た
い
。

 

(1
) 

D
10

に
追
加
さ
れ
た
固
有
の
付
記
は
区
別
さ
れ
る
べ

き
だ
。
な
ぜ
な
ら
第

3
章
は
他

の
文
献
か
ら
移
行
さ

れ
た
多
く
の
付
記
を
含
む
か
ら
。
こ
の
コ
メ
ン
ト
は

第
3
章
の
他
の

項
に
も
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

(2
) 

付
記

2
に
お
い

て
、
「
等
し
い
」
を
使
っ
た
表
現
は

変
え
る
べ
き
だ
。
な
ぜ
な
ら
「
測
定
設
備
」
は
「
測

定
シ
ス
テ
ム
」
と
常
に
同
等
で
は
な
い
か
ら
。

 

N
ot

es
 1

 a
nd

 2
 sh

ou
ld

 b
e 

di
st

in
gu

ish
ed

 a
s f

ol
lo

w
s. 

N
ot

e 
1 

fo
r D

 1
0:

 …
…

.. 

N
ot

e 
2 

fo
r D

 1
0:

 T
he

 te
rm

 “
m

ea
su

ri
ng

 e
qu

ip
m

en
t”

 m
ay

 b
e 

co
ns

id
er

ed
 e

qu
iv

al
en

t w
ith

 “
m

ea
su

ri
ng

 sy
st

em
”.

 

付
記

1
と

2
を

以
下
の
よ
う
に
区
別
す
る
。

 

D
10

の
た
め
の

付
記

1:
 …

…
 

D
10

の
た
め
の

付
記

2:
 用

語
「
測
定
設
備
」
は
「
測
定
シ
ス
テ

ム
」
と
同
等
で
あ
る
と
考
え
て
も
よ
い
。

 

 

 

JP
8 

N
A

 
3.

15
 

(la
bo

ra
to

ry
) 

an
d 

ot
he

rs
 

M
an

y 
ge

 
In

 2
C

D
, t

he
 te

rm
 “

te
st

in
g 

la
bo

ra
to

ry
” 

w
as

 re
pl

ac
ed

 
w

ith
 “

la
bo

ra
to

ry
” 

in
 m

an
y 

cl
au

se
s. 

H
ow

ev
er

, 
“l

ab
or

at
or

y”
 h

as
 a

 b
ro

ad
 sc

op
e 

in
 m

ea
ni

ng
. O

n 
th

e 
ot

he
r h

an
d,

 “
te

st 
la

bo
ra

to
ry

” 
is 

fre
qu

en
tly

 u
se

d 
in

 
O

IM
L-

C
S.

 A
ls

o,
 te

st 
fo

r t
yp

e 
ev

al
ua

tio
n 

an
d 

ve
rif

ic
at

io
n 

pl
ay

s a
n 

im
po

rta
nt

 ro
le

 in
 le

ga
l m

et
ro

lo
gy

. 
W

e 
re

co
m

m
en

d 
ad

di
ng

 a
 n

ot
e 

fo
r t

he
 O

IM
L 

m
em

be
rs

. 

W
e 

re
co

m
m

en
d 

ad
di

ng
 th

e 
no

te
 sh

ow
n 

be
lo

w
 a

s a
n 

ex
am

pl
e.

 

N
ot

e 
fo

r D
 1

0:
 In

 O
IM

L,
 “

la
bo

ra
to

ry
” 

m
ea

ns
 a

 te
st

 la
bo

ra
to

ry
 

fo
r t

yp
e 

ev
al

ua
tio

n 
an

d/
or

 v
er

ifi
ca

tio
n 

of
 m

ea
su

rin
g 

in
st

ru
m

en
ts

. 

我
々
は
、
例
え
ば
以
下
の
付
記
を
追
加
す
る
事
を
提
案
す
る
。

 

D
10

の
た
め
の

付
記

: O
IM

L
で
は
、
「
研
究
所
」
は
計
量
器
の
型

式
評
価
及
び
／
又
は
検
定
の
た
め
の
試
験
機
関
を
意
味
す
る
。
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C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 S

ub
 

cl
au

se
 

Pa
ra

gr
ap

h
/ F

ig
ur

e/
 

T
ab

le
/ 

T
yp

e 
of

 
co

m
m

en
t2  

 
C

O
M

M
E

N
T

S 
PR

O
PO

SE
D

 C
H

A
N

G
E

 
O

B
SE

R
V

A
T

IO
N

S 
O

F 
T

H
E

 
C

O
N

V
E

N
E

R
/P

G
 

on
 e

ac
h 

co
m

m
en

t s
ub

m
itt

ed
 

 

Pa
ge

 4
 o

f 1
0 

2C
D
の
多
く
の
項
に
お
い
て
、
用
語
「
試
験
機
関
」
は

「
研
究
所
」
で
置
き
換
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
「
研
究

所
」
が
意
味
す
る
範
囲
は
広
い
。
一
方
で
「
試
験
機
関
」

は
O

IM
L-

C
S
で

頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
型
式
評

価
と
検
定
の
た
め
の
試
験
は
、
法
定
計
量
で
は
重
要
な
役

割
を
果
た
す
。
我
々
は

O
IM

L
メ
ン
バ
ー
の
た
め
に
付
記

を
追
加
す
る
事
を
提
案
す
る
。

 

JP
9 

N
A

 
4.

2 
Se

nt
en

ce
 

b)
 

Ed
 

Th
is

 se
nt

en
ce

 is
 so

m
ew

ha
t u

nc
le

ar
. 

こ
の
文
章
は
、
や
や
不
明
確
で
あ
る
。

 

 

W
e 

re
co

m
m

en
d 

re
ph

ra
si

ng
 a

s s
ho

w
n 

be
lo

w
. 

b)
 to

 su
pp

or
t t

he
 v

al
id

at
io

n 
of

 th
e 

sm
al

le
st

 v
al

ue
 o

f m
ea

su
re

m
en

t 
un

ce
rt

ai
nt

y 
th

at
 c

an
 b

e 
ac

hi
ev

ed
 w

ith
 th

e 
m

ea
su

rin
g 

eq
ui

pm
en

t; 
an

d 

我
々
は
以
下
の
変
更
を
提
案
す
る
。

 

b)
 そ

の
測
定
設
備
で
達
成
で
き
る
測
定
不
確
か
さ
の
最
小
値
の
検
証

を
支
援
す
る
こ
と
、
そ
し
て

 

 

JP
10

 
N

A
 

4.
3 

1st
 a

nd
 2

nd
 

se
nt

en
ce

s 
Ed

 
Th

es
e 

se
nt

en
ce

s a
re

 so
m

ew
ha

t u
nc

le
ar

. T
he

 
ex

pr
es

si
on

s u
si

ng
 “

w
he

n”
 a

nd
 “

ho
w

” 
m

ig
ht

 b
e 

ch
an

ge
d 

al
th

ou
gh

 w
e 

un
de

rs
ta

nd
 w

ha
t i

s i
nt

en
de

d.
 T

he
 2

nd
 

se
nt

en
ce

 sh
ou

ld
 b

e 
al

so
 a

m
en

de
d.

 

こ
の
文
章
は
、
や
や
不
明
確
で
あ
る
。
「
い
つ
」
、
「
ど

の
よ
う
に
」
を
使
っ
た
表
現
は
、
そ
の
意
図
は
分
か
る

が
、
変
え
た
方
が
良
い
。
第

2
文
も
ま
た
修
正
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

 

 

W
e 

re
co

m
m

en
d 

re
ph

ra
si

ng
 a

s s
ho

w
n 

be
lo

w
. 

O
ne

 o
f t

he
 m

os
t s

ig
ni

fic
an

t d
ec

is
io

ns
 re

ga
rd

in
g 

th
e 

ca
lib

ra
tio

n 
is

 
tim

in
g 

an
d 

fr
eq

ue
nc

y 
fo

r i
m

pl
em

en
ta

tio
n.

  M
an

y 
fa

ct
or

s 
in

flu
en

ce
 th

e 
tim

e 
in

te
rv

al
 b

et
w

ee
n 

ca
lib

ra
tio

ns
, a

nd
 th

ey
 sh

ou
ld

 
be

 ta
ke

n 
in

to
 a

cc
ou

nt
 b

y 
th

e 
la

bo
ra

to
ry

. 

我
々
は
以
下
の
よ
う
な
変
更
を
提
案
す
る
。

 

校
正
に
関
す
る
あ
る
重
要
な
決
断
は
、
実
施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
頻
度

で
あ
る
。
校
正
の
時
間
間
隔
に
は
多
く
の
影
響
因
子
が
あ
り
、
こ
れ

ら
は
研
究
所
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

 

 

JP
11

 
N

A
 

4.
4 

1st
 

se
nt

en
ce

 
an

d 
se

nt
en

ce
 

b)
 

Ed
 

In
 th

e 
1st  

se
nt

en
ce

, t
he

 e
xp

re
ss

io
n 

co
ul

d 
be

 re
ph

ra
se

d.
 

Th
e 

se
nt

en
ce

 b
) i

s u
nc

le
ar

 p
ar

tly
. 

第
1
文
に
お
い

て
表
現
を
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
第

2
文

は
部
分
的
に
不
明
確
で
あ
る
。

 

 

Th
e 

se
nt

en
ce

s s
ho

ul
d 

re
ad

 a
s f

ol
lo

w
s. 

Th
e 

ca
lib

ra
tio

n 
re

co
rd

s m
ay

 b
e 

us
ed

 fo
r d

et
er

m
in

in
g 

th
e 

re
ca

lib
ra

tio
n 

in
te

rv
al

, w
he

n 
th

e 
ca

lib
ra

tio
ns

 a
re

 p
er

fo
rm

ed
 a

t 
ap

pr
op

ri
at

e 
co

nd
iti

on
s i

nc
lu

di
ng

, b
ut

 n
ot

 li
m

ite
d 

to
, t

he
 

fo
llo

w
in

g 
ca

se
s:

 

a)
 …

…
…

…
…

…
…

. 

b)
 c

al
ib

ra
tio

n 
an

d 
m

ea
su

re
m

en
t c

ap
ab

ili
tie

s w
ith

 
de

m
on

st
ra

tio
ns

 o
f m

et
ro

lo
gi

ca
l t

ra
ce

ab
ili

ty
 a

re
 p

ro
vi

de
d 

by
 th

e 
la

bo
ra

to
ri

es
 th

at
 h

av
e 

be
en

 a
cc

re
di

te
d 

by
 a

n 
ac

cr
ed

ita
tio

n 
bo

dy
 

su
bj

ec
t t

o 
th

e 
IL

AC
 M

RA
 (I

nt
er

na
tio

na
l L

ab
or

at
or

y 
Ac

cr
ed

ita
tio

n 
Co

op
er

at
io

n 
M

ut
ua

l R
ec

og
ni

tio
n 

Ar
ra

ng
em

en
t),

 
or

 b
y 

an
 a

cc
re

di
ta

tio
n 

bo
dy

 u
nd

er
 re

gi
on

al
 a

rr
an

ge
m

en
ts

 
re

co
gn

is
ed

 b
y 

IL
AC

. 

こ
れ
ら
の
文
章
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
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G
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m
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m
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Pa
ge

 5
 o

f 1
0 

校
正
が
、
以
下
の
場
合
を
含
む
が
こ
れ
ら
に
限
ら
な
い
適
切
な
環
境

に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、
再
校
正
周
期
の
決
定
に
校
正
記
録

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

:  

a)
 …

…
…

…
. 

b)
 計

量
計
測
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
証
を
伴
う
校
正
測
定
能
力

が
、

IL
AC

 M
RA

（
国
際
試
験
所
認
定
会
議

 相
互
承
認
の
取
決
め
）

に
参
加
す
る
認
定
機
関
、
又
は

IL
AC

が
認
め
た
地
域
的
な
相
互
承

認
の
取
決
め
に
参
加
す
る
認
定
機
関
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
研
究
所

に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
。
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A
 

4.
5 

A
ll 

Ed
 

Th
is

 c
la

us
e 

is
 n

ot
 c

le
ar

. 

こ
の
項
は
明
確
で
は
な
い
。

 

 

Th
e 

cl
au

se
 sh

ou
ld

 re
ad

 a
s f

ol
lo

w
s. 

W
he

n 
de

te
rm

in
in

g 
th

e 
re

ca
lib

ra
tio

n 
in

te
rv

al
s, 

th
e 

co
st

s o
f 

re
ca

lib
ra

tio
ns

 n
or

m
al

ly
 c

an
no

t b
e 

ig
no

re
d.

 T
he

 c
os

ts
 n

ee
d 

to
 b

e 
ba

la
nc

ed
 a

ga
in

st 
in

cr
ea

se
d 

ri
sk

s i
n 

te
rm

s o
f q

ua
lit

y 
of

 
m

ea
su

re
m

en
t w

hi
ch

 a
ri

se
s f

ro
m

 in
cr

ea
se

d 
m

ea
su

re
m

en
t 

un
ce

rt
ai

nt
ie

s u
nd

er
 lo

ng
er

 re
ca

lib
ra

tio
n 

in
te

rv
al

s. 
 

こ
の
項
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

 

再
校
正
周
期
を
決
定
す
る
際
に
は
、
再
校
正
の
コ
ス
ト
を
通
常
は
無

視
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
長
い
再
校
正
周

期
に
お
い
て
増
加
し
た
測
定
不
確
か
さ
に
起
因
す
る
測
定
の
品
質
に

対
す
る
リ
ス
ク
に
対
す
る
バ
ラ
ン
ス
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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5.
1 

 
A

ll 
Ed

 
In

 th
e 

1st  
se

nt
en

ce
, t

he
 e

xp
re

ss
io

n 
co

ul
d 

be
 re

ph
ra

se
d.

 
In

 th
e 

se
nt

en
ce

s a
) a

nd
 e

), 
us

e 
th

e 
ex

pr
es

si
on

 
“m

ea
su

re
m

en
t u

nc
er

ta
in

ty
” 

w
hi

ch
 is

 u
se

d 
fr

eq
ue

nt
ly

 in
 

th
is

 d
ra

ft.
  

In
 th

e 
se

nt
en

ce
 d

), 
a 

co
m

po
ne

nt
 is

 n
ot

 a
lw

ay
s i

ns
id

e 
th

e 
eq

ui
pm

en
t. 

W
e 

pr
op

os
e 

re
ph

ra
si

ng
 o

th
er

 se
nt

en
ce

s f
or

 b
et

te
r 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
as

 sh
ow

n 
in

 th
e 

rig
ht

 c
ol

um
n.

 

第
1
文
に
お
い

て
表
現
を
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
文
章

a)
と

e)
で
は
、
こ
の
草
案
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る
「
測
定
不

確
か
さ
」
と
い
う
表
現
を
使
う
。

 

文
章

d)
で
は
、
構
成
部
分
は
常
に
測
定
設
備
の
内
部
に
あ

る
と
は
限
ら
な
い
。

 

右
の
列
に
示
す
よ
う
に
、
よ
り
よ
い
理
解
の
た
め
に
他
の

文
章
に
も
変
更
を
提
案
す
る
。

 

 

R
ep

hr
as

e 
th

e 
cl

au
se

 a
s f

ol
lo

w
s. 

5.
1 

Th
e 

in
iti

al
 d

ec
is

io
n 

in
 d

et
er

m
in

in
g 

th
e 

re
ca

lib
ra

tio
n 

in
te

rv
al

 
is

 b
as

ed
 th

e 
fa

ct
or

s i
nc

lu
di

ng
, b

ut
 n

ot
 li

m
ite

d 
to

, t
he

 fo
llo

w
in

g:
  

a)
 m

ea
su

re
m

en
t u

nc
er

ta
in

ty
 re

qu
ir

ed
 o

r …
 

b)
 ri

sk
 o

f t
he

 m
ea

su
ri

ng
 e

qu
ip

m
en

t w
hi

ch
 h

as
 a

n 
er

ro
r i

n 
us

e 
ex

ce
ed

in
g 

th
e 

m
ax

im
um

 p
er

m
is

si
bl

e 
er

ro
r;

 

c)
 ri

sk
 a

ss
es

sm
en

t a
na

ly
si

s r
eg

ar
di

ng
 th

e 
ca

se
s, 

e.
g.

, i
nc

or
re

ct
 

de
te

rm
in

at
io

ns
 o

f t
he

 re
ca

lib
ra

tio
n 

in
te

rv
al

 a
nd

 u
se

 o
f 

m
ea

su
ri

ng
 e

qu
ip

m
en

t o
ut

 o
f c

al
ib

ra
tio

n 
or

 w
ith

 a
 si

gn
ifi

ca
nt

 
dr

ift
. S

uc
h 

ca
se

s a
re

 n
ot

 c
on

si
de

re
d 

as
 tr

ac
ea

bl
e 

an
ym

or
e;

 

d)
 ty

pe
 o

f m
ea

su
ri

ng
 e

qu
ip

m
en

t a
nd

 it
s i

nn
er

 c
om

po
ne

nt
s;

 

e)
 …

 (e
.g

. s
ug

ge
st

io
ns

 fr
om

 th
e 

m
an

uf
ac

tu
re

r w
he

n 
th

e 
m

ea
su

re
m

en
t u

nc
er

ta
in

ty
 is

 re
qu

ir
ed

 …
…

);
 

…
…

…
…

.. 

j) 
in

flu
en

ce
 o

f a
 c

ha
ng

e 
in

 th
e 

ch
ar

ac
te

ri
st

ic
s o

f t
he

 m
ea

su
ri

ng
 

eq
ui

pm
en

t o
n 

th
e 

m
ea

su
re

d 
qu

an
tit

y 
…
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Pa
ge

 6
 o

f 1
0 

k)
 p

oo
le

d 
or

 p
ub

lis
he

d 
da

ta
ba

se
 a

bo
ut

 th
e 

sa
m

e 
or

 si
m

ila
r 

m
ea

su
ri

ng
 e

qu
ip

m
en

t; 

l) 
fr

eq
ue

nc
y 

of
 c

om
pa

ri
so

ns
 b

et
w

ee
n 

ot
he

r r
ef

er
en

ce
 st

an
da

rd
s 

or
 m

ea
su

ri
ng

 in
st

ru
m

en
ts

; 

m
) f

re
qu

en
cy

, q
ua

lit
y 

an
d 

re
su

lts
 o

f i
nt

er
m

ed
ia

te
 re

ca
lib

ra
tio

ns
 

or
 c

om
pa

ri
so

ns
; 

n)
 tr

an
sp

or
ta

tio
n 

ar
ra

ng
em

en
ts

 o
f t

he
 m

ea
su

ri
ng

 e
qu

ip
m

en
t a

nd
 

as
so

ci
at

ed
 ri

sk
s;

 

…
…

…
…

.. 

こ
の
項
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

 

5.
1 
再
校
正
周
期
に
関
す
る
最
初
の
決
定
は
、
以
下
の
も
の
を
含
む

が
こ
れ
ら
に
限
ら
な
い
要
因
に
基
づ
く
：

 

a)
 測

定
不
確
か
さ
の
要
求
又
は

…
 

b)
 最

大
許
容
誤
差
を
超
え
る
使
用
中
誤
差
を
も
つ
測
定
設
備
の
リ
ス

ク
; 

c)
 例

え
ば
、
再
校
正
周
期
の
不
適
切
な
決
定
や
、
校
正
が
さ
れ
て
い

な
い
又
は
大
き
な
ド
リ
フ
ト
を
伴
う
測
定
設
備
を
使
用
し
た
場
合
に

関
わ
る
リ
ス
ク
評
価
分
析
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
も
は

や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

; 

d)
 測

定
設
備
の
タ
イ
プ
と
そ
の
内
部
の
構
成
部
分

; 

e)
 …

（
例
え
ば
、
測
定
不
確
か
さ
が
要
求
さ
れ
た
場
合
の
製
造
事
業

者
に
よ
る
助
言
）

; 

…
…

…
…

…
 

j) 
測
定
設
備
の
特
性
の
変
化
が
測
定
量
に
与
え
る
影
響

 …
; 

k)
 同

じ
又
は
同
様
な
測
定
設
備
に
対
し
て
蓄
え
ら
れ
た
又
は
公
開
さ

れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

; 

l) 
他
の
参
照
標
準
ま
た
は
測
定
設
備
に
対
す
る
比
較
測
定
の
頻
度

; 

m
) 中

間
的
な
再

校
正
又
は
比
較
測
定
の
頻
度
、
品
質
、
結
果

; 

n)
 測

定
設
備
の
移
設
の
手
続
き
と
、
そ
れ
に
伴
う
リ
ス
ク

; 

…
…

…
.. 
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N

A
 

5.
2 

1st
 a

nd
 2

nd
 

se
nt

en
ce

s 
Ed

 
R

ep
hr

as
e 

so
m

e 
se

nt
en

ce
s f

or
 b

et
te

r u
nd

er
sta

nd
in

g.
 

い
く
つ
か
の
文
章
を
、
よ
り
よ
い
理
解
の
た
め
に
変
更
す

る
。

 

In
 th

e 
1st  

se
nt

en
ce

, r
ep

la
ce

 “
a 

pe
rs

on
 o

r b
y 

pe
rs

on
s”

 w
ith

 
“p

er
so

nn
el

”.
 R

ep
hr

as
e 

th
e 

2nd
 se

nt
en

ce
 a

s f
ol

lo
w

s. 
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Pa
ge

 7
 o

f 1
0 

 
An

 e
sti

m
at

e 
sh

ou
ld

 b
e 

m
ad

e 
fo

r e
ac

h 
pi

ec
e 

(o
r a

 g
ro

up
 o

f p
ie

ce
s)

 
of

 m
ea

su
ri

ng
 e

qu
ip

m
en

t a
s t

o 
th

e 
tim

e 
pe

ri
od

 in
 w

hi
ch

 th
e 

pi
ec

e(
s)

 is
 li

ke
ly

 to
 re

m
ai

n 
wi

th
in

 th
e 

pr
es

cr
ib

ed
 li

m
its

 to
 th

e 
ac

cu
ra

cy
 (e

.g
., 

m
ax

im
um

 p
er

m
is

si
bl

e 
er

ro
r)

 a
fte

r a
 c

al
ib

ra
tio

n.
 

最
初
の
文
章
で
、
「
一
人
の
人
間
ま
た
は
複
数
の
人
間
」
を
「
職

員
」
に
置
き
換
え
る
。
第

2
文

を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

 

測
定
設
備
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
器
（
又
は
機
器
の
グ
ル
ー
プ
）
に
対
し

て
、
校
正
の
後
に
、
そ
の
機
器
が
規
定
さ
れ
た
精
度
限
界
（
例
え
ば

最
大
許
容
誤
差
）
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
る
時
間
に
つ
い
て
、
見
積
も

り
が
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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6.
1.

1 
1st

 
se

nt
en

ce
 

G
e/

ed
 

Pr
op

os
e 

to
 c

ha
ng

e 
th

e 
w

or
d 

“e
sta

bl
is

he
d”

 a
s s

ho
w

n 
in

 
th

e 
rig

ht
 c

ol
um

n.
  

A
ls

o,
 “

1.
 In

tro
du

ct
io

n”
 d

oe
s n

ot
 se

em
s t

o 
re

fe
r t

he
 

ad
ju

st
m

en
t o

f t
he

 re
ca

lib
ra

tio
n 

in
te

rv
al

s t
o 

op
tim

is
e 

th
e 

ba
la

nc
e 

of
 ri

sk
s a

nd
 c

os
ts

.  

用
語
「
確
立
さ
れ
た
」
を
右
の
よ
う
に
変
え
る
こ
と
を
提

案
す
る
。

 

ま
た
「

1.
序
論
」
は
、
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を

最
適
化
し
た
再
校
正
周
期
の
調
整
に
は
言
及
し
て
い
な
い

よ
う
に
見
え
る
。

 

 

In
 th

e 
1st  

se
nt

en
ce

, r
ep

la
ce

 “
es

ta
bl

is
he

d”
 w

ith
 “

co
nd

uc
te

d”
, a

nd
 

de
le

te
 “

as
 st

at
ed

 in
 th

e 
in

tro
du

ct
io

n”
 a

s f
ol

lo
w

s. 

O
nc

e 
ca

lib
ra

tio
n 

ha
s b

ee
n 

co
nd

uc
te

d 
on

 a
 ro

ut
in

e 
ba

si
s (

…
), 

ad
ju

st
m

en
t o

f t
he

 re
ca

lib
ra

tio
n 

in
te

rv
al

s s
ho

ul
d 

be
 p

os
si

bl
e 

in
 

or
de

r t
o 

op
tim

is
e 

th
e 

ba
la

nc
e 

of
 ri

sk
s a

nd
 c

os
ts

 a
s s

ta
te

d 
in

 th
e 

in
tr

od
uc

tio
n.

 

第
1
文
に
お
い

て
以
下
の
よ
う
に
、
「
確
立
さ
れ
た
」
を
「
実
施
さ

れ
た
」
に
置
き
換
え
、
更
に
「
序
論
で
述
べ
た
と
お
り
」
を
削
除
す

る
。

 

決
ま
っ
た
手
順
と
し
て
一
度
校
正
が
実
施
さ
れ
た
ら
（

…
）
、
リ
ス

ク
と
コ
ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
に
、
序
論
で
述
べ
た
と
お

り
、
再
校
正
周
期
の
調
整
を
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
。

 

 

JP
16

 
N

A
 

6.
1.

2 
Th

e 
la

st 
se

nt
en

ce
 

e)
 

Ed
 

Th
is

 se
nt

en
ce

 is
 n

ot
 c

le
ar

. 

こ
の
文
章
は
明
確
で
は
な
い
。

 

 

Th
e 

se
nt

en
ce

 sh
ou

ld
 re

ad
 a

s f
ol

lo
w

s. 

e)
 d

at
a 

ar
e 

av
ai

la
bl

e 
re

ga
rd

in
g 

th
e 

hi
st

or
y 

of
 c

al
ib

ra
tio

n 
of

 th
e 

m
ea

su
ri

ng
 e

qu
ip

m
en

t …
.. 

こ
の
項
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

 

e)
 測

定
設
備
の
校
正
履
歴
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
入
手
可
能
で
あ
る

…
 

 

JP
17

 
N

A
 

6.
1.

4 
1s

t 
se

nt
en

ce
 

Te
/e

d 
Th

is
 se

nt
en

ce
 is

 n
ot

 c
le

ar
. 

こ
の
文
章
は
明
確
で
は
な
い
。

 

 

Th
e 

se
nt

en
ce

 sh
ou

ld
 re

ad
 a

s f
ol

lo
w

s. 

A 
sy

st
em

 b
as

ed
 o

n 
so

-c
al

le
d 

“e
ng

in
ee

r’
s i

nt
ui

tio
n”

, i
n 

w
hi

ch
 a

 
fix

ed
 re

ca
lib

ra
tio

n 
in

te
rv

al
 is

 m
ai

nt
ai

ne
d 

w
ith

ou
t a

 re
vi

ew
, i

s n
ot

 
co

ns
id

er
ed

 a
s r

el
ia

bl
e 

an
d 

it 
is

 th
er

ef
or

e 
no

t r
ec

om
m

en
de

d.
 

こ
の
項
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

 

固
定
さ
れ
た
初
期
再
校
正
間
隔
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ

る
、
い
わ
ゆ
る
“
技
術
者
の
勘
”
に
基
づ
く
シ
ス
テ
ム
は
十
分
に
信

頼
で
き
る
も
の
と
は
み
な
さ
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
は
推
奨
さ
れ
な

い
。
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JP
18

 
N

A
 

6.
2.

1 
N

ot
e 

2nd
 a

nd
 

4th
 

se
nt

en
ce

s 

Te
/e

d 
In

 th
e 

2nd
 se

nt
en

ce
, t

he
 m

ea
ni

ng
 o

f “
th

us
 th

e 
us

er
 sh

al
l 

co
m

pr
om

is
e 

th
e 

re
su

lts
” 

is
 a

m
bi

gu
ou

s. 
D

oe
s i

t m
ea

n 
“t

he
 u

se
r i

s c
on

tro
lle

d 
by

 th
e 

re
su

lts
 u

np
re

di
ct

ab
ly

”?
 

In
 th

e 
4t

h 
se

nt
en

ce
, M

et
ho

d 
1 

is
 ju

st
 e

xp
la

in
ed

 a
bo

ve
 in

 
th

is
 c

la
us

e 
no

t i
n 

th
e 

en
tir

e 
D

oc
um

en
t. 

第
2
文
に
お
い

て
、
「
こ
の
よ
う
に
ユ
ー
ザ
ー
は
結
果
に

妥
協
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
意
味
は
曖
昧
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
ユ
ー
ザ
ー
が
結
果
に
よ
っ
て
予
測
で
き
な
い
影

響
を
受
け
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
の
か

? 

第
4
文
に
お
い

て
手
法

1
は
、

こ
の
文
書
全
体
で
は
な

く
、
こ
の
項
の
す
ぐ
上
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

 

W
e 

ca
nn

ot
 p

ro
po

se
 a

ny
 c

ha
ng

es
 fo

r t
he

 2
nd

 se
nt

en
ce

. T
he

 4
th

 
se

nt
en

ce
 sh

ou
ld

 b
e 

re
ph

ra
se

d 
as

 fo
llo

w
s. 

A 
si

m
ila

r p
oi

nt
 o

f v
ie

w
 m

ay
 th

er
ef

or
e 

al
so

 a
pp

ly
 to

 M
et

ho
d 

1 
ex

pl
ai

ne
d 

in
 th

is 
C

la
us

e.
 

第
2
文
に
つ
い

て
は
、
我
々
に
は
提
案
は
な
い
。
第

4
文
は
以

下
の

通
り
修
正
す
る
。

 

同
様
な
見
解
は
、
こ
の
項
で
説
明
さ
れ
た
手
法

1
に
も
当
て
は
ま

る
。
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N

A
 

6.
3.

2 
3rd

 a
nd

 4
th

 
se

nt
en

ce
s 

Te
/e

d 
Th

es
e 

se
nt

en
ce

s a
re

 n
ot

 c
le

ar
.  

こ
の
文
章
は
明
確
で
は
な
い
。

 

 

Th
e 

se
nt

en
ce

s s
ho

ul
d 

re
ad

 a
s f

ol
lo

w
s i

f w
e 

un
de

rs
ta

nd
 c

or
re

ct
ly

. 

A 
co

ns
id

er
ab

le
 v

ar
ia

tio
n 

of
 th

e 
re

ca
lib

ra
tio

n 
in

te
rv

al
 fr

om
 th

e 
pr

es
cr

ib
ed

 in
te

rv
al

 is
 p

os
si

bl
e 

wi
th

ou
t i

nv
al

id
at

in
g 

th
e 

ca
lc

ul
at

io
n 

re
su

lts
. B

ec
au

se
 th

e 
re

lia
bi

lit
y 

of
 th

is
 p

ro
ce

du
re

 is
 

kn
ow

n,
 th

e 
ca

lc
ul

at
io

n 
th

eo
re

tic
al

ly
 g

iv
es

 a
n 

ef
fic

ie
nt

 
re

ca
lib

ra
tio

n 
in

te
rv

al
 a

t l
ea

st
. F

ur
th

er
m

or
e,

 th
e 

ca
lc

ul
at

io
n 

of
 

th
e 

di
sp

er
si

on
 o

f t
he

 re
su

lts
 w

ill
 in

di
ca

te
 w

he
th

er
 th

e 
ac

cu
ra

cy
 

lim
its

 sp
ec

ifi
ed

 b
y 

th
e 

m
an

uf
ac

tu
re

r a
re

 re
as

on
ab

le
 a

nd
 th

e 
an

al
ys

is
 o

f t
he

 in
st

ru
m

en
ta

l d
ri

ft 
m

ay
 in

di
ca

te
 th

e 
ca

us
e 

of
 th

e 
dr

ift
. 

も
し
我
々
が
正
し
く
理
解
す
る
な
ら
、
こ
の
文
章
を
以
下
の
通
り
変

更
す
る
。

 

規
定
さ
れ
た
再
校
正
間
隔
か
ら
の
間
隔
の
相
当
量
の
変
化
は
、
計
算

結
果
を
無
効
に
す
る
こ
と
な
く
可
能
で
あ
る
。
こ
の
手
順
の
信
頼
性

は
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
計
算
は
、
少
な
く
と
も
理
論
上
は
効

率
的
な
校
正
間
隔
を
与
え
る
。
さ
ら
に
結
果
の
ば
ら
つ
き
の
計
算

は
、
製
造
者
が
規
定
し
た
精
度
限
界
が
合
理
的
か
ど
う
か
を
示
し
、

計
器
の
ド
リ
フ
ト
の
分
析
は
そ
の
ド
リ
フ
ト
の
原
因
を
示
す
で
あ
ろ

う
。
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N
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1 
Th

e 
la

st 
se

nt
en

ce
 

Te
/E

d 
Th

e 
“a

ut
om

at
ic

 c
he

ck
 (t

im
er

)”
 m

ay
 n

ot
 b

e 
av

ai
la

bl
e 

fo
r 

so
m

e 
ki

nd
s o

f e
qu

ip
m

en
t. 

「
自
動
チ
ェ
ッ
ク
（
タ
イ
マ
ー
）
」
は
一
部
の
測
定
設
備

で
は
利
用
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

 

 

Th
e 

se
nt

en
ce

 sh
ou

ld
 re

ad
 a

s f
ol

lo
w

s. 

An
ot

he
r a

dv
an

ta
ge

 o
f t

hi
s m

et
ho

d 
is

 th
at

 a
n 

au
to

m
at

ic
 ti

m
er

 fo
r 

th
e 

ho
ur

s o
f u

se
 o

f t
he

 m
ea

su
ri

ng
 e

qu
ip

m
en

t m
ay

 b
e 

av
ai

la
bl

e.
 

こ
の
項
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

 

こ
の
方
法
の
も
う
一
つ
の
利
点
は
、
測
定
設
備
の
使
用
時
間
に
対
す

る
自
動
タ
イ
マ
ー
が
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
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N

A
 

6.
4.

2 
c)

 
2nd

 
se

nt
en

ce
 

Ed
 

Th
is

 se
nt

en
ce

 is
 n

ot
 c

le
ar

. 
Th

e 
se

nt
en

ce
 sh

ou
ld

 re
ad

 a
s f

ol
lo

w
s. 
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Pa
ge

 9
 o

f 1
0 

こ
の
文
章
は
明
確
で
は
な
い
。

 

 

Si
nc

e 
us

er
s m

ay
 b

e 
in

te
rf

er
ed

 w
ith

 th
e 

in
st

al
la

tio
n 

of
 ti

m
er

s, 
ad

di
tio

na
l s

up
er

vi
si

on
 m

ay
 b

e 
re

qu
ir

ed
 fo

r t
he

 u
se

rs
 w

hi
ch

 w
ill

 
in

cr
ea

se
 th

e 
co

sts
; a

nd
 

こ
の
項
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

 

ユ
ー
ザ
ー
が
タ
イ
マ
ー
の
設
置
に
煩
わ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
コ
ス
ト
増
に
繋
が
る
新
た
な
管
理
作
業
が
ユ
ー
ザ
ー
に
要
求
さ

れ
る
か
も
知
れ
な
い
、
そ
し
て

 

JP
22

 
N

A
 

6.
4.

2 
d)

 
1st

 
se

nt
en

ce
 

Te
/E

d 
Th

is
 se

nt
en

ce
 is

 n
ot

 c
le

ar
. 

こ
の
文
章
は
明
確
で
は
な
い
。

 

 

Th
e 

se
nt

en
ce

 sh
ou

ld
 re

ad
 a

s f
ol

lo
w

s. 

d)
 th

e 
pl

an
ni

ng
 o

f r
ec

al
ib

ra
tio

n 
w

or
k 

is
 m

or
e 

di
ffi

cu
lt 

in
 

co
m

pa
ri

so
n 

w
ith

 th
e 

pr
oc

ed
ur

es
 o

f t
he

 M
et

ho
ds

 1
 a

nd
 2

 si
nc

e 
th

e 
us

er
 c

an
no

t p
re

di
ct

 p
re

ci
se

ly
 w

he
n 

th
e 

ne
xt

 c
al

ib
ra

tio
n 

is 
re

qu
ir

ed
. 

こ
の
項
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

 

d)
 再

校
正
作
業
の
計
画
は
手
法

1
と

2
に
比
べ
て

難
し
く
な
る
。
な

ぜ
な
ら
ユ
ー
ザ
ー
は
、
い
つ
次
の
校
正
が
必
要
に
な
る
か
と
い
う
こ

と
を
正
確
に
は
予
測
で
き
な
い
か
ら
。

 

 

JP
23

 
N

A
 

6.
5.

1 
1st

 a
nd

 2
nd

 
se

nt
en

ce
s 

Te
/E

d 
Th

es
e 

se
nt

en
ce

s a
re

 n
ot

 c
le

ar
. 

こ
の
文
章
は
明
確
で
は
な
い
。

 

 

Th
e 

se
nt

en
ce

s s
ho

ul
d 

re
ad

 a
s f

ol
lo

w
s. 

Th
is

 m
et

ho
d 

of
 e

va
lu

at
in

g 
a 

re
ca

lib
ra

tio
n 

in
te

rv
al

 is
 a

 v
ar

ia
nt

 o
f 

M
et

ho
ds

 1
 a

nd
 2

 a
nd

 m
ay

 p
ro

ve
 to

 b
e 

m
or

e 
ef

fe
ct

iv
e 

th
an

 a
 

m
et

ho
d 

ap
pl

ie
d 

to
 th

e 
co

m
pl

et
e 

m
ea

su
ri

ng
 e

qu
ip

m
en

t. 
It 

is
 

pa
rt

ic
ul

ar
ly

 su
ita

bl
e 

w
he

n 
on

ly
 th

e 
pa

rt
 o

f t
he

 e
qu

ip
m

en
t, 

w
hi

ch
 

pr
ov

id
es

 a
 re

fe
re

nc
e/

w
or

ki
ng

 st
an

da
rd

, i
s c

al
ib

ra
te

d 
ea

si
ly

 a
nd

 
qu

ic
kl

y.
 

こ
の
項
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

 

こ
の
再
校
正
周
期
の
評
価
手
法
は
、
手
法

1 
及
び

2 
の
変
化
形
で
あ

り
、
完
全
な
測
定
設
備
に
対
す
る
手
法
よ
り
も
効
果
的
な
場
合
が
あ

る
。
こ
れ
は
特
に
、
そ
の
設
備
の
参
照
／
実
用
標
準
を
提
供
す
る
部

分
の
み
を
、
容
易
か
つ
迅
速
に
校
正
す
る
場
合
に
適
し
て
い
る
。

 

 

JP
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N

A
 

6.
7 

C
om

pa
ris

on
 

of
 m

et
ho

ds
 

 

Ti
tle

  
Ed

 
Th

e 
fu

ll 
na

m
e 

“m
et

ho
ds

 o
f r

ev
ie

w
in

g 
re

ca
lib

ra
tio

n 
in

te
rv

al
s”

 is
 g

iv
en

 in
 th

e 
tit

le
 o

f C
ha

pt
er

 6
 a

nd
 a

 sh
or

t 
na

m
e 

“m
et

ho
d”

 is
 u

se
d 

fre
qu

en
tly

 in
 th

is
 c

ha
pt

er
. B

ut
 

its
 m

ea
ni

ng
 is

 so
m

et
im

es
 a

m
bi

gu
ou

s. 
Th

e 
cl

au
se

 ti
tle

 
of

 6
.7

 sh
ou

ld
 in

di
ca

te
 th

e 
fu

ll 
na

m
e 

ag
ai

n 
be

ca
us

e 
th

is
 

is
 a

 su
m

m
ar

y 
of

 C
ha

pt
er

 6
.  

To
 a

vo
id

 c
on

fu
sio

n,
 a

dd
 a

n 
ex

pr
es

si
on

 to
 re

vi
se

 th
e 

cl
au

se
 ti

tle
 

to
 “

C
om

pa
ris

on
 o

f m
et

ho
ds

 o
f r

ev
ie

w
in

g 
re

ca
lib

ra
tio

n 
in

te
rv

al
s”

.  

混
乱
を
防
ぐ
た
め
、
表
現
を
補
っ
て
項
の
タ
イ
ト
ル
を
「
校
正
周
期

を
見
直
す
手
法
の
比
較
」
に
修
正
す
る
。
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Pa
ge

 1
0 

of
 1

0 

完
全
名
称
「
校
正
周
期
を
見
直
す
手
法
」
は

6
章
の
タ
イ

ト
ル
で
提
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
短
い
名
称
「
手
法
」
は

第
6
章
で
頻
繁

に
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
意
味
は

時
と
し
て
曖
昧
で
あ
る
。

6.
7
の
タ
イ
ト
ル
は
そ
の
完
全

な
名
称
を
再
び
示
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
項

は
6
章
の
ま
と

め
で
あ
る
か
ら
。
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1 
al

l 
G

e/
Ed

 
In

 th
e 

1st  
se

nt
en

ce
, w

e 
pr

op
os

e 
cl

ar
ify

in
g 

th
at

 “
on

e 
m

et
ho

d”
 m

ea
ns

 o
ne

 o
f M

et
ho

ds
 1

 to
 5

 e
xp

la
in

ed
 in

 6
.2

 
to

 6
.6

.  

R
eg

ar
di

ng
 th

e 
2nd

 se
nt

en
ce

, t
he

 fa
ct

or
s t

o 
be

 c
on

sid
er

ed
 

by
 th

e 
la

bo
ra

to
ry

 w
hi

le
 c

ho
os

in
g 

a 
re

vi
ew

in
g 

m
et

ho
d 

is
 

no
t o

nl
y 

th
e 

lo
ca

tio
n 

of
 u

se
. A

s i
t w

as
 a

lre
ad

y 
m

en
tio

ne
d 

in
 4

, 5
 a

nd
 6

.1
, t

he
re

 a
re

 m
an

y 
fa

ct
or

s 
in

cl
ud

in
g 

co
st

s a
nd

 ri
sk

s. 
W

e 
re

co
m

m
en

d 
re

ph
ra

si
ng

 
th

is
 c

la
us

e 
us

in
g 

a 
m

or
e 

ge
ne

ra
l e

xp
re

ss
io

n.
 

第
1
文
に
お
い

て
、
「
一
つ
の
手
法
」
と
は
、

6.
2
項
か

ら
6.

6
項
で
説
明
さ
れ
た
手
法

1
か
ら

5
の
一
つ

で
あ
る

こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
を
我
々
は
提
案
す
る
。

 

第
2
文
に
お
い

て
、
見
直
し
手
法
を
選
ぶ
際
に
研
究
所
に

よ
っ
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
因
は
使
用
場
所
だ
け
で
は
な

い
。

4,
 5

, 6
.1
に
お
い
て
既
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
コ

ス
ト
や
リ
ス
ク
を
含
め
た
多
く
の
要
因
が
あ
る
。
我
々
は

こ
の
項
を
、
も
っ
と
一
般
的
な
表
現
を
使
っ
て
書
き
換
え

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

 

 

Th
e 

cl
au

se
 sh

ou
ld

 re
ad

 a
s f

ol
lo

w
s. 

In
 M

et
ho

ds
 1

 to
 5

 d
es

cr
ib

ed
 in

 6
.2

 to
 6

.6
, r

es
pe

ct
iv

el
y,

 n
o 

on
e 

m
et

ho
d 

is
 id

ea
lly

 su
ite

d 
fo

r t
he

 fu
ll 

ra
ng

e 
of

 m
ea

su
ri

ng
 

eq
ui

pm
en

t e
nc

ou
nt

er
ed

 (s
ee

 T
ab

le
 1

). 
Th

e 
la

bo
ra

to
ry

 m
ay

 
ch

oo
se

 th
e 

m
os

t a
pp

ro
pr

ia
te

 re
vi

ew
in

g 
m

et
ho

d 
fo

r a
 c

at
eg

or
y 

of
 

m
ea

su
ri

ng
 e

qu
ip

m
en

t c
on

si
de

ri
ng

 a
 v

ar
ie

ty
 o

f f
ac

to
rs

 d
is

cu
ss

ed
 

in
 C

la
us

es
 4

, 5
 a

nd
 6

.1
. F

ur
th

er
m

or
e,

 it
 sh

ou
ld

 b
e 

no
te

d 
th

at
 th

e 
ch

oi
ce

 w
ill

 b
e 

af
fe

ct
ed

 b
y 

th
e 

fa
ct

 w
he

th
er

 th
e 

la
bo

ra
to

ry
 in

te
nd

s 
to

 in
tr

od
uc

e 
a 

pl
an

ne
d 

m
ai

nt
en

an
ce

 sc
he

du
le

. 

こ
の
項
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

 

そ
れ
ぞ
れ

6.
2
項

か
ら

6.
6
項
に
記
載
さ
れ
た
手
法

1
か
ら

5
に
つ

い
て
、
遭
遇
す
る
全
て
の
範
囲
の
測
定
設
備
に
適
合
す
る
手
法
な
ど

存
在
し
な
い
（
表

1
参
照
）
。

研
究
所
は
、
あ
る
計
量
器
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
つ
い
て
、

4,
 5

, 6
.1
項
で
議
論
さ
れ
た
多
様
な
要
因
を
考
慮

し
て
、
最
も
適
し
た
検
討
手
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
そ
の
選
択
が
、
研
究
所
が
計
画
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
導
入
す
る
意
志
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
事
実
に
影
響
さ
れ

る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

 

 

 

JP
26

 
N

A
 

7 
[1

] 
Ed

 
Th

e 
co

rr
ec

t f
ul

l n
am

e 
of

 V
IM

 is
 d

el
et

ed
 in

 2
C

D
. 

H
ow

ev
er

, w
e 

re
co

m
m

en
d 

ex
pr

es
si

ng
 th

e 
fu

ll 
na

m
e 

as
 it

 
w

as
 in

 1
C

D
. 

2C
D
に
お
い
て

V
IM

の
正
し
い

完
全
な
名
称
が
削
除
さ

れ
た
。
し
か
し
我
々
は
、

1C
D
の
よ
う
に
、
完
全
な
名
称

を
表
示
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

 

 

Pr
ov

id
e 

th
e 

fu
ll 

na
m

e 
of

 V
IM

. 

V
IM

の
完
全
な

名
称
を
提
示
す
る
。
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at
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C
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D
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ir
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1 

M
ay
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02

0 
Co

nv
en

er
: C

EE
M

S 
A

G
 –

 P
et

er
 M

as
on

 
C

lo
sin

g 
da

te
 fo

r 
vo

tin
g 

an
d/

or
 c

om
m

en
ts

: 3
0 

Ju
ne

 2
02

0 
at

 1
7:

00
 C

ET
 

D
at

e 
co

m
m

en
ts

 su
bm

itt
ed

: 
30

 J
un

e 
20

20
 

Pl
ea

se
 ty

pe
 y

ou
r c

om
m

en
ts 

in
 th

is 
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rm
 a

nd
 p

os
t i

t (
in

 W
or

d 
fo

rm
at

) a
s s

oo
n 

as
 p

os
sib

le
 a

nd
 n

o 
la

te
r t

ha
n 

th
e 

cl
os

in
g 

da
te

  
us

in
g 

th
e 

CI
M

L 
vo

tin
g 

pa
ge

 o
n 

th
e 

O
IM

L 
w

eb
sit

e 
(M

y 
ac

ce
ss

 →
 C

IM
L 

vo
tin

g)
. 

PL
EA

SE
 IN

SE
R

T 
TH

E 
C

O
U

N
TR

Y
 C

O
D

E 
A

N
D

 T
H

E 
PA

R
T 

A
N

D
 C

LA
U

SE
 N

U
M

BE
R

 IN
 E

A
C

H
 R

O
W

. 
PL

EA
SE

 D
O

 N
O

T 
M

O
D

IF
Y

 T
H

E 
N

U
M

BE
R

 O
F 

C
O

LU
M

N
S 

IN
 T

H
E 

TA
BL

E.
 

 1 
M

B 
= 

M
em

be
r b

od
y 

(e
nt

er
 th

e 
IS

O
 3

16
6 

tw
o-

le
tte

r c
ou

nt
ry

 c
od

e,
 e

.g
. C

N
 fo

r C
hi

na
) 

2 
Ty

pe
 o

f c
om

m
en

t: 
ge

 =
 g

en
er

al
 

te
 =

 te
ch

ni
ca

l  
   

   
   

   
ed

 =
 ed

ito
ria

l  

In
str

uc
tio

ns
 fo

r u
sin

g 
th

is 
te

m
pl

at
e:

 
Th

e 
str

uc
tu

re
 o

f t
hi

s t
ab

le
 a

llo
w

s f
or

 th
e 

au
to

m
at

ic
 c

ol
la

tio
n 

of
 a

ll 
th

e 
co

m
m

en
ts 

po
ste

d 
by

 th
e 

pa
rti

ci
pa

nt
s. 

H
ow

ev
er

, t
hi

s 
is 

on
ly

 p
os

sib
le

 if
 th

e 
fo

llo
w

in
g 

in
str

uc
tio

ns
 a

re
 

fo
llo

w
ed

. P
le

as
e 

− 
do

 n
ot

 a
dd

 a
ny

 c
ol

um
ns

 to
 th

e 
ta

bl
e,

 
− 

do
 n

ot
 m

er
ge

 a
ny

 o
f t

he
 c

el
ls,

 
− 

ad
d 

th
e 

Co
un

try
 C

od
e 

in
 e

ac
h 

ro
w

, 
− 

fil
l i

n 
th

e 
Pa

rt 
nu

m
be

r i
n 

ea
ch

 ro
w

 (i
f t

he
 d

oc
um

en
t t

o 
be

 c
om

m
en

te
d 

ha
s n

o 
pa

rts
, l

ea
ve

 th
is 

co
lu

m
n 

bl
an

k)
, 

− 
en

te
r o

ne
 re

fe
re

nc
e 

pe
r r

ow
 in

 th
e 

Cl
au

se
/S

ub
 c

la
us

e 
co

lu
m

n.
 If

 y
ou

r c
om

m
en

t a
pp

lie
s t

o 
m

or
e 

th
an

 o
ne

 c
la

us
e,

 p
le

as
e 

re
pe

at
 th

e 
ro

w
 o

r m
ak

e 
th

e 
re

fe
re

nc
e 

in
 th

e 
Co

m
m

en
ts 

co
lu

m
n,

 
− 

do
 n

ot
 e

m
be

d 
ot

he
r t

ab
le

s i
n 

th
e 

ta
bl

e,
 

− 
en

te
r t

he
 d

at
e 

on
 w

hi
ch

 y
ou

 m
ak

e 
th

e 
co

m
m

en
ts 

in
 th

e 
he

ad
in

g.
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JP
1 

N
A

 
A

ll 
N

A
 

G
en

 
W

e 
re

vi
ew

ed
 a

 d
ra

ft 
of

 D
 1

 fo
r t

he
 fi

rs
t t

im
e 

sin
ce

 e
-

m
ai

ls 
fo

r C
D

s w
er

e 
no

t d
el

iv
er

ed
 to

 th
e 

O
IM

L 
co

nt
ac

t p
er

so
ns

 in
 Ja

pa
n 

du
e 

to
 a

 te
ch

ni
ca

l r
ea

so
n.

  

W
e 

su
bm

it 
a 

po
sit

iv
e 

vo
te

 to
 D

D
. H

ow
ev

er
, D

D
 

co
nt

ai
ns

 m
an

y 
un

cl
ea

r e
xp

re
ss

io
ns

 a
nd

 n
ee

ds
 

ed
ito

ria
l c

ha
ng

es
 u

nt
il 

pu
bl

ic
at

io
n.

  

W
e 

tri
ed

 to
 u

nd
er

sta
nd

 th
e 

or
ig

in
al

 m
ea

ni
ng

s a
nd

 
pr

op
os

e 
be

tte
r e

xp
re

ss
io

ns
. S

o,
 m

os
t o

f o
ur

 
co

m
m

en
ts 

ar
e 

ed
ito

ria
l. 

 

W
e 

al
so

 in
di

ca
te

d 
pr

io
rit

ie
s (

1-
3)

, w
he

re
 “

1”
 

in
di

ca
te

s t
he

 h
ig

he
st 

le
ve

l (
m

os
t i

m
po

rta
nt

). 

1C
D
か
ら

3C
D
へ
の
電
子
メ
ー
ル
が
技
術
的
な
理
由

か
ら
日
本
の

O
IM

L
連
絡
担
当
者
に
届
か
な
か
っ
た
の

で
、
我
々
は

D
1
の
草
案
を
初
め
て
校
正
し
た
。

 

我
々
は

D
D
に
対
し
て
賛
成
投
票
を
す
る
。
し
か
し

D
D
は
多
く
の
不
明
確
な
表
現
を
含
ん
で
お
り
、
発
行

ま
で
に
編
集
的
な
修
正
を
必
要
と
す
る
。

 

我
々
は
元
の
意
味
を
理
解
し
、
よ
り
よ
い
表
現
を
提
案

し
よ
う
と
試
み
た
。
従
っ
て
、
我
々
の
コ
メ
ン
ト
の
大

半
は
編
集
的
で
あ
る
。

 

我
々
は
ま
た
優
先
度
（

1-
3）
を
表
示
し
た
。
こ
こ
で

「
1」
は
最
も
高
い
レ
ベ
ル
（
最
も
重
要
）
を
意
味
す

る
。

 

 

Th
is 

is 
a 

ge
ne

ra
l c

om
m

en
t. 

O
ur

 p
ro

po
sa

ls 
ar

e 
gi

ve
n 

to
 e

ac
h 

cl
au

se
. 

こ
れ
は
一
般
的
な
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
我
々
の
提
案
は
各
項
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

 

 

 

JP
2 

N
A

 
Th

ro
ug

ho
ut

 
th

e 
dr

af
t 

M
an

y 
Ed

. 
[P

ri
or

ity
 3

] B
rit

ish
 E

ng
lis

h 
(p

ro
gr

am
m

e,
 la

bo
ur

, 
or

ga
ni

se
, r

ec
og

ni
se

, s
ub

sid
ise

 …
 ) 

an
d 

A
m

er
ic

an
 

En
gl

ish
 (p

ro
gr

am
, l

ab
or

, o
rg

an
iz

e,
 re

co
gn

iz
e,

 
su

bs
id

iz
e 

…
 ) 

ar
e 

m
ix

ed
. 

Th
e 

w
or

d 
“e

tc
.”

 is
 u

se
d 

fre
qu

en
tly

. H
ow

ev
er

, i
t i

s 
no

t a
pp

ro
pr

ia
te

 in
 a

n 
O

IM
L 

D
oc

um
en

t. 

Th
e 

w
or

ds
 “

co
-o

rd
in

at
io

n”
 a

nd
 “

co
-o

pe
ra

tio
n”

 a
re

 
sp

el
le

d 
w

ith
/w

ith
ou

t a
 h

yp
he

n.
  

イ
ギ
リ
ス
英
語
（

…
）
と
ア
メ
リ
カ
英
語
（

…
）
が
混

在
し
て
い
る
。

 

「
な
ど
」
と
い
う
単
語
は

O
IM

L
国
際
文
書
に
お
い
て

は
適
切
で
は
な
い
。

 

用
語
「
調
整
」
と
「
協
力
」
は
、
ハ
イ
フ
ン
の
あ
る
／

U
se

 e
ith

er
 B

rit
ish

 E
ng

lis
h 

or
 A

m
er

ic
an

 E
ng

lis
h 

fo
r c

on
sis

te
nc

y.
 

W
e 

pr
op

os
e 

de
le

tin
g 

“e
tc

.”
 o

r r
ep

la
ci

ng
 it

 w
ith

 a
no

th
er

 w
or

d.
 

Re
ga

rd
in

g 
th

e 
us

e 
of

 a
 h

yp
he

n,
 u

se
 o

ne
 fo

rm
 c

on
sis

te
nt

ly
. 

一
貫
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
又
は
ア
メ
リ
カ
英
語
の
ど
ち
ら
か
を
使

う
。

 

「
な
ど
」
を
削
除
す
る
か
、
別
の
単
語
で
置
き
換
え
る
こ
と
を
推
奨
す

る
。

 

ハ
イ
フ
ン
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
形
式
の
み
を
使
用
す
る
。
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N
A

 
1,
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, 

3.
2.

5,
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.6

, 
3.

3,
 5

.3
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5.

4.
2,

 5
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6.
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m
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ou

nt
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M
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e 
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ed
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is 
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af
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te
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) o
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 e
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f 
“M
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r S
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” 

in
 M
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re
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ve
nt
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 n
ot

 in
 O
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大
文
字
の
「
国
家
」
が
こ
の
草
案
で
使
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
意
味
は
曖
昧
で
あ
る
。
我
々
は
そ
れ
が
、

あ
る
国
際
機
関
の
加
盟
国
を
意
味
す
る
と
理
解
す
る
。

更
に
同
様
な
用
語
、
「
国
」
、
「
経
済
圏
」
、
「
加
盟

国
」
も
使
わ
れ
て
い
る
。

3.
3
の
脚
注
（

8）
は

O
IM

L
で
は
な
く
、
メ
ー
ト
ル
条
約
に
お
け
る
「
加
盟
国
」
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
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ith
 “
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” 

or
 “
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on
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y”

.  

も
し
「
国
家
」
が

O
IM

L
と
メ
ー
ト
ル
条
約
に
お
け
る
加
盟
国
を
意
味

す
る
な
ら
、
そ
れ
を
「
加
盟
国
」
で
置
き
換
え
る
。
そ
れ
が
一
般
的
な

国
（
又
は
経
済
圏
）
を
意
味
す
る
な
ら
、
「
国
」
又
は
「
経
済
圏
」
に

置
き
換
え
る
。
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「
計
量
器
」
に
近
い
意
味
を
も
つ
用
語
「
計
量
装
置
」

が
使
わ
れ
て
い
る
。
我
々
は
、
「
計
量
装
置
」
が
複
数

の
機
器
で
構
成
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
意
味
す
る
と
理
解

す
る
。
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 p
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. 

一
部
の
項
に
つ
い
て
「
計
量
装
置
」
を
「
計
量
器
」
又
は
「
計
量
装
置

又
は
計
量
器
」
で
置
き
換
え
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
我
々
の
提
案
は
各

項
に
記
載
し
た
。
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我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

三
つ
の
言
葉
「
調
整
さ
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た
、
有
能
な
、
バ
ラ
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ス
が
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」
の
全
て
は
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否
定
語
「
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で
否
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的
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な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
意
図
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
元

の
文
脈
で
最
後
の
言
葉
は
、
「
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い

な
い
こ
と
は
な
い
」
と
間
違
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
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我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

項
目

e)
と

i)は
統
合
し
て
も
良
い
。

 

項
目

q）
に
つ
い
て
、
検
定
と
型
式
承
認
を
除
く
「
計

量
器
の
試
験
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
な

い
。
そ
れ
は
校
正
の
た
め
の

p）
に
統
合
さ
れ
て
も
良

い
。

 

包
装
商
品
の
管
理
を
含
む
市
場
調
査
の
項
目
が
欠
け
て

い
る
。
も
し
適
切
な
ら
ば
、
認
定
の
項
目
が
追
加
さ
れ

て
も
良
い
。

 

図
2
の
タ
イ
ヤ

1
に
あ
る
誤
記
（
ス
ペ
ル
ミ
ス
）
を
修

正
。
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我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。
「
部
門
」
の
意
味
は
曖
昧
で
あ
る
。
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す
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。
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ri
et

y 
of

 g
ov

er
nm

en
t’s

 in
te

re
st

s t
ha

t 
af

fe
ct

ed
 th

e 
in

fra
st

ru
ct

ur
e 

m
ea

n 
th

at
 e

ffe
ct

iv
e 

ar
ra

ng
em

en
ts

 fo
r c

o-
op

er
at

io
n 

an
d 

co
-o

rd
in

at
io

n 
ar

e 
re

qu
ir

ed
. 

（
和
訳
は
省
略
）
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3.
3 

N
at

io
na

l 
m

et
ro

lo
gy

 
po

lic
y 

8-
10

th
 

bu
lle

t 
po

in
ts 

an
d 

fo
ot

no
te

 
(8

) 

G
e/

ed
 

[P
ri

or
ity

 1
] T

he
 te

rm
 “

M
em

be
r S

ta
te

” 
is 

us
ed

 a
lso

 
fo

r O
IM

L.
 T

hi
s c

om
m

en
t i

s r
el

at
ed

 to
 o

ur
 c

om
m

en
t 

(J
P3

). 

[P
ri

or
ity

 3
] T

w
o 

pr
op

er
 n

ou
ns

, “
Re

gi
on

al
 M

et
ro

lo
gy

 
O

rg
an

iz
at

io
n”

 a
nd

 “
Re

gi
on

al
 L

eg
al

 M
et

ro
lo

gy
 

O
rg

an
iz

at
io

n”
 a

re
 u

se
d 

fre
qu

en
tly

 in
 th

is 
do

cu
m

en
t. 

In
 8

th
 b

ul
le

t p
oi

nt
, a

dd
 a

 re
fe

re
nc

e 
to

 th
e 

fo
ot

no
te

 (8
) t

o 
O

IM
L 

as
 

fo
llo

w
s. 

• 
en

ga
gi

ng
 w

ith
 th

e 
O

IM
L 

as
 a

 M
em

be
r S

ta
te

8  o
r a

s a
 

C
or

re
sp

on
di

ng
 M

em
be

r;
  

Pr
op

os
e 

ch
an

gi
ng

 th
e 

fo
ot

no
te

 (8
) a

s f
ol

lo
w

s. 
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C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 S

ub
 

cl
au

se
 

Pa
ra

gr
ap

h
/ F

ig
ur

e/
 

Ta
bl

e/
 

Ty
pe

 o
f 

co
m

m
en

t2  
 

C
O

M
M

EN
TS

 
PR

O
PO

SE
D

 C
H

A
N

G
E 

O
BS

ER
V

A
TI

O
N

S 
O

F 
TH

E 
C

O
N

V
EN

ER
/P

G
 

on
 e

ac
h 

co
m

m
en

t s
ub

m
itt

ed
 

 

Pa
ge

 6
 o

f 2
7 

It 
is 

be
tte

r t
o 

de
fin

e 
th

ei
r a

bb
re

vi
at

io
ns

 h
er

e 
an

d 
us

e 
th

e 
ab

br
ev

ia
tio

ns
 in

 th
e 

re
st 

of
 th

is 
do

cu
m

en
t. 

用
語
「
加
盟
国
」
は

O
IM

L
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
コ
メ
ン
ト
は
我
々
の
コ
メ
ン
ト
（

JP
3）
に
も
関
連

す
る
。

 

こ
の
文
書
で
は
二
つ
の
固
有
名
詞
、
「
地
域
計
量
機

関
」
と
「
地
域
法
定
計
量
機
関
」
が
多
く
使
わ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
そ
れ
ら
の
略
称
を
定
義
し
、
こ
れ
以
外
の

部
分
で
は
略
称
を
使
っ
た
方
が
良
い
。

 

 

8 
Th

e 
of

fic
ia

l t
er

m
 is

 “
St

at
es

 P
ar

tie
s”

 in
 to

 th
e 

M
et

re
 C

on
ve

nt
io

n”
; . 

Th
e 

te
rm

 “
M

em
be

r S
ta

te
” 

is
 it

s s
yn

on
ym

 a
nd

 u
se

d 
fo

r e
as

y 
re

fe
re

nc
e.

 T
hi

s t
er

m
 is

 a
ls

o 
us

ed
 in

 O
IM

L.
 

Pr
op

os
e 

ch
an

gi
ng

 th
e 

10
th

 b
ul

le
t p

oi
nt

 a
s f

ol
lo

w
s. 

• 
be

co
m

in
g 

fu
ll 

or
 a

ss
oc

ia
te

 m
em

be
rs

 o
f a

 re
le

va
nt

 R
eg

io
na

l 
M

et
ro

lo
gy

 O
rg

an
iz

at
io

ns
 (R

M
O

s)
 a

nd
/o

r R
eg

io
na

l L
eg

al
 M

et
ro

lo
gy

 
O

rg
an

iza
tio

ns
 (R

LM
O

s)
; 

（
和
訳
は
省
略
）
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4.
2.

1 
In

tro
du

ct
io

n 

A
ll 

Ed
. 

[P
ri

or
ity

 2
] W

e p
ro

po
se

 c
ha

ng
es

 a
s s

ho
w

n 
in

 th
e 

rig
ht

 c
ol

um
n 

fo
r c

la
rif

ic
at

io
n.

 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

 

4.
2.

1 
In

tro
du

ct
io

n 

In
 N

ov
em

be
r 2

01
8,

 th
e 

BI
PM

, t
he

 O
IM

L,
 IL

AC
 a

nd
 IS

O
 re

af
fir

m
ed

 a
 

jo
in

t d
ec

la
ra

tio
n 

on
 m

et
ro

lo
gi

ca
l t

ra
ce

ab
ili

ty
…

…
…

. T
hi

s 
de

cl
ar

at
io

n 
wa

s a
 d

ev
el

op
m

en
t o

f a
 2

00
6 

…
 a

nd
 IL

AC
. T

he
 

de
cl

ar
at

io
n 

se
ts

 o
ut

 a
gr

ee
d 

pr
in

ci
pl

es
 to

 b
e 

fo
llo

w
ed

 in
 o

rd
er

 to
 

ac
hi

ev
e 

m
et

ro
lo

gi
ca

l t
ra

ce
ab

ili
ty

 o
f m

ea
su

re
m

en
ts

; t
he

 e
ss

en
ce

 o
f 

th
is

 d
ec

la
ra

tio
n 

el
em

en
t i

s o
ne

 o
f t

he
 se

ve
ra

l p
ri

nc
ip

le
s t

ha
t 

es
ta

bl
is

he
s i

nt
er

na
tio

na
l c

on
fid

en
ce

 in
 th

e 
eq

ui
va

le
nc

e 
of

 
m

ea
su

re
m

en
ts

. T
he

se
 p

rin
ci

pl
es

 e
na

bl
e 

le
gi

sla
to

rs
, r

eg
ul

at
or

s a
nd

 
ex

po
rt

er
s/i

m
po

rt
er

s t
o 

ta
ke

 a
dv

an
ta

ge
 o

f a
n 

in
te

rn
at

io
na

l s
et

 o
f 

m
ut

ua
lly

 re
co

gn
iti

on
 a

rr
an

ge
m

en
ts

 su
pp

or
tiv

e 
sy

st
em

s t
ha

t 
de

m
on

st
ra

te
s e

qu
iv

al
en

ce
 o

f m
ea

su
re

m
en

ts
, a

nd
 c

an
 th

er
ef

or
e,

 
si

gn
ifi

ca
nt

ly
 re

du
ce

s t
ec

hn
ic

al
 b

ar
rie

rs
 to

 tr
ad

e 
(T

BT
s)

 th
at

 m
ig

ht
 

re
su

lt 
fr

om
 la

ck
 o

f e
qu

iv
al

en
ce

. T
he

 d
ec

la
ra

tio
n 

al
so

 c
on

ta
in

s b
ri

ef
 

st
at

em
en

ts
 o

n 
th

e 
ro

le
s o

f t
he

 v
ar

io
us

 si
gn

at
or

ie
s t

ha
t a

re
 a

lso
 

m
en

tio
ne

d 
fr

om
 4

.2
.2

 to
 4

.3
 m

ay
 b

e 
re

ad
 in

 c
on

ju
nc

tio
n 

w
ith

 th
e 

de
sc

ri
pt

io
ns

 o
f t

he
 o

rg
an

iz
at

io
ns

 in
 th

e 
re

m
ai

nd
er

 o
f t

hi
s c

ha
pt

er
. 

（
和
訳
は
省
略
）
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4.
2.

2 
Th

e 
M

et
re

 
Co

nv
en

tio
n 

1st  se
nt

en
ce

 
Ed

. 
[P

ri
or

ity
 2

] W
e 

pr
op

os
e 

ch
an

ge
s a

s s
ho

w
n 

in
 th

e 
rig

ht
 c

ol
um

n 
fo

r c
la

rif
ic

at
io

n.
 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

 

4.
2.

2 
Th

e 
M

et
re

 C
on

ve
nt

io
n 

Th
e 

BI
PM

 is
 th

e 
sc

ie
nt

ifi
ca

lly
 e

xp
er

t i
nt

er
go

ve
rn

m
en

ta
l o

rg
an

is
at

io
n 

co
ns

is
tin

g 
of

 sc
ie

nt
ifi

c 
ex

pe
rt

s. 
Th

is
 o

rg
an

iz
at

io
n 

wa
s e

st
ab

lis
he

d 
by

 
th

e 
M

et
re

 C
on

ve
nt

io
n,

 th
ro

ug
h 

wh
ic

h 
M

em
be

r S
ta

te
s a

ct
 to

ge
th

er
 o

n 
m

at
te

rs
 re

la
te

d 
to

 m
ea

su
re

m
en

t s
ci

en
ce

 a
nd

 m
ea

su
re

m
en

t s
ta

nd
ar

ds
. 

（
和
訳
は
省
略
）
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4.
2.

2.
5 

A
ct

iv
iti

es
 

of
 th

e 

2nd
 p

ar
a.

 

 

Ed
. 

[P
ri

or
ity

 1
] W

e 
pr

op
os

e 
ch

an
ge

s a
s s

ho
w

n 
in

 th
e 

rig
ht

 c
ol

um
n 

fo
r c

la
rif

ic
at

io
n.

 

Th
e 

te
rm

 “
Ca

lib
ra

tio
n 

an
d 

M
ea

su
re

m
en

t 

4.
2.

2.
5 

Ac
tiv

iti
es

 o
f t

he
 B

IP
M

 

Fu
ll 

de
ta

ils
 …

…
…

…
…

…
…

. t
ra

ns
fe

r a
ct

iv
iti

es
. 
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C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 S

ub
 

cl
au

se
 

Pa
ra

gr
ap

h
/ F

ig
ur

e/
 

Ta
bl

e/
 

Ty
pe

 o
f 

co
m

m
en

t2  
 

C
O

M
M

EN
TS

 
PR

O
PO

SE
D

 C
H

A
N

G
E 

O
BS

ER
V

A
TI

O
N

S 
O

F 
TH

E 
C

O
N

V
EN

ER
/P

G
 

on
 e

ac
h 

co
m

m
en

t s
ub

m
itt

ed
 

 

Pa
ge

 7
 o

f 2
7 

BI
PM

 
Ca

pa
bi

lit
y(

ie
s)

“ 
is 

us
ed

 in
 B

IP
M

. A
lso

, a
dd

 it
s 

ab
br

ev
ia

tio
n 

“C
M

Cs
”.

 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

用
語
「
校
正
測
定
能
力
」
が

BI
PM
で
使
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
略
称
「

CM
Cs
」
を
追
記
す
る
。

 

 

Th
e 

C
IP

M
 M

ut
ua

l R
ec

og
ni

tio
n 

of
 n

at
io

na
l m

ea
su

re
m

en
t s

ta
nd

ar
ds

 
an

d 
C

al
ib

ra
tio

n 
an

d 
M

ea
su

re
m

en
t C

ap
ab

ili
tie

s c
er

tif
ic

at
es

 (C
M

C
s)

 
is

su
ed

 b
y 

na
tio

na
l m

et
ro

lo
gy

 in
st

itu
te

s (
…

) i
s t

he
 fr

am
ew

or
k 

th
ro

ug
h 

w
hi

ch
 N

M
Is

: 

（
和
訳
は
省
略
）
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4.
4 

Re
gi

on
al

 
or

ga
ni

sa
tio

ns
 

1st  
pa

ra
. 

(p
.3

0)
 

Ed
. 

[P
ri

or
ity

 3
] W

e 
pr

op
os

e 
ch

an
ge

s a
s s

ho
w

n 
in

 th
e 

rig
ht

 c
ol

um
n 

fo
r c

la
rif

ic
at

io
n.

 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

 

4.
4 

Re
gi

on
al

 o
rg

an
isa

tio
ns

 

Re
gi

on
al

 b
od

ie
s …

. …
. i

nc
lu

de
 le

ga
l m

et
ro

lo
gy

 w
ith

 th
ei

r r
em

it.
 In

 
th

e 
ot

he
rs

, l
eg

al
 m

et
ro

lo
gy

 re
m

ai
nd

er
 th

is
 is

 a
dd

re
ss

ed
 b

y 
de

di
ca

te
d 

re
gi

on
al

 b
od

ie
s (

RL
M

O
s s

ee
 b

el
ow

). 
W

ith
in

 B
IP

M
 …

.. 
la

bo
ra

to
ri

es
. 

Th
ey

 h
av

e 
a 

w
id

e 
ra

ng
e 

of
 a

ct
iv

iti
es

 in
cl

ud
in

g 
w

ith
 p

er
ha

ps
 th

e 
m

os
t 

im
po

rt
an

t r
ol

e 
in

 sc
ie

nt
ifi

c 
m

et
ro

lo
gy

 b
ei

ng
 th

ei
r p

ar
tic

ip
at

io
n 

in
 th

e 
op

er
at

io
n 

of
 th

e 
C

IP
M

 M
RA

 a
s t

he
 m

os
t i

m
po

rta
nt

 ro
le

 in
 sc

ie
nt

ifi
c 

m
et

ro
lo

gy
. T

he
 B

IP
M

 w
or

ks
 …

.. 
In

 p
ar

tic
ul

ar
, R

M
O

s c
ar

ry
 o

ut
 

re
gi

on
al

 c
om

pa
ri

so
ns

 c
or

re
sp

on
di

ng
 to

 th
e 

C
IP

M
 in

te
rn

at
io

na
l 

co
m

pa
ri

so
ns

, i
n 

or
de

r t
o 

es
ta

bl
is

h 
an

d 
m

ai
nt

ai
n 

qu
al

ity
 o

ve
rs

ig
ht

 o
f 

pa
rt

ic
ip

at
in

g 
in

st
itu

te
s. 

…
…

. 

（
和
訳
は
省
略
）
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4.
5 

M
ak

in
g 

th
e 

m
os

t o
f 

in
t’l

 &
 …

  

A
ll 

G
e/

Ed
. 

[P
ri

or
ity

 2
] W

e 
pr

op
os

e 
ch

an
ge

s a
s s

ho
w

n 
in

 th
e 

rig
ht

 c
ol

um
n 

fo
r c

la
rif

ic
at

io
n.

 

In
 2

nd
 p

ar
ag

ra
ph

, “
fo

ru
m

s”
 is

 m
or

e 
co

m
m

on
 fo

r 
m

an
y 

no
n-

na
tiv

e 
re

ad
er

s a
s t

he
 p

lu
ra

l f
or

m
 o

f 
“f

or
um

”.
 

In
 th

e 
4th

 p
ar

ag
ra

ph
, t

he
 2

nd
 se

nt
en

ce
 sh

ou
ld

 p
ro

po
se

 
an

 a
lte

rn
at

iv
e 

to
 th

e 
1st  

se
nt

en
ce

 to
 p

ar
tic

ip
at

e 
in

 th
e 

CI
PM

 M
RA

 ra
th

er
 th

an
 e

sta
bl

ish
m

en
t o

f a
 la

w
. T

he
 

fu
ll 

na
m

es
 o

f C
IP

M
 a

nd
 M

RA
 a

re
 n

ot
 n

ec
es

sa
ry

 
be

ca
us

e 
th

ey
 a

re
 a

lre
ad

y 
ex

pl
ai

ne
d.

  

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

第
2
段
落
に
お
い
て
、
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
複
数
形
で

あ
る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
多
く
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
は

な
い
読
者
に
と
っ
て
よ
り
一
般
的
で
あ
る
。

 

第
4
段
落
に
お
い
て
、
第

2
文
は
、
法
律
の
作
成
よ
り

は
む
し
ろ
、

M
RA
に
参
加
す
る
た
め
の
第

1
文
の
代

替
案
を
提
示
し
て
い
る
。

CI
PM
と

M
RA
の
フ
ル
ネ
ー

4.
5 

M
ak

in
g 

th
e 

m
os

t o
f i

nt
er

na
tio

na
l a

nd
 re

gi
on

al
 o

rg
an

isa
tio

ns
 

In
te

rn
at

io
na

l m
ut

ua
l r

ec
og

ni
tio

n 
of

 th
e 

m
ea

su
re

m
en

t c
ap

ab
ili

ty
 o

f a
 

co
un

ty
 a

n 
ec

on
om

y 
is

 c
rit

ic
al

 to
 …

 …
 W

or
ld

 T
ra

de
 O

rg
an

iz
at

io
n 

(W
TO

),.
 C

ou
nt

ri
es

 sh
ou

ld
 th

er
ef

or
e 

be
 e

nc
ou

ra
ge

d 
…

 th
ey

 p
ro

vi
de

. 
Th

e 
in

te
rn

at
io

na
l…

 su
pp

or
t t

o 
th

e 
co

un
tr

ie
s w

hi
ch

 a
re

 se
ek

in
g 

to
 

de
ve

lo
p 

th
ei

r m
et

ro
lo

gy
 sy

st
em

s. 

It 
is

 im
po

rt
an

t t
o 

no
te

 …
. t

o 
pa

rt
ic

ip
at

e 
in

 th
e 

va
ri

ou
s i

nt
er

na
tio

na
l 

fo
ru

m
s f

or
a.

 H
ow

ev
er

, b
ot

h 
BI

PM
 a

nd
 O

IM
L 

…
. f

ul
l m

em
be

rs
hi

p.
  

It 
is

 a
lso

 im
po

rt
an

t t
o 

no
te

 th
at

 th
e 

in
st

itu
tio

na
l a

nd
 le

ga
l f

ra
m

ew
or

k 
in

 a
 c

ou
nt

ry
 fa

ci
lit

at
es

 p
ar

tic
ip

at
io

n 
in

 th
e 

in
te

rn
at

io
na

l 
or

ga
ni

sa
tio

ns
. I

n 
pa

rt
ic

ul
ar

, C
en

tra
l G

ov
er

nm
en

t n
ee

ds
 to

 ta
ke

 th
e 

le
ad

 in
 c

oo
rd

in
at

in
g 
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 m
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 c
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 m
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e 
RM

O
s 

Re
gi

on
al

 M
et

ro
lo

gy
 O

rg
an

iz
at

io
n 

an
d 

RL
M

O
s R

eg
io

na
l L

eg
al

 

 

－ 81 －



C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 S

ub
 

cl
au

se
 

Pa
ra

gr
ap

h
/ F

ig
ur

e/
 

Ta
bl

e/
 

Ty
pe

 o
f 

co
m

m
en

t2  
 

C
O

M
M

EN
TS

 
PR

O
PO

SE
D

 C
H

A
N

G
E 

O
BS

ER
V

A
TI

O
N

S 
O

F 
TH

E 
C

O
N

V
EN

ER
/P

G
 

on
 e

ac
h 

co
m

m
en

t s
ub

m
itt

ed
 

 

Pa
ge

 8
 o
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ム
は
必
要
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
は
別
に
説
明
さ
れ

て
い
る
か
ら
。

 

  

M
et

ro
lo

gy
 O

rg
an

iz
at

io
n 

ar
e 

al
so

 o
f p

ri
m

e 
im

po
rta

nc
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N
M
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ld

 …
. e

nt
er
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rn
at
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l a
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m

en
ts
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. o

f n
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io
na

l 
m

ea
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m

en
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n 
th
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, E

st
ab
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ng
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r r
ev

is
in

g 
th

e 
na

tio
na

l L
aw

 o
n 

M
et

ro
lo

gy
 sh

ou
ld

 b
e 

an
 o

cc
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 N

M
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 m
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 c
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de
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co
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r s
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ri
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 o
f t
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n 
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en
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r t
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at
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l C
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m

itt
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C
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M
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r l
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ra
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at
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 c
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 c
on

fo
rm

ity
 a

ss
es

sm
en

t s
ys

te
m

s i
n 

le
ga

l m
et

ro
lo

gy
. 

（
和
訳
は
省
略
）

 

 

JP
16

 
5 

Pa
rt 

5 
Ti

tle
 

(p
.3

2)
 

Ed
. 

[P
ri

or
ity

 2
] P

ro
po

se
 to

 c
ha

ng
e 

th
e 

tit
le

 a
s s

ho
w

n 
in

 
th

e 
rig

ht
 c

ol
um

n 
fo

r c
la

rif
ic

at
io

n.
 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
タ
イ
ト
ル

の
変
更
を
提
案
す
る
。

 

 

Pa
rt 

5 
- P

ol
ic

y 
op

tio
ns

 fa
ci

ng
 fo

r t
he

 G
ov

er
nm

en
ts 

第
5
部
－
政
府
の
た
め
の
政
策
の
選
択
肢

 

 

 

JP
17

 
5 

5.
1 

W
ha

t i
s 

th
e 

ro
le

 o
f 

go
v.

? 

3rd
 p

ar
a.
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 c
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r c
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 m
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 b
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w
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我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

こ
こ
で
「
乱
用
」
の
使
用
は
「
測
定
」
に
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
。
そ
し
て
法
律
は
ア
ド
バ
イ
ス
で
は
な
い
。
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 re
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 m
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 re
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 c
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右
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Pa
ge
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 o

f 2
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案
す
る
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項
目

d)
に
つ
い
て
、
消
費
者
保
護
は
観
光
と
国
民
の
両

方
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
。

 

 

co
ns

id
er

in
g 

th
e 

ex
pe

ct
ed

 d
ir

ec
tio

n 
fo

r t
he

 c
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nt
ry
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 th

e 
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re

 b
e 
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pr
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s f
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en
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et
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 re
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f i
nd
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 c
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m
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 sc
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or
 d

ra
w
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l m
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 d
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 d
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ra
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 c
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t m
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 b
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 k
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 P

er
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f c
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m

er
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ro
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n 
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e 
se

ct
or

 h
as

 a
cc

es
s t

o 
go

od
 q

ua
lit

y 
te

sti
ng

 a
nd

 c
al

ib
ra

tio
n 

se
rv

ic
es

 w
ith

 g
oo

d 
qu

al
ity

. B
ro

ad
ly

 sp
ea

ki
ng

, 
th
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我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。
一
部
の
文
章
の
理
解
は
難
し
い
。
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 b
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 c
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 p
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s c
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 c
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 d
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 re
ca

lle
d 

th
at

 o
ne

 
in

st
itu

te
 si

gn
s o

n 
be

ha
lf 

of
 a

ll 
ot

he
rs

 in
 th

e 
sy

st
em

 o
f i

nt
er

na
tio

na
l 

re
co

gn
iti

on
 (C

IP
M

 M
RA

) c
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 c
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at
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s r
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 c
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r c
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r d
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 m
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 c
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t m
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at
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at
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 d
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s c
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 c
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 c
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 o
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 p
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 o
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 p
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 p
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l m
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 d
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 c
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ra
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 o
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s r
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 b
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 p
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 p
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at
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e 

di
ffe

re
nt

 o
pt

io
ns

 is
 a

lso
 n

ec
es

sa
ry

, i
n 

pa
rt

ic
ul

ar
 

w
he

th
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ra
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at
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. c
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 b
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t b
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t b
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 c
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…
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…
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…
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…
…

…
…

…
…
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。
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 p
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t o
f i

nf
ra

st
ru

ct
ur

es
 in

 th
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 p
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 p

ro
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s m
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 p
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s o
f i

nt
er

es
t) 

co
ns

id
er

in
g 

th
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 b
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 d

is
ad

va
nt

ag
es

 o
f t

he
se

 
tw

o 
so

lu
tio

ns
. I

n 
th
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 c
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 c
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 c
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。
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na

tio
na

l…
…

…
.. 

• 
fit

tin
g 

th
e 

na
tio

na
l m

et
ro

lo
gy

 p
ol

ic
y…

…
…

…
.. 

• 
co

or
di

na
tin

g 
th

e 
ac

tio
ns

 o
f t

he
 v

ar
io

us
…

…
…

…
…

 
• 

is
su

in
g 

le
ga

l m
et

ro
lo

gy
 re

gu
la

tio
ns

; 
• 

or
ga

ni
zi

ng
 o

r e
ns

ur
in

g 
in

te
rn

at
io

na
l…

…
…

…
…

 
•f

ac
ili

ta
tin

g 
to

 fa
ci

lit
at

e 
in

te
rn

at
io

na
l r

ec
og

ni
tio

n 
of

 th
e 

na
tio

na
l 

m
et

ro
lo

gy
 b

od
ie

s a
nd

 sy
st

em
s;

 
• 

su
pe

rv
is

in
g 

th
e 

na
tio

na
l b

od
ie

s…
…

…
…

…
…

…
…

 
• 

pr
ov

id
in

g 
ap

pr
op

ri
at

e 
in

fo
rm

at
io

n…
…

…
…

…
…

.. 

（
和
訳
は
省
略
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e 
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 c
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n 
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r c
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Th
is 

cl
au

se
 re

fe
rs

 th
e 

re
la

tio
ns

hi
p 

be
tw

ee
n 

th
e 

ce
nt

ra
l g

ov
er

nm
en

t a
ut

ho
rit

y 
an

d 
LL

M
A

s a
nd

 it
 d

oe
s 

no
t m

en
tio

n 
ot

he
r e

nf
or

ce
m

en
t a

ut
ho

rit
ie

s. 
So

, t
he

 
w

or
ds

 “
en

fo
rc

em
en

t a
ut

ho
rit

ie
s s

uc
h 

as
” 

in
 th

e 
2nd

 
pa

ra
gr

ap
h 

m
ay

 n
ot

 b
e 

ne
ce

ss
ar

y.
 

5.
4.

3 
Co

or
di

na
tio

n 
in

 le
ga

l m
et

ro
lo

gy
 

Le
ga

l m
et

ro
lo

gy
 in

cl
ud

es
 fo

ur
 m

ai
n 

ac
tiv

iti
es

: 

• 
se

t s
et

tin
g 

up
 le

ga
l r

eq
ui

re
m

en
ts;

 
• 

co
nt

ro
l /

  c
on

fo
rm

ity
 a

ss
es

sm
en

t o
f r

eg
ul

at
ed

 p
ro

du
ct

s a
nd

 
re

gu
la

te
d 

ac
tiv

iti
es

; 
• 

su
pe

rv
is

e 
su

pe
rv

is
io

n 
of

 re
gu

la
te

d 
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od
uc

ts
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nd
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f r
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Pa
ge

 1
3 

of
 2

7 

A
lth

ou
gh

 th
e 

ab
br

ev
ia

tio
n 

“L
LM

A
” 

is 
us

ed
 

fre
qu

en
tly

 in
 5

.4
.3

, i
t i

s n
ot

 e
xp

la
in

ed
 in

 P
ar

t 5
. I

t i
s 

be
tte

r t
o 

sp
el

l i
t o

ut
 h

er
e.

 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

こ
の
項
は
中
央
政
府
機
関
と
地
方
法
定
計
量
機
関
と
の

関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
そ
の
他
の
行
政
機
関
に

つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
故
に
、
第
二
段
階
の
「
～

の
よ
う
な
行
政
機
関
」
と
い
う
言
葉
は
不
要
で
は
な
い

か
。

 

略
語
「

LL
M

A
」
は

5.
4.

3
で
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る

が
、
第

5
部
に
お
い
て
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ

で
正
式
名
を
示
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
。

 

 

ac
tiv

iti
es

; a
nd

 
• 

pr
ov

id
e 

pr
ov

id
in

g 
th

e 
ne

ce
ss

ar
y 

in
fr

as
tru

ct
ur

e 
fo

r c
or

re
ct

 
m

ea
su

re
m

en
ts

. 

C
o-

or
di

na
tio

n 
am

on
g 

le
ga

l m
et

ro
lo

gy
 a

ut
ho

ri
tie

s i
s t

hu
s i

m
po

rt
an

t 
in

 o
rd

er
 to

 e
ns

ur
e 

un
ifo

rm
 a

pp
lic

at
io

n 
of

 th
e 

la
w

, e
sp

ec
ia

lly
 w

he
re

 
th

er
e 

ar
e 

se
ve

ra
l e

nf
or

ce
m

en
t a

ut
ho

ri
tie

s s
uc

h 
as

 L
LM

As
 (l

oc
al

 
le

ga
l m

et
ro

lo
gy

 a
ut

ho
ri

tie
s)

. W
he

re
 th

er
e 

is
 a

 si
ng

le
 c

en
tr

al
 

go
ve

rn
m

en
t a

ut
ho

ri
ty

, t
he

 c
oo

rd
in

at
io

n 
th

is
 m

ay
 b

e 
its

 re
sp

on
sib

ili
ty

. 
an

d 
W

he
n 

th
e 

LL
M

As
 a

re
 n

ot
 d

ire
ct

ly
 u

nd
er

 th
e 

ce
nt

ra
l a

ut
ho

ri
ty

 o
f 

th
is

 a
ut

ho
ri

ty
, t

he
 la

w
 sh

ou
ld

 in
cl

ud
e 

pr
ov

is
io
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 to

 d
ir

ec
t t
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s 

co
or

di
na

tio
n.

 

Ex
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 o
f s
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h 
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ov
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io
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 c
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 b
e 
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e 
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llo

w
in

g:
 

• 
ce

rt
ifi

ca
tio

ns
 is

su
ed

 b
y 

th
e 
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tio
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l a

ut
ho

ri
tie
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 a
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ep
te

d 
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e 

LL
M

As
; 

•
 i
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tr

um
en

ts
, 

m
ea

su
re

m
en

t 
pr

oc
ed

ur
es

 a
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 m
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su
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m
en

t 
re

su
lts

 
ac

ce
pt

ed
 b

y 
an

 L
LM

A 
ar

e 
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ed
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y 
th

e 
ot
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r L

LM
As

; 
• 

N
o 

de
vi

at
in

g 
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rp
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tio
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 o
f l
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s a
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 re

gu
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ry

 re
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em

en
ts
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te

rp
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ta
tio

ns
 o

f r
eq

ui
re

m
en

ts
  s
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ul

d 
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t a

m
on

g 
th

e 
be

tw
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n 
LL

M
As

; t
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 n
at

io
na

l a
ut

ho
ri

tie
s m

ay
 a

sk
 a

n 
LL

M
A 
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 re
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se

 it
s 

in
te

rp
re

ta
tio

n 
of

 th
e 

re
gu

la
to

ry
 re

qu
ir

em
en

ts
 w

he
n 

th
is

 
in

te
rp

re
ta

tio
n 
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pe

ar
s t

o 
de

vi
at

e 
fr

om
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e 
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m
m
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 in
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rp
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ta

tio
n;

 

• 
th

e 
LL

M
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 a
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 re
pr

es
en
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d 
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e 

re
gi

on
s a

ls
o 

in
 in

te
rg

ov
er

nm
en

ta
l 

w
or

k 
an

d 
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pt

 th
e 
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em
en

ts
 si

gn
ed

 in
 th

e 
in
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rg

ov
er

nm
en

ta
l 
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ga

ni
za

tio
ns

. 
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3rd
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e 
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e 
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er
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t s
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ll 
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 c
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 B

ut
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e 
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 c
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Re
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g 
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7th
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 9
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le
t p
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nt

s, 
it 

is 
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 fi

nd
 a

 p
ro

je
ct
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r m

ee
tin

g 
in

 w
hi

ch
 a

ll 
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te
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ste

d.
 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

第
3
段
落
に
お
い
て
、
利
害
関
係
者
の
協
力
は
対
話
に

よ
り
調
整
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
賛
成
す

る
。
し
か
し
今
の
文
章
は
明
確
で
は
な
い
。
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In

vo
lv

em
en

t o
f s

ta
ke

ho
ld

er
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Th
e 

ve
ry
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rg

e 
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m
be

r o
f s

ta
ke

ho
ld

er
s w

ho
 re

ly
 o

n 
th

e 
na

tio
na

l 
m

et
ro

lo
gy

 sy
st

em
 n

ee
d 

a 
fo

ru
m

 to
 c

ap
tu

re
 th

ei
r i

np
ut

 in
 o

rd
er
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 d

o 
th

ei
r w

or
k.

 in
 o

rd
er

 to
 d

o 
th

ei
r o

w
n 

w
or

k 
m

ak
es

 it
 im

po
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nt
 th

at
 

th
er

e 
is

 a
 fo

ru
m

 to
 c

ap
tu

re
 th

ei
r i

np
ut

. A
 re

co
m

m
en

de
d 

op
tio

n 
fo

r 
th

e 
re

sp
on

sib
le

 M
in

is
te

r i
s A

 g
oo

d 
w

ay
 o

f d
oi

ng
 th

is
 is

 fo
r t

he
 

M
in

is
te

r i
n 

ch
ar

ge
 to

 se
t u

p 
a 

M
et

ro
lo

gy
 B

oa
rd

 to
 o

pe
ra

te
 a

s a
 

co
ns

ul
ta

nc
y 

bo
dy

 fo
r m

et
ro

lo
gy

 in
 th

e 
co

un
tr

y.
 T

he
 st

ak
eh

ol
de

rs
 

sh
ou

ld
 re

pr
es

en
t r

el
at

ed
 re

pr
es

en
te

d 
sh

ou
ld

 in
cl

ud
e 

ot
he

r 
go

ve
rn

m
en

t D
ep

ar
tm

en
ts

,, 
of

 th
e 

go
ve

rn
m

en
t, 

e.
g.

, t
he

 N
M

I, 
Le

ga
l 

M
et

ro
lo

gy
 A

ut
ho

ri
tie

s, 
pr

iv
at

e 
pr

ov
id

er
s o

f m
et

ro
lo

gy
 se

rv
ic

es
, 

in
du

st
ry

 a
nd

 o
th

er
 u

se
rs

 o
f i

ns
tr

um
en

ts
, a

nd
 u

ni
ve

rs
iti

es
, e

tc
. 

Th
e 

M
et

ro
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gy
 B
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/C
ou
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il 

m
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• 
ad

vi
se
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n 

id
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ng
 th

e 
m

et
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lo
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l n
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ds
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 th

e 
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un
tr

y,
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pr
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in

ve
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m
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Pa
ge

 1
4 

of
 2

7 

第
7
と
第

9
の
箇
条
書
き
に
つ
い
て
、
全
て
の
関
係
者

が
関
心
を
持
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
集
会
を
見
つ
け
る
こ

と
は
現
実
的
で
は
な
い
。

 

  

• 
pr

op
os

e 
m

et
ro

lo
gi

ca
l a

ct
iv

iti
es

 fo
r s

ci
en

tif
ic

 re
se

ar
ch

 a
nd

 tr
ai

ni
ng

 
sc

ie
nt

ifi
c 

an
d 

tra
in

in
g 

ac
tiv

iti
es

, 
• 

ad
vi

se
 o

n 
pr

of
es

si
on

al
 q

ua
lif

ic
at

io
n 

fo
r c

la
ri

fic
at

io
n 

in
 e

.g
. 

as
se

ss
m

en
ts

, a
nd

  
• 

ad
vi

se
 o

n 
fu

nc
tio

na
l m

at
te

rs
 o

f t
he

 B
oa

rd
/C

ou
nc

il.
 

St
ak

eh
ol

de
r’

s i
nv

ol
ve

m
en

t i
s p

ar
tic

ul
ar

ly
 im

po
rt

an
t i

n 
le

ga
l 

m
et

ro
lo

gy
 a

nd
 it

 sh
ou

ld
 b

e 
co

or
di

na
te

d 
us

in
g 

m
ut

ua
l i

nt
er

ac
tio

n,
 n

ot
 

a 
to

p-
do

w
n 

en
fo

rc
em

en
t w

hi
ch

 sh
ou

ld
 n

ot
 m

er
el

y 
be

 re
ga

rd
ed

 a
s a

 
on

e 
w

ay
 e

nf
or

ce
m

en
t i

ss
ue

. T
he

 in
fr

as
tr

uc
tu

re
 sh

ou
ld

 p
ro

vi
de

 a
 

sy
st

em
 fo

r i
nt

er
ac

tio
n 

am
on

g 
be

tw
ee

n 
th

e 
st

ak
eh

ol
de

rs
 (g

ov
er

nm
en

t, 
…

). 

Es
pe

ci
al

ly
 fo

r e
va

lu
at

in
g 

th
e 

ne
ed

 fo
r a

nd
 e

ffe
ct

iv
en

es
s o

f t
he

 
en

fo
rc

em
en

t i
n 

m
et

ro
lo

gy
, t

he
 fo

llo
w

in
g 

su
pp

or
t c

ou
ld

 b
e 

pr
ov

id
ed

 
to

 fa
ci

lit
at

e 
a 

co
op

er
at

io
n 

w
ith

 th
e 

st
ak

eh
ol

de
rs

 st
im

ul
at

e 
su

ch
 

in
st

itu
tio

na
l c

oo
pe

ra
tio

n:
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se

t u
p 

of
 te

ch
no

lo
gy

 …
.; 
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st

im
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at
io

n 
of

 c
oo

pe
ra

tio
n 

in
 re

se
ar

ch
 p

ro
je

ct
s (
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es
) i

n 
w

hi
ch

 
m

an
y 

al
l s

ta
ke

ho
ld

er
s t

ak
e 

pa
rt
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• 

st
im

ul
at

io
n 

of
 th

e 
de

ve
lo

pm
en

t/p
ro

vi
si

on
 o

f r
at

io
na

le
s s

up
po

rt
in

g 
ha

rm
on

iz
ed

 st
an

da
rd

 fo
r m

ea
su

re
m

en
t a

nd
 te

sti
ng
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an

da
rd

s;
 a

nd
 

• 
or

ga
ni

za
tio

n 
of

 m
ee

tin
gs

/c
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fe
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nc
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 to
 w

hi
ch

 m
an

y 
al

l 
st

ak
eh

ol
de

rs
 a
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 e
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ra
ge
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 c
on
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ut
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々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。
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Re
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ry
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W
ei

gh
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 a
nd

 m
ea

su
re
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in
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ou

nt
. I

n 
m

an
y 
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un

tr
ie

s …
.. 

re
gu

la
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ry
 in

no
va

tio
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 su
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 a
s:

 

• 
Fo

cu
s o

n 
m

ea
su

rin
g 

in
st

ru
m

en
ts 

…
…

 ; 
• 

St
an

da
rd

s-
ba

se
d 

re
gu

la
tio

n;
 

• 
D

ed
ic

at
ed

 in
sp

ec
to

ra
te

s 
• 

U
se

 o
f i

nn
ov

at
iv

e 
co

nf
or

m
ity

 a
ss

es
sm

en
t p

ro
ce

du
re

s;
 

• 
Ri

sk
-b
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ed

 o
r i

nt
el

lig
en

tly
-in
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ge
nc

e 
dr

iv
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 e
nf
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m
en

t; 
• 

U
se

 o
f a

ut
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ri
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d 
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 in
 p

ri
va

te
 se

ct
or

 b
od

ie
s t

o 
un

de
rta

ke
 

ce
rt

ai
n 

ta
sk

s. 

It 
is

 im
po

rt
an

t t
ha

t w
he

n 
ch

an
ge

s t
o 

th
e 

le
ga

l f
ra

m
ew

or
k 

ar
e 

m
ad

e,
 

th
ey

 fi
t t

he
 c

ou
nt

ry
’s

 w
id

er
 re

gu
la

to
ry

 re
fo

rm
 a

ge
nd

a 
fo

r r
eg

ul
at

or
y 

re
fo

rm
at

io
n.

 A
t t

he
 sa

m
e 

tim
e,

 le
ga

l m
et

ro
lo

gy
 p

la
ys

 a
 v

ita
l r

ol
e 

fo
r 

ec
on

om
y,

 in
 d

el
iv

er
in

g 
ec

on
om

ic
, h

ea
lth

, s
af

et
y 

an
d 

en
vi

ro
nm

en
ta

l 
pr

ot
ec

tio
ns

, a
nd

 it
 sh

al
l n

ot
 b

e 
om

itt
ed

 fr
om

 th
e 

w
ill

 ra
re

ly
 b

e 
ap

pr
op

ria
te

 to
 se

t t
he

 to
ta

l r
em

ov
al

 o
f t

he
 le

ga
l f

ra
m

ew
or

k 
as

 a
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Pa
ge

 1
5 

of
 2

7 

po
lic

y 
go

al
. 

W
ri

tte
n 

st
an

da
rd

s h
av

e 
lo

ng
 p

la
ye

d 
a 

ke
y 

ro
le

 in
 le

ga
l m

et
ro

lo
gy

 
an

d 
th

is
 h

as
 g

ro
wn

 (a
nd

 c
on

tin
ue

s t
o 

gr
ow

) a
s i

nt
er

na
tio

na
l 

st
an

da
rd

s (
su

ch
 a

s O
IM

L 
Re

co
m

m
en

da
tio

ns
). 

O
ne

 o
f f

ir
st 

de
ci

si
on

s 
fo

r g
ov

er
nm

en
ts

 n
ee

d 
to

 m
ak

e 
is

 h
ow

 su
ch

 st
an

da
rd

s a
re

 to
 b

e 
in

co
rp

or
at

ed
 o

r r
ef

er
en

ce
d 

in
 th

e 
re

gu
la

tio
ns

 in
 th

ei
r l

eg
al

 
fr

am
ew

or
k.

 A
do

pt
io

n 
of

 a
 st

an
da

rd
’s

 p
ro

vi
sio

ns
 m

ay
 o

cc
ur

 in
 o

ne
 o

f 
th

e 
fo

llo
w

in
g 

pr
oc

ed
ur

es
: s

ev
er

al
 d

iff
er

en
t w

ay
s i

nc
lu

di
ng

 

• 
in

cl
us

io
n 

of
 th

e 
ve

rb
at

im
 te

xt
 in

 th
e 

re
gu

la
tio

ns
, 

• 
in

cl
us

io
n 

of
 id

en
tic

al
 re

qu
ir

em
en

ts
, b

ut
 n

ot
 v

er
ba

tim
 id

en
tic

al
 te

xt
, 

or
 
• 

in
cl

us
io

n 
of

 c
om

pa
tib

le
 b

ut
 n

ot
 id

en
tic

al
 re

qu
ir

em
en

ts
. 

Th
e 

ad
op

tio
n 

m
ay

 b
e 

su
pp

le
m

en
te

d 
w

ith
 o

ne
 o

f t
he

 fo
llo

wi
ng

 
m

et
ho

ds
: 

• 
cr

os
s-

re
fe

re
nc

e 
to

 a
 sp

ec
ifi

c 
ed

iti
on

 o
f a

 st
an

da
rd

, 
• 

co
m

pl
ia

nc
e 

w
ith

 th
e 

ge
ne

ra
l s

ta
nd

ar
d 

as
 a

 g
ua

ra
nt

ee
d 

bu
t n

ot
 

co
m

pu
lso

ry
 w

ay
 o

f c
om

pl
yi

ng
 w

ith
 a

 g
en

er
al

ly
 e

xp
re

ss
ed

 
re

qu
ir

em
en

t, 
or

 
• 

co
m

pl
ia

nc
e 

w
ith

 a
 st

an
da

rd
 u

se
d 

as
 e

vi
de

nc
e 

of
 g

en
er

al
ly

 a
cc

ep
te

d 
pr

ac
tic

es
. 

In
 p

ra
ct

ic
e,

 th
er

e 
is

 a
 sp

ec
tr

um
 o

f d
iff

er
en

t o
pt

io
ns

 b
et

w
ee

n 
pu

re
ly

 
vo

lu
nt

ar
y 

st
an

da
rd

s a
nd

 v
ar

io
us

 fo
rm

s o
f t

ec
hn

ic
al

 re
gu

la
tio

ns
. T

he
 

re
la

tio
ns

hi
p 

of
 th

e 
op

tio
ns

 is
 T

he
se

 a
re

 d
es

cr
ib

ed
 in

 F
ig

ur
e 

6.
 A

n 
ap

pr
oa

ch
 a

do
pt

ed
 b

y 
a 

co
un

tr
y 

W
hi

ch
 a

pp
ro

ac
h 

a 
co

un
tr

y 
ad

op
ts

 
w

ill
 d

ep
en

d 
on

 it
s b

ro
ad

er
 le

ga
l t

ra
di

tio
ns

 a
nd

 m
ay

 v
ar

y 
be

tw
ee

n 
di

ffe
re

nt
 a

re
as

 o
f l

eg
al

 m
et

ro
lo

gy
. 

(F
ig

ur
e 

6)
 

An
ot

he
r k

ey
 d

ec
is

io
n 

…
…

 re
gu

la
tio

n.
 T

ra
di

tio
na

lly
,…

…
 p

ut
 in

to
 

us
e.

 H
ow

ev
er

, c
on

si
de

ra
tio

n 
sh

ou
ld

 b
e 

gi
ve

n 
to

 a
dd

iti
on

al
 to

ol
s f

or
 

su
ch

 a
s t

yp
e 

ap
pr

ov
al

 c
on

tr
ol

s, 
…

…
…

 w
hi

ch
 c

an
 e

nh
an

ce
 th

e 
ef

fe
ct

iv
en

es
s o

f r
eg

ul
at

or
y 

co
nt

ro
ls

. 

G
ov

er
nm

en
t a

ls
o…

 a
pp

lic
at

io
n.

 C
en

tr
al

 g
ov

er
nm

en
t .

.. 
fu

nc
tio

ns
 a

re
 

pe
rf

or
m

ed
: 

• 
as

su
ra

nc
e 

th
at

 m
ea

su
ri

ng
 in

st
ru

m
en

ts
 in

 tr
ad

e,
 h

ea
lth

, s
af

et
y,

 la
w

 
en

fo
rc

em
en

t a
nd

 e
nv

iro
nm

en
ta

l p
ro

te
ct

io
n 

re
gu

la
tio

n 
ar

e 
su

ita
bl

e 
fo

r t
he

ir
 in

te
nd

ed
 u

se
, p

ro
pe

rl
y 

in
st

al
le

d,
 a

nd
 a

cc
ur

at
e,

 a
nd

 a
re

 so
 

m
ai

nt
ai

ne
d 

by
 th

ei
r o

wn
er

 o
r u

se
r;

 

• 
pr

ev
en

tio
n 

of
 u

nf
ai

r/
 o

r d
ec

ep
tiv

e 
de

al
in

g 
an

d/
or

 a
dv

er
tis

em
en

t o
f 

co
m

m
od

iti
es

 a
nd

 se
rv

ic
es

 b
as

ed
 o

n 
m

ea
su

re
m

en
t; 

by
 w

ei
gh

t o
r 

m
ea

su
re

 in
 a

ny
 c

om
m

od
ity

 o
r s

er
vi

ce
 a

dv
er

tis
ed

, p
ac

ka
ge

d,
 so

ld
, 
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Pa
ge

 1
6 

of
 2

7 

pu
rc

ha
se

d,
 o

r e
xc

ha
ng

ed
;  

• 
pr

om
ot

io
n 

of
 u

ni
fo

rm
ity

, t
o 

th
e 

ex
te

nt
 …

…
…

; 

• 
en

co
ur

ag
em

en
t o

f d
es

ir
ab

le
 e

co
no

m
ic

 …
..;

 

• 
pr

ot
ec

tio
n 

of
 in

di
vi

du
al

s b
y 

es
ta

bl
is

hi
ng

 …
…

..;
 

• 
es

ta
bl

is
hm

en
t o

f t
ra

ce
ab

ili
ty

 o
f m

ea
su

re
m

en
t r

…
…

; 

• 
es

ta
bl

is
hm

en
t o

f s
ta

nd
ar

ds
 o

f w
ei

gh
ts

 o
r m

ea
su

re
s a

nd
 st

an
da

rd
s 

of
 n

et
 c

on
te

nt
s f

ill
 (a

ve
ra

ge
 o

r m
in

im
um

 fi
ll 

re
qu

ir
em

en
ts

) f
or

 a
ny

 
pa

ck
ag

ed
 …

. ;
 a

nd
 

• 
ex

em
pt

io
n 

of
 u

nn
ec

es
sa

ry
 p

ro
vi

si
on

s f
ro

m
 th

e 
pr

ov
is

io
ns

 o
f t

he
 

La
w

 o
n 

M
et

ro
lo

gy
 o

r a
ny

 re
gu

la
tio

ns
 su

bs
eq

ue
nt

ly
 m

ad
e 

w
he

n 
it 

is
 

ap
pr

op
ria

te
 to

 m
ai

nt
ai

n 
th

e 
m

ai
nt

en
an

ce
 o

f g
oo

d 
co

m
m

er
ci

al
 

pr
ac

tic
es

, e
tc

. 

（
和
訳
は
省
略
）
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5.
5.

1 
Re

gu
la

to
ry

 
po

lic
y 

Fi
gu

re
 6

 - 
Re

la
tio

ns
hi

p 
be

tw
ee

n 
…

 

(p
.3

9)
 

Ed
. 

[P
ri

or
ity

 2
] T

itl
es

 sh
ou

ld
 b

e 
ad

de
d 

at
 th

e 
to

p 
of

 
Fi

gu
re

 6
. 

図
6
の
最
上
部
に
タ
イ
ト
ル
を
追
記
す
る
。

 

 

A
dd

 tw
o 

tit
le

s “
La

w
-b

as
ed

” 
an

d 
“N

or
m

at
iv

e 
sta

nd
ar

ds
” 

to
 F

ig
ur

e 
6 

as
 sh

ow
n 

be
lo

w
: 

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
---

--
--

--
--

--
--

--
--

--
- 

St
an

da
rd

s-
ba

se
d 

| L
aw

-b
as

ed
 

Vo
lu

nt
ar

y 
sta

nd
ar

ds
 

| N
or

m
at

iv
e 

st
an

da
rd

s 
 

| T
ec

hn
ic

al
 re

gu
la

tio
n 

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
---

--
--

--
--

--
--

--
--

--
- 

図
6
に
以
下
の
二
つ
の
タ
イ
ト
ル
、
「
法
律
準
拠
」
と
「
強
制
文
書
標

準
」
を
追
加
す
る
。

 

--
--

--
--

--
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--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
---

--
--

--
--

--
--

--
--

--
- 

文
書
標
準
に
準
拠

 
|法法
律律
準準
拠拠

 
文
書
標
準
に
準
拠

 
|強強
制制
文文
書書
標標
準準

 
 

|技
術
規
制

 
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

---
--

--
--

--
--

--
--

--
--

- 
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5 

5.
5.

2 
En

fo
rc

em
en

t s
tra

te
gi

es
 

A
lm

os
t 

al
l 

Ed
. 

[P
ri

or
ity

 3
] W

e 
pr

op
os

e 
ch

an
ge

s a
s s

ho
w

n 
in

 th
e 

rig
ht

 c
ol

um
n 

fo
r c

la
rif

ic
at

io
n.

 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

  

5.
5.

2 
En

fo
rc

em
en

t s
tra

te
gi

es
 

Th
e 

ch
oi

ce
s …

.. 
of

 it
s r

ec
ur

re
nc

e.
 F

ig
ur

e 
7 

sh
ow

s t
he

 p
os

sib
le

 
re

sp
on

se
s t

o 
in

fr
in

ge
m

en
ts

 a
s t

he
 ri

sk
 se

ve
ri

ty
 o

f t
he

 o
ffe

nc
e 

in
cr

ea
se

s. 

(F
ig

ur
e 

7)
 

Id
ea

lly
, t

he
 le

ve
l o

f …
…

 o
ffe

nd
in

g 
be

ha
vi

ou
r. 

Fo
r W

he
re

 a
 c

om
pa

ny
 

th
at

 o
ffe

nc
es

 re
pe

at
ed

ly
 is

 a
 re

pe
at

 o
ffe

nd
er

 a
nd

 re
ga

rd
s h

as
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Pa
ge

 1
7 

of
 2

7 

su
ffi

ci
en

t r
es

ou
rc

es
 to

 re
ga

rd
 a

ny
 n

or
m

al
 p

en
al

ty
 a

s a
 n

ec
es

sa
ry

 
co

st
 o

f d
oi

ng
 b

us
in

es
s, 

an
 e

nf
or

ce
ab

le
 u

nd
er

ta
ki

ng
 is

 a
 p

ow
er

fu
l t

oo
l 

to
 c

ha
ng

e 
th

e 
co

m
pa

ny
’s

 b
eh

av
io

ur
. 

Ty
pi

ca
lly

, t
he

 p
en

al
tie

s a
ss

oc
ia

te
d 

w
ith

 a
ny

 fu
rt

he
r o

ffe
nc

es
 

tr
an

sg
re

ss
io

ns
 (i

.e
. …

 ) 
ar

e 
m

uc
h 

m
or

e 
se

ve
re

 th
an

 th
os

e 
us

ua
lly

 
ap

pl
ie

d 
ar

e 
us

ua
l i

n 
tra

de
-m

ea
su

re
m

en
t l

eg
is

la
tio

n.
 

（
和
訳
は
省
略
）
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5 

5.
6.

1 
N

at
. 

M
et

. I
ns

t. 
A

ll 
G

e/
Ed

. 
[P

ri
or

ity
 1

] W
e 

pr
op

os
e 

ch
an

ge
s a

s s
ho

w
n 

in
 th

e 
rig

ht
 c

ol
um

n 
fo

r c
la

rif
ic

at
io

n.
 

In
 5

th
 a

nd
 6

th
 p

ar
ag

ra
ph

s, 
th

e 
di

ffe
re

nc
e 

in
 c

on
ce

pt
 

be
tw

ee
n 

“d
ev

el
op

m
en

t”
 a

nd
 “

re
se

ar
ch

” 
is 

no
t c

le
ar

. 
W

e 
un

de
rs

ta
nd

 th
e 

la
tte

r m
ea

ns
 a

n 
ad

va
nc

ed
 re

se
ar

ch
 

w
or

k 
th

at
 m

ay
 n

ot
 b

e 
ne

ce
ss

ar
y 

on
ly

 to
 m

ai
nt

ai
n 

th
e 

pr
es

en
t s

ta
nd

ar
d.

 S
o,

 w
e 

pr
op

os
e 

ch
an

ge
s i

n 
ex

pr
es

sio
n.

 

In
 7

th
 p

ar
ag

ra
ph

, “
fo

ru
m

s”
 is

 m
or

e 
co

m
m

on
 fo

r 
m

an
y 

no
n-

na
tiv

e 
re

ad
er

s a
s t

he
 p

lu
ra

l f
or

m
 o

f 
“f

or
um

”.
 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

第
5
と
第

6
段
落
に
お
い
て
、
「
開
発
」
と
「
研
究
」

の
理
念
の
違
い
が
不
明
確
で
あ
る
。
我
々
は
、
後
者
が

既
存
の
標
準
の
維
持
だ
け
に
は
必
要
の
な
い
先
進
的
な

研
究
を
意
味
す
る
と
理
解
し
た
。
故
に
我
は
表
現
の
修

正
を
提
案
す
る
。

 

第
7
段
落
に
お
い
て
、
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
複
数
形
で

あ
る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
多
く
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
は

な
い
読
者
に
と
っ
て
よ
り
一
般
的
で
あ
る
。

 

 

5.
6.

1 
N

at
io

na
l M

et
ro

lo
gy

 In
sti

tu
te

s (
N

M
Is

) 

Th
e 

m
is

sio
ns

 a
nd

 ta
sk

s o
f N

M
Is

 in
cl

ud
e 

ta
sk

s o
f g

en
er

al
 in

te
re

st
 

sp
re

ad
 o

ve
r t

he
 lo

ng
 te

rm
 a

nd
 se

rv
ic

es
 fo

r r
en

de
re

d 
to

 th
e 

ad
m

in
is

tr
at

io
n 

an
d 

to
 c

lie
nt

s o
n 

a 
co

nt
ra

ct
ua

l b
as

is
. T

he
 fi

na
nc

ia
l 

re
so

ur
ce

s o
f N

M
Is

 th
es

e 
in

st
itu

te
s m

us
t r

ef
le

ct
 th

es
e 

tw
o 

ki
nd

s o
f 

m
is

sio
ns

. 

Th
e 

es
ta

bl
is

hm
en

t o
f t

he
 N

M
I i

nc
lu

di
ng

 th
e 

la
bo

ra
to

ri
es

 a
nd

 o
ve

ra
ll 

ge
ne

ra
l o

pe
ra

tio
n 

of
 th

e 
la

bo
ra

to
ri

es
 N

M
I r

eq
ui

re
s f

un
di

ng
 fr

om
 th

e 
go

ve
rn

m
en

t o
n 

a 
su

sta
in

ab
le

 o
ng

oi
ng

 b
as

is.
 T

hi
s f

un
di

ng
 m

us
t …

.  
C

IP
M

 M
RA

). 
W

he
re

 in
te

rn
at

io
na

l a
id

 …
. b

e 
wa

st
ed

. 

Th
e 

m
os

t c
om

m
on

 fu
nd

in
g 

m
od

el
 is

 fo
r t

he
 N

M
I i

s t
o 

ch
ar

ge
 th

e 
di

re
ct

 c
os

ts
 a

nd
 o

th
er

 a
ss

oc
ia

te
d 

co
st

s f
or

 th
e 

se
rv

ic
es

 o
f s

er
vi

ce
 

de
liv

er
y,

 th
at

 is
 to

 sa
y 

to
 c

ha
rg

e 
th

e 
la

bo
ur

 a
nd

 o
th

er
 c

os
ts

 
as

so
ci

at
ed

 w
ith

 d
el

iv
er

in
g 

a 
pa

rt
ic

ul
ar

 c
al

ib
ra

tio
n 

to
 a

 c
lie

nt
. 

W
he

re
 o

nl
y 

th
e 

NM
I i

s d
ir

ec
tly

 p
ro

vi
di

ng
 a

 q
ua

lit
y 

hi
gh

 v
ol

um
e 

of
 

se
rv

ic
es

 (f
or

 …
), 

a 
hi

gh
er

 p
ro

po
rti

on
 o

f c
os

ts
 is

 a
re

 g
en

er
al

ly
 

re
co

ve
re

d.
 C

ar
e 

ne
ed

s t
o 

be
 ta

ke
n 

w
he

n 
th

e 
NM

I h
as

 si
gn

ifi
ca

nt
 

in
flu

en
ce

 o
n 

m
an

da
tin

g 
th

e 
ne

ed
 fo

r a
 se

rv
ic

e 
un

de
r a

 v
ia

 re
gu

la
to

ry
 

ba
ck

gr
ou

nd
 o

r o
th

er
 c

on
tro

l. 
Th

er
e 

is
 a

 ri
sk

 T
he

 ri
sk

 th
at

 th
e 

NM
I 

be
co

m
es

 d
ep

en
de

nt
 o

n 
th

e 
in

co
m

e 
fr

om
 th

e 
m

an
da

te
d 

se
rv

ic
e 

an
d 

th
e 

N
M

I h
as

 to
 b

e 
m

an
ag

ed
 b

y 
th

e 
se

rv
ic

e 
a 

se
rv

ic
e 

it 
ha

s m
an

da
te

d 
ha

s t
o 

be
 m

an
ag

ed
. I

t d
oe

s n
ot

 se
rv

e 
th

e 
ec

on
om

y 
w

el
l i

f t
ha

t 
de

pe
nd

en
cy

 re
ac

he
s t

he
 p

oi
nt

 w
he

re
 th

e 
N

M
I (

or
 …

) i
s r

el
uc

ta
nt

 to
 

ce
as

e 
th

e 
se

rv
ic

e 
in

 fe
ar

 b
ec

au
se

 o
f l

os
s o

f i
nc

om
e,

 e
ve

n 
wh

en
 it

 is
 

te
ch

ni
ca

lly
 n

o 
lo

ng
er

 n
ec

es
sa

ry
. 

It 
is

 im
po

rt
an

t t
o 

co
ns

id
er

 fu
nd

in
g 

fo
r r

es
ea

rc
h 

an
d 

de
ve

lo
pm

en
t 

fu
nd

in
g 

se
pa

ra
te

ly
. E

sta
bl

is
hi

ng
 n

at
io

na
l s

ta
nd

ar
ds

 re
qu

ir
es

 
fu

nd
am

en
ta

l d
ev

el
op

m
en

t w
or

k,
 b

ec
au

se
 a

nd
 th

e 
st

an
da

rd
s 

in
ev

ita
bl

y 
ne

ed
 so

m
e 

su
pp

or
t a

nd
 im

pr
ov

em
en

t a
s t

ec
hn

ol
og

y 
m

ov
es

 
fo

rw
ar

d 
if 

th
ey

 a
re

 to
 re

m
ai

n 
cu

rr
en

t. 
In

 a
 sm

al
l N

M
I i

t m
ay

 b
e 

po
ss

ib
le

 to
 m

an
ag

e 
m

uc
h 

of
 th

is
 p

ro
ce

ss
 th

ro
ug

h 
pr

oc
ur

em
en

t e
.g

., 
(i.

e.
 b

uy
in

g 
be

tte
r e

qu
ip

m
en

t, 
an

d/
or

 h
av

in
g 

na
tio

na
l s

ta
nd

ar
ds

 
ca

lib
ra

te
d 

by
 a

no
th

er
 a

n 
N

M
I w

ith
 a

pp
ro

pr
ia

te
ly

 lo
w

 u
nc

er
ta

in
tie

s 
et

c.
). 

N
ev

er
th

el
es

s, 
al

l N
M

Is
 w

ill
 n

ee
d 

to
 u

nd
er

ta
ke

 so
m

e 
le

ve
l o

f 

 

－ 91 －



C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 S

ub
 

cl
au

se
 

Pa
ra

gr
ap

h
/ F

ig
ur

e/
 

Ta
bl

e/
 

Ty
pe

 o
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PR

O
PO

SE
D

 C
H

A
N

G
E 

O
BS

ER
V

A
TI

O
N

S 
O

F 
TH

E 
C

O
N

V
EN

ER
/P

G
 

on
 e

ac
h 

co
m

m
en

t s
ub

m
itt

ed
 

 

Pa
ge

 1
8 

of
 2

7 

de
ve

lo
pm

en
t w

or
k,

 a
nd

 it
 w

ill
 re

qu
ir

e 
ap

pr
op

ri
at

e 
fu

nd
in

g 
to

 d
o 

so
. 

Th
is

 n
ee

d 
be

co
m

es
 m

or
e 

ob
vi

ou
s p

ro
no

un
ce

d 
w

ith
 th

e 
in

cr
ea

si
ng

 
sc

op
e 

an
d 

qu
al

ity
 b

re
ad

th
 a

nd
 so

ph
is

tic
at

io
n 

of
 th

e 
se

rv
ic

es
 b

ei
ng

 
of

fe
re

d.
 S

om
e 

sm
al

le
r N

M
Is

 m
ay

 d
ev

el
op

 li
nk

s w
ith

 a
 lo

ca
l t

ec
hn

ic
al

 
un

iv
er

sit
y,

 fo
r e

xa
m

pl
e,

 ta
ki

ng
 p

os
tg

ra
du

at
e 

stu
de

nt
s t

o 
he

lp
 th

e 
un

de
rta

ke
 d

ev
el

op
m

en
t p

ro
je

ct
s i

f t
he

y 
do

 n
ot

 h
av

e 
th

e 
in

 h
ou

se
 

ex
pe

rt
is

e.
 

Th
e 

de
ci

si
on

 o
n 

wh
et

he
r o

r n
ot

 to
 e

ng
ag

e 
in

 a
 fu

nd
ed

 a
dv

an
ce

d 
m

et
ro

lo
gy

 re
se

ar
ch

 p
ro

gr
am

m
e 

in
 m

et
ro

lo
gy

 w
ill

 d
ep

en
d 

on
 

na
tio

na
l p

ri
or

iti
es

, n
ee

ds
 a

nd
 a

va
ila

bl
e 

re
so

ur
ce

s. 
M

an
y 

N
M

Is
 

fu
nc

tio
n 

ef
fe

ct
iv

el
y 

w
ith

ou
t s

uc
h 

a 
re

se
ar

ch
 p

ro
gr

am
m

e,
 p

ro
vi

de
d 

th
ey

 a
re

 a
bl

e 
to

 u
nd

er
ta

ke
 th

e 
de

ve
lo

pm
en

t o
f t

he
 n

at
io

na
l s

ta
nd

ar
ds

 
w

or
k 

de
sc

ri
be

d 
ab

ov
e.

 H
ow

ev
er

, a
t l

ea
st

 in
 m

or
e 

de
ve

lo
pe

d 
ec

on
om

ie
s, 

ha
vi

ng
 a

n 
ad

va
nc

ed
 re

se
ar

ch
 c

ap
ab

ili
ty

 si
gn

ifi
ca

nt
ly

 
in

cr
ea

se
s t

he
 im

pa
ct

 o
f t

he
 N

M
I. 

N
at

io
na

l f
un

di
ng

 fo
r a

 re
se

ar
ch

 
pr

og
ra

m
m

e 
m

ay
 c

om
e 

di
re

ct
ly

 fr
om

 g
ov

er
nm

en
t a

s p
ar

t o
f t

he
 c

or
e 

fu
nd

in
g 

fo
r t

he
 N

M
I’

s m
is

sio
n,

 o
r f

ro
m

 w
id

er
 n

at
io

na
l p

ro
gr

am
m

es
. 

Re
se

ar
ch

 a
ct

iv
iti

es
 a

dv
an

ce
 th

e 
ex

is
tin

g 
sta

nd
ar

ds
, p

re
pa

re
 th

e 
ne

xt
 

ge
ne

ra
tio

n 
of

 st
an

da
rd

s a
nd

 g
iv

e 
an

 lo
ok

 a
t i

nc
re

as
in

g 
im

pa
ct

 
th

ro
ug

h 
th

e 
ap

pl
ic

at
io

n 
ar

ea
s o

f m
et

ro
lo

gy
. I

n 
ge

ne
ra

l, 
As

 a
 

ge
ne

ra
liz

at
io

n 
a 

re
se

ar
ch

 p
ro

gr
am

m
e 

he
lp

s t
he

 N
M

I t
o 

…
 

co
m

m
un

ity
. I

n 
so

m
e 

co
un

tr
ie

s a
nd

 in
 so

m
e 

re
gi

on
s, 

th
er

e 
m

ay
 b

e 
…

 
ba

si
s. 

Th
ey

 sh
ou

ld
 a

lw
ay

s b
e 

se
en

 a
s c

om
pl

em
en

ta
ry

 to
 n

at
io

na
l 

fu
nd

in
g.

 In
 th

es
e 

co
un

tr
ie

s, 
m

or
e 

In
cr

ea
si

ng
ly

 re
se

ar
ch

 is
 

un
de

rta
ke

n 
co

lla
bo

ra
tiv

el
y 

w
ith

 o
th

er
 N

M
Is

, u
ni

ve
rs

iti
es

 a
nd

 
re

se
ar

ch
 o

rg
an

iz
at

io
ns

. 

Ir
re

sp
ec

tiv
e 

of
 w

he
th

er
 a

n 
N

M
I h

as
 a

 re
se

ar
ch

 p
ro

gr
am

m
e 

or
 n

ot
, 

its
 st

af
f w

ill
 n

ee
d 

to
 p

ar
tic

ip
at

e 
in

 th
e 

RM
O

’s
 te

ch
ni

ca
l c

om
m

itt
ee

s, 
an

d 
ot

he
r s

ci
en

tif
ic

 fo
ru

m
s f

or
a,

 in
cl

ud
in

g 
th

os
e 

th
at

 h
av

e 
co

lla
bo

ra
tio

ns
 w

ith
 fo

r t
ho

se
 th

at
 h

av
e 

th
e 

ca
pa

bi
lit

y,
 th

e 
ac

tiv
iti

es
 

of
 th

e 
C

IP
M

’s
 C

on
su

lta
tiv

e 
C

om
m

itt
ee

s. 
If 

th
e 

NM
I h

as
 

re
sp

on
si

bi
lit

y 
fo

r l
eg

al
 m

et
ro

lo
gy

, a
s w

el
l a

s p
ar

tic
ip

at
io

n 
in

 th
e 

th
en

, a
s f

or
 sc

ie
nt

ifi
c 

m
et

ro
lo

gy
 p

ar
tic

ip
at

io
n 

at
 a

 re
gi

on
al

 le
ve

l, 
an

d 
in

 th
e 

ac
tiv

iti
es

 o
f t

he
 O

IM
L 

sh
ou

ld
 b

e 
bu

dg
et

ed
. D

ep
en

di
ng

 o
n 

th
e 

sc
op

e 
of

 th
e 

N
M

I, 
th

er
e 

m
ay

 b
e 

m
an

y 
ot

he
r s

ci
en

tif
ic

 fo
ru

m
s f

or
a 

th
at

 a
re

 im
po

rt
an

t t
o 

its
 w

or
k.

 A
t t

he
 m

os
t s

en
io

r l
ev

el
, N

M
I 

D
ir

ec
to

rs
 w

ill
 n

ee
d 

fu
nd

in
g 

to
 p

ar
tic

ip
at

e 
in

 th
e 

re
gi

on
al

 a
nd

 
in

te
rn

at
io

na
l f

or
um

s f
or

a 
th

at
 sh

ap
e 

an
d 

de
ci

de
 th

e 
m

et
ro

lo
gy

 
la

nd
sc

ap
e,

 a
nd

 th
e 

ac
tiv

iti
es

 th
at

 fl
ow

 fr
om

 th
em

. 

Fi
na

lly
, i

t s
ho

ul
d 

be
 re

co
gn

iz
ed

 th
at

 in
 a

n 
N

M
I, 

th
e 

gr
ea

te
st 

as
se

t i
s 

its
 st

af
f. 

It 
ta

ke
s c

on
si

de
ra

bl
e 

tim
e,

 fo
r t

ra
in

in
g 

an
d 

ex
pe

ri
en

ce
 to

 
m

ai
nt

ai
n 

an
d 

de
ve

lo
p 

na
tio

na
l s

ta
nd

ar
ds

 a
nd

 to
 d

el
iv

er
 h

ig
h 

qu
al

ity
 

se
rv

ic
es

 a
t a

 n
at

io
na

l l
ev

el
. 

（
和
訳
は
省
略
）

 

－ 92 －



C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 S

ub
 

cl
au

se
 

Pa
ra

gr
ap

h
/ F

ig
ur

e/
 

Ta
bl

e/
 

Ty
pe

 o
f 

co
m

m
en

t2  
 

C
O

M
M

EN
TS

 
PR

O
PO

SE
D

 C
H

A
N

G
E 

O
BS

ER
V

A
TI

O
N

S 
O

F 
TH
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G
 

on
 e

ac
h 

co
m

m
en

t s
ub

m
itt

ed
 

 

Pa
ge

 1
9 

of
 2

7 

 

JP
28

 
5 

5.
6.

2 
Le

ga
l 

m
et

ro
lo

gy
 

…
 

A
ll 

Ed
. 

[P
ri

or
ity

 2
] W

e 
pr

op
os

e 
ch

an
ge

s a
s s

ho
w

n 
in

 th
e 

rig
ht

 c
ol

um
n 

fo
r c

la
rif

ic
at

io
n.

 It
em

 d
) i

s p
ar

tic
ul

ar
ly

 
di

ffi
cu

lt 
to

 u
nd

er
sta

nd
. 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。
項
目

d)
は
特
に
理
解
し
に
く
い
。

 

 

5.
6.

2 
Le

ga
l m

et
ro

lo
gy

 e
nf

or
ce

m
en

t  

It 
w

ill
 o

fte
n 

be
 a

pp
ro

pr
ia

te
 fo

r t
he

 b
us

in
es

se
s…

 c
ha

rg
es

. T
hi

s 
re

qu
ir

em
en

t m
ay

 a
pp

ly
 b

e 
th

e 
ca

se
s, 

fo
r i

ns
ta

nc
e,

 w
he

re
 a

n 
re

qu
ir

em
en

ts
 in

vo
lv

e 
ap

pl
ic

at
io

ns
 fo

r p
er

m
is

si
on

s (
su

ch
 a

s t
yp

e 
ap

pr
ov

al
) i

s r
eq

ui
re

d,
 a

nd
 o

r w
he

re
 a

 m
ut

ua
l a

cc
ep

ta
nc

e 
ar

ra
ng

em
en

t f
or

  t
he

 b
us

in
es

s d
er

iv
es

 b
ro

ad
er

 b
en

ef
its

 o
f a

ss
ur

an
ce

, 
su

ch
 a

s t
es

tin
g,

 ty
pe

 a
pp

ro
va

l o
r v

er
ifi

ca
tio

n 
is

 re
qu

ir
ed

. T
he

 sc
op

e 
fo

r a
pp

ly
in

g 
…

 …
 m

ad
e 

(s
ee

 5
.5

). 
In

 p
ar

tic
ul

ar
, w

he
re

 …
 le

ga
l 

m
et

ro
lo

gy
 ta

sk
s, 

th
e 

bu
sin

es
se

s w
ill

 b
e 

ex
pe

ct
ed

 to
 p

ay
 th

e 
fe

es
 to

 
th

os
e 

bo
di

es
 c

ha
rg

e.
 

Im
po

rt
an

t p
oi

nt
s t

o 
be

ar
 in

 m
in

d 
w

he
n 

se
tti

ng
 fe

es
 a

nd
 c

ha
rg

es
 a

re
: 

a)
 F

ee
s s

ho
ul

d 
be

 tr
an

sp
ar

en
t –

 th
e 

bu
sin

es
se

s s
ho

ul
d 

ha
ve

 a
 c

le
ar

 
un

de
rs

ta
nd

 o
f t

he
 c

os
ts

 th
ey

 w
ill

 h
av

e 
to

 b
ea

r, 

b)
 F

ee
s s

ho
ul

d 
re

fle
ct

 th
e 

ac
tu

al
 c

os
t …

. o
f c

om
m

er
ci

al
 se

rv
ic

es
, 

c)
 W

he
re

 a
ut

ho
ri

ze
d 

pr
iv

at
e 

bo
di

es
 a

re
 c

ar
ry

in
g 

ou
t l

eg
al

 m
et

ro
lo

gy
 

ta
sk

s, 
th

ey
 m

ay
 w

ish
 to

 se
t t

he
ir

 fe
es

 c
om

pe
tit

iv
el

y 
– 

in
 th

at
 c

as
e,

 th
e 

pr
iv

at
e 

bo
di

es
 a

ut
ho

ri
tie

s s
ho

ul
d 

co
ns

id
er

 w
he

th
er

 th
ey

 sh
ou

ld
 b

e 
in

fo
rm

ed
 o

f t
he

 fe
e 

st
ru

ct
ur

es
 a

nd
 th

e 
re

qu
ir

em
en

t o
f i

nd
ee

d 
w

he
th

er
 

to
 re

qu
ir

e 
ad

va
nc

e 
ap

pr
ov

al
 b

y 
th

e 
re

sp
on

si
bl

e 
au

th
or

iti
es

, a
nd

 

d)
 E

ve
n 

wh
er

e 
a 

ta
sk

 h
as

 th
er

e 
is

 h
ea

vy
 re

lia
nc

e 
on

 th
e 

an
d 

en
fo

rc
em

en
t p

ro
vi

sio
ns

 w
ith

 a
 c

on
si

de
ra

tio
n 

to
 th

e 
co

st
s w

he
re

 th
e 

co
st

s f
al

l o
n 

bu
si

ne
ss

es
, t

he
re

 w
ill

 b
e 

a 
ne

ed
 fo

r s
om

e 
ad

di
tio

na
l 

m
ar

ke
t s

ur
ve

ill
an

ce
 a

ct
iv

iti
es

, s
uc

h 
as

 in
te

lli
ge

nc
e-

ba
se

d 
in

sp
ec

tio
ns

. I
n 

th
is

 c
as

e,
 L

eg
al

 m
et

ro
lo

gy
 b

ud
ge

ts
 sh

ou
ld

 b
e 

se
t f

or
 

th
e 

su
rv

ei
lla

nc
e 

in
 le

ga
l m

et
ro

lo
gy

 a
cc

or
di

ng
ly

. 

（
和
訳
は
省
略
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JP
29

 
6 

6 
Ti

tle
 

Ed
 

[P
ri

or
ity

 2
] T

he
 ti

tle
 sh

ou
ld

 b
e 

am
en

de
d.

 

 タ
イ
ト
ル
の
修
正
を
す
べ
き
で
あ
る
。

 

 

Pa
rt 

6 
– 

Le
gi

sla
tio

n 
of

 fr
am

ew
or

ks
 L

eg
isl

at
in

g 
fo

r m
et

ro
lo

gy
 

第第
6
部部
－－
計計
量量
のの
たた
めめ
のの
法法
制制
度度
のの
枠枠
組組
みみ

 

 

 

JP
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6 

6.
1 

G
en

er
al

 
co

ns
id

er
at

io
ns

 ..
. 

A
ll 

G
e/

Ed
 

[P
ri

or
ity

 1
] W

e 
pr

op
os

e 
ch

an
ge

s a
s s

ho
w

n 
in

 th
e 

rig
ht

 c
ol

um
n 

fo
r c

la
rif

ic
at

io
n.

 

In
 th

e 
3rd

 p
ar

ag
ra

ph
, t

he
 m

ea
ni

ng
 o

f “
cr

ite
ria

” 
is 

no
t 

cl
ea

r. 
 

In
 th

e 
7th

 p
ar

ag
ra

ph
, r

ec
om

m
en

d 
re

pl
ac

in
g 

“c
os

ts”
 

6.
1 

G
en

er
al

 c
on

sid
er

at
io

ns
 w

he
n 

de
ve

lo
pi

ng
 a

 M
et

ro
lo

gy
 L

aw
 

A 
La

w
 o

n 
M

et
ro

lo
gy

 sh
ou

ld
 ta

ke
 in

to
 a

cc
ou

nt
 o

th
er

 n
at

io
na

l l
aw

s 
su

ch
 a

s t
he

 L
aw

 o
n 

Co
ns

um
er

 P
ro

te
ct

io
n,

 th
e 

La
w 

on
 A

cc
re

di
ta

tio
n,

 
an

d 
th

e 
La

w
 o

n 
St

an
da

rd
iz

at
io

n,
 e

tc
. a

nd
 T

he
 L

aw
 o

n 
M

et
ro

lo
gy

 
sh

ou
ld

 a
ls

o 
co

ns
id

er
 in

te
rn

at
io

na
l t

re
at

ie
s s

uc
h 

as
 th

e 
W

TO
/T

BT
 

Ag
re

em
en

t1 , 
th

e 
W

TO
/S

PS
 A

gr
ee

m
en

t2 , 
th

e 
M

et
re

 C
on

ve
nt

io
n,

 a
nd
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Pa
rt

 
C

la
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e/
 S

ub
 

cl
au

se
 

Pa
ra

gr
ap

h
/ F

ig
ur

e/
 

Ta
bl

e/
 

Ty
pe

 o
f 

co
m

m
en

t2  
 

C
O

M
M

EN
TS

 
PR

O
PO

SE
D

 C
H

A
N

G
E 

O
BS

ER
V

A
TI

O
N

S 
O

F 
TH

E 
C

O
N

V
EN

ER
/P

G
 

on
 e

ac
h 

co
m

m
en

t s
ub

m
itt

ed
 

 

Pa
ge

 2
0 

of
 2

7 

w
ith

 “
re

so
ur

ce
s”

.  

In
 th

e 
la

st 
pa

ra
gr

ap
h,

 it
 is

 u
nr

ea
lis

tic
 to

 p
ro

vi
de

 th
e 

la
w

s u
sin

g 
on

ly
 th

e 
te

rm
s i

n 
th

e 
ci

te
d 

pu
bl

ic
at

io
ns

 
(V

IM
, V

IM
L 

...
). 

W
e 

pr
op

os
e 

a 
m

ild
er

 e
xp

re
ss

io
n.

 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

第
3
段
落
に
お
い
て
、
「
判
断
基
準
」
の
意
味
は
不
明

確
で
あ
る
。

 

第
7
段
落
に
お
い
て
、
「
コ
ス
ト
」
を
「
資
源
」
で
置

き
換
え
る
。

 

最
後
の
段
落
に
お
い
て
、
引
用
さ
れ
た
出
版
物
（

V
IM

, 
V

IM
L…
）
の
用
語
だ
け
を
使
っ
て
法
律
を
作
る
こ
と

は
現
実
的
で
は
な
い
。
我
々
は
よ
り
緩
や
か
な
表
現
を

提
案
す
る
。

 

  

th
e 

O
IM

L 
C

on
ve

nt
io

n,
 e

tc
.  

An
ne

x 
B 

se
ts

 o
ut

 a
 p

os
sib

le
 M

od
el

 L
aw

, …
on

 M
et

ro
lo

gy
. I

t i
s b

ui
lt 

on
 3

6 
El

em
en

ts
 …

 D
oc

um
en

t. 
Th

es
e 

El
em

en
ts

 sh
ou

ld
 b

e 
(r

e)
w

or
de

d 
ta

ki
ng

 in
to

 c
on

sid
er

at
io

n 
th

e 
le

gi
sl

at
iv

e 
dr

af
tin

g 
pr

ac
tic

e 
of

 th
e 

co
un

tr
y,

 th
e 

ne
ed

s, 
an

d 
th

e 
cu

ltu
re

 o
f t

he
 c

ou
nt

ry
, e

tc
., 

wh
ils

t 
m

ai
nt

ai
ni

ng
 th

ei
r s

im
pl

ic
ity

 a
nd

 c
la

ri
ty

. 

Th
e 

cr
ite

ria
 fo

r (
re

)w
or

di
ng

 th
e 

El
em

en
ts

 in
cl

ud
e:

 

• 
ob

lig
at

io
n 

by
 th

e 
la

w 
of

 …
 , 

…
., 

…
., 

…
., 

an
d 

…
. i

nf
ra

st
ru

ct
ur

e.
 

It 
is

 re
co

m
m

en
de

d 
to

 d
ev

el
op

 a
 th

is
 se

t o
f l

aw
s a

nd
 re

gu
la

tio
ns

 
ap

pr
op

ria
te

 fo
r t

ha
t c

ou
nt

ry
 p

ro
gr

es
siv

el
y,

 ta
ki

ng
 in

to
 a

cc
ou

nt
 th

e 
re

so
ur

ce
s a

va
ila

bl
e 

fo
r t

he
ir

 e
nf

or
ce

m
en

t a
nd

 th
e 

bu
dg

et
s p

la
nn

ed
 in

 
th

e 
m

ed
iu

m
 a

nd
 lo

ng
 te

rm
. 

Th
e 

pr
io

ri
ty

 is
 to

 se
t u

p 
le

ga
l p

ro
vi

si
on

s i
s r

el
at

ed
 to

: 

• 
th

e 
sta

tu
s o

f t
he

 b
od

ie
s t

o 
wh

ic
h 

ta
sk

s w
ill

 b
e 

al
lo

ca
te

d,
 …

…
., 

• 
th

e 
ge

ne
ra

l f
ra

m
ew

or
k 

fo
r l

eg
al

 m
et

ro
lo

gi
ca

l …
…

, a
nd

 
• 

th
e 

po
w

er
 in

cl
ud

in
g 

pe
na

lti
es

 fo
r i

nf
ri

ng
em

en
ts

, t
o 

be
 p

ro
vi

de
d 

fo
r 

th
e 

pe
na

lti
es

 a
nd

 th
e 

po
w

er
s o

f a
ge

nt
s i

n 
ch

ar
ge

 o
f m

et
ro

lo
gi

ca
l 

su
pe

rv
is

io
n.

 

Th
e 

sc
op

e 
of

 le
ga

l m
et

ro
lo

gy
,…

…
…

..a
va

ila
bl

e.
 

W
he

n 
st

ud
yi

ng
 n

ew
 re

gu
la

tio
ns

 o
r r

ev
is

in
g 

ex
is

tin
g 

re
gu

la
tio

ns
, 

th
ei

r i
m

pa
ct

 sh
ou

ld
 b

e 
stu

di
ed

 in
 te

rm
s o

f r
es

ou
rc

es
 (n

ee
de

d 
st

af
f, 

eq
ui

pm
en

t a
nd

 o
pe

ra
tin

g 
co

st
s)

 a
nd

 e
xp

ec
te

d 
be

ne
fit

s f
or

 th
e 

co
st

s 
fo

r t
he

 S
ta

te
 (s

ta
ff 

ne
ed

ed
 fo

r t
he

ir 
en

fo
rc

em
en

t, 
eq

ui
pm

en
t, 

op
er

at
in

g 
co

st
s)

, c
os

ts
 fo

r m
an

uf
ac

tu
re

rs
 a

nd
 u

se
rs

 o
f m

ea
su

ri
ng

 
in

st
ru

m
en

ts
, e

xp
ec

te
d 

be
ne

fit
s. 

Th
e 

ob
lig

at
io

ns
 re

su
lti

ng
 fr

om
 th

e 
O

IM
L 

C
on

ve
nt

io
n 

Tr
ea

ty
 a

nd
 

fr
om

 th
e 

W
TO

 T
BT

 A
gr

ee
m

en
t (

ob
lig

at
io

n 
to

 u
se

 O
IM

L 
Re

co
m

m
en

da
tio

ns
 a

s f
ar

 a
s p

os
sib

le
, a

nd
 e

nc
ou

ra
ge

m
en

t b
y 

th
e 

TB
T 

Ag
re

em
en

t t
o 

pa
rt

ic
ip

at
e 

in
 O

IM
L 

re
co

gn
iti

on
 a

nd
 a

cc
ep

ta
nc

e 
ar

ra
ng

em
en

ts
) s

ho
ul

d 
al

so
 b

e 
ta

ke
n 

in
to

 a
cc

ou
nt

, a
s w

el
l a

s o
th

er
 

ob
lig

at
io

ns
 d

er
iv

in
g 

fr
om

 re
gi

on
al

 tr
ea

tie
s o

r a
gr

ee
m

en
ts

. W
he

re
, i

t 
is

 e
nc

ou
ra

ge
d 

to
 u

til
iz

e 
th

e 
Re

co
m

m
en

da
tio

ns
 a

nd
 C

er
tif

ic
at

e 
Sy

ste
m

 
of

 O
IM

L.
 

In
 so

m
e 

re
gi

on
s, 

du
e 

to
 tr

ea
tie

s o
r t

o 
ag

re
em

en
ts

, r
eg

io
na

l 
le

gi
sl

at
io

n 
m

ay
 h

av
e 

pr
ec

ed
en

ce
 o

r b
e 

re
co

m
m

en
de

d 
ov

er
 n

at
io

na
l 

la
w

s a
nd

 re
gu

la
tio

ns
 o

r m
ay

 b
e 

re
co

m
m

en
de

d 
to

 n
at

io
na

l 
au

th
or

iti
es

. T
hi

s i
s t

he
 c

as
e 

fo
r e

xa
m

pl
e 

in
 th

e 
Eu

ro
pe

an
 U

ni
on

, 
w

he
re

 E
ur

op
ea

n 
Re

gu
la

tio
ns

 a
nd

 E
ur

op
ea

n 
D

ir
ec

tiv
es

 a
re

 a
cc

or
de

d 
a 

hi
gh

er
 st

at
us

 th
an

 th
at

 o
f n

at
io

na
l l

eg
is

la
tio

n.
 T

hi
s c

ou
ld

 a
ls

o 
be

co
m

e 
th

e 
ca

se
 in

 o
th

er
 re

gi
on

s. 
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Pa
ge

 2
1 

of
 2

7 

Th
e 

re
gi

on
al

 le
gi

sla
tio

n 
m

ay
 b

e:
 •

 o
f t

ot
al

, …
 , 

or
 …

...
 

W
he

n 
re

gi
on

al
 le

gi
sla

tio
n 

…
..m

ay
 b

e 
: •

 o
f d

ir
ec

t,…
, o

r …
…

...
 

It 
is

 a
lso

 re
co

m
m

en
de

d 
…

…
 le

gi
sla

tio
n.

 In
 p

ar
tic

ul
ar

, t
he

 re
gi

on
al

 
bo

di
es

 sh
ou

ld
 ta

ke
 in

to
 c

on
sid

er
at

io
n 

…
. a

nd
 th

e 
M

et
re

 C
on

ve
nt

io
n.

 

As
 n

ot
ed

 in
 P

ar
t 1

, i
t i

s i
m

po
rta

nt
 w

he
n 

de
al

in
g 

wi
th

 m
et

ro
lo

gy
 to

 b
e 

pr
ec

is
e 

in
 th

e 
us

e 
of

 te
ch

ni
ca

l t
er

m
s,…

…
 V

1:
20

13
]. 

W
he

n 
pr

ep
ar

in
g 

a 
La

w
 o

n 
M

et
ro

lo
gy

, o
r o

th
er

 re
gu

la
tio

ns
, i

t i
s t

he
re

fo
re

 
re

co
m

m
en

de
d 

th
at

 te
rm

s s
ho

ul
d 

be
 u

se
d 

as
 o

th
er

 th
an

 th
os

e 
de

fin
ed

 
in

 th
e 

VI
M

, V
IM

L 
or

 re
le

va
nt

 IS
O

/IE
C

 p
ub

lic
at

io
ns

 sh
ou

ld
 b

e 
av

oi
de

d 
an

d 
th

e 
de

fin
iti

on
s u

se
d 

sh
ou

ld
 b

e 
th

os
e 

fo
un

d 
in

 th
e 

VI
M

, 
VI

M
L 

or
 th

is
 D

oc
um

en
t. 

（
和
訳
は
省
略
）
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6 

6.
2 

O
ne

 
m

et
ro

lo
gy

…
 

A
lm

os
t 

al
l 

G
e/

Ed
 

[P
ri

or
ity

 3
] W

e 
pr

op
os

e 
ch

an
ge

s a
s s

ho
w

n 
on

 th
e 

rig
ht

 c
ol

um
n 

fo
r c

la
rif

ic
at

io
n.

 

Th
e 

la
tte

r p
ar

t o
f t

he
 1

st  
se

nt
en

ce
 m

ay
 n

ot
 b

e 
ne

ce
ss

ar
y.

 E
ac

h 
co

un
try

 m
ay

 d
ec

id
e 

it.
 

Th
e 

2nd
 p

ar
ag

ra
ph

 is
 n

ot
 c

le
ar

. W
ha

t a
re

 n
ew

 
de

ve
lo

pm
en

ts 
in

 m
et

ro
lo

gy
? 

In
 th

e 
2nd

 b
ul

le
t p

oi
nt

, t
he

 d
iff

er
en

ce
 b

et
w

ee
n 

“m
ea

su
re

m
en

t s
ys

te
m

s”
 a

nd
 “

in
str

um
en

ts”
 is

 n
ot

 
cl

ea
r. 

 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

第
1
段
落
の
後
半
は
不
要
で
あ
る
。
各
国
が
決
め
れ
ば

良
い
。

 

第
2
段
落
は
不
明
確
で
あ
る
。
計
量
に
お
い
て
、
何
が

新
し
い
進
展
な
の
か

? 

第
2
の
箇
条
書
き
に
お
い
て
、
「
計
量
シ
ス
テ
ム
」
と

「
機
器
」
の
違
い
は
不
明
確
で
あ
る
。

 

 

6.
2 

O
ne

 m
et

ro
lo

gy
 la

w 
or

 d
iff

er
en

t f
ra

m
ew

or
ks

 fo
r d

iff
er

en
t a

re
as

 
of

 re
gu

la
tio

n?
 

Af
te

r d
ef

in
in

g 
th

e 
na

tio
na

l s
tr

at
eg

y 
fo

r t
he

 m
et

ro
lo

gy
 sy

st
em

, i
t h

as
 

to
 b

e 
de

ci
de

d 
wh

et
he

r t
he

 L
aw

 o
n 

M
et

ro
lo

gy
 sh

ou
ld

 c
ov

er
 a

ll 
ar

ea
s 

of
 m

et
ro

lo
gy

 w
ith

 th
e 

es
ta

bl
is

hm
en

t o
f a

 c
al

ib
ra

tio
n 

se
rv

ic
e,

 e
tc

., 
or

 
no

t o
nl

y 
le

ga
l m

et
ro

lo
gy

 w
ith

 a
 n

at
io

nw
id

e 
sy

st
em

 o
f 

ve
ri

fic
at

io
n/

co
nf

or
m

ity
 a

ss
es

sm
en

t b
od

ie
s. 

N
ew

 d
ev

el
op

m
en

ts
 to

 b
e 

co
ns

id
er

ed
 w

he
n 

es
ta

bl
ish

in
g 

a 
na

tio
na

l 
st

ra
te

gy
 a

re
 d

es
cr

ib
ed

 in
 P

ar
ts

 2
 to

 5
. O

ne
 o

f n
ew

 p
oi

nt
s i

s t
he

 
su

pe
rv

is
io

n 
th

at
 o

f h
ol

di
ng

 m
an

uf
ac

tu
re

rs
 o

f m
ea

su
ri

ng
 in

st
ru

m
en

ts 
an

d 
us

er
s w

ho
 a

re
 re

sp
on

si
bl

e 
fo

r c
om

pl
ia

nc
e 

co
m

pl
yi

ng
 w

ith
 th

e 
le

ga
l r

eq
ui

re
m

en
ts

 a
s t

he
y 

w
er

e 
in

 th
e 

pa
st.

 T
hi

s a
pp

ro
ac

h 
of

 
en

su
ri

ng
 th

e 
m

ar
ke

tin
g 

of
 th

e 
le

ga
l m

ea
su

rin
g 

in
st

ru
m

en
ts

 u
nd

er
 

le
ga

l m
et

ro
lo

gy
 a

nd
 c

or
re

ct
 m

ea
su

re
m

en
ts

 n
ee

ds
 a

n 
ef

fe
ct

iv
e 

an
d 

ef
fic

ie
nt

 sy
st

em
 o

f s
up

er
vi

si
on

.  

Th
e 

re
vi

si
on

s o
f a

 L
aw

 o
n 

M
et

ro
lo

gy
 a

nd
 m

an
da

to
ry

 re
qu

ir
em

en
ts

 
(d

ec
re

es
 a

nd
 b

in
di

ng
 re

gu
la

tio
ns

) s
ho

ul
d 

re
fle

ct
 th

e 
ne

w
 

de
ve

lo
pm

en
ts

: o
f 

• 
gl

ob
al

iza
tio

n 
of

 tr
ad

e 
an

d 
se

rv
ic

es
, 

• 
te

ch
ni

ca
l d

ev
el

op
m

en
ts

, e
.g

. u
se

 o
f i

nt
eg

ra
te

d 
m

ea
su

re
m

en
t 

sy
st

em
s i

ns
te

ad
 o

f d
is

cr
et

e 
m

ea
su

ri
ng

 in
st

ru
m

en
ts

, 
• 

us
e 

of
 v

ar
io

us
 c

on
fo

rm
ity

 …
, a

nd
 

• 
su

pe
rv

is
io

n 
of

 th
e 

m
et

ro
lo

gy
 sy

st
em

…
…

…
 

N
ev

er
th

el
es

s,…
 …

 a
ffa

ir
. I

n 
Eu

ro
pe

, e
ve

n 
w

ith
 b

in
di

ng
 to

 E
ur

op
ea

n 
D

ir
ec

tiv
es

 fo
r t

he
 m

em
be

r c
ou

nt
rie

s,…
 

…
…

…
…

…
…
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ge
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of
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（
和
訳
は
省
略
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6 

6.
3 

O
rg

an
iz

at
io

n 
of

 
m

et
ro

l…
. 

A
lm

os
t 

al
l 

G
e/

Ed
 

[P
ri

or
ity

 1
] W

e 
pr

op
os

e 
ch

an
ge

s a
s s

ho
w

n 
on

 th
e 

rig
ht

 c
ol

um
n 

fo
r c

la
rif

ic
at

io
n.

 

Th
e 

co
nt

en
ts 

of
 th

e 
2nd

 a
nd

 3
rd

 p
ar

ag
ra

ph
s d

o 
no

t 
m

at
ch

 F
ig

ur
e 

8.
 W

e 
pr

op
os

e 
a 

re
vi

sio
n 

fo
llo

w
in

g 
Fi

gu
re

 8
. 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

第
2
段
落
と
第

3
段
落
の
内
容
は
図

8
と
合
っ
て
い
な

い
。
図

8
に
従
っ
た
修
正
を
提
案
す
る
。

 

 

6.
3 

O
rg

an
iza

tio
n 

of
 m

et
ro

lo
gi

ca
l i

nf
ra

str
uc

tu
re

 b
y 

a 
su

ita
bl

e 
or

de
r 

of
 la

ws
, d

ec
re

es
 a

nd
 st

an
da

rd
s 

It 
is

 re
co

m
m

en
de

d 
th

at
 a

 “
La

w
 o

n 
M

et
ro

lo
gy

” 
be

 d
ev

el
op

ed
 in

 su
ch

 
a 

m
an

ne
r t

ha
t i

t i
s c

on
si

de
re

d 
as

 a
n 

“e
na

bl
in

g 
le

gi
sl

at
io

n”
. I

t m
ea

ns
 

th
at

 th
e 

a 
La

w
 o

n 
M

et
ro

lo
gy

 c
ou

ld
 a

dd
re

ss
 g

en
er

al
 a

nd
 b

ro
ad

er
 

pa
ra

m
et

er
s t

ha
t a

re
 n

ot
 su

bj
ec

t t
o 

ch
an

ge
 su

ch
 a

s a
dm

in
is

tr
at

io
n,

 
of

fe
nc

es
, r

ul
e 

se
tti

ng
 p

ow
er

s a
nd

 re
le

va
nt

 d
ef

in
iti

on
s a

s w
el

l a
s t

he
ir

 
re

sp
on

si
bi

lit
ie

s o
r o

bl
ig

at
io

ns
.  

Sp
ec

ifi
c 

an
d 

es
se

nt
ia

l r
eq

ui
re

m
en

ts
 fo

r o
rg

an
iz

at
io

ns
, p

ro
ce

du
re

s 
an

d 
m

ea
su

rin
g 

in
st

ru
m

en
ts

 sh
ou

ld
 b

e 
la

id
 d

ow
n 

in
 le

ga
l d

oc
um

en
ts 

su
ch

 a
s d

ec
re

es
, c

ir
cu

la
rs

 a
nd

 b
y-

la
w

s f
or

 w
hi

ch
 th

e 
ca

bi
ne

t a
nd

/o
r 

th
e 

m
in

is
tr

y 
ar

e 
re

sp
on

sib
le

. M
or

e 
sp

ec
ifi

c 
m

at
te

rs
 (t

ec
hn

ic
al

 
re

qu
ir

em
en

ts
, i

ns
pe

ct
io

n 
fr

eq
ue

nc
ie

s)
 c

ou
ld

 b
e 

ad
dr

es
se

d 
in

 o
th

er
 

in
st

ru
m

en
ts

 su
ch

 a
s r

eg
ul

at
io

ns
, s

pe
ci

fic
at

io
ns

, e
tc

.  

Bi
nd

in
g 

an
d 

te
ch

ni
ca

l r
eg

ul
at

io
ns

 sh
ou

ld
 b

e 
is

su
ed

 b
y 

th
e 

re
sp

on
si

bl
e 

m
in

is
tr

y 
or

 th
e 

m
et

ro
lo

gy
 a

ut
ho

ri
ty

. T
he

se
 re

gu
la

tio
ns

 
sh

ou
ld

 c
om

pl
y 

w
ith

 a
pp

lic
ab

le
 O

IM
L 

Re
co

m
m

en
da

tio
ns

, d
ec

is
io

ns
 

of
 th

e 
M

et
re

 C
on

ve
nt

io
n 

an
d 

IS
O

/IE
C

 st
an

da
rd

s. 
M

or
e 

de
ta

ile
d 

re
gu

la
tio

ns
 fo

r o
rg

an
iza

tio
ns

, p
ro

ce
du

re
s a

nd
 te

ch
ni

ca
l 

re
qu

ir
em

en
ts

 sh
ou

ld
 b

e 
la

id
 d

ow
n 

in
 le

ga
l d

oc
um

en
ts

 su
ch

 a
s 

de
cr

ee
s, 

by
-la

w
s, 

ci
rc

ul
ar

s, 
et

c.
 w

he
re

 m
in

is
tr

ie
s a

re
 re

sp
on

sib
le

 fo
r 

th
ei

r i
ss

ua
nc

e.
 A

ls
o 

bi
nd

in
g 

re
gu

la
tio

ns
 b

as
ed

 o
n 

O
IM

L 
Re

co
m

m
en

da
tio

ns
 a

nd
 o

n 
th

e 
M

et
re

 C
on

ve
nt

io
n 

sh
ou

ld
 b

e 
ap

pr
ov

ed
 

by
 th

e 
re

sp
on

si
bl

e 
m

in
is

tr
y.

  

Th
e 

lo
w

es
t l

ev
el

 in
 …

…
.. 

or
 n

at
io

na
l b

as
is

. 

An
 e

xa
m

pl
e 

of
 th

is
 is

 se
t o

ut
 b

el
ow

.  

(F
ig

ur
e 

8)
 

（
和
訳
は
省
略
）
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6.
4 

Le
ga

l 
un

its
…

 
A

ll 
G

e/
Ed

 
[P

ri
or

ity
 2

] W
e 

pr
op

os
e 

ch
an

ge
s a

s s
ho

w
n 

on
 th

e 
rig

ht
 c

ol
um

n 
fo

r c
la

rif
ic

at
io

n.
  

Re
ga

rd
in

g 
th

e 
le

ga
l u

ni
ts,

 w
e 

co
ns

id
er

 th
at

 S
I i

s 
re

co
m

m
en

de
d 

an
d 

BI
PM

 p
ro

vi
de

s a
 b

ro
ch

ur
e 

fo
r i

ts 
de

fin
iti

on
s. 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

計
量
単
位
に
つ
い
て
は

SI
が
推
奨
さ
れ
、

BI
PM
が
定

6.
4 

Le
ga

l u
ni

ts
 o

f m
ea

su
re

m
en

t 

A 
le

ga
l f

ra
m

ew
or

k 
is

 re
qu

ir
ed

 to
 sp

ec
ify

 w
hi

ch
 u

ni
ts

 o
f m

ea
su

re
m

en
t 

ar
e 

au
th

or
iz

ed
 to

 b
e 

us
ed

, o
r m

ad
e 

to
 b

e 
m

an
da

to
ry

, d
ep

en
di

ng
 o

n 
th

ei
r a

nd
 fo

r w
hi

ch
 a

pp
lic

at
io

ns
. I

t i
s n

ot
 p

er
tin

en
t t

o 
in

cl
ud

e 
in

 th
e 

la
w

 a
 fu

ll 
de

fin
iti

on
 o

f t
he

 u
ni

ts
 in

 th
e 

la
w

, a
s t

hi
s i

s a
 sc

ie
nt

ifi
c 

is
su

e 
w

hi
ch

 d
oe

s n
ot

 n
ee

d 
a 

vo
tin

g 
to

 b
e 

vo
te

d 
on

. T
he

 d
ef

in
iti

on
 o

f l
eg

al
 

un
its

 m
ay

 re
fe

r t
o 

th
e 

SI
 u

ni
ts

 in
te

rn
at

io
na

l t
re

at
ie

s o
r s

ta
nd

ar
ds

. 
D

et
ai

le
d 

de
fin

iti
on

s o
f t

he
 S

I u
ni

ts 
ar

e 
m

ay
 b

e 
gi

ve
n 

by
 th

e 
SI

 
Br

oc
hu

re
 is

su
ed

 b
y 

BI
PM

. E
xc

ep
tio

na
l a

nd
 c

us
to

m
ar

y 
re

fe
rr

in
g 

to
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Pa
ge

 2
3 

of
 2

7 

義
の
た
め
の
要
覧
を
提
供
し
て
い
る
と
考
え
る
。

 

 

st
an

da
rd

s. 
Ex

ce
pt

io
ns

, u
ni

ts
 o

ut
sid

e 
th

e 
SI

 a
nd

 c
us

to
m

ar
y 

un
its

 
sh

ou
ld

 b
e 

de
fin

ed
 in

 a
 g

ov
er

nm
en

ta
l d

ec
is

io
n 

ra
th

er
 th

an
 in

 th
e 

la
w.

 

It 
sh

ou
ld

 b
e 

no
te

d 
th

at
 th

e 
de

fin
iti

on
 o

f t
he

 d
ec

im
al

 m
ul

tip
le

s a
nd

 
su

bm
ul

tip
le

s o
f t

he
 S

I u
ni

ts
 a

nd
 th

ei
r n

ot
at

io
n 

is
 p

ar
t o

f t
he

 S
I 

sy
st

em
. 

In
 a

dd
iti

on
, i

t i
s n

ec
es

sa
ry

 to
 sp

ec
ify

 w
he

n 
us

e 
of

 u
ni

ts
 o

th
er

 th
an

 th
e 

le
ga

l u
ni

ts
 a

re
 is

 p
er

m
itt

ed
 to

 u
se

. 

（
和
訳
は
省
略
）
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6.
5.

3 
Re

gu
la

tio
ns

 
on

 
in

str
um

en
ts

…
 

A
lm

os
t 

al
l 

G
e/

Ed
 

[P
ri

or
ity

 1
] W

e 
pr

op
os

e 
ch

an
ge

s a
s s

ho
w

n 
on

 th
e 

rig
ht

 c
ol

um
n 

fo
r c

la
rif

ic
at

io
n.

 

In
 th

e 
se

nt
en

ce
 le

d 
by

 “
M

ea
su

rin
g 

eq
ui

pm
en

t t
ha

t n
o 

lo
ng

er
 c

on
fo

rm
s…

”,
 th

e 
op

tio
ns

 to
 th

e 
no

n-
co

nf
or

m
in

g 
in

str
um

en
t i

s e
ith

er
 a

 re
pa

ir 
or

 a
 

w
ith

dr
aw

al
 b

ec
au

se
 it

 h
as

 b
ee

n 
ve

rif
ie

d 
be

fo
re

. 

Th
e 

se
nt

en
ce

 le
d 

by
 “

Th
es

e 
re

gu
la

tio
ns

 m
ay

 
al

lo
w

…
” 

is 
no

t c
le

ar
. W

e 
un

de
rs

to
od

 th
at

 it
 g

en
er

al
ly

 
m

ea
nt

 m
ut

ua
l a

cc
ep

ta
nc

e 
ar

ra
ng

em
en

ts 
fo

r a
ny

 k
in

ds
 

of
 c

on
fo

rm
ity

 a
ss

es
sm

en
t i

n 
le

ga
l m

et
ro

lo
gy

. 

In
 th

e 
se

nt
en

ce
 le

d 
by

 “
N

o 
pe

rs
on

 sh
ou

ld
 …

”,
 th

e 
m

ea
ni

ng
 o

f “
au

di
t r

eq
ui

re
m

en
ts”

 is
 n

ot
 c

le
ar

. W
e 

co
ns

id
er

 it
 m

ay
 m

ea
n 

th
e 

ce
rti

fic
at

e 
of

 th
e 

au
di

t i
n 

th
e 

pa
st.

 

我
々
は
、
明
確
化
の
た
め
に
右
の
列
に
示
す
変
更
を
提

案
す
る
。

 

「
M

ea
su

rin
g 

eq
ui

pm
en

t t
ha

t n
o 

lo
ng

er
 

co
nf

or
m

s…
」
で
始
ま
る
文
章
に
お
い
て
、
適
合
し
な

い
計
量
器
へ
の
選
択
肢
は
修
理
か
撤
去
し
か
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
以
前
に
検
定
を
受
け
て
い
る
か
ら
。

 

「
Th

es
e 

re
gu

la
tio

ns
 m

ay
 a

llo
w

…
」
で
始
ま
る
文
章

は
不
明
確
で
あ
る
。
我
々
は
、
そ
れ
が
法
定
計
量
に
お

け
る
あ
ら
ゆ
る
相
互
承
認
の
取
り
決
め
を
一
般
的
に
意

味
す
る
と
理
解
し
た
。

 

「
N

o 
pe

rs
on

 sh
ou

ld
…
」
で
始
ま
る
文
章
に
お
い
て
、

「
監
査
要
求
」
の
意
味
は
不
明
確
で
あ
る
。
我
々
は
、

そ
れ
が
過
去
の
監
査
の
証
明
書
で
は
な
い
か
と
考
え

た
。

 

6.
5.

3 
Re

gu
la

tio
ns

 o
n 

m
ea

su
rin

g 
in

str
um

en
ts 

an
d 

th
ei

r u
se

 

Re
gu

la
tio

ns
 sh

ou
ld

 b
e 

m
ad

e 
…

.. 
lis

te
d 

in
 8

.5
. 

Th
e 

in
st

ru
m

en
ts

 su
bj

ec
t t

o 
…

…
. i

n 
3.

4.
4.

 

Th
es

e 
re

gu
la

tio
ns

 sh
ou

ld
 sp

ec
ify

 …
 c

at
eg

or
ie

s. 

In
 a

cc
or

da
nc

e 
w

ith
 th

e 
O

IM
L 

…
.. 

as
 fa

r a
s p

os
sib

le
. 

Th
es

e 
re

gu
la

tio
ns

 …
. a

nd
 su

pe
rv

isi
on

 p
ro

ce
du

re
s:

  

• 
to

 a
ss

es
s t

he
 in

iti
al

 c
on

fo
rm

ity
 o

f t
he

 in
st

ru
m

en
ts

 to
 th

e 
le

ga
l 

re
qu

ir
em

en
ts

 …
., 

• 
to

 a
ss

es
s, 

at
 th

e 
sta

ge
 o

f m
an

uf
ac

tu
ri

ng
, t

he
 c

on
fo

rm
ity

 o
f t

he
 

in
st

ru
m

en
ts

 to
 ty

pe
 (w

he
n 

ap
pl

ic
ab

le
) a

nd
 th

e 
co

nf
or

m
ity

 o
f t

he
 

pr
od

uc
ed

 in
st

ru
m

en
ts

 p
ro

du
ce

d 
to

 th
e 

le
ga

l r
eq

ui
re

m
en

ts
 (e

.g
. i

ni
tia

l 
ve

ri
fic

at
io

n)
, 

• 
to

 e
ns

ur
e 

th
at

 th
e 

in
st

ru
m

en
ts

 in
 se

rv
ic

e 
m

ai
nt

ai
n 

th
ei

r r
eq

ui
re

d 
m

et
ro

lo
gi

ca
l p

ro
pe

rt
ie

s u
nd

er
 e

xp
ec

te
d 

co
nd

iti
on

s o
f u

se
 a

nd
 w

ith
 

ag
e 

(e
.g

. r
ev

er
ifi

ca
tio

n,
 in

 se
rv

ic
e 

in
sp

ec
tio

n 
an

d 
fie

ld
 su

rv
ei

lla
nc

e)
, 

or
 th

e 
in

st
ru

m
en

ts
 a

re
 w

ith
dr

aw
n 

fr
om

 u
se

 if
 th

ey
 d

o 
no

t m
ee

t t
he

 
pr

op
er

tie
s, 

an
d 

• 
to

 e
ns

ur
e 

th
at

 th
e 

in
st

ru
m

en
ts

 a
re

 c
or

re
ct

ly
 …

…
. 

Th
es

e 
re

gu
la

tio
ns

 sh
ou

ld
 sp

ec
ify

 th
e 

m
ar

ki
ng

s a
nd

 in
sc

ri
pt

io
ns

 
w

hi
ch

 c
er

tif
y 

at
te

st 
to

 th
e 

st
at

us
 o

f t
he

 c
on

fo
rm

ity
 o

f t
he

 in
st

ru
m

en
ts 

w
ith

 le
ga

l r
eq

ui
re

m
en

ts
 (e

.g
. t

yp
e 

ap
pr

ov
al

 m
ar

ki
ng

, a
nd

 
ve

ri
fic

at
io

n 
m

ar
ki

ng
, e

tc
.).

 

A 
m

ea
su

ri
ng

 in
st

ru
m

en
t e

qu
ip

m
en

t t
ha

t n
o 

lo
ng

er
 c

on
fo

rm
s t

o 
th

e 
le

ga
l r

eq
ui

re
m

en
ts

 sh
ou

ld
 b

e 
m

ar
ke

d 
as

 re
je

ct
ed

 (a
nd

/o
r s

ho
ul

d 
ha

ve
 it

s v
er

ifi
ca

tio
n 

m
ar

ks
 re

m
ov

ed
) a

nd
 sh

ou
ld

 e
ith

er
 b

e 
m

ad
e 

to
 

co
nf

or
m

, r
ep

ai
re

d,
 o

r w
ith

dr
aw

n 
fr

om
 th

e 
m

ar
ke

t, 
de

co
m

m
is

si
on

ed
, 

or
 re

m
ov

ed
 fr

om
 u

se
. 
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G
 

on
 e

ac
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Annex xx – electric vehicle charging systems 
Draft  Test  Procedure  for  consideration  for  OIML  TC  12. 
Prepared  by  OIML  TC  12  subgroup 2. 

Definitions 
Electric vehicle charging system 

A system intended for the charging of electric vehicles, including one or more electricity meters, a 
control system, a connecting point and a client interface. 

Connecting point 

Point where one electric vehicle is connected to the fixed installation. 
[definition 3.1.5 of IEC 61851‐1] 
 
Remark 1: In case the output cable is a fixed part of the charging system, this point is defined as the 
tip of the cable. Otherwise the connecting point is defined as the point of the charging system where 
the cable is plugged in. 
 
Remark 2: In case of a wireless charging system the inductive coupler of the charging system is 
considered as the connecting point.  

Control system 

A system consisting of hard‐ and software, which can include a load control switch (if applicable) and 
a controller with a communication interface, to control the process of charging. 

 

Client interface 

A specific display, being part of the electric vehicle charging system, presenting information about 
the charging process to the user, including the amount of delivered energy.  
Alternatively, the display of the electricity meter registering the total energy delivered to the 
electrical vehicle may act as a client interface. 

 

 
 
   

ココメメンントトのの追追加加 [HS1]: To be discussed whether wireless 
charging systems need to be included. 

Annex XX: Type Tests for electric vehicle charging systems 
XX.1 General requirements 
The following aspects are applicable for electric vehicle charging systems. 

1. The system shall have the capability to measure the total energy delivered to the electric 
vehicle. 

2. The applied electricity meter(s) shall fulfil all requirements in this Recommendation. This 
includes all metrological requirements, the requirements on software and the internal clock 
(if applicable). 

3. In addition to the non‐resettable total register, the system shall have one or more registers 
for the total energy delivered to the electrical vehicle in a transaction, which shall be reset to 
zero at the beginning of a new transaction. 

4. All necessary information for the transaction shall be presented via the client interface. This 
includes at least: the amount of delivered energy and a time stamp. The delivered energy is 
presented with a resolution of 0.,01 kWh or better. 

5. In case a separate client interface is applied, this interface shall be connected with the 
electricity meter, registering the total energy delivered to the vehicle, by means of a secured 
connection. 

6. For every transaction the electric vehicle charging system shall store this information until 
the transaction is settled. This data is considered as being legally relevant data, for which the 
requirements for software as laid down in clause 3.6 of this Recommendation shall be 
fulfilled. Means shall be available to retrieve this data at a later moment in time. 

7. Possible losses between the position where the energy is measured and the connecting 
point where the energy is delivered, shall be equal to or less than 1/6th of the mpe. 

8. The housing shall conform to the degree of protection IP54, as given in IEC 60529. 
 

Remark 3: Additionally, national authorities may specify also requirements to measure the total 
energy consumption from the grid, delivered by the energy supplier. 

Remark 4: National authorities may specify the minimum accuracy class of the electricity meter(s).  

Remark 5: This Recommendation contains requirements for AC charging systems only. However, for 
DC charging systems a similar design can be applied. In that case the energy which is used by the end 
user shall be measured after the AC to DC energy conversion. 

 

ココメメンントトのの追追加加 [HS2]: To be discussed what is 
considered as necessary information. At the moment this is 
limited to the following basic items: the amount of 
delivered energy and a time stamp. 
Other elements can be: 
* start energy [kWh] 
* stop energy [kWh] 
* delivered energy [kWh] 
* time / date 
* customer ID 
* station ID 
* meter ID 

ココメメンントトのの追追加加 [松松本本毅毅3]: Japan proposes that a period 
is used to express a decimal point as it is used in the present 
R 46 (2012). We propose six similar corrections in this 
annex. 
日本は小数点として、R46（2012）で使われているよう

に、ピリオドを使用することを提案する。我々は 6 カ

所の同様な修正を提案する。 
 

別紙６
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Annex XX: Type Tests for electric vehicle charging systems 
XX.1 General requirements 
The following aspects are applicable for electric vehicle charging systems. 

1. The system shall have the capability to measure the total energy delivered to the electric 
vehicle. 

2. The applied electricity meter(s) shall fulfil all requirements in this Recommendation. This 
includes all metrological requirements, the requirements on software and the internal clock 
(if applicable). 

3. In addition to the non‐resettable total register, the system shall have one or more registers 
for the total energy delivered to the electrical vehicle in a transaction, which shall be reset to 
zero at the beginning of a new transaction. 

4. All necessary information for the transaction shall be presented via the client interface. This 
includes at least: the amount of delivered energy and a time stamp. The delivered energy is 
presented with a resolution of 0.,01 kWh or better. 

5. In case a separate client interface is applied, this interface shall be connected with the 
electricity meter, registering the total energy delivered to the vehicle, by means of a secured 
connection. 

6. For every transaction the electric vehicle charging system shall store this information until 
the transaction is settled. This data is considered as being legally relevant data, for which the 
requirements for software as laid down in clause 3.6 of this Recommendation shall be 
fulfilled. Means shall be available to retrieve this data at a later moment in time. 

7. Possible losses between the position where the energy is measured and the connecting 
point where the energy is delivered, shall be equal to or less than 1/6th of the mpe. 

8. The housing shall conform to the degree of protection IP54, as given in IEC 60529. 
 

Remark 3: Additionally, national authorities may specify also requirements to measure the total 
energy consumption from the grid, delivered by the energy supplier. 

Remark 4: National authorities may specify the minimum accuracy class of the electricity meter(s).  

Remark 5: This Recommendation contains requirements for AC charging systems only. However, for 
DC charging systems a similar design can be applied. In that case the energy which is used by the end 
user shall be measured after the AC to DC energy conversion. 

 

ココメメンントトのの追追加加 [HS2]: To be discussed what is 
considered as necessary information. At the moment this is 
limited to the following basic items: the amount of 
delivered energy and a time stamp. 
Other elements can be: 
* start energy [kWh] 
* stop energy [kWh] 
* delivered energy [kWh] 
* time / date 
* customer ID 
* station ID 
* meter ID 

ココメメンントトのの追追加加 [松松本本毅毅3]: Japan proposes that a period 
is used to express a decimal point as it is used in the present 
R 46 (2012). We propose six similar corrections in this 
annex. 
日本は小数点として、R46（2012）で使われているよう

に、ピリオドを使用することを提案する。我々は 6 カ

所の同様な修正を提案する。 
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Figure xx.1 – Schematic view of an electrical vehicle charging system.  

The connecting point for a system with a cable plugged into the charging system is shown at the 
position where the cable is plugged in. 

Alternatively, the connecting point for a system with a fixed cable is shown where the cable is 
connected to the car. 

 
XX.2 Type tests 
During the type tests of the electric vehicle charging system special attention is paid to the following 
aspects: 

1) A sound construction of the system;  
2) The absence of vulnerabilities to affect the registration of the delivered amount of energy, 

including storage of data;  
3) Fulfilment of the requirements of this Recommendation for the applied electricity meter(s), 

including all metrological requirements, the requirements on software and the internal clock 
(if applicable) for the rated operating conditions; 

4) A correct registration by means of the register and a clear presentation of the transaction 
information to the end consumer via the client interface; 

5) Fulfilment of the applicable accuracy requirements during a charging session at all nominal 
voltages, at minimum and at full load, with a minimum the resolution of one thousandth 
1.000 times the resolution of the a minimum of presented energy. 
 
Example: if the delivered energy is presented with a resolution of 0.,001 kWh, the minimum 
amount of energy during the charging session is 1,.000 kWh. 
最小と最大の負荷において正規電圧で運用される充電過程における、最低でも表示

される最小エネルギーの分解能の 1000 倍千分の一の分解能に相当する適用可能な精

度要件への適合。 
 
例: 供給されるエネルギーが 0,.001 kWh の分解能で表示されるとき、この充電過程に

おける最小エネルギーは 1,.000 kWh である。 
6) Test current should be varied within the range from 10 % to 100 % of the maximum charging 

current specified by the applicable standard/regulation. Regarding charging voltage, the 
specified minimum and maximum voltages should be selected for the test. 
試験電流は、適用される標準／規格が定める最大電流の 10%から 100%の範囲で変化

させるべきである。充電電圧については、定められた最小電圧及び最大電圧が試験

において選択されるべきである。 

 

For the electric vehicle charging system, the type approval document shall describe the following 
items: 

‐ the construction, including the applied meter(s) and their software versions, as essential 
parts, while using a schematic drawing indicating the energy flow; 

‐ the method of sealing, securing all components between the meter and the connecting 
point, as well as the connection between the meter and a separate client interface (if 
applicable); 

‐ the AC/DC conversion and the control system as conditional parts; 
‐ markings, with the following minimum information: 

* approval mark  
* manufacturer 
* year of manufacture 
* type 
* serial number 
* nominal voltage 
* current range 
* frequency 
* temperature range 
* accuracy class. 

XX.3 Initial and subsequent verifications 
During the initial and subsequent verification, the requirements for the meter(s) as mentioned in 
chapter 8 of this Recommendation are applied. 

For the system as a whole a conformity check shall be performed with the type approval 
documentation.  

ココメメンントトのの追追加加 [松松本本毅毅4]: The original text is not clear. 
Japan propose this correction assuming that the resolution 
must be 1/1000 (or less) of the minimum amount of energy 
supplied (presented) to the EV. Please inform us however if 
we misunderstood the meaning. 
元の文章は不明確である。日本は、分解能が EV に提供

（表示）されるエネルギー量の 1/1000（又はそれ未

満）でなくてはならないと想定し、この修正を提案す

る。もし勘違いしていたら教えてほしい。 

ココメメンントトのの追追加加 [松松本本毅毅5]: Because EVs are charged 
under conditions which vary in both current and voltage, 
Japan requests that type tests should be also performed 
under similar variable conditions. 
EV は電流と電圧の両方が変化する条件において充電さ

れるので、我々は型式承認試験も同様な変化する条件

で実施されることを要求する。 
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5) Fulfilment of the applicable accuracy requirements during a charging session at all nominal 
voltages, at minimum and at full load, with a minimum the resolution of one thousandth 
1.000 times the resolution of the a minimum of presented energy. 
 
Example: if the delivered energy is presented with a resolution of 0.,001 kWh, the minimum 
amount of energy during the charging session is 1,.000 kWh. 
最小と最大の負荷において正規電圧で運用される充電過程における、最低でも表示

される最小エネルギーの分解能の 1000 倍千分の一の分解能に相当する適用可能な精

度要件への適合。 
 
例: 供給されるエネルギーが 0,.001 kWh の分解能で表示されるとき、この充電過程に

おける最小エネルギーは 1,.000 kWh である。 
6) Test current should be varied within the range from 10 % to 100 % of the maximum charging 

current specified by the applicable standard/regulation. Regarding charging voltage, the 
specified minimum and maximum voltages should be selected for the test. 
試験電流は、適用される標準／規格が定める最大電流の 10%から 100%の範囲で変化

させるべきである。充電電圧については、定められた最小電圧及び最大電圧が試験

において選択されるべきである。 

 

For the electric vehicle charging system, the type approval document shall describe the following 
items: 

‐ the construction, including the applied meter(s) and their software versions, as essential 
parts, while using a schematic drawing indicating the energy flow; 

‐ the method of sealing, securing all components between the meter and the connecting 
point, as well as the connection between the meter and a separate client interface (if 
applicable); 

‐ the AC/DC conversion and the control system as conditional parts; 
‐ markings, with the following minimum information: 

* approval mark  
* manufacturer 
* year of manufacture 
* type 
* serial number 
* nominal voltage 
* current range 
* frequency 
* temperature range 
* accuracy class. 

XX.3 Initial and subsequent verifications 
During the initial and subsequent verification, the requirements for the meter(s) as mentioned in 
chapter 8 of this Recommendation are applied. 

For the system as a whole a conformity check shall be performed with the type approval 
documentation.  

ココメメンントトのの追追加加 [松松本本毅毅4]: The original text is not clear. 
Japan propose this correction assuming that the resolution 
must be 1/1000 (or less) of the minimum amount of energy 
supplied (presented) to the EV. Please inform us however if 
we misunderstood the meaning. 
元の文章は不明確である。日本は、分解能が EV に提供

（表示）されるエネルギー量の 1/1000（又はそれ未

満）でなくてはならないと想定し、この修正を提案す

る。もし勘違いしていたら教えてほしい。 

ココメメンントトのの追追加加 [松松本本毅毅5]: Because EVs are charged 
under conditions which vary in both current and voltage, 
Japan requests that type tests should be also performed 
under similar variable conditions. 
EV は電流と電圧の両方が変化する条件において充電さ

れるので、我々は型式承認試験も同様な変化する条件

で実施されることを要求する。 
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The suitability of the applied electricity meter(s) is checked, in relation to the charging capacity of 
the system and the applicable operating conditions. 

Fulfilment of the applicable accuracy requirements during a charging session at all nominal voltages, 
at minimum and at full load, with a minimum the resolution of one thousandth 1.000 times the 
resolution of the a minimum of presented energy. 
 
Example: if the delivered energy is presented with a resolution of 0,.001 kWh, the minimum amount 
of energy during the charging session is 1,.000 kWh. 
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ria
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Pa
ge
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f 1
7 

4.
4.

2.
2
に
よ
る
と
、
正
味
値
の
定
義
は
重
量
値
（
総
量
）
か

ら
風
袋
を
引
い
た
値
だ
と
理
解
で
き
る
。
故
に
現
在
の

4.
4.

2.
4.

2 
の
文
章
の
一
部
は
正
し
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
計

算
さ
れ
た
正
味
値
は
正
味
重
量
か
ら
風
袋
を
引
い
た
も
の

だ
、
と
定
義
し
て
い
る
か
ら
。
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4.

4.
2.

4.
4

M
ea

su
re

m
en

t d
at

a 

Al
l 

G
e/

Te
. 

Th
e 

te
rm

 “m
ea

su
re

m
en

t d
at

a”
 is

 n
ot

 d
ef

in
ed

 in
 

VI
M

. 

用
語
「測

定
デ
ー
タ
」は

VI
M

で
定
義
さ
れ
て
い
な
い
。

 

 

D
el

et
e 

th
is

 c
la

us
e.

 

こ
の
項
を
削
除
す
る
。
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4.

4.
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5 
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ui
lib

riu
m

 

1s
t 
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Te
/E

d.
 

Th
e 

ex
pr

es
si

on
 “w

ei
gh

 in
 n

on
-a
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om

at
ic

 m
od

e”
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 u

se
d 

in
 th
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1st

 s
en

te
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e.
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ow
ev

er
, w

e 
as
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m
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th

at
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te

rm
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ef
in

ed
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th
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 c
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m

” m
ea

ns
 “w
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gh
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 in
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at
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pe

ra
tio

n”
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Th
e 

w
or

d 
“th

e 
co

nd
iti

on
” i

s 
re

du
nd

an
t. 

W
e 

pr
op

os
ed

 c
ha

ng
es

 a
s 

sh
ow

n 
on

 th
e 

rig
ht

 
co

lu
m

n.
 

第
1
文
に
お
い
て
「非

自
動
運
転
モ
ー
ド
に
お
け
る
計
量
」

と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
我
々
は
こ
の
項
で

定
義
さ
れ
る
用
語
「
安
定
平
衡
」が

「
自
動
運
転
に
お
け
る

静
的
計
量
」
を
意
味
す
る
と
推
測
し
て
い
る
。

 

「
状
態
」
と
い
う
言
葉
が
重
複
し
て
い
る
。

 

我
々
は
右
の
列
に
示
す
修
正
を
提
案
す
る
。

 

 

4.
4.

2.
5 

st
ab

le
 e

qu
ili

br
iu

m
 

Fo
r i
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tru

m
en

ts
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at
 w
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gh

 in
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ta
tic
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-
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m
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od
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f t
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 in
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m
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t s
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h 

th
at

 th
e 
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d 

or
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or

ed
 w

ei
gh

in
g 

va
lu
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 s

ho
w

 n
o 

m
or

e 
th
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 tw

o 
ad

ja
ce

nt
 v

al
ue

s 
w

ith
 o

ne
 o

f t
he

m
 b

ei
ng

 th
e 

fin
al

 
w

ei
gh

t v
al

ue
.  

4.
4.

2.
5
安
定
平
衡

 

自
動
運
転
に
お
け
る
静
的

 非
自
動
モ
ー
ド
で
計
量
を
行
う
は
か

り
の
場
合
、
印
字
又
は
保
存
し
た
計
量
値
が
二
つ
以
上
の
隣
接

し
た
値
を
示
さ
な
い
よ
う
な
は
か
り
の
状
態
で
、
こ
れ
ら
の
値
の
一

つ
が
最
終
重
量
値
で
あ
る
。
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 c
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Ty
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f c
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ch
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1 

4.
4.

7 
du

ra
bi

lit
y 

Al
l 

Ed
. 

Th
e 

co
nt

en
t o

f t
hi

s 
cl

au
se

 is
 a

 d
ef

in
iti

on
 o

f 
m

ax
im

um
 p

er
m

is
si

bl
e 

er
ro

r a
nd

 it
 d

oe
s 

no
t 

m
at

ch
 th

e 
tit

le
 “d

ur
ab

ilit
y”

. 

こ
の
項
の
内
容
は
最
大
許
容
誤
差
の
定
義
で
あ
り
、
タ
イ
ト

ル
「
耐
久
性
」
と
合
っ
て
い
な
い
。

 

 

R
ei

ns
er

t t
he

 te
xt

 s
ho

w
n 

be
lo

w
 fo

r d
ur

ab
ilit

y 
th

at
 w

as
 

m
en

tio
ne

d 
in

 1
W

D
. 

A
bi

lit
y 

of
 a

n 
in

st
ru

m
en

t t
o 

m
ai

nt
ai

n 
its

 p
er

fo
rm

an
ce

 
ch

ar
ac

te
ris

tic
s 

ov
er

 a
 p

er
io

d 
of

 u
se

. 

以
下
に
示
す

1W
D
に
お
け
る
耐
久
性
の
定
義
に
戻
す
。

 

使
用
期
間
中
に
性
能
特
性
を
維
持
す
る
，
は
か
り
の
能
力
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1 

4.
5 

In
di

ca
tio

n
s 

an
d 

er
ro

rs
 

 

1st
 

se
nt

en
c

e 

G
e/

Ed
. 

In
 th

e 
ex

pr
es

si
on

 “a
s 

in
 R

76
:2

00
6”

, t
he

 a
pp

lia
bl

e 
cl

au
se

s 
of

 R
 7

6 
sh

ou
ld

 b
e 

sh
ow

n.
 W

e 
pr

op
os

e 
an

 a
dd

iti
on

 s
ho

w
n 

on
 th

e 
rig

ht
 c

ol
um

n.
 

R
76

:2
00

6
と
い
う
表
現
に
お
い
て
、

R
76

の
該
当
す
る
項

目
が
明
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
我
々
は
右
の
列
に
示
す

修
正
を
提
案
す
る
。

 

 

A
 p

rin
te

r o
r a

 d
is

pl
ay

 is
 re

qu
ire

d,
 a

nd
 th

e 
re

qu
ire

m
en

ts
 a

pp
ly

 to
 th
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e 

de
vi

ce
s”

 a
s 

gi
ve

n 
in

 
C

la
us

es
 4

.2
, 4

.3
 a

nd
 4

.4
 o

f R
 7

6:
20

06
.  

印
字
装
置
ま
た
は
表
示
器
が
要
求
さ
れ
る
、
そ
し
て

R
 7

6:
20

06
の

4.
2,

 4
.3

 及
び

4.
4 
で
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
要
求
事
項
が

適
用
さ
れ
る
。
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4.
5.

2 
pr

im
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in

di
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n

s 

1st
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e 

Ed
. 

Ad
d 

“in
di
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n 
of

” i
n 

th
e 

be
gi

nn
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g 
of

 th
is

 
se

nt
en

ce
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Th
e 

te
rm

 “f
ills

” i
s 
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ap
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op
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te

 b
ec

au
se

 it
 is

 a
 

te
rm

 u
se

d 
fo

r g
ra
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m

et
ric

 fi
llin

g 
in

st
ru

m
en

ts
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W
e 

pr
op

os
e 

a 
re

vi
si

on
 s

ho
w

n 
on

 th
e 

rig
ht

 
co

lu
m

n.
 

こ
の
文
章
の
最
初
に
「
～
の
表
示
」
を
追
加
す
る
。

 

用
語
「充

填
量
」は

重
力
式
充
填
装
置
に
使
わ
れ
る
用
語

で
あ
る
の
で
、
不
適
切
で
あ
る
。

 

我
々
は
右
の
列
に
示
す
修
正
を
提
案
す
る
。

 

 

in
di

ca
tio

ns
 o

f v
al

ue
s 

of
 fi

lls
, s
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ls
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nd
 s
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ls
 th

at
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e 
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t t

o 
th

e 
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qu
ire

m
en
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f t
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s 
R

ec
om

m
en

da
tio

n 
 

こ
の
勧
告
の
要
件
の
対
象
と
な
る
値
、
符
号
及
び
記
号
の
表
示
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1 

4.
5.

3 
se
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y in
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Ed
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W
e 
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我
々
は
編
集
的
な
修
正
を
提
案
す
る
。

 

 

Ad
d 

”o
f” 

be
tw

ee
n 

“in
di

ca
tio

ns
” a

nd
 “s

ig
na

ls
 …

”. 

“In
di

ca
tio

ns
” と

 “s
ig

na
ls

 …
” の

間
に

 
”o

f” 
を
追
加
す
る
。

 

 

 

JP
 1

-
14

 
1 
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y 

1st
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ol
at
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m
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s 
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表
現
「揮

発
性
の
デ
ジ
タ
ル
形
式
」
は
不
明
確
で
あ
る
。

 

 

W
e 

re
co

m
m

en
d 

us
in

g 
“te

m
po

ra
ry

 d
is

pl
ay

 in
 d

ig
ita

l 
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rm
at

” f
or

 e
xa

m
pl

e.
 

例
え
ば
、
「一

時
的
な
デ
ジ
タ
ル
形
式
の
表
示
」を

推
奨
す
る
。
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4.
5.

4.
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y 
di
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y 

1st
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en
c

e 

Te
. 
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 d
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ay
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s 
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ed

, b
ut

 “p
rim

ar
y 

di
sp

la
y”

 is
 n

ot
 d

ef
in

ed
. 

Se
co

nd
ar

y 
di

sp
la

y 
の
定
義
は
あ
る
が
、

pr
im

ar
y 

di
sp

la
y 
定
義
さ
れ
て
い
な
い
。

 

 

Al
so

 d
ef

in
e 

“p
rim

ar
y 

di
sp

la
y”

. 

Pr
im

ar
y 

di
sp

la
y 
も
定
義
す
る
。
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 H
ow
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ry
 fo

r 
th

is
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ft.

 

こ
の
備
考
に
お
い
て
、

VI
M

 (V
1:

20
13

)の
5.

14
か
ら

4
つ
の
例
が
引
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の

一
部
が
削
除
さ
れ

た
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
う
ち
の

二
つ
は
こ
の
草
案
に
必
要
で

あ
る
。

 

 

Th
e 
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w
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g 
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m
s 
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L 
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 b
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d 
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t c
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ru

m
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 c
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lts
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m
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m
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 b
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 b
y 
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n 

m
ay
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ci
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 th
e 
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tu

re
 

of
 th
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e 
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ria

tio
ns

. 

以
下
の

VI
M

L
の
項
目
を
備
考
の
第

3
及
び
第

4
項
目
と
し
て

追
加
す
る
。

 

 

－ 111 －



 

Te
m

pl
at

e 
fo

r c
om

m
en

ts
 a

nd
 c

on
ve

ne
r's

 o
bs

er
va

tio
ns

 

TC
9 

/ S
C

2 
/ p

10
  

TC
9_

SC
2_

P1
0_

N
03

5 
R

ev
is

io
n 

of
 O

IM
L 

R
 5

1 
20

04
E 

- A
ut

om
at

ic
 C

at
ch

w
ei

gh
in

g 
In

st
ru

m
en

ts
 

Fi
rs

t W
or

ki
ng

 D
ra

ft 
(2

 W
D

) 
D

at
e 

of
 c

irc
ul

at
io

n:
 2

5 
M

ay
 2

02
0.

   
D

at
e 

to
 re

tu
rn

 c
om

m
en

ts
: 2

8 
A

ug
us

t 2
02

0 
TC

9 
/ S

C
2 

Se
cr

et
ar

ia
t: 

 
O

ffi
ce

 fo
r P

ro
du

ct
 s

af
et

y 
an

d 
st

an
da

rd
s 

- U
ni

te
d 

Ki
ng

do
m

 (m
or

ay
o.

aw
os

ol
a@

be
is

.g
ov

.u
k)

  
 

TC
9 

/ S
C

2 
/ p

10
 c

on
ve

ne
r(s

): 
 IN

D
IA

 (M
r. 

B.
N

. D
ix

it)
, U

N
IT

ED
 K

IN
G

D
O

M
 (M

r. 
M

or
ay

o 
Aw

os
ol

a)
 

C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 

Su
bc

la
us

e 
Pa

ra
gr

ap
h/

 
Fi

gu
re

/T
ab

le
 

Ty
pe

 o
f 

co
m

m
en

t2 
C

om
m

en
ts

 
Pr

op
os

ed
 c
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 c
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r c
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 c
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f c
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m
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l 
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f 1
7 

• 計
量
器
又
は
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
装
置
か
ら
発
生
す
る
同
時
で
相
互

に
独
立
し
た
原
因
か
ら
生
じ
る
誤
り

 

• 計
量
結
果
に
関
心
を
も
つ
す
べ
て
の
人
が
気
付
く
ほ
ど
重
大
な

そ
の
計
量
結
果
の
変
動
を
引
き
起
こ
す
誤
り
。
関
連
勧
告
で
、
こ

れ
ら
変
動
の
性
質
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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Pa
rt 
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4.
5.

5.
11

, 
4.

7.
4,

 5
.8
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7.

1.
5 

an
d 

9.
3 

 

Pa
rt 

2:
 

4.
5.

1 
an

d 
7 

M
an

y 
Te

. 
Th

e 
tra

di
tio

na
l t

er
m

 “s
pa

n 
st

ab
ilit

y”
 w

as
 re

pl
ac

ed
 

w
ith

 e
ith

er
 o

f t
he

 tw
o 

te
rm

s 
“ra

ng
e 

of
 a

 n
om

in
al

 
in

di
ca

tio
n 

in
te

rv
al

” o
r “

ra
ng

e 
of

 a
 n

om
in

al
 

in
te

rv
al

” i
n 

th
is

 d
ra

ft.
 A

 s
in

gl
e 

te
rm

 s
ho

ul
d 

be
 

us
ed

 to
 m

ea
n 

sp
an

 s
ta

bi
lit

y.
  

Al
so

, “
sp

an
 s

ta
bi

lit
y”

 d
oe

s 
no

t m
ea

n 
th

e 
ra

ng
e 

of
 

in
di

ca
tio

n 
bu

t m
ea

ns
 th

e 
ra

ng
e 

of
 m

ea
su

re
m

en
t 

of
 in

st
ru

m
en

t f
ro

m
 z

er
o 

to
 th

e 
m

ax
im

um
 

ca
pa

ci
ty

. W
e 

re
qu

es
t u

si
ng

 th
e 

te
rm

 “w
ei

gh
in

g”
 

m
ea

ni
ng

 a
 m

ea
su

rin
g 

ac
tiv

ity
. 

伝
統
的
な
用
語
「
ス
パ
ン
安
定
性
」
は
「
公
称
指
示
範
囲
」

又
は
「公

称
範
囲
」
の
ど
ち
ら
か
で
置
き
換
え
ら
れ
た
。
単
一

の
用
語
が
、
ス
パ
ン
安
定
性
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

 

ま
た
「
ス
パ
ン
安
定
性
」は

表
示
範
囲
の
こ
と
で
は
な
く
ゼ
ロ

か
ら
秤
量
に
至
る
計
量
範
囲
を
意
味
す
る
の
で
、
我
々
は

測
定
活
動
を
意
味
す
る
「
計
量
」を

望
む
。

 

 

W
e 

pr
op

os
e 

re
pl

ac
in

g 
th

e 
tw

o 
te

rm
s 

“ra
ng

e 
of

 a
 

no
m

in
al

 in
di

ca
tio

n 
in

te
rv

al
” a

nd
 “r

an
ge

 o
f a

 n
om

in
al

 
in

te
rv

al
” w

ith
 “r

an
ge

 o
f a

 n
om

in
al

 w
ei

gh
in

g 
in

te
rv

al
” i

n 
Pa

rts
 1

 a
nd

 2
. 

我
々
は
第

1
部
と

2
部
に
お
い
て
、
二
つ
の
用
語
「
公
称
指
示
範

囲
」
及
び
「
公
称
範
囲
」を

、
「
公
称
計
量
範
囲
」で

置
き
換
え
る
こ

と
を
推
奨
す
る
。
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4.
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5.
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m

ea
su

re
m

en
t 

er
ro

r 

N
ot

e 
2 

Te
/E

d.
 

Pr
ac

tic
al

 m
ea

ni
ng

s 
of

 th
e 

te
rm

s 
“p

ro
du

ct
io

n 
er

ro
r” 

an
d 

“m
is

ta
ke

” a
re

 n
ot

 c
le

ar
. 

用
語
「製

造
時
の
誤
り
」
、
「
誤
り
」
 の

具
体
的
な
意
味
は
不

明
確
で
あ
る
。

 

Ex
pl

ai
n 

th
es

e 
te

rm
s 

or
 p

ro
vi

de
 e

xa
m

pl
e(

s)
. 

こ
れ
ら
の
用
語
を
説
明
す
る
か
、
例
を
記
述
す
る
。
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1 

5.
1 

(a
cc

ur
ac

y 
cl

as
se

s)
 

an
d 

5.
1.

1 

3rd
 p

ar
a.

 
of

 5
.1

.1
 

an
d 

a 
ne

w
 

no
te

 in
 

5.
1 

Te
/E

d.
 

Th
e 

3rd
 p

ar
ag

ra
ph

 o
f 5

.1
.1

 a
pp

lie
s 

to
 th

e 
en

tir
e 

5.
1 

(a
cc

ur
ac

y 
cl

as
se

s)
. T

he
re

fo
re

, m
ov

e 
th

e 
3rd

 
pa

ra
gr

ap
h 

to
 5

.1
 a

nd
 ti

tle
 it

 a
s 

“N
ot

e 
2”

, a
nd

 
ch

an
ge

 th
e 

tit
le

 “N
ot

e”
 o

f 5
.1

 to
 “N

ot
e 

1”
.  

In
 a

dd
iti

on
, r

ep
la

ce
 ”

fil
ls

”
 in

 th
e 

ne
w

 N
ot

e 
2 

w
ith

 ”
pr

od
uc

t(s
)”

 b
ec

au
se

 th
e 

te
rm

 “f
ills

” i
s 

us
ed

 
fo

r g
ra

vi
m

et
ric

 fi
llin

g 
in

st
ru

m
en

ts
.  

5.
1.

1
の
第

3
段
落
は
、

5.
1（

精
度
等
級
）
全
体
に
適
用
で

き
る
。
故
に
、
そ
の
第

3
段
落
を

5.
1
へ
移
動
し
て
「備

考

2」
と
い
う
見
出
し
を
付
け
、

5.
1
の
タ
イ
ト
ル
「備

考
」
を
「
備

考
2」

に
変
え
る
。

 

更
に
、
新
し
い
備
考

2
の
「
充
填
量
」は

重
力
式
充
填
装
置

に
使
わ
れ
る
用
語
で
あ
る
の
で
、
用
語
「
充
填
量
」
を
「
製

品
」で

置
き
換
え
る
。

 

 

D
el

et
e 

th
e 

3rd
 p

ar
ag

ra
ph

 in
 5

.1
.1

 a
nd

 a
dd

 N
ot

e 
2 

to
 

5.
1 

as
 s

ho
w

n 
be

lo
w

. 

N
ot

e 
2:

 A
cc

ur
ac

y 
cl

as
se

s 
fo

r c
he

ck
w

ei
gh

er
s 

sh
al

l b
e 

sp
ec

ifi
ed

 fo
r i

nt
en

de
d 

us
ag

e,
 i.

e.
 n

at
ur

e 
of

 th
e 

pr
od

uc
t(s

) t
o 

be
 w

ei
gh

ed
, t

yp
e 

of
 in

st
al

la
tio

n 
an

d 
op

er
at

in
g 

en
vi

ro
nm

en
t, 

va
lu

e 
of

 th
e 

m
as

s 
of

 th
e 

pr
od

uc
t(s

) f
ill

s,
 a

nd
 ra

te
d 

op
er

at
in

g 
co

nd
iti

on
s.

 

5.
1.

1
の
第

3
段
落
を
削
除
し
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、

5.
1
へ
備

考
2
を
追
加
す
る
。

 

備
考

2：
重
量
選
別
機
の
精
度
等
級
は
、
意
図
し
た
用
い
方
、
す

な
わ
ち
計
量
対
象
の
製
品
、
設
置
タ
イ
プ
及
び
動
作
環
境
、
充
填

量
の
質
量
の
値
及
び
定
格
動
作
条
件
に
対
し
て
規
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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U
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up

er
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rip
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or
 th

e 
w

ho
le

 n
um

be
r “

k”
 a

fte
r 

“1
0”

. 

「
10

」
の
後
の
整
数
「k
」
に
上
付
き
文
字
を
使
う
。

 

 

U
se

 a
 s

up
er

sc
rip

t f
or

 th
e 

w
ho

le
 n

um
be

r “
k”

 a
fte

r “
10

”. 

「
10

」
の
後
の
整
数
「k
」
に
上
付
き
文
字
を
使
う
。
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C

at
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Y 

1st
 

se
nt

en
c

e 

Te
/E

d.
 

Th
e 

ex
pr

es
si

on
s,

 “Y
(a

)” 
an

d 
“Y

(b
)”,

 a
re

 u
se

d 
fo

r 
th

e 
lo

w
er

 c
la

ss
es

 in
 C

at
eg

or
y 

Y.
 If

 th
er

e 
is

 n
o 

sp
ec

ifi
c 

re
as

on
, w

e 
re

qu
es

t u
si

ng
 “Y

(II
I)”

 a
nd

 
“Y

(II
II)

” a
s 

us
ed

 fo
r C

at
eg

or
y 

X.
 

“Y
(a

)” 
及
び

Y(
b)

”と
い
う
表
現
が
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

Y
の
低
い

ク
ラ
ス
に
使
わ
れ
て
い
る
。
特
に
理
由
が
無
け
れ
ば
、
カ
テ

W
e 

pr
op

os
e 

to
 u

se
 th

e 
ex

pr
es

si
on

s 
“Y

(II
I)”

 a
nd

 
“Y

(II
II)

” i
ns

te
ad

 o
f “

Y(
a)

” a
nd

 Y
(b

)”,
 re

sp
ec

tiv
el

y.
 

“Y
(a

)” 
an

d 
Y(

b)
”の

代
わ
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ

 “
Y(

III
)” 

an
d 

“Y
(II

II)
” と

い
う
表
現
を
使
う
こ
と
を
提
案
す
る
。

  

 

 

－ 113 －



 

Te
m

pl
at

e 
fo

r c
om

m
en

ts
 a

nd
 c

on
ve

ne
r's

 o
bs

er
va

tio
ns

 

TC
9 

/ S
C

2 
/ p

10
  

TC
9_

SC
2_

P1
0_

N
03

5 
R

ev
is

io
n 

of
 O

IM
L 

R
 5

1 
20

04
E 

- A
ut

om
at

ic
 C

at
ch

w
ei

gh
in

g 
In

st
ru

m
en

ts
 

Fi
rs

t W
or

ki
ng

 D
ra

ft 
(2

 W
D

) 
D

at
e 

of
 c

irc
ul

at
io

n:
 2

5 
M

ay
 2

02
0.

   
D

at
e 

to
 re

tu
rn

 c
om

m
en

ts
: 2

8 
A

ug
us

t 2
02

0 
TC

9 
/ S

C
2 

Se
cr

et
ar

ia
t: 

 
O

ffi
ce

 fo
r P

ro
du

ct
 s

af
et

y 
an

d 
st

an
da

rd
s 

- U
ni

te
d 

Ki
ng

do
m

 (m
or

ay
o.

aw
os

ol
a@

be
is

.g
ov

.u
k)

  
 

TC
9 

/ S
C

2 
/ p

10
 c

on
ve

ne
r(s

): 
 IN

D
IA

 (M
r. 

B.
N

. D
ix

it)
, U

N
IT

ED
 K

IN
G

D
O

M
 (M

r. 
M

or
ay

o 
Aw

os
ol

a)
 

C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 

Su
bc

la
us

e 
Pa

ra
gr

ap
h/

 
Fi

gu
re

/T
ab

le
 

Ty
pe

 o
f 

co
m

m
en

t2 
C

om
m

en
ts

 
Pr

op
os

ed
 c

ha
ng

e 
C

on
ve

ne
r's

 re
sp

on
se

s 

 1 
C

ou
nt

ry
 c

od
e 

(e
nt

er
 th

e 
IS

O
 3

16
6 

tw
o-

le
tte

r c
ou

nt
ry

 c
od

e,
 e

.g
. C

N
 fo

r C
hi

na
) 

2 
Ty

pe
 o

f c
om

m
en

t: 
ge

 =
 g

en
er

al
 

te
  =

 te
ch

ni
ca

l 
ed

 =
 e

di
to

ria
l 

Pa
ge

 8
 o

f 1
7 

ゴ
リ
ー

X
に
使
わ
れ
て
い
る

 “
Y(

III
)” 
及
び

 “Y
(II

II)
” を

使

う
こ
と
を
提
案
す
る
。
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5.
2.

1 
Ve

rif
ic

at
io

n 
sc

al
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in
te

rv
al

 

Ta
bl

e 
2 

Te
. 

W
e 

re
qu

es
t t

o 
m

ak
e 

ve
rif

ic
at

io
n 

sc
al

e 
in

te
rv

al
 o

f 
XI

III
 / 

Y(
b)

 a
nd

 X
III

 / 
Y(

a)
 s

m
al

le
r. 

XI
III

 / 
Y(

b)
 及

び
XI

II 
/ Y

(a
)の

検
定
目
量
を
小
さ
く
す
る

こ
と
を
要
求
す
る
。

 

 

C
ha

ng
e 

th
e 

ve
rif

ic
at

io
n 

sc
al

e 
in

te
rv

al
 o

f t
he

 a
cc

ur
ac

y 
cl

as
s 

XI
III

 / 
Y(

b)
 a

nd
 X

III
 / 

Y(
a)

 fr
om

 “5
g 
≤ 

e”
 to

 “1
g 
≤ 

 
e”

. 

XI
III

 / 
Y(

b)
 及

び
XI

II 
/ Y

(a
)の

検
定
目
量
を

“5
g≦

e”
 か

ら
 

“1
g≦

e”
へ
変
更
す
る
。
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2 
M

in
im

um
 

ca
pa
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Al
l 

Te
. 

W
e 

w
ou

ld
 li

ke
 to

 k
no

w
 w

hy
 m

in
im

um
 c

ap
ac

iti
es

 
ar

e 
sp

ec
ifi

ed
 o

nl
y 

fo
r C

at
eg

or
y 

Y,
 n

ot
 X

. 

カ
テ
ゴ
リ
ー

X
で
は
な
く
、
な
ぜ
カ
テ
ゴ
リ
ー

Y
に
の

み
最
小

容
量
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
。

 

 

Th
is

 is
 m

er
el

y 
a 

qu
es

tio
n 

an
d 

w
e 

do
 n

ot
 re

qu
ire

 a
ny

 
ch

an
ge

.  

こ
れ
は
コ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
我
々
は
修
正
を
求
め
な
い
。
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1 

5.
6.

1 
Ef

fe
ct

 o
f 

ec
ce

nt
ric

 
lo

ad
in

g 

2nd
 p

ar
a.

 
Te

/E
d.

 
W

e 
as

su
m

e 
th

at
 th

e 
re

qu
ire

m
en

t o
f t

he
 1

st
 

pa
ra

gr
ap

h 
is

 e
xe

m
pt

 w
he

n 
th

e 
co

nd
iti

on
s 

m
en

tio
ne

d 
in

 th
e 

2nd
 p

ar
ag

ra
ph

 a
re

 s
at

is
fie

d.
 W

e 
pr

op
os

e 
am

en
dm

en
ts

 s
ho

w
n 

on
 th

e 
rig

ht
 

co
lu

m
n 

in
cl

ud
in

g 
ot

he
r e

di
to

ria
l c

ha
ng

es
. 

第
1
段
落
の
要
求
事
項
は
第

2
段
落
の
条
件
が
満
た
さ

れ
た
場
合
に
は
免
除
さ
れ
る
と
理
解
す
る
。
我
々
は
他
の

編
集
的
な
変
更
も
含
め
て
、
右
の
列
の
よ
う
な
変
更
を
提
案

す
る
。

 

  

Th
e 

ab
ov

e 
re

qu
ire

m
en

t i
s 

ex
em

pt
 C

on
si

de
ra

tio
n 

sh
al

l 
be

 g
iv

en
 in

 c
as

es
 w

he
re

 th
e 

in
st

ru
m

en
t i

s 
eq

ui
pp

ed
 

w
ith

 d
ev

ic
es

 to
 g

ui
de

 th
e 

w
ei

gh
ed

 p
ro

du
ct

s 
to

 th
e 

ce
nt

er
 o

f l
oa

ds
 o

n 
th

e 
co

nv
ey

or
 to

 a
vo

id
 to

 p
as

s 
lo

ad
s 

ec
ce

nt
ric

al
ly

, a
nd

 if
 th

e 
de

vi
ce

s 
ar

e 
no

t c
an

no
t 

be
 m

od
ifi

ed
 o

r m
ov

ed
, o

r w
he

re
 if

 th
e 

si
ze

 o
f t

he
 

w
ei

gh
ed

 p
ro

du
ct

s 
co

rr
es

po
nd

s 
ex

ac
tly

 to
 th

e 
be

lt.
 

は
か
り
が
、
計
量
さ
れ
る
製
品
を
コ
ン
ベ
ヤ
の
中
央
に
誘
導
す
る

装
置
を
備
え
て
お
り
、
そ
の
装
置
が
部
分
的
に
変
更
又
は
移
動
さ

れ
な
い
場
合
、
又
は
そ
の
製
品
の
サ
イ
ズ
が
ベ
ル
ト
に
正
確
に
一

致
し
て
い
る
場
合
に
は
、
上
記
の
要
求
事
項
は
免
除
さ
れ
る
。
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 c
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r c
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 c
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f c
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5.
6.

2 
Ag

re
em

e
nt

 
be

tw
ee

n 
in

di
ca

tin
g 

an
d 

pr
in

tin
g 

de
vi

ce
s 

Al
l 

Ed
. 

U
se

 th
e 

te
rm

 “i
nd

ic
at

in
g 

de
vi

ce
” d

ef
in

ed
 in

 4
.3

.7
. 

4.
3.

7
で
定
義
さ
れ
た
「指

示
装
置
」
を
使
う
。

 

 

5.
6.

2 
A

gr
ee

m
en

t b
et

w
ee

n 
in

di
ca

tin
g 

an
d 

pr
in

tin
g 

de
vi

ce
s 

 

Fo
r t

he
 s

am
e 

lo
ad

, t
he

 d
iff

er
en

ce
 b

et
w

ee
n 

th
e 

w
ei

gh
in

g 
re

su
lts

 (4
.4

.3
.1

) p
ro

vi
de

d 
by

 in
di

ca
tin

g 
an

d 
pr

in
tin

g 
an

y 
tw

o 
de

vi
ce

s 
ha

vi
ng

 th
e 

sa
m

e 
sc

al
e 

in
te

rv
al

 s
ha

ll 
be

 a
s 

fo
llo

w
s:

 

a)
 z

er
o 

fo
r d

ig
ita

l i
nd

ic
at

in
g 

di
sp

la
yi

ng
 a

nd
 p

rin
tin

g 
de

vi
ce

s;
 

b)
 n

ot
 g

re
at

er
 th

an
 th

e 
ab

so
lu

te
 v

al
ue

 o
f t

he
 

m
ax

im
um

 p
er

m
is

si
bl

e 
er

ro
r f

or
 a

ut
om

at
ic

 w
ei

gh
in

g 
w

ith
 a

n 
an

al
og

ue
 in

di
ca

tin
g 

de
vi

ce
. 

5.
6.

2 
表
示
装
置
及
び
印
字
装
置
の
一
致

 

同
一
荷
重
に
対
し
て
、
同
一
の
目
量
を
も
つ
指指

示示
及及
びび
印印
刷刷

2
台
の
装
置
が
与
え
る
計
量
結
果
（4

.4
.3

.1
）間

の
差
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

 

a)
 デ

ィ
ジ
タ
ル
指指

示示
表
示
及
び
印
字
装
置
で
は
零
； 

b)
 ア

ナ
ロ
グ
指指
示示

装
置
を
も
つ
自
動
計
量
の
表
示
に
対
し
て
は
、

自
動
計
量
の
最
大
許
容
誤
差
の
絶
対
値
以
下
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2 
Vo

lta
ge

 
su

pp
ly

 

Ite
m

 a
) 

Te
/E

d.
 

In
 th

e 
ite

m
 a

), 
“lo

w
er

 li
m

it”
 a

nd
 “u

pp
er

 li
m

it”
 a

re
 

sp
ec

ifi
ed

 u
si

ng
 “U

m
in
“ a

nd
 “U

m
ax

”. 
Al

so
, a

llo
w

 
us

in
g 

“U
no

m
” t

o 
sp

ec
ify

 th
es

e 
lim

its
. 

項
目

a)
に
お
い
て
、
「
下
限
」
と
「上

限
」が

「U
m

in
」
と

「
U

m
ax

」を
使
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
限
界
値

を
規
定
す
る
の
に
「
U

no
m
」
も
使
う
。

 

 

C
ha

ng
e 

th
e 

ex
pr

es
si

on
 a

s 
sh

ow
n 

be
lo

w
.  

a)
 A

C
 m

ai
ns

 v
ol

ta
ge

: l
ow

er
 li

m
it 

is
 8

5 
%

 o
f U

m
in
 (o

r 
U

no
m
), 

up
pe

r l
im

it 
is

 1
10

 %
 o

f U
m

ax
 (o

r U
no

m
); 

以
下
の
通
り
修
正
す
る
。

 

a)
 A

C
主
電
源
電
圧
：下

限
は
，

U
m

in
 (又

は
 U

no
m

)の
85

 %
，
上
限
は
，

U
m

ax
 (又

は
U

no
m

)の
11

0 
%
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f c
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1 

6.
2.

4.
2 

Pr
ev

en
tio

n 
of

 
in

flu
en

ce
s 

Ti
tle

 a
nd

 
1st

 
se

nt
en

c
e 

Te
/E

d.
 

Th
e 

w
or

d 
“o

f” 
in

 th
e 

tit
le

 is
 re

du
nd

an
t. 

Th
e 

te
xt

 in
 th

e 
pa

re
nt

he
se

s 
re

ad
s 

“d
ef

in
iti

on
 o

f a
 

pr
ot

ec
tiv

e 
in

te
rfa

ce
 is

 n
ec

es
sa

ry
”. 

 W
e 

as
su

m
e 

th
at

 th
e 

in
te

rfa
ce

 is
 p

ro
vi

de
d 

by
 th

e 
m

an
uf

ac
tu

re
r. 

Is
 it

 c
or

re
ct

? 

表
題
の

of
が
重
複
し
て
い
る
。

 

括
弧
の
中
の
文
章
は
「保

護
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
定
義
が

必
要
で
あ
る
」と

あ
る
。
我
々
は
、
そ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

は
製
造
者
に
よ
り
定
義
さ
れ
る
と
理
解
す
る
。
そ
れ
で
良
い

か
? 

 

D
el

et
e 

on
e 

“o
f” 

in
 th

e 
tit

le
. 

W
e 

ho
pe

 to
 c

on
fir

m
 w

ho
 d

ef
in

e 
a 

pr
ot

ec
tiv

e 
in

te
rfa

ce
. 

W
e 

do
 n

ot
 re

qu
es

t a
ny

 c
ha

ng
e 

of
 th

e 
te

xt
. 

重
複
し
て
い
る
表
題
の

of
 を

削
除
す
る
。

 

我
々
は
誰
が
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
定
義
す
る
の
か
確
認
し
た

い
。
我
々
は
文
章
の
修
正
を
要
求
し
な
い
。
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1 

6.
3.

2 
Fo

rm
 o

f 
th

e 
in

di
ca

tio
n 

Th
e 

la
st

 
pa

ra
. 

Te
/E

d.
 

Th
e 

2nd
 s

en
te

nc
e 

ci
te

d 
be

lo
w

 is
 n

ot
 c

le
ar

. 

Fo
r v

al
ue

s 
w

ith
 d

ec
im

al
 s

ig
n,

 th
e 

no
n-

si
gn

ifi
ca

nt
 

ze
ro

 is
 a

llo
w

ed
 o

nl
y 

in
 th

e 
th

ird
 p

os
iti

on
 a

fte
r t

he
 

de
ci

m
al

 s
ig

n.
  

以
下
に
引
用
し
た
第

2
文
は
不
明
確
で
あ
る
。

 

小
数
点
を
も
つ
値
で
は
、
有
効
で
は
な
い
零
は
小
数
点
以

下
3
け
た
目
だ
け
に
認
め
ら
れ
る
。

 

 

R
ep

hr
as

e/
ex

pl
ai

n 
th

e 
se

nt
en

ce
. A

dd
iti

on
 o

f a
n 

ex
am

pl
e 

w
ou

ld
 h

el
p 

un
de

rs
ta

nd
in

g.
 

こ
の
文
章
を
書
き
換
え
／
説
明
し
て
ほ
し
い
。
実
例
の
追
加
も
理

解
を
助
け
る
だ
ろ
う
。
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1 

6.
3.

4 
In

di
ca

tio
n 

or
 p

rin
to

ut
 

fo
r n

or
m

al
 

op
er

at
io

n 

  

D
el

et
ed

 
2nd

 
pa

ra
. 

Te
/E

d.
 

Th
e 

de
le

te
d 

2nd
 p

ar
ag

ra
ph

 is
 n

ec
es

sa
ry

 to
 

in
di

ca
te

 s
ta

tis
tic

al
 d

at
a 

at
 h

ig
h 

re
so

lu
tio

n.
 

削
除
さ
れ
た
第

2
段
落
は
、
統
計
的
デ
ー
タ
を
高
い
分
解

能
で
表
示
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
。

 

 

W
e 

pr
op

os
e 

to
 re

in
se

rt 
th

e 
de

le
te

d 
2nd

 p
ar

ag
ra

ph
 a

s 
sh

ow
n 

be
lo

w
 w

ith
 m

in
or

 c
ha

ng
es

. 

Th
e 

sc
al

e 
in

te
rv

al
 o

f i
nd

ic
at

io
ns

 o
r p

rin
to

ut
s 

of
 th

e 
m

ea
n 

of
 w

ei
gh

in
g 

re
su

lts
 (s

ys
te

m
at

ic
) e

rr
or

 a
nd

 th
e 

st
an

da
rd

 d
ev

ia
tio

n 
of

 w
ei

gh
in

g 
re

su
lts

 th
e 

er
ro

r (
or

 
in

di
ca

tio
n)

, f
or

 a
 n

um
be

r o
f c

on
se

cu
tiv

e 
au

to
m

at
ic

 
w

ei
gh

in
gs

 o
f a

 lo
ad

, m
ay

 b
e 

to
 a

 h
ig

he
r r

es
ol

ut
io

n 
th

an
 th

e 
ve

rif
ic

at
io

n 
sc

al
e 

in
te

rv
al

, e
. 
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 c
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ng

e 
C

on
ve

ne
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C

ou
nt

ry
 c

od
e 

(e
nt
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 th
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IS

O
 3

16
6 

tw
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r c
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 c
od

e,
 e
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N
 fo

r C
hi
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2 
Ty

pe
 o

f c
om

m
en

t: 
ge

 =
 g

en
er

al
 

te
  =
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l 

Pa
ge

 1
1 

of
 1

7 

消
去
さ
れ
た
第

2
段
落
に
微
修
正
を
加
え
て
、
以
下
の
よ
う
に
再

挿
入
す
る
。

 

多
数
の
連
続
し
た
荷
重
の
計
量
に
お
い
て
、
平
均均

測測
定定
結結

果果
（系

統
）誤

差
及
び
測測

定定
結結
果果

誤
差
（又

は
表
示
）の

標
準
偏
差
の
表

示
又
は
印
字
に
お
け
る
目
量
は
、
検
定
目
量

 e
よ
り
高
分
解
能

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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St
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y 
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m
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ze
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2nd
 

an
d 

th
e 

la
st

 
pa

ra
s.

 

Te
/E

d.
 

In
 th

e 
ite

m
 a

) o
f t

he
 2

nd
 p

ar
ag

ra
ph

, t
he

 te
rm

 
“n

on
-a

ut
om

at
ic

 w
ei

gh
in

g 
m

od
e”

 is
 n

ot
 d

ef
in

ed
 in

 
th

is
 d

ra
ft.

 In
 a

dd
iti

on
, a

 s
ta

tic
 w

ei
gh

in
g 

co
nd

iti
on

 
is

 n
ec

es
sa

ry
 in

 o
rd

er
 th

at
 th

e 
ze

ro
-s

et
tin

g 
de

vi
ce

 
op

er
at

es
. 

Th
e 

la
st

 p
hr

as
e 

in
 th

e 
la

st
 p

ar
ag

ra
ph

, w
hi

ch
 

ex
is

te
d 

in
 2

00
6 

ve
rs

io
n,

 w
as

 d
el

et
ed

. H
ow

ev
er

, 
w

e 
re

qu
es

t r
ei

ns
er

tin
g 

th
is

 p
hr

as
e 

be
ca

us
e 

su
ch

 
a 

fu
nc

tio
n 

fo
r d

ra
w

in
g 

at
te

nt
io

n 
m

ay
 b

e 
ne

ce
ss

ar
y 

fo
r s

om
e 

us
er

s.
 

第
2
段
落
の
項
目

a)
に
お
い
て
、
用
語
「
非
自
動
モ
ー
ド
」

は
こ
の
草
案
で
定
義
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に
静
的
測
定
条

件
は
、
ゼ
ロ
設
定
装
置
が
機
能
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

 

最
後
の
文
か
ら
、

20
06

年
版
に
あ
っ
た
最
後
の
文
章
が
削

除
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
我
々
は
こ
の
文
章
を
元
に
戻
す
こ

と
を
要
求
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
注
意
喚
起
の
た
め

の
機
能
は
、
一
部
の
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
必
要
だ
か
ら
。

 

 

Pr
op

os
e 

a 
re

ph
ra

se
 o

f t
he

 it
em

 a
) a

s 
sh

ow
n 

be
lo

w
. 

a)
 fo

r s
ta

tic
 n

on
-a

ut
om

at
ic

 w
ei

gh
in

g 
in

 a
ut

om
at

ic
 

op
er

at
io

n 
m

od
e 

w
he

n 
in

 s
ta

bl
e 

eq
ui

lib
riu

m
 o

nl
y 

w
he

n 
th

e 
st

ab
ili

ty
 c

rit
er

ia
 (6

.4
.1

) a
re

 fu
lfi

lle
d,

 a
nd

 

R
ei

ns
er

t t
he

 fo
llo

w
in

g 
ph

ra
se

 to
 th

e 
la

st
 s

en
te

nc
e.

 

…
 c

an
 o

cc
ur

 o
r b

e 
ca

pa
bl

e 
of

 g
en

er
at

in
g 

in
fo

rm
at

io
n 

to
 d

ra
w

 a
tte

nt
io

n 
to

 o
ve

rd
ue

 z
er

o 
se

tti
ng

. 

項
目

a)
を
以
下
の
よ
う
に
書
き
換
え
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

 

a)
 安

定
平
衡
に
あ
る
自自
動動

操操
作作
にに
よよ
るる
静静
的的

非
自
動
計
量
モ
ー

ド
に
つ
い
て
は
、
安
定
性
の
基
準
（6

.4
.1
）が

満
た
さ
れ
て
い
る
と

き
の
み
、
及
び
、

 

最
後
の
文
に
以
下
の
文
章
を
追
加
す
る
。

 

…
 生

じ
得
る
、
若
し
く
は
期
限
切
れ
の
零
点
設
定
で
あ
る
こ
と
に

注
意
喚
起
す
る
た
め
の
情
報
を
発
生
で
き
る
よ
う
に
し
て
。
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ce
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t c
le
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If 
th

is
 c

la
us

e 
is

 a
pp

lie
d 

to
 th

e 
dy

na
m

ic
 ta

re
 a

nd
/o

r 
st

at
ic

 ta
re

, p
le

as
e 

m
en

tio
n 

it 
cl

ea
rly

.  
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ra
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Ty
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f 
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m
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C
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m

en
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Pr

op
os

ed
 c

ha
ng

e 
C

on
ve
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r's

 re
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on
se
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 1 
C

ou
nt

ry
 c

od
e 

(e
nt

er
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IS

O
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16
6 

tw
o-
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tte

r c
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 c
od

e,
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f c
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m
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te
  =

 te
ch
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l 
ed

 =
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di
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l 

Pa
ge

 1
2 

of
 1

7 

of
 ta

re
 

de
vi

ce
s 

 

In
 th

e 
ca

se
 o

f c
he

ck
w

ei
gh

er
s,

 is
 th

is
 c

la
us

e 
ap

pl
ie

d 
to

 o
nl

y 
dy

na
m

ic
 ta

re
 u

nd
er

 th
e 

op
er

at
io

n 
of

 th
e 

co
nv

ey
or

? 
 

If 
no

t, 
is

 th
is

 c
la

us
e 

ap
pl

ie
d 

al
so

 to
 th

e 
st

at
ic

 ta
re

 
w

ith
ou

t t
he

 o
pe

ra
tio

n 
of

 th
e 

co
nv

ey
or

? 
If 

it 
is

 
ap

pl
ie

d,
 is

 th
e 

co
nd

iti
on

 a
) a

ls
o 

ap
pl

ie
d 

to
 n

on
-

au
to

m
at

ic
 ta

re
 d

ev
ic

e?
 

こ
の
項
の
風
袋
引
き
装
置
に
関
す
る
記
述
は
曖
昧
で
あ

る
。

 

自
動
重
量
選
別
機
の
場
合
、
こ
の
項
は
コ
ン
ベ
ヤ
が
作
動

し
た
状
態
の
動
的
風
袋
の
み
に
適
用
さ
れ
る
の
か
。

 

そ
れ
と
も
、
こ
の
項
は
コ
ン
ベ
ヤ
が
動
作
し
な
い
状
態
で
の

静
的
風
袋
に
も
該
当
す
る
の
か
。
も
し
該
当
す
る
な
ら
、
非

自
動
風
袋
装
置
に
も

a)
の
条
件
が
適
用
さ
れ
る
の
か

? 

 

も
し
こ
の

項
が

動
的

風
袋

及
び
／

又
は

静
的

風
袋

に
適

用
さ
れ

る
な
ら
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
ほ
し
い
。
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W
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no

w
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s 
di
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nt
 b
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n 

C
at

eg
or

y 
X 

(e
) a

nd
 Y

 (e
1)

, a
nd

 w
hy

 th
e 

te
rm

 
“a

ut
om

at
ic

al
ly

” w
as

 d
el

et
ed

 fr
om

 C
at

eg
or

y 
Y?

  

我
々
は
次
の
理
由
を
知
り
た
い
： 
な
ぜ
検
定
目
量
が
カ
テ

ゴ
リ
ー

X（
e）

と
Y（

e1
）
で
異
な
る
の
か
、
な
ぜ
用
語
「自

動
」
が
カ
テ
ゴ
リ
ー

Y
か
ら
削
除
さ
れ
た
の
か

? 

 

Th
is

 is
 m

er
el

y 
qu

es
tio

ns
 a

nd
 w

e 
do

 n
ot

 re
qu

ire
 a

ny
 

ch
an

ge
.  

こ
れ
は
質
問
に
過
ぎ
ず
、
我
々
は
修
正
を
求
め
な
い
。
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ll 
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Ed
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Ad
ju

st
m

en
t r

an
ge

 is
 re

la
te

d 
to

 d
yn

am
ic

 s
et

tin
g.

 

修
正
範
囲
は
動
的
設
定
に
関
係
し
て
い
る
。

 

 

W
e 

re
qu

es
t a

n 
ad

di
tio

n 
as

 s
ho

w
n 

be
lo

w
. 

• a
dj

us
tm

en
t r

an
ge

 o
f d

yn
am

ic
 s

et
tin

g 
re

fe
rr

ed
 to

 s
et

 
po

in
t (

if 
ap

pl
ic

ab
le

) i
n 

th
e 

fo
rm

…
. 

以
下
の
追
加
を
提
案
す
る
。
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 1

7 

・次
の
様
式
に
よ
る
設
定
点
（該

当
す
る
場
合
）に

関
す
る
動
的

範
囲
の
調
整
範
囲
～
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4th
, 7

th
 

an
d 

8th
 

bu
lle

t 
po

in
ts

 

Ed
. 

Th
e 

ite
m

s 
“a

ct
ua

l s
ca

le
 in

te
rv

al
”, 

“m
ax

im
um

 ta
re

 
ad

di
tiv

e”
, a

nd
 “m

ax
im

um
 ta

re
 s

ub
tra

ct
iv

e“
 n

ee
d 

a 
st

at
em

en
t “

if 
ap

pl
ic

ab
le

”. 

項
目
「実

目
量
」、

「
最
大
追
加
風
袋
」、

及
び
「最

大
削
減

風
袋
」、

に
は
「該

当
す
る
場
合
」
と
い
う
宣
言
が
必
要
で
あ

る
。

 

 

• a
ct

ua
l s

ca
le

 in
te

rv
al

 in
 th

e 
fo

rm
 (i

f a
pp

lic
ab

le
): 

d 
= 

...
.. 

…
…

…
…

 

• m
ax

im
um

 ta
re

 a
dd

iti
ve

 in
 th

e 
fo

rm
 (i

f a
pp

lic
ab

le
): 

T 
= 

+ 

• m
ax

im
um

 ta
re

 s
ub

tra
ct

iv
e 

in
 th

e 
fo

rm
 (i

f a
pp

lic
ab

le
): 

T 
= 

・次
の
形
式
の
目
量
（該

当
す
る
場
合
）：

 d
 =

 ..
...

 

…
…

…
…

…
.. 

・次
の
形
式
の
最
大
加
算
風
袋
量
（該

当
す
る
場
合
）：

T 
= 

 
+ 

...
.. 

・次
の
形
式
の
最
大
減
算
風
袋
量
（該

当
す
る
場
合
）：

T 
= 

- .
...

. 
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Al
l 

Te
/E

d.
 

W
e 

un
de
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nd
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e 
de

sc
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tiv
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m
ar

ki
ng

s 
m

ay
 b

e 
sh

ow
n 

on
 th

e 
(1

) p
la

te
 a

nd
/o

r (
2)

 
so

ftw
ar

e-
co

nt
ro

lle
d 

di
sp

la
y.

 H
ow

ev
er

, t
he

 it
em

s 
to

 b
e 

sh
ow

n 
on

 (1
) a

nd
/o

r (
2)

 a
re

 n
ot

 s
pe

ci
fie

d 
cl

ea
rly

 in
 re

la
tio

n 
to

 th
e 

di
sp

la
y 

(2
). 

我
々
は
刻
印
の
記
述
が
、

(1
)銘

板
及
び
／
又
は
（
2）

ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
制
御
の
電
子
的
表
示
器
に
表
示
さ
れ
て
よ
い
と
理

解
す
る
。
し
か
し
表
示
器
（
2）

と
の
関
連
し
た
（1

）
及
び
／
又

は
（
2）

に
表
示
さ
れ
る
項
目
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

 

 

Pl
ea

se
 e

xp
la

in
 m

or
e 

pr
ac

tic
al

ly
 w

ith
 e

xa
m

pl
es

. 

実
例
と
共
に
、
具
体
的
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。
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es
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f 
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Ite
m
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) 

in
 5

th
 

pa
ra

.  

Ed
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W
e 

pr
op

os
e 
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 e

di
to

ria
l c

or
re

ct
io

n.
 

編
集
的
な
修
正
を
提
案
す
る
。

 

 

In
 th

e 
ite

m
 a

), 
re

pl
ac

e 
“(i

f d
 ≠

 e
)” 

w
ith

 “d
 (i

f d
 ≠

 e
)”.

 

項
目

a)
に
お
い
て
、

“
(if

 d
 ≠

 e
)”
を

 “
d 

(if
 d

 ≠
 e

)”
に
置
き
換

え
る
。
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Ite
m

 f)
 

in
 6

th
 

pa
ra

.  

Te
/E

d.
 

Th
e 

pu
rp

os
e(

s)
 o

f t
he

 p
ne

um
at

ic
 / 

hy
dr

au
lic

 
pr

es
su

re
 is

 n
ot

 c
le

ar
. 

空
気
圧
／
水
圧
の
用
途
が
不
明
確
で
あ
る
。

 

 

Pl
ea

se
 a

dd
 s

om
e 

ex
am

pl
es

. 

そ
の
具
体
的
な
例
を
追
加
し
て
ほ
し
い
。
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 p
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ut
 

fo
r t

es
t 

pu
rp

os
es
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Te

/E
d.
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ng
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f t
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te
 is
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m
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gu

ou
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e 

un
de
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ta

nd
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or

tin
g 

de
vi

ce
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 a
 p

ar
t o

f 
C

at
eg

or
y 

X 
in

st
ru

m
en

t a
nd

 it
 d

oe
s 

no
t h
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e 

a 
w

ei
gh

in
g 

fu
nc

tio
n.

 H
ow

ev
er

, i
t i
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as

su
m

ed
 th

at
 

th
is

 d
ev

ic
e 

its
el

f h
as

 a
 s

ca
le

 in
te

rv
al

 a
nd

 a
 

m
ea

su
rin

g 
fu

nc
tio

n.
  

こ
の
備
考
は
分
か
り
に
く
い
。
我
々
は
仕
分
け
装
置
が
カ
テ

ゴ
リ
ー

X
の
計
量
器
の
一
部
の
装
置
で
あ
り
、
計
量
機
能
を

も
た
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
備
考
の
記
述
か
ら

は
、
仕
分
け
装
置
自
身
が
目
量
と
測
定
機
能
を
も
っ
て
い
る

と
解
釈
で
き
る
。

 

W
e 

ca
nn

ot
 p

ro
po

se
 a

 re
vi

si
on

 fo
r t

hi
s 

no
te

. 

備
考
に
つ
い
て
は
修
正
を
提
案
で
き
な
い
。
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W
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(ra

ng
e 

of
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 n
om

in
al
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rv
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) o
f P

ar
t 2

 a
ss

ur
es

 
th

e 
co

m
pl

ia
nc

e 
to

 th
e 

fo
ur

 c
la

us
es

 in
 P

ar
t 1

 
(7

.1
.1

, 7
.1

.2
, 7

.1
.3

 a
nd

 7
.1

.4
). 

H
ow

ev
er

, t
he

 
w

or
d 

“in
 p

ar
tic

ul
ar

” a
t t

he
 e

nd
 o

f t
hi

s 
se

nt
en

ce
 

m
ak
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 it

 a
m
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gu
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re

 th
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y 
ot
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r t

es
t 

pr
oc

ed
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e 
ap

pl
ie

d 
to

 th
e 

fo
ur

 c
la

us
es

? 

我
々
は
第

2
部
の
第

7
章
（
公
称
計
量
範
囲
）は

第
1
部

4
つ
の
項
（
7.

1.
1,

 7
.1

.2
, 7

.1
.3

 及
び

7.
1.

4）
へ
適
合
を

Th
is

 is
 m

er
el

y 
a 

co
nf

irm
at

io
n.

 W
e 

do
 n

ot
 re

qu
es

t a
ny

 
ch

an
ge

s.
 

こ
れ
は
確
認
に
過
ぎ
な
い
。
我
々
は
修
正
を
要
求
し
な
い
。
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 c
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 c
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f c
om

m
en

t: 
ge

 =
 g

en
er

al
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ch
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Pa
ge

 1
5 

of
 1

7 

保
証
す
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
章
の
最
後
に
「
特

に
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
の
で
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

4
つ
の
項
に
適
用
さ
れ
る
何
ら
か
の
試
験
方
法
が
他
に
も
あ

る
の
か

? 
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7.
1.

7 
H

um
id

ity
 

1st
 

an
d 

2nd
 

pa
ra

s.
 

Te
/E

d.
 

Th
e 

co
nt

en
ts

 o
f 1

st
 a

nd
 2

nd
 p

ar
ag

ra
ph

s 
lo

ok
 

si
m

ila
r. 

Th
e 

te
rm

 “o
th

er
 lo

ca
tio

ns
” i

s 
no

t c
le

ar
. W

ha
t 

lo
ca

tio
ns

 a
re

 m
ea

nt
 b

y 
th

is
 te

rm
? 

第
1
段
落
と
第

2
段
落
の
内
容
は
似
て
い
る
。

 

用
語
「他

の
場
所
」
の
意
味
が
不
明
確
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
場
所
を
意
味
す
る
の
か

? 

 

W
e 

re
co

m
m

en
d 

re
vi

ew
in

g 
th

e 
co

nt
en

ts
 o

f t
he

se
 

pa
ra

gr
ap

hs
. 

Pl
ea

se
 c

la
rif

y 
“o

th
er

 lo
ca

tio
ns

”. 

こ
れ
ら
の
段
落
の
内
容
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

 

「
他
の
場
所
」
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。
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2.

3.
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ne

x 
A 

Th
e 

la
st
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ra
. 

Te
. 

Al
th

ou
gh

 O
IM

L 
R

 6
0:

20
17

 is
 re

fe
rre

d,
 th

e 
ap

po
rti

on
in

g 
fa

ct
or

s 
in

 th
e 

20
00

 e
di

tio
n 

ar
e 

m
or

e 
ap

pr
op

ria
te

 fo
r t

hi
s 

dr
af

t. 

R
60

：
20

17
が
参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
草
案
に
は

20
00

版
の
誤
差
配
分
の
方
が
よ
り
適
し
て
い
る
。

 

 

R
ef

er
 R

 6
0:

20
00

 n
ot

 th
e 

20
17

 e
di

tio
n.

 

20
17

年
版
で
は
な
く

R
 6

0:
20

00
を
参
照
す
る
。
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1 

8.
3.
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G

en
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al
 

re
qu
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m

e
nt

s 

Al
l 

Te
. 

Ap
pl

ic
ab

le
 te

st
 m

et
ho

ds
 c

ou
ld

 b
e 

ad
de

d 
to

 th
is

 
cl

au
se

. 

こ
の
項
に
適
用
さ
れ
る
試
験
手
法
を
追
加
す
る
。

 

 

W
e 

pr
op

os
e 

ad
di

ng
 th

e 
te

st
 m

et
ho

ds
 s

pe
ci

fie
d 

in
 

4.
5.

5 
of

 P
ar

t 2
. 

第
2
部
の

4.
5.

5
に
規
定
さ
れ
た
試
験
手
法
を
追
加
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。
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1 

8.
3.

4 
D

et
er

m
in

at
io

n 
of

 
ac

c…
 

8.
3.

4.
1 

C
at

eg
or

y 
X 

…
 

N
ot

e 
Te

. 
Th

e 
co

nt
en

t o
f t

he
 n

ot
e 

of
 8

.3
.4

.1
 is

 a
n 

im
po

rta
nt

 
re

qu
ire

m
en

t, 
an

d 
it 

sh
ou

ld
 b

e 
m

en
tio

ne
d 

in
 th

e 
m

ai
n 

te
xt

 o
f 8

.3
.4

. 

8.
3.

4.
1
の
備
考
の
内
容
は
重
要
な
要
件
な
の
で
、

8.
3.

4
の
本
文
で
述
べ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

 

M
ov

e 
th

e 
co

nt
en

t o
f t

he
 n

ot
e 

to
 th

e 
m

ai
n 

te
xt

 o
f 8

.3
.4

. 

備
考
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
文
面
を

8.
3.

4
の
要
件
と
し
て
本

文
へ
記
載
す
べ
き
で
あ
る
。
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4.
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C
at

eg
or
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X in

st
ru

m
en

ts
 

D
el

et
ed

 
1st

 p
ar

a.
 

Te
. 

Th
e 

de
le

te
d 

1st
 p

ar
ag

ra
ph

 re
ga

rd
in

g 
th

e 
re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r t
he

 a
cc

ur
ac

y 
cl

as
s 

ar
e 

ne
ce

ss
ar

y.
 

削
除
さ
れ
た
精
度
等
級
へ
の
要
求
事
項
に
関
す
る
第

1
段

落
は
必
要
で
あ
る
。

 

 

R
ei

ns
er

t t
he

 d
el

et
ed

 1
st

 p
ar

ag
ra

ph
. 

D
el

et
e 

th
e 

no
te

 a
s 

m
en

tio
ne

d 
in

 J
P1

-4
3.

 

削
除
さ
れ
た
文
面
を
残
す
べ
き
だ
。

 

JP
1-

43
で
述
べ
た
よ
う
に
備
考
を
削
除
す
る
。
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Su
bs
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m

et
ro

l. 
co

nt
ro
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Ite
m

 b
) 

Te
/E

d.
 

R
eg

ar
di

ng
 th
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st

at
em

en
t “

us
e 

th
e 

re
su

lts
 o

f 
ob

se
rv

ed
 te

st
s 

fo
r s

ub
se
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en

t m
et

ro
lo

gi
ca

l 
co

nt
ro

l”,
 w

ha
t t

es
t r

es
ul

ts
 a

re
 a

llo
w

ed
 to

 u
se

? 

「
観
察
さ
れ
た
試
験
の
結
果
を
後
続
計
量
管
理
に
使
用
す

る
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
試
験
結
果
が
使
用
で
き
る
の

か
? 

 

Pl
ea

se
 p

ro
vi

de
 e

xa
m

pl
es

 o
f a

va
ila

bl
e 

te
st

 re
su

lts
. 

使
え
る
試
験
結
果
の
例
を
示
し
て
ほ
し
い
。
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rif
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Te
/E

d.
 

W
e 

pr
ov

id
ed

 th
e 

fo
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w
in

g 
co

m
m

en
t (

JP
5)

 to
 

8.
4.

1 
of

 1
W

D
 in

 M
ay

 2
01

9.
 

It 
is

 n
ot

 a
pp

ro
pr

ia
te

 in
 th

e 
ac

tu
al

 s
itu

at
io

n 
to

 
ca

rry
 o

ut
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st

an
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pe
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na

l t
es

t a
t t

he
 

lo
ad

s 
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rr
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po
nd

 to
 th
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ch

an
ge

s 
of

 M
P

E
, M

ax
 

an
d 

M
in

. I
n 

th
e 

su
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 v

er
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tio

n,
 w
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pr

op
os
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si

m
pl
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ed

 te
st

 c
on

di
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 a
cc

or
da

nc
e 

w
ith

 th
e 
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tu

al
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sa
ge

 d
ep

en
di

ng
 o

n 
th

e 
pr

od
uc

t, 
su

ch
 a

s,
 u

si
ng

 tw
o 

te
st

 lo
ad

s 
w

ith
 re

al
 p

ro
du

ct
s.

 

Th
is

 is
 m

er
el

y 
a 

co
nf

irm
at

io
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こ
れ
は
確
認
に
過
ぎ
な
い
。
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 d
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H
ow

ev
er

, t
he

 a
bo

ve
 a

dd
iti

on
al

 te
xt

 c
an

no
t b

e 
fo

un
d 

in
 2

W
D

. W
e 

w
ou

ld
 li

ke
 to

 c
on

fir
m

 if
 th

e 
te

xt
 h

as
 b

ee
n 

ad
de

d.
 

我
々
は

20
19

年
5
月
に

1W
D
の

8.
4.

1
へ
以
下
の
コ
メ

ン
ト
（
JP

5）
を
提
出
し
た
。

 

現
実
に
は
、

M
P

E
 の

変
り
目
、

M
ax

、
M

in
 に

相
当
す
る

荷
重
に
お
い
て
標
準
動
作
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
は
適
当

で
は
な
い
。
後
続
検
定
で
は
、
実
製
品
に
よ
る

 2
 箇

所
の

試
験
荷
重
を
使
う
な
ど
、
製
品
の
使
用
実
態
に
則
し
た
簡

素
化
さ
れ
た
試
験
条
件
を
提
案
す
る
。

 

そ
れ
に
対
し
て

20
20

年
5
月
に
以
下
の
世
話
人
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
。

 

8.
4
に
文
章
を
追
加
： 
他
の
試
験
は
例
え
ば
、
実
際
の
製

品
に
対
応
し
た
使
用
状
態
に
応
じ
て
、
又
は
該
当
す
る

O
IM

L
証
明
書
に
記
載
さ
れ
た
よ
う
に
、
特
別
な
場
合
に
つ

い
て
実
施
し
て
良
い
。

 

し
か
し
、
上
記
の
追
加
さ
れ
た
文
章
が

2W
D
に
存
在
し
な

い
。
そ
の
文
章
が
こ
の
草
案
に
追
加
さ
れ
た
か
確
認
し
た

い
。
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目
次

の
タ
イ
ト
ル

は
実

際
の

小
項

目
と
異
な
る
。
我

々
は
右

に
示

す
よ
う
な
修

正
を
提
案
す
る
。
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m
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和

訳
は

省
略
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JP
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2 
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3 
D
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ic
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ng
 

3r
d 
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Te

. 
Be

ca
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e 
di

st
ur
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nc
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 is

 u
su

al
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du
ct
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 in

 
a 
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n-
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m
at

ic
 o

pe
ra

tio
n,

 d
yn

am
ic

 s
et

tin
g 

is
 

no
t p
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 in
 th

is
 c

on
di

tio
n.

 

外
乱

試
験
は

通
常

、
非

自
動

運
転

で
行
わ

れ
る
の

で
、
そ

の
過

程
で
動

的
設

定
が

実
施

さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。

 

 

Th
e 

3rd
 p

ar
ag

ra
ph

 is
 n

ot
 n

ec
es

sa
ry

, a
nd

 it
 m

ay
 

be
 d

el
et

ed
. 

第
三

段
落
は

不
要

で
あ
り
、
削
除

し
て
も
良

い
の

で
は
な
い

か
。

 

 

 

JP
 2

-3
 

2 
4.

1 
D

et
er

m
in

at
io

n 
of

 
er

ro
rs

 …
 

N
ot

e 
1 

Ed
. 

Th
e 

pr
ac

tic
al

 m
ea

ni
ng

 o
f N

ot
e 

1 
is

 n
ot

 c
le

ar
. 

In
 a

dd
iti

on
, t

hi
s 

cl
au

se
 is

 c
om

po
se

d 
of

 o
nl

y 
no

te
s 

an
d 

th
is

 s
tru

ct
ur

e 
is

 n
ot

 u
su

al
. 

備
考

1
の

具
体
的

な
意
味

が
不
明

確
で
あ
る
。

 

更
に
、
こ
の
項
は

備
考

の
み
で
校

正
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
構

造
は

不
自
然

で
あ
る
。

 

 

W
e 

ca
nn

ot
 p

ro
po

se
 a

 re
vi

si
on

 fo
r t

he
 c

on
te

nt
s 

of
 

N
ot

e 
1.

 

W
e 

pr
op

os
e 

co
nv

er
tin

g 
th

e 
tw

o 
no

te
s 

to
 th

e 
m

ai
n 

te
xt

. 

備
考

1
の

内
容
に
つ
い
て
は

修
正

を
提

案
で
き
な
い
。

 

二
つ
の

備
考

は
本

文
に
移

行
し
て
も
良

い
。
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 c
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 in
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g 
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pl
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d 
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e 
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st
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“te
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e 
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ffe
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nt

 m
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ng

s?
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su

m
in

g 
th

at
 th
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r m
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ng
s 

ar
e 

di
ffe

re
nt

, t
he

 
ne

ce
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y 

nu
m

be
rs

 o
f t

he
m

 a
re

 a
ls

o 
di

ffi
cu

lt 
to

 
un

de
rs

ta
nd

. I
s 

th
e 

nu
m

be
r o

f t
es

t l
oa

d 
va

lu
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sp

ec
ifi

ed
 to

 th
re

e?
 Is

 a
no

th
er

 v
al

ue
 m

or
e 

th
an

 
th

re
e 

ac
ce

pt
ed

? 
 

In
 th

e 
no

te
, w

e 
as

su
m

e 
th

at
 th

e 
nu

m
be

r o
f t

es
t 

lo
ad

s 
is

 m
or

e 
th

an
 o

ne
. 

こ
の

項
の
記

述
は

、
備

考
と
実
例

も
含

め
て
分
か

り
に
く

い
。
用

語
「
試
験
荷

重
値
」
と
「
試
験

分
銅
」
は

別
の

意
味

を

も
つ
の

か
? 

Th
e 

m
ai

n 
te

xt
 s

ho
ul

d 
be

 re
vi

se
d 

fo
r c

la
rif

ic
at

io
n 

by
 a

dd
in
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m
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m
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nu

m
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t l
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va
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R
eg
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ng
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sh

ow
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 if
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or
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ct
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P
re

se
nt

: I
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on

ly
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se
 o

ne
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ev
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ay
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e 
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ed
 

at
 e

ac
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te
st

 lo
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s.

 

本
文

は
、
試

験
荷

重
値

の
数

に
関

す
る
よ
り
具
体

的
な
実

例
を
加
え
て
、
明

確
化

の
た
め
に
改

訂
さ
れ

る
べ

き
で
あ

る
。
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ra
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 c
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2 
In

de
x 

So
m

e 
tit

le
s 

Ed
. 

Ti
tle

s 
of

 in
de

x 
ar

e 
di

ffe
re

nt
 fr

om
 th

os
e 

of
 s

ub
-

cl
au

se
s.

 W
e 

pr
op

os
e 

co
rre

ct
io

ns
 a

s 
sh

ow
n 

on
 

th
e 

rig
ht

 c
ol

um
n.

 

目
次

の
タ
イ
ト
ル

は
実

際
の

小
項

目
と
異
な
る
。
我

々
は
右

に
示

す
よ
う
な
修

正
を
提
案
す
る
。

 

 

2.
3 

S
ea

lin
g 

an
d 

ve
rif

ic
at

io
n 


 V
er

ifi
ca

tio
n 

m
ar

ks
 

3.
10

 E
va

lu
at

io
n 

of
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rr
or

 in
 n

on
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ut
om

at
ic
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er
at
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n 

(n
ew

 ti
tle
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tio
n 


 D
et

er
m
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ut
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ei
gh
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g 
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m
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pe
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tio
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 In
di
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w
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t 
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r c
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X
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st

ru
m

en
ts

 

4.
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 c
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n 

fa
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N
on
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tio
n 

4.
4 

M
od
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of
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tio
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r t
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 S
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tu
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to

m
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 c
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n 
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4.
5 

S
ta

tic
 te

st
 lo

ad
s 

fo
r a

pp
ro

va
l t
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tin

g 
(n

ew
 

tit
le
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5.
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in

g 
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 c
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ne

nt
s 
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d 

pr
es
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nt

ro
ls

 
 S

ec
ur

in
g 
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 c
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po

ne
nt

s 
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d 
pr

e-
se

t 
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nt
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A
nn

ex
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. A
dd

iti
on
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 e
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m
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 a
nd

 te
st

s 
fo

r 
so

ftw
ar

e-
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nt
ro

lle
d 

di
gi

ta
l d

ev
ic

es
 a

nd
 

in
st

ru
m

en
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 A

nn
ex

 A
. A

dd
iti

on
al

 
ex

am
in

at
io

ns
 a

nd
 te

st
s 

fo
r s

of
tw

ar
e-

co
nt

ro
lle

d 
di

gi
ta

l d
ev

ic
es

 a
nd

 in
st

ru
m

en
ts

 (m
an

da
to

ry
) 

（
和

訳
は

省
略
） 
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Ty
pe
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f 

co
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m
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C
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m

en
ts

 
Pr
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ed
 c

ha
ng

e 
C

on
ve
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sp
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se
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C

ou
nt

ry
 c

od
e 

(e
nt
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e 
IS

O
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16
6 

tw
o-

le
tte

r c
ou

nt
ry

 c
od

e,
 e

.g
. C

N
 fo

r C
hi

na
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2 
Ty

pe
 o

f c
om

m
en

t: 
ge

 =
 g

en
er

al
 

te
  =

 te
ch

ni
ca

l 
ed

 =
 e

di
to

ria
l 

Pa
ge

 3
 o

f 2
2 

こ
れ

ら
の

意
味
が

違
う
と
仮

定
す
れ
ば

、
こ
れ
ら
に
必

要
な

数
も
ま
た
分
か
り
に
く
い
。
試

験
荷

重
値

の
数
は

3
つ
に
規

定
さ
れ
て
い
る
の

か
? 

3
個

以
上

の
数

も
許
容
で
き
る
の

か
? 

 

備
考

に
お
い
て
、
試

験
分
銅

の
数

は
1
個

以
上
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

 

 

備
考

に
つ
い
て
は

、
も
し
我
々
の

理
解

が
正

し
け
れ

ば
、
以

下
の

よ
う
に
修
正

す
る
。

 

現
在

：上
述

の
公

称
値

そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
、
一

つ
の

試
験

荷
重

を
選

ぶ
こ
と
だ
け
が

必
要

で
あ
る
。

 

改
定

案
：上

述
の

試
験

荷
重

値
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
、
一

つ
又

は
そ
れ

よ
り
多

い
試

験
荷
重

を
使

う
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

JP
 2

-5
 

2 
4.

1.
2 

N
um

be
r 

of
 te

st
 

w
ei

gh
in

g 

Ta
bl

e 
7 

Te
. 

Th
e 

nu
m

be
rs

 o
f t

es
t w

ei
gh

in
g 

ar
e 

re
du

ce
d 

fo
r 

ve
rif

ic
at

io
n.

 A
re

 th
er

e 
an

y 
st

at
is

tic
al

 re
as

on
s 

fo
r 

th
e 

re
du

ct
io

n?
 A

 re
du

ct
io

n 
of

 th
e 

nu
m

be
r m

ay
 

le
ad

 a
 fa

ls
e 

ju
dg

em
en

t i
n 

ve
rif

ic
at

io
n.

 

検
定

に
お
い
て
試

験
計

量
の

回
数

が
削

減
さ
れ
て
い
る

が
、
統

計
的

な
根

拠
が

あ
る
の
か

? 
回

数
の
削
減

は
検

討

に
お
け
る
誤

っ
た
判

定
の
原

因
と
も
り
得

る
。

 

 

W
e 

w
ou

ld
 a

pp
re

ci
at

e 
if 

a 
st

at
is

tic
al

 b
ac

kg
ro

un
d 

fo
r t

he
 s

pe
ci

fie
d 

nu
m

be
rs

 w
ou

ld
 b

e 
ex

pl
ai

ne
d.

 

規
定

さ
れ
た
回
数
の

統
計
的

な
根

拠
に
つ
い
て
、
説

明
し

て
い
た
だ
け
れ
ば

有
り
難

い
。
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Ty
pe

s 
of

 
te

st
 lo

ad
 

(a
nd

 
4.

1.
1)

 

N
ot

e 
Te

/E
d.

 
Th

e 
no

te
 o

f 4
.1

.3
 a
）
 s

ee
m

s 
to

 b
e 

pr
ov

id
ed

 fo
r 

4.
1.

1.
 

4.
1.

3 
a）

の
備
考

は
、

4.
1.

1
の
た
め
の

も
の

で
は

な
い

か
。

 

 

M
ov

e 
th

e 
no

te
 to

 4
.1

.1
. 

こ
の

備
考
を

4.
1.

1
へ

移
動

す
る
。
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Ty
pe

s 
of

 
te
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 lo
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Ite
m

 4
) 
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) 
Te

/E
d.

 
Th

e 
m

ea
ni

ng
 o

f t
he
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xp

re
ss

io
n 

“m
et

al
-to

-m
et

al
 

co
nt

ac
t” 

is
 n

ot
 c

le
ar

.  

表
現

「金
属

と
金

属
間

の
接

触
」
の

意
味

は
不
明

確
で
あ

る
。

 

 

W
e 

re
qu

es
t a

dd
in

g 
a 

pr
ac

tic
al

 e
xa

m
pl

e 
of

 s
uc

h 
te

st
 lo

ad
s 

w
ith

 a
 m

et
al

-to
-m

et
al

 c
on

ta
ct

. 

「
金

属
と
金

属
間

の
接

触
」
を
有

す
る
試

験
荷
重

の
具

体
的

な
例

を
追

加
し
て
ほ

し
い
。

 

 

 

－ 126 －



 

Te
m

pl
at

e 
fo

r c
om

m
en

ts
 a

nd
 c

on
ve

ne
r's

 o
bs

er
va

tio
ns

 

TC
9 

/ S
C

2 
/ p

10
  

TC
9_

SC
2_

P1
0_

N
03

5 
R

ev
is

io
n 

of
 O

IM
L 

R
 5

1 
20

04
E 

- A
ut

om
at

ic
 C

at
ch

w
ei

gh
in

g 
In

st
ru

m
en

ts
 

Fi
rs

t W
or

ki
ng

 D
ra

ft 
(2

 W
D

) 
D

at
e 

of
 c

irc
ul

at
io

n:
 2

5 
M

ay
 2

02
0.

   
D

at
e 

to
 re

tu
rn

 c
om

m
en

ts
: 2

8 
A

ug
us

t 2
02

0 
TC

9 
/ S

C
2 

Se
cr

et
ar

ia
t: 

 
O

ffi
ce

 fo
r P

ro
du

ct
 s

af
et

y 
an

d 
st

an
da

rd
s 

- U
ni

te
d 

Ki
ng

do
m

 (m
or

ay
o.

aw
os

ol
a@

be
is

.g
ov

.u
k)

  
 

TC
9 

/ S
C

2 
/ p

10
 c

on
ve

ne
r(s

): 
 IN

D
IA

 (M
r. 

B.
N

. D
ix

it)
, U

N
IT

ED
 K

IN
G

D
O

M
 (M

r. 
M

or
ay

o 
Aw

os
ol

a)
 

C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 

Su
bc

la
us

e 
Pa

ra
gr

ap
h/

 
Fi

gu
re

/T
ab

le
 

Ty
pe

 o
f 

co
m

m
en

t2 
C

om
m

en
ts

 
Pr

op
os

ed
 c

ha
ng

e 
C

on
ve

ne
r's

 re
sp

on
se

s 

 1 
C

ou
nt

ry
 c

od
e 

(e
nt

er
 th

e 
IS

O
 3

16
6 

tw
o-

le
tte

r c
ou

nt
ry

 c
od

e,
 e

.g
. C

N
 fo

r C
hi

na
) 

2 
Ty

pe
 o

f c
om

m
en

t: 
ge

 =
 g

en
er

al
 

te
  =

 te
ch

ni
ca

l 
ed

 =
 e

di
to

ria
l 

Pa
ge

 4
 o

f 2
2 

JP
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2 
4.

1.
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C
on

di
tio

n
s 

of
 te

st
s 

1st
 a

nd
 

3rd
 

pa
ra

s.
 

Te
/E

d.
 

In
 th

e 
1st

 p
ar

ag
ra

ph
, t

he
 te

rm
 “s

et
 to

” i
s 

re
du

nd
an

t. 

In
 th

e 
1st

 p
ar

ag
ra

ph
, d

oe
s 

th
e 

te
rm

 “t
he

 m
os

t 
cr

iti
ca

l s
pe

ed
” m

ea
n 

th
e 

m
ax

im
um

 s
pe

ed
? 

If 
no

t, 
do

es
 th

is
 te

rm
 m

ea
n 

th
e 

sa
m

e 
sp

ee
d 

w
ith

 
“m

id
w

ay
”?

  

In
 th

e 
3rd

 p
ar

ag
ra

ph
, t

he
 w

or
d 

“z
er

o”
 m

ay
 m

ea
n 

th
e 

ze
ro

 s
et

tin
g 

de
vi

ce
. 

第
一

段
落

に
お
い
て
用
語

「～
に
設

定
す
る
」が

重
複

し
て

い
る
。

 

第
一

段
落

に
お
い
て
「
最

も
厳
し
い
速

度
」
は

最
高

速
度

の

こ
と
か

? 
そ
れ

と
も
、

 「
中

間
」
は
こ
れ

と
は
別

の
速

度
の

こ

と
か

? 
 

第
3
段

落
の
「ゼ

ロ
」は

、
「
ゼ
ロ
設

定
装

置
」の

こ
と
で
は

な
い
か
。

 

 

D
el

et
e 

un
ne

ce
ss

ar
y 

“s
et

 to
”. 

C
la

rif
y 

th
e 

di
ffe

re
nc

es
 a

m
on

g 
th

e 
te

rm
s,

 “t
he

 
m

os
t c

rit
ic

al
 s

pe
ed

“, 
“m

ax
im

um
 s

pe
ed

” a
nd

 
“m

id
w

ay
”. 

 

R
ep

la
ce

 “z
er

o”
 w

ith
 “z

er
o 

se
tti

ng
 d

ev
ic

e”
. 

不
要

な
「
～

に
設

定
す
る
」を

削
除
す
る
。

 

「
最

も
厳
し
い
速
度

」
、
「
最
高

速
度

」
及
び

 「
中
間

」
の
違

い

を
明

確
に
す
る
。

 

「
ゼ
ロ
点

」を
「ゼ

ロ
設

定
装

置
」
で
置

き
換
え
る
。
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Ed
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 re
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e 
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-
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f t
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m
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si

bl
e 
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rs
”. 

  

文
章

「…
…

…
…

..」
に
お
い
て
「
of
」が

重
複
し
て
い
る
。

 

 

D
el

et
e 

un
ne

ce
ss

ar
y 

“o
f”.

 

不
要

な
「
of
」
を
削

除
。
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2 

4.
4 

St
at

us
 

of
 

au
to

m
at

ic
 

…
 

1st
 p

ar
a.

 
Ed

. 
Th

e 
te

rm
 “d

yn
am

ic
 a

dj
us

tm
en

t” 
m

ay
 n

ot
 b

e 
ap

pr
op

ria
te

. 

用
語

「動
的

補
正

」
は
適

切
で
は

な
い
の

で
は
な
い
か
。

 

 

C
or

re
ct

 “d
yn

am
ic

 a
dj

us
tm

en
t” 

to
 “d

yn
am

ic
 

se
tti

ng
”. 

「
動

的
補

正
」
を
「
動

的
設

定
」
に
修

正
。
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 c
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 c
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r c
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 c
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Ty

pe
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f c
om

m
en

t: 
ge

 =
 g

en
er

al
 

te
  =

 te
ch

ni
ca

l 
ed

 =
 e

di
to

ria
l 

Pa
ge

 3
 o

f 2
2 

こ
れ

ら
の

意
味
が

違
う
と
仮

定
す
れ
ば

、
こ
れ
ら
に
必

要
な

数
も
ま
た
分
か
り
に
く
い
。
試

験
荷

重
値

の
数
は

3
つ
に
規

定
さ
れ
て
い
る
の

か
? 

3
個

以
上

の
数

も
許
容
で
き
る
の

か
? 

 

備
考

に
お
い
て
、
試

験
分
銅

の
数

は
1
個

以
上
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

 

 

備
考

に
つ
い
て
は

、
も
し
我
々
の

理
解

が
正

し
け
れ

ば
、
以

下
の

よ
う
に
修
正

す
る
。

 

現
在

：上
述

の
公

称
値

そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
、
一

つ
の

試
験

荷
重

を
選

ぶ
こ
と
だ
け
が

必
要

で
あ
る
。

 

改
定

案
：上

述
の

試
験

荷
重

値
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
、
一

つ
又

は
そ
れ

よ
り
多

い
試

験
荷
重

を
使

う
こ
と
が
で
き
る
。
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N
um
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of
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st
 

w
ei

gh
in

g 

Ta
bl
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Te
. 

Th
e 

nu
m

be
rs

 o
f t

es
t w

ei
gh

in
g 

ar
e 

re
du

ce
d 

fo
r 

ve
rif

ic
at

io
n.

 A
re

 th
er

e 
an

y 
st

at
is

tic
al

 re
as

on
s 

fo
r 

th
e 

re
du

ct
io

n?
 A

 re
du

ct
io

n 
of

 th
e 

nu
m

be
r m

ay
 

le
ad

 a
 fa

ls
e 

ju
dg

em
en

t i
n 

ve
rif

ic
at

io
n.

 

検
定

に
お
い
て
試

験
計

量
の

回
数

が
削

減
さ
れ
て
い
る

が
、
統

計
的

な
根

拠
が

あ
る
の
か

? 
回

数
の
削
減

は
検

討

に
お
け
る
誤

っ
た
判

定
の
原

因
と
も
り
得

る
。

 

 

W
e 

w
ou

ld
 a

pp
re

ci
at

e 
if 

a 
st

at
is

tic
al

 b
ac

kg
ro

un
d 

fo
r t

he
 s

pe
ci

fie
d 

nu
m

be
rs

 w
ou

ld
 b

e 
ex

pl
ai

ne
d.

 

規
定

さ
れ
た
回
数
の

統
計
的

な
根

拠
に
つ
い
て
、
説

明
し

て
い
た
だ
け
れ
ば

有
り
難

い
。
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Ty
pe

s 
of

 
te

st
 lo

ad
 

(a
nd

 
4.

1.
1)

 

N
ot

e 
Te

/E
d.

 
Th

e 
no

te
 o

f 4
.1

.3
 a
）
 s

ee
m

s 
to

 b
e 

pr
ov

id
ed

 fo
r 

4.
1.

1.
 

4.
1.

3 
a）

の
備
考

は
、

4.
1.

1
の
た
め
の

も
の

で
は

な
い

か
。

 

 

M
ov

e 
th

e 
no

te
 to

 4
.1

.1
. 

こ
の

備
考
を

4.
1.

1
へ

移
動

す
る
。
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Ty
pe

s 
of

 
te

st
 lo

ad
 

Ite
m

 4
) 

of
 a

) 
Te

/E
d.

 
Th

e 
m

ea
ni

ng
 o

f t
he

 e
xp

re
ss

io
n 

“m
et

al
-to

-m
et

al
 

co
nt

ac
t” 

is
 n

ot
 c

le
ar

.  

表
現

「金
属

と
金

属
間

の
接

触
」
の

意
味

は
不
明

確
で
あ

る
。

 

 

W
e 

re
qu

es
t a

dd
in

g 
a 

pr
ac

tic
al

 e
xa

m
pl

e 
of

 s
uc

h 
te

st
 lo

ad
s 

w
ith

 a
 m

et
al

-to
-m

et
al

 c
on

ta
ct

. 

「
金

属
と
金

属
間

の
接

触
」
を
有

す
る
試

験
荷
重

の
具

体
的

な
例

を
追

加
し
て
ほ

し
い
。
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2 

4.
5.

4 
Ec

ce
nt

ric
i

ty
 

Al
l 

Te
/E

d.
 

Th
e 

1st
, 2

nd
 a

nd
 3

rd
 p

ar
ag

ra
ph

s 
m

en
tio

n 
te

st
 

m
et

ho
ds

 fo
r a

 s
ta

tic
 o

pe
ra

tio
n,

 a
n 

au
to

m
at

ic
 

op
er

at
io

n,
 a

nd
 a

n 
au

to
m

at
ic

 (s
ta

tic
) o

pe
ra

tio
n,

 
re

sp
ec

tiv
el

y.
 If

 th
e 

1st
 a

nd
 2

nd
 p

ar
ag

ra
ph

s 
ar

e 
ex

ch
an

ge
d,

 th
e 

st
at

ic
 o

pe
ra

tio
n 

w
ill 

be
 e

xp
la

in
ed

 
co

nt
in

uo
us

ly
 in

 th
e 

2nd
 a

nd
 3

rd
 p

ar
ag

ra
ph

s 
fo

llo
w

in
g 

th
e 

ex
pl

an
at

io
n 

of
 a

ut
om

at
ic

 o
pe

ra
tio

n.
 

W
e 

as
su

m
e 

th
at

 th
e 

4th
 p

ar
ag

ra
ph

 is
 a

pp
lie

d 
to

 
th

e 
st

at
ic

 c
on

di
tio

ns
. I

s 
it 

ap
pl

ie
d 

al
so

 to
 th

e 
dy

na
m

ic
 c

on
di

tio
ns

? 

Th
e 

5th
 p

ar
ag

ra
ph

 m
en

tio
ns

 th
at

 th
e 

te
st

 s
ho

ul
d 

be
 c

ar
rie

d 
ou

t o
n 

th
e 

bo
th

 s
id

es
 o

f t
he

 lo
ad

 
tra

ns
po

rt 
sy

st
em

. H
ow

ev
er

, t
he

 2
nd

 p
ar

ag
ra

ph
 is

 
un

de
rs

to
od

 to
 a

ls
o 

re
qu

ire
 th

e 
sa

m
e 

pr
oc

ed
ur

e.
  

第
1、

第
2、

第
3
段

落
は
そ
れ

ぞ
れ

、
(1

)静
的

操
作

、

(2
)自

動
的
操
作

、
(3

)自
動

（静
的

）的
操

作
を
使

っ
た
試

験
方

法
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。
第

1
段

落
と
第

2
段

落

が
交

換
さ
れ

れ
ば

、
自

動
操

作
の

説
明

に
続
い
て
静

的
試

験
が

第
2
と
第

3
段

落
に
お
い
て
連

続
し
て
説
明

さ
れ

る

こ
と
に
な
る
。

 

第
4
段

落
は
静
的

条
件

に
適
用
さ
れ

る
と
考

え
て
い
る
。
こ

れ
は

動
的
条

件
に
も
ま
た
適
用
さ
れ

る
の
か

? 

第
5
段

落
は
、
試

験
を
荷
重

搬
送

シ
ス
テ
ム
の
両

側
で
実

施
す
る
と
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
第

2
段

落
も
ま
た
、
同

じ
手

順
を
要

求
し
て
い
る
と
理
解

で
き
る
。

 

 

W
e 

pr
op

os
e 

ex
ch

an
gi

ng
 th

e 
1st

 a
nd

 2
nd

 
pa

ra
gr

ap
hs

.  

R
eg

ar
di

ng
 th

e 
4th

 p
ar

ag
ra

ph
, t

hi
s 

is
 a

 q
ue

st
io

n.
 

W
e 

do
 n

ot
 re

qu
es

t a
 c

ha
ng

e.
 

Th
e 

5th
 p

ar
ag

ra
ph

 m
ay

 b
e 

de
le

te
d.

 

我
々

は
第

1
段
落

と
第

2
段
落
を
交

換
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

 

第
4
段

落
に
つ
い
て
は
質

問
の
み

で
あ
る
。
我
々

は
修

正

を
求

め
な
い
。

 

第
5
段

落
を
削
除

し
て
も
良

い
。
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 re
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(d
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rs
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r 
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m
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gh
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g)

. H
ow

ev
er

, t
he

 n
um

be
r o

f 
re

pe
tit
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ns

 a
nd

 te
st

 c
on

di
tio

ns
 (l

oa
d 

va
lu

e 
an

d 

W
e 

ca
nn

ot
 p

ro
po

se
 a

 re
vi

si
on

. 

修
正

を
提
案

で
き
な
い
。
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 o

f 2
2 

ra
nd

om
 

er
ro

rs
 …

 
sp

ee
d)

 a
re

 n
ot

 c
le

ar
. D

oe
s 

th
is

 p
ar

ag
ra

ph
 

re
qu

ire
 th

e 
w

ho
le

 p
ro

ce
du

re
 o

f 4
.1

? 

第
一

段
落
は

、
4.

1（
自
動

操
作
に
お
け
る
誤
差
の

決
定
）

に
従

っ
た
一

連
の

試
験

を
繰

り
返

す
こ
と
を
要
求

し
て
い
る

よ
う
に
見

え
る
。
し
か

し
、
そ
の
繰
り
返

し
回

数
や
条

件
（荷

重
や

速
度
）
は
明

確
で
は

な
い
。
こ
の

段
落

は
4.

1
の

手
順

全
体

を
要
求

し
て
い
る
の

か
? 
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2 

5.
1.

1 
St

an
da

rd
 

op
er

at
io

n
al

 te
st

 …
 

2n
d 

pa
ra

. 
an

d 
no

te
 

Te
. 

Be
ca

us
e 

th
e 

te
st

 o
n 

te
m

pe
ra

tu
re

 e
ffe

ct
 in

 th
e 

ite
m

 d
) o

f t
he

 2
nd

 p
ar

ag
ra

ph
 re

qu
ire

s 
a 

te
m

pe
ra

tu
re

 c
ha

m
be

r, 
it 

ca
nn

ot
 b

e 
co

nd
uc

te
d 

in
 

th
e 

st
an

da
rd

 te
st

. 

Th
e 

no
te

 m
en

tio
ns

 th
at

 th
e 

st
an

da
rd

 o
pe

ra
tio

na
l 

te
st

 is
 n

ot
 a

pp
lic

ab
le

 fo
r s

ub
se

qu
en

t v
er

ifi
ca

tio
n.

 
H

ow
ev

er
, i

t d
oe

s 
no

t s
ee

m
 to

 c
on

fo
rm

 to
 th

e 
de

fin
iti

on
 o

f 8
.4

.1
 in

 P
ar

t 1
 w

hi
ch

 a
llo

w
s 

an
 

op
er

at
io

na
l t

es
t i

n 
su

bs
eq

ue
nt

 v
er

ifi
ca

tio
n.

 

第
2
段

落
の
試
験

項
目

 d
) に

お
け
る
温
度

影
響

試
験

は

恒
温

槽
を
必

要
と
す
る
の

で
、
標

準
動

作
試

験
に
お
い
て

は
実

施
で
き
な
い
。

 

備
考

に
お
い
て
標

準
動

作
試

験
は

後
続

検
定

に
適

用
さ
れ

な
い
と
規

定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
後

続
検

定
に
動

作
試

験
の
使

用
を
許

可
す
る
第

1
部

8.
4.

1
の
定

義
に
合

っ
て
い
な
い
よ
う
に
見

え
る
。

 

 

Pr
op

os
e 

de
le

tin
g 

th
e 

ite
m

 d
) a

nd
 th

e 
no

te
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d)
 と

備
考

を
削
除

す
る
こ
と
を
提

案
す
る
。
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 p
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2 

4.
5.

4 
Ec

ce
nt

ric
i

ty
 

Al
l 

Te
/E

d.
 

Th
e 

1st
, 2

nd
 a

nd
 3

rd
 p

ar
ag

ra
ph

s 
m

en
tio

n 
te

st
 

m
et

ho
ds

 fo
r a

 s
ta

tic
 o

pe
ra

tio
n,

 a
n 

au
to

m
at

ic
 

op
er

at
io

n,
 a

nd
 a

n 
au

to
m

at
ic

 (s
ta

tic
) o

pe
ra

tio
n,

 
re

sp
ec

tiv
el

y.
 If

 th
e 

1st
 a

nd
 2

nd
 p

ar
ag

ra
ph

s 
ar

e 
ex

ch
an

ge
d,

 th
e 

st
at

ic
 o

pe
ra

tio
n 

w
ill 

be
 e

xp
la

in
ed

 
co

nt
in

uo
us

ly
 in

 th
e 

2nd
 a

nd
 3

rd
 p

ar
ag

ra
ph

s 
fo

llo
w

in
g 

th
e 

ex
pl

an
at

io
n 

of
 a

ut
om

at
ic

 o
pe

ra
tio

n.
 

W
e 

as
su

m
e 

th
at

 th
e 

4th
 p

ar
ag

ra
ph

 is
 a

pp
lie

d 
to

 
th

e 
st

at
ic

 c
on

di
tio

ns
. I

s 
it 

ap
pl

ie
d 

al
so

 to
 th

e 
dy

na
m

ic
 c

on
di

tio
ns

? 

Th
e 

5th
 p

ar
ag

ra
ph

 m
en

tio
ns

 th
at

 th
e 

te
st

 s
ho

ul
d 

be
 c

ar
rie

d 
ou

t o
n 

th
e 

bo
th

 s
id

es
 o

f t
he

 lo
ad

 
tra

ns
po

rt 
sy

st
em

. H
ow

ev
er

, t
he

 2
nd

 p
ar

ag
ra

ph
 is

 
un

de
rs

to
od

 to
 a

ls
o 

re
qu

ire
 th

e 
sa

m
e 

pr
oc

ed
ur

e.
  

第
1、

第
2、

第
3
段

落
は
そ
れ

ぞ
れ

、
(1

)静
的

操
作

、

(2
)自

動
的
操
作

、
(3

)自
動

（静
的

）的
操

作
を
使

っ
た
試

験
方

法
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。
第

1
段

落
と
第

2
段

落

が
交

換
さ
れ

れ
ば

、
自

動
操

作
の

説
明

に
続
い
て
静

的
試

験
が

第
2
と
第

3
段

落
に
お
い
て
連

続
し
て
説
明

さ
れ

る

こ
と
に
な
る
。

 

第
4
段

落
は
静
的

条
件

に
適
用
さ
れ

る
と
考

え
て
い
る
。
こ

れ
は

動
的
条

件
に
も
ま
た
適
用
さ
れ

る
の
か

? 

第
5
段

落
は
、
試

験
を
荷
重

搬
送

シ
ス
テ
ム
の
両

側
で
実

施
す
る
と
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
第

2
段

落
も
ま
た
、
同

じ
手

順
を
要

求
し
て
い
る
と
理
解

で
き
る
。

 

 

W
e 

pr
op

os
e 

ex
ch

an
gi

ng
 th

e 
1st

 a
nd

 2
nd

 
pa

ra
gr

ap
hs

.  

R
eg

ar
di

ng
 th

e 
4th

 p
ar

ag
ra

ph
, t

hi
s 

is
 a

 q
ue

st
io

n.
 

W
e 

do
 n

ot
 re

qu
es

t a
 c

ha
ng

e.
 

Th
e 

5th
 p

ar
ag

ra
ph

 m
ay

 b
e 

de
le

te
d.

 

我
々

は
第

1
段
落

と
第

2
段
落
を
交

換
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

 

第
4
段

落
に
つ
い
て
は
質

問
の
み

で
あ
る
。
我
々

は
修

正

を
求

め
な
い
。

 

第
5
段

落
を
削
除

し
て
も
良

い
。
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4.
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5.
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D
et

er
m

in
at

io
n 

of
 

1st
 p

ar
a.

 
Te

/E
d.

 
Th

e 
1st

 p
ar

ag
ra

ph
 s

ee
m

s 
to

 re
pe

at
 a

 s
er

ie
s 

of
 

te
st

s 
fo

llo
w

in
g 

4.
1 

(d
et

er
m

in
at

io
n 

of
 e

rro
rs

 fo
r 

au
to

m
at

ic
 w

ei
gh

in
g)

. H
ow

ev
er

, t
he

 n
um

be
r o

f 
re

pe
tit

io
ns

 a
nd

 te
st

 c
on

di
tio

ns
 (l

oa
d 

va
lu

e 
an

d 

W
e 

ca
nn

ot
 p

ro
po

se
 a

 re
vi

si
on

. 

修
正

を
提
案

で
き
な
い
。
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Ty
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  =
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ch
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Pa
ge
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 o

f 2
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pe
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rm
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 te

st
…

 
Pa

rt 
2,

 s
ho

ul
d 

be
 u

se
d.

 W
e 

pr
op

os
e 

a 
co

rre
ct

io
n 

sh
ow

n 
on

 th
e 

rig
ht

 c
ol

um
n.

 

最
後

の
段
落

の
最

初
の

文
に
お
い
て
、
第

1
部
の

5.
7.

1.
3 
及

び
第

2
部

の
6.

2.
2 
で
使

わ
れ

て
い
る
用

語

「
無

負
荷

表
示
へ

の
温

度
影

響
」
使

う
べ

き
だ
。
右

の
列

に

示
す
修

正
を
提
案

す
る
。

 

 

op
er

at
io

n 
du

rin
g 

th
e 

te
st

s,
 e

xc
ep

t f
or

 th
e 

te
m

pe
ra

tu
re

 e
ffe

ct
 o

n 
no

 lo
ad

 in
di

ca
tio

n 
te

st
. 

も
し
、
計

量
装
置

に
自

動
ゼ
ロ
設

定
装

置
又

は
ゼ
ロ
・ト

ラ
ッ

キ
ン
グ
装
置

が
備

わ
っ
て
い
る
場

合
、
無
負

荷
指

示
へ

の
温

度
影

響
試

験
を
除

く
試

験
中
に
そ
れ

が
作
動
し
て
い
て

も
よ
い
。
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Su
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w
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gh
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te
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Ti
tle

 
G

e/
Ed

. 
In

 th
e 

tit
le

, a
dd

 a
 re

fe
re

nc
e 

to
 P

ar
t 1

. 

タ
イ
ト
ル
に

Pa
rt 

1 
へ

の
参

照
を
加

筆
す
る
。

 

 

Am
en

d 
th

e 
tit

le
 a
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sh

ow
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be
lo

w
. 

5.
1.

3 
S

up
pl

em
en

ta
ry

 w
ei

gh
in

g 
te

st
 （

R
51

-1
, 

6.
5.

1）
 

以
下

の
通
り
タ
イ
ト
ル

を
修

正
す
る
。
（
以
下

省
略

） 
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st
 

2nd
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Te

/E
d.
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 th
e 

be
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nn
in

g 
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 p
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ra
ph

, t
he

 
m
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ds
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di
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d 

by
 th

e 
te

rm
 “o

th
er

 te
st

 
m

et
ho

ds
” a

re
 a

m
bi

gu
ou

s.
 

第
2
段

落
の
最
初

に
お
い
て
、
「他

の
試

験
方

法
」
が

意
味

す
る
も
の
が

不
明

で
あ
る
。

 

 

Pl
ea

se
 e

xp
la

in
 “o

th
er

 te
st

 m
et

ho
ds

” p
ra

ct
ic

al
ly

. 

他
の

試
験
方

法
と
は

何
か
、
具
体

的
に
説

明
し
て
ほ

し
い
。
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 h

), 
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at
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 c
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…
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t c
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In
 th

e 
st

ep
 i)

, w
he

n 
th

e 
dr

ift
 d
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テ
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繰
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返
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あ
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。
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検
証
す
る
こ
と
を
要

求
し
て
い
る
か

ら
。
故

に
f)を

削
除
し
、

ス
テ
ッ
プ

g）
～

j）
の

番
号

を
付
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。
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あ
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。
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。
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。
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f c
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 c
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最
後

の
段
落

の
最

初
の

文
に
お
い
て
、
第

1
部
の

5.
7.

1.
3 
及

び
第

2
部

の
6.

2.
2 
で
使

わ
れ

て
い
る
用

語

「
無

負
荷

表
示
へ

の
温

度
影

響
」
使

う
べ

き
だ
。
右

の
列

に

示
す
修

正
を
提
案

す
る
。
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xc
ep

t f
or
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e 

te
m
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ffe
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ad
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n 
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st
. 

も
し
、
計

量
装
置

に
自

動
ゼ
ロ
設

定
装

置
又

は
ゼ
ロ
・ト

ラ
ッ

キ
ン
グ
装
置

が
備

わ
っ
て
い
る
場

合
、
無
負

荷
指

示
へ

の
温

度
影

響
試

験
を
除

く
試

験
中
に
そ
れ

が
作
動
し
て
い
て

も
よ
い
。
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Ti
tle

 
G
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. 
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e 

tit
le

, a
dd
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to
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ar
t 1

. 

タ
イ
ト
ル
に
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rt 

1 
へ

の
参

照
を
加

筆
す
る
。
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1.

3 
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in
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R
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6.
5.

1 ）
 

以
下

の
通
り
タ
イ
ト
ル

を
修

正
す
る
。
（
以
下

省
略

） 
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第
2
段

落
の
最
初

に
お
い
て
、
「他

の
試

験
方

法
」
が

意
味

す
る
も
の
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不
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で
あ
る
。
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 m
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” p
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。
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ら
の

提
案
を
要

約
し
て
右
の

列
に
記

載
す
る
。
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載

さ
れ
た
試
験

手
法
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の
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フ
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ッ
ト
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正
す
る
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認
し
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い
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フ
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ト
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認
す
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手
法
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。

 

 

W
e 

re
co

m
m

en
d 

ad
di

ng
 a

 p
ro

ce
du

re
 fo

r a
 

po
si

tiv
e 

of
fs

et
. 

正
の

オ
フ
セ
ッ
ト
を
確

認
す
る
た
め
の

別
の

試
験
手

法
を
追

加
す
べ

き
で
あ
る
。

 

 

 

JP
 2

-
19

 
2 

5.
6 

Ta
re

 
(R

 5
1-

1,
 

6.
6)

 

1st
 p

ar
a.

 
Te

/E
d.

 
Th

e 
m

et
ho

d 
m

ea
nt

 b
y 

th
e 

ph
ra

se
 “o

th
er

 
m

et
ho

ds
 w

hi
ch

 v
er

ify
 th

e 
re

qu
ire

m
en

ts
 o

f R
 5

1-
1,

 6
.6

” i
s 

am
bi

gu
ou

s.
 

第
一

段
落
の

文
章

「
ot

he
r m

et
ho

ds
 w

hi
ch

 v
er

ify
 th

e 
re

qu
ire

m
en

ts
 o

f R
 5

1-
1,

 6
.6
」
が

意
味
す
る
も
の

が
不

明
で
あ
る
。

 

 

Pl
ea

se
 e

xp
la

in
 “o

th
er

 m
et

ho
ds

” m
or

e 
pr

ac
tic

al
ly

. 

「
そ
の
他

の
手
法

」
を
具

体
的
に
説

明
し
て
ほ
し
い
。

 

 

 

JP
 2

-
20

 
2 

5.
6.

1.
1 

Au
to

m
at

ic
 

op
er

at
io

n 

2nd
 

pa
ra

. 

 

Te
/e

d.
 

 

In
 th

e 
2nd

 p
ar

ag
ra

ph
, i

t i
s 

be
tte

r t
o 

in
di

ca
te

 th
at

 
8.

3 
an

d 
8.

4 
of

 P
ar

t 1
 re

fe
r v

er
ifi

ca
tio

ns
.  

W
e 

re
co

m
m

en
d 

us
in

g 
th

e 
te

rm
 “t

ar
e 

op
er

at
io

n”
 

w
hi

ch
 is

 u
se

d 
fre

qu
en

tly
 in

 P
ar

t 1
. O

n 
th

e 
ot

he
r 

ha
nd

, “
ta

re
-b

al
an

ci
ng

 o
pe

ra
tio

n”
 is

 n
ot

 u
se

d 
el

se
w

he
re

 in
 P

ar
t 1

 a
nd

 P
ar

t 2
. 

Th
e 

la
st

 p
hr

as
e 

“o
r c

he
ck

in
g 

if 
th

e 
er

ro
r c

ur
ve

 
…

” m
ay

 n
ot

 b
e 

ne
ce

ss
ar

y 
be

ca
us

e 
hy

st
er

es
is

 
co

ul
d 

no
t b

e 
a 

si
gn

ifi
ca

nt
 s

ou
rc

e 
of

 e
rro

r f
or

 
au

to
m

at
ic

 w
ei

gh
in

g 
in

st
ru

m
en

ts
. 

Ta
re

 b
al

an
ci

ng
 d

ev
ic

e 
us

ua
lly

 d
oe

s 
no

t h
av

e 
an

 
in

di
ca

tio
n 

of
 ta

re
 s

et
tin

g.
 T

he
re

fo
re

, w
e 

pr
op

os
e 

Fo
r i

ni
tia

l a
nd

 s
ub

se
qu

en
t v

er
ifi

ca
tio

ns
 (R

 5
1-

1,
 

8.
3 

an
d 

8.
4)

, t
he

 p
ra

ct
ic

al
 te

st
 m

ay
 b

e 
re

pl
ac

ed
 

by
 o

th
er

 a
pp

ro
pr

ia
te

 p
ro

ce
du

re
s,

 e
.g

. b
y 

nu
m

er
ic

al
 o

r g
ra

ph
ic

al
 c

on
si

de
ra

tio
ns

; 
si

m
ul

at
io

n 
of

 a
 ta

re
 -b

al
an

ci
ng

 o
pe

ra
tio

n 
by

 
di

sp
la

ce
m

en
t (

sh
ift

in
g)

 o
f t

he
 e

rr
or

 li
m

its
 (m

pe
) 

to
 a

ny
 p

oi
nt

s 
of

 th
e 

er
ro

r c
ur

ve
 (c

ur
ve

 o
f 

w
ei

gh
in

g 
te

st
 re

su
lts

); 
or

 c
he

ck
in

g 
if 

th
e 

er
ro

r 
cu

rv
e 

an
d 

hy
st

er
es

is
 a

re
 in

si
de

 th
e 

m
pe

 a
t e

ve
ry

 
po

in
t. 

 

 

－ 132 －



 

Te
m

pl
at

e 
fo

r c
om

m
en

ts
 a

nd
 c

on
ve

ne
r's

 o
bs

er
va

tio
ns

 

TC
9 

/ S
C

2 
/ p

10
  

TC
9_

SC
2_

P1
0_

N
03

5 
R

ev
is

io
n 

of
 O

IM
L 

R
 5

1 
20

04
E 

- A
ut

om
at

ic
 C

at
ch

w
ei

gh
in

g 
In

st
ru

m
en

ts
 

Fi
rs

t W
or

ki
ng

 D
ra

ft 
(2

 W
D

) 
D

at
e 

of
 c

irc
ul

at
io

n:
 2

5 
M

ay
 2

02
0.

   
D

at
e 

to
 re

tu
rn

 c
om

m
en

ts
: 2

8 
A

ug
us

t 2
02

0 
TC

9 
/ S

C
2 

Se
cr

et
ar

ia
t: 

 
O

ffi
ce

 fo
r P

ro
du

ct
 s

af
et

y 
an

d 
st

an
da

rd
s 

- U
ni

te
d 

Ki
ng

do
m

 (m
or

ay
o.

aw
os

ol
a@

be
is

.g
ov

.u
k)

  
 

TC
9 

/ S
C

2 
/ p

10
 c

on
ve

ne
r(s

): 
 IN

D
IA

 (M
r. 

B.
N

. D
ix

it)
, U

N
IT

ED
 K

IN
G

D
O

M
 (M

r. 
M

or
ay

o 
Aw

os
ol

a)
 

C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 

Su
bc

la
us

e 
Pa

ra
gr

ap
h/

 
Fi

gu
re

/T
ab

le
 

Ty
pe

 o
f 

co
m

m
en

t2 
C

om
m

en
ts

 
Pr

op
os

ed
 c

ha
ng

e 
C

on
ve

ne
r's

 re
sp

on
se

s 

 1 
C

ou
nt

ry
 c

od
e 

(e
nt

er
 th

e 
IS

O
 3

16
6 

tw
o-

le
tte

r c
ou

nt
ry

 c
od

e,
 e

.g
. C

N
 fo

r C
hi

na
) 

2 
Ty

pe
 o

f c
om

m
en

t: 
ge

 =
 g

en
er

al
 

te
  =

 te
ch

ni
ca

l 
ed

 =
 e

di
to

ria
l 

Pa
ge

 1
0 

of
 2

2 

ad
di

ng
 a

 s
en

te
nc

e 
re

ga
rd

in
g 

co
nf

irm
at

io
n 

of
 ta

re
 

se
tti

ng
 to

 th
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ra
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第
2
段

落
に
つ
い
て
、
第

1
部
の

8.
3
と

8.
4
が

検
定

に

言
及

し
て
い
る
こ
と
を
明
記

し
て
お
い
た
方

が
よ
い
。

 

我
々

は
、
第

1
部

で
多
く
用
い
ら
れ

て
い
る
用
語

「
風
袋

操

作
」
の
使

用
を
推

奨
す
る
。
一
方

で
「
風

袋
平
衡

操
作
」
は

、

第
1
部

と
第

2
部

の
他

の
場

所
で
は

使
わ

れ
て
い
な
い
。

 

自
動

は
か
り
の
場

合
、
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
は
大

き
な
誤

差
要

因

と
は

な
ら
な
い
と
思

え
る
の
で
、
最

後
の

文
章
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r 
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ki
ng

 …
」を

削
除
す
る
。

 

風
袋

平
衡
装

置
に
は

通
常

、
風
袋

設
定

値
の

表
示

が
な

い
。
従

っ
て
、
こ
の

段
落

の
最

後
に
風

袋
の

確
認
に
関

す
る

文
章

を
追
記
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
更

に
第

2
段

落
の

下

に
新

し
い
備

考
を
追

加
す
る
。

 

要
約
す
る
と
、
右

の
列

に
示
す
修

正
を
提
案
す
る
。
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初
期

と
再
検

定
（R

 5
1-

1、
8.

3
及
び

8.
4）

に
つ
い
て
は
、

実
際

の
試
験

は
、
他

の
適
切

な
手

順
、
例
え
ば
、
数

値
的

又
は

グ
ラ
フ
ィ
カ
ル

に
考

慮
し
た
も
の

、
で
置

き
換

え
ら
れ

る
こ
と
が

あ
り
得

る
：誤

差
限

界
（ m

pe
）を

誤
差
曲
線

（計
量

試
験

結
果
の

曲
線

）の
任

意
の
点

に
移

動
（シ

フ
ト
）す

る
こ

と
に
よ
る
風

袋
平

衡
操

作
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
又

は
誤

差
曲

線
及
び
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
が

各
点

で
m

pe
の
内

側
に
入

っ
て
い
る
か

ど
う
か

の
チ
ェ
ッ
ク
。

 

備
考

： 
風

袋
平

衡
装

置
を
使
う
場

合
は
、
風
袋

の
質

量
を

確
認

し
て
か

ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
す
る
必

要
が

あ
る
。
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こ
の

項
に
は
試
験

速
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の
記

載
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な
い
。
最

高
速

度
で
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か
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If 
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具
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な
意

味
が

不
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あ
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。
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試
験

速
度
を
明
記

す
る
。
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る
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合
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説
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ほ
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こ
れ

ら
の

提
案
を
要

約
し
て
右
の

列
に
記

載
す
る
。
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ze
ro
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Te
. 
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e 

pr
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 p
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ro
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ed
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記
載

さ
れ
た
試
験

手
法

は
、
マ
イ
ナ
ス
の

オ
フ
セ
ッ
ト
を
補

正
す
る
機

能
の
み

を
確

認
し
て
い
る
。
正
の

オ
フ
セ
ッ
ト
を

確
認
す
る
た
め
の

別
の

手
法

も
説

明
す
べ

き
で
あ
る
。
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 p
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正
の

オ
フ
セ
ッ
ト
を
確

認
す
る
た
め
の

別
の

試
験
手

法
を
追

加
す
べ

き
で
あ
る
。
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 b
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e 
re

qu
ire

m
en

ts
 o

f R
 5

1-
1,

 6
.6

” i
s 

am
bi

gu
ou

s.
 

第
一

段
落
の

文
章

「
ot
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ds
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ch

 v
er

ify
 th

e 
re

qu
ire

m
en

ts
 o

f R
 5

1-
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 6
.6
」
が

意
味
す
る
も
の

が
不

明
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あ
る
。
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 m
et
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ly

. 

「
そ
の
他

の
手
法

」
を
具

体
的
に
説

明
し
て
ほ
し
い
。
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、
そ
の
状

態
が
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明

さ
れ

て
い
な

い
。
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度
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。
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。
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落
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。
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の
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れ
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お
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は
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湿
度
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か
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に
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い
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度

の
設

定
値

は
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%
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の

か
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と
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93
%
な
の
か
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「
低
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度
域

」と
は

25
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を
意

味
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る
の

か
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限
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度
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か
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に
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験
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転
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静
的

／
動
的

）
が
規

定
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れ
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い
な
い
。
後

者
に
つ
い
て
、
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々
は
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的
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ー
ド
が
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え
る
。
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更
に
、
二

つ
の
運

転
モ
ー
ド
（
自
動

及
び
非

自
動
）
の

う
ち

一
つ
が

こ
の
試
験

に
適

用
さ
れ
る
の

か
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表
12

の
「
試

験
手

順
の

概
要

」は
、
非

自
動

運
転

が
試

験

に
要

求
さ
れ

る
と
理

解
さ
れ

る
。
一

方
で
、
「計

量
試

験
」は

自
動

運
転
を
優
先

し
て
い
る
。
我
々

は
、
非
自

動
運

転
が

用
い
ら
れ

る
こ
と
を
要
求

す
る
。

 

 

In
 “w

ei
gh

in
g 

te
st

”, 
w

e 
re

qu
es

t t
o 

re
pl

ac
e 

th
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om
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at
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n 
(A

.5
.1

.1
). 

「
計

量
試

験
」
に
お
い
て
、
第

2
段

落
の
第

2
文
を
以

下
の

文
章

で
置

き
換
え
る
こ
と
を
要
求

す
る
。

 

そ
の

試
験
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動

運
転
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）で

、
又
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任

意
に
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）で

実
施

し
な
け
れ
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な
ら
な
い
。
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割
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る
。
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以
下
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略
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第
1
文

の
「
du

rin
g」

以
降

は
分
か

り
に
く
い
。
湿
度

の
設

定
値

は
95

%
な
の

か
、
そ
れ
と
も

93
%
な
の
か

? 
「
低
温

度
域

」と
は

25
℃

を
意

味
す
る
の

か
? 
二

つ
の
用

語
「適

切

な
上

限
温

度
」と

「
上
限

温
度
域

」
は
同

じ
温
度
を
意

味
す

る
の

か
? 

更
に
、
試

験
荷
重

と
運

転
モ
ー
ド
（
静
的

／
動
的

）
が
規

定

さ
れ

て
い
な
い
。
後

者
に
つ
い
て
、
我

々
は
静

的
モ
ー
ド
が

使
わ

れ
る
と
考
え
る
。
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od
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第
1
文

に
は

修
正

案
を
提
示

で
き
な
い
。

 

試
験

荷
重
と
運
転

モ
ー
ド
を
明
記

し
て
ほ

し
い
。
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第
1
段

落
は
分
か

り
に
く
い
。

(1
)M

in
、

(2
)「

cr
iti

ca
l 

po
in

ts
」
の
一

つ
、
及
び

(3
) 1

/2
 M

ax
と

M
ax

の
間

の
任

意
の

一
つ
の

合
計

3
つ
の

荷
重
を
選

ぶ
と
理

解
し
た
が

、

そ
れ

で
良

い
か

? 

W
e 

ca
nn

ot
 p

ro
po

se
 a

 re
vi

si
on

.  

Pl
ea

se
 e

xp
la

in
 a

bo
ut

 th
e 

op
er

at
io

n 
m

od
es

. 

修
正

案
を
提

示
で
き
な
い
。

 

運
転

モ
ー
ド
に
つ
い
て
説

明
し
て
ほ

し
い
。

 

 

 

－ 139 －



 

Te
m

pl
at

e 
fo

r c
om

m
en

ts
 a

nd
 c

on
ve

ne
r's

 o
bs

er
va

tio
ns

 

TC
9 

/ S
C

2 
/ p

10
  

TC
9_

SC
2_

P1
0_

N
03

5 
R

ev
is

io
n 

of
 O

IM
L 

R
 5

1 
20

04
E 

- A
ut

om
at

ic
 C

at
ch

w
ei

gh
in

g 
In

st
ru

m
en

ts
 

Fi
rs

t W
or

ki
ng

 D
ra

ft 
(2

 W
D

) 
D

at
e 

of
 c

irc
ul

at
io

n:
 2

5 
M

ay
 2

02
0.

   
D

at
e 

to
 re

tu
rn

 c
om

m
en

ts
: 2

8 
A

ug
us

t 2
02

0 
TC

9 
/ S

C
2 

Se
cr

et
ar

ia
t: 

 
O

ffi
ce

 fo
r P

ro
du

ct
 s

af
et

y 
an

d 
st

an
da

rd
s 

- U
ni

te
d 

Ki
ng

do
m

 (m
or

ay
o.

aw
os

ol
a@

be
is

.g
ov

.u
k)

  
 

TC
9 

/ S
C

2 
/ p

10
 c

on
ve

ne
r(s

): 
 IN

D
IA

 (M
r. 

B.
N

. D
ix

it)
, U

N
IT

ED
 K

IN
G

D
O

M
 (M

r. 
M

or
ay

o 
Aw

os
ol

a)
 

C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 

Su
bc

la
us

e 
Pa

ra
gr

ap
h/

 
Fi

gu
re

/T
ab

le
 

Ty
pe

 o
f 

co
m

m
en

t2 
C

om
m

en
ts

 
Pr

op
os

ed
 c

ha
ng

e 
C

on
ve

ne
r's

 re
sp

on
se

s 

 1 
C

ou
nt

ry
 c

od
e 

(e
nt

er
 th

e 
IS

O
 3

16
6 

tw
o-

le
tte

r c
ou

nt
ry

 c
od

e,
 e

.g
. C

N
 fo

r C
hi

na
) 

2 
Ty

pe
 o

f c
om

m
en

t: 
ge

 =
 g

en
er

al
 

te
  =

 te
ch

ni
ca

l 
ed

 =
 e

di
to

ria
l 

Pa
ge

 1
7 

of
 2

2 

ve
hi

cl
e 

ba
tte

ry
 …

 
al

so
 b

e 
re

pl
ac

ed
 w

ith
 T

ab
le

 1
4 

be
ca

us
e 

th
is

 
cl

au
se

 s
pe

ci
fie

s 
a 

te
st

 fo
r t

he
 in

st
ru

m
en

ts
 u

si
ng

 
an

 in
te

rn
al

 b
at

te
ry

, n
ot

 a
 v

eh
ic

le
 b

at
te

ry
. W

e 
pr

op
os

e 
a 

re
vi

si
on

 s
ho

w
n 

on
 th

e 
rig

ht
 c

ol
um

n.
 

我
々

は
6.

2.
7（

自
動

車
用
）
の
試

験
は

、
二

つ
の

試
験

（
6.

2.
4
と

6.
2.

5）
の
表

14
に
よ
る
置

き
換
え
の

後
、

6.
2

（
妨

害
試

験
）
に
含

ま
れ

る
と
考
え
る
。
も
し
そ
う
な
ら

6.
2.

6
も
ま
た
表

14
で
置

き
換
え
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
の

項
は
自

動
車

用
で
は
な
い
内
部

電
池
を
使

う
計
量

器
の

た
め
の

試
験

を
規

定
し
て
い
る
か

ら
。
我
々

は
右

の

列
に
記

載
さ
れ
た
修

正
を
提

案
す
る
。

 

 

車
両

用
電
池

駆
動

計
量

装
置

は
、
表

14
の
試
験

で
置
き

換
え
ら
れ
る

6.
2.

4、
 6

.2
.5

及
び

6.
2.

6
を
除
外

し
て
、

6.
2
の

試
験

を
満

た
さ
な
く
て
は
ら
な
い
。
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表
「
妨
害

試
験
の

要
約
」
に
お
け
る
小

項
目

の
番

号
と
タ
イ

ト
ル

が
、

6.
3
以
下

の
小

項
目

の
も
の

と
合

っ
て
い
な
い
。
こ

の
表

は
修
正

さ
れ

る
べ

き
だ
。
こ
の
表

に
お
け
る
タ
イ
ト
ル
と

小
項

目
に
お
け
る
も
の

と
の

相
関

表
を
右
に
提
示

す
る
。
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vi

si
on

 s
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我
々

は
6.

2.
7（

自
動

車
用
）
の
試

験
は

、
二

つ
の

試
験

（
6.

2.
4
と

6.
2.

5）
の
表

14
に
よ
る
置

き
換
え
の

後
、

6.
2

（
妨

害
試

験
）
に
含

ま
れ

る
と
考
え
る
。
も
し
そ
う
な
ら

6.
2.

6
も
ま
た
表

14
で
置

き
換
え
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
の

項
は
自

動
車

用
で
は
な
い
内
部

電
池
を
使

う
計
量

器
の

た
め
の

試
験

を
規

定
し
て
い
る
か

ら
。
我
々

は
右

の

列
に
記

載
さ
れ
た
修

正
を
提

案
す
る
。

 

 

車
両

用
電
池

駆
動

計
量

装
置

は
、
表

14
の
試
験

で
置
き

換
え
ら
れ
る

6.
2.

4、
 6

.2
.5

及
び

6.
2.

6
を
除
外

し
て
、

6.
2
の

試
験

を
満

た
さ
な
く
て
は
ら
な
い
。
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s 
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e 
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 b
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ct
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e 
pr
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 a

 li
st
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f 
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n 
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e 
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ht

 c
ol

um
n.

 

表
「
妨
害

試
験
の

要
約
」
に
お
け
る
小

項
目

の
番

号
と
タ
イ

ト
ル

が
、

6.
3
以
下

の
小

項
目

の
も
の

と
合

っ
て
い
な
い
。
こ

の
表

は
修
正

さ
れ

る
べ

き
だ
。
こ
の
表

に
お
け
る
タ
イ
ト
ル
と

小
項

目
に
お
け
る
も
の

と
の

相
関

表
を
右
に
提
示

す
る
。
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m
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of
 2

2 

6.
3
の

備
考

3
は

用
語
「
10

d
の

単
一

荷
重

」の
使

用
を
要

求
し
て
い
る
。
し
か

し
6.

3
の

各
小

項
目

は
別

の
用

語
「一

つ
の

小
荷
重

」を
使

っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
が

同
じ
も
の

を
意

味

す
る
の
か

又
は
違

う
の

か
、
説
明

し
て
ほ

し
い
。

 

 

も
し
こ
れ

ら
の
用

語
が

同
じ
荷
重

を
意

味
す
る
な
ら
、

6.
3
と

そ
の

小
項
目

に
お
い
て
、
「
10

d
の

単
一

荷
重

」ま
た
は
「
一

つ
の

小
荷
重

」の
う
ち
一

つ
の
用

語
を
使
う
。
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ifi
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nd
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 “w
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-
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f 6

.3
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 th
e 
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se
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re

 th
er

e 
an
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s 
fo

r t
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 d
iff

er
en

ce
? 

記
録
す
べ

き
項
目
（
7-

8
項

目
）が

6.
3
の

各
項
の

「
計
量

試
験

」
に
規

定
さ
れ

て
い
る
。
し
か

し
そ
れ

ら
の
内

容
は

同

じ
で
は
な
い
。
一

部
の

項
は

「供
給

電
圧
」
や
「参

照
電

圧
」

を
含

む
。
こ
れ

ら
の

相
違

に
は
何
か

理
由

が
あ
る
の

か
? 

 

Th
is

 is
 ju

st
 a

 q
ue

st
io

n.
 

こ
れ

は
質
問

に
過

ぎ
な
い
。
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 in
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「
試

験
用

電
源
装

置
は

EU
T
を
接

続
す
る
前
に
検

証
さ
れ

る
べ

き
で
あ
る
」と

い
う
文
章

は
EU

T
の
状

態
に
関

す
る
事

項
で
は
な
い
よ
う
に
見

え
る
。
そ
れ

は
、
い
く
つ
か

の
項

に

繰
り
返
し
記

載
さ
れ

て
い
る
。
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th
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ui
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bl
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cl
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se
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こ
の

文
章
は

多
く
の

試
験

に
共
通

し
て
い
る
の
で
、
別
の

適

し
た
項

に
置

い
て
も
よ
い
。
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第
1
文

に
お
い
て
、
略
称

「
AG

FI
s」

は
「
自
動

重
力

式
充

て
ん
装

置
」
を
意

味
し
、
そ
れ
は

こ
こ
で
は

不
適

当
で
あ
る
。
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を
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置
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置
き
換

え
る
。
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表
19

に
お
い
て
、
備
考

1
と
備

考
2
は

そ
れ
ぞ
れ
「
レ
ベ

ル
」
と
「
6k

V」
を
説

明
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
上
付

き
文

字
「
（1

）」
を
修

正
し
、
上
付

き
文

字
「（

2）
」
を
追
加
す

る
。
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の
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段

落
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あ
る
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な
ぜ
な
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V
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規
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し
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い
る
か

ら
。
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表
19

に
お
い
て
、
上
付

き
文
字

「（
1）

」を
「8

kV
」
か

ら
「
レ

ベ
ル

」へ
移

動
す
る
。
上

付
き
文

字
「（

2）
」
を
「6

kV
」へ

追

加
す
る
。

 

以
下

に
引

用
し
た
最

後
の
文

章
を
削

除
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

 

表
18

に
提

示
さ
れ

た
も
の
以
外

の
（低

い
）電

圧
に
お
け

る
試

験
は

、
必
要

な
い
。
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「
非

自
動

は
か
り
」を

「自
動

は
か

り
」
に
置

き
換
え
る
。
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付
属

書
A
に
お
い
て
、
用

語
「
非
自

動
は

か
り
」は

間
違

っ

て
使

わ
れ

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ

は
自

動
は

か
り
の

た
め

の
勧

告
草
案

で
あ
る
か

ら
。
こ
の
付

属
書

に
は
多
く
の

該
当

部
分

が
あ
る
。
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。
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di
ps

 

Ap
pl

ic
a

bi
lit

y 
in

 
th

e 
2nd

 
Ta

bl
e 

Ed
. 

In
 th

e 
1st

 s
en

te
nc

e,
 th

e 
ab

br
ev

ia
tio

n 
“A

G
FI

s”
 

m
ea

ns
 “a

ut
om

at
ic

 g
ra

vi
m

et
ric

 fi
llin

g 
in

st
ru

m
en

ts
” 

an
d 

it 
is

 in
ap

pr
op

ria
te

 h
er

e.
 

第
1
文

に
お
い
て
、
略
称

「
AG

FI
s」

は
「
自
動

重
力

式
充

て
ん
装

置
」
を
意

味
し
、
そ
れ
は

こ
こ
で
は

不
適

当
で
あ
る
。

 

 

R
ep

la
ce

 “A
G

FI
s”

 w
ith

 “i
ns

tru
m

en
ts

”. 

「
AG

FI
s」
を
「装

置
」で

置
き
換

え
る
。
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-
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2 

6.
3.

4 
El

ec
tro

st
a

tic
 

di
sc

ha
rg

e 

Ta
bl

e 
19

 a
nd

 
th

e 
pa

ra
gr

a
ph

 
be

lo
w

 
th

is
 

ta
bl

e 

Ed
. 

In
 T

ab
le

 1
9,

 N
ot

e 
1 

an
d 

N
ot

e 
2 

se
em

 to
 e

xp
la

in
 

“le
ve

l” 
an

d 
“6

 k
V”

 fo
r c

on
ta

ct
 d

is
ch

ar
ge

, 
re

sp
ec

tiv
el

y.
 S

o,
 th

e 
su

pe
rs

cr
ip

t “
(1

)” 
sh

ou
ld

 b
e 

co
rre

ct
ed

 a
nd

 a
 s

up
er

sc
rip

t “
(2

)” 
sh

ou
ld

 b
e 

ad
de

d.
  

In
 th

e 
pa

ra
gr

ap
h 

be
lo

w
 T

ab
le

 1
9,

 th
e 

la
st

 
se

nt
en

ce
 is

 a
m

bi
gu

ou
s 

be
ca

us
e 

Ta
bl

e 
18

 
sp

ec
ifi

es
 tw

o 
vo

lta
ge

s,
 1

 k
V 

an
d 

2 
kV

. 

表
19

に
お
い
て
、
備
考

1
と
備

考
2
は

そ
れ
ぞ
れ
「
レ
ベ

ル
」
と
「
6k

V」
を
説

明
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
上
付

き
文

字
「
（1

）」
を
修

正
し
、
上
付

き
文

字
「（

2）
」
を
追
加
す

る
。

 

表
19

の
下
の
段

落
に
お
い
て
、
最

後
の
文

章
は

不
明

確

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
表

18
は
二

つ
の

電
圧

、
1k

V
と

2k
V

を
規

定
し
て
い
る
か

ら
。

 

 

In
 T

ab
le

 1
9,

 m
ov

e 
th

e 
su

pe
rs

cr
ip

t “
(1

)” 
fro

m
 “8

 
kV

” t
o 

“L
ev

el
s”

. A
dd

 a
 s

up
er

sc
rip

t “
(2

)” 
to

 “6
 k

V”
. 

W
e 

pr
op

os
e 

de
le

tin
g 

th
e 

la
st

 s
en

te
nc

e 
ci

te
d 

be
lo

w
. 

Te
st

s 
w

ith
 o

th
er

 (l
ow

er
) v

ol
ta

ge
s 

th
an

 th
os

e 
gi

ve
n 

in
 T

ab
le

 1
8 

ar
e 

no
t r

eq
ui

re
d.

 

表
19

に
お
い
て
、
上
付

き
文
字

「（
1）

」を
「8

kV
」
か

ら
「
レ

ベ
ル

」へ
移

動
す
る
。
上

付
き
文

字
「（

2）
」
を
「6

kV
」へ

追

加
す
る
。

 

以
下

に
引

用
し
た
最

後
の
文

章
を
削

除
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

 

表
18

に
提

示
さ
れ

た
も
の
以
外

の
（低

い
）電

圧
に
お
け

る
試

験
は

、
必
要

な
い
。
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2 

A.
1,

 
A.

1.
2,

 
A.

1.
3,

 
A.

1.
4.

1,
 

A.
1.

5.
1,

 
A.

1.
5.

2,
 

A.
2,

 

M
an

y 
Ed

. 
In

 A
nn

ex
 A

, t
he

 te
rm

 “n
on

-a
ut

om
at

ic
 w

ei
gh

in
g 

in
st

ru
m

en
t” 

is
 m

is
us

ed
 b

ec
au

se
 th

is
 is

 a
 d

ra
ft 

R
ec

om
m

en
da

tio
n 

fo
r a

ut
om

at
ic

 w
ei

gh
in

g 
in

st
ru

m
en

ts
. T

he
re

 a
re

 m
an

y 
ap

pl
ic

ab
le

 c
la

us
es

 
in

 th
is

 a
nn

ex
. 

R
ep

la
ce

, “
no

n-
au

to
m

at
ic

 w
ei

gh
in

g 
in

st
ru

m
en

t” 
w

ith
 “a

ut
om

at
ic

 w
ei

gh
in

g 
in

st
ru

m
en

t”.
  

「
非

自
動

は
か
り
」を

「自
動

は
か

り
」
に
置

き
換
え
る
。
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Ti
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Re
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 o
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 d
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 S
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Se
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ra
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er
m

an
y 

 

C
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tin
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Ja

pa
n 

da
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ni
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/ c
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: 
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 S
ep

te
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be
r 

20
20

 
  O

pi
ni

on
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nd
 c

om
m

en
ts
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ul
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xt
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IM
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R
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Pl
ea
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 n
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e 
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at

 o
nl

y 
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e 
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 to
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e 
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op
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 a
m
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sk
ed

 fo
r h

er
e.

 

If
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ou
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av
e 
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ne
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l c

om
m
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e 
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sp
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tiv
e 
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se
s, 

pl
ea
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r 3
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D
! 

 Pl
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se
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h 
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ul

ta
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 o
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no
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ea
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 c

om
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h 
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 c
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e 
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2C

D
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f R
12

6 
Pa

ge
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 o
f 1

0 

C
on

su
lta

tio
n 

te
xt

 1
 fo

llo
w

in
g 

2C
D

 -O
IM

L
 R

12
6:

 S
pe

ci
fic

 te
st

 o
f w

at
er

 v
ap

or
 

M
em

be
r 

Q
ue

st
io

n:
 

A
ns

w
er

 (y
es

 o
r 

no
):

 

 
D

o 
yo

u 
ag

re
e 

to
 in

tr
od

uc
e 

th
e 

sp
ec

ifi
c 

te
st

 o
f w

at
er

 v
ap

or
 to

 R
 1

26
? 

N
o 

いい
いい

ええ
 

C
la

us
e 

/ 
pa

ra
gr

ap
h 

/ 
ta

bl
e 

ge
n.

 / 
ed

it.
 / 

te
ch

n.
 

co
m

m
en

t 
Pr

op
os

ed
 c

ha
ng

e 

2.
5.

5.
3 

M
em

or
y 

ef
fe

ct
s 

Ta
bl

e 
10

 

 
In

 so
m

e 
co

un
tri

es
, t

he
 a

tm
os

ph
er

ic
 te

m
pe

ra
tu

re
 d

oe
s n

ot
 fa

ll 
be

lo
w

 0
 °C

. T
he

re
fo

re
, t

hi
s t

es
t i

te
m

 o
n 

co
nd

en
sa

tio
n 

sh
ou

ld
 

be
 tr

ea
te

d 
as

 o
pt

io
na

l. 

A
t l

ea
st

, b
at

te
ry

-o
pe

ra
te

d 
EB

A
s s

ho
ul

d 
be

 e
xe

m
pt

 fr
om

 th
is

 
te

st
 b

ec
au

se
 it

 is
 im

po
ss

ib
le

 to
 p

ro
te

ct
 th

e 
EB

A
s f

ro
m

 
co

nd
en

sa
tio

n 
fo

r a
 lo

ng
 ti

m
e 

us
in

g 
he

at
in

g 
w

ith
 b

at
te

ry
(ie

s)
. 

一
部
の
国
で

は
、
大

気
温
度
が

0℃
以
下

に
な
る

こ
と
は
な

い
。

故
に
、
こ
の

結
露
に

関
す
る
試

験
項

目
の

扱
い
は

任
意
と
す

べ
き

で
あ
る
。

 

最
低
で
も
、

電
池
駆

動
の

EB
A
は

こ
の

試
験

を
免

除
さ
れ

る
べ

き
で
あ
る
。

な
ぜ
な

ら
、
電
池

に
よ

る
加

熱
を
使

っ
て
長
時

間

EB
A
の
結

露
を

防
ぐ
こ

と
は

で
き

な
い

か
ら
。

 

  

W
e 

pr
op

os
e 

ad
di

ng
 th

e 
fo

llo
w

in
g 

no
te

 b
el

ow
 th

e 
Ta

bl
e 

10
 fo

r 
ex

am
pl

e.
 

N
ot

e:
 T

hi
s t

es
t o

n 
th

e 
ef

fe
ct

 o
f w

at
er

 v
ap

or
 is

 o
pt

io
na

l. 
Ea

ch
 

na
tio

na
l a

ut
ho

ri
ty

 m
ay

 e
m

pl
oy

 th
is

 te
st

 c
on

si
de

ri
ng

 th
e 

cl
im

at
e 

in
 th

e 
co

un
tr

y(
ie

s)
 w

he
re

 th
e 

EB
A 

is
 u

se
d.

 

If
 a

bo
ve

 p
ro

po
sa

l i
s n

ot
 a

cc
ep

ta
bl

e,
 w

e 
pr

op
os

e 
ex

cl
ud

in
g 

ba
tte

ry
-o

pe
ra

te
d 

EB
A

s f
ro

m
 th

is
 te

st
. 

例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
付
記
を
表

10
の
下

に
追
加

す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。

 

付
記
：
結
露
に
関
す
る
こ
の
試
験
は
任
意
で
あ
る
。

EB
A（

呼
気
分

析
計
）
が
使
わ
れ
る
国
の
気
候
を
考
慮
し
て
、
各
国
家
担
当
機
関

が
こ
の
試
験
を
採
用
し
て
も
よ
い
。

 

も
し
こ
の
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
、
我
々
は
電
池
駆
動

の
EB

A
を
こ
の
試
験
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

 

（
国
際
計
量
室

 2
02

0/
09

/0
7:

 O
IM

L-
C

S
で
は
証
明
書
は
全
世
界
で

用
い
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
意
見
は
却
下
さ
れ
る
可
能
性
も
高
い
で

す
。
そ
こ
で
第

2
の
選
択
肢
と
し
て
、
電
池
駆
動
の

EB
A
を
除
外

す
る
こ
と
も
提
案
し
ま
す
。
）
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   C
on

su
lta
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n 

te
xt
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 fo
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w
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g 

2C
D

 -O
IM

L
 R

12
6:

 P
ow

er
 su

pp
ly

 d
ur

at
io

n 
te

st
 sp

ec
ifi

ed
 fo

r 
E

B
A

s p
ow

er
ed

 b
y 

ba
tte

ri
es

 
M

em
be

r 
Q

ue
st

io
n:

 
A

ns
w

er
 (y

es
 o

r 
no

):
 

 
D

o 
yo

u 
ag

re
e 

to
 in

tr
od

uc
e 

th
e 

po
w

er
 su

pp
ly

 d
ur

at
io

n 
te

st
 fo

r 
ba

tt
er

y-
po

w
er

ed
 E

B
A

s?
 

Ye
s 

はは
いい

 

C
la

us
e 

/ 
pa

ra
gr

ap
h 

/ 
ta

bl
e 

ge
n.

 / 
ed

it.
 / 

te
ch

n.
 

co
m

m
en

t 
Pr

op
os

ed
 c

ha
ng

e 

Ta
bl

e 
2 

m
in

im
um

 
ra

te
d 

op
er

at
in

g 
co

nd
iti

on
s 

Te
. 

W
e 

w
ou

ld
 li

ke
 to

 k
no

w
 th

e 
re

as
on

 o
r b

ac
kg

ro
un

d 
of

 th
e 

nu
m

be
r o

f 7
5 

tim
es

 sp
ec

ifi
ed

 fo
r t

he
 “

(i)
 p

ow
er

 su
pp

ly
 

du
ra

tio
n”

. I
t m

ay
 b

e 
a 

se
ve

re
 c

on
di

tio
n 

fo
r t

he
 p

or
ta

bl
e 

an
al

ys
er

s u
si

ng
 a

 sm
al

l b
at

te
ry

. 

我
々
は
「
（

ｉ
）
電

源
持
続
期

間
」

に
規

定
さ
れ

た
75

回
と

い

う
数
字
の
理

由
も
し

く
は
背
景

を
知

り
た

い
。
そ

れ
は
小
さ

な
バ

ッ
テ
リ
ー
を

使
っ
た

携
帯
型
の

分
析

器
に

は
厳
し

い
条
件
か

も
し

れ
な
い
。

 

（
国
際
室
コ

メ
ン
ト

：
単
に
回

数
の

削
減

を
要
求

す
れ
ば
日

本
の

わ
が
ま
ま
に

な
る
の

で
、
「
小

型
機

器
に

は
厳
し

い
」
と
い

う
理

由
を
付
け
ま

し
た
。

）
 

 

W
e 

re
qu

es
t d

ec
re

as
in

g 
th

e 
nu

m
be

r t
o 

50
 ti

m
es

. 

我
々
は
そ
の
数
を

50
回
に
減
ら
す
こ
と
を
要
求
す
る
。
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re

e 
co

nd
iti

on
s b

el
ow

 
ar

e 
sa

tis
fie

d,
 a

nd
 th

at
 th

e 
EB

A
 sh

ou
ld

 p
ro

vi
de

 a
 m

es
sa

ge
 if

 o
ne

 
of

 th
em

 is
 n

ot
 sa

tis
fie

d.
  

(1
) t

he
 e

xh
al

ed
 v

ol
um

e 
is

 1
.2

 L
 o

r m
or

e,
  

(2
) t

he
 fl

ow
ra

te
 is

 6
 L

 / 
m

in
 o

r m
or

e,
 a

nd
  

(3
) t

he
 e

xh
al

at
io

n 
tim

e 
is

 3
 se

co
nd

s o
r l

on
ge

r. 
 

Fo
r e

xa
m

pl
e,

 w
he

n 
th

e 
flo

w
 ra

te
 is

 6
 L

/m
in

, t
he

 v
ol

um
e 

of
 1

.2
 L

 
is

 e
xh

al
ed

 in
 1

2 
se

co
nd

s. 
Th

is
 ti

m
e 

au
to

m
at

ic
al

ly
 sa

tis
fie

s t
he

 
co

nd
iti

on
 (3

). 

我
々
は
、
以

下
の

3
つ
の
条
件
の
全全

てて
がが

満
た
さ

れ
た
と
き

に

EB
A
（
呼
気

分
析
計

）
が
正
常

動
作

す
べ

き
で
あ

る
こ
と
、

そ
し

て
こ
れ
ら
の

一
つ
で

も
満
た
さ

れ
な

い
場

合
に
は

EB
A
が

メ
ッ

セ

ー
ジ
を
発
す

る
べ
き

で
あ
る
こ

と
、

と
い

う
我
々

の
理
解
に

つ
い

て
確
認
し
た

い
。

 

（
1）

 呼
気

の
体
積

が
1.

2 
L
以

上
、

 
（

2）
流

量
が

6 
L/

m
in
以
上
、

 
（

3）
呼

気
の

排
出
時

間
が

3
秒

以
上

。
 

例
え
ば
、
流

量
が

6 
L/

m
in
の

場
合

、
1.

2 
L
の

呼
気
は

12
秒

で
排

出
さ
れ
る
。

こ
の
時

間
は
条
件

（
3）

を
自

動
的
に

満
た
す

。
 

（
国
際
室
コ

メ
ン
ト

：
改
め
て

読
ん

だ
と

こ
ろ
、

こ
れ
ら

3
条

件

If
 th

e 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

is
 c

or
re

ct
, w

e 
pr

op
os

e 
re

vi
si

ng
 th

e 
2nd

 a
nd

 
3rd

 se
nt

en
ce

s i
n 

th
e 

1st
 p

ar
ag

ra
ph

 a
s s

ho
w

n 
be

lo
w

. 

Th
e 

EB
A 

sh
al

l p
ro

vi
de

 a
n 

er
ro

r m
es

sa
ge

 if
 o

ne
 o

r m
or

e 
of

 th
e 

fo
llo

w
in

g 
th

es
e 

co
nd

iti
on

s a
re

 n
ot

 fu
lfi

lle
d.

 T
he

 c
on

di
tio

ns
, 

sp
ec

ifi
ed

 b
y 

th
e 

m
an

uf
ac

tu
re

r, 
sh

al
l c

om
pl

y 
w

ith
 th

es
e 

co
nd

iti
on

s f
ol

lo
w

in
g 

va
lu

es
: 

こ
の
理
解
が
正
し
い
な
ら
、
我
々
は
第

1
段
落

の
第

2
と
第

3
文

を
、
以
下
の
通
り
修
正
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

 

EB
A
は
以
下
の

条
件

の
一
つ
以
上
が
満
足
さ
れ
な
い
と
き
に
エ
ラ

ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
必
要
が
あ
る
。
製
造
事
業
者
が
規
定
し

た
条
件
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
準
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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T
em

pl
at

e 
fo

r 
op

in
io

n 
an

d 
co

m
m

en
ts

 fo
r 

co
ns

ul
ta

tio
ns

 fo
llo

w
in

g 
2C

D
 o

f R
12

6 
Pa

ge
 5

 o
f 1

0 

は
理
に
か
な

っ
て
い

る
と
思
い

ま
す

。
全

て
の
条

件
が
「
～

以
上
」
と
規
定

さ
れ
て

い
る
の
で

、
例

え
ば

（
2）

の
流
量
が

24
 

L/
m

in
を
越
え

る
場
合

、
1.

2 
L
の

排
出

時
間
は

（
3）

の
3
秒

を
満

た
し
ま
せ
ん

。
従
っ

て
3
条
件

全
て

が
必

要
で
す

。
い
ず
れ

に
せ

よ
確
認
の
意

味
で
、

こ
れ
ら
の

コ
メ

ン
ト

を
提
出

し
ま
す
。

）
 

  

 
 

 
 

   C
on

su
lta

tio
n 

te
xt

 4
 fo

llo
w

in
g 

2C
D

 -O
IM

L
 R

12
6:

 P
re

se
nc

e 
of

 a
lc

oh
ol

 in
 u

pp
er

 r
es

pi
ra

to
ry

 tr
ac

t 
M

em
be

r 
Q

ue
st

io
n:

 
A

ns
w

er
 (y

es
 o

r 
no

):
 

 
D

o 
yo

u 
ag

re
e 

to
 m

ov
e 

th
e 

te
st

s c
on

ce
rn

in
g 

th
e 

de
te

ct
io

n 
of

 a
lc

oh
ol

 in
 th

e 
up

pe
r 

re
sp

ir
at

or
y 

tr
ac

t f
ro

m
 A

nn
ex

 B
 to

 c
la

us
e 

2.
5 

of
 R

12
6-

2?
 

N
o 

いい
いい

ええ
 

C
la

us
e 

/ 
pa

ra
gr

ap
h 

/ 
ta

bl
e  

ge
n.

 / 
ed

it.
 / 

te
ch

n.
 

co
m

m
en

t 
Pr

op
os

ed
 c

ha
ng

e 

7.
1.

7 
A

lc
oh

ol
 in

 
th

e 
up

pe
r 

re
sp

ira
to

ry
 tr

ac
t 

 
It 

is
 n

ot
 a

 p
ro

bl
em

 to
 in

co
rp

or
at

e 
th

is
 d

et
ec

tin
g 

fu
nc

tio
n 

in
to

 th
e 

EB
A

. H
ow

ev
er

, u
pp

er
 re

sp
ira

to
ry

 a
lc

oh
ol

 c
an

 b
e 

re
m

ov
ed

 e
as

ily
 

by
 a

 tr
ea

tm
en

t s
uc

h 
as

 g
ar

gl
in

g 
an

d 
ad

di
tio

na
l w

ai
t f

or
 1

5 
m

in
ut

es
. W

e 
th

er
ef

or
e 

re
qu

es
t t

ha
t t

hi
s f

un
ct

io
n 

be
 tr

ea
te

d 
as

 
op

tio
na

l a
s i

t i
s m

en
tio

ne
d 

in
 6

.3
.4

 o
f R

 1
26

:2
01

2.
 It

 sh
ou

ld
 n

ot
 

be
 in

cl
ud

ed
 in

 th
e 

te
st

 it
em

s e
ith

er
. 

こ
の
検
出
機

能
を

EB
A
に
組

み
込

む
こ

と
は
問

題
な
い
。

し
か

し

な
が
ら

上
気
道
ア
ル
コ
ー
ル
は

、
う

が
い

な
ど
の

処
置
と

15
分

間

In
 th

e 
1st

 se
nt

en
ce

, r
ep

la
ce

 “
sh

al
l”

 w
ith

 “
m

ay
”.

 

第
1
文
に
お
い
て
「

sh
al

l」
を

「
m

ay
」
に
変
更
す
る
。
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T
em

pl
at

e 
fo

r 
op

in
io

n 
an

d 
co

m
m

en
ts

 fo
r 

co
ns

ul
ta

tio
ns

 fo
llo

w
in

g 
2C

D
 o

f R
12

6 
Pa

ge
 6

 o
f 1

0 

の
放
置
に
よ

っ
て
容

易
に
除
去

で
き

る
。

故
に
我

々
は
、
こ

の
機

能
が

R
12

6:
20

12
の

6.
3.

4
に

記
載

さ
れ

た
よ
う

に
、
任
意

と
し

て

扱
わ
れ
る
こ

と
を
要

求
す
る
。

そ
れ

は
試

験
項
目

に
も
含
め
る

べ

き
で
は
な
い

。
 

 

   C
on

su
lta

tio
n 

te
xt

 5
 fo

llo
w

in
g 

2C
D

 -O
IM

L
 R

12
6:

 D
ef

in
iti

on
 o

f a
 m

ax
im

um
 a

llo
w

ed
 d

ev
ia

tio
n 

of
 th

e 
te

st
 g

as
 c

on
ce

nt
ra

tio
n 

M
em

be
r 

Q
ue

st
io

ns
: 

A
ns

w
er

 (y
es

 o
r 

no
):

 

 
a)

 
D

o 
yo

u 
co

ns
id

er
 it

 n
ec

es
sa

ry
 to

 d
ef

in
e 

a 
m

ax
im

um
 a

llo
w

ed
 d

ev
ia

tio
n 

fo
r 

et
ha

no
l c

on
ce

nt
ra

tio
n 

Ye
s 

はは
いい

 

b)
 

D
o 

yo
u 

ag
re

e 
w

ith
 th

e 
pr

op
os

ed
 d

ev
ia

tio
n 

fo
r 

th
e 

te
st

 g
as

 c
on

ce
nt

ra
tio

n 
of

 
et

ha
no

l?
 

Ye
s 

はは
いい

 

C
la

us
e 

/ 
pa

ra
gr

ap
h 

/ 
ta

bl
e  

ge
n.

 / 
ed

it.
 / 

te
ch

n.
 

co
m

m
en

t 
Pr

op
os

ed
 c

ha
ng

e 

U
pp

er
 ta

bl
e 

in
 

Pa
ge

 3
 

pr
op

os
in

g 
ac

ce
pt

ab
le

 
de

vi
at

io
ns

 

Te
. 

Th
e 

va
lu

es
 o

f M
PE

, u
nc

er
ta

in
ty

 a
nd

 re
su

lti
ng

 a
llo

w
ed

 
de

vi
at

io
n 

co
rr

es
po

nd
 to

 th
e 

et
ha

no
l c

on
ce

nt
ra

tio
n 

of
 0

.2
5 

m
g/

L 
ar

e 
di

ff
er

en
t f

ro
m

 th
os

e 
of

 th
e 

ad
ja

ce
nt

 ro
w

s f
or

 0
.1

 
m

g/
L 

an
d 

0.
4 

m
g/

L.
 T

he
y 

m
ig

ht
 b

e 
in

co
rr

ec
t. 

エ
タ
ノ
ー
ル

濃
度

0.
25

 m
g 

/ L
 に

該
当

す
る

M
PE

、
不
確

か

さ
、
許
容
偏

差
の
値

は
隣
り
合

う
0.

1 
m

g 
/ L

及
び

0.
4 

m
g 

/ L
に

対
す
る
行
の

も
の
と

異
な
る
。

こ
れ

ら
は

誤
記
で

は
な
い
か

。
 

 

C
or

re
ct

 th
e 

va
lu

e 
if 

ne
ce

ss
ar

y.
 

必
要
な
ら
値
を
修
正
す
る
。

 

（
国
際
室
コ
メ
ン
ト
：

 左
の
コ
メ
ン
ト
で
値
が
不
自
然
で
あ
る
と

い
う
指
摘
を
し
て
お
け
ば
充
分
で
、
あ
と
は
世
話
人
が
確
認
し
て

修
正
す
る
は
ず
で
す
。
）
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T
em

pl
at

e 
fo

r 
op

in
io

n 
an

d 
co

m
m

en
ts

 fo
r 

co
ns

ul
ta

tio
ns

 fo
llo

w
in

g 
2C

D
 o

f R
12

6 
Pa

ge
 7

 o
f 1

0 

   C
on

su
lta

tio
n 

te
xt

 6
 fo

llo
w

in
g 

2C
D

 -O
IM

L
 R

12
6:

 N
um

be
r 

of
 te

st
 se

qu
en

ce
s f

or
 R

12
6-

2,
 2

.5
.6

 
M

em
be

r 
Q

ue
st

io
n:

 
A

ns
w

er
 (y

es
 o

r 
no

):
 

 
D

o 
yo

u 
ag

re
e 

to
 r

ed
uc

e 
th

e 
nu

m
be

r 
of

 te
st

 se
qu

en
ce

s p
er

 te
st

 c
on

di
tio

n 
fr

om
 1

0 
to

 5
 fo

r 
th

e 
te

st
s o

f R
12

6-
2,

 2
 5

.6
 in

flu
en

ce
 fa

ct
or

s o
f t

he
 c

on
di

tio
n 

of
 in

je
ct

io
n?

 
Ye

s 
はは

いい
 

C
la

us
e 

/ 
pa

ra
gr

ap
h 

/ 
ta

bl
e 

ge
n.

 / 
ed

it.
 

/ t
ec

hn
. 

co
m

m
en

t 
Pr

op
os

ed
 c

ha
ng

e 

2.
5.

6 
In

flu
en

ce
 

fa
ct

or
s o

f t
he

 
co

nd
iti

on
s o

f 
in

je
ct

io
n 

Ta
bl

e 
10

 

e)
 

In
flu

en
ce

 
of

 a
n 

in
te

rr
up

tio
n 

in
 th

e 
br

ea
th

 fl
ow

 

Se
co

nd
 te

st 

Th
e 

ite
m

 e
) s

pe
ci

fie
s c

on
di

tio
ns

 w
he

re
 E

B
A

s s
ha

ll 
no

t o
pe

ra
te

 
no

rm
al

ly
. H

ow
ev

er
, t

he
 se

co
nd

 te
st

 is
 p

ar
tic

ul
ar

ly
 a

m
bi

gu
ou

s 
re

ga
rd

in
g 

th
e 

fo
llo

w
in

g 
po

in
ts

.  

(1
) 

Th
e 

te
st

 g
as

 is
 su

pp
lie

d 
co

nt
in

uo
us

ly
 fo

r 6
 s 

at
 th

e 
te

st
in

g 
flo

w
ra

te
 (0

.2
 L

/s
) a

nd
 it

s v
ol

um
e 

co
rr

es
po

nd
s t

o 
1.

2 
L.

 
Th

is
 v

al
ue

 b
ar

el
y 

sa
tis

fie
s t

he
 m

in
im

um
 v

ol
um

e 
of

 6
.1

0.
2 

in
 P

ar
t 1

 a
nd

 it
 m

ea
ns

 th
at

 th
e 

EB
A

 sh
al

l o
pe

ra
te

 c
or

re
ct

ly
 

w
ith

 p
ro

vi
di

ng
 a

 m
ea

su
re

m
en

t r
es

ul
t. 

H
ow

ev
er

, t
he

 te
st

in
g 

flo
w

ra
te

 d
oe

s n
ot

 sa
tis

fy
 th

e 
m

in
im

um
 fl

ow
ra

te
 (6

 L
/s

) o
f 

6.
10

.2
 a

nd
 th

e 
EB

A
 sh

al
l n

ot
 o

pe
ra

te
 in

 th
is

 re
ga

rd
. T

he
 

se
co

nd
 te

st
 m

ay
 b

e 
pr

ep
ar

ed
 fo

r a
 sm

al
l f

lo
w

 ra
te

, n
ot

 fo
r 

vo
lu

m
e.

 

(2
) 

A
ss

um
in

g 
th

at
 th

e 
se

co
nd

 te
st

 is
 p

ro
vi

de
d 

fo
r v

ol
um

e 
an

d/
or

 fl
ow

ra
te

, t
he

re
 a

re
 a

lre
ad

y 
ot

he
r t

es
t i

te
m

s f
or

 th
es

e 
qu

an
tit

ie
s i

n 
a)

 a
nd

 b
). 

Th
e 

se
co

nd
 te

st
 m

ig
ht

 b
e 

m
er

ge
d 

w
ith

 a
) a

nd
 b

). 

(3
) 

Th
e 

ac
ce

pt
an

ce
 c

rit
er

ia
 o

f t
he

 E
B

A
 in

 re
la

tio
n 

to
 th

e 
tim

e 
w

he
n 

th
e 

in
te

rr
up

tio
n 

oc
cu

rs
 is

 u
nc

le
ar

. W
e 

as
su

m
e 

th
at

 
th

e 
EB

A
 sh

al
l s

to
p 

m
ea

su
re

m
en

t w
he

n 
an

 in
te

rr
up

tio
n 

oc
cu

rs
 a

t (
or

 b
ef

or
e)

 6
 s 

± 
1 

s, 
an

d 
it 

sh
al

l o
pe

ra
te

 
no

rm
al

ly
 w

he
n 

it 
oc

cu
rs

 a
fte

r 7
 s.

 Is
 it

 c
or

re
ct

? 

(4
) 

A
lth

ou
gh

 th
is

 is
 in

cl
ud

ed
 in

 th
e 

te
st

 it
em

 o
n 

in
te

rr
up

tio
n 

of
 Th

is
 is

 a
 c

on
fir

m
at

io
n 

of
 th

e 
ob

je
ct

iv
es

 a
nd

 a
cc

ep
ta

nc
e 

cr
ite

ria
. W

e 
ca

nn
ot

 p
ro

po
se

 a
 re

vi
si

on
 a

t p
re

se
nt

. 

こ
れ
は
目
的
と
合
格
基
準
の
確
認
で
あ
る
。
我
々
は
現
時
点
で
修

正
案
を
提
示
で
き
な
い
。

 

（
国
際
計
量
室

 2
02

0/
09

/0
7:

 改
め
て
原
文
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

こ
の
試
験
手
順
、
特
に
第

2
の
試
験
は
分
か
り
に
く
く
、
そ
の
問

題
は
中
断
す
る
時
間
（

6 
s）

だ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
体
積
や
流
量
、
他
の
試
験
項
目
（

a 
&

 b
）
と
の
関

係
も
含
め
て
不
明
確
で
あ
る
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
結

果
、
更
に
細
か
く
分
か
り
に
く
い
手
順
に
改
訂
さ
れ
る
の
を
防
ぐ

た
め
、
修
正
案
は
あ
え
て
提
示
し
ま
せ
ん
。
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T
em

pl
at

e 
fo

r 
op

in
io

n 
an

d 
co

m
m

en
ts

 fo
r 

co
ns

ul
ta

tio
ns

 fo
llo

w
in

g 
2C

D
 o

f R
12

6 
Pa

ge
 8

 o
f 1

0 

br
ea

th
 fl

ow
, i

t i
s t

itl
ed

 a
s “

ve
rif

ic
at

io
n 

of
 th

e 
m

in
im

um
 

ex
ha

le
d 

vo
lu

m
e”

.  

こ
の
項
目

e)
は
、

EB
A
が

正
常

に
機
能

し
て
は

な
ら
な
い

条
件

を

規
定
し
て
い

る
。
し

か
し
、
特

に
第

2
の
試

験
は

、
以

下
の

点
で

曖
昧
で
あ
る

。
 

（
1）

 
試

験
ガ

ス
は

試
験
流

量
（

0.
2 

L/
s）

に
お
い
て

6
秒

間
連

続
し

て
提
供

さ
れ
、

そ
の
体
積

は
1.

2 
L
に
相

当
す

る
。

こ
の

値
は
第

1
部

の
6.

10
.2
の

最
小

体
積

を
辛
う

じ
て
満

た
し

、
そ
し

て
そ
れ

は
、
そ
の

EB
A
が

測
定

結
果
を

提

供
し

つ
つ
正

し
く
機

能
し
な
け

れ
ば

な
ら

な
い
こ

と
を

意
味

す
る
。

し
か
し

試
験
流
量

は
6.

10
.2
の

最
小

流
量

を

満
た

し
て
お

ら
ず
、

こ
の
観
点

で
は

、
そ

の
EB

A
は

動

作
し

て
は
な

ら
な
い

。
第

2
の

試
験

は
、

体
積
で

は
な
く

小
さ

な
流
量

の
た
め

に
用
意
さ

れ
て

い
る

の
で
は

な
い

か
。

 

（
2）

 
第

2
の

試
験
が

体
積
及
び
／
又
は

流
量
の

た
め
に

用
意
さ

れ
た

と
仮
定

す
る
と

、
こ
れ
ら

の
量

に
対

す
る
別

の
試

験
が

既
に

a)
と

b)
に

存
在
す
る

。
こ

の
第

2
の

試
験

は
、

a)
及

び
b)
と

統
合

さ
れ
て

も
良

い
。

 

（
3）

 
中

断
が

起
こ

る
時
間

に
関
わ
る

EB
A
の

合
格

基
準
は

不

明
確

で
あ
る

。
我
々

は
中
断
が

6 
s ±

 1
 s（

又
は
そ

れ
よ

り
前

）
に
起

こ
る
場

合
は
、

EB
A
が

測
定

を
中

止
し

な

く
て

は
な
ら

ず
、
更

に
7
秒
を

超
え

て
起

こ
る
場

合
は
正

常
に

動
作
し

な
く
て

は
な
ら
な

い
と

考
え

る
。
そ

れ
は

正
し

い
か

? 

（
4）

 
こ

れ
は

呼
気

流
れ
の

中
断
と
い

う
試

験
項

目
に
入

っ
て

い
る

の
に
、

そ
れ
は

「
最
小
呼

気
体

積
の

検
証
」

と
名

付
け

ら
れ
て

い
る
。
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 d
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12
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 6
.1

1.
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ta
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e 
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ro

po
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d?
 

Ye
s 

はは
いい
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e 
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O

 3
16

6 
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ry
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 e
.g

. C
N
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r C
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) 
2 

T
yp

e 
of

 c
om

m
en

t: 
ge

 =
 g

en
er

al
 

te
 =

 te
ch

ni
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l  
   

   
   

   
ed

 =
 e

di
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ria
l  

In
str

uc
tio

ns
 fo

r u
sin

g 
th
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 te

m
pl
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e:

 
 Th

e 
str

uc
tu

re
 o

f t
hi

s t
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llo
w

s f
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e 

au
to

m
at

ic
 c

ol
la
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n 

of
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ll 
th

e 
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m
m

en
ts
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os

te
d 

by
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e 
pa

rti
ci

pa
nt

s. 
H

ow
ev

er
, t

hi
s i

s o
nl

y 
po

ss
ib

le
 if

 th
e 

fo
llo

w
in

g 
in

st
ru

ct
io

ns
 a

re
 

fo
llo

w
ed

. P
le
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e 

 
− 
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ot
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ny
 c

ol
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e 
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− 
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 c
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, 
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 C
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− 
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e 
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rt 
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w
 (i
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 d
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o 
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 c
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ha
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 c
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C

la
us
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Su
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 c
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e 
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e 

C
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 c

ol
um

n,
 

− 
do
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e 
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e 
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Pa
ge

 2
 o

f 6
 

 

JP
1 

1 
3.

5.
4.

4 

M
in

im
um

 
re

ad
in

g 
di

st
an

ce
 

 
Te

/e
d 

W
e 

co
ns

id
er

 
th

at
 

th
e 

te
rm

 
“m

in
im

um
 

re
ad

in
g 

di
st

an
ce

” 
on

ly
 a

pp
lie

s 
to

 a
na

lo
g 

in
di

ca
tin

g 
de

vi
ce

 b
ec

au
se

 t
hi

s 
te

rm
 i

s 
us

ed
 in

 6
.4

.1
 u

nd
er

 6
.4

 “a
na

lo
g 

in
di

ca
tin

g 
de

vi
ce

”. 

用
語

「最
小

読
み

取
り
距

離
」は

6.
4「

ア
ナ
ロ
グ
表

示
装

置
」
の

下
の

6.
4.

1
で
使
わ

れ
て
い
る
の
で
、

我
々

は
ア
ナ
ロ
グ
表

示
装

置
に
の

み
適

用
さ
れ

る

用
語

で
あ
る
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

 

W
e 

pr
op

os
e 

ad
di

ng
 

th
e 

fo
llo

w
in

g 
st

at
em

en
t 

to
 

3.
5.

4.
4.

 

Th
e 

te
rm

 “m
in

im
um

 re
ad

in
g 

di
st

an
ce

” o
nl

y 
ap

pl
ie

s 
to

 
an

al
og

 in
di

ca
tin

g 
de

vi
ce

. 

下
記

の
説
明

を
3.

5.
4.

4
に
加
筆

す
る
。

 

「
最

小
読

み
取

り
距

離
 」
と
い
う
用

語
は

ア
ナ
ロ
グ
表

示
装

置
に
の

み
適

用
さ
れ

る
。

 

 

 

JP
2 

1 
5.

5.
3 

Ba
si

c 
ru

le
s 

…
 

5.
5.

3.
1 

In
flu

en
ce

 
fa

ct
or

s 

W
ho

le
 

te
xt

 o
f 

5.
3.

3 
(m

is
si

ng
) 

& 
tit

le
 o

f 
5.

5.
3.

1 

Ed
 

Th
is

 c
om

m
en

t 
on

ly
 a

pp
lie

s 
to

 t
he

 c
le

an
 

ve
rs

io
n 

of
 

1W
D

. 
Th

e 
tit

le
 

of
 

5.
5.

3.
1 

“R
eg

ar
dl

es
s 

of
 …

. g
iv

en
 lo

ad
.” 

sh
ou

ld
 b

e 
th

e 
te

xt
 o

f 5
.5

.3
. T

he
 ti

tle
 o

f 5
.5

.3
.1

 o
f t

he
 

tra
ck

ed
 v

er
si

on
 is

 “I
nf

lu
en

ce
 fa

ct
or

s 
…

.”.
 

こ
の

コ
メ
ン
ト
は

1W
D

の
浄
書

版
に
の

み
該
当

す

る
。

5.
5.

3.
1

の
 「

R
eg

ar
dl

es
s 

of
 …

. 
gi

ve
n 

lo
ad

. 」
は

、
 5

.5
.3

の
本
文

で
あ
る
。
変

更
記
録

版

の
5.

5.
3.

1 
の
表

題
は

 「
In

flu
en

ce
 fa

ct
or

s 
…

.」
と
な
っ
て
い
る
。

 

 

M
ov

e 
th

e 
te

xt
 “R

eg
ar

dl
es

s 
of

 …
. g

iv
en

 lo
ad

.” 
un

de
r 

5.
3.

3 
as

 i
t 

ap
pe

ar
s 

in
 t

he
 t

ra
ck

ed
 v

er
si

on
 s

ho
w

n 
be

lo
w

. 

5.
5.

3 
 B

as
ic

 ru
le

s 
co

nc
er

ni
ng

 th
e 

de
te

rm
in

at
io

n 
of

 
er

ro
rs

 

R
eg

ar
dl

es
s 

of
 w

ha
t v

ar
ia

tio
n 

of
 re

su
lts

 is
 p

er
m

itt
ed

, 
th

e 
er

ro
r o

f a
ny

 s
in

gl
e 

w
ei

gh
in

g 
re

su
lt 

sh
al

l b
y 

its
el

f 
no

t 
ex

ce
ed

 t
he

 m
ax

im
um

 p
er

m
is

si
bl

e 
er

ro
r 

fo
r 

th
e 

gi
ve

n 
lo

ad
. 

5.
5.

3.
1 

In
flu

en
ce

 fa
ct

or
s 

(R
76

-2
, 1

.4
.1

.1
) 

以
下

に
示

す
変

更
記

録
版

の
よ
う
に
、
「
R

eg
ar

dl
es

s 
of

 …
. 

gi
ve

n 
lo

ad
」を

5.
3.

3
に
移
動
す
る
。
（以

下
省

略
） 
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In
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m
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t
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ls

o 
re

fe
r 

7.
8.

3 
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e 
fo

r 
til

t) 

1st
 li

ne
 o

f 
1st

 p
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, 

th
e 

til
tin

g 
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qu
ire

m
en

t 
m

ig
ht

 r
ef

er
 7

.8
.3

, 
no

t 
5.

8.
1.

1.
 

船
に
設

置
さ
れ

た
は

か
り
の

傾
斜

に
関

す
る
要

件

に
は

、
5.

8.
1.

1
で
は
な
く
、

7.
8.

3
を
適

用
し
た
ほ

う

が
良

い
の
で
は
な
い
か
。

 

 

Pr
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os
e 

ad
di

ng
 th

e 
co
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iti

on
 “e
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ep

t t
ha

t i
s 

in
st
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m
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 u
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 th
e 

ef
fe

ct
…

. 

以
下

の
よ
う
に
、
「
船

に
設

置
さ
れ

た
は

か
り
を
除

く
」
と
い
う
条

件
の

加
筆
を

5.
8.

1.
1
の
第

1
文

に
提

案
す
る
。

 

（
以

下
省

略
） 
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m
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Pa
ge

 3
 o

f 6
 

JP
4 

1 
5.

8.
4.

1 

C
re

ep
 

 

2nd
 p

ar
a.

 
Te

. 

 

Th
e 

2nd
 p

ar
ag

ra
ph

 re
qu

ire
s 

to
 o

bs
er

ve
 th

e 
in

di
ca

tio
n 

fo
r f

ou
r h

ou
rs

 u
nd

er
 a

 c
on

st
an

t 
lo

ad
. 

H
ow

ev
er

, 
it 

m
ay

 n
ot

 b
e 

a 
no

rm
al

 
co

nd
iti

on
 o

f 
us

e.
 W

e 
w

ou
ld

 li
ke

 t
o 

m
ak

e 
su

re
 i

f 
a 

w
ei

gh
in

g 
in

st
ru

m
en

t 
w

ou
ld

 b
e 

us
ed

 p
ra

ct
ic

al
ly

 u
nd

er
 s

uc
h 

a 
co

nd
iti

on
. 

第
２
段

落
で
は
、

4
時

間
荷

重
を
掛

け
て
判
定
を
行

う
こ
と
を
要

求
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ

は
通

常
の

使
用

状
況

で
は

な
い
か

も
知

れ
な
い
。
我

々
は

、

質
量

計
が

実
際

に
こ
の

よ
う
な
条

件
で
用

い
ら
れ

る
の

か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
確
認

し
た
い
。

 

 

Th
is

 is
 m

er
el

y 
an

 in
qu

iry
 a

nd
 w

e 
do

 n
ot

 r
eq

ue
st

 a
 

ch
an

ge
 o

f t
he

 d
ra

ft.
  

こ
れ

は
単

な
る
質

問
で
あ
り
、
我

々
は

草
案

の
変

更
を
要

求
し

な
い
。
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6.

1.
3 

Fa
ul

ts
 

tit
le

 
Te

/e
d 

 

Th
e 

tit
le

 d
oe

s 
no

t 
se

em
 t

o 
m

at
ch

 t
he

 
co

nt
en

ts
 o

f 
6.

1.
3 

be
ca

us
e 

th
ey

 a
re

 t
he

 
sa

m
e 

w
ith

 
th

os
e 

of
 

5.
1 

G
en

er
al

 
re

qu
ire

m
en

ts
 o

f 
R

 7
6-

1:
 2

00
6 

w
hi

ch
 i

s 
pl

ac
ed

 u
nd

er
 5

 T
ec

hn
ic

al
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r 
el

ec
tro

ni
c 

in
st

ru
m

en
ts

. 

6.
1.

3
の

内
容
は

、
R

76
-1

 2
00

6
年
版

の
「
5 
電

子
計

量
器

 
技

術
要

求
事

項
」
の

下
に
あ
る
「
5.

1 
一

般
要

求
事

項
」
 と

同
じ
で
あ
る
た
め
、
表

題
 「
誤

り
」
は

そ
の

内
容

に
合

致
し
て
い
な
い
よ
う
に
思

え

る
。

 

 

W
e 

pr
op

os
e 

ch
an

gi
ng

 th
e 

tit
le

 a
s 

sh
ow

n 
be

lo
w

. 

Pr
es

en
t: 

Fa
ul

ts
 

Pr
op

os
ed

: E
le

ct
ro

m
ag

ne
tic

 re
si

st
an

ce
 

en
vi

ro
nm

en
t 

表
題

を
以
下

の
よ
う
に
変

更
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

 

（
以

下
省

略
） 

 

 

JP
6 

1 
6.

3.
3 

Li
m

its
 o

f 
in

di
ca

tio
n 

Th
e 

la
st

 
se

nt
en

ce
 Ed

 
Th

e 
la

st
 s

en
te

nc
e 

is
 u

nc
le

ar
 r

eg
ar

di
ng

 
op

er
at

io
n 

of
 th

e 
ta

re
 d

ev
ic

e 
an

d 
us

e 
of

 th
e 

da
ta

 fo
r p

ric
e 

ca
lc

ul
at

io
n.

 

風
袋

装
置

の
動

作
と
価

格
計

算
の

た
め
の

デ
ー
タ

利
用

に
関

す
る
最

後
の

文
章

は
、
不

明
確

で
あ

る
。

 

 

W
e 

pr
op

os
e 

re
ph

ra
si

ng
 th

is
 s

en
te

nc
e 

as
 fo

llo
w

s.
 

Pr
es

en
t: 

It 
is

 a
ls

o 
po

ss
ib

le
 t

ha
t 

ne
ga

tiv
e 

va
lu

es
 

do
w

n 
to

 2
0 

d 
ar

e 
di

sp
la

ye
d 

ev
en

 if
 th

er
e 

is
 n

o 
ta

re
 

de
vi

ce
 in

 o
pe

ra
tio

n,
 p

ro
vi

de
d 

th
es

e 
va

lu
es

 c
an

no
t b

e 
tra

ns
m

itt
ed

, p
rin

te
d 

or
 u

se
d 

fo
r a

 p
ric

e 
ca

lc
ul

at
io

n.
 

Pr
op

os
ed

: 
It 

is
 a

ls
o 

po
ss

ib
le

 t
o 

di
sp

la
y 

ne
ga

tiv
e 

va
lu

es
 d

ow
n 

to
 2

0 
d 

re
ga

rd
le

ss
 th

e 
op

er
at

io
n 

of
 ta

re
 

de
vi

ce
. H

ow
ev

er
, t

he
se

 n
eg

at
iv

e 
va

lu
es

 s
ho

ul
d 

no
t 

be
 

us
ed

 
(e

.g
., 

tra
ns

m
is

si
on

 
an

d 
pr

in
t) 

fo
r 

th
e 

pu
rp

os
es

 o
f p

ric
e 

ca
lc

ul
at

io
n.

 

我
々

は
以
下

の
よ
う
な
書
き
換
え
を
提
案
す
る
。
（
以
下

省
略
） 
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JP
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1 
6.

14
 

M
od

es
 o

f 
op

er
at

io
n 

La
st

 
se

nt
en

ce
 

of
 la

st
 

pa
ra

. 

Te
 

It 
is

 
di

ffi
cu

lt 
to

 
un

de
rs

ta
nd

 
pr

ac
tic

al
 

m
ea

ni
ng

 o
f t

he
 la

st
 s

en
te

nc
e.

 H
ow

 h
as

 th
e 

co
rre

ct
 

ze
ro

 
be

en
 

de
te

rm
in

ed
 

au
to

m
at

ic
al

ly
 

be
fo

re
 

re
tu

rn
in

g 
to

 
th

e 
w

ei
gh

in
g 

m
od

e 
fro

m
 

th
e 

sw
itc

h-
of

f 
co

nd
iti

on
? 

W
e 

as
su

m
e 

th
at

 m
ai

nt
en

an
ce

 
of

 th
e 

ze
ro

 p
os

iti
on

 g
en

er
al

ly
 d

ep
en

ds
 o

n 
th

e 
de

si
gn

 o
f e

ac
h 

in
st

ru
m

en
t i

nc
lu

di
ng

 it
s 

so
ftw

ar
e.

  

In
 a

dd
iti

on
, w

e 
w

ou
ld

 li
ke

 to
 k

no
w

 h
ow

 a
 

te
st

 
la

bo
ra

to
ry

 
id

en
tif

ie
s 

th
e 

de
si

gn
. 

Sh
ou

ld
 th

e 
la

bo
ra

to
ry

 e
xa

m
in

e 
a 

flo
w

 c
ha

rt 
su

bm
itt

ed
 

by
 

th
e 

m
an

uf
ac

tu
re

r, 
fo

r 
ex

am
pl

e?
 

最
後

の
文

の
具

体
的

な
意

味
が

分
か

り
に
く
い
。

ス
イ
ッ
チ
を
切

っ
た
状

態
か

ら
測

定
状

態
へ

戻
る

前
に
、
ど
の

よ
う
に
自

動
的

に
正

し
い
ゼ
ロ
点

を
決

め
る
の

か
？

我
々

は
、
一

般
的

に
ゼ
ロ
点

の
保

存

は
各

計
量

器
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
含

む
設

計
に
依

存
す
る
と
考
え
る
。

 

更
に
我

々
は

、
試

験
機

関
が

、
ど
の

よ
う
に
こ
の

仕

組
み

を
見

い
だ
す
の

か
知

り
た
い
。
例

え
ば

、
製

造

事
業

者
が

提
出

し
た
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
精

査
す
る

の
か

? 

 

Th
is

 is
 m

er
el

y 
an

 in
qu

iry
 a

nd
 w

e 
ca

nn
ot

 p
ro

po
se

 a
 

re
vi

si
on

. 

こ
れ

は
単

な
る
質

問
で
あ
り
、
我

々
は

修
正

案
を
提

案
で
き
な

い
。

 

  

 

JP
8 

1 
7.

8.
1 

ad
di

tio
na

l 
se

ns
or

s 

3rd
 

se
nt

en
ce

 Te
 

W
e 

do
 n

ot
 a

ss
um

e 
th

at
 t

hi
s 

se
nt

en
ce

 
co

ve
rs

 
a 

co
m

pe
ns

at
io

n 
fu

nc
tio

n 
fo

r 
a 

ge
og

ra
ph

ic
al

 d
iff

er
en

ce
 o

f g
ra

vi
ty

. R
at

he
r, 

th
e 

se
nt

en
ce

 c
ov

er
s 

sh
or

t-t
er

m
 v

ar
ia

tio
n 

of
 g

ra
vi

ty
 b

ec
au

se
 it

 is
 p

la
ce

d 
un

de
r 

th
e 

cl
au

se
 (7

.8
) f

or
 th

e 
us

e 
on

 s
hi

ps
.  

こ
の

節
は

、
重

力
の

地
理

的
な
違

い
に
対

す
る
補

正
機

能
を
対

象
に
し
て
い
る
と
は

思
わ

な
い
。
こ
の

文
章

が
船

に
お
け
る
使

用
の

項
（
7.

8）
の

下
に
あ

る
こ
と
か

ら
、
そ
れ

は
む
し
ろ
重

力
の

短
期

的
な
変

化
を
対

象
と
す
る
。

 

 

If 
ou

r u
nd

er
st

at
in

g 
is

 c
or

re
ct

, r
ep

hr
as

e 
th

e 
se

nt
en

ce
 

as
 fo

llo
w

s.
 

Pr
es

en
t: 

Th
e 

eq
ui

pm
en

t 
sh

al
l 

be
 

su
ch

 
th

at
 

re
qu

ire
m

en
ts

 a
bo

ut
 “g

” v
ar

ia
tio

ns
 a

re
 fu

lfi
lle

d.
  

Pr
op

os
ed

: 
Th

e 
eq

ui
pm

en
t 

sh
al

l 
be

 
su

ch
 

th
at

 
co

m
pe

ns
at

io
ns

 o
f “

g”
 v

ar
ia

tio
ns

 a
re

 fu
lfi

lle
d 

th
at

 a
re

 
re

qu
ire

d 
fo

r t
he

 s
ca

le
s 

us
ed

 o
n 

sh
ip

s.
  

我
々

は
以
下

の
よ
う
な
書
き
換
え
を
提
案
す
る
。
（
以
下

省
略
） 
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Pa
ge

 5
 o
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JP
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1 
7.

8.
1 

ad
di

tio
na

l 
se

ns
or

s 

 
Te

. 

 

R
ec

en
tly

, 
3D

-a
cc

el
er

at
io

n 
se

ns
or

s 
ar

e 
us

ed
 fo

r e
le

ct
ric

al
 in

st
ru

m
en

ts
. T

hi
s 

ki
nd

 o
f 

se
ns

or
 m

ay
 b

e 
em

pl
oy

ed
 fo

r s
ca

le
s 

us
ed

 
on

 s
hi

ps
 to

 d
et

ec
t a

cc
el

er
at

io
n 

an
d 

til
t. 

最
近

で
は

、
3D

加
速

度
セ
ン
サ

ー
が

電
子

機
器

に
使

わ
れ

て
い
る
。
こ
の

種
類

の
セ
ン
サ

ー
を
、
船

で
用

い
ら
れ

る
は

か
り
に
お
い
て
、
加

速
度

と
傾

き

を
測

定
す
る
た
め
に
用

い
て
も
良

い
。

 

 

If 
ne

ce
ss

ar
y,

 
3D

-a
cc

el
er

at
io

n 
se

ns
or

 
m

ay
 

be
 

in
cl

ud
ed

 in
 th

is
 c

la
us

e.
 

必
要

な
ら
、

3D
加

速
度

セ
ン
サ

ー
を
こ
の

項
に
加

え
て
も
良

い
。

 

 

 

JP
10

 
1 

7.
8.

2 
 

g- co
m

pe
ns

a
tio

n 

1st
 

se
nt

en
ce

 

Th
e 

la
st

 
bu

lle
t 

po
in

t 

Te
/e

d 
In

 
th

e 
1st

 
se

nt
en

ce
, 

th
e 

va
lu

e 
of

 
g-

co
m

pe
ns

at
io

n 
of

 3
 m

/s
2  

is
 t

he
 m

ax
im

um
 

va
lu

e 
no

t 
th

e 
m

in
im

um
. 

In
 a

dd
iti

on
, 

th
e 

la
tte

r p
ar

t o
f t

hi
s 

se
nt

en
ce

 is
 u

nc
le

ar
. 

In
 

th
e 

la
st

 
bu

lle
t 

po
in

t, 
th

e 
m

ax
im

um
 

fre
qu

en
cy

 o
f g

-te
st

 is
 s

pe
ci

fie
d 

as
 0

.3
 H

z.
 

H
ow

ev
er

, 
th

e 
m

in
im

um
 f

re
qu

en
cy

 i
s 

no
t 

sp
ec

ifi
ed

. C
la

us
e 

7.
8.

3 
sp

ec
ifi

es
 a

 r
an

ge
 

of
 fr

eq
ue

nc
y 

fro
m

 0
.0

3 
to

 0
.3

 H
z.

  

最
初

の
文

章
に
お
い
て
、
重

力
加

速
度

補
正

の
±

３
ｍ
／

ｓ
２
と
い
う
値

は
最

大
値

で
あ
り
、
最

小
値

で

は
な
い
。
更

に
、
こ
の

文
章

の
後

半
は

不
明

確
で

あ
る
。

 

最
後

の
箇

条
書

き
に
お
い
て
、

g-
te

st
の

最
大

周

波
数

は
0.

3H
z
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最

小
周

波
数

は
規

定
さ
れ

て
い
な
い
。

7.
8.

3
で
は

、

周
波

数
範
囲

を
0.

03
か

ら
0.

3H
z
に
規
定

し
て
い

る
。

 

 

W
e 

pr
op

os
e 

re
ph

ra
si

ng
 th

e 
1st

 s
en

te
nc

e 
as

 fo
llo

w
s.

 

Pr
es

en
t: 

M
in

im
um

 v
al

ue
 f

or
 g

-c
om

pe
ns

at
io

n 
is

 ±
3 

m
/s

2 
un

le
ss

 t
he

 in
st

ru
m

en
t 

di
sp

la
y 

is
 b

la
nk

ed
 o

ut
, 

an
d 

th
e 

pr
in

t-o
ut

 a
nd

 d
at

a 
tra

ns
m

is
si

on
 is

 in
hi

bi
te

d 
at

 a
 le

ss
er

 v
al

ue
. 

Pr
op

os
ed

: M
ax

im
um

 v
al

ue
s 

fo
r g

-c
om

pe
ns

at
io

n 
ar

e 
±3

 m
/s

2.
 W

he
n 

va
ria

tio
n 

of
 t

he
 g

ra
vi

ty
 e

xc
ee

ds
 

th
es

e 
va

lu
es

, t
he

 in
st

ru
m

en
t’s

 d
is

pl
ay

 is
 b

la
nk

ed
 o

ut
, 

an
d 

th
e 

pr
in

t-o
ut

 a
nd

 d
at

a 
tra

ns
m

is
si

on
 a

re
 in

hi
bi

te
d 

at
 a

 le
ss

er
 o

r l
ar

ge
r v

al
ue

 o
f t

he
 g

ra
vi

ty
. 

If 
th

e 
la

st
 b

ul
le

t p
oi

nt
, s

pe
ci

fy
 th

e 
fre

qu
en

cy
 r

an
ge

 
fro

m
 0

.0
3 

to
 0

.3
 H

z 
fo

r e
xa

m
pl

e.
  

最
初

の
文
章

を
以

下
の

よ
う
に
書

き
換
え
る
。
（以

下
省

略
） 

最
後

の
箇

条
書

き
に
お
い
て
、
周

波
数

範
囲

を
例

え
ば

、
0.

03
か

ら
0.

3 
H

z
に
規

定
す
る
。
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1 

7.
8.

4 

Te
st

 o
f 

be
ha

vi
ou

r 
of

 ti
lt 

co
m

pe
ns

a
tio

n 
de

vi
ce

 
in

 d
yn

am
ic

 
m

od
e 

 
Te

. 

 

Th
is

 te
st

 s
ee

m
s 

di
ffi

cu
lt 

to
 b

e 
pe

rfo
rm

ed
. 

Is
 t

he
re

 t
es

t 
eq

ui
pm

en
t 

th
at

 r
ea

liz
es

 t
he

 
te

st
 c

on
di

tio
n 

w
ith

 a
 c

yc
lic

 ti
lti

ng
 c

au
se

d 
by

 
sh

ip
 m

ot
io

ns
 a

t a
 fr

eq
ue

nc
y 

fro
m

 0
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0.

3 
H

z?
 

こ
の

試
験

の
実

施
は

困
難

と
思

わ
れ

る
。
船

舶
の

動
揺

に
よ

る
傾

斜
変

化
（

動
的

） 
0.

3～
0.

03
H

z
を
実

現
で
き
る
装

置
は

現
存

し
て

Th
is

 is
 m

er
el

y 
an

 in
qu

iry
, a

nd
 w

e 
do

 n
ot

 r
eq

ue
st

 a
 

ch
an

ge
. 

こ
れ

は
単

な
る
コ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
変

更
を
求

め
る
も
の

で
は

な

い
。
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T
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e 
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de
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ce
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ou

ld
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ex
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ed
 fr

om
 

th
e 

pe
ak

 m
et

ho
d.

 

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
の

コ
メ

ン
ト

（
N

o.
48
）
に

あ
る

よ
う

に
、

上
部

気
道

ア
ル

コ

ー
ル

の
た
め

の
試

験
手

法
を

標
準

化
す

る
の

は
時

期
尚

早
で

あ
る

。
た

と
え

80
%
を

超
え

る
賛

成
票

が
あ

っ
た

と
し

て
、

こ
の

試
験

方
法

は
依

然
と

し
て

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

・
グ

ル
ー

プ
（

PG
）

よ
っ

て
検
討

さ
れ

て
い

る
。

一
方

で
我

々

は
、

R
12

6
の

7.
1.

7
項

を
義

務
と

し
て

扱
う

こ
と

に
つ

い
て

、
既

に
PG

の
合

意
が

あ
る
こ

と
も

承
知

し
て

い
る

（
我

々
の

コ
メ

ン
ト

N
o.

43
参

照
）

。
 

ピ
ー

ク
法
（

B
.1
）

に
つ

い
て
は

、
試

験
的

に
は

、
IR

セ
ン
サ

ー
を

用
い

て
呼

気
の

経
時
変

化
を

測
定

で
き
る

EB
A
に
適
用

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
し

か
し

そ
れ
は

、
短

時
間

に
呼

気
を

測
定

し
て

一
つ

の
測

定
値

を
提

供
す

る
ポ

ー
タ

ブ
ル
機

器
に

は
適

用
不

可
能

で
あ

る
。

 

故
に

我
々
は

、
ピ

ー
ク

法
か

ら
ポ

ー
タ

ブ
ル

機
器

を
除

外
す

る
こ

と
を

要
求

す
る

。
 

W
e 

pr
op

os
e 
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di

ng
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 p
hr
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cl

ud
in
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th

e 
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pp
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. T
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re
fo
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, t
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s m
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As

 th
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 m
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 sh
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t t
im

e 
an

d 
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er
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 si
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ul
t. 

 

我
々

は
以
下

の
よ

う
に

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

機
器

を
除

外
す

る
文

章
を

表

B
.1
の

「
適
用
」

へ
追

加
す

る
事

を
提

案
す

る
。

 

適
用

: サ
ン
プ
リ

ン
グ

期
間

の
全

体
に

つ
い

て
、

エ
タ

ノ
ー

ル
濃

度
の

経
時

変
化

を
把

握
で

き
る

エ
タ

ノ
ー

ル
・

セ
ン

サ
を

も
つ

全
て

の
EB

A
に

適
用

で
き

る
。

故
に

、
こ

の
方

法
は

短
時

間
に

呼
気

を
測

定
し

、
一

つ
の

測
定

値
を

提
供

す
る

ポ
ー

タ
ブ
ル

EB
A
に

は
適

用
で

き
な

い
。
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w
in

g 
in

st
ru

ct
io

ns
 a

re
 fo

llo
w

ed
. P

le
as

e 
 

− 
do

 n
ot

 a
dd

 a
ny

 c
ol

um
ns

 to
 th

e 
ta

bl
e,

 
− 

do
 n

ot
 m

er
ge

 a
ny

 o
f t

he
 c

el
ls

, 
− 

do
 n

ot
 e

m
be

d 
ot

he
r t

ab
le

s i
n 

th
e 

ta
bl

e,
 

− 
yo

u 
ca

n 
ad

d 
m

or
e 

ro
w

s i
f n

ec
es

sa
ry

 
− 

ad
d 

th
e 

Co
un

try
 C

od
e 

in
 e

ac
h 

ro
w

, 
− 

fil
l i

n 
th

e 
Pa

rt 
nu

m
be

r i
n 

ea
ch

 ro
w

 (i
f t

he
 d

oc
um

en
t t

o 
be

 c
om

m
en

te
d 

ha
s n

o 
pa

rts
, l

ea
ve

 th
is

 c
ol

um
n 

bl
an

k)
, 

− 
en

te
r o

ne
 re

fe
re

nc
e 

pe
r r

ow
 in

 th
e 

C
la

us
e/

Su
b 

cl
au

se
 c

ol
um

n.
 If

 y
ou

r c
om

m
en

t a
pp

lie
s t

o 
m

or
e 

th
an

 o
ne

 c
la

us
e,

 p
le

as
e 

re
pe

at
 th

e 
ro

w
 o

r m
ak

e 
th

e 
re

fe
re

nc
e 

in
 th

e 
C

om
m

en
ts

 c
ol

um
n,

 
− 

en
te

r t
he

 d
at

e 
on

 w
hi

ch
 y

ou
 m

ak
e 

th
e 

co
m

m
en

ts
 in

 th
e 

he
ad

in
g.
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ig
ur

e/
 

T
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/ 

T
yp

e 
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co

m
m
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t2  

 
C

O
M

M
E

N
T

S 
PR

O
PO

SE
D

 C
H

A
N

G
E

 
O

B
SE

R
V

A
T

IO
N

S 
O

F 
T

H
E

 
C

O
N

V
E

N
E

R
/P

G
 

on
 e

ac
h 

co
m

m
en

t s
ub

m
itt

ed
 

 

Pa
ge

 2
 o

f 1
0 

 

JP
1 

N
A

 
 

Ti
tle

 a
nd

 
In

tro
du

ct
i

on
 

3rd
, 5

th
 

an
d 

7th
 

pa
ra

s. 
of

 
in

tro
du

c
tio

n 
 

 

G
e.

/T
e.

 
Th

e 
IU

PA
C

 R
ec

om
m

en
da

tio
ns

 in
 2

00
2 

de
ni

es
 th

e 
co

nc
ep

t o
f “

pH
 sc

al
e”

. 
Th

er
ef

or
e,

 u
se

 o
f t

hi
s t

er
m

 is
 n

ot
 

re
co

m
m

en
de

d 
in

 th
is

 d
ra

ft 
in

cl
ud

in
g 

its
 

tit
le

. I
n 

ad
di

tio
n,

 th
e 

st
at

em
en

t o
f t

he
 fi

fth
 

pa
ra

gr
ap

h 
of

 in
tro

du
ct

io
n 

is
 in

ap
pr

op
ria

te
.  

IU
PA

C
の

20
02

年
勧
告
で
は
「

pH
目
盛

り
」
と
い
う
概
念
を
否
定
し
て
い
る
。
故

に
、
こ
の
草
案
に
お
け
る
こ
の
用
語
の
使
用

は
推
奨
さ
れ
な
い
。
更
に
、
序
文
の
第

5
段

落
の
宣
言
は
不
適
切
で
あ
る
。

 

 

Pr
op

os
e 

to
 re

na
m

e 
th

e 
tit

le
 o

f t
hi

s R
ec

om
m

en
da

tio
n 

fro
m

 “
pH

 S
ca

le
 fo

r A
qu

eo
us

 S
ol

ut
io

ns
” 

to
 “

Ty
pi

ca
l 

pH
 V

al
ue

s o
f S

ta
nd

ar
d 

B
uf

fe
r A

qu
eo

us
 S

ol
ut

io
ns

”.
 

Th
e 

te
rm

 “
pH

 S
ca

le
” 

in
 th

e 
3rd

 a
nd

 7
th

 p
ar

ag
ra

ph
s o

f 
th

e 
in

tro
du

ct
io

n 
sh

ou
ld

 b
e 

re
pl

ac
ed

 w
ith

 “
ty

pi
ca

l p
H

 
va

lu
es

”.
 T

he
 5

th
 p

ar
ag

ra
ph

 sh
ou

ld
 re

ad
 “

Th
e 

ty
pi

ca
l 

pH
 v

al
ue

s o
f …

.”
 b

y 
ad

di
ng

 “
ty

pi
ca

l”
. 

O
IM

L
勧
告
の
名
称
を

 "水
溶
液
の

pH
ス
ケ
ー
ル

 "か
ら

 "標
準
緩
衝
水
溶
液
の
典
型
的
な

pH
値

 "に
変
更
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

 

序
文
の
第

3
及
び
第

7
段
落
の
用
語
「

pH
目
盛
り
」
は

「
典
型
的
な

pH
値
」
で
置
き
換
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
第

5
段
落
は
、
「
典
型
的
な
」
を
追
加
し
て
「
～

の
典
型
的
な

pH
値
」
と
修
正
す
る
。

 

 

 

JP
2 

N
A

 
In

tro
du

ct
i

on
 

1st
 li

ne
 

of
 1

st
 

pa
ra

. 

Te
. 

Th
er

e 
is

 n
o 

no
tio

n 
of

 “
hy

dr
og

en
 p

H
”.

 

「
水
素

pH
」
と
い
う
概
念
は
な
い
。

 

 

M
od

ify
 “

D
et

er
m

in
at

io
n 

of
 th

e 
hy

dr
og

en
 p

H
” 

to
 

“d
et

er
m

in
at

io
n 

of
 p

H
”.

 

「
水
素

pH
の
決

定
」
の
用
語
を
「

pH
の
決
定
」
に
変

更
す
る
。

 

 

 

JP
3 

N
A

 
In

tro
du

ct
i

on
 

1st
 li

ne
 

of
 1

st
 

pa
ra

. 

Ed
. 

Th
e 

ex
pr

es
si

on
 “

co
nt

ro
lli

ng
 th

e 
co

m
po

si
tio

n”
 m

ig
ht

 n
ot

 b
e 

ap
pr

op
ria

te
 

be
ca

us
e 

an
 e

va
lu

at
io

n 
is

 u
su

al
ly

 c
on

du
ct

ed
 

be
fo

re
 c

on
tro

lli
ng

 th
e 

co
m

po
si

tio
n.

 

「
組
成
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」
と
い
う
表

現
は
適
切
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
通
常
は

組
成
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
前
に
評
価
が
行
わ

れ
る
か
ら
。

 

 

Th
e 

ex
pr

es
si

on
 “

co
nt

ro
lli

ng
 th

e 
co

m
po

si
tio

n”
 m

ig
ht

 
be

 m
od

ifi
ed

 to
 e

ith
er

 “
co

m
pr

eh
en

si
on

 o
f t

he
 

co
m

po
si

tio
n”

 o
r “

ev
al

ua
tio

n 
of

 th
e 

co
m

po
si

tio
n”

. 

「
組
成
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
」
と
い
う
表
現
を
、

「
組
成
の
理
解
」
も
し
く
は
「
組
成
の
評
価
」
に
変
更

し
た
方
が
良
い
。

 

 

 

JP
4 

N
A

 
In

tro
du

ct
i

on
 

6th
 li

ne
 

of
 2

nd
 

pa
ra

. 

Ed
. 

 T
he

 w
or

d 
“m

ea
su

re
m

en
t”

 m
ig

ht
 b

e 
pl

ur
al

. 

「
測
定
」
を
複
数
形
に
し
て
も
よ
い
。

 

R
ec

om
m

en
d 

us
in

g 
pl

ur
al

 fo
rm

 fo
r “

m
ea

su
re

m
en

t”
.  

「
測
定
」
を
複
数
形
に
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
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m
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Pa
ge

 3
 o

f 1
0 

 
 

JP
5 

N
A

 
In

tro
du

ct
i

on
 

La
st

 li
ne

 
of

 2
nd

 
pa

ra
. 

Ed
. 

Th
e 

te
rm

 “
lo

w
 m

ea
su

re
m

en
t a

cc
ur

ac
y”

 is
 

in
ap

pr
op

ria
te

 b
ec

au
se

 it
 is

 u
se

d 
fo

r t
he

 
na

tio
na

l p
rim

ar
y 

st
an

da
rd

. 

「
低
い
測
定
の
精
確
さ
」
と
い
う
用
語
は
、

国
家
一
次
標
準
に
使
わ
れ
る
た
め
に
不
適
切

で
あ
る
。

 

 

R
ep

la
ce

 th
e 

te
rm

 “
lo

w
 m

ea
su

re
m

en
t a

cc
ur

ac
y”

 w
ith

 
ei

th
er

 “
hi

gh
es

t m
ea

su
re

m
en

t a
cc

ur
ac

y”
 o

r “
be

st
 

m
ea

su
re

m
en

t a
cc

ur
ac

y”
. 

当
該
用
語
を
、
「
高
い
測
定
の
精
確
さ
」
、
ま
た
は

「
最
高
の
測
定
の
精
確
さ
」
に
変
更
す
る
。

 

 

 

JP
6 

N
A

 
In

tro
du

ct
i

on
 

1st
 li

ne
 

of
 3

rd
 

pa
ra

. 

Ed
. 

Th
e 

ex
pr

es
si

on
 m

ay
 b

e 
m

od
ifi

ed
. 

表
現
を
修
正
し
て
は
ど
う
か
。

 

 

Pr
op

os
e 

ch
an

gi
ng

 th
e 

ex
pr

es
si

on
 fr

om
 “

pH
 sc

al
e 

in
di

ca
te

d 
in

 th
e 

O
IM

L 
R

 5
4”

 to
 “

pH
 sc

al
e 

pr
op

os
ed

 
by

 th
e 

O
IM

L 
R

 5
4”

. 

「
O

IM
L 

R
 5

4
に

よ
っ
て
示
さ
れ
た

pH
目
盛
り
」

「
O

IM
L 

R
 5

4
に

よ
っ
て
提
案
さ
れ
た

pH
目
盛
り
」

に
変
更
し
た
方
が
よ
い
。

 

 

 

JP
7 

N
A

 
In

tro
du

ct
i

on
 

7th
 li

ne
 

of
 3

rd
 

pa
ra

. 

Ed
. 

Th
e 

of
fic

ia
l d

es
ig

na
tio

n 
of

 th
e 

ab
br

ev
ia

tio
n,

 E
A

W
G

, i
s n

ot
 c

or
re

ct
.  

略
称

EA
W

G
の
正
式
名
称
が
間
違
っ
て
い

る
。

 

 

C
or

re
ct

 th
e 

of
fic

ia
l d

es
ig

na
tio

n 
of

 E
A

W
G

 fr
om

 “
th

e 
W

or
ki

ng
 G

ro
up

 o
n 

El
ec

tro
ch

em
ic

al
 A

na
ly

si
s 

(E
A

W
G

)”
 to

 “
th

e 
W

or
ki

ng
 G

ro
up

 o
n 

El
ec

tro
ch

em
ic

al
 A

na
ly

si
s a

nd
 C

la
ss

ic
al

 C
he

m
ic

al
 

M
et

ho
ds

 (E
A

W
G

)”
. 

EA
W

G
の
正

式
名
称
は
、
「
電
気
化
学
分
析
及
び
古
典

化
学
的
手
法
」
で
あ
る
。

 

 

 

JP
8 

N
A

 
 

In
tro

du
ct

i
on

 (p
.5

) 
1st

 li
ne

 
of

 6
th

 
pa

ra
. 

Te
 

Si
nc

e 
th

e 
H

ar
ne

d 
ce

ll 
us

es
 e

le
ct

ro
ch

em
ic

al
 

ef
fe

ct
 in

 it
s d

ef
in

iti
on

, t
he

 te
rm

 
“e

le
ct

ro
ch

em
ic

al
” 

is
 re

du
nd

an
t. 

  

ハ
ー
ン
ド
セ
ル
は
、
定
義
上
は
電
気
化
学
的

な
も
の
で
あ
る
た
め
、
「
電
気
化
学
的
」
と

い
う
用
語
は
冗
長
で
あ
る
。

 

 

Pr
op

os
e 

to
 u

se
 o

ne
 o

f t
he

 te
rm

s e
ith

er
 “

H
ar

ne
d 

ce
ll”

 
or

 “
el

ec
tro

ch
em

ic
al

 c
el

l w
ith

ou
t t

ra
ns

fe
re

nc
e”

. I
n 

ad
di

tio
n,

 w
e 

pr
op

os
e 

fo
llo

w
in

g 
ch

an
ge

s t
o 

th
e 

fir
st

 
ha

lf 
of

 th
is

 se
nt

en
ce

.  

Pr
es

en
t: 

Th
e 

pr
im

ar
y 

m
et

ho
d 

of
 m

ea
su

rin
g 

pH
 is

 
ap

pl
ie

d 
in

 th
e 

el
ec

tr
oc

he
m

ic
al

 H
ar

ne
d 

ce
ll,

 u
si

ng
 a

 
pl

at
in

um
/p

al
la

di
um

 c
oa

te
d 

pl
at

in
um

 fo
il 

el
ec

tr
od

e,
 

…
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 C
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C
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N
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G
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m
en

t s
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m
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ed
 

 

Pa
ge

 4
 o

f 1
0 Pr

op
os

ed
: T

he
 p

ri
m

ar
y 

m
et

ho
d 

of
 m

ea
su

ri
ng

 p
H

 is
 

ba
se

d 
on

 th
e 

H
ar

ne
d 

ce
ll,

 u
si

ng
 a

n 
in

di
ca

to
r 

hy
dr

og
en

 g
as

 e
le

ct
ro

de
 a

nd
 re

fe
re

nc
e 

si
lv

er
-s

ilv
er

 
ch

lo
ri

de
 e

le
ct

ro
de

,…
.  

「
ハ
ー
ン
ド
セ
ル
」
と
「
液
絡
部
を
含
ま
な
い
電
気
化

学
的
な
も
の
」
の
ど
ち
ら
か
の
用
語
を
使
う
こ
と
を
提

案
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
文
章
前
半
に
つ
い
て
、
以

下
の
変
更
を
提
案
す
る
。

 

（
変
更
前
：
省
略
）

 

変
更
後
：

pH
の
一
次
測
定
法
は
、
指
示
水
素
ガ
ス
電
極

と
基
準
塩
化
銀

-銀
電
極
を
用
い
た
ハ
ー
ン
ド
セ
ル
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、

...
。

 

 

JP
9 

N
A

 
In

tro
du

ct
i

on
 

7th
 (t

he
 

la
st

) 
pa

ra
. 

Ed
. 

Th
e 

ex
pr

es
si

on
 “

th
e 

pr
im

ar
y 

pH
 st

an
da

rd
s 

of
 th

e 
O

IM
L 

st
at

e-
m

em
be

rs
” 

sh
ou

ld
 b

e 
co

rr
ec

te
d.

 

「
O

IM
L
加
盟
国
の
一
次

pH
基
準
」
と
い
う

表
現
を
修
正
す
べ
き
で
あ
る
。

 

 

R
ep

la
ce

 th
is

 e
xp

re
ss

io
n 

w
ith

 “
th

e 
ty

pi
ca

l p
H

 v
al

ue
s 

of
 p

rim
ar

y 
pH

 st
an

da
rd

s”
, f

or
 e

xa
m

pl
e.

 

表
現
を
、
例
え
ば
「
一
次

pH
標
準
の
典
型
的
な

pH
値
」
に
修
正
す
る
。

 

 

 

JP
10

 
N

A
 

A
bo

ve
 “

1 
Sc

op
e”

 
 

Ed
. 

Th
e 

tit
le

 a
bo

ve
 th

e 
sc

op
e 

is
 u

nn
ec

es
sa

ry
. 

対
象
範
囲
の
上
の
タ
イ
ト
ル
は
不
要
で
あ

る
。

 

 

D
el

et
e 

th
e 

tit
le

 “
pH

 sc
al

e 
fo

r a
qu

eo
us

 so
lu

tio
ns

”.
 

タ
イ
ト
ル
「
水
溶
液
の

pH
ス
ケ
ー
ル
」
を
削
除
す

る
。

 

 

 

JP
11

 
N

A
 

1.
4 

1st
 

se
nt

en
ce

 Ed
. 

Th
e 

ex
pr

es
si

on
 “

aq
ue

ou
s a

nd
 d

ilu
te

 io
ni

c 
st

re
ng

th
” 

is
 in

ac
cu

ra
te

. I
on

ic
 st

re
ng

th
 o

f 
so

lu
tio

n 
ca

nn
ot

 b
e 

“a
qu

eo
us

” 
no

r “
di

lu
te

”,
 

an
d 

it 
sh

ou
ld

 b
e 

“a
qu

eo
us

 d
ilu

te
 so

lu
tio

ns
 

w
ith

 a
n 

io
ni

c 
st

re
ng

th
 ≤

 0
.1

 m
ol

/k
g”

. 

W
e 

pr
op

os
e 

am
en

di
ng

 th
is

 c
la

us
e 

as
 fo

llo
w

s. 

Pr
es

en
t: 

1.
4 

Th
e 

Sc
al

e 
is

 a
pp

ro
pr

ia
te

 fo
r a

qu
eo

us
 

an
d 

di
lu

te
 io

ni
c 

st
re

ng
th

 (≤
 0

.1
 m

ol
/k

g)
 so

lu
tio

ns
.  

Pr
op

os
ed

: 1
.4

 T
he

 S
ca

le
 is

 a
pp

ro
pr

ia
te

 fo
r a

qu
eo

us
 

di
lu

te
 so

lu
tio

ns
 w

ith
 a

n 
io

ni
c 

st
re

ng
th

 ≤
 0

.1
 m

ol
/k

g.
  

以
下
の
修
正
を
提
案
す
る
（
以
下
省
略
）
。
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C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 S

ub
 

cl
au

se
 

Pa
ra

gr
ap

h
/ F

ig
ur

e/
 

T
ab

le
/ 

T
yp

e 
of

 
co

m
m

en
t2  

 
C

O
M

M
E

N
T

S 
PR

O
PO

SE
D

 C
H

A
N

G
E

 
O

B
SE

R
V

A
T

IO
N

S 
O

F 
T

H
E

 
C

O
N

V
E

N
E

R
/P

G
 

on
 e

ac
h 

co
m

m
en

t s
ub

m
itt

ed
 

 

Pa
ge

 5
 o

f 1
0 

水
性
で
希
薄
な
イ
オ
ン
強
度
と
い
う
表
現
は

不
正
確
で
あ
る
。
溶
液
の
イ
オ
ン
強
度
は
、

「
水
性
に
す
る
」
こ
と
も

 「
希
釈
す
る
」
こ

と
も
で
き
ず
、
「
水
性
希
薄
溶
液
の
イ
オ
ン

強
度

≤ 
0.

1 
m

ol
/k

g」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

 

JP
12

 
N

A
 

2.
1 

an
d 

ot
he

r 
cl

au
se

s 

A
ll 

Ed
 

G
en

er
al

ly
, n

on
-p

hy
si

ca
l q

ua
nt

iti
es

 a
nd

 
su

ff
ix

es
 sh

ou
ld

 b
e 

in
 ro

m
an

 ty
pe

. 

物
理
量
で
な
い
記
号
は
立
体
に
す
べ
き
。

 

 

“p
H

” 
an

d 
su

ff
ix

 “
H

” 
in

 th
e 

eq
ua

tio
n 

an
d 

th
e 

se
nt

en
ce

s s
ho

ul
d 

be
 in

 ro
m

an
 ty

pe
. 

数
式
に
書
か
れ
た
下
付
き
文
字
は
立
体
に
変
更
す
る
。

 

 

 

JP
13

 
N

A
 

2.
3 

pr
im

ar
y 

pH
 

st
an

da
rd

s 

1st
 li

ne
 

of
 1

st
 

se
nt

en
ce

 Ed
/T

e.
 

Th
e 

ex
pr

es
si

on
 “

aq
ue

ou
s s

ol
ut

io
ns

 o
f 

se
le

ct
ed

 re
fe

re
nc

e 
bu

ff
er

 so
lu

tio
ns

” 
is

 n
ot

 
cl

ea
r s

in
ce

 “
so

lu
tio

ns
” 

is
 u

se
d 

tw
ic

e.
 

「
選
択
さ
れ
た
基
準
緩
衝
溶
液
の
水
溶
液
」

と
い
う
表
現
は
、
「
溶
液
」
が
二
回
使
わ
れ

て
お
り
、
不
明
瞭
で
あ
る
。

 

 

W
e 

pr
op

os
e 

am
en

di
ng

 th
is

 se
nt

en
ce

 a
s f

ol
lo

w
s. 

Pr
es

en
t: 

aq
ue

ou
s s

ol
ut

io
ns

 o
f s

el
ec

te
d 

re
fe

re
nc

e 
bu

ffe
r s

ol
ut

io
ns

 to
 w

hi
ch

 p
H

 (P
S)

 v
al

ue
s h

av
e 

be
en

 
as

si
gn

ed
 …

.  

Pr
op

os
ed

: s
el

ec
te

d 
re

fe
re

nc
e 

aq
ue

ou
s b

uf
fe

r 
so

lu
tio

ns
 to

 w
hi

ch
 p

H
 (P

S)
 v

al
ue

s h
av

e 
be

en
 

as
si

gn
ed

 …
. 

こ
の
文
章
を
以
下
の
通
り
修
正
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

（
以
下
省
略
）
。

 

 

 

JP
14

 
N

A
 

2.
3 

pr
im

ar
y 

pH
 

st
an

da
rd

s 
&

 A
nn

ex
 

B
 (p

.1
2)

 

1st
 li

ne
 

of
 it

em
 

2.
3,

 &
 2

 
pl

ac
es

 
in

 
eq

ua
tio

n 
(5

) 

Ed
. 

Th
e 

ab
br

ev
ia

tio
n 

of
 P

S 
is

 u
nc

le
ar

. D
oe

s P
S 

m
ea

n 
“p

rim
ar

y 
st

an
da

rd
”?

 

略
記

PS
が
不
明
瞭
で
あ
る
。

PS
は
「
一

次

標
準
」
の
意
味
か
？

 

 

If
 “

PS
” 

m
ea

ns
 “

pr
im

ar
y 

st
an

da
rd

”,
 it

 sh
ou

ld
 b

e 
sp

el
le

d 
ou

t f
or

 c
la

rif
ic

at
io

n.
 If

 n
ot

, a
 

de
fin

iti
on

/d
es

cr
ip

tio
n 

of
 “

PS
” 

is
 n

ec
es

sa
ry

. 

「
PS

」
が
一

次
標

準
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
明
瞭

化
の
た
め
に
綴
り
を
用
い
る
ほ
う
が
良
い
。
も
し
、
一

次
標
準
の
意
味
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
「

PS
」
の
定

義
・
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
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C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 S

ub
 

cl
au

se
 

Pa
ra

gr
ap

h
/ F

ig
ur

e/
 

T
ab

le
/ 

T
yp

e 
of

 
co

m
m

en
t2  

 
C

O
M

M
E

N
T

S 
PR

O
PO

SE
D

 C
H

A
N

G
E

 
O

B
SE

R
V

A
T

IO
N

S 
O

F 
T

H
E

 
C

O
N

V
E

N
E

R
/P

G
 

on
 e

ac
h 

co
m

m
en

t s
ub

m
itt

ed
 

 

Pa
ge

 6
 o

f 1
0 

JP
15

 
N

A
 

2.
3 

pr
im

ar
y 

pH
 

st
an

da
rd

s 

3-
4th

 
lin

e 
Ed

. 
Th

e 
se

nt
en

ce
 “

Th
es

e 
pr

im
ar

y 
st

an
da

rd
s a

re
 

ca
pa

bl
e 

of
 e

st
ab

lis
hi

ng
 g

oo
d 

re
pr

od
uc

ib
ili

ty
 …

” 
m

ay
 b

e 
m

od
ifi

ed
. 

「
こ
れ
ら
の
一
次
基
準
は
、
良
好
な
再
現
性

を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る

...
」
と
い
う
文

章
を
修
正
し
た
ほ
う
が
良
い
。

 

 

It 
sh

ou
ld

 b
e 

re
ad

 a
s f

ol
lo

w
s:

 

Th
es

e 
pr

im
ar

y 
st

an
da

rd
s a

re
 c

ap
ab

le
 o

f e
st

ab
lis

hi
ng

 
go

od
 re

pr
od

uc
ib

ili
ty

 a
nd

 o
f p

H
 w

ith
 it

s l
ow

 
un

ce
rt

ai
nt

y.
 

以
下
の
よ
う
に
修
正
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

 

（
以
下
省
略
）

 

 

  

JP
16

 
N

A
 

3.
1.

 T
he

 
pr

im
ar

y 
m

et
ho

d 
of

 
pH

 
m

ea
su

re
m

en
t, 

H
ar

ne
d 

ce
ll 

1st
 li

ne
 

Ed
. 

Th
e 

se
nt

en
ce

 “
Th

e 
pH

 v
al

ue
 c

an
 b

e 
de

te
rm

in
ed

 fr
om

 …
” 

m
ay

 b
e 

m
od

ifi
ed

. 

「
pH

値
か
ら
判
断
で
き
る
・
・
・
」
と
い
う

文
章
を
修
正
し
た
ほ
う
が
良
い
。

 

 

W
e 

re
co

m
m

en
d 

re
ph

ra
si

ng
 th

e 
se

nt
en

ce
 a

s f
ol

lo
w

s. 

Pr
es

en
t: 

Th
e 

pH
 v

al
ue

 c
an

 b
e 

de
te

rm
in

ed
 fr

om
 

el
ec

tr
oc

he
m

ic
al

 d
at

a 
fr

om
 th

e 
ce

ll 
w

ith
ou

t 
tr

an
sf

er
en

ce
 u

si
ng

 th
e 

hy
dr

og
en

 g
as

 e
le

ct
ro

de
, 

kn
ow

n 
as

 th
e 

el
ec

tr
oc

he
m

ic
al

 H
ar

ne
d 

ce
ll:

  

Pr
op

os
ed

: T
he

 p
H

 v
al

ue
 c

an
 b

e 
de

te
rm

in
ed

 fr
om

 
eq

ui
lib

ri
um

 p
ot

en
tia

ls
 d

iff
er

en
ce

 o
f t

he
 c

el
l w

ith
ou

t 
tr

an
sf

er
en

ce
, s

o-
ca

lle
d 

H
ar

ne
d 

ce
ll:

 

以
下
の
よ
う
に
書
換
え
た
ほ
う
が
よ
い
。

 

（
以
下
省
略
）

 

 

 

JP
17

 
N

A
 

III
 a

nd
 IV

 
of

 3
.2

.  
4th

 a
nd

 5
th

 
co

lu
m

ns
 

of
 T

ab
le

 1
 

(p
.8

) 

 
Ed

. 
Th

e 
ch

em
ic

al
 n

am
e 

“s
od

iu
m

 h
yd

ro
ge

n 
ph

os
ph

at
e”

 sh
ou

ld
 b

e 
co

rr
ec

te
d.

 

化
学
名
「
り
ん
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
は
修

正
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 

C
or

re
ct

 “
so

di
um

 h
yd

ro
ge

n 
ph

os
ph

at
e”

 to
 “

di
so

di
um

 
hy

dr
og

en
 p

ho
sp

ha
te

”.
 

“
so

di
um

 h
yd

ro
ge

n 
ph

os
ph

at
e”
を

“d
is

od
iu

m
 

hy
dr

og
en

 p
ho

sp
ha

te
”と

修
正
す
べ
き
で
あ
る
。

 

 

 

JP
18

 
N

A
 

3.
2.

 
II

I, 
IV

 
Ed

. 
C

on
ve

nt
io

na
lly

, w
e 

us
e 

th
e 

in
ve

rs
e 

or
de

r o
f 

th
os

e 
so

lu
te

s f
or

 th
e 

ph
os

ph
at

e 
bu

ff
er

s, 
as

 
sh

ow
n 

in
 e

.g
. [

1]
 

文
献
１
に
あ
る
よ
う
に
、
慣
習
的
に
は
両
者

の
溶
質
の
表
記
の
順
番
が
逆
で
あ
る
。

 

  

C
ha

ng
e 

th
e 

or
de

r o
f t

he
 p

ho
sp

ha
te

 b
uf

fe
rs

 a
s s

ho
w

n 
be

lo
w

. 

III
 

Pr
es

en
t: 

0.
02

5 
m

ol
/k

g 
K

H
2P

O
4 +

 0
.0

25
 m

ol
/k

g 
N

a 2
H

PO
4 

C
or

re
ct

ed
: 0

.0
25

 m
ol

/k
g 

N
a 2

H
PO

4 +
 0

.0
25

 m
ol

/k
g 

K
H

2P
O

4  
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 S
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au
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Pa
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gr
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h
/ F

ig
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e/
 

T
ab

le
/ 

T
yp

e 
of

 
co

m
m

en
t2  

 
C

O
M

M
E

N
T

S 
PR

O
PO

SE
D

 C
H

A
N

G
E

 
O

B
SE

R
V

A
T

IO
N

S 
O

F 
T

H
E

 
C

O
N

V
E

N
E

R
/P

G
 

on
 e

ac
h 

co
m

m
en

t s
ub

m
itt

ed
 

 

Pa
ge

 7
 o

f 1
0 IV

 

Pr
es

en
t: 

0.
00

9 
m

ol
/k

g 
K

H
2P

O
4 +

 0
.0

30
 m

ol
/k

g 
N

a 2
H

PO
4 
 

C
or

re
ct

ed
: 0

.0
30

 m
ol

/k
g 

N
a 2

H
PO

4 +
 0

.0
09

 m
ol

/k
g 

K
H

2P
O

4  
 溶
質
の
表
記
の
順
番
を
入
れ
替
え
る
。
（
以
下
省
略
）

 
 

JP
19

 
N

A
 

 
3.

2.
  

&
 

Ta
bl

e 
1 

IV
 o

f 
3.

2 
 

&
 

5th
 

co
lu

m
n 

an
d 

2nd
 

ro
w

 o
f 

Ta
bl

e 
1 

 

Ed
. 

In
cr

ea
se

 th
e 

si
gn

ifi
ca

nt
 d

ig
its

 o
f w

ei
gh

in
g 

ba
la

nc
e.

 In
 a

dd
iti

on
, t

he
 c

he
m

ic
al

 n
am

e 
ne

ed
s t

o 
be

 c
or

re
ct

ed
. 

天
び
ん
の
有
効
数
字
に
つ
い
て
桁
数
を
増
や

す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
化
学
物
質
名
を
修

正
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 

Pl
ea

se
 m

ak
e 

co
rr

ec
tio

ns
 re

ga
rd

in
g 

si
gn

ifi
ca

nt
 d

ig
its

 
an

d 
ch

em
ic

al
 n

am
e 

as
 sh

ow
n 

be
lo

w
. R

eg
ar

di
ng

 th
e 

co
rr

ec
tio

n 
of

 “
so

di
um

 h
yd

ro
ge

n 
ph

os
ph

at
e”

 to
 

“d
is

od
iu

m
 h

yd
ro

ge
n 

ph
os

ph
at

e”
, r

ef
er

 o
ur

 c
om

m
en

t 
JP

17
 a

ls
o.

 


 

IV
 o

f 3
.2

 

Pr
es

en
t: 

so
di

um
 h

yd
ro

ge
n 

ph
os

ph
at

e,
 0

.0
09

 m
ol

/k
g 

K
H

2P
O

4 +
 0

.0
30

 m
ol

/k
g 

N
a 2

H
PO

4 

C
or

re
ct

:  
di

so
di

um
 h

yd
ro

ge
n 

ph
os

ph
at

e,
 0

.0
08

69
5 

m
ol

/k
g 

K
H

2P
O

4 +
 0

.0
30

43
 m

ol
/k

g 
N

a 2
H

PO
4. 


 

5th
 c

ol
um

n 
an

d 
2nd

 ro
w

 o
f T

ab
le

 1
 

Pr
es

en
t: 

Po
ta

ss
iu

m
 …

 a
nd

 o
f s

od
iu

m
 h

yd
ro

ge
n 

ph
os

ph
at

e,
 0

.0
09

 m
ol

/k
g 

K
H

2P
O

4 +
 0

.0
30

m
ol

/k
g 

N
a 2

H
PO

4 

C
or

re
ct

: P
ot

as
si

um
 …

 a
nd

 o
f d

is
od

iu
m

 h
yd

ro
ge

n 
ph

os
ph

at
e,

 0
.0

08
69

5 
m

ol
/k

g 
K

H
2P

O
4 +

 0
.0

30
43

 
m

ol
/k

g 
N

a 2
H

PO
4 

有
効
数
字
と
化
学
物
質
名
に
つ
い
て
、
以
下
の
修
正
を

し
て
ほ
し
い
。
「

…
.」

か
ら
「

…
.」

へ
の
修
正
に
つ
い

て
は
我
々
の
コ
メ
ン
ト

JP
17

も
参
照
。

 

 

 

JP
20

 
N

A
 

3.
3.

 &
 

Ta
bl

e 
1 

2nd
 li

ne
 

 2nd
 li

ne
 

of
 N

ot
e 

3 

Ed
. 

Pl
ea

se
 e

xp
la

in
 th

e 
re

as
on

 o
f t

he
 d

iff
er

en
ce

 
be

tw
ee

n 
th

e 
te

m
pe

ra
tu

re
 u

se
d 

in
 th

is
 c

la
us

e 
(2

78
.1

5 
K

) a
nd

 th
e 

te
m

pe
ra

tu
re

 (2
98

.1
5 

K
) 

us
ed

 in
 th

e 
re

fe
re

nc
e 

[1
]. 

 
 

－ 170 －



C
ou

nt
ry

 
C

od
e1  

Pa
rt

 
C

la
us

e/
 S
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h
/ F
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e/
 

T
ab

le
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T
yp

e 
of

 
co

m
m

en
t2  

 
C

O
M

M
E

N
T

S 
PR

O
PO

SE
D

 C
H

A
N

G
E

 
O

B
SE

R
V

A
T

IO
N

S 
O

F 
T

H
E

 
C

O
N

V
E

N
E

R
/P

G
 

on
 e

ac
h 

co
m

m
en

t s
ub

m
itt

ed
 

 

Pa
ge

 8
 o

f 1
0 

こ
の
節
で
使
わ
れ
て
い
る
温
度
（

27
8.

15
K
）

と
文
献
１
（

29
8.

15
K
）
と
の
温
度
表
記
が
異

な
る
理
由
に
つ
い
て
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。

 

 

JP
21

 
N

A
 

A
nn

ex
 A

 
5th

 
co

lu
m

n 
an

d 
1st

 
ro

w
 o

f 
Ta

bl
e 

A
 

Ed
. 

Th
e 

te
rm

 “
N

om
in

al
 р

Н
 v

al
ue

 a
t t

he
 

te
m

pe
ra

tu
re

 o
f 2

98
.1

5 
K

 m
ea

su
re

d 
in

 th
e 

H
ar

ne
d 

ce
ll”

 sh
ou

ld
 b

e 
co

rr
ec

te
d.

 

ハ
ー
ン
ド
セ
ル
で
測
定
し
た

29
8.

15
 K

の
温

度
で
の
公
称

 р
Н
値
と
い
う
用
語
に
修
正
が

必
要
で
あ
る
。

 

 

D
el

et
e 

“m
ea

su
re

d 
in

 th
e 

H
ar

ne
d 

ce
ll”

.  

「
m

ea
su

re
d 

in
 th

e 
H

ar
ne

d 
ce

ll」
を
消
す
。

 

 

 

JP
22

 
N

A
 

A
nn

ex
 A

 
2nd

 
co

lu
m

n 
in

 6
th

 
ro

w
 o

f 
Ta

bl
e 

A
 

Ed
. 

R
eg

ar
di

ng
 “

N
a 2

B
4O

7 x
10

H
2O

”,
 o

th
er

 
sy

m
bo

l “
N

a 2
B

4O
7 ·

10
H

2O
” 

is
 u

se
d 

in
 th

e 
m

ai
n 

te
xt

 (s
ee

 3
.2

). 

“N
a 2

B
4O

7 x
10

H
2O

”に
つ
い
て
、
本
文
中
で

他
の
シ
ン
ボ
ル
「

N
a 2

B
4O

7  
·1

0H
2O

」
を
使

っ
て
い
る
の
で
、
本
文
に
整
合
さ
せ
る
（

3.
2

参
照
）
。

 

 

R
ep

la
ce

 “
N

a 2
B

4O
7 x

10
H

2O
” 

w
ith

 “
 N

a 2
B

4O
7 

·1
0H

2O
”.

  

「
N

a 2
B

4O
7 x

10
H

2O
」
を
「

N
a 2

B
4O

7 ·
10

H
2O

」
で
置

き
換
え
る
。

 

 

 

JP
23

 
N

A
 

A
nn

ex
 A

 
La

st
 

ro
w

 o
f 

Ta
bl

e 
A

 
 

Ed
. 

Th
e 

ex
pr

es
si

on
 “

D
is

od
iu

m
 c

ar
bo

na
te

 
So

di
um

 h
yd

ro
ge

n 
ca

rb
on

at
e”

 is
 u

se
d 

in
 

Ta
bl

e 
A

. H
ow

ev
er

, a
 d

iff
er

en
t e

xp
re

ss
io

n 
“S

od
iu

m
 h

yd
ro

ge
n 

ca
rb

on
at

e 
an

d 
of

 
di

so
di

um
 c

ar
bo

na
te

” 
is

 u
se

d 
in

 T
ab

le
 1

. 
Th

e 
or

de
r o

f t
he

se
 tw

o 
so

lu
te

s i
s r

ev
er

se
. 

表
A
で
は
「

D
is

od
iu

m
 c
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 c
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い
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し
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表
１
で
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ro
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n 
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 c
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い
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現
が
用
い
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る
。
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つ
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水
溶
液
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順
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逆
で
あ
る
。
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ro
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表
１
の
表
記
に
合
わ
せ
て
水
溶
液
の
順
序
を
入
れ
替
え

る
。
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四
し
ゅ
う
酸
カ
リ
ウ
ム
と
水
酸
化
カ
ル
シ
ウ

ム
は
、

IU
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C
の

20
02

年
勧
告
に
お
い
て

一
次
標
準
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
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四
し
ゅ
う
酸
カ
リ
ウ
ム
と
水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
を
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表

B
2
か
ら
除
外
す
る

こ
と
を
推
奨
す
る
。
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os
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.g
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1]
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「
Ph
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te
」
は
タ
イ
プ
ミ
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
慣

習
的
に
は
表
記
の
順
番
が
逆
で
あ
る
。
例
え
ば

[1
]を

参
照
。
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r o
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r c
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 D
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: D
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「
り
ん
酸
」
の
タ
イ
プ
ミ
ス
を
修
正
す
る
。
リ
ン
酸
緩
衝
液
の
表

記
の
順
番
を
入
れ
替
え
る
。
コ
メ
ン
ト

JP
18

も
参
照
。
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 c
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 c
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fo
llo

w
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 c
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 m
er
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 c
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ab

le
s i

n 
th

e 
ta

bl
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u 
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f n
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C
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 d
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 c
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e 

C
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r c
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m
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o 
m
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e 
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 o
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 c
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ro
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 c
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 c
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右
の
列
に
示
す
よ
う
に
項
目
番
号
を
修
正
す
る
こ
と
を
推
奨

す
る
。
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右
の
列
に
示
す
よ
う
に
項
目
番
号
を
修
正
す
る
。
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右
の
列
に
示
す
よ
う
に
項
目
番
号
を
修
正
す
る
。
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我
々
は

2C
D
へ
の
コ
メ
ン
ト

(0
54

 JP
5)

 に
お
い
て
、
表
現
「

0 
pp

m
か
ら

5 
pp

m
」
を
使
う
こ
と
を
要
求
し
、
受
け
入
れ
ら
れ

た
。
第

1
部
の
表

2 
(6

.1
0.

1)
も
、
既
に
こ
の
表
現
を
使
っ
て

修
正
さ
れ
た
。
し
か
し
、
表

3
の
表
現
は
ま
だ
修
正
さ
れ
て
い

な
い
。
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範
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。
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々
は

C
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へ
の
我
々
の
コ
メ
ン
ト
（

N
o.

 6
5）

に
対
す
る
世

話
人
の
返
事
「
こ
の
件
に
つ
い
て
は
将
来
の
改
定
に
お
い
て

W
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ot
 re
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ny

 c
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現
時
点

で
修

正
は

求
め

な
い
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第第 3 章章 OIML 等等のの活活動動 

3.1 第第 55 回回 CIML 委委員員会会のの報報告告 

国際法定計量会議（OIML 総会）は国際法定計量機関（OIML）の最高決議機関であり、原則として 4 年

に一回開催される。国際法定計量委員会（CIML 委員会）は OIML の理事機関として総会を支援するため、

毎年開催されている。CIML 委員会は加盟国を代表する CIML 委員により構成され、その審議結果は

OIML 総会で最終承認される。2021 年 1 月の時点で、OIML 代表に相当する CIML 委員長はドイツのロー

マン・シュワルツ（Roman Schwartz）氏、第一及び第二副委員長はそれぞれ米国のチャールズ・アーリック

（Charles Ehrlich）氏とスイスのボブジョゼフ・マシュー（Bobjoseph Mathew）氏、そして事務局である BIML の

局長はオーストラリア出身のアンソニー・ドネラン（Anthony Donnellan）氏が務めている。 

3.1.1 CIML 委委員員会会のの概概要要 

第 55 回 CIML 委員会は当初、第 16 回 OIML 総会と共に中国で開催される予定であった。しかし、

COVD-19（新型コロナウィルス感染症）の感染拡大への懸念から、2020 年 4 月に CIML 委員長は加盟国に

対して意向調査を行った。その結果、今回の委員会をオンライン形式で開催し、総会は延期することになっ

た。そして第 55 回 CIML 委員会が 2020 年 10 月 20～22 日の日程で、日本時間の 19:00～22:00 にオンラ

インにより開催された。 

BIML が公開したリストによると、参加登録者数は正加盟国 52 カ国から 164 名、準加盟国 22 カ国から 46
名、その他を含めた登録者総数は250名で、その数は通常の面会した委員会（160名程度）よりも多かった。

各国の参加登録者数については、特に上限は設けられなかった。そのうち我が国については、経済産業省

から 3名、産業技術総合研究所（産総研）の計量標準総合センター（NMIJ）から 4名、（一社）日本計量機器

工業連合会から 2 名が主に産総研本部（経済産業省別館）から参加した。 

会議には BIML が提供する会議システムであるズーム（Zoom）が用いられた。参加者は各国 1 名のパネ

リスト（Panelist）とその他の参加者（Attendee）に分けられ、前者のみに挙手、発言、自身のビデオや文書の

共有が許された。また面会した委員会と同様に、英語とフランス語の同時通訳がオンライン形式で提供され

た。 

3.1.2  開開会会及及びび採採決決ののルルーールル（（10 月月 20 日日）） 

委員長のシュワルツ氏から開会の挨拶があり、続いて BIML よりオンライン委員会の手順、委員会後の決

議のオンライン承認手続き、その他の会議後の手続きについて以下の通り説明が行われた。 

OIMLでは初のオンライン開催となったため、通常の面会した委員会とは異なり、全ての採決が委員会終

了後に別途ホームページから行われた。OIML 条約（1955 年）は当然ながらオンラインによる開催を想定し

ておらず、面会した委員会における投票（Mの場合）、及び郵便を用いた通信による投票（Cの場合）につい

て二種類の決議ルールを規定している。Mの場合の決議ルールは投票のうち 4/5以上が賛成であるというも

のである。それに対して C の場合の決議ルールは、充分な議論ができないという理由から、全ての投票が賛

成であるというものである。 
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そこでオンライン委員会における決定作業の迅速化のために、M の場合の決議ルールをオンライン委員

会にも適用するという決議案（No. 2020/1）、そのための安全なオンライン投票ツールを利用するという決議

案（No. 2020/2）に対して、オンライン委員会後に投票が求められた。これら二つの決議案には C の決議ル

ールが適用され、100 %の賛成票を得て承認された。そして、その他の全ての決議案に対するオンライン投

票が M の決議ルールにより求められ、12 月 4 日に全ての決議案が承認された。 

以下に第 55 回 CIML 委員会の概要を議事次第に沿って報告する。全ての議事事項の和訳は巻末資料

4 に掲載する。 

3.1.3 CIML 委委員員長長のの報報告告 

CIML 委員長であるシュワルツ氏が報告を行った。その内容は、このオンライン CIML 委員会の経緯と特

別な決議ルール、BIML スタッフの紹介、新しい CIML 委員と準加盟国の紹介、運営委員会（PC）メンバー

の紹介、総会の延期に伴い延長された現会計期間、技術活動と新たな出版物、BIML が提供する研修、

OIML-CS、CEEMS 活動、BIPM や RLMO を含む他機関との連携活動、機関誌に関する検討、COVID-19
へ対応した BIML の業務、計量におけるデジタル革命の状況であった。 

この中で委員長は、日本の CIML 委員が三木幸信氏（産総研）から高辻利之氏（NMIJ）へ交代したこと

にも触れた。また同委員長は、長年 CIML 運営委員を務めた三木氏とフランスのコリーン・ラゴーテリー

（Corinne Lagauterie）氏へ謝辞を述べた。 

更に同氏は、BIML 職員の給与の見直しに関する提案を行った。そのための事前の検討作業には、アラ

ン・ジョンストン氏（カナダの元 CIML 委員長）とマシュー氏（第二副委員長）が協力した。その結果、2 名の

CIML 委員によって構成される監査委員会の設立が提案され、内部留保金に関する基本方針を見直し、給

与水準を見直すために外部監査機関を採用し、OIML B 7「BIML 職員規定:2013 年」の改定を開始し、外

部監査人を見直すことが提案された。この過程では国際連合の給与に関する共通制度を参考とし、更に

BIPM が採用した監査機関を選定することも提案された。 

OIML とメートル条約の事務局である国際度量衡局（BIPM）との連携についても報告が行われた。それ

によると 2019 年以降に双方の機関が参加した会合がパリで開かれ、合同タスク・グループ（JTG）が設立され、

委員長、第一副委員長、BIML 局長が OIML を代表して参加した。既に JTG の付帯事項（ToR）案が作成さ

れ、更に合意事項（MoU）を締結して質の高い社会基盤（QI）を構築するための連携活動を推進し、今後の

活動計画を第 16 回総会（2021 年）及び国際度量衡総会（CGPM／2022 年）へ提案する。 

3.1.4 BIML 局局長長にによよるる BIML にに関関すするる事事項項及及びび活活動動報報告告 

BIML 局長のドネラン氏による報告が行われた。その要点は、COVID-19 への BIML 及び OIML として

の対応、IT システムとホームページの整備、加盟国の変遷、予算の状況、技術活動と出版物、OIML-CS の

進展、CEEMS 活動、連携機関との活動、世界計量記念日、電子研修、中国から BIML へ出向していた郭

謖（Guo Su）氏の帰国であった。そして最後に同氏は、OIML の果たす役割における多国間主義という理念

の重要性を強調し、そのための加盟国の積極的な連携を要請した。 
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の重要性を強調し、そのための加盟国の積極的な連携を要請した。 

3.1.5 財財務務報報告告 

ドネラン氏により、2019年度会計報告、監査人による会計監査、2020年度予算執行の見込み、一部の加

盟国および準加盟国の滞納金について報告があった。総会の延期に伴い、現会計期間（2017～2020 年）

は 2021 年まで延長され、次の会計期間は 2022～2025 年の 4 年間とされた。延長された 2021 年の予算に

ついては、OIML条約第 24条に基づき、年会費を含めて 2020年と同じ予算計画が割り当てられた。予算報

告については、オンラインも含めた研修活動に関する予算支援、そして証明書制度（OIML-CS）のための人

件費や宣伝費に関する支出超過を指摘する声もあった。 

3.1.6 最最終終国国際際文文書書案案とと新新規規ププロロジジェェククトトのの承承認認（（10 月月 21 日日）） 

この委員会で承認された最終文書案と新規プロジェクトの一覧を表 1 に示す。この表の No. 1～7 に示す

文書案について最終承認が求められ、オンライン委員会の後に全てが承認された。ちなみに D 35 と D 36
（No. 6 と 7）については、産総研が事務局とプロジェクト世話人を担当した。またR 60 を改定するプロジェクト

が承認された（No. 8）。これ以外に、これまで ISOと合同で作業が進められていた現行版のR 49（水道メータ

ー: 2013 年）について改定作業の再開を望む声もあったが、明確な結論は出なかった。 

更に BIML は第 54 回 CIML 委員会における議論に基づき、OIML にとって重要な出版物（トップ 10）と
プロジェクトを表 1（No. 9～23）に示す通り提案し、後に承認された。対象となった出版物の選択基準は、

OIML-CSに必要な文書、将来のニーズが予想される文書、広範囲を対象とする普遍的な出版物、OIMLに

とって重要な出版物、RLMO に深く関わる出版物のいずれかであった。 

表表 1：： 第第 55回回CIML委委員員会会でで最最終終承承認認さされれたた出出版版物物、、新新規規ププロロジジェェククトト、、及及びび重重要要なな出出版版物物／／ププロロジジェェ

ククトト 
No. 文文書書番番号号 最最終終承承認認さされれたた出出版版物物のの名名称称 担担当当ししたたププロロジジェェククトト（（幹幹事事国国）） 
1 R 148（新） 非観血非自動血圧計（旧 R 16-1） TC 18/SC 1/p 1（中国） 
2 R 149（新） 非観血自動血圧計（旧 R 16-2） TC 18/SC 1/p 2（中国） 
3 R 150（新） 湾曲した滑り台を用いた連続式積算自動はかり TC 9/SC 2/p 9（英国） 
4 R 129 多次元寸法測定器 TC 7/SC 5/p 1（オーストラリア） 
5 D 1 国家計量制度 － 制度的・法的枠組みの構築 CEEMS/p 4（BIML） 
6 D 35（新） 石油計量表（旧 R 63） TC 8/p 7（日本） 
7 D 36（新） 液体用計量システムを試験するための基準体積管

（旧 R 119） 
TC 8/p 8（日本） 

No. 文文書書番番号号 新新規規ププロロジジェェククトト名名 担担当当 TC/SC（（幹幹事事国国）） 
8 R 60 「ロードセルの計量規定: 2017 年」の改定 TC 9（米国） 

No. 文文書書番番号号 重重要要なな出出版版物物（（トトッッププ 10））ととププロロジジェェククトト 
出出版版物物

*1 
ププロロジジェェ

ククトト*1 
出出版版物物のの名名称称 担担当当 TC/SC 又又ははププロロジジェェククトト（（幹幹

事事国国）） 
9 B 6 ●  OIML 技術作業指針: 2019 年 BIML/SC 3（BIML） 

10 D 1  ● 計量法に関する考察: 2012 年 CEEMS/p 4（BIML）*2 
11 D 11 ●  計量器に対する一般要求事項－

環境条件: 2013 年 
TC 5/SC 1（オランダ） 

12 D 30  ● 法定計量において ISO/IEC OIML-CS/SC 7/p 1（BIML）*2 
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17025 を試験機関の評価に適用

するための指針: 2008 年 
13 D 31 ● ● ソフトウェア制御計量器のための

一般要件: 2019 年 
TC 5/SC 2/p 3（ドイツ）*2 

14 R 23  ● 自動車用タイヤ圧力計: 1975 年 TC 10/p 1（オランダ、ケニア） 
15 R 49 ●  冷温水用水道メーター: 2013 年 TC 8/SC 5（英国） 
16 R 51 ● ● 自動捕捉式はかり: 2006 年 TC 9/SC 2/p 10（インド、イギリス） 
17 R 60 ●  ロードセルの計量規定: 2017 年 TC 9（米国） 
18 R 76 ● ● 非自動はかり: 2006 年 TC 9/SC 1/p 1（フランス、ドイツ） 
19 R 91 ● ● 自動車の速度測定用レーダー装

置: 1990 年 
TC 7/SC 4/p 3（スロベニア、スイ

ス） 
20 R 117 ● ● 水以外の液体用動的計量システ

ム: 2019 年 
TC 8/SC 3/p 4（米国）*2 

21 R 134  ● 走行中の自動車及び軸荷重の自

動はかり: 2006 年 
TC 9/SC 2/p 11（英国） 

22 R 137 ●  ガスメーター: 2012 年 TC 8/SC 7（オランダ） 
23 R xxx  ● （新）自動車排ガス用すす粒子数

（PN）測定器 
TC 16/SC 1/p 4（ドイツ、オラン

ダ） 
*1 ●は重要な出版物／プロジェクトとして選ばれていることを意味する。 
*2 このプロジェクトにより 2019 年以降に新しい文書案が発行されたが、依然として重要と見なされている。 

3.1.7 OIML 機機関関誌誌のの記記事事 

機関誌（Bulletin）への記事の投稿を促進するための仕組みについて議論があった。BIML は各機関誌

に対するメンター（責任者）を募集し、記事を提供するために RLMO や CEEMS と連携することを提案した。

日本も含むメンバーは、査読制度を整備して学術論文の投稿も可能とすることを要望した。ちなみに産総研

は 2020 年 7 月号に、燃料油メーターの不確かさ評価、及び水素ディスペンサーのための R 139 改定プロジ

ェクトに関する二件の記事を提供した。 

3.1.8 OIML 証証明明書書制制度度（（OIML-CS）） 

生産される計量器に対する型式承認結果（証明書）の国際的な相互受入れの仕組みとして、OIML では

1992年に基本証明書制度の運用が開始され、2006年にはMAA（型式評価国際相互受入れ取決めの枠組

み）制度が導入された。そして 2018年 1月には、統一された証明書制度（OIML-CS）が発足した。OIML-CS
では MAA 制度と基本証明書制度が、それぞれ実質的にはスキーム A 及び B として残ったが、全てのカテ

ゴリーをスキーム A へ移行させることを目指している。ここでスキーム A と B の違いは参加資格（ISO/IEC 
17025 及び ISO/IEC 17065）への適合性を証明する方法で、スキーム A では第三者による認証が必須であ

るが、スキームBでは自己宣言で充分である。この制度の対象となる全ての計量器カテゴリーの状況を、表2 
に示す。 

表表 2：： OIML-CS のの運運用用状状況況（（2020 年年以以降降）） 

年年月月 対対象象ととななるる計計量量器器カカテテゴゴリリーー（（括括弧弧内内はは略略称称）） 運運用用状状況況 

2020 年 1 月 R 46（電力量計）, R 49（水道メーター）, R 51（自動捕捉式はかり）, R 
60（ロードセル）, R 76（非自動はかり）, R 117（燃料油メーター），R スキーム A で運用 
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1992年に基本証明書制度の運用が開始され、2006年にはMAA（型式評価国際相互受入れ取決めの枠組

み）制度が導入された。そして 2018年 1月には、統一された証明書制度（OIML-CS）が発足した。OIML-CS
では MAA 制度と基本証明書制度が、それぞれ実質的にはスキーム A 及び B として残ったが、全てのカテ

ゴリーをスキーム A へ移行させることを目指している。ここでスキーム A と B の違いは参加資格（ISO/IEC 
17025 及び ISO/IEC 17065）への適合性を証明する方法で、スキーム A では第三者による認証が必須であ

るが、スキームBでは自己宣言で充分である。この制度の対象となる全ての計量器カテゴリーの状況を、表2 
に示す。 

表表 2：： OIML-CS のの運運用用状状況況（（2020 年年以以降降）） 

年年月月 対対象象ととななるる計計量量器器カカテテゴゴリリーー（（括括弧弧内内はは略略称称）） 運運用用状状況況 

2020 年 1 月 R 46（電力量計）, R 49（水道メーター）, R 51（自動捕捉式はかり）, R 
60（ロードセル）, R 76（非自動はかり）, R 117（燃料油メーター），R スキーム A で運用 

137（ガスメーター） 

2020 年 7 月 R 61（充てん用自動はかり）, R 85（自動液面計）, R 129（多次元寸

法器） 

スキーム B から 
スキーム A へ移行 

2021 年 1 月 

R 21（タクシーメーター）, R 35（長さ計）, R 50（積算自動はかり）, R 
58（騒音計）, R 59（穀物水分計）, R 75（積算熱量計）, R 81（低温液

体計量）, R 88（積分騒音計）, R 93（レンズメーター）, R 99（排ガス

測定器）, R 102（音響校正器）, R 104（純音オーディオメータ）, R 
106（貨車用自動はかり）, R 107（不連続式積算自動はかり）, R 110
（圧力天びん）, R 122（語音オーディオメータ）, R 126（呼気分析

計）, R 128（脚力測定器）, R 133（ガラス製温度計）, R 134（自動車

用軸重計）, R 136（皮革面積計）, R 139（CNG 計量システム）, R 
143（SO2 測定器）, R 144（CO・NOx 測定器）, R 145（眼圧計）, R 146
（蛋白質計）, R 148（非自動血圧計）, R 149（自動血圧計） 

R 150（湾曲した滑り台を用いた自動はかり） 
スキーム B で運用 

2023 年 スキーム A へ移行 

OIML-CS は運営委員会（MC）、審査委員会（RC）、裁定委員会（BoA）、試験機関フォーラム（TLF）、メ
ンテナンス・グループ（MG）の連携により運営されている。その中核となる MC には産総研メンバーも参加し

ており、2020 年 3 月にインドで予定されていた MC 会議の代替となる複数のオンライン会議に参加して意見

を提出した。 

この委員会では、MC 委員長代理であるオーストリアのビル・ロイジデス（Bill Loizides）氏から OIML-CS
に関する報告が行われた。MC は 6 月のオンライン会議において MC 委員長に英国のマニー・パネサー

（Mannie Panesar）氏を推薦し、更にロイジデス氏を MC 副委員長として推薦した。パネサー氏は、この委員

会で自己紹介を行った。そしてこれら二人の候補は、後ほどオンラインで承認された。 

MC から CIML 委員会への提言が行われた。当初、MC 内で米国他は各計量器への証明書番号の記載

（印字）を許すことを要求したが、日本も含む他の MC メンバーはこの提案に反対した。そこで MC は妥協案

として全ての、OIML 出版物から証明書番号の記載に関する記述を削除することを提案し、この委員会の後

に承認された。これは「沈黙を守る」提案と呼ばれ、今後 BIML と MC が連携して全ての OIML 出版物を精

査し、必要な部分を修正する作業を行う。更に MC は、OIML 証明書の発行機関に対する要求事項である

ISO/IEC 17065（適合性評価機関への要求事項）の代替として、ISO/IEC 17020（検査機関への要求事項）を

認めることを検討していると報告したが、明確な結論は出なかった。 

3.1.9 CEEMS 諮諮問問部部会会にによよるる報報告告 

第 48回委員会では、中国の提案により途上国を対象としたCEEMS（計量制度の整備途上にある国及び

経済圏）のための諮問部会（AG）が発足した。これ以降、OIML は開発途上国に対して CEEMS という略称

を使い、この諮問部会の活動に協力している。その後、同諮問部会は OIML 研修センターを中国に設立し

てセミナーや研修を主催している。途上国を支える OIML の動きとしては、既に第 50 回と第 53 回の委員会

において CEEMS を支援する OIML の活動方針が決議されている。 

第 54 回委員会では中国 SAMR が担当していた AG 議長が退任し、後継者として元 CIML 委員長でも

ある英国のピーター・メイソン（Peter Mason）氏が議長に、ドイツ PTB （物理工学研究所）のピーター・ウルビ
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ック（Peter Ulbig）博士が副議長に就任した。今回の CIML 委員会に先立って、AG 会議がオンラインで開催

された。そしてこの委員会ではメイソン氏が AG の担当文書である D 1（国家計量制度）、D 14（法定計量従

事者の養成）、D 19（型式評価と型式承認）、D 20（計量器の初期・後続検定）、B 19（AG 付託事項）、B 21
（OIML 研修センター）の改定作業、COVID-19 への対策、電子教材の整備、AG メンバーの変遷などにつ

いて活動報告を行った。 

3.1.10 RLMO 円円卓卓会会議議議議長長にによよるる報報告告 

事前にオンラインで行われた地域法定計量機関（RLMO）円卓会議の報告が、産総研の三木氏に代わ

って今回から新たに議長を務める第一副委員長のアーリック氏により行われた。ここには AFRIMETS, 
APLMF, COOMET, GULFMET, SIM, WELMEC, SAARCの代表が参加した。アーリック氏はRLMOを積極

的に支援する姿勢を示し、その報告は RLMO 相互の連携促進、円卓会議への報告書の書式の共通化、

OIML 機関誌への情報提供、COVID-19 への対策とオンライン会議・研修の普及、電子教材の整備、

OIML-CS への参加促進、CEEMS AG との連携、新たな RLMO 中間会合の提案、RLMO ホームページの

作成、OIML B 12（OIML と他機関の連携）を補足する文書の作成など、多岐にわたった。 

3.1.11 連連携携機機関関ととのの活活動動（（リリエエゾゾンン））にに関関すするる報報告告 

委員長により連携する機関である BIPM、CECIP、IAF、ILAC、ISWIM に関する短い報告が行われ、各

機関の報告書がホームページに掲載された。例年行われる各機関の代表による報告は行われなかった。 

3.1.12 OIML にによよるる表表彰彰（（10 月月 22 日日）） 

OIML 功労賞（メダル）が松本毅氏（国際計量室）に、感謝状が米国のラルフ・リヒター（Ralph Richter）氏
及びドイツのミヒャエル・リンカー（Michael Rinker）氏とペーター・ウルビック（Peter Ulbig）氏に、CEEMS 賞が

インドネシアの法定計量機関（DoM）へ授与された。 

3.1.13 今今後後のの CIML 委委員員会会 

第 16回OIML総会と第 56回CIML委員会については、2020年のホスト国となるはずだった中国が 2021
年 10 月に蘇州市で開催することを提案した。 

3.1.14 そそのの他他のの案案件件 

委員会終了後の全ての決議案に対するオンライン投票の手続きについて、改めてBIMLより詳細な説明

が行われた。また議事次第になかった案件として、医療機器（体温計や血圧計等）に関する計量管理、及び

他の国際機関との連携について議論があった。 

3.2 第第 27 回回 APLMF 総総会会のの報報告告 

APLMF（アジア太平洋地域法定計量フォーラム）は OIML と連携する RLMO である。APLMF は 1994
年に APEC 加盟国を中心にオーストラリアを議長国として発足し、その後議長・事務局は産総研（2002～
2007年）と当時の中国AQSIQ（2007～2015年）を経て、ニュージーランドの法定計量機関（MBIE）へ移った。

総会は APLMF の最高決定機関であり、加盟経済圏において毎年開催されている。第 27 回 APLMF 総会

は当初フィリピンで予定されていたが、COVID-19 への懸念から初めて Zoom を利用したオンライン形式で
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作成、OIML B 12（OIML と他機関の連携）を補足する文書の作成など、多岐にわたった。 

3.1.11 連連携携機機関関ととのの活活動動（（リリエエゾゾンン））にに関関すするる報報告告 

委員長により連携する機関である BIPM、CECIP、IAF、ILAC、ISWIM に関する短い報告が行われ、各

機関の報告書がホームページに掲載された。例年行われる各機関の代表による報告は行われなかった。 

3.1.12 OIML にによよるる表表彰彰（（10 月月 22 日日）） 

OIML 功労賞（メダル）が松本毅氏（国際計量室）に、感謝状が米国のラルフ・リヒター（Ralph Richter）氏
及びドイツのミヒャエル・リンカー（Michael Rinker）氏とペーター・ウルビック（Peter Ulbig）氏に、CEEMS 賞が

インドネシアの法定計量機関（DoM）へ授与された。 

3.1.13 今今後後のの CIML 委委員員会会 

第 16回OIML総会と第 56回CIML委員会については、2020年のホスト国となるはずだった中国が 2021
年 10 月に蘇州市で開催することを提案した。 

3.1.14 そそのの他他のの案案件件 

委員会終了後の全ての決議案に対するオンライン投票の手続きについて、改めてBIMLより詳細な説明

が行われた。また議事次第になかった案件として、医療機器（体温計や血圧計等）に関する計量管理、及び

他の国際機関との連携について議論があった。 

3.2 第第 27 回回 APLMF 総総会会のの報報告告 

APLMF（アジア太平洋地域法定計量フォーラム）は OIML と連携する RLMO である。APLMF は 1994
年に APEC 加盟国を中心にオーストラリアを議長国として発足し、その後議長・事務局は産総研（2002～
2007年）と当時の中国AQSIQ（2007～2015年）を経て、ニュージーランドの法定計量機関（MBIE）へ移った。

総会は APLMF の最高決定機関であり、加盟経済圏において毎年開催されている。第 27 回 APLMF 総会

は当初フィリピンで予定されていたが、COVID-19 への懸念から初めて Zoom を利用したオンライン形式で

開催された。日程は 2020 年 12 月 3～4 日で、日本時間では初日が 10:00～11:30、二日目が 10:00～12:00
に実施された。この総会には 20 の正加盟経済圏のうち、香港を除いた 19 の経済圏から約 60 名がオンライ

ンで参加した。日本からは経済産業省から 2 名、産総研から 5 名、日本計量機器工業連合会から 2 名が、

主に産総研の本部から参加した。 

3.2.1 セセミミナナーー（（12 月月 3 日日）） 

以下の三つの講演が提供され、終了後にそのビデオが APLMF ホームページに掲載された。 

3.2.1.1 法法定定計計量量ににおおけけるるソソフフトトウウェェアアのの検検証証（（ママレレーーシシアア）） 

マレーシア SIRIM 傘下の NMIM（国家計量標準機関）のムハンマド・アズワン・イブライム（Muhammad 
Azwan Ibrahim）氏が計量器ソフトウェアの検証に関する話題を提供した。なお同国は、2021 年後半に

APEC 予算を使ったソフトウェア・ワークショップを計画している。 

3.2.1.2  CTT ののたためめのの市市場場調調査査ププロロジジェェククトト 

オーストラリア NMIA（国家計量標準機関）のダリル・ハイネス（Daryl Hines）氏が、このプロジェクトに関す

る現状報告を行った。この講演は、第 26 回総会でオーストラリアが提案した型式適合性（CTT）のための市

場調査に関する新しいプロジェクトの経過報告であった。これはアジア地域の OIML-CS の試験機関が既に

他国で型式承認を受けた計量器について自己予算で再試験し、その結果を共有するというものである。 

3.2.1.3  IoT とと計計量量機機器器ののネネッットトワワーークク化化のの進進展展 

CIML 委員長でもあるシュワルツ氏が話題を提供した。その内容は IoT（物のインターネット）と情報工学

（IT）を利用した第4次産業革命（Industry 4.0）、及びそれが計量制度を含む近未来の社会基盤（QI）に与え

得る革命の可能性に関するものであった。 

3.2.2 APLMF 総総会会（（12 月月 4 日日）） 

議長であるニュージーランドMBIEのステファン・オブライアン（Stephen O’Brien）氏が挨拶を行い、更にこ

のオンライン総会の経緯やその進め方について説明を行った。それに続いて、正加盟経済圏のみが参加し

て議事が進行された。 

3.2.3 連連携携機機関関にによよるる報報告告 

まずAPMP（アジア太平洋計量計画）のDEC（途上国委員会）を代表してオーストラリアNMIAのアンジェ

ラ・サミュエル（Angela Samuel）氏が報告を行った。主な内容は、APMP のメンバー紹介、戦略計画、

COVID-19 への対応、MEDEA プロジェクトへの対応、DEC の活動報告であった。 

ドイツ PTB からはウエ・ミエスナー（Uwe Miesner）氏、及びコリーナ・ヴェイゲルト（Corinna Weigelt）氏より、

PTB の国際活動、実施中の PTB プロジェクトである MEDEA 2 の紹介が行われ、それに続いて後継となる

MEDEA 3 プロジェクト（2021 年 5 月～2024 年 4 月）の紹介があった。 
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更に OIML を代表して BIML 局長のドネラン氏が、オンラインで実施された第 55 回 CIML 委員会、加盟

国の推移、OIML-CS の進展、出版物の承認、他機関との連携、電子研修への対応について活動報告を行

った。 

3.2.4 議議長長とと事事務務局局のの報報告告 

議長のオブライアン氏が、加盟経済圏の変遷、戦略計画の改定、議長・事務局のマレーシアへの移行、

COVID-19 への対応、OIML、RLMO、APEC、APMP などの関係機関との連携、CEEMS の支援、MEDEA
プロジェクトの状況について報告を行った。事務局のアリ・スミス（Alli Smith）氏からは 2019 年度の会計報告、

及び 2020 年度会計の経過報告が行われた。ちなみに APLMF は、5 つのカテゴリーに分かれた加盟経済

圏の分担金で運営されている。 

第 25 回総会（2018 年）の合意により準加盟経済圏に対しても新たに分担金が請求されることになったた

め、長い間連絡が取れていないチリが準加盟経済圏からオブザーバーに降格されたという報告があった。

事務局は、未払いがある他の経済圏にも催促を続ける。 

3.2.5 研研修修ココーーデディィネネーータターーのの報報告告 

以前から APLMF は研修活動に力を入れており、事務局において研修コーディネーターを担当するオー

ストラリアのマリアン・ヘアー（Marian Haire）氏が、その活動について報告した。主な内容は、PTB が推進す

る CABUREK プロジェクトとの連携、各 WG（作業部会）における電子教材の作成作業、オンラインによる研

修活動の継続であった（表 3 を参照）。電子教材は、非自動はかり、燃料油メーター、包装商品検査方法、

穀物水分計、機械式はかり、トラック・スケール、タクシーメーター、電力量計、大流量石油流量計、

OIML-CS について作成作業が進行中である。 

終わりつつある MEDEA 2 プロジェクトの評価が行われ、その中で CABUREK の実施モデルの推奨、政

府と連携するための計量機関指導者の資質、個人だけではなく組織のための研修や教育、得られた知識の

有効な運用、モニタリングと評価（M+E）を用いたプロジェクト運用手法が重要な課題として挙げられた。そし

て後継となる MEDEA 3 プロジェクトにおいては、国連が提唱する SDGs（持続可能な開発目標）への貢献、

及び世界銀行が提唱するデジタル技術による発展のためのツールキットの利用が提案された。なおヘアー

氏は以前から引退する意思を表明しており、2021 年には後継者の募集が行われる予定である。またウェッ

ブ・ポータル（案内サイト）に関する新しい WG も提案され、メンバーが募集された。 

表表 3：：APLMF 研研修修のの一一覧覧（（2019 年年以以降降）） 
研研修修等等のの題題目目 日日程程（（年年/月月/日日）） 開開催催地地 講講師師・・参参加加者者 

移動中の計量システム（WIM）の検定に関する研修 2022 年 （オンライン） マレーシア 
コンベヤスケールに関する研修 2022 年 （オンライン） オーストラリア 
ソフトウェアの型式承認に関する研修 2021/12 （オンライン） マレーシア、他 
事例研究の作成（APMP と合同） 2021/5-6 （オンライン） Laurie Winkless 氏（ニュージ

ーランド） 
包装商品に関する研修 2021/3/3, 10, 

17, 24 
（オンライン） インドネシア、ニュージーラン

ド 
大流量石油計量システムに関する研修 2021/2/22-25 （オンライン） オーストラリア 
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更に OIML を代表して BIML 局長のドネラン氏が、オンラインで実施された第 55 回 CIML 委員会、加盟

国の推移、OIML-CS の進展、出版物の承認、他機関との連携、電子研修への対応について活動報告を行

った。 

3.2.4 議議長長とと事事務務局局のの報報告告 

議長のオブライアン氏が、加盟経済圏の変遷、戦略計画の改定、議長・事務局のマレーシアへの移行、

COVID-19 への対応、OIML、RLMO、APEC、APMP などの関係機関との連携、CEEMS の支援、MEDEA
プロジェクトの状況について報告を行った。事務局のアリ・スミス（Alli Smith）氏からは 2019 年度の会計報告、

及び 2020 年度会計の経過報告が行われた。ちなみに APLMF は、5 つのカテゴリーに分かれた加盟経済

圏の分担金で運営されている。 

第 25 回総会（2018 年）の合意により準加盟経済圏に対しても新たに分担金が請求されることになったた

め、長い間連絡が取れていないチリが準加盟経済圏からオブザーバーに降格されたという報告があった。

事務局は、未払いがある他の経済圏にも催促を続ける。 

3.2.5 研研修修ココーーデディィネネーータターーのの報報告告 

以前から APLMF は研修活動に力を入れており、事務局において研修コーディネーターを担当するオー

ストラリアのマリアン・ヘアー（Marian Haire）氏が、その活動について報告した。主な内容は、PTB が推進す

る CABUREK プロジェクトとの連携、各 WG（作業部会）における電子教材の作成作業、オンラインによる研

修活動の継続であった（表 3 を参照）。電子教材は、非自動はかり、燃料油メーター、包装商品検査方法、

穀物水分計、機械式はかり、トラック・スケール、タクシーメーター、電力量計、大流量石油流量計、

OIML-CS について作成作業が進行中である。 

終わりつつある MEDEA 2 プロジェクトの評価が行われ、その中で CABUREK の実施モデルの推奨、政

府と連携するための計量機関指導者の資質、個人だけではなく組織のための研修や教育、得られた知識の

有効な運用、モニタリングと評価（M+E）を用いたプロジェクト運用手法が重要な課題として挙げられた。そし

て後継となる MEDEA 3 プロジェクトにおいては、国連が提唱する SDGs（持続可能な開発目標）への貢献、

及び世界銀行が提唱するデジタル技術による発展のためのツールキットの利用が提案された。なおヘアー

氏は以前から引退する意思を表明しており、2021 年には後継者の募集が行われる予定である。またウェッ

ブ・ポータル（案内サイト）に関する新しい WG も提案され、メンバーが募集された。 

表表 3：：APLMF 研研修修のの一一覧覧（（2019 年年以以降降）） 
研研修修等等のの題題目目 日日程程（（年年/月月/日日）） 開開催催地地 講講師師・・参参加加者者 

移動中の計量システム（WIM）の検定に関する研修 2022 年 （オンライン） マレーシア 
コンベヤスケールに関する研修 2022 年 （オンライン） オーストラリア 
ソフトウェアの型式承認に関する研修 2021/12 （オンライン） マレーシア、他 
事例研究の作成（APMP と合同） 2021/5-6 （オンライン） Laurie Winkless 氏（ニュージ

ーランド） 
包装商品に関する研修 2021/3/3, 10, 

17, 24 
（オンライン） インドネシア、ニュージーラン

ド 
大流量石油計量システムに関する研修 2021/2/22-25 （オンライン） オーストラリア 

電力量計と EV 充電施設の検定と型式承認に関

する研修 
2021/1/18-21 （オンライン） 中国、韓国 

事例研究ワークショップ（APMP と合同） 2020/6/19  （オンライン） Laurie Winkless 氏 
血圧計の校正と試験に関する研修 2019/11/11-15 マレーシア ドイツ、台湾、マレーシア 
水道メーター型式承認と検定に関する研修 2019/10/15-18 マレーシア マレーシア、オーストラリア 
証明書制度に関するセミナー （OIML と合同） 2019/7/15-17 中国、杭州 OIML & APLMF 加盟国 

3.2.6. 作作業業部部会会（（WG））のの活活動動紹紹介介 

APLMF には 6 つの作業部会（WG）があり、通常は総会前に WG 総会が開催されているが、2020 年の

WG 総会は事前にオンラインで開催された。この総会ではヘアー氏から各 WG の活動報告が行われ、WG
の報告書はホームページに掲載された。各 WG の概要は以下の通りである。 

3.2.6.1 農農産産物物品品質質計計測測 WG 

産総研は 2001 年にこの WG を設立したが、その役割は 2017 年にタイとマレーシアに引き継がれた。こ

のWGは穀物水分計の標準試験方法と既存の穀物水分計ガイド文書（2017年）を統合して改訂する作業を

行っている。この総会では、タイCBWMのスラチャイ・サンジカウ（Surachai Sangzikaw）氏が主査の役割を終

え、マレーシア NMIM のハスリナ・ビテ・アブドゥール・カディール（Haslina bte Abdul Kadir）氏がその後を継

いだ。 

3.2.6.2 包包装装商商品品 WG 

この WG は長年ニュージーランドが担当していたが、2018 年にインドネシア DoM に引き継がれた。この

WG では、包装商品を担当する OIML TC 6 の活動について報告を行っている。また多くの包装商品研修

を実施しており、2021 年にもオンライン研修を予定している。 

3.2.6.3 非非自自動動ははかかりりにに関関すするる WG 

これは 2018 年の総会で設立された新しい WG である。主査はマレーシア NMIM が担当し、主な活動は

機械式はかりと大型はかり（トラック・スケール）を対象とした電子教材の作成ある。この総会では、その作業

状況に関する報告があった。 

3.2.6.4 ユユーーテティィリリテティィ・・メメーータターーWG 

主査は長年カナダの法定計量機関が担当していたが、2018 年より中国 SAMR に引き継がれた。この

WG はユーティリティ・メーター （電力計、ガスメーター、水道メーター等）に関する研修や OIML 活動の報

告を行っており、2021 年 1 月には電力量計に関するオンライン研修も予定している。 

3.2.6.5 計計量量管管理理制制度度 WG 

この WG も中国 SAMR が担当し、計量に関わる各経済圏の管理体制、管理システム、及び APLMF 経

済圏における計量管理のモデルとなるガイド文書を作成している。最近は中国に研修生を招くための奨学

金制度を提供し、更に OIML 研修センターと連携した研修を実施している。 
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3.2.6.6 OIML 証証明明書書制制度度 WG  

この WG は、かつて米国が担当し 2017 年に廃止された MRA（相互認証）に関する WG を継ぐもので、

現在は中国 SAMR が担当する。この WG は OIML 証明書制度の動向を APLMF 経済圏に伝え、これらの

制度への参加を促すことを目的としている。2020 年には加盟経済圏に対する調査を実施し、その結果を分

析して電子教材の作成作業を開始した。 

3.2.7 経経済済圏圏報報告告 

例年はポスター形式で行われる加盟経済圏からの報告のための時間はなく、我が国も含む一部の経済

圏による報告書が APLMF ホームページに掲載された。 

3.2.8 今今後後のの総総会会 

2021 年の第 28 回 APLMF 総会は、11 月に再びオンラインで開催される予定である。それ以降の総会に

ついては 2022年にフィリピン、2023年に台湾、2024年にオーストラリア、2025年にマレーシア、2026年に韓

国、2027 年にシンガポールが立候補している。 

3.2.9 表表彰彰 

APLMF 功労賞（Service Award）が、タイの代表であり、2017 年以降に農産物品質測定 WG の主査を担

当したスラチャイ・サンジカウ氏に授与された。 

3.2.10 決決議議事事項項のの確確認認 

議長のオブライアン氏が全ての決議事項について最終確認を行った。その主な内容は、議長・事務局の

マレーシアへの移行、2020 年に OIML 表彰を受けたメンバーへの祝辞と APLMF 功労賞の発表、オンライ

ンによる第 28 回総会の開催、事務局による会計報告と戦略計画の改定作業、2021 年の活動計画、加盟経

済圏の推移であった。 

3.2.11 議議長長とと事事務務局局ののママレレーーシシアアへへのの引引きき継継ぎぎ 

前回の総会で合意された議長のマレーシアへの引き継ぎが総会の最後に行われ、新しい議長であり、

MMIM 所長でもあるオスマン・ザカリア（Osman Zakaria）博士が挨拶を行った。事務局については当面の間

ニュージーランドが担当し、2021 年前半にマレーシアへの移行作業が行われる。新しい事務局は、NMIM
が法定計量担当機関である MDTCA（国内貿易・消費者省）と連携しながら担当する予定である。 

3.3 おおわわりりにに 

世界中が COVID-19 による激変に見舞われており、それは計量分野の国際機関にとっても同じであった。

OIMLとAPLMFを含む多くの国際機関は歴史上初めてオンライン形式で年次総会を実施せざるを得ず、こ

の形態は次回も続く可能性がある。それでも両機関共に周到な準備作業を行い、初回にしては極めて成功

裏に終わったと言える。これは今後の新しい時代において、IT 技術を活用した新しいコミュニケーションの形

となるのかも知れない。 

 

－ 186 －



3.2.6.6 OIML 証証明明書書制制度度 WG  

この WG は、かつて米国が担当し 2017 年に廃止された MRA（相互認証）に関する WG を継ぐもので、

現在は中国 SAMR が担当する。この WG は OIML 証明書制度の動向を APLMF 経済圏に伝え、これらの

制度への参加を促すことを目的としている。2020 年には加盟経済圏に対する調査を実施し、その結果を分

析して電子教材の作成作業を開始した。 

3.2.7 経経済済圏圏報報告告 

例年はポスター形式で行われる加盟経済圏からの報告のための時間はなく、我が国も含む一部の経済

圏による報告書が APLMF ホームページに掲載された。 

3.2.8 今今後後のの総総会会 

2021 年の第 28 回 APLMF 総会は、11 月に再びオンラインで開催される予定である。それ以降の総会に

ついては 2022年にフィリピン、2023年に台湾、2024年にオーストラリア、2025年にマレーシア、2026年に韓

国、2027 年にシンガポールが立候補している。 

3.2.9 表表彰彰 

APLMF 功労賞（Service Award）が、タイの代表であり、2017 年以降に農産物品質測定 WG の主査を担

当したスラチャイ・サンジカウ氏に授与された。 

3.2.10 決決議議事事項項のの確確認認 

議長のオブライアン氏が全ての決議事項について最終確認を行った。その主な内容は、議長・事務局の

マレーシアへの移行、2020 年に OIML 表彰を受けたメンバーへの祝辞と APLMF 功労賞の発表、オンライ

ンによる第 28 回総会の開催、事務局による会計報告と戦略計画の改定作業、2021 年の活動計画、加盟経

済圏の推移であった。 

3.2.11 議議長長とと事事務務局局ののママレレーーシシアアへへのの引引きき継継ぎぎ 

前回の総会で合意された議長のマレーシアへの引き継ぎが総会の最後に行われ、新しい議長であり、

MMIM 所長でもあるオスマン・ザカリア（Osman Zakaria）博士が挨拶を行った。事務局については当面の間

ニュージーランドが担当し、2021 年前半にマレーシアへの移行作業が行われる。新しい事務局は、NMIM
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第４章 海外計量専門家の招へい 
 

4.1 海外計量専門家の招へい及び講演会の開催 

１． 目的・背景 

法定計量に関する国際標準化事業の一環として、法定計量に関する課題を抽出し、勧告文書

等の案が策定される背景、技術的内容、諸外国の法定計量制度の実態及び動向等を調査把握す

るため、これまで海外機関から計量関係者を招へいして講演会を開催してきている。 

今年度は、新型コロナウィルス感染拡大の影響により、例年通りの実施は難しいため、招へ

い事業の一環としてオンライン国際セミナーの開催を行った。 

具体的には、欧州の中でも IT 技術を使用した次世代の計量制度について積極的なドイツの

国立物理工学研究所（Physikalisch-Technische Bundesanstalt ／ PTB）との間でインターネ

ットによる中継を用いた講演会を開催することとした。そして「デジタル適合性評価証明書を

含む計量におけるデジタル化全般に関する概要」、「デジタル校正証明書の現状に関する概要」、

「人工知能時代における検定の未来」をテーマに講演会を開催した。 

また、本セミナーでは日本側からも国際法定計量調査研究委員会 高辻 利之委員長（国立研

究開発法人 産業技術総合研究所）及び同研究所の 2 名の研究者から、「情報技術の活用による

計測の信頼性向上」をテーマに講演が提供された。 

 
２． オンライン国際セミナー（講演会）開催 

日時：2020 年 10 月 9 日（金）15 時～18 時 

会場：グランドヒル市ヶ谷 

テーマ：IT 技術を使用した次世代の法定計量制度 

講師 

〇Dr. Peter ULBIG 

ドイツ国立物理工学研究所（Physikalisch-Technische Bundesanstalt ／ PTB） 

国際法定計量部門 部門長 

〇Dr. Sascha EICHSTAEDT 

PTB デジタル化技術の調整グループ（PSt 1） コーディネーター 

〇Dr. Siegfried HACKEL 

PTB デジタル化に関するプロジェクト 1 リーダー 

〇高辻 利之 氏 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

研究戦略部 上席イノベーションコーディネータ 
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〇城野 克広 氏 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 データサイエンス研究グループ 

〇竹川 尚希 氏 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 計量標準総合センター 

工学計測標準研究部門 気体流量標準研究グループ 

 
   講演会資料は、巻末資料５―１～５－４に掲載する。 
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３．講演プログラム 

  

Time 
時時間間 

（（German Time）） 

Details 
内内容容 

Speaker 
講講演演者者 

15:00 – 15:05 
（8:00－8:05） 

Welcome address by METI (Ministry of Economy, Trade 
and Industry) of Japan 
Introduction of the German and Japanese experts 
経済産業省による歓迎の挨拶 
日独専門家の紹介 

Representative of METI and 
German speakers 
経済産業省の代表及びドイツ

の講演者 

15:05 – 17:05 
（8:05-10:05） 

DDiiggiittaall  ttrraannssffoorrmmaattiioonn  iinn  mmeettrroollooggyy  
From digital certificates to the Metrology Cloud 
計測におけるデジタル・トランスフォーメーショ

ン 
デジタル証明書から計測クラウドまで 

Dr. Sascha EICHSTAEDT, 
PTB (Physikalisch Technische 
Bundesanstalt) in Germany 
サシャ・アイヒシュタット博士 

TThhee  DDiiggiittaall  CCaalliibbrraattiioonn  CCeerrttiiffiiccaattee  ((DDCCCC))      
デジタル校正証明書（DCC） 

Dr. Siegfried HACKEL, PTB 
ジークフリート・ハッケル博士 

What about the future of verification in times of AI? 
人工知能時代における未来の検定はどうなるのか？ 

 Dr. Peter ULBIG, PTB  
ペーター・ウルビック博士 

17:05 – 17:15 
（10:05－10:15） 

Coffee break／休憩 

17:15 – 17:50 
（10:15－10:50） 

Improve reliability of measurement with the aid of 
information technology 
情報技術の活用による計測の信頼性向上 

Dr.  Toshiyuki 
TAKATSUJI, NMIJ 
(National Metrology 
Institute of Japan) / AIST  
高辻 利之氏       

Dr.  Katsuhiro SHIRONO, 
NMIJ/AIST 
城野 克広氏       
Mr.  Naoki TAKEGAWA, 
NMIJ/AIST 
竹川 尚希氏 

17:50 – 18:00 
（10:50－11:00） 

Final discussion 
最終的な質疑応答 

  
 

18:00 
(11:00) 

Closing of seminar 
 セミナーの閉会 
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４．主な概要 

ドイツ・PTB からのプレゼンテーションの前に、ペーター・ウルビック博士から PTB の法定計

量におけるデジタル化への取組みに関する紹介が行われた。 

PTB は 2016 年に 15 名の著名な教授たちによる評価を受け、その報告書において、PTB で

のデジタル化が十分ではないとの記載があった。それが契機となり、以前よりもデジタル化に

邁進することになった。 

今回講演を行ったサシャ・アイヒシュタット博士は計量分野のデジタル化について何をすべきか

調査を行い、その結果は PTB の Web サイトに公表された（国際的にも情報共有された）。そ

れを基に、色々なアイディアが出されたが、その一つが「デジタル校正証明書」を作ることで

あった。ジークフリート・ハッケル博士は本分野の専門家である。 

また、PTB ではデジタル化における法定計量の将来について、かなりの議論を行った。その

中で 10 年後には、もしかしたら法定計量はなくなっているのではないか、という意見もあっ

た。 

一方で、デジタル化は革命的な変化をもたらし我々の生活は大きく変わるだろうが、法定計

量や検定は、形は変わっても違っても必要であり続けるだろうとの意見もあった。 

未来の検定制度に関する考え方については（３）で紹介する。 

 
（１）計測におけるデジタル・トランスフォーメーション（デジタル化による大きな変革）／サ

シャ・アイヒシュタット博士 

・ 現在は、計量器と接続しているデバイスの数が爆発的に増加し、複雑性も増している。例え

ば、車全体では何百というセンサーを搭載しているが、ユーザーの視点では、ダッシュボー

ドに一つのアイコン表示が出るのみである。この複雑なシステムの評価をどのようにすれ

ばよいのか。特に産業界の生産ネットワークの場合や自動運転の場合は、どう評価すれば

いいのかを考える。 

・ 一つのセンサーだけでなく、ネットワーク全体を把握する必要がある。 

・ デジタルセンサーには、セキュリティシステムを最初から織り込んでおく。 

・ SI ユニットでのデータ転送においては予知保全をする。SI ベースではない、例えば品質ク

ラスのような分類、法定の産業用の計量なども統合して考える。 

・ 計量のデジタル化は複雑であるので、以下の原則を必要とする。 

原則 1 は、「計測の均一性を担保する」ということである。これは、データやアルゴリズムの信

頼性につながるものである。 

原則 2 はホリスティック（包括的）なアプローチである。これは法定計量から産業計量にいた

るまでの範囲を対象とする、デジタル化も含めた一貫性のある概念である。 

原則 3 はメトロロジー・バイ・デザイン（計量器の中に信頼性のある設計）を織り込むことで
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４．主な概要 
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ある。 

原則 4 はスケーラビリティ（拡張の可能性）である。計量器の数が増えた場合にあわせて、よ

り大きなシステムになった場合も対応できるようにしておく必要がある。 

・ デジタルなインフラの提供、即ちデジタル適合性評価証明書（CoC）にも力を入れている。

これはデジタル校正証明書（DCC）と似ているが、機械が読むことができるデータの提供

を目的としている。CoC と他の証明書、特に DCC とのコンパティビリティの確保が必要

である。また DCC の原則をできるだけ再利用する。 

・ 相互承認のための各国間の調和化が必要。 

・ 今後の課題： 

① 国際的に EU を超えて相互承認できるか否かという点については、まだ答えが出ていな

い。 

② デジタル適合性評価証明書（D-CoC）をどのように展開するか。 

・ 適合性評価のデジタル証明書に関する今後のロードマップについては巻末資料５－１を参

照。 

・ 公認機関、製造事業者、ユーザーの色々なデータを連携させなくてはならない。データが紙

ベースである機関等もあるので、計量クラウドでつなぐことが必要。 

・ 計量クラウドに全てのデータを格納できるだけでは充分ではなく、データベースへのアク

セスの共有などのサービスが提供されなければならない。 

・ 複数のデータベースを統合することにより、計量プロセスの効率化が進むことになる。参

照すべきアーキテクチャについては、新しい計量器への統合を目指して作成中である。 

・ 標準化されたコンピュータ（Nord
ノ ー ド

）のネットワークが計量クラウドを形成する。 
・ データベースはウェブ・フロントエンドで暗号化され、セキュリティが担保される。 

・ アクセスする人の役割（所属等）によって、データベースの異なる情報を見ることが可能と

なる。 

・ 計量クラウドには、測定データではなく管理されたデータを格納する。 

・ デジタル証明書や計量クラウドはデジタル変革（DX）の一環であり、最終的にはユーザー

により良いサービスを提供するのが目的である。 

 
（２）デジタル校正証明書（DCC）／ジークフリード・ハッケル博士 

・ ドイツの校正のピラミッドでは、その頂点に NMI である PTB があり、次に校正機関や校

正検査室などがある。世界の各国でも NMI を頂点としたピラミッドがあり、一般的に NMI

では測定の不確かさがはるかに小さい。 

・ 第 1 の基礎は、標準と基準である。アナログの校正証明書は DCC にも有効であるが、デジ

タルな SI がベースとなる。校正における重要な要素としての不確かさのガイド（GUM）
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も、DCC では考慮される。DCC の出力であるレポートは、ISO/IEC 17025「試験所及び

校正機関の能力に関する一般要求事項」に準拠している。 

・ 第 2 の基礎は、DCC 内の階層構造である。まず事務データは、アナログ校正証明書の最初

の 1 ページ目に記載される内容である。例えば、校正対象、校正者、校正日時などの情報

である。厳格に規制されている分野、又は十分に規制され得る分野では、校正の結果も規制

される。 

・ DCC ではデジタル SI（D-SI）を適用し、SI 単位系を用いるように規定している。通信間

での混乱を避けるため、一次的な表現は常にSI単位としている。混乱は稀なことではなく、

大きな損害に繋がる事例もあるので、SI 単位系の順守が重要である。 

・ DCC の設計は最後のディテールまで詳細に規定するものではない。多様な分野の校正証明

書があるので、詳細に規定することはできない。 

・ 未開拓の分野で今後重要となるのが、同様な用途における結果を共有する手段である「グ

ット・プラクティス・アプリケーション」と呼ばれる手法の開発である。 

・ 第 3 の基礎は規制外の内容、つまり校正とはあまり関係のない内容であり、「コメント」と

呼ばれている。例えば、校正の請求書に関する情報などが格納される。 

・ 第４の基礎は人間が読める部分である。SI 単位以外の単位系があれば、ここで表示する。

例えば、医療分野の水銀柱 mmHg を使った血圧計などである。 

・ 第 5 の基礎は、XML（拡張可能なマークアップ言語）である。これは国際的にも有用性が

認められているデータ交換のフォーマットで、20年前から使用されている標準規格である。

文章を扱うのに最適で頻繁に使用される。JSON（データ記述言語の 1 つ）や MQTT（デ

ータ配信プロトコルの 1 つ）などの他のフォーマットへの変換も容易である。 

・ セキュリティ確保の目的から暗号署名を付与する重要なアプリケーションもあり、それに

よって内容が変更されないことも可能である。 

・ DCC とアナログ版証明書の比較については、巻末資料５－２を参照。 

・ DCC のメリットはメディアの破損がないこと、データとして送信できるので郵便料金が不

要なこと、複数の場所で同時に使用することも可能なこと、工場において紙から IT システ

ムへの入力が不要なこと、グローバルな規格に従った書式に記載されているのでエラー率

を低減できることである。 

・ DCC は RAMI （レファレンス・アーキテクチャ）4.0 などの既存の規範や規格に完全に準

拠している。これは Industry 4.0 や IoT にもあてはまる。これは統合が簡単にできるとい

うことを意味している。 

・ DCC はアナログの証明書と手順は同様であるが、紙には印刷せず、XML ファイルに転送

される。 
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（３）人工知能時代における未来の検定について／ペーター・ウルビック博士 

・ ドイツには 16 の州と 13 の検定当局がある。独の計測検定法第 45 条には、PTB の役割として

「法定計量における計測の均一性を担保する」こと、及び「連邦州の（検定）当局に助言する」こと

が記載されている。 

・ この検定法は 2009 年～2013 年に改定され発行された。その第 2 条には、検定期間と臨時

試験についての記載がある。クライアントは自分のデバイスについて、追加試験あるいは

検定を要望できる。 

・ 2018年、PTBはデジタル化が迅速に伸びていることに気づいた。法定計量に関しても今後はネ

ットにつながるものが急激に増加するので、法的な枠組みを考えなくてはいけない。特に、計量

器の要件について検討が必要である。技術の進展に対する規制の遅れ（ギャップ）を防ぐには、

その進展の前に規制方法を考えておかなければならない。 

・ 検定官は分銅を持参して天秤の検定を行う。クラウドにデータが送られる電子天秤であっ

ても、分銅を持参して検定をしている。しかし AI が関与するようになれば、計量器はセン

サーで自らをモニタリングするシステムになるだろう。それでも、今までと同様に検定官

が分銅を持参して検定を行うかどうか検討すべきである。 

・ 将来は、例えば検定当局者がオフィスにいながらコンピュータにより担当地域の地図に示

された計量器の状態を把握し、もし器差が最大許容誤差（MPE）を超えた計量器を自動で

表示させ、検定官が分銅を持参して現場に行くことを検討するといった形になるのではな

いか。この場合は一定期間が経過したら必ず検定を実施するというこれまでの形とは異な

り、オンデマンドで必要な場合だけ検定をする形が想定される。これを実現するには、製造

事業者によるこのようなシステムに対応した計量器等の開発や、優れたデータセキュリテ

ィシステムの担保が鍵となる。 

・ OIML 等で、基本的な要件に関する議論が必要である。デジタル化に関する WG 等が設置さ

れる可能性もあるだろう。 

・ 将来の計量器の形態には、（1）独立して動作する固定化された（自己成長しない）従来型の

システム、（2）新しいニューラルネットワーク（Neural Network）を使った機械学習を用

いるが固定化されているシステム、そして（3）機械学習により常に成長してゆくシステム

が考えられる。だた（3）については、ドイツの法定計量においてはまだ認められていない。 

・ 従来は開発と設計が完了した計量器を対象に、要件を満たしているか否かについて確認し

ていた。しかし、機械学習をする計量器は時間の経過とともに優れた計量器に変化して行

く。さらに、セルフモニタリング可能な AI を搭載した計量器が実用化された場合に必要な

要件についても検討が必要である。法定計量は、将来の技術の進歩を阻害してはならない。 

・ デジタル・ツイン（仮想機械を使ったシミュレーション）という手法があるが、将来は自ら

の内部標準をもちながら自らそれを比較・検討し、自らその性能を改善できるような計量
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器ができるかもしれない。このような計量器はそれ自身の状態を監視し、必要な場合は管

理者にメンテナンスまたは使用中止の要請を行うこともできる。市場があれば製造事業者

はこのようなシステムを開発するかもしれないが、このようなシステムの信頼性の担保が

必要である。自分は、人間が想像できるものはいつか実現すると信じている。 

・ AI の責任はだれがとるのか。製造事業者が AI 搭載型の計量器を市場に投入して問題が発

生した場合の責任についても、議論が必要である。 

・ AIによって発生した損害をどうするか。ドイツ政府の委託で設置されたグループは答申（法

的枠組み）を出しているが、現実はそれ以上に複雑である。 

・ 最新の計量器はモジュール型で、センサー、データ処理ユニット、データ・ストレージ、

表示部等で構成される。法定計量では、ひとつの製品については一社が責任をとるべきで

あるという考え方があるが、他社製品のセンサーを使用している計量器もある。 

・ クラウドにつながり AI を搭載した計量器の型式承認や検定の実施について、検討が必要。 

・ はかりについて、欧州では WELMEC が開発した標準がある。ここでメーカーのモジュー

ルを使うこともできるが、各国の法律へのコンプライアンスはどうするか。また AI のソフ

ト等について、追加要件をどうするかといった問題もある。 

・ たとえ技術が発展し最新の計量器が登場しても、OIML の D1「国家計量制度」に記載があ

るように、測定の信頼性強化、消費者保護、公正な取引の担保、そして測定結果の信頼性強

化は重要な目的である。 

・ WELMEC ガイド 7.2 におけるソフトウェアの試験方法では、データ処理、データ・スト

レージ、データ伝送部など色々な項目が対象となっているが、AI を使ったスマート機能に

関する言及はない。 

・ AI を搭載した自己監視型の計量器への要求事項について議論を重ね、メーカーが新製品を

型式承認や検定に持ち込む前に、試験手法について考えておく必要がある。 

・ 国によっては、サブ・デバイス（付属装置）の追加を認めている国もあるので、型式承認や

検定の制度の改正が必要かもしれない。 

・ ドイツ計量アカデミー(DAM)において、国内の検定官が最新デバイスなどの検定手法につ

いて研修を受けており、PTB はこの研修を支援している。 

（３）のまとめ 

 ✔AI を搭載した自己監視型の計量器においては、型式承認が重要である。 

 ✔検定は今後も必要であり続けるだろうが、方法そのものは変わるかもしれない。例えば、遠

隔地であってもオフィスから検定を行うことができるようになる。この場合、検定コストの

負担について検討が必要。 

 ✔検定官は従来の計量器に関する能力とデジタル計量器に関する能力の両方を身につける必
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器ができるかもしれない。このような計量器はそれ自身の状態を監視し、必要な場合は管

理者にメンテナンスまたは使用中止の要請を行うこともできる。市場があれば製造事業者
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必要である。自分は、人間が想像できるものはいつか実現すると信じている。 
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ト等について、追加要件をどうするかといった問題もある。 

・ たとえ技術が発展し最新の計量器が登場しても、OIML の D1「国家計量制度」に記載があ

るように、測定の信頼性強化、消費者保護、公正な取引の担保、そして測定結果の信頼性強

化は重要な目的である。 

・ WELMEC ガイド 7.2 におけるソフトウェアの試験方法では、データ処理、データ・スト

レージ、データ伝送部など色々な項目が対象となっているが、AI を使ったスマート機能に

関する言及はない。 

・ AI を搭載した自己監視型の計量器への要求事項について議論を重ね、メーカーが新製品を

型式承認や検定に持ち込む前に、試験手法について考えておく必要がある。 

・ 国によっては、サブ・デバイス（付属装置）の追加を認めている国もあるので、型式承認や

検定の制度の改正が必要かもしれない。 

・ ドイツ計量アカデミー(DAM)において、国内の検定官が最新デバイスなどの検定手法につ

いて研修を受けており、PTB はこの研修を支援している。 

（３）のまとめ 

 ✔AI を搭載した自己監視型の計量器においては、型式承認が重要である。 
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 ✔検定官は従来の計量器に関する能力とデジタル計量器に関する能力の両方を身につける必

 
 

要がある。 

 ✔国際的な観点では、計量器が世界中の色々な国で使用されることを想定すると、OIML は全

ての国における要件をカバーすることができるようにならなくてはならない。各国において

は、OIML が推奨する内容に基づき、法定化が進められることを期待する。 

 
（４）情報技術の活用による計測の信頼性向上／高辻利之氏、城野克広氏、竹川尚希氏 

・ 高辻氏から情報技術の活用による計測の信頼性向上について説明が行われた。 

計測技術（Metrology）と情報技術（IT）についての関係として次の二つが考えられる。

一つ目は IT に関する作業を行うために計測技術を利用するもの、二つ目は計測技術のため

に IT を利用するものである。 

前者の例としては，医療情報を扱うためにネットワークにつながる医療機器を利用する、

人の動きをビッグデータとして解析するために監視カメラを利用する、さらに家庭でのエ

ネルギー効率化や老人の見守りのためにスマートメータを利用するなどがある。 

後者は、情報技術の進展と共に進んできたもので、現在ほとんどの計測器にはネットワー

クにつながるインターフェースが付いている。最近ではアナログな計測器を AI を使って読

み取るサービスなどもある。 

・ データ保存のソフトウェアについて：従来型のデータベースに対し、近年注目    を

浴びているのがブロックチェーンである。ブロックチェーンはデータの改ざんに強いと言

われているが、これは従来技術の延長にあるものである。 

・ Hash 関数とは暗号化技術の一つで、Hash 関数を使うと、データの改ざんが検出できる。

事例については巻末資料５―４を参照。 

・ ビットコインは、誰から誰に、いつ、どれだけの額が取引されたかが必要な情報である。

一つ一つの取引の情報を Transaction と呼び、複数の Transaction を時系列にひとまとめ

にしたものを Block と呼ぶ。 

それを記録するにあたり、そのブロックを Hash 関数に入力すると、Hash 値が得られ

る。 

・ ブロックチェーンは仮想通貨以外の食品トレーサビリティなど様々な分野で応用されてい

る。自分の医療情報を安全に保存して、関係者で共有することもできる。ブロックチェー

ンを使用すると、データの安全な保管と改ざんの防止、トレーサビリティが確保できる。 

・ ブロックチェーンの計測への応用として、DCC に活用されている。 

・ 竹川氏による「ビットコインのブロックチェーンを用いたトレーサビリティシステムの概

念実証（PoC）」の紹介。詳細については、巻末資料５―４を参照。 

・ 城野氏から 2019 年 4 月、産総研計量器ソフトウェアクラブでの PTB のダニエル・ピータ

ー博士（PTB 組込み計量器システムのワーキンググループ長）の講演内容について情報共
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有があった。 

今回のプロジェクトはハイパーレッジャー・ファブリック（Hyperledger Fabric ／IBM

が提供するブロック・チェーン・プラットフォーム）上で開発したものである。ハイパーレ

ッシャー・ファブリックはビットコインとは異なり、様々な分野で応用できるように設計

されている。 

・ このプラットフォーム上でどんなことが可能か、PTB、NMIJ、INMETRO（ブラジル）で

議論を行っている。最初のターゲットはスマートメータ（水道メーター、ガスメーターも

含む）である。情報の機密性を担保しながら、新しい価値を創造できるプラットフォーム

の設計について検討している。高い機密性を担保しながら情報交換するには、暗号化が必

要であり、測定値を暗号化してハイパーレッジャー・ファブリック上データを記録する場

合の手順を図解した。 

・ ブロックチェーンのデータベースに必要な機能について、技術的に開発する必要がある二

つの課題を紹介する。一つ目は、フーリィ・ホモモーフィック・エンクリプション（Fully 

Homomorphic Encryption）で、暗号化された数値を取り扱う技術である。二つ目のプロ

ババリスティカリィ・チェッカブル・プルーフ（Probabilistically Checkable Proof）も、

機密性を高める方法である。計算の負荷が大きいのが課題であるが、これらを基に付加価

値の高いアプリケーションを作ることができる。 

 
５．質疑応答 

 ―計測におけるデジタル・トランスフォーメーション― 

Ｑ１．「レファレンス・アーキテクチャ」とは何か。 

 Ａ１．計量クラウドの関連で言うと、インターフェースやセキュリティ上の要件が明確になっ

ているもの全てに関わる概念である。 

    一般的には、特定の法定計量の分野を念頭に PTB が推奨する事柄を指している。この

「レファレンス・アーキテクチャ」に則れば、計量器／システムの適合性評価は短時間

で終了することになる。 

   （補足説明）「レファレンス・アーキテクチャ」は「ベスト・プラクティス」あるいは「標

準」に相当すると考えられる。 

 
 ―デジタル証明書－ 

Ｑ２．DCC の形式は PTB が独自で開発を行っているか。 

Ａ２．PTBが行っているが、DCC協議会に参加するPTB以外の機関もPTBが運用するGitLab

（ソフトウェア開発者の情報共有サイト）に参加して意見交換をしている。DCC の構成

要素は、全て国際標準に基づいており、入手可能である。完全にオープンなプロジェク
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有があった。 
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トで誰でも閲覧可能である 

Ｑ３．校正証明書は ISO/IEC 17025 の認定に関係するが、このプロジェクトについて認定機

関（ILAC など）と議論をしているのか。 

Ａ３．ドイツの認定機関である DAkkS と議論を行っている。彼らは EA（欧州認定協力機構）

のメンバーだが、EA から ILAC（国際試験所認定会議）に働きかけをするように話があ

り、今後 ILAC とコンタクトする。DCC は要件として ISO/IEC 17025 の要件を全て満

たすことになっており、全ての認定校正機関はそれを遵守しなければならない。 

Ｑ４．DCC のメリットとして、コストが抑えられることとセキュリティの話があった。DCC

ではアナログな手法と異なり、より良い測定ができ、今までにない校正分野が広がるな

ど、技術的に改善できる可能性が大きいと考えているか。 

Ａ４．DCC は基本的には校正機関のアウトプットの部分である。校正作業では様々な計測を

行い、それらの結果の最終表現として DCC に入力する。アナログの証明書では何千ペ

ージにもなってしまうような校正に関わる全ての内容が、デジタル化することによって、

一つの DCC の中に保存されることが最大のメリットである。DCC は構造としては独立

しており、今まで校正機関が行ってきたものと混在することはない。 

DCC の採用は低コスト、高効率につながることに加え、それによって異なるワークフ

ローが実現するかもしれない。校正証明書の紙バージョンも対応する機関に送付され、

担当者はこの書類を保存することになるが、DCC はこれとは別の電子的ファイルを通し

たワークフローなので、このファイルが関連する計量器に直接入力されることもある。

この場合、ワークフローとしてかなり早くなり、ペーパーレスなオフィスが実現するこ

とになる。 

Ｑ５．我々の母国語は日本語であるが、DCC ではどのくらいの規模の多言語を想定しているか。 

Ａ５． UTF-8（文字コードに関する国際標準）のフォーマットで文字を表現するので、多言語を

サポートする。例えば、日本語、韓国語、中国語（簡体字）の文字、オフィシャル言語は

全てサポートされる。公式言語が複数ある国については複数の言語を DCC に入れること

もできる。例えば、ベルギーは蘭語、仏語、独語の 3 言語が公用語であるが、全て入力で

きる。UTF-4 ならば、ラテン系の言語＋記号がサポートされる。 

Ｑ６．DCC への記入ミスはどの程度チェックされるか。自動チェック機能を考えているか。 

Ａ６．エラーチェックのメカニズムは沢山ある。まず XML スキーマー（校正システム）でチェ

ックすることによって XML ファイルが ISO/IEC 17025 に完全に準拠していることを担

保する。次に XML ファイルを JSON や MQTT などに変換する際に、ミスマッチが起こ

っていないことをチェックする。これ以外にヨーロッパのプロジェクトであるスマート・

コムが別のチェッカー、即ち３Ｄ座標系における手法である「トランサム」を提供してい

る。 
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―未来の検定について― 

Ｑ７．ドイツでは検定における地域格差があるか。もし格差があるとすれば、それは本日の講演

の話題である AI やデジタル化に影響を及ぼしているか？地域格差がないとすれば、均一

性を担保している要因は何か。 

Ａ７．ドイツでは、クライアント（顧客）から遠く離れてはいけないというルールがあり、その

ため検定官は分散している。従って、ある特定の地域だけ機能している、又は非常に遠い

場所まで担当官が訪問しなければならない、ということはない。ただ、カナダ、ロシアな

どでは、ドイツと異なり、隣町から 100 ㎞以上離れたところに小さな村があり、そこで検

定をしなければならない。このような問題を解決するために、このような国ではリモート

検定の技術に関心があるようだ（メーカーの新技術の開発に期待している）。 

Ｑ８．誰がデータを守り、システムを管理し、このデータを保持するのか？ 

Ａ８．最近の状況に鑑みると、メーカーが表示の信頼性を担保しなければならない。そして、デ

ータがクラウドなど他の場所に転送されるのであれば、今の時点では法定計量の対象外と

なる。 

    クライアントとしては、計量結果が常に手元にある必要があるので、必要に応じて会社

等のデータと突き合わせ等を行い、データの齟齬がないようにする。 

表示がスマホで表示されるのか、別のデバイスで表示されるのか、計量器からかなり離

れた場所のデバイスで表示されるのかなど、クライアントの要件を明確にして、計量値を

担保する必要がある。 

    将来、計量システムが AI を搭載するようになった段階でも、その計測結果が正しいこ

とを担保しなければならない。 

Ｑ９．このシステムについては、EU 諸国（ドイツ、オランダなど）でも足並みを揃えて運用し

てゆくのか？ 

Ａ９．ヨーロッパには計量器に関する２つの指令（非自動はかり指令／NAWID、及び欧州計量

機器指令／MID）があり、非自動はかり、自動はかり、燃料油メーター、電力量計、ガス

メーター、水道メーターなど 11 機種の計量器が規制対象になっている。これらの規制に

より、計量器の改良や改造は自由にはできない。計量器をインターネットへつなぐ可能性

もあるが、インターネットの側から計量器のソフトウェアや定数を変更することはできな

い。現時点では情報の流れは計量器からインターネットへの一方向で、逆方向は認められ

ない。 

    しかし将来的には、通信がメーカーと計量器側の双方向で行われることも考えられる。 

   欧州委員会の考え方は分からないが、今後は法律をどのように改正するかという点につい

て議論があるだろう。 

    改革の最初のステップは OIML がとるべきで、この国際的な要件は OIML が率先して
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規定しないといけない。その後、国あるいは地域の法律が OIML の規定に合わせた形で作

成されるべきだと考える。 

 
―情報技術の活用による計測の信頼性向上－ 

Ｑ１０．ブロックチェーンを他の技術とどう組合せるかであるが、現在は様々なツールがあるの

で、これらを組合せて有用なものを作ることができると思うが、ブロックチェーンの技術

を使用しているときに情報のコピーは沢山できるが、改ざんは不可能である。しかし、何

等かのエラーがあり、情報を撤回する必要が発生したときにブロックチェーン技術を使用

しているときに撤回は可能か。 

Ａ１０．データを書き換えることは技術的に可能であるが、それよりも簡単なのは、無効になっ

た校正証明書の番号等を記録するもう一つのブロックチェーンを作成することである。ブ

ロックチェーンを参照するときにそこに登録がないかを確認することである。 

Ｑ１１．ブロックチェーンの技術をベースとした計量クラウド、プロトタイプのテストを PTB と

つないで行うことが課題ということであったが、日本ほど IT 技術が長けていない他の国

際的な校正や通知を行う機関等と協力することを考えるのは、5 年後、10 年後には可能か。 

Ａ１１．アカデミックなレベルでは数か月の内に、実務レベルでは PTB のメトロロジープロジ

ェクトの進捗に期待するところ大であり、日本としては多くを学びたい。 

本日のセミナーでは、アイディアを紹介するに留めた。NMIJ としては外部の IT の専

門家と協力が必要であると考えている。また、政府、規制当局、認定機関、製造事業者と

の協力も必要である。5 年後、10 年後は実現したいと考える。 
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国際勧告（International Recommendations）一覧 

 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
R 7 最高温度保持機能付ガラス製水銀体温計 

Clinical thermometers, mercury-in-glass with maximum device 
1979 18/2 

R 14 ICUMSA国際糖度目盛に基づいた偏光検糖計 
Polarimetric saccharimeters graduated in accordance with the 
ICUMSA International Sugar Scale 

1995 17/2 

R 15 穀物の100リットル単位質量の計量器 
Instruments for measuring the hectolitre mass of cereals 

1974 9/4 

R 18 線状消失式高温計 
Visual disappearing filament pyrometers 

1989 11/3 

R 21 タクシーメーター 計量及び技術要求事項、試験手順及び試験報告書の様

式 
Taximeters. Metrological and technical requirements, test procedures 
and test report format  

2007 7/4 

R 22 国際アルコール濃度測定表 
International alcoholometric tables 

1975 9/4 

R 23 自動車用タイヤ圧力計 
Tire pressure gauges for motor vehicles 

1975 10 

R 24 検定官用メートル基準直尺 
Standard one metre bar for verification officers 

1975 7/1 

R 26 医療用注射器 
Medical syringes 

1978 18/5 

R 34 計量器の精度等級 
Accuracy classes of measuring instruments 

1979 3 

R 35-1 一般使用のための長さの実量器 第1部：計量及び技術要求事項 
Material measures of length for general use Part 1: Metrological and 
technical requirements  

2007 7 

R 35-1 
修正 

一般使用のための長さの実量器 第1部：計量及び技術要求事項－2007
年版への修正文書 
Material measures of length for general use Part 1: Metrological and 
technical requirements – amendment to 2007 

2014 7 

R 35-2 一般使用のための長さの実量器 第2部：試験方法 
Material measures of length for general use Part 2: Test methods 

2011 7 

R 35-3 一般使用のための長さの実量器 第3部：試験報告書の様式 
Material measures of length for general use Part 3: Test report format 

2011 7 

R 40 検定官用目盛付き基準メスピペット 
Standard graduated pipettes for verification officers 

1981 8 

R 41 検定官用基準ビュレット 
Standard burettes for verification officers 

1981 8 

R 42 検定官用金属証印 
Metal stamps for verification officers 

1981 3 

R 43 検定官用目盛付きガラス製基準フラスコ 
Standard graduated glass flasks for verification officers 

1981 8 

R 44 アルコール濃度測定に用いられる濃度計、密度計及び温度計 
Alcoholometers and alcohol hydrometers and thermometers for use in 
alcoholometry 

1985 9/4 
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番号 表     題 発行年 TC/SC 
R 46-1&2 有効電力量計 第1部：計量及び技術要求事項、第2部：計量管理及び性 

能試験 
Active electrical energy meters Part 1: Metrological and technical 
requirements Part 2: Metrological controls and performance tests 

2012 12 

R 46-3 有効電力量計 第3部：試験報告書の様式 
Active electrical energy meters Part 3: Test report format 

2013 12 

R 47 大ひょう量はかり検査用基準分銅 
Standard weights for testing of high capacity weighing machines 

1979 9/3 

R 48 放射温度計校正用タングステン・リボン標準電球 
Tungsten ribbon lamps for the calibration of radiation thermometers 

2004 11/3 

R 49-1 冷温水用水道メーター 第1部：計量及び技術要求事項 
Water meters for cold potable water and hot water Part 1: Metrological 
and technical requirements 

2013 8/5 

R 49-2 冷温水用水道メーター 第2部：試験方法 
Water meters for cold potable water and hot water Part 2: Test 
methods 

2013 8/5 

R 49-3 冷温水用水道メーター 第3部：試験報告書の様式 
Water meters for cold potable water and hot water Part 3: Test report 
format 

2013 8/5 

R 50-1 連続式積算自動はかり（ベルトウェイヤー） 第1部：計量及び技術要求

事項 
Continuous totalizing automatic weighing instruments (belt weighers) 
Part 1: Metrological and technical requirements 

2014 9/2 

R 50-2 連続式積算自動はかり（ベルトウェイヤー） 第2部：試験手順 
Continuous totalizing automatic weighing instruments (belt weighers) 
Part 2: Test procedures 

2014 9/2 

R 50-3 連続式積算自動はかり（ベルトウェイヤー） 第3部：試験報告書の様式 
Continuous totalizing automatic weighing instruments (belt weighers) 
Part 3: Test report format 

2014 9/2 

R 51-1 自動捕捉式はかり 第1部：計量及び技術要求事項－試験 
Automatic catchweighing instruments Part 1: Metrological and 
technical requirements - Tests 

2006 9/2 

R 51-1  
正誤表 

自動捕捉式はかり 第1部：計量技術要求事項－試験に対する正誤表 
Erratum (2010.08.09) to R 51-1:2006 Automatic catchweighing 
instruments Part 1: Metrological and technical requirements – Tests 

2010 9/2 

R 51-2 自動捕捉式はかり 第2部：試験報告書の様式 
Automatic catchweighing instruments  Part 2: Test report format 

2006 9/2 

R 52 六角形分銅－計量及び技術要求事項 
Hexagonal weights - Metrological and technical requirements 

2004 9/3 

R 53 圧力の測定に使用する弾性受圧素子の計量特性：決定方法 
Metrological characteristics of elastic sensing elements used for 
measurement of pressure. Determination methods 

1982 10/2 

R 54 
 

水溶液のpH目盛 
pH scale for aqueous solutions 

1981 17/3 
 

R 55 自動車用スピードメーター、機械式オドメーター及びクロノタコグラフ：

計量規定 
Speedometers, mechanical odometers and chronotachographs for 
motor vehicles. Metrological regulations 

1981 7/4 

R 56 電解液の導電率を再現する標準溶液 
Standard solutions reproducing the conductivity of electrolytes 

1981 17/4 

R 58 騒音計 
Sound level meters 

1998 13 

－ 202 －



 
 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
R 46-1&2 有効電力量計 第1部：計量及び技術要求事項、第2部：計量管理及び性 

能試験 
Active electrical energy meters Part 1: Metrological and technical 
requirements Part 2: Metrological controls and performance tests 

2012 12 

R 46-3 有効電力量計 第3部：試験報告書の様式 
Active electrical energy meters Part 3: Test report format 

2013 12 

R 47 大ひょう量はかり検査用基準分銅 
Standard weights for testing of high capacity weighing machines 

1979 9/3 

R 48 放射温度計校正用タングステン・リボン標準電球 
Tungsten ribbon lamps for the calibration of radiation thermometers 

2004 11/3 

R 49-1 冷温水用水道メーター 第1部：計量及び技術要求事項 
Water meters for cold potable water and hot water Part 1: Metrological 
and technical requirements 

2013 8/5 

R 49-2 冷温水用水道メーター 第2部：試験方法 
Water meters for cold potable water and hot water Part 2: Test 
methods 

2013 8/5 

R 49-3 冷温水用水道メーター 第3部：試験報告書の様式 
Water meters for cold potable water and hot water Part 3: Test report 
format 

2013 8/5 

R 50-1 連続式積算自動はかり（ベルトウェイヤー） 第1部：計量及び技術要求

事項 
Continuous totalizing automatic weighing instruments (belt weighers) 
Part 1: Metrological and technical requirements 

2014 9/2 

R 50-2 連続式積算自動はかり（ベルトウェイヤー） 第2部：試験手順 
Continuous totalizing automatic weighing instruments (belt weighers) 
Part 2: Test procedures 

2014 9/2 

R 50-3 連続式積算自動はかり（ベルトウェイヤー） 第3部：試験報告書の様式 
Continuous totalizing automatic weighing instruments (belt weighers) 
Part 3: Test report format 

2014 9/2 

R 51-1 自動捕捉式はかり 第1部：計量及び技術要求事項－試験 
Automatic catchweighing instruments Part 1: Metrological and 
technical requirements - Tests 

2006 9/2 

R 51-1  
正誤表 

自動捕捉式はかり 第1部：計量技術要求事項－試験に対する正誤表 
Erratum (2010.08.09) to R 51-1:2006 Automatic catchweighing 
instruments Part 1: Metrological and technical requirements – Tests 

2010 9/2 

R 51-2 自動捕捉式はかり 第2部：試験報告書の様式 
Automatic catchweighing instruments  Part 2: Test report format 

2006 9/2 

R 52 六角形分銅－計量及び技術要求事項 
Hexagonal weights - Metrological and technical requirements 

2004 9/3 

R 53 圧力の測定に使用する弾性受圧素子の計量特性：決定方法 
Metrological characteristics of elastic sensing elements used for 
measurement of pressure. Determination methods 

1982 10/2 

R 54 
 

水溶液のpH目盛 
pH scale for aqueous solutions 

1981 17/3 
 

R 55 自動車用スピードメーター、機械式オドメーター及びクロノタコグラフ：

計量規定 
Speedometers, mechanical odometers and chronotachographs for 
motor vehicles. Metrological regulations 

1981 7/4 

R 56 電解液の導電率を再現する標準溶液 
Standard solutions reproducing the conductivity of electrolytes 

1981 17/4 

R 58 騒音計 
Sound level meters 

1998 13 

 
 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
R 59-1 穀物及び油脂種子の水分計 第1部：計量及び技術要求事項 

Moisture meters for cereal grains and oilseeds Part 1: Metrological and 
technical requirements 

2016 17/1 

R 59-2 穀物及び油脂種子の水分計 第2部：計量管理及び性能試験 
Moisture meters for cereal grains and oilseeds Part 2: Metrological 
controls and performance tests 

2016 17/1 

R 59-3 穀物及び油脂種子の水分計 第3部：試験報告書の様式 
Moisture meters for cereal grains and oilseeds Part 3:Test report 
format 

2016 17/1 

R 60-1 ロードセルの計量規定 第1部：計量及び技術要求事項 
Metrological regulation for load cells Part 1: Metrological and technical 
requirements 

2017 9 

R 60-2  ロードセルの計量規定 第2部：計量管理及び性能試験 
Metrological regulation for load cells Part 2: Metrological controls and 
performance tests 

2017 9 

R 60-3  ロードセルの計量規定 第3部：試験報告書の様式 
Metrological regulation for load cells Part 3:Test report format 

2017 9 

R 60 
付属書 

ロードセルの計量規定 付属書 
Metrological regulation for load cells Annexes 

2017 9 

R 60-3 
修正 

ロードセルの計量規定（R60: 2017）の第3部及び付属書への修正文書

（2019-12-23） 
Amendment（2019-12-23）to OIML R60-3:2017 Metrological regulation 
for load cells 

2019 9 

R 61-1 充てん用自動はかり 第1部：計量及び技術要求事項－試験 
Automatic gravimetric filling instruments Part 1: Metrological and 
technical requirements 

2017 9/2 

R 61-2 充てん用自動はかり 第2部：試験手順 
Automatic gravimetric filling instruments Part 2: Test procedures  

2017 9/2 

R 61-3 充てん用自動はかり 第3部：試験報告書の様式 
Automatic gravimetric filling instruments Part 3: Test report format 

2017 9/2 

R 65 単軸材料試験機の力計測システム 
Force measuring system of uniaxial material testing machines  

2006 10/4 

R 66 長さ測定器 
Length measuring instruments 

1985 7/1 

R 68 導電率セルの校正方法 
Calibration method for conductivity cells 

1985 17/4 

R 69 動粘度測定用ガラス細管粘度計：検定方法 
Glass capillary viscometers for the measurement of kinematic viscosity. 
Verification method 

1985 17/5 

R 71 定置型貯蔵タンク：一般要求事項 
Fixed storage tanks. General requirements 

2008 8/1 

R 75-1 積算熱量計 第1部：一般要求事項 
Heat meters Part 1: General requirements 

2002 11 

R 75-2 積算熱量計 第2部：型式承認試験及び初期検定試験 
Heat meters Part 2: Type approval tests and initial verification tests 

2002 11 

R 75-3 積算熱量計 第3部：試験報告書の様式 
Heat meters Part 3: Test Report Format  

2006 11 

R 76-1 非自動はかり 第1部：計量及び技術要求事項－試験 
Non-automatic weighing instruments Part 1: Metrological and 
technical requirements – Tests 

2006 9/1 

R 76-2 非自動はかり 第2部：試験報告書の様式 
Non-automatic weighing instruments Part 2: Test report format  

2007 9/1 

－ 203 －



 
 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
R 78 赤血球の沈降速度測定用ウエスタグレン管 

Westergren tubes for measurement of erythrocyte sedimentation rate 
1989 18/5 

R 79 包装商品のラベル表記に関する要求事項 
Labeling requirements for prepackages 

2015 6 

R 80-1 尺付きタンクローリー及びタンク貸車 第1部：計量及び技術要求事項 
Road and rail tankers with level gauging Part 1: Metrological and 
technical requirements 

2009 8/1 

R 80-2 尺付きタンクローリー及びタンク貸車 第2部：計量管理及び試験 
Road and rail tankers with level gauging Part 2: Metrological controls 
and tests 

2017 8/1 

R 80-3 尺付きタンクローリー及びタンク貸車 第3部：型式評価のための報告書

様式 
Road and rail tankers with level gauging Part 3: Report format for type 
evaluation 

2017 8/1 

R 81 低温液体用体積計と計量システム 
Dynamic measuring devices and systems for cryogenic liquids 

1998 8/6 

R 81-D 低温液体用体積計と計量システム 付属書D：試験報告書の様式 
Dynamic measuring devices and systems for cryogenic liquids - Annex 
D: Test Report Format 

2006 8/6 

R 82 殺虫剤及び有毒物質による汚染測定のためのガスクロマトグラフ・システム 
Gas chromatographic systems for measuring the pollution from 
pesticides and other toxic substances 

2006 16/3 

R 83 水中の有機汚染物質分析用ガスクロマトグラフ／質量分析計システム 
Gas chromatograph/mass spectrometer systems for the analysis of 
organic pollutants in water 

2006 16/2 

R 84 白金、銅又はニッケル抵抗温度計（工業及び商業用） 
Platinum, copper, and nickel resistance thermometers（for industrial 
and commercial use） 

2003 11/1 

R 85-1&2 定置型貯蔵タンクの液面測定用自動液面計 第1部：計量及び技術要求事

項、第2部：計量管理及び性能試験 
Automatic level gauges for measuring the level of liquid in stationary 
storage tanks Part 1: Metrological and technical requirements   
Part 2: Metrological control and tests 

2008 8/1 

R 85-3 定置型貯蔵タンクの液面測定用自動液面計 第3部：型式評価のための報告

書様式 
Automatic level gauges for measuring the level of liquid in stationary 
storage tanks Part 3: Report Format for type evaluation 

2008 8/1 

R 87 包装商品の内容量 
Quantity of product in prepackages   

2016 6 

R 88 積分平均型騒音計 
Integrating-averaging sound level meters  

1998 13 

R 89 脳波計－計量特性－検定のための方法と装置 
Electroencephalographs - Metrological characteristics - Methods and 
equipment for verification 

1990 18/4 

R 90 心電計－計量特性－検定のための方法と装置 
Electrocardiographs - Metrological characteristics - Methods and 
equipment for verification  

1990 18/4 

R 91 自動車の速度測定用レーダー装置 
Radar equipment for the measurement of the speed of vehicles  

1990 7/4 

R 92 木材用水分計－検定方法と装置：一般規定 
Wood-moisture meters - Verification methods and equipment: general 
provisions 

1989 17/1 

－ 204 －



 
 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
R 78 赤血球の沈降速度測定用ウエスタグレン管 

Westergren tubes for measurement of erythrocyte sedimentation rate 
1989 18/5 

R 79 包装商品のラベル表記に関する要求事項 
Labeling requirements for prepackages 

2015 6 

R 80-1 尺付きタンクローリー及びタンク貸車 第1部：計量及び技術要求事項 
Road and rail tankers with level gauging Part 1: Metrological and 
technical requirements 

2009 8/1 

R 80-2 尺付きタンクローリー及びタンク貸車 第2部：計量管理及び試験 
Road and rail tankers with level gauging Part 2: Metrological controls 
and tests 

2017 8/1 

R 80-3 尺付きタンクローリー及びタンク貸車 第3部：型式評価のための報告書

様式 
Road and rail tankers with level gauging Part 3: Report format for type 
evaluation 

2017 8/1 

R 81 低温液体用体積計と計量システム 
Dynamic measuring devices and systems for cryogenic liquids 

1998 8/6 

R 81-D 低温液体用体積計と計量システム 付属書D：試験報告書の様式 
Dynamic measuring devices and systems for cryogenic liquids - Annex 
D: Test Report Format 

2006 8/6 

R 82 殺虫剤及び有毒物質による汚染測定のためのガスクロマトグラフ・システム 
Gas chromatographic systems for measuring the pollution from 
pesticides and other toxic substances 

2006 16/3 

R 83 水中の有機汚染物質分析用ガスクロマトグラフ／質量分析計システム 
Gas chromatograph/mass spectrometer systems for the analysis of 
organic pollutants in water 

2006 16/2 

R 84 白金、銅又はニッケル抵抗温度計（工業及び商業用） 
Platinum, copper, and nickel resistance thermometers（for industrial 
and commercial use） 

2003 11/1 

R 85-1&2 定置型貯蔵タンクの液面測定用自動液面計 第1部：計量及び技術要求事

項、第2部：計量管理及び性能試験 
Automatic level gauges for measuring the level of liquid in stationary 
storage tanks Part 1: Metrological and technical requirements   
Part 2: Metrological control and tests 

2008 8/1 

R 85-3 定置型貯蔵タンクの液面測定用自動液面計 第3部：型式評価のための報告

書様式 
Automatic level gauges for measuring the level of liquid in stationary 
storage tanks Part 3: Report Format for type evaluation 

2008 8/1 

R 87 包装商品の内容量 
Quantity of product in prepackages   

2016 6 

R 88 積分平均型騒音計 
Integrating-averaging sound level meters  

1998 13 

R 89 脳波計－計量特性－検定のための方法と装置 
Electroencephalographs - Metrological characteristics - Methods and 
equipment for verification 

1990 18/4 

R 90 心電計－計量特性－検定のための方法と装置 
Electrocardiographs - Metrological characteristics - Methods and 
equipment for verification  

1990 18/4 

R 91 自動車の速度測定用レーダー装置 
Radar equipment for the measurement of the speed of vehicles  

1990 7/4 

R 92 木材用水分計－検定方法と装置：一般規定 
Wood-moisture meters - Verification methods and equipment: general 
provisions 

1989 17/1 

 
 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
R 93 レンズメーター 

Focimeters 
1999 14 

R 95 タンカー：一般要求事項 
Ships' tanks - General requirements  

1990 8/1 

R 97 気圧計 
Barometers  

1990 10/3 

R 98 高精度線度器 
High-precision line measures of length 

1991 7/1 

R 99-1&2 自動車排ガスの測定器 第1部：計量及び技術要求事項、第2部：計量管

理及び性能試験 
Instruments for measuring vehicle exhaust emissions Part 1:  
Metrological and technical requirements Part 2: Metrological controls 
and performance tests 

2008 16/1 

R 99-3 自動車排ガスの測定器 第3部：報告書様式 
Instruments for measuring vehicle exhaust emissions Part 3: Report 
Format 

2008 16/1 

R 100-1 金属汚染物質測定用原子吸光光度計 第1部：計量及び技術要求事項 
Atomic absorption spectrometer systems for measuring metal 
pollutants Part 1: Metrological and technical requirements 

2013 
 

16/2 

R 100-2 金属汚染物質測定用原子吸光光度計 第2部：試験手順 
Atomic absorption spectrometer systems for measuring metal 
pollutants Part 2: Test procedures 

2013 
 

16/2 

R 100-3 金属汚染物質測定用原子吸光光度計 第3部：試験報告書の様式 
Atomic absorption spectrometer systems for measuring metal 
pollutants Part 3: Test report format 

2013 16/2 

R 101 弾性受圧素子による指示式及び自記式圧力計、真空計、連成計（普通計器） 
Indicating and recording pressure gauges, vacuum gauges and 
pressure-vacuum gauges with elastic sensing elements（ordinary 
instruments）  

1991 10/2 

R 102 音響校正器（付属書Aを含む） 
Sound calibrators（including Annex A） 

1992 13 

R 102-B&C 音響校正器－付属書B及びC：型式評価のための試験方法と試験報告書の

様式 
Sound calibrators - Annexes B and C: Test methods for pattern 
evaluation and test report format  

1995 13 

R 103 振動への人体の反応に関する測定装置 
Measuring instrumentation for human response to vibration   

1992 13 

R 104 純音オーディオメータ（付属書A～Eを含む） 
Pure-tone audiometers（including Annexes A to E） 

1993 13 

R 104-F 純音オーディオメータ 付属書F：試験報告書の様式 
Pure-tone audiometers - Annex F: Test report format  

1997 13 

R 106-1 貨車用自動はかり 第1部：計量及び技術要求事項－試験 
Automatic rail-weighbridges Part 1: Metrological and technical 
requirements – Tests 

2011 9/2 

R 106-2 
 

貨車用自動はかり 第2部：試験報告書の様式 
Automatic rail-weighbridges Part 2 : Test report format  

2012 9/2 

R 107-1 不連続式積算自動はかり（積算式ホッパー） 第1部：計量及び技術要求

事項－試験 
Discontinuous totalizing automatic weighing instruments （totalizing 
hopper weighers） Part 1 : Metrological and technical requirements - 
Tests   

2007 9/2 

－ 205 －



 
 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
R 107-2 不連続式積算自動はかり（積算式ホッパー） 第2部：試験報告書の様式 

Discontinuous totalizing automatic weighing instruments （totalizing 
hopper weighers） Part 2 : Test report format  

2007 9/2 

R 108 果汁の糖分測定用屈折計 
Refractometers for the measurement of the sugar content of fruit juices   

1993 17/2 

R 109 弾性受圧素子による圧力計及び真空計（標準計器） 
Pressure gauges and vacuum gauges with elastic sensing elements 
（standard instruments）  

1993 10/2 

R 110 重錘型圧力天びん 
Pressure balances 

1994 
 

10/1 
 

R 111-1 精度等級E1、E2、F1、F2、M1、M1-2、M2、M2-3及びM3の分銅 第1部：

計量及び技術要求事項 
Weights of classes E1, E2, F1, F2, M1, M1-2, M2, M2-3 and M3 Part 1: 
Metrological and technical requirements   

2004 9/3 

R 111-2 精度等級E1、E2、F1、F2、M1、M1-2、M2、M2-3及びM3の分銅 第2部：

試験報告書の様式 
Weights of classes E1, E2, F1, F2, M1, M1-2, M2, M2-3 and M3 Part 2: Test 
report format  

2004 9/3 

R 112 殺虫剤及び有害物質測定用高性能液体クロマトグラフ 
High performance liquid chromatographs for measurement of pesticides 
and other toxic substances   

1994 16/3 

R 113 有害化学汚染物質の現場測定用可搬式ガスクロマトグラフ 
Portable gas chromatographs for field measurements of hazardous 
chemical pollutants   

1994 16/4 

R 114 連続測定用電子体温計 
Clinical electrical thermometers for continuous measurement   

1995 18/2 

R 115 最高温度保持機能付電子体温計 
Clinical electrical thermometers with maximum device  

1995 18/2 

R 116 水中の金属汚染物質測定に用いる誘導結合プラズマ原子発光分光分析計 
Inductively coupled plasma atomic emission spectrometers for the 
measurement of metal pollutants in water   

2006 16/2 

R 117-1 水以外の液体用動的計量システム 第1部：計量及び技術要求事項 
Dynamic measuring systems for liquids other than water Part 1: 
Metrological and technical requirements  

2019 8/3 

R 117-2 水以外の液体用動的計量システム 第 2 部：計量管理及び性能試験 
Dynamic measuring systems for liquids other than water Part 2: 
Metrological controls and performance tests 

2019 
 

8/3 

R 117-3 水以外の液体用動的計量システム 第 3 部：試験報告書の様式 
Dynamic measuring systems for liquids other than water Part 3: Test 
report format 

2019 8/3 

R 120 水以外の液体用計量システムを試験するための基準容器 
Standard capacity measures for testing measuring systems for liquids 
other than water   

2010 8 

R 122 語音オーディオメータ 
Equipment for speech audiometry   

1996 13 

R 122-C 語音オーディオメータ 付属書C：試験報告書の様式 
Equipment for speech audiometry - Annex C: Test report format   

1999 13 

R 123 有害元素を含む汚染物質の現場測定用携帯及び可搬式蛍光Ｘ線分析装置 
Portable and transportable X-ray fluorescence spectrometers for field 
measurement of hazardous elemental pollutants   

1997 16/4 

－ 206 －



 
 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
R 107-2 不連続式積算自動はかり（積算式ホッパー） 第2部：試験報告書の様式 

Discontinuous totalizing automatic weighing instruments （totalizing 
hopper weighers） Part 2 : Test report format  

2007 9/2 

R 108 果汁の糖分測定用屈折計 
Refractometers for the measurement of the sugar content of fruit juices   

1993 17/2 

R 109 弾性受圧素子による圧力計及び真空計（標準計器） 
Pressure gauges and vacuum gauges with elastic sensing elements 
（standard instruments）  

1993 10/2 

R 110 重錘型圧力天びん 
Pressure balances 

1994 
 

10/1 
 

R 111-1 精度等級E1、E2、F1、F2、M1、M1-2、M2、M2-3及びM3の分銅 第1部：

計量及び技術要求事項 
Weights of classes E1, E2, F1, F2, M1, M1-2, M2, M2-3 and M3 Part 1: 
Metrological and technical requirements   

2004 9/3 

R 111-2 精度等級E1、E2、F1、F2、M1、M1-2、M2、M2-3及びM3の分銅 第2部：

試験報告書の様式 
Weights of classes E1, E2, F1, F2, M1, M1-2, M2, M2-3 and M3 Part 2: Test 
report format  

2004 9/3 

R 112 殺虫剤及び有害物質測定用高性能液体クロマトグラフ 
High performance liquid chromatographs for measurement of pesticides 
and other toxic substances   

1994 16/3 

R 113 有害化学汚染物質の現場測定用可搬式ガスクロマトグラフ 
Portable gas chromatographs for field measurements of hazardous 
chemical pollutants   

1994 16/4 

R 114 連続測定用電子体温計 
Clinical electrical thermometers for continuous measurement   

1995 18/2 

R 115 最高温度保持機能付電子体温計 
Clinical electrical thermometers with maximum device  

1995 18/2 

R 116 水中の金属汚染物質測定に用いる誘導結合プラズマ原子発光分光分析計 
Inductively coupled plasma atomic emission spectrometers for the 
measurement of metal pollutants in water   

2006 16/2 

R 117-1 水以外の液体用動的計量システム 第1部：計量及び技術要求事項 
Dynamic measuring systems for liquids other than water Part 1: 
Metrological and technical requirements  

2019 8/3 

R 117-2 水以外の液体用動的計量システム 第 2 部：計量管理及び性能試験 
Dynamic measuring systems for liquids other than water Part 2: 
Metrological controls and performance tests 

2019 
 

8/3 

R 117-3 水以外の液体用動的計量システム 第 3 部：試験報告書の様式 
Dynamic measuring systems for liquids other than water Part 3: Test 
report format 

2019 8/3 

R 120 水以外の液体用計量システムを試験するための基準容器 
Standard capacity measures for testing measuring systems for liquids 
other than water   

2010 8 

R 122 語音オーディオメータ 
Equipment for speech audiometry   

1996 13 

R 122-C 語音オーディオメータ 付属書C：試験報告書の様式 
Equipment for speech audiometry - Annex C: Test report format   

1999 13 

R 123 有害元素を含む汚染物質の現場測定用携帯及び可搬式蛍光Ｘ線分析装置 
Portable and transportable X-ray fluorescence spectrometers for field 
measurement of hazardous elemental pollutants   

1997 16/4 

 
 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
R 124 ぶどう酒の糖分測定用屈折計 

Refractometers for the measurement of the sugar content of grape 
musts  

1997 17/2 

R 125 タンク中の液体質量用計量システム 
Measuring systems for the mass of liquids in tanks   

1998 8/1 

R 126 証拠用呼気分析計 
Evidential breath analyzers  

2012 17/7 

R 127 材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるラジオクロミック・フィルム

線量計測システム 
Radiochromic film dosimetry system for ionizing radiation processing 
of materials and products   

1999 15/2 

R 128 脚力測定器 
Ergometers for foot crank work   

2000 18 

R 129-1 多次元寸法計量器  第1部：計量及び技術要求事項 
Multi-dimensional measuring instruments Part 1: Metrological and 
technical requirements 

2000 7/5 

R 129-2 多次元寸法計量器  第2部：計量管理及び性能試験 
Multi-dimensional measuring instruments Part 2: Metrological 
controls and performance tests 

2000 7/5 

R 129-3 多次元寸法計量器  第3部：試験報告書の様式 
Multi-dimensional measuring instruments Part 3: Test report format 

2000 7/5 

R 129-4 多次元寸法計量器  第4部：型式評価報告書の様式 
Multi-dimensional measuring instruments Part 4: Type evaluation 
report format 

2000 7/5 

R 130 オクターブ及び1/３オクターブ・バンドフィルター 
Octave-band and one-third-octave-band filters   

2001 13 

R 131 材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるポリメチルメタクリレート

線量計システム 
Polymethylmethacrylate（PMMA） dosimetry systems for ionizing 
radiation processing of materials and products   

2001 15/2 

R 132 材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるアラニンEPR線量計システ

ム 
Alanine EPR dosimetry systems for ionizing radiation processing of 
materials and products   

2001 15/2 
 

R 133 ガラス製温度計 
Liquid-in-glass thermometers  

2002 11/2 

R 134-1 走行中の自動車及び軸荷重の自動はかり 第1部：計量及び技術要求事項－

試験 
Automatic instruments for weighing road vehicles in motion and 
measuring axle loads Part 1: Metrological and technical 
requirements -Tests   

2006 9/2 

R 134-2 走行中の自動車及び軸荷重の自動はかり 第2部：試験報告書の様式 
Automatic instruments for weighing road vehicles in motion and 
measuring axle loads Part 2: Test report format   

2009 9/2 

R 135 医学研究用分光光度計 
Spectrophotometers for medical laboratories   

2004 18/5 

R 136-1 皮革面積計 
Instruments for measuring the areas of leathers   

2004 7/3 

R 136-2 皮革面積計 第2部：試験報告書の様式 
Instruments for measuring the areas of leathers Part 2: Test Report 
Format   

2006 7/3 

－ 207 －



 
 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
R 137-1&2 ガスメーター 第1部：計量技術要求事項, 第２部：計量管理及び性能試験 

Gas Meters Part 1: Metrological and technical requirements Part 2: 
Metrological controls and performance tests 

2012 8/7 

R 137-1&2 
修正 

修正：ガスメーター 第1部：計量技術要求事項, 第2部：計量管理及び

性能試験 
Amendment : Gas Meters Part 1: Metrological and technical 
requirements and Part 2: Metrological controls and performance tests 

2014 8/7 

R 137-3 ガスメーター 第3部：試験報告書の様式 
Gas meters Part 3: Test report format 

2014 8/7 

R 138 商取引に使用される体積容器 
Vessels for commercial transactions 

2007 8 

R 138修正 修正：商取引に使用される体積容器 
Amendment : Vessels for commercial transactions  

2009 8 

R 139-1 自動車用圧縮ガス燃料の計量システム 第 1 部：計量及び技術要求事項 
Compressed gaseous fuels measuring systems for vehicles   
Part 1: Metrological and technical requirements 

2018 8/7 

R 139-2 自動車用圧縮ガス燃料の計量システム  第 2 部：計量管理及び性能試験 
Compressed gaseous fuels measuring systems for vehicles   
Part 2: Metrological controls and performance tests 

2018 8/7 

R 139-3 
 

自動車用圧縮ガス燃料の計量システム  第 3 部：試験報告書の様式 
Compressed gaseous fuels measuring systems for vehicles   
Part 3: Test report format 

2018 8/7 

R 140 ガス燃料の計量システム 
Measuring systems for gaseous fuel 

2007 8/7 

R 141 熱画像装置の主要特性の校正及び検定手順 
Procedure for calibration and verification of the main characteristics of 
thermographic instruments 

2008 11/3 

R 142 自動糖度計：検定の方法及び手段 
Automated refractometers: Methods and means of verification 

2008 17/2 

R 143 
 

定置型連続式二酸化硫黄測定器 
Instruments for the continuous measurement of SO2 in stationary 
source emissions 

2009 16/1 

R 144-1 定置型連続式一酸化炭素・窒素酸化物測定器 第1部：計量及び技術要求事項 
Instruments for the continuous measurement of CO and NOx in 
stationary source emissions Part 1: Metrological and technical 
requirements 

2013 16/1 

R 144-2 定置型連続式一酸化炭素・窒素酸化物測定器 第 2 部：計量及び性能試験 
Instruments for the continuous measurement of CO and NOx in 
stationary source emissions Part 2: Metrological and performance tests 

2013 16/1 

R 144-3 定置型連続式一酸化炭素・窒素酸化物測定器 第3部：試験報告書の様式 
Instruments for the continuous measurement of CO and NOx in 
stationary source emissions Part 3: Test report format 

2013 16/1 

R 145-1 眼科医療器具－圧入及び圧平式眼圧  第1部：計量及び技術要求事項 
Ophthalmic instruments - Impression and applanation tonometers 
Part 1: Metrological and technical requirements 

2015 18 

R 145-2 眼科医療器具－圧入及び圧平式眼圧計 第2部：試験手順 
Ophthalmic instruments - Impression and applanation tonometers 
Part 2: Test procedures 

2015 18 

R 145-3 眼科医療器具－圧入及び圧平式眼圧計 第3部：試験報告書の様式 
Ophthalmic instruments - Impression and applanation tonometers 
Part 3: Test report format 

2015 18 

－ 208 －



 
 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
R 137-1&2 ガスメーター 第1部：計量技術要求事項, 第２部：計量管理及び性能試験 

Gas Meters Part 1: Metrological and technical requirements Part 2: 
Metrological controls and performance tests 

2012 8/7 

R 137-1&2 
修正 

修正：ガスメーター 第1部：計量技術要求事項, 第2部：計量管理及び

性能試験 
Amendment : Gas Meters Part 1: Metrological and technical 
requirements and Part 2: Metrological controls and performance tests 

2014 8/7 

R 137-3 ガスメーター 第3部：試験報告書の様式 
Gas meters Part 3: Test report format 

2014 8/7 

R 138 商取引に使用される体積容器 
Vessels for commercial transactions 

2007 8 

R 138修正 修正：商取引に使用される体積容器 
Amendment : Vessels for commercial transactions  

2009 8 

R 139-1 自動車用圧縮ガス燃料の計量システム 第 1 部：計量及び技術要求事項 
Compressed gaseous fuels measuring systems for vehicles   
Part 1: Metrological and technical requirements 

2018 8/7 

R 139-2 自動車用圧縮ガス燃料の計量システム  第 2 部：計量管理及び性能試験 
Compressed gaseous fuels measuring systems for vehicles   
Part 2: Metrological controls and performance tests 

2018 8/7 

R 139-3 
 

自動車用圧縮ガス燃料の計量システム  第 3 部：試験報告書の様式 
Compressed gaseous fuels measuring systems for vehicles   
Part 3: Test report format 

2018 8/7 

R 140 ガス燃料の計量システム 
Measuring systems for gaseous fuel 

2007 8/7 

R 141 熱画像装置の主要特性の校正及び検定手順 
Procedure for calibration and verification of the main characteristics of 
thermographic instruments 

2008 11/3 

R 142 自動糖度計：検定の方法及び手段 
Automated refractometers: Methods and means of verification 

2008 17/2 

R 143 
 

定置型連続式二酸化硫黄測定器 
Instruments for the continuous measurement of SO2 in stationary 
source emissions 

2009 16/1 

R 144-1 定置型連続式一酸化炭素・窒素酸化物測定器 第1部：計量及び技術要求事項 
Instruments for the continuous measurement of CO and NOx in 
stationary source emissions Part 1: Metrological and technical 
requirements 

2013 16/1 

R 144-2 定置型連続式一酸化炭素・窒素酸化物測定器 第 2 部：計量及び性能試験 
Instruments for the continuous measurement of CO and NOx in 
stationary source emissions Part 2: Metrological and performance tests 

2013 16/1 

R 144-3 定置型連続式一酸化炭素・窒素酸化物測定器 第3部：試験報告書の様式 
Instruments for the continuous measurement of CO and NOx in 
stationary source emissions Part 3: Test report format 

2013 16/1 

R 145-1 眼科医療器具－圧入及び圧平式眼圧  第1部：計量及び技術要求事項 
Ophthalmic instruments - Impression and applanation tonometers 
Part 1: Metrological and technical requirements 

2015 18 

R 145-2 眼科医療器具－圧入及び圧平式眼圧計 第2部：試験手順 
Ophthalmic instruments - Impression and applanation tonometers 
Part 2: Test procedures 

2015 18 

R 145-3 眼科医療器具－圧入及び圧平式眼圧計 第3部：試験報告書の様式 
Ophthalmic instruments - Impression and applanation tonometers 
Part 3: Test report format 

2015 18 

 
 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
R 146-1 穀物及び油脂種子の蛋白質計 第1部：計量及び技術要求事項 

Protein measuring instruments for cereal grains and oilseeds Part 1: 
Metrological and technical requirements 

2016 17/8 

R 146-2 穀物及び油脂種子の蛋白質計 第 2 部：計量管理及び性能試験 
Protein measuring instruments for cereal grains and oilseeds Part 2: 
Metrological controls and performance tests 

2016 17/8 

R 146-3 穀物及び油脂種子の蛋白質計 第3部：試験報告書の様式 
Protein measuring instruments for cereal grains and oilseeds Part 3: 
Test report format 

2016 17/8 

R 147 －50 ℃から2 500 ℃までの温度範囲の黒体放射源 
Standard blackbody radiators for the temperature range from -50 ℃ 

to 2 500 ℃ 

2016 11/3 

R148-1 非観血非自動血圧計 第1部：計量及び技術要求事項 
Non-invasive non-automatic sphygmomanometers Part 1: Metrological 
and technical requirements 

2020 
 

18/1 

R148-2 非観血非自動血圧計 第2部：試験手順 
Non-invasive non-automatic sphygmomanometers Part 2: Test 
procedures 

2020 
 

18/1 

R148-3 非観血非自動血圧計 第3部：試験報告書の様式 
Non-invasive non-automatic sphygmomanometers Part 3: Test report 
format 

2020 18/1 

R149-1 非観血自動血圧計 第1部：計量及び技術要求事項 
Non-invasive automatic sphygmomanometers Part 1: Metrological and 
technical requirements 

2020 
 T 

18-1 

R149-2 非観血自動血圧計 第2部：試験手順 
Non-invasive automatic sphygmomanometers Part 2: Test procedures 

2020 
 

18-1 

R149-3 非観血自動血圧計 第3部：試験報告書の様式 
Non-invasive automatic sphygmomanometers Part 3: Test report 
format 

2020 18-1 

R150-1 湾曲した滑り台を用いた連続式積算自動はかり 第1部：計量及び技術要

求事項 
Continuous totalizing automatic weighing instruments of the arched 
chute type Part 1: Metrological and technical requirements 

2020 
To be 

pubhished 

9/2 

R150-2 湾曲した滑り台を用いた連続式積算自動はかり 第2部：試験手順 
Continuous totalizing automatic weighing instruments of the arched 
chute type Part 2: Test procedures 

2020 
To be 

pubhished 

9/2 

R150-3 湾曲した滑り台を用いた連続式積算自動はかり 第3部：試験報告書の様

式 
Continuous totalizing automatic weighing instruments of the arched 
chute type Part 3: Test report format 

2020 
To be 

pubhished 

9/2 

－ 209 －



 
 

国際文書（International Documents）一覧 

 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
D 1 国家計量制度 － 制度的・法的枠組みの構築 

National Metrology Systems - Developing the institutional and 
legislative framework 

2020 CEEMS 

D 2 法定計量単位 
Legal units of measurement 

2007 2 

D 3 計量器の法定要求事項 
Legal qualification of measuring instruments  

1979 3 

D 5 計量器の階級図式制定のための原則 
Principles for the establishment of hierarchy schemes for measuring 
instruments  

1982 4 

D 8 標準器の選択、承認、使用、管理及び文書化に関する原則 
Measurement standards. Choice, recognition, use, conservation and 
documentation 

2004 4 

D 9 計量取締の原則 
Principles of metrological supervision 

2004 3/2 

D 10 ILAC-G24/OIML D 10 
試験所で用いられる計量装置の再校正周期決定のための指針 
Guidelines for the determination of recalibration intervals of 
measuring equipment used in testing laboratories 

2007 4 

D 11 計量器に対する一般要求事項－環境要件 
General requirements for measuring instruments - Environmental 
conditions 

2013 5/1 

D 12 検定対象計量器の使用分野 
Fields of use of measuring instruments subject to verification 

1986 3/2 

D 13 検査結果、型式承認及び検定の承認に関する二国間又は多国間取決めの

ための指針 
Guidelines for bi- or multilateral arrangements on the recognition of : 
Test results - Pattern approvals- Verifications 

1986 3/1 

D 14 法定計量従事者の養成、資格及び訓練プログラム 
Training and qualification of legal metrology personnel   

2004 CEEMS 

D 16 法定計量管理の確保の原則 
Principles of assurance of metrological control 

2011 3/2 

D 17 液体の粘度測定器の階級図式 
Hierarchy scheme for instruments measuring the viscosity of liquids  

1987 17/5 

D 18 国家法定計量機関による計量管理のための認証標準物質使用に関する一

般原則 
The use of certified reference materials in fields covered by 
metrological control exercised by national services of legal metrology. 
Basic principles 

2008 3/3 

D 19 型式評価と型式承認 
Pattern evaluation and pattern approval  

1988 3/1 

D 20 計量器の初期・後続検定及び手順 
Initial and subsequent verification of measuring instruments and 
processes   

1988 3/1 

D 21 放射線治療に用いられる線量計の校正のための二次標準線量測定実験室 
Secondary standard dosimetry laboratories for the calibration of 
dosimeters used in radiotherapy   

1990 15/1 

－ 210 －



 
 

国際文書（International Documents）一覧 

 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
D 1 国家計量制度 － 制度的・法的枠組みの構築 

National Metrology Systems - Developing the institutional and 
legislative framework 

2020 CEEMS 

D 2 法定計量単位 
Legal units of measurement 

2007 2 

D 3 計量器の法定要求事項 
Legal qualification of measuring instruments  

1979 3 

D 5 計量器の階級図式制定のための原則 
Principles for the establishment of hierarchy schemes for measuring 
instruments  

1982 4 

D 8 標準器の選択、承認、使用、管理及び文書化に関する原則 
Measurement standards. Choice, recognition, use, conservation and 
documentation 

2004 4 

D 9 計量取締の原則 
Principles of metrological supervision 

2004 3/2 

D 10 ILAC-G24/OIML D 10 
試験所で用いられる計量装置の再校正周期決定のための指針 
Guidelines for the determination of recalibration intervals of 
measuring equipment used in testing laboratories 

2007 4 

D 11 計量器に対する一般要求事項－環境要件 
General requirements for measuring instruments - Environmental 
conditions 

2013 5/1 

D 12 検定対象計量器の使用分野 
Fields of use of measuring instruments subject to verification 

1986 3/2 

D 13 検査結果、型式承認及び検定の承認に関する二国間又は多国間取決めの

ための指針 
Guidelines for bi- or multilateral arrangements on the recognition of : 
Test results - Pattern approvals- Verifications 

1986 3/1 

D 14 法定計量従事者の養成、資格及び訓練プログラム 
Training and qualification of legal metrology personnel   

2004 CEEMS 

D 16 法定計量管理の確保の原則 
Principles of assurance of metrological control 

2011 3/2 

D 17 液体の粘度測定器の階級図式 
Hierarchy scheme for instruments measuring the viscosity of liquids  

1987 17/5 

D 18 国家法定計量機関による計量管理のための認証標準物質使用に関する一

般原則 
The use of certified reference materials in fields covered by 
metrological control exercised by national services of legal metrology. 
Basic principles 

2008 3/3 

D 19 型式評価と型式承認 
Pattern evaluation and pattern approval  

1988 3/1 

D 20 計量器の初期・後続検定及び手順 
Initial and subsequent verification of measuring instruments and 
processes   

1988 3/1 

D 21 放射線治療に用いられる線量計の校正のための二次標準線量測定実験室 
Secondary standard dosimetry laboratories for the calibration of 
dosimeters used in radiotherapy   

1990 15/1 

 
 

番号 表     題 発行年 TC/SC 
D 22 有害廃棄物より発生する大気汚染物質評価のための携帯用測定器に関す

る指針 
Guide to portable instruments for assessing airborne pollutants 
arising from hazardous wastes   

1991 16/4 

D 23 検定用設備の法定計量管理の原則 
Principles for metrological control of equipment used for verification   

1993 4 

D 24 全放射温度計 
Total radiation pyrometers  

1996 11/3 

D 25 流体の計量装置に用いる渦式メーター 
Vortex meters used in measuring systems for fluids   

2010 8 

D 26 ガラス製抽出用メジャｰ：自動ピペット 
Glass delivery measures - Automatic pipettes   

2010 8 

D 27 製造事業者の品質管理システムを活用した計量器の初期検定 
Initial verification of measuring instruments using the manufacturer's 
quality management system   

2001 3/1 

D 28 空気中での質量の測定に関する協定値（R33の改定） 
Conventional value of the result of weighing in air（(Revision of R 33)   

2004 9/3 

D 30 法定計量においてISO/IEC 17025を試験機関の評価に適用するための指

針 
Guide for the application of ISO/IEC 17025 to the assessment of 
Testing Laboratories involved in legal metrology 

2020 OIML-CS/7 

D 31 
修正 

ソウトウェア制御計量器のための一般要件 
General requirements for software-controlled measuring instruments 
- Consolidated Edition including Amendment 1（2020-09-08） 

2019 5/2 

D 32 法定計量においてISO/IEC 17065を計量器認証機関の評価に適用するた

めの指針 
Guide for the application of ISO/IEC 17065 to assessment of 
certification bodies in legal metrology 

2018 OIML-CS 

D 33 参照標準液（粘度計の校正・検定用ニュートン性粘度標準） 
Reference standard liquids （Newtonian viscosity standard for the 
calibration and verification of viscometers） 

2019 17/5 

D 34 型式適合性（CTT）－計量器販売前の適合性評価 
Conformity to Type（CTT） - Pre-market conformity assessment of 
measuring instruments 

2019 3/6 

D 35 石油計量表 
Petroleum measurement tables 

2020 8 

D 36 液体用計量システムを試験するための基準体積管 
Pipe provers for testing measuring systems for liquids 

2020 8 

－ 211 －



 
 

基本文書（Basic Publications）一覧 

 

番号 表     題 発行年 TC/SC 

B1 OIML条約 
Convention establishing an International Organisation of Legal 
Metrology 

1968 BIML 

B6-1 OIML技術作業指針 第1部：OIML刊行物作成のための機構及び手続き 
Directives for OIML technical work. Part 1: Structures and procedures 
for the development of OIML publications 

2019 
 

BIML/3 

B6-2 OIML技術作業指針 第2部：OIML刊行物の起草及び提示のための手引き 
Directives for OIML technical work. Part 2: Guide to the drafting and 
presentation of OIML publications 

2019 BIML/3 

B7 BIML職員規定 
BIML Staff regulations 

2013 BIML 

B8 OIML財務規定 
OIML Financial regulations 

2012 
 

BIML 

B11 OIML刊行物の翻訳・使用･販売に関する規則 
Rules governing the translation, copyright and distribution of OIML 
Publications 

2007 BIML 

B12 OIMLと他機関の連携に関する基本文書 
Policy paper on liaisons between the OIML and other bodies 

2004 BIML 

B13 BIML局長及び副局長の選任手続き 
Procedure for the appointment of the BIML Director and Assistant 
Directors 

2004 BIML 

B14 CIML委員長及び副委員長の選挙手続き 
Procedure for the election of the CIML President and Vice-Presidents 

2013 BIML 

B15 OIML戦略 
OIML Strategy 

2011 BIML 

B16 
 

運営委員会に関する取決め 
Terms of reference for the Presidential Council 

2011 BIML 

B17 OIML 集会に参加する CIML 名誉委員及び招待客の旅費の償還に関す

る方針と規則  
Policies and rules for the reimbursement of travel expenses incurred by 
CIML Members of Honor and invited guests in attending OIML events 

2012 BIML 

B18 OIMl 証明書制度の枠組み（OIML-CS） 
Framework for the OIML Certification System（OIML-CS） 

2018 OIML-CS 

B19 計量制度の整備途上にある国及び経済圏（CEEMS）に関する諮問部会に

対する付託条項 
Terms of Reference for the Advisory Group on matters concerning 
Countries and Economies with Emerging Metrology Systems 
（CEEMS） 

2017 CEEMS 

B20 OIMLのロゴ使用に関する規則 
Rules for the use of OIML logos 

2019 BIML 

B21 OIML研修センターと研修活動の枠組み 
Framework for OIML Training Centers and OIML Training Events 

2019 BIML 

（2021年2月現在） 
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基本文書（Basic Publications）一覧 

 

番号 表     題 発行年 TC/SC 

B1 OIML条約 
Convention establishing an International Organisation of Legal 
Metrology 

1968 BIML 

B6-1 OIML技術作業指針 第1部：OIML刊行物作成のための機構及び手続き 
Directives for OIML technical work. Part 1: Structures and procedures 
for the development of OIML publications 

2019 
 

BIML/3 

B6-2 OIML技術作業指針 第2部：OIML刊行物の起草及び提示のための手引き 
Directives for OIML technical work. Part 2: Guide to the drafting and 
presentation of OIML publications 

2019 BIML/3 

B7 BIML職員規定 
BIML Staff regulations 

2013 BIML 

B8 OIML財務規定 
OIML Financial regulations 

2012 
 

BIML 

B11 OIML刊行物の翻訳・使用･販売に関する規則 
Rules governing the translation, copyright and distribution of OIML 
Publications 

2007 BIML 

B12 OIMLと他機関の連携に関する基本文書 
Policy paper on liaisons between the OIML and other bodies 

2004 BIML 

B13 BIML局長及び副局長の選任手続き 
Procedure for the appointment of the BIML Director and Assistant 
Directors 

2004 BIML 

B14 CIML委員長及び副委員長の選挙手続き 
Procedure for the election of the CIML President and Vice-Presidents 

2013 BIML 

B15 OIML戦略 
OIML Strategy 

2011 BIML 

B16 
 

運営委員会に関する取決め 
Terms of reference for the Presidential Council 

2011 BIML 

B17 OIML 集会に参加する CIML 名誉委員及び招待客の旅費の償還に関す

る方針と規則  
Policies and rules for the reimbursement of travel expenses incurred by 
CIML Members of Honor and invited guests in attending OIML events 

2012 BIML 

B18 OIMl 証明書制度の枠組み（OIML-CS） 
Framework for the OIML Certification System（OIML-CS） 

2018 OIML-CS 

B19 計量制度の整備途上にある国及び経済圏（CEEMS）に関する諮問部会に

対する付託条項 
Terms of Reference for the Advisory Group on matters concerning 
Countries and Economies with Emerging Metrology Systems 
（CEEMS） 

2017 CEEMS 

B20 OIMLのロゴ使用に関する規則 
Rules for the use of OIML logos 

2019 BIML 

B21 OIML研修センターと研修活動の枠組み 
Framework for OIML Training Centers and OIML Training Events 

2019 BIML 

（2021年2月現在） 

 

名　称 英語名称 幹事国/世話人 資格＊ 所管出版物

TC1 用語 Terminology ― P V1

V2-200

G18

p3
新規文書：二か国語版
電子用語集の設立と維持

New pub.: The set up and maintenance of a
bi-lingual electronic vocabulary

ポーランド P

計量単位 Units of measurement オーストリア P D2

ｐ１ D 2の改定：法定計量単位 Rev. D 2: Legal units of measurement オーストリア P D2

TC3 計量規則 Metrological control アメリカ P R34

R42

D3

G1

SC1 型式承認及び検定 Pattern Approval and verification アメリカ P D13

D19

D20

D27

SC2 計量取締り Metrological supervision チェコ P D9

D12

D16

SC3 標準物質 Reference materials ロシア P D18

p7
新文書：連続生産される標準物質の認
証プログラムの一般要件

New D: General requirements for the
program of reference material certification in
serial production

ロシア P

SC4 統計的方法の適用 Application of statistical methods ドイツ P G20

ｐ2
新文書：サンプリング検査に基づく使用
中のユーティリティ ・メーターの監視

New D: Surveillance of utility meters in
service on the basis of sampling inspections

イギリス O

SC5 適合性評価 Conformity assessment アメリカ P G19

SC6 型式適合性（CTT） Conformity to type ニュージーランド P D34

TC4 標準器，校正及び検定装置 スロバキア P D5

D8

D10

D23

ｐ2
D 5の改定：計量器の階級図式制定の
ための原則

Rev. D 5: Principles for the establishment of
hierarchy schemes for measuring instruments

スロバキア P D5

p6
D 23の改定：検定用設備の法定計量
管理の原則

Rev. D 23: Principles for metrological
control of equipment used for verification

スロバキア P D23

p8
D 8の改定：標準器の性能。一般要件、
トレーサビリティー、使用状況、管理及
び文書化

Rev. D 8: Measurement standards
performance. General requirements,
traceability, condition to use, conservation,
documentation.

スロバキア P D8

p9
D 10の改定：試験所で用いられる計量
装置の再校正周期決定のための指針

Rev. D 10: Guidelines for the determination
of recalibration intervals of measuring
equipment used in testing laboratories

スロバキア P D10

TC5 計量器に関する一般要求事項
General requirements for measuring
instruments

- P

SC1 環境条件 Environmental conditions オランダ P D11

SC2 ソフトウェア Software ドイツ P D31

ｐ4
D 31の改定：ソフトウェア制御計量器の
ための一般要件

Rev. D 31 - General Requirements for
software controlled measuring instruments

ドイツ P D31

TC6 包装商品 Prepackaged products 南アフリカ P R79

R87

G21

p6 新規文書 – R 87 包装商品のテンプレート New Publication - R 87 prepackage template 南アフリカ O

TC7 長さ関連量の計量器
Measuring instruments for length and
associated quantities イギリス P R35-1&2&3

SC1 長さ計 Measuring instruments for length ロシア P R24

R66

R98

ｐ2 R 66の改定：長さ測定器 Rev. R 66: Length measuring instruments ポーランド P R66

TC7 SC3 面積の測定 Measurement of areas イギリス P R136-1&2

Measurement standards and calibration and
verification devices

技術委員会（TC、SC及びPG）の幹事国、日本の参加資格一覧

TC/SC/PG

TC2
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名　称 英語名称 幹事国/世話人 資格＊ 所管出版物TC/SC/PG

TC7 SC4 道路運送車両計量器 Measuring instruments for road traffic アメリカ P R21

R55

R91

p3
R 91の改定：自動車の速度測定用レー
ダー装置

Rev. R 91: Radar equipment for the
measurement of the speed of vehicles

スロベニア、
スイス

O R91

SC5 形状測定器 Dimensional measuring instruments オーストラリア P R129

TC8 流体量の測定 Measurement of quantities of fluids 日本 P R40

R41

R43

R63

R120

R138

D25

D26

D35

D36

SC1 静的体積・質量測定 Static volume and mass measurement P R71

R80-1&2&3

R85-1&2&3

R95

R125

p5 R 95の改定：タンカー・一般要求事項
Rev. R 95: Ships' tanks - General
requirements

オランダ、
アメリカ

P R95

p9
R 71の改定：定置型貯蔵タンク・一般
要求事項

Rev. R 71: Fixed storage tanks. General
requirements

アメリカ P R 71

p10
R 85の改定：定置型貯蔵タンクの液面
測定用自動液面計

Rev. R 85: Automatic level gauges for
measuring the level of liquid in stationary
storage tanks

アメリカ P R85

p11
R 125の改定：タンク中の液体質量用計
量システム

Rev. R 125: Measuring systems for the mass
of liquids in tanks

オランダ、
アメリカ

O R125

SC3 動的体積・質量測定（水以外の液体）
Dynamic volume and mass measurement
(liquids other than water)

ドイツ、
アメリカ

P R117-1&2&3

SC5 水道メーター Water meters イギリス P R49-1&2&3

SC6 低温液体の計量 Measurement of cryogenic liquids アメリカ O R81

p1
R 81の改定：低温液体用動的体積計と
計量システム

Rev. R 81: Dynamic measuring devices and
systems for cryogenic liquids

アメリカ O R81

SC7 ガスメータリング Gas metering オランダ P R137-1&2

R139-1&2&3

R140

p6 R 140の改定：ガス燃料の計量システム
Rev. R 140: Measuring systems for gaseous
fuel

オランダ P R140

TC9 質量計及び密度計 Instruments for measuring mass and density アメリカ P R60

R76-1&2

ｐ１ R 76の改定：非自動はかり
Rev. R 76: Non-automatic weighing
instruments

フランス、
ドイツ

P R76

SC2 自動はかり Automatic weighing instruments イギリス P R50-1&2&3

R51-1&2

R61-1&2&3

R106-1&2

R107-１&2

R134-1&2

R150-1&2&3

p10 R 51の改定:自動捕捉式はかり
Rev.R 51: Automatic catchweighing
instruments

インド、
イギリス

P R51

p11
R 134の改定:走行中の自動車及び軸
荷重の自動はかり

Rev. R 134: Automatic instruments for
weighing road vehicles in motion and
measuring axle loads

イギリス O R134

SC1 非自動はかり Nonautomatic weighing instruments P

オランダ、
アメリカ

フランス、
ドイツ
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名　称 英語名称 幹事国/世話人 資格＊ 所管出版物TC/SC/PG

TC9 SC3 分銅 Weights ドイツ P R47

R52

R111-1&2

D28

SC4 密度計 Densities ロシア P R15

R22

R44

ｐ2
R 22の改定：国際アルコール濃度測定
表

Rev. R 22: International alcoholometric
tables

ポーランド P R22

TC10 圧力，力及び関連量の計量器
Instruments for measuring pressure, force
and associated quantities

アメリカ P R23

p1 R 23の改定：自動車用タイヤ圧力計
Rev. R 23: Tire pressure gauges for motor
vehicles

ケニア、
オランダ

O R23

SC1 重錘型圧力天びん Pressure balances チェコ P R110

SC2 弾性感圧素子圧力計
Pressure gauges with elastic sensing
elements

ロシア P R53

R101

R109

ｐ１
新勧告：弾性感圧素子によるデジタル
及びアナログ圧力計（送信機）

New R: Digital and analogue pressure gauges
(transmitters) with elastic sensing elements

ロシア P

R 101

 R 109

SC3 気圧計 Barometers 中国 P R97

SC4 材料試験機 Material testing machines アメリカ O R65

TC11 温度及び関連量の計量器
Instruments for measuring temperature and
associated quantities

ドイツ P R75-1&2&3

SC1 抵抗温度計 Resistance thermometers ロシア O R84

SC2 接触温度計 Contact thermometers アメリカ P R133

SC3 放射温度計 Radiation thermometers ロシア P R18

R48

R141

R147

D24

TC12 電気量の計量器
Instruments for measuring electrical
quantities

オーストラリア P R46

ｐ１ R 46の改定：電力量計 Rev. R 46: Electrical energy meters オーストラリア P R46

TC13 音響及び振動の計量器
Measuring instruments for acoustics and
vibration

- P R58

R88

R102

R103

R104

R122

R130

TC14 光関連量の計量器 Measuring instruments used for optics ハンガリー O R93

TC15 電離放射線の計量器 Measuring instruments for ionizing radiations ロシア P

SC1 医療用電離放射線の計量器
Measuring instruments for ionizing radiations
used in medical applications

ロシア O D21

SC2 工業用電離放射線の計量器
Measuring instruments for ionizing radiations
used in industrial processes

アメリカ O R127

R131

R132

TC16 汚染度計量器 Instruments for measuring pollutants アメリカ P

SC1 大気汚染 Air pollution オランダ P R99-1&2&3

R143

R144-1&2&3

P

Combined rev. R 101 and R 109: Indicating
and recording pressure gauges, vacuum
gauges and pressure-vacuum gauges with
elastic sensing elements

ロシアｐ2
R 101及びR 109の合同改定：弾性感
圧素子による圧力計、真空計、及び圧
力真空計の表示と記録
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名　称 英語名称 幹事国/世話人 資格＊ 所管出版物TC/SC/PG

ｐ4
新勧告：自動車排ガス用すす粒子数
（PN）測定器

New R: Instruments for measuring the
vehicle exhaust soot particle number (PN)

ドイツ、
オランダ

O

TC16 SC2 水質汚染 Water pollution アメリカ P R83

R100-1&2&3

R116

SC3 殺虫剤及び有毒汚染物質
Pesticides and other pollutant toxic
substances

アメリカ O R82

R112

SC4 有害性汚染物質の環境計測
Field measurements of hazardous (toxic)
pollutants

アメリカ O R113

R123

D22

TC17 物理化学測定器
Instruments for physico-chemical
measurements

ロシア O

SC1 水分計 Humidity P R59-1&2&3

R92

SC2 糖度計 Saccharimetry ロシア O R14

R108

R124

R142

ｐ4
R 142の改定：自動糖度計: 検定の方
法及び手段

Revision of R 142 - Automated
refractometers: Methods and means of
verification

イラン O R142

SC3 pH計 pH-metry ロシア P R54

ｐ１ R 54の改定：水溶液のpH目盛 Rev. R 54: pH scale for aqueous solutions ロシア P R54

ｐ2 新規文書：pH 計－検定のための計量器と手順
New pub.: pH-meters – Measuring
instruments and procedures used for
verification

ロシア P

SC4 導電率の測定 Conductometry ロシア O R56

R68

ｐ１
新文書：導電率の測定結果に対するト
レーサビリティー

New D: Traceability of results obtained in
measurements of electrolytic conductivity

ロシア O

SC5 粘度の測定 Viscosimetry ロシア O R69

D17

D33

ｐ2
新規勧告: 回転式粘度計－動粘度の
決定－検定方法

New R: Rotary viscometers -Determination
of dynamic viscosity - Verification method

イラン O

SC6 ガス分析計 Gas analysis ロシア O

SC7 呼気試験機 Breath testers
フランス、

ドイツ
P R126

p3 R 126の改定：証拠用呼気分析計 Rev. R 126: Evidential breath analyzers
フランス、

ドイツ
P R126

SC8 農産物の品質分析機器
Instruments for quality analysis of
agricultural products

オーストラリア P R146

TC18 医療用計量器 Medical measuring instruments ドイツ P R128

R145-1&2&3

ｐ2 新勧告：眼科医療器具、非接触眼圧計
New R: Ophthalmic instruments, Non-
contact tonometers

ドイツ O

SC1 血圧計 Blood pressure instruments 中国 P R148-1&2

R149-1&2

SC2 体温計 Medical thermometers － P R7

R114

R115

SC4 医療用電子計量器 Bio-electrical instruments ロシア O R89

R90

SC5 医学研究用計測器
Measuring instruments for medical
laboratories

ドイツ O R26

R78

R135

＊OIMLの技術委員会（TC/SC/PG）への日本の参加資格

アメリカ、
中国
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技術委員会（TC及びSC）及びBIMLが所管している刊行物及び審議状況 

 
TC/SC/ 
BIML 勧告及び文書名 発行年 審議状況 

TC1 G18：OIML勧告及び文書で定義されるアルファベット順の用語集 

V1：国際法定計量用語集（VIML）（仏語-英語） 

V2：国際計量基本用語集（VIM）第 3 版（仏語－英語）（2010 年版

の微修正） 

2010 

2013 

2012 

 

TC2 D2：法定計量単位 2007 (1CD) 

TC3 R34：計量器の精度等級 

R42：検定官用金属証印 

D1：計量法に関する考察 ※CEEMS担当に移行 

D3：計量器の法定要求事項 

G1-100：測定データの評価 - 測定における不確かさの表現のガイド 

G1-101：測定データの評価 - 「測定における不確かさの表現のガイ

ド」への補遺1 - モンテカルロ法による分布の伝播の計算 

G1-102：測定データの評価 - 「測定における不確かさの表現のガイ

ド」への補遺2 - 多出力量に関するモデル 

G1-104：測定データの評価 - 「測定における不確かさの表現のガイ

ド」への案内及び関連文書 

G1-106：測定データの評価 - 適合性評価における測定不確かさの役

割 

G1-GUM6：測定における不確かさの表現のガイド－第6部: 測定モ

デルの構築と利用 

1979 

1981 

2012 

1979 

2008 

2008 

 

2011 

 

2009 

 

2012 

 

2020 

 

TC3/SC1 D13：検査結果、型式承認及び検定の承認に関する二国間又は多国間

取決めのための指針 

D19：型式評価と型式承認 

D20：計量器の初期・後続検定及び手順 

D27：製造事業者の品質管理システムを活用した計量器の初期検定 

1986 

 

1988 

1988 

2001 

 

TC3/SC2 D9：計量取締の原則 

D12：検定対象計量器の使用分野 

D16：法定計量管理の確保の原則 

2004 

1986 

2011 

 

TC3/SC3 

 

D18：国家法定計量機関による計量管理のための認証標準物質使用に

関する一般原則 

2008  
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TC/SC/ 
BIML 勧告及び文書名 発行年 審議状況 

TC3/SC3 

 

新規D：連続生産される認証物質の認証プログラムに対する一般要求

事項 

(2CD) 

TC3/SC4 G20：サンプリング検査に基づいた使用中ユーティリティメーターに対

する調査 

2017  

TC3/SC5 G19：法定計量での適合性評価における測定の不確かさの役割 2017  

TC3/SC6 D34：型式適合性（CTT）－ 計量器販売前の適合性評価 2019  

TC4 D5：計量器の階級図式制定のための原則 

D8：標準器の選択、承認、使用、管理及び文書化に関する原則 

D10：ILAC-G24/OIML D10 試験所で用いられる計量装置の再校正

周期決定のための指針 

D23：検定用設備の法定計量管理の原則 

1982 

2004 

2007 

 

1993 

(3CD) 

 

(2CD) 

 

 

TC5/SC1 D11：計量器に対する一般要求事項－環境要件 2013  

TC5/SC2 D31：ソフトウェア制御計量器のための一般要件 2019 (1WD) 

TC6 R79：包装商品のラベル表記に関する要求事項 

R87：包装商品の内容量 

G21：包装商品認証システムに対する要件を定義するための手引き 

2015 

2016 

2017 

 

TC7 R35-1：一般使用のための長さの実量器 第 1 部：計量及び技術要求

事項 

R35-1：一般使用のための長さの実量器 第 1 部：計量及び技術要求

事項－2007年版への修正文書 

R35-2：一般使用のための長さの実量器 第2部：試験方法 

R35-3：一般使用のための長さの実量器 第3部：試験報告書の様式 

2007 

 

2014 

 

2011 

2011 

 

TC7/SC1 R24：検定官用メートル基準直尺 

R66：長さ測定器 

R98：高精度線度器 

1975 

1985 

1991 

 

(WD) 

TC7/SC3 R136-1：皮革面積計 

R136-2：皮革面積計 第2部：試験報告書の様式 

2004 

2006 

 

TC7/SC4 R21：タクシーメーター 計量及び技術要求事項、試験手順及び試験

報告書の様式 

R55：自動車用スピードメーター，機械式オドメーター，及びクロノ

タコグラフ：計量規定 

R91：自動車の速度測定用レーダー装置 

2007 

 

1981 

 

1990 

 

 

 

 

(2WD) 
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TC/SC/ 
BIML 勧告及び文書名 発行年 審議状況 

TC3/SC3 

 

新規D：連続生産される認証物質の認証プログラムに対する一般要求

事項 

(2CD) 

TC3/SC4 G20：サンプリング検査に基づいた使用中ユーティリティメーターに対

する調査 

2017  

TC3/SC5 G19：法定計量での適合性評価における測定の不確かさの役割 2017  

TC3/SC6 D34：型式適合性（CTT）－ 計量器販売前の適合性評価 2019  

TC4 D5：計量器の階級図式制定のための原則 

D8：標準器の選択、承認、使用、管理及び文書化に関する原則 

D10：ILAC-G24/OIML D10 試験所で用いられる計量装置の再校正

周期決定のための指針 

D23：検定用設備の法定計量管理の原則 

1982 

2004 

2007 

 

1993 

(3CD) 

 

(2CD) 

 

 

TC5/SC1 D11：計量器に対する一般要求事項－環境要件 2013  

TC5/SC2 D31：ソフトウェア制御計量器のための一般要件 2019 (1WD) 

TC6 R79：包装商品のラベル表記に関する要求事項 

R87：包装商品の内容量 

G21：包装商品認証システムに対する要件を定義するための手引き 

2015 

2016 

2017 

 

TC7 R35-1：一般使用のための長さの実量器 第 1 部：計量及び技術要求

事項 

R35-1：一般使用のための長さの実量器 第 1 部：計量及び技術要求

事項－2007年版への修正文書 

R35-2：一般使用のための長さの実量器 第2部：試験方法 

R35-3：一般使用のための長さの実量器 第3部：試験報告書の様式 

2007 

 

2014 

 

2011 

2011 

 

TC7/SC1 R24：検定官用メートル基準直尺 

R66：長さ測定器 

R98：高精度線度器 

1975 

1985 

1991 

 

(WD) 

TC7/SC3 R136-1：皮革面積計 

R136-2：皮革面積計 第2部：試験報告書の様式 

2004 

2006 

 

TC7/SC4 R21：タクシーメーター 計量及び技術要求事項、試験手順及び試験

報告書の様式 

R55：自動車用スピードメーター，機械式オドメーター，及びクロノ

タコグラフ：計量規定 

R91：自動車の速度測定用レーダー装置 

2007 

 

1981 

 

1990 

 

 

 

 

(2WD) 

 
 

TC/SC/ 
BIML 勧告及び文書名 発行年 審議状況 

TC7/SC5 R129-1：多次元寸法測定器 第1部：計量及び技術要求事項 

R129-2：多次元寸法測定器 第2部：計量管理及び性能試験 

R129-3：多次元寸法測定器 第3部：試験報告書の様式 

R129-4：多次元寸法測定器 第4部：型式評価報告書の様式 

2020 

2020 

2020 

2020 

 

TC8 R40：検定官用目盛付き基準メスピペット 

R41：検定官用基準ビュレット 

R43：検定官用目盛付きガラス製基準フラスコ 

R120：水以外の液体用計量システムを試験するための基準容器 

R138：商取引に使用される体積容器 

R138修正文書：商取引に使用される体積容器 

D25：流体の計量装置に用いる渦式メーター 

D26：ガラス製抽出用メジャｰ：自動ピペット 

D35：石油計量表 

D36：液体用計量システムを試験するための基準体積管 

1981 

1981 

1981 

2010 

2007 

2009 

2010 

2010 

2020 

2020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TC8/SC1 R71：定置型貯蔵タンク：一般要求事項 

R80-1：尺付きタンクローリー及びタンク貨車 第1部：計量及び技

術要求事項 

R80-2：尺付きタンクローリー及びタンク貨車 第2部：計量管理及

び性能試験 

R80-3：尺付きタンクローリー及びタンク貨車 第3部：報告書の様

式 

R85-1&2：定置型貯蔵タンクの液面測定用自動液面計 第1部：計量

及び技術要求事項、第2部：計量管理及び性能試験 

R85-3定置型貯蔵タンクの液面測定用自動液面計 第3部：型式評価

のための報告書様式 

R95：タンカー：一般要求事項 

R125：タンク中の液体質量用計量システム 

2008 

2009 

 

2017 

 

2017 

 

2008 

 

2008 

 

1990 

1998 

(1CD) 

 

 

 

 

 

 

(1CD) 

 

TC8/SC3 R117-1：水以外の液体用動的計量システム 第 1 部：計量及び技術

要求事項 

R117-2：水以外の液体用動的計量システム 第 2 部：計量管理及び

性能試験 

R117-3：水以外の液体用動的計量システム 第 3 部：試験報告書の

様式 

2019 

 

2019 

 

2019 
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TC/SC/ 
BIML 勧告及び文書名 発行年 審議状況 

TC8/SC5 R49-1：冷温水用水道メーター 第1部：計量及び技術要求事項 

R49-2：冷温水用水道メーター 第2部：試験方法 

R49-3：冷温水用水道メーター 第3部：試験報告書の様式 

2013 

2013 

2013 

 

TC8/SC6 R81：低温液体用体積計と計量システム 

R81-D：低温液体用体積計と計量システム 付属書D：試験報告書の

様式 

1998 

2006 

(1CD) 

TC8/SC7 R137-1＆2：ガスメーター 第1部：計量及び技術要求事項、第2部：

計量管理及び性能試験 

R137-1＆2：ガスメーター 第1部：計量及び技術要求事項、第2部：

計量管理及び性能試験 修正 

R139-1：自動車用圧縮ガス燃料の計量システム 第 1 部：計量及び

技術要求事項 

R139-2：自動車用圧縮ガス燃料の計量システム 第 2 部：計量管理

及び性能試験 

R139-3：自動車用圧縮ガス燃料の計量システム 第 3 部：試験報告

書の様式 

R140：ガス燃料の計量システム 

2012 

 

2014 

 

2018 

 

2018 

 

2018 

 

2007 

 

 

 

 

 

 

 

TC9 R60-1：ロードセルの計量規定 第1部：計量及び技術要求事項 

R60-2：ロードセルの計量規定 第2部：計量管理及び性能試験 

R60-3：ロードセルの計量規定 第3部：試験報告書の様式 

R60付属書 

R60-3 修正：第3部及び付属書への修正文書 

2017 

2017 

2017 

2017 

2019 

 

 

 

TC9/SC1 R76-1：非自動はかり 第1部：計量及び技術要求事項－試験 

R76-2：非自動はかり 第2部：試験報告書の様式 

2006 

2007 

 

TC9/SC2 

 

R50-1：連続式積算自動はかり（ベルトウェイヤー） 第 1 部：計量

及び技術要求事項 

R50-2：連続式積算自動はかり（ベルトウェイヤー） 第 2 部：試験

手順 

R50-3：連続式積算自動はかり（ベルトウェイヤー） 第 3 部：試験

報告書の様式 

R51-1：自動捕捉式はかり 第1部：計量及び技術要求事項－試験 

R51-1：自動捕捉式はかり 第1部：計量及び技術要求事項－試験に

対する正誤表 

2014 

 

2014 

 

2014 

 

2006 

2010 

 

 

 

 

 

 

 

(1WD) 
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TC/SC/ 
BIML 勧告及び文書名 発行年 審議状況 

TC8/SC5 R49-1：冷温水用水道メーター 第1部：計量及び技術要求事項 

R49-2：冷温水用水道メーター 第2部：試験方法 

R49-3：冷温水用水道メーター 第3部：試験報告書の様式 

2013 

2013 

2013 

 

TC8/SC6 R81：低温液体用体積計と計量システム 

R81-D：低温液体用体積計と計量システム 付属書D：試験報告書の

様式 

1998 

2006 

(1CD) 

TC8/SC7 R137-1＆2：ガスメーター 第1部：計量及び技術要求事項、第2部：

計量管理及び性能試験 

R137-1＆2：ガスメーター 第1部：計量及び技術要求事項、第2部：

計量管理及び性能試験 修正 

R139-1：自動車用圧縮ガス燃料の計量システム 第 1 部：計量及び

技術要求事項 

R139-2：自動車用圧縮ガス燃料の計量システム 第 2 部：計量管理

及び性能試験 

R139-3：自動車用圧縮ガス燃料の計量システム 第 3 部：試験報告

書の様式 

R140：ガス燃料の計量システム 

2012 

 

2014 

 

2018 

 

2018 

 

2018 

 

2007 

 

 

 

 

 

 

 

TC9 R60-1：ロードセルの計量規定 第1部：計量及び技術要求事項 

R60-2：ロードセルの計量規定 第2部：計量管理及び性能試験 

R60-3：ロードセルの計量規定 第3部：試験報告書の様式 

R60付属書 

R60-3 修正：第3部及び付属書への修正文書 

2017 

2017 

2017 

2017 

2019 

 

 

 

TC9/SC1 R76-1：非自動はかり 第1部：計量及び技術要求事項－試験 

R76-2：非自動はかり 第2部：試験報告書の様式 

2006 

2007 

 

TC9/SC2 

 

R50-1：連続式積算自動はかり（ベルトウェイヤー） 第 1 部：計量

及び技術要求事項 

R50-2：連続式積算自動はかり（ベルトウェイヤー） 第 2 部：試験

手順 

R50-3：連続式積算自動はかり（ベルトウェイヤー） 第 3 部：試験

報告書の様式 

R51-1：自動捕捉式はかり 第1部：計量及び技術要求事項－試験 

R51-1：自動捕捉式はかり 第1部：計量及び技術要求事項－試験に

対する正誤表 

2014 

 

2014 

 

2014 

 

2006 

2010 

 

 

 

 

 

 

 

(1WD) 

 

 

 
 

TC/SC/ 
BIML 勧告及び文書名 発行年 審議状況 

R51-2：自動捕捉式はかり 第2部：試験報告書の様式 

R61-1：充てん用自動はかり 第1部：計量及び技術要求事項－試験

第2部：計量管理及び性能試験 

R61-2：充てん用自動はかり 第2部：試験手順 

R61-3：充てん用自動はかり 第3部：試験報告書の様式 

R106-1：貨車用自動はかり 第 1 部：計量及び技術要求事項－試験

R 106-2：貨車用自動はかり 第2部：試験報告書の様式 

R107-1：不連続式積算自動はかり（積算式ホッパー） 第1部：計量

及び技術要求事項－試験 

R107-2：不連続式積算自動はかり（積算式ホッパー） 第2部：試験

報告書の様式 

R134-1：走行中の自動車及び軸荷重の自動はかり 第 1 部：計量及

び技術要求事項－試験 

R134-2：走行中の自動車及び軸荷重の自動はかり 第 2 部：試験報

告書の様式 

R150-1：湾曲した滑り台を用いた連続式積算自動はかり 第 1 部：

計量及び技術要求事項 

R150-2：湾曲した滑り台を用いた連続式積算自動はかり 第 2 部：

試験手順 

R150-3：湾曲した滑り台を用いた連続式積算自動はかり 第 3 部：

試験報告書の様式 

2006 

2017 

 

2017 

2017 

2011 

2012 

2007 

 

2007 

 

2006 

 

2009 

 

2020 

 

2020 

 

2020 

(1WD) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2WD) 

 

(2WD) 

 

 

TC9/SC3 R47：大ひょう量はかり検査用基準分銅 

R52：六角形分銅－計量及び技術要求事項 

R111-1：精度等級 E1、E2、F1、F2、M1、M1-2、M2、M2-3及び M3

の分銅 第1部：計量及び技術要求事項 

R111-2：精度等級 E1、E2、F1、F2、M1、M1-2、M2、M2-3及び M3

の分銅 第2部：試験報告書の様式 

D28：空気中での質量の測定に関する協定値（R33の改定） 

1979 

2004 

2004 

 

2004 

 

2004 

 

TC9/SC4 R15：穀物の100リットル単位質量の計量器 

R22：国際アルコール濃度測定表 

R44：アルコール濃度測定に用いられる濃度計，密度計及び温度計 

1974 

1975 

1985 

 

(2WD) 

TC10 R23：自動車用タイヤ圧力計 1975 (1WD) 

TC10/SC1 R110：重錘型圧力天びん 1994  
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TC/SC/ 
BIML 勧告及び文書名 発行年 審議状況 

TC10/SC2 R53：圧力の測定に使用する弾性受圧素子の計量特性：決定方法 

R101：弾性受圧素子による指示式及び自記式圧力計，真空計，連成

計（普通計器） 

R109：弾性受圧素子による圧力計及び真空計（標準計器） 

新規R：弾性感圧素子圧力計 

1982 

1991 

 

1993 

 

 

 

 

（3CD） 

TC10/SC3 R97：気圧計 1990  

TC10/SC4 R65：単軸材料試験機の力計測システム 2006  

TC11 R75-1：積算熱量計 第1部：一般要求事項 

R75-2：積算熱量計 第2部：型式承認試験 

R75-3：積算熱量計 第3部：試験報告書の様式 

2002 

2002 

2006 

 

TC11/SC1 R84：白金，銅又はニッケル抵抗温度計（工業及び商業用） 2003  

TC11/SC2 R133：ガラス製温度計 2002  

TC11/SC3 R18：線状消失式高温計 

R48：放射温度計校正用タングステン・リボン標準電球 

R141：熱画像装置の主要特性の校正及び検定手順 

R147：－50 ℃から2 500 ℃までの温度範囲の黒体放射源 

D24：全放射温度計 

1989 

2004 

2008 

2016 

1996 

 

 

 

 

 

TC12 R46-1＆2：電力量計－交流（a.c.） 第1部：計量及び技術要求事項、

第2部：計量管理及び性能試験 

R46-3：有効電力量計  第3部：試験報告書の様式 

R46 付属書：電気自動車充電施設に関する付属書 

2012 

 

2013 

 

(4WD) 

TC13 R58：騒音計 

R88：積分平均型騒音計 

R102：音響校正器（付属書Aを含む） 

R102-B&C：音響校正器 付属書 B 及び C：型式評価のための試験

方法と試験報告書の様式 

R103：振動への人体の反応に関する測定装置 

R104：純音オーディオメーター（付属書A～Eを含む） 

R104-F：純音オーディオメーター 付属書F：試験報告書の様式 

R122：語音オーディオメーター 

R122-C：語音オーディオメーター 付属書C：試験報告書の様式 

R130：オクターブ及び1/3オクターブ・ハンドフィルター  

1998 

1998 

1992 

1995 

 

1992 

1993 

1997 

1996 

1999 

2001 

 

TC14 R93：レンズメーター 1999  
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TC/SC/ 
BIML 勧告及び文書名 発行年 審議状況 

TC10/SC2 R53：圧力の測定に使用する弾性受圧素子の計量特性：決定方法 

R101：弾性受圧素子による指示式及び自記式圧力計，真空計，連成

計（普通計器） 

R109：弾性受圧素子による圧力計及び真空計（標準計器） 

新規R：弾性感圧素子圧力計 

1982 

1991 

 

1993 

 

 

 

 

（3CD） 

TC10/SC3 R97：気圧計 1990  

TC10/SC4 R65：単軸材料試験機の力計測システム 2006  

TC11 R75-1：積算熱量計 第1部：一般要求事項 

R75-2：積算熱量計 第2部：型式承認試験 

R75-3：積算熱量計 第3部：試験報告書の様式 

2002 

2002 

2006 

 

TC11/SC1 R84：白金，銅又はニッケル抵抗温度計（工業及び商業用） 2003  

TC11/SC2 R133：ガラス製温度計 2002  

TC11/SC3 R18：線状消失式高温計 

R48：放射温度計校正用タングステン・リボン標準電球 

R141：熱画像装置の主要特性の校正及び検定手順 

R147：－50 ℃から2 500 ℃までの温度範囲の黒体放射源 

D24：全放射温度計 

1989 

2004 

2008 

2016 

1996 

 

 

 

 

 

TC12 R46-1＆2：電力量計－交流（a.c.） 第1部：計量及び技術要求事項、

第2部：計量管理及び性能試験 

R46-3：有効電力量計  第3部：試験報告書の様式 

R46 付属書：電気自動車充電施設に関する付属書 

2012 

 

2013 

 

(4WD) 

TC13 R58：騒音計 

R88：積分平均型騒音計 

R102：音響校正器（付属書Aを含む） 

R102-B&C：音響校正器 付属書 B 及び C：型式評価のための試験

方法と試験報告書の様式 

R103：振動への人体の反応に関する測定装置 

R104：純音オーディオメーター（付属書A～Eを含む） 

R104-F：純音オーディオメーター 付属書F：試験報告書の様式 

R122：語音オーディオメーター 

R122-C：語音オーディオメーター 付属書C：試験報告書の様式 

R130：オクターブ及び1/3オクターブ・ハンドフィルター  

1998 

1998 

1992 

1995 

 

1992 

1993 

1997 

1996 

1999 

2001 

 

TC14 R93：レンズメーター 1999  

 
 

TC/SC/ 
BIML 勧告及び文書名 発行年 審議状況 

TC15/SC1 D21：放射線治療に用いられる線量計の校正のための二次標準線量測

定実験室 

1990 

 

 

TC15/SC2 R127：材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるラジオクロミッ

ク・フィルム線量計測システム 

R131：材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるポリメチルメタ

クリレート線量計システム 

R132：材料及び製品の電離放射線加工処理に用いるアラニンEPR線

量計システム 

1999 

 

2001 

 

2001 

 

TC16/SC1 

 

R99-1&2：自動車排ガスの測定器 第1部：計量及び技術要求事項、

第2部：計量管理及び性能試験 

R99-3：自動車排ガスの測定器 第3部：報告書様式 

R143：定置型連続式二酸化硫黄測定器 

R144-1：定置型連続式一酸化炭素・窒素酸化物測定器 第 1 部：計

量及び技術要求事項 

R144-2：定置型連続式一酸化炭素・窒素酸化物測定器 第 2 部：計

量及び性能試験 

R144-3：定置型連続式一酸化炭素・窒素酸化物測定器 第 3 部：試

験報告書の様式 

2008 

 

2008 

2009 

2013 

 

2013 

 

2013 

 

 

 

TC16/SC2 R83：水中の有機汚染物質分析用ガスクロマトグラフ／質量分析計シ

ステム 

2006  

 R100-1：金属汚染物質測定用原子吸光光度計 第1部：計量及び技術

要求事項 

R100-2：金属汚染物質測定用原子吸光光度計 第2部：試験手順 

R100-3：金属汚染物質測定用原子吸光光度計 第3部：試験報告書の

様式 

R116：水中の金属汚染物質測定に用いる誘導結合プラズマ原子発光

分光分析計 

2013 

 

2013 

2013 

 

2006 

 

 

TC16/SC3 R82：殺虫剤及び有毒物質による汚染測定のためのガスクロマトグラ

フ・システム 

R112：殺虫剤及び有害物質測定用高性能液体クロマトグラフ 

2006 

 

1994 

 

TC16/SC4 R113：有害科学汚染物質の現場測定用可搬式ガスクロマトグラフ 

R123：有害元素を含む汚染物質の現場測定用携帯及び可搬式蛍光 X

線分析装置 

1994 

1997 
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TC/SC/ 
BIML 勧告及び文書名 発行年 審議状況 

D22：有害廃棄物より発生する大気汚染物質評価のための携帯用測定

器に関する指針 

1991 

TC17/SC1 R59-1：穀物及び油脂種子の水分計 第1部：計量及び技術要求事項 

R59-2：穀物及び油脂種子の水分計 第2部：計量管理及び性能試験 

R59-3：穀物及び油脂種子の水分計 第3部：試験報告書の様式 

R92：木材用水分計―検定方法と装置：一般規定 

2016 

2016 

2016 

1989 

 

TC17/SC2 

 

 

R14：ICUMSA国際糖度目盛に基づいた偏光検糖計 

R108：果汁の糖分測定用屈折計 

R124：ぶどう酒の糖分測定用屈折計 

R142：自動糖度計: 検定の方法及び手段 

1995 

1993 

1997 

2008 

 

TC17/SC3 R54：水溶液のpH目盛 

新規R：pH計－検定のための計量器と手順 

1981 (2CD) 

(WD) 

TC17/SC4 R56：電解液の導電率を再現する標準溶液 

R68：導電率セルの校正方法 

新規：導電率測定で得られた結果に対するトレーサビリティー 

1981 

1985 

 

(WD) 

(3WD) 

TC17/SC5 R69：動粘度測定用ガラス細管粘度計：検定方法 

D17：液体の粘度測定器の階級図式 

D33：参照標準液（粘度計の校正・検定用ニュートン性粘度標準） 

1985 

1987 

2019 

 

 

 

TC17/SC7 R126-1＆2：証拠用呼気分析計 第1部：計量及び技術要件 第2部：

計量管理及び性能試験 

R126-3：証拠用呼気アルコール分析計 第3部：試験報告書の様式 

2012 (3CD) 

 

（3CD） 

TC17/SC8 R146-1：穀物及び油脂種子の蛋白質計 第 1 部：計量及び技術要求

事項 

R146-2：穀物及び油脂種子の蛋白質計 第 2 部：計量管理及び性能

試 

R146-3：穀物及び油脂種子の蛋白質計 第3部：試験報告書の様式 

2016 

 

2016 

 

2016 

 

TC18 

 

 

 

 

 

 

R128：脚力測定器 

R145-1：眼科医療器具－圧入式及び圧平式眼圧計 第 1 部：計量及

び技術要求事項 

R145-2：眼科医療器具－圧入式及び圧平式眼圧計 第 2 部：試験手

順 

R145-3：眼科医療器具－圧入式及び圧平式眼圧計 第 3 部：試験報

告書の様式 

2000 

2015 

 

2015 

 

2015 
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TC/SC/ 
BIML 勧告及び文書名 発行年 審議状況 

D22：有害廃棄物より発生する大気汚染物質評価のための携帯用測定

器に関する指針 

1991 

TC17/SC1 R59-1：穀物及び油脂種子の水分計 第1部：計量及び技術要求事項 

R59-2：穀物及び油脂種子の水分計 第2部：計量管理及び性能試験 

R59-3：穀物及び油脂種子の水分計 第3部：試験報告書の様式 

R92：木材用水分計―検定方法と装置：一般規定 

2016 

2016 

2016 

1989 

 

TC17/SC2 

 

 

R14：ICUMSA国際糖度目盛に基づいた偏光検糖計 

R108：果汁の糖分測定用屈折計 

R124：ぶどう酒の糖分測定用屈折計 

R142：自動糖度計: 検定の方法及び手段 

1995 

1993 

1997 

2008 

 

TC17/SC3 R54：水溶液のpH目盛 

新規R：pH計－検定のための計量器と手順 

1981 (2CD) 

(WD) 

TC17/SC4 R56：電解液の導電率を再現する標準溶液 

R68：導電率セルの校正方法 

新規：導電率測定で得られた結果に対するトレーサビリティー 

1981 

1985 

 

(WD) 

(3WD) 

TC17/SC5 R69：動粘度測定用ガラス細管粘度計：検定方法 

D17：液体の粘度測定器の階級図式 

D33：参照標準液（粘度計の校正・検定用ニュートン性粘度標準） 

1985 

1987 

2019 

 

 

 

TC17/SC7 R126-1＆2：証拠用呼気分析計 第1部：計量及び技術要件 第2部：

計量管理及び性能試験 

R126-3：証拠用呼気アルコール分析計 第3部：試験報告書の様式 

2012 (3CD) 

 

（3CD） 

TC17/SC8 R146-1：穀物及び油脂種子の蛋白質計 第 1 部：計量及び技術要求

事項 

R146-2：穀物及び油脂種子の蛋白質計 第 2 部：計量管理及び性能

試 

R146-3：穀物及び油脂種子の蛋白質計 第3部：試験報告書の様式 

2016 

 

2016 

 

2016 

 

TC18 

 

 

 

 

 

 

R128：脚力測定器 

R145-1：眼科医療器具－圧入式及び圧平式眼圧計 第 1 部：計量及

び技術要求事項 

R145-2：眼科医療器具－圧入式及び圧平式眼圧計 第 2 部：試験手

順 

R145-3：眼科医療器具－圧入式及び圧平式眼圧計 第 3 部：試験報

告書の様式 

2000 

2015 

 

2015 

 

2015 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

TC/SC/ 
BIML 勧告及び文書名 発行年 審議状況 

TC18 新規R：眼科医療器具 － 非接触式眼圧計 （1CD） 

TC18/SC1 R148-1：非観血非自動血圧計 第1部：計量及び技術要求事項 

R148-2：非観血非自動血圧計 第2部：試験手順 

R148-3：非観血非自動血圧計 第3部：試験報告書の様式 

R149-1：非観血自動血圧計 第1部：計量及び技術要求事項 

R149-2：非観血自動血圧計 第2部：試験手順 

R149-3：非観血自動血圧計 第3部：試験報告書の様式 

2020 

2020 

2020 

2020 

2020 

2020 

 

TC18/SC2 R7：最高温度保持機能付ガラス製水銀体温計 

R114：連続測定用電子体温計 

R115：最高温度保持機能付電子体温計 

1979 

1995 

1995 

 

TC18/SC4 R89：脳波計－計量特性-検定のための方法と装置 

R90：心電計－計量特性-検定のための方法と装置 

1990 

1990 

 

TC18/SC5 R26：医療用注射器 

R78：赤血球の沈降速度測定用ウエスタグレン管 

R135：医学研究用分光光度計 

1978 

1989 

2004 

 

BIML B1：OIML条約 

B6-1：OIML技術作業指針 第1部：OIML刊行物作成のための機構

及び手続き 

B6-2：OIML 技術作業指針 第 2 部：OIML 刊行物の起草及び提示

のための手引き 

B7：BIML職員規定 
B8：OIML財務規定 

B11：OIML刊行物の翻訳・使用･販売に関する規則 

B12：OIMLと他機関の連携に関する基本文書 

B13：BIML局長及び副局長の選任手続 

B14：CIML委員長及び副委員長の選挙手続 

B15：OIML戦略 

B16：運営委員会に関する取決め 

B17：OIML 集会に参加する CIML 名誉委員及び招待客の旅費の償

還に関する方針と規則  

B19：計量制度の整備途上にある国及び経済圏（CEEMS）に関する諮

問部会に対する付託条項 

B20：OIMLロゴの使用に関する規則 

B21：OIML研修センターと研修活動の枠組み 

1968 

2019  

 

2019 

 

2013 

2012 

2007 

2004 

2004 

2013 

2011 

2011 

2012 

 

2017 

 

2019 

2019 

 

 

 

 

 

 

 

(1CD) 

OIML-CS B18：OIMl 証明書制度の枠組み(OIML-CS) 2018  
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第第 55 回回 CIML 委委員員会会 
2020 年年 10 月月 20-22 日日 オオンンラライインン 

決決議議 
和和訳訳:国国際際計計量量室室作作成成 (2020/12/07) 

 

決決議議 2020/1 ［［議議事事第第 2.2 項項］］ 

本委員会は、 

国際法定計量機関を設立する OIML B 1 条約の第 XVII 条に定められた決定の規定に留意し、 

オンラインで行われる CIML 委員会の開催の際、委員会の作業を促進する必要性を考慮し、 

OIML B 1 の第 XVII 条の第 2 項および第 3 項に記載されている委員会の決定に関する「会議中」の条件が、オ

ンラインで行われる CIML 委員会において議論される議題に対するオンライン投票に使用されることを決定する。 

Resolution 2020/1 (Agenda item 2.2) 

The Committee, 

Noting the provisions for its decisions set out in Article XVII of OIML B 1 Convention establishing an International 
Organisation of Legal Metrology, 

Considering the need to facilitate the work of the Committee when online CIML meetings are held, 

Decides that the “in-meeting” conditions for Committee decisions, given in paragraphs two and three of Article XVII 
of OIML B 1, shall be used in the case of online voting on subjects which have been discussed at an online CIML 
meeting. 

 

決決議議 2020/2 ［［議議事事第第 2.2 項項］］ 

本委員会は、 

国際法定計量機関を設立する OIML B 1 条約の第 XVII 条に定められた決定の規定に留意し、 

オンラインで行われる CIML 委員会が開催される際、委員会の作業を促進する必要性を考慮し、 

CIML 決議案および（人事に関する）指名に用いられる秘密投票のための、OIML ホームページ上の安全な投票

ツールの使用を承認する。 

Resolution 2020/2 (Agenda item 2.2) 

The Committee, 

Noting the provisions for its decisions set out in Article XVII of OIML B 1 Convention establishing an International 
Organisation of Legal Metrology, 

Considering the need to facilitate the work of the Committee when online CIML meetings are held, 

Approves the use of the secure voting tools on the OIML website for CIML draft resolutions and for secret ballots on 
appointments. 

 

巻末資料４
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決決議議 2020/3 ［［議議事事第第 4 項項］］ 

本委員会は、 

第 54 回 CIML 委員会の議事録を承認する。 

Resolution 2020/3 (Agenda item 4) 

The Committee, 

Approves the minutes of the 54th CIML Meeting. 

 

決決議議 2020/4 ［［議議事事第第 5 項項］］ 

本委員会は、 

委員長が提示した報告に留意する。 

Resolution 2020/4 (Agenda item 5) 

The Committee,  

Notes the report given by its President. 

 

決決議議 2020/5 ［［議議事事第第 5 項項］］ 

本委員会は、 

BIML 給与コストの内部審査に関する報告書に留意し、 

そのための審査の実施と報告書の作成に尽力したアラン・ジョンストン（Alan Johnston）氏とボブジョゼフ・マシュー

（Bobjoseph Mathew）博士に感謝し、 

この審査の結果と結論を認め、 

この報告書に盛り込まれた推奨事項を支持し、 

委員長と BIML 局長がこれらの推奨事項の実施を確実にすることを要求し、そして 

報告書の勧告 3 で提案されている OIML B 7、附属書 2 の即時修正を支持する。この作業は BIML によって実

施される。 

Resolution 2020/5 (Agenda item 5) 

The Committee,  

Notes the report on the internal review of BIML salary costs,  

Thanks Mr Alan Johnston and Dr Bobjoseph Mathew for their work in conducting this review and producing the 
report,  

Acknowledges the findings and conclusions of the review,  

Supports the recommendations contained in the report,  

Requests that its President and the BIML Director ensure the implementation of these recommendations, and  

Supports the immediate amendment of OIML B 7 BIML Staff regulations, Annex 2 as proposed in recommendation 
3 of the report, this work to be conducted by the BIML.  
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決決議議 2020/3 ［［議議事事第第 4 項項］］ 

本委員会は、 

第 54 回 CIML 委員会の議事録を承認する。 

Resolution 2020/3 (Agenda item 4) 

The Committee, 

Approves the minutes of the 54th CIML Meeting. 

 

決決議議 2020/4 ［［議議事事第第 5 項項］］ 

本委員会は、 

委員長が提示した報告に留意する。 

Resolution 2020/4 (Agenda item 5) 

The Committee,  

Notes the report given by its President. 

 

決決議議 2020/5 ［［議議事事第第 5 項項］］ 

本委員会は、 

BIML 給与コストの内部審査に関する報告書に留意し、 

そのための審査の実施と報告書の作成に尽力したアラン・ジョンストン（Alan Johnston）氏とボブジョゼフ・マシュー

（Bobjoseph Mathew）博士に感謝し、 

この審査の結果と結論を認め、 

この報告書に盛り込まれた推奨事項を支持し、 

委員長と BIML 局長がこれらの推奨事項の実施を確実にすることを要求し、そして 

報告書の勧告 3 で提案されている OIML B 7、附属書 2 の即時修正を支持する。この作業は BIML によって実

施される。 

Resolution 2020/5 (Agenda item 5) 

The Committee,  

Notes the report on the internal review of BIML salary costs,  

Thanks Mr Alan Johnston and Dr Bobjoseph Mathew for their work in conducting this review and producing the 
report,  

Acknowledges the findings and conclusions of the review,  

Supports the recommendations contained in the report,  

Requests that its President and the BIML Director ensure the implementation of these recommendations, and  

Supports the immediate amendment of OIML B 7 BIML Staff regulations, Annex 2 as proposed in recommendation 
3 of the report, this work to be conducted by the BIML.  

決決議議 2020/6 ［［議議事事第第 5 項項］］ 

本委員会は、 

OIML と BIPM の間の、より強固な協力に関する委員長の報告に留意し（決議 2019/12 を参照）、 

追補 5c の付属書で提案されている OIML / BIPM 合同タスク・グループ（JTG）の付託条項を承認し、 

その JTG の OIML 代表として、ローマン・シュワルツ（Roman Schwartz）博士、チャールズ・アーリック（Charles 
Ehrlich）博士、アンソニー・ドネラン（Anthony Donnellan）氏を任命し、 

第 56 回 CIML 委員会と第 16 回 OIML 会議において提示するために、この付託条項に基づく提案と期限付きの

行動計画を作成するよう JTG に要請する。 

Resolution 2020/6 (Agenda item 5) 

The Committee,  

Notes the report of its President in support of a stronger cooperation between the OIML and the BIPM (see Resolution 
2019/12),  

Approves the Terms of Reference of an OIML/BIPM Joint Task Group (JTG) as proposed in the Annex to Addendum 
5c to the Working Document for this meeting,  

Appoints Dr Roman Schwartz, Dr Charles Ehrlich and Mr Anthony Donnellan as the OIML representatives on that 
JTG, and  

Requests the JTG to draw up proposals, based on the Terms of Reference, and an action plan with a time frame, to 
be presented at the 56th CIML Meeting and the 16th OIML Conference.  

 

決決議議 2020/7 ［［議議事事第第 6 項項］］ 

本委員会は、 

BIML 局長が行った報告に留意する。 

Resolution 2020/7 (Agenda item 6) 

The Committee,  

Notes the report given by the BIML Director. 

 

決決議議 2020/8 ［［議議事事第第 7.1 項項］］ 

本委員会は、 

2019 年度会計報告及び BIML 局長による意見に留意し、 

2019 年度会計に対する外部監査役の監査を考慮しつつ、 

2019 会計報告を承認し、そして、 

委員長がそれを第 16 回 OIML 総会に報告するよう指示する。 

Resolution 2020/8 (Agenda item 7.1)  

The Committee,  
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Noting the accounts for 2019 and the BIML Director’s comments,  

Considering the external auditor’s audit of the 2019 accounts,  

Approves the 2019 accounts, and  

Instructs its President to present them to the 16th OIML Conference. 

 

決決議議 2020/9 ［［議議事事第第 7.2 項項］］ 

本委員会は、 

2020 年度の予算の見通しについて BIML 局長が示す報告に留意する。 

Resolution 2020/9 (Agenda item 7.2)  

The Committee,  

Notes the report on the budget forecast for 2020 given by the BIML Director.  
 

決決議議 2020/10 ［［議議事事第第 7.3 項項］］ 

本委員会は、 

2021 年度の予算について BIML 局長が示す報告に留意する。 

Resolution 2020/10 (Agenda item 7.3) 

The Committee,  

Notes the report on the budget for 2021 given by the BIML Director.  

 

決決議議 2020/11 ［［議議事事第第 7.4 項項］］ 

本委員会は、 

BIML 局長が行った報告に留意し、 

BIML が、その加盟国及び準加盟国による著しい未払い滞納金の回収のための努力を継続することを

促し、 

滞納のある加盟国及び準加盟国が、できるだけ早期にその状態を正常な状態にするよう求める。 

Resolution 2020/11 (Agenda item 7.4) 

The Committee,  

Notes the report given by the BIML Director,  

Encourages the BIML to continue its efforts to recover outstanding arrears of its Member States and Corresponding 
Members, and  

Requests those Members with arrears to bring their situation up to date as soon as possible. 
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Noting the accounts for 2019 and the BIML Director’s comments,  

Considering the external auditor’s audit of the 2019 accounts,  

Approves the 2019 accounts, and  

Instructs its President to present them to the 16th OIML Conference. 

 

決決議議 2020/9 ［［議議事事第第 7.2 項項］］ 

本委員会は、 

2020 年度の予算の見通しについて BIML 局長が示す報告に留意する。 

Resolution 2020/9 (Agenda item 7.2)  

The Committee,  

Notes the report on the budget forecast for 2020 given by the BIML Director.  
 

決決議議 2020/10 ［［議議事事第第 7.3 項項］］ 

本委員会は、 

2021 年度の予算について BIML 局長が示す報告に留意する。 

Resolution 2020/10 (Agenda item 7.3) 

The Committee,  

Notes the report on the budget for 2021 given by the BIML Director.  

 

決決議議 2020/11 ［［議議事事第第 7.4 項項］］ 

本委員会は、 

BIML 局長が行った報告に留意し、 

BIML が、その加盟国及び準加盟国による著しい未払い滞納金の回収のための努力を継続することを

促し、 

滞納のある加盟国及び準加盟国が、できるだけ早期にその状態を正常な状態にするよう求める。 

Resolution 2020/11 (Agenda item 7.4) 

The Committee,  

Notes the report given by the BIML Director,  

Encourages the BIML to continue its efforts to recover outstanding arrears of its Member States and Corresponding 
Members, and  

Requests those Members with arrears to bring their situation up to date as soon as possible. 
 

決決議議 2020/12 ［［議議事事第第 8.1.1.1 項項］］ 

本委員会は、 

新規勧告「非観血非自動血圧計」（R 16-1 の改定）の最終草案、及び勧告 R 16-1: 2002「機械式非観

血血圧計」の廃止を承認する。 

Resolution 2020/12 (Agenda item 8.1.1.1) 

The Committee,  

Approves the Final Draft New Recommendation Non-invasive non-automated sphygmomanometers (Revision of R 
16-1), and  

Approves the withdrawal of Recommendation R 16-1:2002 Non-invasive mechanical sphygmomanometers.  
 

決決議議 2020/13 ［［議議事事第第 8.1.1.2 項項］］ 

本委員会は、 

新規勧告「非観血自動血圧計」（R 16-2 の改定）の最終草案、及び勧告 R 16-2: 2002「非観血自動血

圧計」の廃止を承認する。 

Resolution 2020/13 (Agenda item 8.1.1.2) 

The Committee,  

Approves the Final Draft New Recommendation Non-invasive automated sphygmomanometers (Revision of R 16-2), 
and  

Approves the withdrawal of Recommendation R 16-2:2002 Non-invasive automated sphygmomanometers.  

 

決決議議 No. 2020/14 ［［議議事事第第 8.1.1.3 項項］］ 

本委員会は、 

新規勧告「湾曲した滑り台を用いた連続式積算自動はかり」の最終草案を承認する。 

Resolution 2020/14 (Agenda item 8.1.1.3) 

The Committee,  

Approves the Final Draft New Recommendation Continuous totalizing automatic weighing instruments of the arched 
chute type. 

 

決決議議 2020/15 ［［議議事事第第 8.1.1.4 項項］］ 

本委員会は、 

R 129「多次元寸法測定器」の最終改定草案を承認する。 

Resolution 2020/15 (Agenda item 8.1.1.4) 

The Committee,  
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Approves the Final Draft Revision of R 129 Multi-dimensional measuring instruments.  

 

決決議議 2020/16 ［［議議事事第第 8.1.1.5 項項］］ 

本委員会は、 

D 1「国家計量制度 － 制度的・法的枠組みの構築」の最終改定草案を承認する。 

Resolution 2020/16 (Agenda item 8.1.1.5) 

The Committee,  

Approves the Final Draft Revision of D 1 National metrology systems – Developing the institutional and legislative 
framework.  

 

決決議議 2020/17 ［［議議事事第第 8.1.1.6 項項］］ 

本委員会は、 

新規文書「石油計量表」の最終草案、及び勧告 R 63:1994「石油計量表」の廃止を承認する。 

Resolution 2020/17 (Agenda item 8.1.1.6) 

The Committee,  

Approves the Final Draft New Document Petroleum measurement tables, and  

Approves the withdrawal of Recommendation R 63:1994 Petroleum measurement tables.  

 

決決議議 2020/18 ［［議議事事第第 8.1.1.7 項項］］ 

本委員会は、 

新規文書「液体用計量システムを試験するための基準体積管」の最終草案、及び勧告 R 119:1996「水

以外の液体用計量システムを試験するための基準体積管」の廃止を承認する。 

Resolution 2020/18 (Agenda item 8.1.1.7) 

The Committee,  

Approves the Final Draft New Document Pipe provers for testing measuring systems for liquids, and  

Approves the withdrawal of Recommendation R 119:1996 Pipe provers for testing of measuring systems for liquids 
other than water. 

 

決決議議 2020/19 ［［議議事事第第 8.1.2.1 項項］］ 

本委員会は、 

OIML-CS-運営委員会及び BIML の責任の下に、R 60: 2017「ロードセルのための計量規定」 の更

新を委員会作業文書の付属書 8.1.2.1 に記載されたプロジェクト提案のとおり実施するために、新規

プロジェクトとして承認する。 
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Approves the Final Draft Revision of R 129 Multi-dimensional measuring instruments.  

 

決決議議 2020/16 ［［議議事事第第 8.1.1.5 項項］］ 

本委員会は、 

D 1「国家計量制度 － 制度的・法的枠組みの構築」の最終改定草案を承認する。 

Resolution 2020/16 (Agenda item 8.1.1.5) 

The Committee,  

Approves the Final Draft Revision of D 1 National metrology systems – Developing the institutional and legislative 
framework.  

 

決決議議 2020/17 ［［議議事事第第 8.1.1.6 項項］］ 

本委員会は、 

新規文書「石油計量表」の最終草案、及び勧告 R 63:1994「石油計量表」の廃止を承認する。 

Resolution 2020/17 (Agenda item 8.1.1.6) 

The Committee,  

Approves the Final Draft New Document Petroleum measurement tables, and  

Approves the withdrawal of Recommendation R 63:1994 Petroleum measurement tables.  

 

決決議議 2020/18 ［［議議事事第第 8.1.1.7 項項］］ 

本委員会は、 

新規文書「液体用計量システムを試験するための基準体積管」の最終草案、及び勧告 R 119:1996「水

以外の液体用計量システムを試験するための基準体積管」の廃止を承認する。 

Resolution 2020/18 (Agenda item 8.1.1.7) 

The Committee,  

Approves the Final Draft New Document Pipe provers for testing measuring systems for liquids, and  

Approves the withdrawal of Recommendation R 119:1996 Pipe provers for testing of measuring systems for liquids 
other than water. 

 

決決議議 2020/19 ［［議議事事第第 8.1.2.1 項項］］ 

本委員会は、 

OIML-CS-運営委員会及び BIML の責任の下に、R 60: 2017「ロードセルのための計量規定」 の更

新を委員会作業文書の付属書 8.1.2.1 に記載されたプロジェクト提案のとおり実施するために、新規

プロジェクトとして承認する。 

Resolution 2020/19 (Agenda item 8.1.2.1) 

The Committee, 

Approves as a new project, under the responsibility of the OIML-CS Management Committee and the BIML, the 
update of R 60:2017 Metrological regulation for load cells, to be conducted as specified in the project proposal 
provided in Addendum 8.1.2.1 to the Working Document for this meeting. 

 

決決議議 2020/20 ［［議議事事第第 8.2 項項］］ 

本委員会は、 

OIML の技術作業に関する報告に留意し、 

この委員会の作業文書に対する追補 8.2 において提示された優先度の高いプロジェクトのリストを

承認し、 

「この委員会の作業文書に対する追補 8.2 において提示された優先度の高い出版物のリストを承認

する。 

Resolution 2020/20 (Agenda item 8.2) 

The Committee, 

Noting the report on OIML technical work, 

Approves the list of high priority projects as presented in Addendum 8.2 to the Working Document for this meeting, 
and 

Approves the list of the high priority publications as presented in Addendum 8.2 to the Working Document for this 
meeting. 

 

決決議議 2020/21 ［［議議事事第第 8.3 項項］］ 

本委員会は、 

CIML 決議 2019/30 を実行するために取られた手順に関する BIML による報告に留意し、 

https://www.oiml.org/en/publications/bulletin/future-editions に掲載された新しいホームページを含む、

OIML 機関誌をさらに推し進めるための CIML 委員長と BIML による提案を歓迎し、 

すべての CIML 委員と準加盟国の代表者が OIML 機関誌を支え、法定計量機関の経験を共有し、次

の機関誌のうちの一つのメンター（指導者）として責任を持ち、又は TC / SC/ PG 会議、RLMO 円

卓会議、CEEMS 諮問部会、およびその他の機会において機関誌を宣伝することを強く勧める。 

Resolution 2020/21 (Agenda item 8.3) 

The Committee,  

Notes the report by the BIML on the steps taken to implement CIML resolution 2019/30, 

Welcomes the proposals by the CIML President and the BIML to further promote the OIML Bulletin, including a 
new web page at https://www.oiml.org/en/publications/bulletin/future-editions, and 

Strongly encourages all CIML Members and Corresponding Member Representatives to support the OIML Bulletin, 
to share their legal metrology experiences, and to take responsibility either as a “Mentor” for one of the next editions 
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of the Bulletin, or by promoting it at TC/SC/PG meetings, RLMO meetings, CEEMS AG meetings, and other 
opportunities. 

 

決決議議 2020/22 ［［議議事事第第 9.1 項項］］ 

本委員会は、 

OIML 証明書制度（OIML-CS）運営委員会（MC）の委員長代行による報告に留意し、 

MC の委員長代行の役割を担ったビル・ロイジデス（Bill Loizides）氏に感謝し、そして 

OIML-CS MC、審査委員会、メンテナンス・グループ及び作業部会による働きについて、それぞれの

委員に感謝する。 

Resolution 2020/22 (Agenda item 9.1) 

The Committee,  

Notes the report of the OIML Certification System (OIML-CS) Management Committee (MC) Acting Chairperson,  

Thanks Mr Bill Loizides for undertaking the role of MC Acting Chairperson, and  

Thanks the members of the OIML-CS MC, Review Committee, Maintenance Group and Working Groups for their 
work. 

 

決決議議 2020/23 ［［議議事事第第 9.2 項項］］ 

本委員会は、 

OIML-CS 運営委員会（MC）委員長の役職に指名される候補者として、MC がマニー・パネサー氏（Mr. Mannie 
Panesar）を選出したことに留意し、 

OIML-CS 運用文書 OD-01 第 2 版の 4.2.5 項を考慮し、 

マニー・パネサー氏（Mr. Mannie Panesar）を 2021 年１月１日より三年の任期で OIML-CS MC の委員長に指名す

る。 

Resolution 2020/23 (Agenda item 9.2)  

The Committee,  

Noting the selection by the OIML-CS Management Committee (MC) of Mr Mannie Panesar as the nominee for 
appointment to the position of MC Chairperson,  

Having regard to section 4.2.5 of OIML-CS Operational Document OD-01 Edition 2,  

Appoints Mr Mannie Panesar as OIML-CS MC Chairperson for a period of three years from 1 January 2021.  

 

決決議議 2020/24 ［［議議事事第第 9.3 項項］］ 

本委員会は、 

OIML-CS 運営委員会（MC）副委員長の役職に再指名される候補者として、MC がビル・ロイジデス氏（Mr Bill 
Loizides）を選出したことに留意し、 

OIML-CS 運用文書 OD-01 第 2 版の 4.2.5 項を考慮し、 
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of the Bulletin, or by promoting it at TC/SC/PG meetings, RLMO meetings, CEEMS AG meetings, and other 
opportunities. 

 

決決議議 2020/22 ［［議議事事第第 9.1 項項］］ 

本委員会は、 

OIML 証明書制度（OIML-CS）運営委員会（MC）の委員長代行による報告に留意し、 

MC の委員長代行の役割を担ったビル・ロイジデス（Bill Loizides）氏に感謝し、そして 

OIML-CS MC、審査委員会、メンテナンス・グループ及び作業部会による働きについて、それぞれの

委員に感謝する。 

Resolution 2020/22 (Agenda item 9.1) 

The Committee,  

Notes the report of the OIML Certification System (OIML-CS) Management Committee (MC) Acting Chairperson,  

Thanks Mr Bill Loizides for undertaking the role of MC Acting Chairperson, and  

Thanks the members of the OIML-CS MC, Review Committee, Maintenance Group and Working Groups for their 
work. 

 

決決議議 2020/23 ［［議議事事第第 9.2 項項］］ 

本委員会は、 

OIML-CS 運営委員会（MC）委員長の役職に指名される候補者として、MC がマニー・パネサー氏（Mr. Mannie 
Panesar）を選出したことに留意し、 

OIML-CS 運用文書 OD-01 第 2 版の 4.2.5 項を考慮し、 

マニー・パネサー氏（Mr. Mannie Panesar）を 2021 年１月１日より三年の任期で OIML-CS MC の委員長に指名す

る。 

Resolution 2020/23 (Agenda item 9.2)  

The Committee,  

Noting the selection by the OIML-CS Management Committee (MC) of Mr Mannie Panesar as the nominee for 
appointment to the position of MC Chairperson,  

Having regard to section 4.2.5 of OIML-CS Operational Document OD-01 Edition 2,  

Appoints Mr Mannie Panesar as OIML-CS MC Chairperson for a period of three years from 1 January 2021.  

 

決決議議 2020/24 ［［議議事事第第 9.3 項項］］ 

本委員会は、 

OIML-CS 運営委員会（MC）副委員長の役職に再指名される候補者として、MC がビル・ロイジデス氏（Mr Bill 
Loizides）を選出したことに留意し、 

OIML-CS 運用文書 OD-01 第 2 版の 4.2.5 項を考慮し、 

ビル・ロイジデス氏を 2021 年１月１日より三年の任期で OIML-CS MC の副委員長に再任する。 

Resolution 2020/24 (Agenda item 9.3) 

The Committee,  

Noting the selection by the OIML-CS Management Committee (MC) of Mr Bill Loizides as the nominee for re-
appointment to the position of OIML-CS MC Deputy Chairperson,  

Having regard to section 4.2.5 of OIML-CS Operational Document OD-01 Edition 2,  

Re-appoints Mr Bill Loizides as OIML-CS MC Deputy Chairperson for a period of three years from 1 January 2021. 

 

決決議議 2020/25 ［［議議事事第第 9.4 項項］］ 

本委員会は、 

この委員会の作業文書の追補 9.1 に示されている OIML 証明書制度（OIML-CS）運営委員会（MC）からの提言

に留意し、 

全ての OIML 出版物から、計量器への OIML 証明書番号の付与に関する記述を削除することを決定し、 

関連する OIML-CS の出版物を修正するように、また計量器に記載された OIML の証明書番号の意味に関する

説明文を作成するように、OIML-CS MC に要請し、 

BIML に、他のすべての OIML 出版物を再調査し、計量器への OIML 証明書番号の付与に関する記述を含む

出版物を特定するように指示し、 

関連する出版物を修正/改訂するための最も適切な方法を特定し、その情報を関係する技術委員会および/また

は小委員会の事務局に伝えるように BIML に指示する。 

Resolution 2020/25 (Agenda item 9.4) 

The Committee,  

Noting the recommendation from the OIML Certification System (OIML-CS) Management Committee (MC) 
provided in Addendum 9.1 to the Working Document for this meeting,  

Decides that reference to the marking of the OIML certificate number on measuring instruments should be removed 
from all OIML publications,  

Requests the OIML-CS MC to revise the relevant OIML-CS publications and to develop a Guidance Note regarding 
the meaning of the OIML certificate number when it is marked on a measuring instrument,  

Instructs the BIML to review all other OIML publications to identify those that include a reference to the marking of 
the OIML certificate number on measuring instruments, and  

Instructs the BIML to identify the most appropriate method to amend/revise the relevant publications and to 
communicate this information to the Secretariats of the appropriate technical committees and/or subcommittees.  

 

決決議議 2020/26 ［［議議事事第第 10 項項］］ 

本委員会は、 

CEEMS 諮問部会の活動報告に留意し、 

諮問部会の進展、特に OIML 国際文書 D 1 の改定を完了するために行われた多大な努力に感謝の意

を表し、 
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能力開発およびその他の CEEMS の活動へのオンライン技術の適用 に関する戦略を策定するため

の諮問部会の提案を承認し、この作業の結果を第 56 回 CIML 委員会よりも前に余裕をもって加盟国

が利用できるようにすることを要求する。 

Resolution 2020/26 (Agenda item 10)  

The Committee,  

Notes the report on the activities of the CEEMS Advisory Group,  

Expresses its appreciation for the progress made by the Advisory Group and in particular the significant effort made 
to complete the revision of OIML International Document D 1, and  

Endorses the proposal for the Advisory Group to develop a strategy on the Application of online technology to 
capacity building and other CEEMS activities and requests that the results of this work should be available to Member 
States well before the 56th CIML Meeting. 

 

決決議議 2020/27 ［［議議事事第第 11 項項］］ 

本委員会は、 

RLMO 円卓会議について、その議長が行った報告に留意し、 

前回の円卓会議において受け取ったフィードバック（意見や提案）に基づいて、円卓会議の実施形態

をさらに発展させるよう議長に勧める。 

Resolution 2020/27 (Agenda item 11) 

The Committee, 

Notes the report on the RLMO Round Table meeting given by its Chairperson, and 

Encourages the RLMO Round Table Chairperson to further develop the Round Table format based on the feedback 
received at the last Round Table meeting. 
 

決決議議 2020/28 ［［議議事事第第 11.2 項項］］ 

本委員会は、 

連携関係にある機関に関する BIML の報告に留意し、 

COVID-19 の大流行のために存在した困難な状況下において、BIML 局長及びスタッフがこの仕事を

継続したことについて感謝する。 

Resolution 2020/28 (Agenda item 11.2)  

The Committee,  

Notes the report on activities with organisations in liaison provided by the BIML, and  

Thanks the BIML Director and staff for continuing this work under the difficult circumstances which have existed 
due to the COVID-19 pandemic. 
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能力開発およびその他の CEEMS の活動へのオンライン技術の適用 に関する戦略を策定するため

の諮問部会の提案を承認し、この作業の結果を第 56 回 CIML 委員会よりも前に余裕をもって加盟国

が利用できるようにすることを要求する。 

Resolution 2020/26 (Agenda item 10)  

The Committee,  

Notes the report on the activities of the CEEMS Advisory Group,  

Expresses its appreciation for the progress made by the Advisory Group and in particular the significant effort made 
to complete the revision of OIML International Document D 1, and  

Endorses the proposal for the Advisory Group to develop a strategy on the Application of online technology to 
capacity building and other CEEMS activities and requests that the results of this work should be available to Member 
States well before the 56th CIML Meeting. 

 

決決議議 2020/27 ［［議議事事第第 11 項項］］ 

本委員会は、 

RLMO 円卓会議について、その議長が行った報告に留意し、 

前回の円卓会議において受け取ったフィードバック（意見や提案）に基づいて、円卓会議の実施形態

をさらに発展させるよう議長に勧める。 

Resolution 2020/27 (Agenda item 11) 

The Committee, 

Notes the report on the RLMO Round Table meeting given by its Chairperson, and 

Encourages the RLMO Round Table Chairperson to further develop the Round Table format based on the feedback 
received at the last Round Table meeting. 
 

決決議議 2020/28 ［［議議事事第第 11.2 項項］］ 

本委員会は、 

連携関係にある機関に関する BIML の報告に留意し、 

COVID-19 の大流行のために存在した困難な状況下において、BIML 局長及びスタッフがこの仕事を

継続したことについて感謝する。 

Resolution 2020/28 (Agenda item 11.2)  

The Committee,  

Notes the report on activities with organisations in liaison provided by the BIML, and  

Thanks the BIML Director and staff for continuing this work under the difficult circumstances which have existed 
due to the COVID-19 pandemic. 
  

決決議議 2020/29 ［［議議事事第第 11.3 項項］］ 

本委員会は、 

連携機関の報告書に留意し 

本委員会に情報を提供した代表に感謝する。 

Resolution 2020/29 (Agenda item 11.3) 

The Committee, 

Notes the written reports submitted by organisations in liaison, and 

Thanks their representatives for providing this information to the Committee. 

 

決決議議 2020/30 ［［議議事事第第 12.1 項項］］  

本委員会は、 

OIML 業務への貢献に対する本年度の OIML 功労賞（メダル）の受賞者である松本毅博士を祝福す

る。 

Resolution 2020/30 (Agenda item 12.1) 

The Committee, 

Congratulates this year’s recipient of an OIML Medal, Dr Tsuyoshi Matsumoto, for his contribution to the work of 
the OIML. 

 

決決議議 2020/31 ［［議議事事第第 12.2 項項］］ 

本委員会は、 

OIML 業務への貢献に対する今年度の OIML 感謝状の受賞者を祝福する。 

 ラルフ・リヒター氏 

 ミヒャエル・リンカー博士 

 ペーター・ウルビッグ博士 

Resolution 2020/31 (Agenda item 12.2)  

The Committee,  

Congratulates this year’s recipients of an OIML Letter of Appreciation:  

• Mr Ralph Richter  

• Dr Michael Rinker  

• Dr Peter Ulbig  

for their contribution to the work of the OIML. 
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決決議議 2020/32 ［［議議事事第第 12.3 項項］］  

本委員会は、 

以下の方々に代表される今年度 OIML CEEMS 賞の受賞機関、インドネシア共和国 商業省傘下の計

量局を祝福する。 

• インドネシア共和国 商業大臣 アグス・スパルマント氏  

• インドネシア共和国 商業省 消費者保護・商取引管理局 局長 ヴェリ・アングリオノ・スティア

ト氏 

• インドネシア共和国 商業省傘下の計量局 局長 ルスミン・アミン博士 

Resolution 2020/32 (Agenda item 12.3)  

The Committee,  

Congratulates this year’s recipient of the OIML CEEMS Award – The Directorate of Metrology under the Ministry 
of Trade of the Republic of Indonesia, represented by:  

• Mr Agus Suparmanto Minister of Trade of the Republic of Indonesia  

• Mr Veri Anggriono Sutiarto, S.E., M.Si. Director General of Consumer Protection and Trade Compliance, Ministry 
of Trade  

• Dr Rusmin Amin, S.Si, MT Director of Metrology under the Ministry of Trade  

 

決決議議 2020/33 ［［議議事事第第 13.1 項項］］  

本委員会は、 

決議 No. 2019/36 を思い起こし、 

2021 年の第 56 回 CIML 委員会と第 16 回国際法定計量会議を主催するために、中華人民共和国が

その招待を確認したことについて感謝し、 

2021 年の第 56 回 CIML 委員会と第 16 回国際法定計量会議を準備するために、可能な限り必要な

手配を行うよう事務局に指示する。 

Resolution 2020/33 (Agenda item 13.1)  

The Committee,  

Recalling its Resolution no. 2019/36,  

Thanks the People’s Republic of China for confirming its invitation to host the 56th CIML Meeting and 16th 
International Conference in 2021, and  

Instructs the Bureau to make, as far as possible, the necessary arrangements to organise the 56th CIML Meeting and 
16th International Conference in 2021. 
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計計測測ににおおけけるるデデジジタタルル・・トトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン
デジタル証明書から計量クラウドへ

Dr. Sascha Eichstaedt

Digital transformation in metrology
From digital certificates to the Metrology Cloud

Dr. Sascha Eichstädt
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産産業業界界ににおおけけるるデデジジタタルル化化

機機器器数数（（10億億台台））

接続機器数の劇的な成長

Digitalisation in industry

Dramatic growth of number
of connected devices

2
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1938 Simmons/Ruge
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1.0

18 20 1970 20

4.0

Digitalisation in industry

Dramatic growth of complexity
of measuring devices

3
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4

Digitalisation in industry

Dramatic growth of complexity
of measurement systems

4
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5

IoT

What is digitalisation in metrology?

5

Example: Metrology for IoT
➢ Metrology for networks of sensors and measurement devices

➢ Security-by-design and confidence in measured values

Digitalisation
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•

•

• IoT

•

Sascha6Eichstädt

Guiding principles

6Sascha 
Eichstädt

Ensuring the uniformity of measurements in a 
digitised world and confidence in data and algorithms.

• Machine-interpretable information throughout the data lifecycle

• Machine-executable digital certificates

• Metrology for Internet of Things (IoT) - also in legal metrology

• Numerical simulations as virtual measurements
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Sascha7Eichstädt

•

•

•

•

Guiding principles
Holistic approach for the treatment of 
measuring instruments and measurement data

7Sascha 
Eichstädt

• Consistent concepts from legal to industrial metrology

• "Metrology by design" for confidence measured values

• Consideration of the entire life cycle of a measuring instrument

• Concepts that scale with the number of measuring instruments
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Conformity Assessment Market surveillance

Use cases in legal metrology

onformity AssessmentConfo y Assessment

09.10.2020 Japan-Germany Workshop on Digital Metrology9
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DCC

09.10.2020 Japan-Germany Workshop on Digital Metrology10

Digital certificate for conformity assessment

09.10.2020 10 Japan-Germany Workshop on Digital Metrology

General aims

▪ Machine-readable information and data

▪ Flexible integration with digital infrastructures

▪ Enabling digital signatures and security

▪ Compatibility with other certificates (e.g. DCC)
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1. 
•

2. 
•

3. 
•

4.
•

DCC D-CoC

D-CoC

09.10.2020 Japan-Germany Workshop on Digital Metrology11

Digital certificate for conformity assessment

09.10.2020 11 Japan-Germany Workshop on Digital Metrology

1. Administrative data
• regulated

2. Metrological data
• Partly regulated

3. Additional information
• Less regulated

4. Document
• Embedded human-readable part

➢ Re-use for D-CoC as much
as possible from DCC

➢ Harmonisation for mutual 
recognition

Open questions

❖ International mutual 
recognition of signatures

❖Withdrawel of D-CoC
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2021
•

2022
•

2023
• D-CoC

2024
•

2025
•

09.10.2020 Japan-Germany Workshop on Digital Metrology12

Digital certificate for conformity assessment

09.10.2020 12 Japan-Germany Workshop on Digital Metrology

2021
• General concept for structure and data

2022
• Security concept and initial building blocks

2023
• Pilot and tools for read/write of D-CoC

2024
• Initialise transfer to other certificate types

2025
• Initialise standardisation
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Metrology

surveillance

09.10.2020 Japan-Germany Workshop on Digital Metrology13

Digital Quality infrastructure

09.10.2020 13 Japan-Germany Workshop on Digital Metrology
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MIMIMIMI
Dr.

Sascha  
Eichstädt

,28. März 2019 - Digitalisierung trifft Messwesen 14"Koordin

Metrology Cloud

28. März 2019 - Digitalisierung trifft Messwesen

Dr. 
Sascha 

Eichstädt
, 

"Koordin14

Market 
surveillance

Notified 
bodies

Manufacturer User
MIMIMIMI

Data bases
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TLS

MIMIMIMI
Dr.

Sascha  
Eichstädt

,28. März 2019 - Digitalisierung trifft Messwesen 15"Koordin

Metrology Cloud

28. März 2019 - Digitalisierung trifft Messwesen

Dr. 
Sascha 

Eichstädt
, 

"Koordin15

MIMIMIMI

Digitale Representation Shared data bases Smart ServicesTrust & security

TLS

Metrological
administration

Market 
surveillance

Notified 
bodies

Manufacturer User

Data bases
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MI

Dr.
Sascha  

Eichstädt
,28. März 2019 - Digitalisierung trifft Messwesen 16"Koordin

Metrology Cloud

28. März 2019 - Digitalisierung trifft Messwesen 16

➢ Metrological anchor of trust and confidence

➢ Integration of data bases from partners

➢ Digital implementation of workflows

➢ More efficient metrological processes

➢ Reference architectures for integration of MI

Harmonisation by technology

Dr. 
Sascha 

Eichstädt
, 

"Koordin
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09.10.2020 Japan-Germany Workshop on Digital Metrology17

Metrology Cloud

09.10.2020 17 Japan-Germany Workshop on Digital Metrology
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09.10.2020 Japan-Germany Workshop on Digital Metrology18

PTB

Metrology Cloud

09.10.2020 18 Japan-Germany Workshop on Digital Metrology
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19

-

Digital transformation for better services

19

－ 257 －



Physikalisch-Technische Bundesanstalt
Braunschweig und Berlin
Abbestr. 2-12
10587 Berlin

Telefon:+49 30 3481-
E-Mail:
digital.ptb.de

Stand: 08/18

ドドイイツツ国国立立物物理理工工学学研研究究所所

Physikalisch-Technische Bundesanstalt
Braunschweig und Berlin
Abbestr. 2-12
10587 Berlin

Telefon:+49 30 3481-
E-Mail: 
digital.ptb.de

Stand: 08/18
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※スライドデータの09ページはございません
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Japanese-German online seminar:
What about the the future of
verification in times of AI?

Dr. Peter Ulbig
Head of Division 9 
„Legal and international metrology“

October 9th, 2020

日本ｰドイツ・オンラインセミナー：
人工知能時代における未来の検定は
どうなるのか？

国際法定計量部門（第９部）
部門長

Japanese-German online seminar:
What about the the future of
verification in times of AI?

Dr. Peter Ulbig
Head of Division 9 
„Legal and international metrology“

October 9th, 2020

巻末資料５ー３
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4

最初の所見：PTBメガネを通した外見

計測及び検証法 § 45: ドイツ国立物理工学研究所（PTB）業務
法定計量において計測の均一性を確実にするため、PTBは、連邦終の担当当局に対して、………を
助言しなければならない。

3

Initial remark: The look through PTB glasses

Measurement and verification act § 45: Tasks of Physikalisch-Technische Bundesanstalt (PTB)
To ensure the uniformity of measurement in legal metrology the PTB has
1. to advise the responsible authorities of the federal states,
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6

ドイツ検証当局

5

The German verification authorities
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8

どうしてこのテーマ？

”予測することは難しい。特に将来のことになると…”
（マーク トウェイン、1835 – 1910)

7

Why this topic?

„ Forecasting is difficult, especially when it comes to the future“
(Mark Twain, 1835 – 1910)
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10

Today‘s digital world

2019年の世界中のデジタル

総人口
固有

モーバイル
ユーザー

インター
ネット

ユーザー

活発なソーシャ
ルメディア
ユーザー

モーバイル
ソーシャル

メディアユーザー

10億人
都市化

10億人
浸透

10億人
浸透

10億人
浸透

10億人
浸透

9

Today‘s digital world
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12

Entering the digital worldOur digital world

Source: We are social, 2017

Source: World Economic Forum, 2017

2020

機
器

台
数

単
位

10
億

インターネット・オブ・シングス
接続可能性の爆発

11

Entering the digital worldOur digital world

Source: We are social, 2017

Source: World Economic Forum, 2017

2020
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14

技術開発

“規制ギャップ”

開発

時間

規制の制定

規制ギャップ

“事前の規制”

13

The „regulation gap“

Development

time

technical
development

development
of regulation

regulation gap

„regulation
in advance“
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16

ドイツの計測及び検証法

▪ 保護目標が規定されている
▪ 規制は最小限に保たれている
▪ 革新に開放されている
▪ 現代的である
▪ 可能な限り官僚的でない

サブセクション 2

検証及び特別試験

§37 検証及び検証期間
§38 遅延した検証
§39 特別試験
§40 検証担当責任機関

15

The Germany Measurement and Verification Act

▪ Protection goals defined
▪ Regulation kept to a minimum
▪ Open for innovation
▪ modern
▪ As less bureaucracy as possible

Subsection 2

Verification and extraordinary tests

§37 Verification and verification period
§38 Delayed verifications
§39 Extraordinary tests
§40 Responsible bodies for verification
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18

増大するデジタル世界における検証

17

Verification in an increasingly digital world
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20

検証及び人工知能

?

19

Verification and Artificial Intelligence

?

－ 280 －



22

“オフィスから検証”

標準化の必要性

データセキュリティの重要性！

検証及び人工知能

21

„Verification from
the office“

Needs standardisation

Importance of
data security!

Verification and Artificial Intelligence
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24

センサー：
温度

Sensors:

Measured (calculated) value

Trained
once before!

Sensors:

Measured (calculated) value

Trained with
more data
over time!

Static system! Changing
system!

法定管理計量機器における“人工知能”

フロー 圧力

計測（計算）値

従来型アルゴリズム
をもつ計量機器：

フロー 温度 圧力

ニュートラルネットワーク
を備えた計量機器：

機械学習
を備えた計量機器：

フロー 温度 圧力
センサー： センサー：

計測（計算）値 計測（計算）値

以前に位置
トレーニング

を受けた

長期にわたって、
多くのデータで
トレーニングを

受けた

変化するシ
ステム

固定システム

23

„Artificial Intelligence“ in legally controlled measuring instruments

Sensors:
Flow Temperature Pressure

Measured (calculated) value

Measuring instrument
with conventional algorithm

Sensors:
Flow Temperature Pressure

Measured (calculated) value

Measuring instrument
with Neural Network:

Trained
once before!

Measuring instrument
with Machine Learning:

Sensors:
Flow Temperature Pressure

Measured (calculated) value

Trained with
more data
over time!

Static system! Changing
system!
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26

法定管理計量機器における“人工知能”

現行の法定計量においては問題なし。

法定計量ではまだ実現可能でないが、
時間を掛けてより良くなるものを阻止
するのが良いのか？

多分、機械学習及びデジタル・
ツウィン備えた機器のこと？？

人工知能
感知する、結論を出す、行動する

及び適応することができる
プログラム

機械学習
時間を掛けてより多くのデータに
晒すことでその性能が向上する

アルゴリズム

深層学習
多層ニュートラ
ルネットワーク
が多量のデータ
から学習する
機械学習の
サブセット

25

„Artificial Intelligence“ in legally controlled measuring instruments

No problem in current legal metrology

Not yet feasible in legal metrology,
but should we prevent anything what
gets better over time?

Maybe an instrument equipped with
machine learning and an digital twin???
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計量（計算）値

法定管理計量機器における“人工知能”

機械学区集を備えた計量機器：

センサー
フロー 温度 圧力

デジタルツウィン

内部参考として

長期に亘り
多くのデータ

決定する!!!

27

„Artificial Intelligence“ in legally controlled measuring instruments

Measuring instrument
with Machine Learning:

Sensors:
Flow Temperature Pressure

Measured (calculated) value

Digital Twin

as internal reference

More data
over time

Decision
taking!!!
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30

検証及び人工知能

“投獄すべきマシーン：人工知能の間違い
に責任を持つ人”

“専門家：人工知能が原因の損傷に対する
責任を調整する”

29

Verification and Artificial Intelligence

„Machines to jail: Who is liable
for errors of artificial intelligence?“

„Experts: Regulate liabilty for damages
caused by artificial intelligence“ 
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32

しかし、実際にはそれはさらにいっそう複雑である …

現代の計測機器はモデュラーである：

センサー データ処理
ユニット データ保存 指示

インターネット
(AI?)

型式承認？
検証？

31

But in reality it‘s even more complex …

Modern measuring instruments are modular:

Sensor(s)
Data  

processing
unit(s)

Data 
storage(s) Indication(s)

Internet
(AI?)

Type approval?
Verification?
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34

他の言葉では …

国内法の要件への順守をどの様に
チェックすることができるか？

我々は追加要件、特にAAIIを伴う
ソフトウェアに対してそれを
必要とするか？
OOIIMMLLは何でも行うのが望ましいのか？

33

With other words …

How can compliance with the requirements 
of national laws be checked?

Do we need additional requirements,
especially for software with AI?
Should the OIML do anything?  
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36

我々は何を望んでいるか？

- （公式）計量に対する信頼を強化すること

- 最終消費者、それぞれの最終ユーザーを保護すること

- 事業者間の公正な取引を実現すること

- 計量結果の受入を強化すること

市民及び事業者を保護すること（OIML D1）

詳細：

35

What do we want?

- to strengthen the trust in (official) measurements

- to protect a final consumer resp. final user

- to realize a fair trade between economic operators

- to strengthen the acceptance of measurement results

To protect citizens and economic operators (OIML D1)

In detail:
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ソフトウェア試験に関する今日の最先端のものは何であるか？

法定計量における欧州協力

国際文書

ソフトウェア制御計量機器に対する
一般的要件

ソフトウェア・ガイド
（計量機器指令2014/32/EU1）

2008年度版（E）

37

What is the state-of-the-art today regarding software testing?
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40

ソフトウェア試験についてのWELMEC ガイド7.2：

データ処理

データ保存

データ伝送

箱に入った
計量機器

自己監視計量機器に対する要件は何であるのか？

どのような必要性をチェックすべきなのか？

ソフトウェア試験に関して今日の最先端のものは何であるか？

39

WELMEC Guide 7.2 on Software Testing:

Data processing

Data storage

Data transmission

Measuring instr. 
in a box

What are the requirements for
self-monitoring measuring instruments?

What needs to be checked?

What is the state-of-the-art today regarding software testing?
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法定側面：誰がその製造事業者なのか？

現代の計量機器は、モジュール式組立品
である：

センサー データ処理
ユニット データ保存 指示

インターネット
(AI?)

サブデバイスを法と秩序に導入する

型式試験の重要性がますます増加！
&

41

The legal aspect: Who is the manufacturerr?

Modern measuring instruments are modular:

Sensor(s)
Data 

processing
unit(s)

Data 
storage(s) Indication(s)

Internet
(AI?)

Introduction of subdevices into the law & orders

Increasing importance of type testing!

&
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デジタル世界での検証？

検証：

計量的
試験

手続き
チェック

43

Verification in a digital world?

Verification:

Metrological
test

Check
formalities
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（最後の）独立機関としての国家

„How the authorities made the exhaust scandal possible“

„Car manufacturers check themselves“

45

The state as the (last) independent institution

„How the authorities made the exhaust scandal possible“

„Car manufacturers check themselves“
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検証構成部分が重要であることを維持する!

47

Maintaining the verification compentence is important!
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まとめ

1. 型式試験は、自己監視システムの将来において更にいっそう
重要となるだろう。

2.   検証は、継続して必要であろう
（しかし、異なる方法で）。

3.    検証担当役人は、自分の従来の
能力を維持し、かつデジタル能力を
取得する必要がある。

49

Summary

1. The type test will be even more important
in the future for self-monitoring systems. 

2. The verification will continue to be
necessary (but in a different way!). 

3. Verification officers need to maintain
their conventional competence and 
to gain digital competence. 

－ 295 －



52

Physikalisch-Technische Bundesanstalt
Braunschweig und Berlin
Bundesallee 100
38116 Braunschweig
Dr. Peter Ulbig
Head of Division 9 for
„Legal and international metrology“

DDaannkkee  ffüürr  IIhhrree  AAuuffmmeerrkkssaammkkeeiitt!!

ご清聴ありがとう
ございました！

Спасибо за внимание!

感谢您的关注

관심을가져주셔서감사합니다.

شكرا لاهتمامكم

51

Physikalisch-Technische Bundesanstalt
Braunschweig und Berlin
Bundesallee 100
38116 Braunschweig
Dr. Peter Ulbig
Head of Division 9 for
„Legal and international metrology“

DDaannkkee  ffüürr  IIhhrree  AAuuffmmeerrkkssaammkkeeiitt!!

TThhaannkk yyoouu ffoorr yyoouurr aatttteennttiioonn!!

Спасибо за внимание!

感谢您的关注

관심을가져주셔서감사합니다.

شكرا لاهتمامكم
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情情報報技技術術のの活活用用にによよるる計計測測のの信信頼頼性性向向上上
計量標準総合センター（NMIJ）
産業技術総合研究所（AIST）
高辻利之、城野克広、竹川尚希

Improve reliability of measurement
with the aid of information technology

National Metrology Institute of Japan (NMIJ)
National Institute of Advanced Industrial Science and Technology (AIST)

Toshiyuki TAKATSUJI, Katsuhiro Shirono, and Naoki Takekawa

巻末資料５ー４
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計計量量技技術術及及びびIT
ITに計量技術を活用する 計量技術にITを活用する

Metrology and IT
Make use of metrology for IT Make use of IT for metrology
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ココンンピピュューータターーをを使使っってて何何ががででききるるかか
計算 ワードプロセッシング

新旧技術

そろばん対 MS Excel 手書き対MS Word

通常の仕事を能率よく行う 迅速に
計算誤りなく

書式設定
きれいなコピーを作る必要なし

何か新しいこと データ分析
データの再利用

思考の手助け

What can be done with the aid of computer
Calculation Word processing

Old and new technology

Abacus vs. MS Excel Handwriting vs. MS Word

Streamline ordinary jobs Quick
No mis-calculation

Formatting
No need to make a clear copy

Something new Data analysis
Re-use data

Facilitate your thinking
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ITをを活活用用ししてて何何ががででききるるかか
データ保存 データベース

新旧技術

ハードディスク対クラウド保存 データベース対ブロックチェーン

通常業務の簡素化 紛失の恐れなし 改ざんの恐れなし

何か新しいもの いつでも何処でも
（至る所で） 何が新しいか？

What can be done with the aid of IT
Data storage Database

Old and new technology

Hard disk vs. Cloud storage Database vs. Blockchain

Streamline ordinary jobs No fear to loss Alteration free

Something new Any time and any place 
(Ubiquitous) What’s new?
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ハハッッシシュュ関関数数
Hello 2cf24dba5fb0a30e26e83b2ac5b9e29e1b161e5c1fa7425e73043362938b9824

Hallo d3751d33f9cd5049c4af2b462735457e4d3baf130bcbb87f389e349fbaeb20b9

Guten Tag 6b973d266dfceb93f1bb5a687231cd027c27e5099a799b4a3e666a4ae6773b04

一方通行

大きな相違

同じ長さ

256 桁2進法（0 /1）数 = 64 桁16進法

Hash function

Hello 2cf24dba5fb0a30e26e83b2ac5b9e29e1b161e5c1fa7425e73043362938b9824

Hallo d3751d33f9cd5049c4af2b462735457e4d3baf130bcbb87f389e349fbaeb20b9

Guten Tag 6b973d266dfceb93f1bb5a687231cd027c27e5099a799b4a3e666a4ae6773b04

One way

Big difference

Same length

256 digits binary (0 /1) number = 64 digits hexadecimal

－ 301 －



ブブロロッッククチチェェーーンンととはは何何かか？？
•前のハッシュは、カレントハッシュに記録される。
•同じデータが多くの場所に保存される。

変更を検知することができる。

前のハッシュ ノンス

ブロック

現行ハッシュ

ブロックヘッダー

ブルック

トランザクション

前のハッシュ ノンス

現行ハッシュ

ブロックヘッダー

トランザクション

What is Blockchain?
• The previous hash is recorded in the current hash.
• The same data is stored in many places.

Alterations can be detected.

Previous hash Nonce

Block

Current hash

Block header

Block

Transaction

Previous hash Nonce

Current hash

Block header

Transaction
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ブブロロッッククチチェェーーンンのの応応用用

仮想通貨 食品 配送

ブランド品 医療 トレーサビリティ確保

改ざん防止

安全な保管

Applications of Blockchain

Virtual currency Food Delivery

Brand goods Medical care Secure traceability

Avoid alteration

Safe storage
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計計量量トトレレーーササビビリリテティィのの可可視視化化

a) トレーサビリティチェーンの全体図 b) ユーザーに対する現実 c) ユーザーに対する理想的な表示

Visualization of metrological traceability

a) Whole view of traceability chain b) Reality for a user c) Ideal view for a user
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可可視視化化ののメメリリッットト
校正証明書の所有者は、上流の校正証明書を見る必要がない。

➢ ILAC MRA ロゴは、国内規格へのトレーサビリティを保証している。

上記に関わらず、

私は、所有者にそのトレーサビリティを知る権利があると信じます：
➢どの国に、そのトレーサビリティが繋がっているか。
➢どの規格に、そのトレーサビリティが繋がっているか、例えば、IPK又はプランク定
数に

参考文献：Toshiyuki Takatsuji, Hiroshi Watanabea, Yuichiro Yamashita, “Blockchain technology 
to visualize the metrological traceability”, Precision Engineering, Vol. 58 (2019) pp.1–6.
https://doi.org/10.1016/j.precisioneng.2019.04.016

Merit of the visualization
Owners of the calibration certificate doesn’t have to see upstream calibration 
certificates.

➢ ILAC MRA logo guarantees the traceability to the national standard.

Nevertheless, 

I believe the owner has a right to see its traceability.
➢To which country, the traceability is linked.
➢To which standard, the traceability is linked, e.g. IPK or Plank constant.

Reference: Toshiyuki Takatsuji, Hiroshi Watanabea, Yuichiro Yamashita, “Blockchain technology 
to visualize the metrological traceability”, Precision Engineering, Vol. 58 (2019) pp.1–6.
https://doi.org/10.1016/j.precisioneng.2019.04.016
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ビビッットトココイインンブブロロッッククチチェェーーンンをを使使っったた
トトレレーーササビビリリテティィシシスステテムムのの概概念念実実証証

実際のトランザクションID
cd03433f6c805934eda90a7b6770329efb9898bdda3a909dff8d7ee619b6293f

1. 上位校正情報（トランザクション
ID)

2. 会社又は機関のID
3. 校正器、被校正器物
4. 校正点における流量
5. 校正結果
6. 不確かさ
7. タイムスタンプ

このトランザクションは上記内容を登録し、https://chainflyer.bitflyer.com/のブロック
チェーン検索サイト上で，トランザクションIDからその内容を誰でも検索することが可能である。

気体流量計測における事例
ブロックチェーンに左側の

情報を登録する

トランザクションIDを発行

Proof-of-concept of traceability system using Bitcoin blockchain

Actual transaction ID
cd03433f6c805934eda90a7b6770329efb9898bdda3a909dff8d7ee619b6293f

1. Information (Transaction ID) for
one upstream calibration

2. ID of the company or institution
3. Calibrator，DUT
4. Flow rate of calibration point
5. Calibration result
6. Uncertainty
7. Timestamp

This transaction registers the above contents, which can be viewed by anyone who
searches for the ID on a blockchain search site as https://chainflyer.bitflyer.com/.

Example in gas flow rate measurement
Register the information on 

the left in the blockchain

Issuing a transaction ID
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１:国家標準から2次標準器を想定して、
トレーサビリティの最上流、1A->B,100->a=0.9985-b=3.412,0.17,15910668

2: 2次標準から実用標準を想定して、
3A9keQ3SULVQ11t8Mb3Lv0Y11K913C4bsrqG2wLTcZ1yD4Md,
2B->C,98->K=1.003,0.28,15911532

ビビッットトココイインンブブロロッッククチチェェーーンンをを使使っったた
トトレレーーササビビリリテティィシシスステテムムのの概概念念実実証証

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

ID 2： 2次標準から実用標準を想定

前のスライド

前のスライド

上記の公開情報はブロックチェーンに登録されるため、改ざんが難しく、我々自身でブロ
ックチェーンを管理する必要がない。

16進法：
c3a80880d42f04fe37e685d3cda711215f3f715ce483e7328a135249551b2185

１: Assuming a national standard to a secondary standard
startoftraceabilityjourney,1A->B,100->a=0.9985-b=3.412,0.17,15910668

2: Assuming a secondary standard to working standard
3A9keQ3SULVQ11t8Mb3Lv0Y11K913C4bsrqG2wLTcZ1yD4Md,
2B->C,98->K=1.003,0.28,15911532

Proof-of-concept of traceability system using Bitcoin blockchain

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

ID of “2: Assuming a secondary standard to working standard”

Previous slide

Previous slide

Since the above public information is registered in the blockchain, it is tamper-proof
and we do not have to manage it by ourselves.

Hexadecimal
c3a80880d42f04fe37e685d3cda711215f3f715ce483e7328a135249551b2185
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計計量量技技術術ののデデジジタタルル変変換換

結果

条件

クラウド（ブロックチェーン）

1. 検証

DCC

DCC

登録

登録

計量データのユーザー

3. データの信頼性のある使用

計器の仕様

2. 登録（検証後）

4. 計量機器
AIの使用

国家標準器

参照標準器

Digital transformation of metrology

Results
Condition

Cloud (Blockchain)

1. Verification

DCC

DCC

Registration

Registration

User of measurement data

3. Reliable use of data

Specification of 
the instrument

2. Registration 
(after validation)

4. Measuring instruments Use of AI

National standard

Reference standard
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城野克広
AIST/NMIJ

PTBととのの進進行行中中ののププロロジジェェククトト

Katsuhiro Shirono
AIST/NMIJ

Our on-going project with 
PTB
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本本日日のの内内容容
•本日の内容は、PTBにおけるWG 8.54（内蔵計量システム）の
グループリーダーである、ダニエル・ピーター博士が 2019年4
月16日に開催されたNMIJの計量機器ソフトウェアクラブ総会
のために提示されたものとほとんど同じ内容である。

• https://unit.aist.go.jp/qualmanmet/nmijico/en/Newsletter/NMIJ_N
ewsletter_2019_No10.pdf

Today’s content
• The content today is almost the same contents offered by Dr. 

Daniel Peters, the group leader of WG 8.54 (Embedded 
Metrological Systems) at PTB, for the general assembly of 
NMIJ’s measuring instrument software club held on the 16th 
April 2019. 
https://unit.aist.go.jp/qualmanmet/nmijico/en/Newsletter/NMIJ_N
ewsletter_2019_No10.pdf
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Daniel Peters 博士(PTB)のご厚意による。2019年4月16日開催のNMIJ計量機器ソフトウェアクラブにて

顧客アプリケーション
ーチェーンコードの起動及び問合せ
ーイベントのレジストリ

チェーンコード
アプリケーション

－ビジネス規則の履行
－台帳にアクセス（読取／書込）
―イベントの生成

ブロックチェーン
ネットワーク
－チャネルの創出又は連携
－チェーンコードのインストー
ル及び更新
－チェーンコードインスタンス
の生成

by courtesy of Dr. Daniel Peters (PTB), NMIJ’s measuring instrument software club held on the 16th April 2019
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Daniel Peters 博博士士(PTB)ののごご厚厚意意にによよるる。。2019年年4月月16日日開開催催ののNMIJ計計量量機機器器ソソフフトトウウェェアアククララブブににてて

国際実験ネットワーク

法定計量におけるデジタル変換プロセス：MC WP 3）
例えば、実験用ブロックチェーン／スマート・コントラクト応用向け
インフラ基盤

by courtesy of Dr. Daniel Peters (PTB), NMIJ’s measuring instrument software club held on the 16th April 2019
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Daniel Peters 博士(PTB)のご厚意による。2019年4月16日開催のNMIJ計量機器ソフトウェアクラブにて

我々の実験

by courtesy of Dr. Daniel Peters (PTB), NMIJ’s measuring instrument software club held on the 16th April 2019
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チェーンチェーンコー
ドお

Daniel Peters 博士(PTB)のご厚意による。2019年4月16日開催のNMIJ計量ェアクラブにて

承認を求める
（暗号化計量）

チェーンコードを実行
（同型の計算）
承認を戻す
（暗号化結果）

トランザクションの
注文及び立証
暗号化計量を分散型
元帳に保存

チェーンコードの
実行
承認の戻入
（暗号化結果）

承認を求める
（暗号化計量）

我々の実験

トランザクションの
準備

暗号化計量
暗号化計量トラン
ザクションの準備

送信トランザクション
（暗号化結果）

エンドーサー ゲートウェイ ブロックチェーン

Daniel Peters 博士(PTB)のご厚意による。2019年4月16日開催のNMIJ計量機器ソフトウェアクラブにて

by courtesy of Dr. Daniel Peters (PTB), NMIJ’s measuring instrument software club held on the 16th April 2019
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完完全全準準同同型型暗暗号号化化
•完全準同型暗号化によって、われわれは暗号化数値計算を実行
することが可能である。

10を加えることで数字を暗号化する場合、3及び5は13及び15に暗号化される。（この場合、10が秘密キーである。）計算者が、
13と15を手にしている場合、その計算者はその和をして28を得るが、その真の値8を知ることができない。計算者から計算結果
28を受け取ると、20を差し引くことでその和を得ることができる。

5 + 10 (秘密キー) 15

3 + 10 (秘密キー) 13
28 28

− 2×10 (秘密キー) 
= 8

例. ブロックチェーン

Slide made by Katsuhiro Shirono.

Fully Homomorphic Encryption
• By the fully homomorphic encryption, we can conduct 

computations of the encrypted numbers.

Slide made by Katsuhiro Shirono.

When we encrypt numbers with adding 10, 3 and 5 are encrypted to 13 and 15. (10 is the secret key in this case.) When 
a person in charge of the computation has 13 and 15, the calculator can get 28 as the summation, but cannot know the 
true summation 8. When we receive the result 28 from the calculator, we can assess the summation with deducting 20. 

5 + 10 (Secret Key) 15

3 + 10 (Secret Key) 13
28 28

− 2×10 (Secret Key) 
= 8

EX. blockchain
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確確率率的的検検査査可可能能証証明明
•確率的検査可能証明を使って、ゼロ知識特性を実現することが
可能である。ゼロ知識特性により、証明者は何ら余分な情報を
漏洩することなく主張の正しさを証明することができる。

Slide made by Katsuhiro Shiono.

パスワード
ロック

A Bor

A
Password

A Bor

文字A又はBが、パスワードがロックされたeメールであなたに送付されたとしましょう。あなたがそのパスワードを知っている場合、そのメー
ル内のA又はBを答えることができます。そのパスワードを知らない場合でも、 50 %の確率で正しく答えることができます。しかし、この試
験を繰り返し行うことで、あなたがそのパスワードを持っている確率は、パスワード自体を示すことなく増大します。

EX.

Probabilistically Checkable Proof
• The probabilistically checkable proof can be used to realize 

zero knowledge property, with which a prover can prove the 
correctness of an assertion without leaking any extra 
information.

Slide made by Katsuhiro Shirono.

Password lock
A Bor

A
Password

A Bor

Character A or B is sent to you by a password-locked email. If you know the password, you can call A or B in the email. Even if 
you do not know the password, you can call the correct answer with 50 % probability. But the probability that you have the 
password increases by conducting this test repetitively, without showing the password itself.

EX.
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Daniel Peters 博士(PTB)のご厚意による。2019年4月16日開催のNMIJ計量機器ソフトウェアクラブにて

将来への挑戦の挑戦

FHE及びPCPをチェーンコードとして実施する
ー Paillier暗号は、概念実証（Proof-of-Concept）の段階である。
ー 完全準同型暗号化及び確率的検査可能証明は、更に多くの計算
が必要。
ー …しかし、それらは、使用事例を改善する。

研究及び実験を行うためのNMI間ブロックチェーン・ネット
ワークを創出し、維持する。
• PTB、Inmetro、NMIJ、……
• いくつかの大学が我々に参加可能である（複数の候補あり）
• このネットワークを管理するツールが必要である。

by courtesy of Dr. Daniel Peters (PTB), NMIJ’s measuring instrument software club held on the 16th April 2019
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参参考考文文献献
• Daniel Peters、Artem Yurchenko、Wilson Melo、 Katsuhiro Shirono、

Takashi Usuda、Jean-Pierre Seifert、Florian Thiel： “計量機器のITセ
キュリティ:ソフトウェア機能の機密なチェック”、サンフランシスコ、
2020/03/06、 2020/03/06, Future of Information and Communication 
Conference (FICC) 2020

Reference
• Daniel Peters、Artem Yurchenko、Wilson Melo、 Katsuhiro Shirono、

Takashi Usuda、Jean-Pierre Seifert、Florian Thiel、 “IT Security for 
Measuring Instruments: Confidential Checking of Software Functionality”，
San Francisco、2020/03/06, Future of Information and Communication 
Conference (FICC) 2020
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一般財団法人日本規格協会からの再委託で実施したものの成果である。 

 

 

 

令和 2 年度産業標準化推進事業委託費 
戦略的国際標準化加速事業：我が国の国際標準化戦略を強化す 

るための体制構築 ＯＩＭＬ（国際法定計量機関）対応 報告書 
 

令和 3 年 3 月 
 

一般社団法人 日本計量機器工業連合会 
〒162-0837 東京都新宿区納戸町 25-1 
TEL 03-3268-2121  FAX 03-3268-2167 

 

 

報告書の無断転載は固く禁止致します｡ 
 


